
哲学コース

講義内容（2023 年 2 月時点）
※公開後の変更内容は反映されていません。最新情報はWebシラバスで確認してください。
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科 目 名 哲学研究1 ヘーゲル『精神現象学』（G. W. F. Hegel, Phänomenologie des Geistes）を読む

担当者名 Ph.D. テュービンゲン大 鹿島 徹
哲学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ヘーゲル（Georg Wilhelm Friedrich Hegel, 1770-1831）の1807年公刊著作『精神現象学』を取り上げて解説します。

浩瀚な著作ですべてを取り上げるわけにはいかないため、この講義では大きくふたつのことを課題にします。まず、「序文
（Vorrede)」の重要個所を取り上げ、それを解読しながら、この時期のヘーゲル哲学の根本思想について解説します。第二とし
て、最初に書かれた「序論（Einleitung)」を詳しく検討して、執筆開始当初のタイトル「意識の経験の学」に対応する哲学的
企ての動機と方法論を明らかにし、その理解に基づいて「I. 感覚的確信」「II. 知覚」「III. 力と悟性」という冒頭三章の具体的叙
述を解説します。最後に時間が許す範囲で『精神現象学』と呼ばれるにいたったテクストの全貌について、講義担当者の理解す
るところを述べます。
授業の到達目標
『精神現象学』の基本枠組みと、この著作に示されたヘーゲル哲学の全貌について理解を得ること。
成績評価方法
定期的出席、および学期末提出のレポートを基本に行います。

科 目 名 哲学研究2 マルクス思想のアクチュアリティ

担当者名 Ph.D. テュービンゲン大 鹿島 徹
哲学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
カール・マルクス（Karl Marx, 1818-83）の主要なテクストをおおまかな主題単位で取り上げて検討し、20世紀以降のさ

まざまな受容をも参照しながら、マルクス思想の今日的意義について哲学的=非専門家的な立場から自由に考えるよう試みます。
授業の到達目標
マルクスのさまざまなテクストから読み取れる思想のアクチュアリティを各自なりに考えること。
成績評価方法
定期的出席、および学期末のレポートを基本に行います。

科 目 名 哲学研究3 ジャック・デリダ『コーラ』を読む

担当者名 博士(哲学)ストラスブール大 西山 達也
哲学コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
『コーラ』は、現代フランスの哲学者ジャック・デリダが1980年代より展開した思考の成果を集約し、1993年に刊行した
著作である。デリダはこの著作において、プラトンの対話篇『ティマイオス』を読解しながら言語とイメージ、時間と空間、存
在と生成、共同性と場、誕生と世代と生殖の問題、等々をめぐる独自の思考を展開している。デリダのテクストを読解すること
で、20世紀のフランス哲学に入門するとともに、現代世界において哲学することの「意味」を考える手掛かりをつかんでもら
いたい。
授業の到達目標
ある哲学的な概念（「言語」「イメージ」「生成」「場」等）の定義を把握し、特定の哲学者（デリダ等）がこの概念をめぐって

いかなる思考を展開しているかを理解する。そのうえで、授業参加者各自がこの概念をそれぞれの関心に結び付けて応用する能
力を身につける。
成績評価方法
演習への定期的・積極的な参加を基準とする

科 目 名 哲学研究4 Merleau-Ponty, Recherches sur l’usage littéraire du langageを読む

担当者名 本郷 均
哲学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Merleau-PontyのRecherches sur l’usage littéraire du langage（『言語の文学的使用の探究』は、1953年に行われた

コレージュ・ド・フランスでの最初の講義の草稿である。当時のメルロ＝ポンティがソシュールの言語学を独自の仕方で取り込
んでいたことはよく知られているが、本講義は、その言語観に基づいて行われた、メルロ＝ポンティ流の「文学とは何か」論で
ある。この講義は未訳であるので、拙訳を受講生の皆さんに検討をして戴くことによって読み進めていく。必ずしもフランス語
既修を前提とはしない。
授業の到達目標
・メルロ＝ポンティの言語論について説明できる。
・哲学と文学との関係について考察できる。
成績評価方法
・毎回の討議への参加度を平常点として考える(60%)。
・最後に、簡単なレポートを書いて戴く(40%)。
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科 目 名 哲学研究5 カント『判断力批判』の研究

担当者名 Ph.D. ヴッパタール大 小林 信之
哲学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
カントは、「美とは何か」という本質規定に関して、第一に美の「無関心性」をあげた。この概念はショーペンハウアーにう

けつがれ、ニーチェによる批判を介しつつ、現代的議論へと展開していく。また『判断力批判』の崇高論は、形象化しえないも
のの表現という問題や、テクノロジーと無気味さのテーマなど、近現代における美的なものの見直しにつうじている。
この研究では、カントの『判断力批判』の射程をさまざまな今日的視点から検証することをめざす。具体的には、近現代のカ

ント解釈をまじえつつ、カント自身のテキストの読解を中心にすすめていく。今年度は、『判断力批判』の「第一序論」をあつ
かう予定。テキストは、ドイツ語を中心に英訳と各種和訳も参照する。
授業の到達目標
哲学的テキストを読解し、みずからの思考を展開することができること。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 研究内容への習熟度、自己の見解の有無、論述の的確さ等
●その他 0％

科 目 名 哲学研究6 カント『判断力批判』の研究

担当者名 Ph.D. ヴッパタール大 小林 信之
哲学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
カントは、「美とは何か」という本質規定に関して、第一に美の「無関心性」をあげた。この概念はショーペンハウアーにう

けつがれ、ニーチェによる批判を介しつつ、現代的議論へと展開していく。また『判断力批判』の崇高論は、形象化しえないも
のの表現という問題や、テクノロジーと無気味さのテーマなど、近現代における美的なものの見直しにつうじている。
この研究では、カントの『判断力批判』の射程をさまざまな今日的視点から検証することをめざす。具体的には、近現代のカ

ント解釈をまじえつつ、カント自身のテキストの読解を中心にすすめていく。 今期はとくに、Allison, Ginsborg などの『判
断力批判』解釈を検討しつつ、美と倫理との問題に焦点をさだめたい。
授業の到達目標
哲学的テキストを読解し、みずからの思考を展開することができること。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 研究内容への習熟度、自己の見解の有無、論述の的確さ等
●その他 0％

科 目 名 哲学研究7 アリストテレス『魂論』における魂の定義と感覚の説明

担当者名 博士(文学)東大 岩田 圭一
哲学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
アリストテレス『魂論』第2巻における魂の定義と感覚一般に関する論述、第3巻における共通感覚に関する論述を取り上げ、

魂と感覚についてのアリストテレスの考え方をテクストに即して理解する。魂と感覚について説明するために用いられる、「質
料－形相」、「可能態－現実態」の対概念について、『形而上学』など関連する著作を参照しながら理解を深める。多様な解釈の
可能性を考えながら、丁寧にテクストを読んでいく。
授業の到達目標
アリストテレス『魂論』の読解を通じてギリシア語のテクストを読む技術と方法を身につける。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 読解、出席状況、授業への貢献度によって評価する。
●その他 0％

科 目 名 哲学研究8 アリストテレス『魂論』における知性論

担当者名 博士(文学)東大 岩田 圭一
哲学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
アリストテレス『魂論』第3巻における知性に関する論述を取り上げ、アリストテレスの考え方をテクストに即して理解する。

まず、感覚についての説明との類比で説明される知性について理解し、知性が形相ないし本質を受け入れる仕方を理解する。そ
の際、感覚についての説明でも用いられる「可能態－現実態」についての理解が前提となるので、第2巻における論述を参照し
ながら読解する。次に、作用する知性と作用を受ける知性との区別が行われる論述を読み、いくつかの解釈の可能性を検討する。
続いて、知性が実践的な領域で用いられる場合に関する論述を取り上げ、さらに、動物の場所的運動の原因に関する論述を取り
上げる。
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授業の到達目標
アリストテレス『魂論』の読解を通じてギリシア語のテクストを読む技術と方法を身につける。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 読解、出席状況、授業への貢献度によって評価する。
●その他 0％

科 目 名 哲学研究9 カント『実践理性批判』の再検討（その1）

担当者名 御子柴 善之
哲学コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
カント『実践理性批判』（後半）について、その全貌を把握するとともに、カントの義務論の正確な理解を促すような解説を

行う。
授業の到達目標
参加者が、カント『実践理性批判』の核心（実践理性の二律背反）に触れることが目標である。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 100％ 毎回提示される原稿を踏まえて、議論にしっかり参加する。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
授業中に使用する原典はドイツ語です。ただし、資料は日本語で配布します。また、この授業は、対面（教場）で行われる予

定です。

科 目 名 哲学研究10 カント『実践理性批判』の再検討（その2）

担当者名 御子柴 善之
哲学コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
カント『実践理性批判』について、その全貌を把握するとともに、カントの義務論の正確な理解を促すような解説を行う。こ

の（その2）では、同書の冒頭から再検討を行う。
授業の到達目標
参加者が、カント『実践理性批判』の核心に触れることが目標である。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 100％ 毎回提示される訳文を踏まえて、議論にしっかり参加する。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
授業中に使用する原典はドイツ語です。ただし、資料は日本語で配布します。また、この授業は、対面（教場あるいは研究室）

で行われる予定です。

科 目 名 哲学研究11 現代自由意志論

担当者名 Ph.D. セント・アンドルーズ大 伊藤 遼
哲学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代自由意志論の基本的文献を輪読形式で読み進める。
授業の到達目標
（1）現代自由意志論の全体像について一定の見通しを持つ。
（2）関連分野の文献を日本語や英語で読みこなすことができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 毎回の授業に対する予復習の姿勢、レジュメへの取り組みを評価する。
●その他 0％

科 目 名 哲学研究12 現代自由意志論

担当者名 Ph.D. セント・アンドルーズ大 伊藤 遼
哲学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代自由意志論の基本的文献を輪読形式で読み進める。
授業の到達目標
（1）現代自由意志論の全体像について一定の見通しを持つ。
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（2）関連分野の文献を日本語や英語で読みこなすことができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 毎回の授業に対する予復習の姿勢、レジュメへの取り組みを評価する。
●その他 0％

科 目 名 哲学研究13 ウィトゲンシュタイン『論理哲学論考』の形而上学

担当者名 博士(文学)東大 伊佐敷 隆弘
哲学コース ２単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ウィトゲンシュタイン（Ludwig Wittgenstein, 1889～1951年）は20世紀の分析哲学の源泉の一人である。しかし、分

析哲学が概念分析を主な任務としてきたのに対し、ウィトゲンシュタインは主著『論理哲学論考』（1921年刊）において、大
胆な形而上学的思索を展開している。たとえば、「世界と生とは一つである。」「主体は世界に属さない。それは世界の限界であ
る。」「世界の意義は世界の外になければならない。」「現在に生きる者は永遠に生きる。」「神秘とは世界がいかにあるかではなく、
世界があるというそのことである。」と主張している。この授業では、形而上学の書として『論理哲学論考』を読む。
授業の到達目標
・『論理哲学論考』の形而上学的主張の構造を理解する。
・哲学的問題について自分自身の頭を使って考察する。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業への参加の積極性を評価する。
●その他 0％

科 目 名 哲学研究14 Merleau-Ponty, Le visible et l’invisible, l’entrelacs - le chiasme章を読む

担当者名 本郷 均
哲学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
メルロ＝ポンティの遺稿『見えるものと見えないもの』は、遺稿という性格もあって難解なテクストであるが、その中でも核

心となっている「絡み合い－キアスム」の章を読解する。最晩年のメルロ＝ポンティ存在論がもつ呪文のような奇怪な術語がな
ぜ必要とされ、難解になっているのか、その所以を掘り下げていきたい。
授業の到達目標
・メルロ＝ポンティの前期の『知覚の現象学』から後期の存在論へと至る道筋を説明できる。
・メルロ＝ポンティの晩年の存在論について説明できる。
成績評価方法
・毎回、フランス語既修の方には訳読を担当していただき、フランス語既習ではない方には講義内で、質問などを通して討議

に参加して戴く。これを平常点として考える(60%程度)。
・最後に簡単なレポートを書いて戴く（40%程度）。

科 目 名 哲学研究15 西洋古代・中世哲学における「意志」と「行為」の概念史（続）――ストア派からアウグスティヌスへ（その4）

担当者名 荻野 弘之
哲学コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
人間の行為の基本的構造に関わる諸問題を考える。感情、欲望、意志など非合理性を問題にする。英語圏では moral psy-

chology と呼ばれる学問分野。

昨年度は否定神学の古典、擬ディオニュシオス文書を精読したが、今年度も引続いて、ギリシア哲学とキリスト教が共有する
「選択と意志」に関わる問題群を取り上げる。 人間が（知りつつ）悪をなすという、ごく日常的な事態を、どのように捉えたら
よいのか。宗教が入ってくると、罪やゆるしの概念が加わることで、主知主義的な構図がどのように変わるだろうか。
以下のような問題を意識しながら、主要なテクストを精読するとともに、関連する研究書や文献を参照する。

・合理的な選択と、行為の非合理性の関係をどう考えるか。
・ヘレニズム時代の、特にストア派の行為論と、その特徴をどう理解するか。
・アウグスティヌスの「意志」の概念との比較。

古代／中世哲学を専攻とする以外の学生も歓迎する（ギリシア語・ラテン語の知識は必ずしも前提しない）。
小人数が予想されるので、受講者の希望と関心に応じて、取り扱う主題、テキスト、進め方に適宜の変更を加える。
受講者の予備知識に応じて、原典、邦訳、註解書・参考書（英文）を併用して進める予定。
昨年からの継続受講者、新規参加者、いずれも歓迎する。
授業の到達目標
（1）哲学的な基本概念の正しい理解。
（2）通時的な概念史への素養の涵養。
（3）現代哲学で扱われている問題との対照。
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（4）テクストの正確な読解能力の養成。
（5）明快で的確な日本語表現の涵養。
（6）参加者間の討議による理解の深化。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない
●レポート 0％ 行わない
●平常点 90％ 小人数が予想されるため、試験やレポートではなく、出席状況と平常点でのみで採点する。
●その他 10％ 出席状況は考慮する。
対面授業を予定しているが、感染状況によってはオン・ラインの可能性もある（ZOOM使用）。

科 目 名 哲学研究16
担当者名 関口 浩
哲学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要

本項目の情報はWebシラバスを参照ください
授業の到達目標

本項目の情報はWebシラバスを参照ください
成績評価方法

本項目の情報はWebシラバスを参照ください

科 目 名 哲学演習1-1 Walter Benjamin, "Zur Kritik der Gewalt”(1920/21)

担当者名 Ph.D. テュービンゲン大 鹿島 徹
哲学コース ２単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「暴力批判論」という日本語訳題で知られるテクストを精読します。基本的な課題としては、1) 第一次世界大戦とドイツ革命
の余燼くすぶる時期に、「法措定的暴力」「法維持的暴力」「法根絶的暴力」をめぐって展開された若きベンヤミンの精緻な思索を、
原文に即して深く読みとること、2) 硬質な学術文体のドイツ語を読み解く語学力を磨くこと、3) ベンヤミンの議論を適用しな
がら現代（日本）社会における「暴力（強制力 Gewalt)」の諸問題をともに論じ合う場を開くことにあります。
授業の到達目標
「暴力（強制力）」をめぐるベンヤミンの思索について基本的な理解をえて、それを今日の問題に適用する能力を涵養すること。
成績評価方法
定期的な出席と訳読への参加を評価基準とします。

科 目 名 哲学演習1-2 Theodor W. Adorno, Negative Dialektik (1967)

担当者名 Ph.D. テュービンゲン大 鹿島 徹
哲学コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
『否定弁証法』の日本語訳題で知られるテオドア・W・アドルノ（1903-60）の主著と目されるテクストを読みます。ドイ
ツ語原文訳読方式で精読しますが、浩瀚な著作のため「序論（Einleitung)」か第II部「否定弁証 概念と諸カテゴリー」のいず
れかに絞って読むことにしましょう。
授業の到達目標
難解をもって知られるアドルノのテクストを独力で読み進める足がかりを内容・ドイツ語両面において涵養し、そのうちに含

まれる思想内容をみずから考える土台を作ること。
成績評価方法
定期的な出席と訳読への参加を評価基準とする。

科 目 名 哲学演習2-1 規則の規範性と客観性の源泉をめぐる諸問題

担当者名 Ph.D. セント・アンドルーズ大 伊藤 遼
哲学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、諸々の規則が持つ規範性と客観性の源泉を、現代英米哲学の諸文献を手がかりに探る。後期ウィトゲンシュタ

インやクリプキ、ブランダム、ミリカンらの諸業績を扱う予定である。授業は、これらの文献を輪読するという形で進める。
授業の到達目標
・現代英米哲学の文献を読みこなしそれに批判的検討を加える能力を涵養する。
・上述の目標を達成することで受講者自らの研究をより良いものにする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 担当するレジュメの内容とディスカッションへの貢献によって評価する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
授業計画は、受講人数や受講者の関心に応じて変更となる可能性がある。
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科 目 名 哲学演習2-2 規則の規範性と客観性の源泉をめぐる諸問題

担当者名 Ph.D. セント・アンドルーズ大 伊藤 遼
哲学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、諸々の規則が持つ規範性と客観性の源泉を、現代英米哲学の文献だけでなく関連する国内外のさまざまな分野

の文献を手がかりに探る。授業は、これらの文献を輪読するという形と配布資料について議論を行うという形を併用する。
授業の到達目標
・現代英米哲学の文献を読みこなしそれに批判的検討を加える能力を涵養する。
・現代英米哲学の枠組みを超えてさまざまな文献を読むことで情報収集する能力を涵養する。
・上述の目標を達成することで受講者自らの研究をより良いものにする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 担当するレジュメの内容とディスカッションへの貢献によって評価する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
授業計画は、受講人数や受講者の関心に応じて変更となる可能性がある。

科 目 名 哲学演習3-1 美学・文化哲学の研究

担当者名 Ph.D. ヴッパタール大 小林 信之
哲学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
美学・文化哲学の研究にとって基礎的なテキストの解釈を中心にすすめていく。下記の論考のほか、適宜、重要な文献をとり

あげ精読する。

-Ginsborg, Hannah. 2015. The Normativity of Nature : Essays on Kant’s Critique of Judgement. Oxford, United
Kingdom: Oxford University Press.
-Allison, Henry E. 2001. Kant’s Theory of Taste: A Reading of the Critique of Aesthetic Judgment. Cambridge,

U.K.; New York: Cambridge University Press.
授業の到達目標
哲学的テキストを読解し、みずからの思考を展開することができること。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 研究内容への習熟度、自己の見解の有無、論述の的確さ等
●その他 0％

科 目 名 哲学演習3-2 美学・文化哲学の研究

担当者名 Ph.D. ヴッパタール大 小林 信之
哲学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
美学・文化哲学の研究にとって基礎的なテキストの解釈を中心にすすめていく。下記の論考のほか、適宜、重要な文献をとり

あげ精読する。

-Ginsborg, Hannah. 2015. The Normativity of Nature : Essays on Kant’s Critique of Judgement. Oxford, United
Kingdom: Oxford University Press.
-Allison, Henry E. 2001. Kant’s Theory of Taste: A Reading of the Critique of Aesthetic Judgment. Cambridge,

U.K.; New York: Cambridge University Press.
授業の到達目標
哲学的テキストを読解し、みずからの思考を展開することができること。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 研究内容への習熟度、自己の見解の有無、論述の的確さ等
●その他 0％

科 目 名 哲学演習4-1 ジル・ドゥルーズ『差異と反復』第2章を読む

担当者名 博士(哲学)ストラスブール大 西山 達也
哲学コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代フランスの哲学者ジル・ドゥルーズの『差異と反復』第2章第2節および第3節をフランス語で読む。
『差異と反復』第2章「それ自身へ向かう反復」は、ドゥルーズが「反復」概念を哲学的ないし哲学史的に検討したテクストで
ある。「反復」は、私たちの生、実存、言語、社会、歴史、そして私たちを取り巻く自然界を貫く運動であるが、この主題をめ
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ぐってドゥルーズがいかなる問いを提起しているのか、そしてその背景にいかなる哲学的伝統があるのかを吟味し、現代哲学に
おける「反復」をめぐる思想の諸潮流を俯瞰する。
授業の到達目標
ドゥルーズのテクストをフランス語で理解し、哲学的伝統の中にそれを位置づけるとともに、現代哲学の他の思想潮流と関連

付けて解釈できるようになること。
成績評価方法
演習への積極的な参加を基準とする。

科 目 名 哲学演習5-1 アラビア哲学原典講読（1）

担当者名 博士(学術)東大 小村 優太
哲学コース ２単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
イブン・シーナー/アヴィセンナ『治癒の書』「形而上学」をアラビア語原典で講読する。
『治癒の書』はアラビア哲学のみならず、その後のスコラ哲学全体における形而上学を新たな段階へと引き上げた著作である。

『治癒の書』のアラビア語は決して読みやすいものではないが、その原典を少しずつ講読することにより、アラビア哲学の文献
を読むさいの基礎的な語学力、読解力を涵養する。
授業の到達目標
・アラビア哲学の基本概念を習得する。
・アラビア語の原典講読を可能とする語学力を身に付ける。
成績評価方法
授業への参加によって評価する。

科 目 名 哲学演習5-2 アラビア哲学原典講読（2）

担当者名 博士(学術)東大 小村 優太
哲学コース ２単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
イブン・シーナー/アヴィセンナ『治癒の書』「形而上学」をアラビア語原典で講読する。
『治癒の書』はアラビア哲学のみならず、その後のスコラ哲学全体における形而上学を新たな段階へと引き上げた著作である。

『治癒の書』のアラビア語は決して読みやすいものではないが、その原典を少しずつ講読することにより、アラビア哲学の文献
を読むさいの基礎的な語学力、読解力を涵養する。
授業の到達目標
・アラビア哲学の基本概念を習得する。
・アラビア語の原典講読を可能とする語学力を身に付ける。
成績評価方法
授業への参加によって評価する。

科 目 名 哲学演習6-1 アリストテレス『ニコマコス倫理学』第2巻の読解

担当者名 博士(文学)東大 岩田 圭一
哲学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
人柄の卓越性（徳）とはいかなる卓越性であるかについて論じられる『ニコマコス倫理学』第2巻を取り上げ、徳一般に関す

るアリストテレスの考え方をテクストに即して理解する。アリストテレスの徳論においては「ロゴス」が重要な意味をもつが、
第6巻における知的な卓越性に関する論述も参照しながら、徳論における「ロゴス」の意義について考えることにしたい。
授業の到達目標
アリストテレスの徳論において用いられる術語の用法に注意しながら、アリストテレスのテクストを読む技術と方法を身につ

ける。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 読解、出席状況、授業への貢献度によって評価する。
●その他 0％

科 目 名 哲学演習6-2 アリストテレス『ニコマコス倫理学』第3巻の読解

担当者名 博士(文学)東大 岩田 圭一
哲学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
行為について論じられる『ニコマコス倫理学』第3巻第1-5章と、人柄の卓越性の一つである勇気について論じられる第3巻

第6-9章を取り上げる。行為に関する論述については、自発性、選択、思案といった基本的な概念を理解し、人柄の卓越性に基
づく行為について理解を深める。勇気に関する論述については、人柄の卓越性についての一般的な説明が個別の卓越性の説明に
どのように適用されているかを見て、個別の卓越性について理解を深める。
授業の到達目標
アリストテレス『ニコマコス倫理学』第3巻における術語の用法に注意しながら、アリストテレスのテクストを読む技術と方

法を身につける。
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成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 読解、出席状況、授業への貢献度によって評価する。
●その他 0％

科 目 名 哲学演習7-1 カント『純粋理性批判』の再検討(1)

担当者名 御子柴 善之
哲学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
カント『純粋理性批判』の「純粋悟性のすべての原則の体系」から「経験の類推」を中心に検討することで、カント理論哲学

における感性と悟性との協働の問題を考える。さらに、ヒュームが提示した因果性に対する懐疑を、カントがどのように克服し
たかを確認する。これらを通して、近代哲学にかんする「深い学識」と「専門の知識」を修得する。
授業の到達目標
カントの難解な原文を読解できるようになり、また、二次文献を検討する力をつけること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 50％ 『純粋理性批判』や自分の研究分野にかんするレポートを提出する。
●平常点 50％ ドイツ語読解に参加する。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
この授業は対面（教場、あるいは研究室）で実施する予定です。

科 目 名 哲学演習7-2 カント『純粋理性批判』の再検討(2)

担当者名 御子柴 善之
哲学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
カント『純粋理性批判』の「純粋悟性のすべての原則の体系」から「経験の類推」を中心に検討することで、カント理論哲学

における感性と悟性との協働の問題を考える。さらに、ヒュームが提示した因果性に対する懐疑を、カントがどのように克服し
たかを確認する。これらを通して、近代哲学にかんする「深い学識」と「専門の知識」を修得する。
授業の到達目標
カントの難解な原文を読解できるようになり、また、二次文献を検討する力をつけること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 50％ 『純粋理性批判』や自分の研究分野にかんするレポートを提出する。
●平常点 50％ ドイツ語読解に参加する。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
この授業は対面（教場、あるいは研究室）で実施する予定です。

科 目 名 哲学演習8-1 パーソン論

担当者名 村松 聡
哲学コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
倫理学・応用倫理学の研究にとって必須なパーソン論についての哲学論文を取り上げる。
今年度は、生命倫理の分野で議論されてきた自己意識中心のパーソン論をまず取上げ、

その後、その克服を目指した論文を読む。

その上で、もっとも現代ヨーロッパ圏で影響力をもつクヴァンテのパーソン論を取上げる。
授業の到達目標
研究者としてテキストの正確な読解と理解能力を育てる。哲学的に倫理を考えていくための基本となるパーソン問題、

他者問題、身体問題を理解し、考えていくための能力を身につけること。さらに現実の倫理的問題への適用、応用をできるよ
うにする。
成績評価方法
期末にレポートを課す。演習への出席、ディスカッション、発表を総合的に評価する。
備考・関連ＵＲＬ
授業は場合によって対面で行う場合と,オンラインで行う場合がある。（ハイフレックスで行うわけではない）
その旨予定しておいてほしい。
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科 目 名 哲学演習8-2 パーソン論

担当者名 村松 聡
哲学コース ２単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
倫理学・応用倫理学の研究にとって必須なパーソン論についての哲学論文を取り上げる。
今年度は、生命倫理の分野で議論されてきた自己意識中心のパーソン論をまず取上げ、その後、その克服を目指した論文を

読む。

その上で、もっとも現代ヨーロッパ圏で影響力をもつクヴァンテのパーソン論を取上げる。
授業の到達目標
研究者としてテキストの正確な読解と理解能力を育てる。哲学的に倫理を考えていくための基本となるパーソン問題、

他者問題、身体問題を理解し、考えていくための能力を身につけること。さらに現実の倫理的問題への適用、応用をできるよ
うにする。
成績評価方法
期末にレポートを課す。演習への出席、ディスカッション、発表を総合的に評価する。
備考・関連ＵＲＬ
授業は場合によって対面で行う場合と,オンラインで行う場合がある。（ハイフレックスで行うわけではない）
その旨予定しておいてほしい。

科 目 名 哲学演習9-1
担当者名 矢内 義顯
哲学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
カンタベリーのアンセルムス『プロスロギオン』を読む。ラテン語で読むことを基本とするが，ラテン語未修の出席者に関し

ては，必要に応じてドイツ語，フランス語，スペイン語訳も配布する。
授業の到達目標
アンセルムスの著作を読むことをとおし，11世紀‐12世紀の知的世界の理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ 行なわない。
●レポート 40％ テクストの理解度がどれだけ反映されているかで評価する。
●平常点 60％ 毎回のテクストの読解・発言等に基づく。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
特にない。

科 目 名 哲学演習9-2
担当者名 矢内 義顯
哲学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
カンタベリーのアンセルムス『プロスロギオン』を読む。ラテン語で読むことを基本とするが，ラテン語未修の出席者に関し

ては，必要に応じてドイツ語，フランス語，スペイン語訳も配布する。
授業の到達目標
アンセルムスの著作を読むことをとおし，11世紀‐12世紀の知的世界の理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ 行なわない。
●レポート 40％ テクストの理解度がどれだけ反映されているかで評価する。
●平常点 60％ 毎回のテクストの読解・発言等に基づく。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
特にない。

科 目 名 哲学演習10-1 トマス・アクィナス『アリストテレス「魂について」註解』の精読

担当者名 博士(文学)京大 辻内 宣博
哲学コース ２単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
13世紀の神学者であるトマス・アクィナス『アリストテレス「魂について」註解』（InDA）をラテン語原文／英語翻訳で読み，

アリストテレス哲学に依拠したアクィナスの人間理解や生物理解について，その内実を明らかにする。
アクィナスは，アリストテレス哲学の枠組みを使いながらも，それを哲学的・自然本性的・現世的な世界観に留めることなく，

神学的・超自然本性的・来世的な世界観へと連ねて展開している。
こうしたアクロバティックな展開がなぜ可能になるのかを考えてみるために，アリストテレス註解の現場を確認することを通

じて，中世スコラ哲学の標準的な魂／心の理解を捉えることを試みる。
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授業の到達目標
アクィナスは，アリストテレス哲学を利用して神学の理論体系を構築したとよく言われるが，しかし，具体的にはいったいど

のようにしてそれを成し遂げたのか，あるいは，成し遂げえなかったのかを，実際のテクストを精読することによって批判的に
考察する。
そうすることによって，合理的な哲学と超自然的な神学との理論的な齟齬がどこにあるのか，また，どういった思考方法を使

えば，両者が連絡すると考えうるのか，ということについて，より深く洞察することができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 100％ 授業への参加度（担当箇所の翻訳と解説，発言による貢献度等）に基づいて評価します。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
講義要項やWebシラバスの記載内容は，登録された受講生の人数や理解度，進捗度に応じて，授業開始後に変更となる可能性

があります。

科 目 名 哲学演習10-2 トマス・アクィナス『アリストテレス「魂について」註解』の精読

担当者名 博士(文学)京大 辻内 宣博
哲学コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
13世紀の神学者であるトマス・アクィナス『アリストテレス「魂について」註解』（InDA）をラテン語原文／英語翻訳で読み，

アリストテレス哲学に依拠したアクィナスの人間理解や生物理解について，その内実を明らかにする。
アクィナスは，アリストテレス哲学の枠組みを使いながらも，それを哲学的・自然本性的・現世的な世界観に留めることなく，

神学的・超自然本性的・来世的な世界観へと連ねて展開している。
こうしたアクロバティックな展開がなぜ可能になるのかを考えてみるために，アリストテレス註解の現場を確認することを通

じて，中世スコラ哲学の標準的な魂／心の理解を捉えることを試みる。
授業の到達目標
アクィナスは，アリストテレス哲学を利用して神学の理論体系を構築したとよく言われるが，しかし，具体的にはいったいど

のようにしてそれを成し遂げたのか，あるいは，成し遂げえなかったのかを，実際のテクストを精読することによって批判的に
考察する。そうすることによって，合理的な哲学と超自然的な神学との理論的な齟齬がどこにあるのか，また，どういった思考
方法を使えば，両者が連絡すると考えうるのか，ということについて，より深く洞察することができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 100％ 授業への参加度（担当箇所の翻訳と解説，発言による貢献度等）に基づいて評価します。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
講義要項やWebシラバスの記載内容は，登録された受講生の人数や理解度，進捗度に応じて，授業開始後に変更となる可能性

があります。

科 目 名 哲学研究指導1-1 M 哲学

担当者名 Ph.D. テュービンゲン大 鹿島 徹
哲学コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の執筆のための、形式・内容両面でのアドバイスを行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導1-2 M 哲学

担当者名 Ph.D. テュービンゲン大 鹿島 徹
哲学コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の執筆のための、形式・内容両面でのアドバイスを行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 哲学研究指導2-1 M 近現代英米哲学

担当者名 Ph.D. セント・アンドルーズ大 伊藤 遼
哲学コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英米近現代哲学の諸分野について、文献読解、研究発表、ディスカッションを行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導2-2 M 近現代英米哲学

担当者名 Ph.D. セント・アンドルーズ大 伊藤 遼
哲学コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英米近現代哲学の諸分野について、文献読解、研究発表、ディスカッションを行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
授業は教場での参加とzoomによる参加の両方を可能とします。（9/8）

科 目 名 哲学研究指導3-1 M 美学・文化哲学

担当者名 Ph.D. ヴッパタール大 小林 信之
哲学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆のための指導をおこなう。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導3-2 M 美学・文化哲学

担当者名 Ph.D. ヴッパタール大 小林 信之
哲学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆のための指導をおこなう。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導4-1 M 近現代フランス哲学

担当者名 博士(哲学)ストラスブール大 西山 達也
哲学コース ― 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆のための指導を行う。哲学原典を読解し、二次テクストの利用方法、修士論文執筆に必要な技術を修得する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 哲学研究指導5-1 M 宗教哲学、宗教学、アラビア哲学

担当者名 博士(学術)東大 小村 優太
哲学コース ― 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆のための指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導5-2 M 宗教哲学、宗教学、アラビア哲学

担当者名 博士(学術)東大 小村 優太
哲学コース ― 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆のための指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導6-1 M 古代ギリシア哲学

担当者名 博士(文学)東大 岩田 圭一
哲学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆のための指導を行う。テクスト、注釈書、研究書の読解を通じて、修士論文執筆に必要な技術を修得する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導6-2 M 古代ギリシア哲学

担当者名 博士(文学)東大 岩田 圭一
哲学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆のための指導を行う。テクスト、注釈書、研究書の読解を通じて、修士論文執筆に必要な技術を修得する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導7-1 M ドイツ近代哲学、倫理学

担当者名 御子柴 善之
哲学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
哲学演習7-1と合併で行われるこの授業では、カント『純粋理性批判』分析論の読解を手がかりとしつつ、参加者の研究の促

進し、近代哲学にかんする学識の修得を図る。なお、この授業時間枠を用いて、研究発表のための予行練習をする場合がある。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
この授業が教室で実施されるか、それとも担当者の研究室で実施されるかは、授業前にご確認ください。
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科 目 名 哲学研究指導7-2 M ドイツ近代哲学、倫理学

担当者名 御子柴 善之
哲学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
哲学演習7-2と合併で行われるこの授業では、カント『純粋理性批判』分析論の読解を手がかりとしつつ、参加者の研究の促

進し、近代哲学にかんする深い学識の修得を図る。なお、この授業時間枠を用いて、研究発表のための予行練習をする場合があ
る。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
この授業が教室で実施されるか、それとも担当者の研究室で実施されるかは、授業前にご確認ください。

科 目 名 哲学研究指導8-1 M 倫理学・応用倫理学

担当者名 村松 聡
哲学コース ― 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
哲学演習8－1と合併で行われるが、この授業時間枠を用いて修士論文の過程での研究発表を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成が目標である。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導8-2 M 倫理学・応用倫理学

担当者名 村松 聡
哲学コース ― 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
哲学演習8－2と合併で行われるが、この授業時間枠を用いて修士論文の過程での研究発表を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成が目標である。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導9-1 M キリスト教哲学

担当者名 矢内 義顯
哲学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の進捗状況を確認し，発表等を行なう。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導9-2 M キリスト教哲学

担当者名 矢内 義顯
哲学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の進捗状況を確認し，発表等を行なう。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 哲学研究指導10-1 M 中世哲学

担当者名 博士(文学)京大 辻内 宣博
哲学コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業は，「哲学演習10-1」と合併で行われる。具体的には，トマス・アクィナスの『アリストテレス「魂について」註解』

を精読していく。
この作業を通じて，中世スコラ哲学における心身論や認識論の知見を習得することを目指す。
なお，この授業時間枠を用いて，自身の研究発表をしてもらう場合がある。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導10-2 M 中世哲学

担当者名 博士(文学)京大 辻内 宣博
哲学コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業は，「哲学演習10-2」と合併で行われる。具体的には，トマス・アクィナスの『アリストテレス「魂について」註解』

を精読していく。この作業を通じて，中世スコラ哲学における心身論や認識論の知見を習得することを目指す。なお，この授業
時間枠を用いて，自身の研究発表をしてもらう場合がある。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導1-1 D 哲学

担当者名 Ph.D. テュービンゲン大 鹿島 徹
哲学コース ― 春学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の執筆のための、形式・内容両面でのアドバイスを行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導1-2 D 哲学

担当者名 Ph.D. テュービンゲン大 鹿島 徹
哲学コース ― 秋学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の執筆のための、形式・内容両面でのアドバイスを行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導2-1 D 近現代英米哲学

担当者名 Ph.D. セント・アンドルーズ大 伊藤 遼
哲学コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英米近現代哲学の諸分野について、文献読解、研究発表、ディスカッションを行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 哲学研究指導2-2 D 近現代英米哲学

担当者名 Ph.D. セント・アンドルーズ大 伊藤 遼
哲学コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英米近現代哲学の諸分野について、文献読解、研究発表、ディスカッションを行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
授業は教場での参加とzoomによる参加の両方を可能とします。（9/8）

科 目 名 哲学研究指導3-1 D 美学・文化哲学

担当者名 Ph.D. ヴッパタール大 小林 信之
哲学コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文執筆のための指導をおこなう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導3-2 D 美学・文化哲学

担当者名 Ph.D. ヴッパタール大 小林 信之
哲学コース ― 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文執筆のための指導をおこなう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導4-1 D 近現代フランス哲学

担当者名 博士(哲学)ストラスブール大 西山 達也
哲学コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランス近現代哲学にかんする基礎を再確認すべく、参加者の研究遂行にとって有意義なフランス哲学の基本文献を読解する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導4-2 D 近現代フランス哲学

担当者名 博士(哲学)ストラスブール大 西山 達也
哲学コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランス近現代哲学にかんする基礎を再確認すべく、参加者の研究遂行にとって有意義なフランス哲学の基本文献を読解する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
本演習は資料配布形式で実施します。
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科 目 名 哲学研究指導5-1 D 宗教哲学、宗教学、アラビア哲学

担当者名 博士(学術)東大 小村 優太
哲学コース ― 春学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文執筆のための指導をおこなう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導5-2 D 宗教哲学、宗教学、アラビア哲学

担当者名 博士(学術)東大 小村 優太
哲学コース ― 秋学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文執筆のための準備を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導6-1 D 古代ギリシア哲学

担当者名 博士(文学)東大 岩田 圭一
哲学コース ― 春学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士学位請求論文執筆のための指導を行う。テクスト、注釈書、研究書の読解を通じて、博士学位請求論文執筆に必要な技術

を修得する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導6-2 D 古代ギリシア哲学

担当者名 博士(文学)東大 岩田 圭一
哲学コース ― 秋学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士学位請求論文執筆のための指導を行う。テクスト、注釈書、研究書の読解を通じて、博士学位請求論文執筆に必要な技術

を修得する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導7-1 D ドイツ近代哲学、倫理学

担当者名 御子柴 善之
哲学コース ― 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
参加者による研究進捗状況の報告と研究発表が授業の中心になります。時間に余裕がある場合、カント哲学などにかんする諸

文献を検討しながら、参加者の研究を促進します。これらを通して、学会における研究発表や学術論文発表の準備に取り組みま
す。
授業の到達目標
修業年限以内での博士学位請求論文の完成を目標とします。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
この授業が教室で実施されるか、それとも担当者の研究室で実施されるかは、授業前にご確認ください。
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科 目 名 哲学研究指導7-2 D ドイツ近代哲学、倫理学

担当者名 御子柴 善之
哲学コース ― 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
参加者による研究進捗状況の報告と研究発表が授業の中心になります。時間に余裕がある場合、カント哲学などにかんする諸

文献を検討しながら、参加者の研究を促進します。これらを通して、学会における研究発表や学術論文発表の準備に取り組みま
す。
授業の到達目標
修業年限以内での博士学位請求論文の完成を目標とします。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
この授業が教室で実施されるか、それとも担当者の研究室で実施されるかは、授業前にご確認ください。

科 目 名 哲学研究指導8-1 D 倫理学、応用倫理学

担当者名 村松 聡
哲学コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文にいたるまでの草稿の発表と検討を行う
授業の到達目標
博士論文の完成が目標である
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導8-2 D 倫理学、応用倫理学

担当者名 村松 聡
哲学コース ― 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文にいたるまでの草稿の発表と検討を行う
授業の到達目標
博士論文の完成が目標である
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導9-1 D キリスト教哲学

担当者名 矢内 義顯
哲学コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
論文の進捗状況に応じて，発表とうを行なう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導9-2 D キリスト教哲学

担当者名 矢内 義顯
哲学コース ― 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
論文の進捗状況に応じて，発表とうを行なう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 哲学研究指導10-1 D 中世哲学

担当者名 博士(文学)京大 辻内 宣博
哲学コース ― 春学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中世哲学の諸分野に関して，博士論文執筆のための指導を行う。参加者による研究進捗状況の報告と研究発表が中心となりま

す。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 哲学研究指導10-2 D 中世哲学

担当者名 博士(文学)京大 辻内 宣博
哲学コース ― 秋学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中世哲学の諸分野に関して，博士論文執筆のための指導を行う。参加者による研究進捗状況の報告と研究発表が中心となりま

す。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 東洋哲学特殊問題1 日本天台浄土教思想

担当者名 博士(文学)早大 柳澤 正志
東洋哲学コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本仏教史を研究する上で、大きなテーマとなるのが浄土教である。今日、浄土教をいうと浄土宗・浄土真宗が信奉する善導

系の思想に基づく浄土思想を指す場合が多い。その源流に位置するのが法然であるが、その法然以前にも天台・真言・南都にお
いてそれぞれ独自の思想展開を見せた浄土思想が息づいていた。そのなか、重要な位置を占めるのが日本天台浄土教である。本
講では恵快撰とされる『妙行心要集』を一年間かけて講義し、天台独特の法華思想と融合した浄土思想について学ぶ。
授業の到達目標
天台的議論のなかで浄土教がどのように受用されていったかを理解する
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 70％ 授業に関連したテーマを各自設定して論述することが必要となる。
●平常点 30％ 出席、授業態度、質疑応答をともに評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 東洋哲学特殊問題2 日本天台浄土教思想

担当者名 博士(文学)早大 柳澤 正志
東洋哲学コース ２単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
東洋哲学特殊問題1（春期）に引き続き、恵快撰とされる『妙行心要集』を講義し、天台独特の法華思想と融合した浄土思想

について学ぶ。
授業の到達目標
天台的議論のなかで浄土教がどのように受用されていったかを理解する。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 70％ 授業に関連したテーマを各自設定して論述することが必要となる。
●平常点 30％ 出席、授業態度、質疑応答をともに評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 東洋哲学特殊問題3 道教文献の講読：六朝時代の経典を中心に

担当者名 博士(文学)早大 酒井 規史
東洋哲学コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
六朝時代の経典を中心とする道教文献の読解、および関連する先行研究の講読を行う授業である。

道教の経典は六朝時代に多く述作され、後世においてもそのスタイルに基づいた経典が作られていった。よって、どの時代の
道教文献を研究・参照する場合においても、六朝時代の経典を読解する能力が必須となる。そこで、当該時期に編纂された経典
を引用・援用する『無上秘要』と『元始無量度人上品妙経四註』、および典拠となった経典の講読を通して、読解力の基礎を固
めていくことにしたい。また、関連する先行研究の講読も随時行い、道教の教理・経典編纂の歴史・研究史についての理解を深
めることもめざす。
授業の到達目標
六朝時代の経典を中心とする道教文献の日本語訳、関連する先行研究の講読をすることで、道教文献の基礎的な読解力を習得

することをめざす。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ （1）文献の訳読の正確さ、（2）出典調査の的確さ、（3）先行研究の内容理解の度合い、（4）授業内の
議論における積極性、(5)レジュメの修正の的確さを評価の対象とする。
●その他 0％ なし。

科 目 名 東洋哲学特殊問題4 道教儀礼文献の講読

担当者名 博士(文学)早大 酒井 規史
東洋哲学コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
道教の儀礼文献の読解、および関連する先行研究の講読を行う授業である。

道教の宗教活動において、幸福を祈り、災厄を払うことを願う各種の儀礼は最も重要なものである。道教の儀礼は六朝時代に
上章・斎・醮といった基本的な形式が登場し、宋代以降には天心正法や雷法などの新しい儀礼が続々と産み出された。明代に編
纂された『正統道蔵』に大量の儀礼文献が収録されているのは、それだけ中国社会におけるニーズがあったことを反映している
といえよう。本授業では、六朝時代から宋代に編纂された道教の儀礼に関する文献（儀礼書・霊験譚など）を講読をすることで、
道教儀礼に関する理解を深めていくことにしたい。また、関連する先行研究の講読も随時行い、道教儀礼の歴史・研究史につい
ての理解を深めることもめざす。
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授業の到達目標
六朝時代から宋代にかけての道教儀礼文献の日本語訳、関連する先行研究の講読をすることで、道教儀礼文献を研究・参照す

るための基礎的な読解力を習得することをめざす。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ （1）文献の訳読の正確さ、（2）先行研究の内容理解の度合い、（3）授業内の議論における積極性、(4)
レジュメの修正の的確さをもとに総合的に評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 東洋哲学特殊問題5 日本近世思想の諸相（本居宣長）

担当者名 博士(文学)早大 垣内 景子
東洋哲学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近世思想の諸相を探るために、本年度も昨年に引き続き本居宣長の思想を読み解く。併せて、江戸時代の我々の先人たち

が、外来の儒教思想をどのように受け止め、自分たちの思想としていったのかを考える。和文のテキストを通して、当時の思想
言語であった漢語漢文ではなく日本語で思想を語ることの意味を探る。授業は、原典講読を中心に進め、各人の資料読解力の向
上にも努める。 なお、本講義は、ディプロマポリシーに則り、専門的でありながら総合性をも合わせ持つ独創性豊かな研究者
の育成を目指し、カリキュラムポリシーに則り、専門的知識を体系的に修得し、それを個々の研究実践に結びつける力を養うも
のである。
授業の到達目標
本居宣長の文献を講読することを通して、日本独自の思想について考えるための知識と視点を涵養する。
和文で書かれた思想文献読解の基礎を培う。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業の予習における訳読の正確さ、典拠調査などの的確さを評価する。また、授業での積極性について
も評価の対象とする。
●その他 0％

科 目 名 東洋哲学特殊問題6 日本近世思想の諸相（本居宣長）

担当者名 博士(文学)早大 垣内 景子
東洋哲学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近世思想の諸相を探るために、本年度も昨年に引き続き本居宣長の思想を読み解く。併せて、江戸時代の我々の先人たち

が、外来の儒教思想をどのように受け止め、自分たちの思想としていったのかを考える。和文のテキストを通して、当時の思想
言語であった漢語漢文ではなく日本語で思想を語ることの意味を探る。授業は、原典講読を中心に進め、各人の資料読解力の向
上にも努める。
なお、本講義は、ディプロマポリシーに則り、専門的でありながら総合性をも合わせ持つ独創性豊かな研究者の育成を目指し、

カリキュラムポリシーに則り、専門的知識を体系的に修得し、それを個々の研究実践に結びつける力を養うものである。
授業の到達目標
本居宣長の文献を講読することを通して、日本独自の思想について考えるための知識と視点を涵養する。
和文で書かれた思想文献読解の基礎を培う。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業の予習における訳読の正確さ、典拠調査などの的確さを評価する。また、授業での積極性について
も評価の対象とする。
●その他 0％

科 目 名 東洋哲学研究1 近世内丹法基礎文献研究（張伯端著・翁葆光注・戴起宗疏『悟真篇注疏』を読む）

担当者名 博士(文学)早大 森 由利亜
東洋哲学コース ２単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中国近世における道家的修養術の歴史において張伯端『悟真篇』は極めて重要な位置を占める。しかし、その内容は本文およ

び注のいずれに関しても正確に理解されているとは言い難いのが現状であろう。今年は、戴起宗『悟真篇註疏』によりながら、
特に戴起宗疏と張伯端の本文との主旨の違いに注目しつつ読解を進めてゆく。
授業の到達目標
広くは中国近世の内丹法に通暁し、近世神仙家文献を読む上での基礎力を養うことを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 60％ 報告の際に準備する訳注稿を以てレポートに代え、その完成度を評価対象とする。状況に応じてそれ以
外のレポートを課すこともあり得る。
●平常点 40％ 自分の報告と、報告を担当しない時間における議論の内容によって評価する。
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●その他 0％ とくになし。
備考・関連ＵＲＬ
なし

科 目 名 東洋哲学研究2 近世内丹法基礎文献研究（張伯端著・翁葆光注・戴起宗疏『悟真篇注疏』を読む）

担当者名 博士(文学)早大 森 由利亜
東洋哲学コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は春学期の「東洋哲学研究1」の内容を継承する。中国近世における道家的修養術の歴史において張伯端『悟真篇』は

極めて重要な位置をしめる。しかし、その内容は本文および注のいずれに関しても、正確に理解されているとは言い難いのが現
状であろう。今年は、戴起宗『悟真篇註疏』によりながら、特に戴起宗疏と張伯端の本文との主旨の違いに注目しつつ読解を進
めてゆく。『悟真篇』という文献をいかに読むかについて模索する授業である。なお、授業で読む箇所については前の授業（学
期はじめに於いては前学期の授業）で読み終えた部分の直後から読み始める。
授業の到達目標
広くは、中国近世の内丹法に通暁し、近世神仙家文献を読む上での基礎力を養うことを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない
●レポート 60％ 報告の際に準備する訳注稿を以てレポートに代え、その完成度を評価対象とする。状況に応じてそれ以
外のレポートを課すこともあり得る。
●平常点 40％ 自分の報告と、報告を担当しない時間における議論の内容によって評価する。
●その他 0％ その他は行わない。
備考・関連ＵＲＬ
なし

科 目 名 東洋哲学研究3 中国古代の軍事思想

担当者名 博士(文学)筑波大 渡邉 義浩
東洋哲学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中国古代の軍事思想についての研究を講義する。
授業の到達目標
『孫子』などの中国の軍事思想に精通します。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はいたしません。
●レポート 0％ 提出いただきません。
●平常点 100％ 講義の後の考察・討論の際、積極的な発言を求めます。
●その他 0％ その他はありません。
備考・関連ＵＲＬ
ありません。

科 目 名 東洋哲学研究4 『韓詩外伝』を読む
担当者名 博士(文学)筑波大 渡邉 義浩
東洋哲学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
前漢の韓嬰が著した『韓詩外伝』を読み、儒教国家成立以前の儒家の経説の普及努力を探る。
授業の到達目標
刊行に耐えうるような訳注を作成できるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はいたしません。
●レポート 0％ 提出いただきません。
●平常点 100％ 精読の考察・討論の際、積極的な発言を求めます。
●その他 0％ その他はありません。
備考・関連ＵＲＬ
ありません。

科 目 名 東洋哲学研究5 仏教・神道資料の読解研究1

担当者名 吉原 浩人
東洋哲学コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本年度は、前年度に続き、『心性罪福因縁集』のうち、いくつかの章段を選び輪読します。本書は、『宗鏡録』『万善同帰集』

などの著者として知られる永明延寿（904～975）が撰述したと伝えられています。寛治八年（1094）の永超『東域伝燈目録』
に書名が見え、永観『往生拾因』にも引用され、『今昔物語集』の原拠に比定される話を見出すこともでます。本書は、長く中
国撰述書として扱われてきましたが、吉原の研究によって本朝において偽撰されたと断定されたものの、その成立には謎が多く
残っています。近年、院政期の古写本が発見されたことにより、再評価の機運が生まれています。本研究では、中国北宋時代と
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日本平安時代後期の、禅思想や本覚思想との関連を踏まえながら、本書をどのように仏教史的・思想史的に位置づけるか考察し
ていきたいと思います。
なおオンデマンド講義によって、本講の前提となる、四六駢儷文の基本や仏教の世界観について概説します。さらに、日本思

想・仏教・文学に関連する辞書の使用法、インターネットと図書館を利用した参考文献の検索、論文の書き方のコンテンツを視
聴してもらいます。これらは授業開始時から随時参照できるように設定します。
授業の到達目標
本研究では、漢文で記された日本古代・中世の思想・宗教資料を自由に読み解くことを目標としています。そのため、文章読

解能力・文献探索能力を身につけるには、受講者自らが努力しなければなりません。資料検索や辞書の使い方、パソコンによる
出典の探し方などについても指導します（上記参照）。
成績評価方法
発表内容60％：発表の際には、詳細な資料とレジュメを作成して、全員に配布しなければなりません。これらの発表資料と

レジュメが評価の対象になります。
平常点評価40％：発表は、何週間か続く場合が多いので、追加資料も必要になります。また教場における学生や教員とのや

り取りで、新しい方向性が見える場合が多くあります。発表内容ばかりでなく、質問を積極的に行い、授業に参加する態度も採
点に加味します。オンデマンド講義視聴を含め、三分の二（10回）以上の出席が、単位授与の必要条件となります。
備考・関連ＵＲＬ
原典を提示して読解するので、高等学校卒業以上の古文・漢文の基礎知識が必要です。意欲ある学生の受講を望みます。本演

習では、仏教文献の初学者にも配慮するので、発表の義務を果たすことのできるものは、他専修・他大学・学部学生の受講希望
者も歓迎します。

科 目 名 東洋哲学研究6 仏教・神道資料の読解研究2

担当者名 吉原 浩人
東洋哲学コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
春学期に続き、『心性罪福因縁集』を輪読します。春学期の「授業概要」を参照してください。
授業の到達目標
春学期に同じ。
成績評価方法
春学期に同じ。
備考・関連ＵＲＬ
春学期に同じ。

科 目 名 東洋哲学研究7 天台教学研究

担当者名 博士(文学)早大 大久保 良峻
東洋哲学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本仏教の中枢とも言える比叡山の仏教は、中国天台の教学を骨子とする。その天台教学は通例、天台大師智顗の講説に基づ

く天台三大部に依拠して論じられる。しかし、天台教学はそれだけで理解されるものではなく、他にも多くの文献が伝えられて
いる。中でも『維摩経文疏』は智顗の晩年における思想を知るための最重要書である。本書は鳩摩羅什訳『維摩詰所説経』の経
文を解釈したものであるが、同時に天台教学を説示したものと看做しうる。本書、或いはその略抄本である『略疏』には独特の
教義も見られ、それらが日本天台に与えた影響も少なからざるものがある。本書から導かれる様々な問題点を探りつつ、講読し
ていくことにしたい。
授業の到達目標
『維摩経文疏』の講読を通じ、天台教学の基礎を習得するとともに、研究方法を学ぶ。中国仏教の漢文に習熟することも目標
となる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 70％ 講義の中で連絡する。
●平常点 30％ 参加状況等、全般的に評価する。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
対面授業で行います。

科 目 名 東洋哲学研究8 天台教学研究

担当者名 博士(文学)早大 大久保 良峻
東洋哲学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本仏教の中枢とも言える比叡山の仏教は、中国天台の教学を骨子とする。その天台教学は通例、天台大師智顗の講説に基づ

く天台三大部に依拠して論じられる。しかし、天台教学はそれだけで理解されるものではなく、他にも多くの文献が伝えられて
いる。中でも『維摩経文疏』は智顗の晩年における思想を知るための最重要書である。本書は鳩摩羅什訳『維摩詰所説経』の経
文を解釈したものであるが、同時に天台教学を説示したものと看做しうる。本書、或いはその略抄本である『略疏』には独特の
教義も見られ、それらが日本天台に与えた影響も少なからざるものがある。本書から導かれる様々な問題点を探りつつ、講読し
ていくことにしたい。
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授業の到達目標
『維摩経文疏』の講読を通じ、天台教学の基礎を習得するとともに、研究方法を学ぶ。中国仏教の漢文に習熟することも目標
となる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 70％ 講義の中で連絡する。
●平常点 30％ 参加状況等、全般的に評価する。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
対面授業で行います。

科 目 名 東洋哲学演習1-1 日本浄土教研究1

担当者名 吉原 浩人
東洋哲学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
院政期の浄土教は、鎌倉浄土教の前段階として位置づけられることが多いのですが、従来は永観や珍海の浄土教は、源信と法

然を繋ぐ架橋的存在と評されてきました。しかし、法然・親鸞などを完成形態とする発達史観では、院政期浄土教の重要な部分
が抜け落ちるおそれがあります。院政期には、源隆国が編集に関与した『安養集』をはじめ、独自の浄土教研究が発達していま
した。
そういった問題意識のもと、かつて大学院の演習で、永観の『往生拾因』を輪読しました。今年度は、その成果を踏まえた上で、

本書第九因の途中からはじめます。また本書を読み進めながら、浄土教の基礎について講義し、学生とともに註釈を完成させる
ことを目指します。院政期浄土教思想の淵源を探る意味で、典拠となる様々な内外典や思想背景にも充分留意します。本書を精
読することにより、浄土教理・浄土教史について、多くの知識を身につけることができるでしょう。
なおオンデマンド講義によって、本講の前提となる、四六駢儷文の基本や仏教の世界観について概説します。さらに、日本思

想・仏教・文学に関連する辞書の使用法、インターネットと図書館を利用した参考文献の検索、論文の書き方のコンテンツを視
聴してもらいます。これらは授業開始時から随時参照できるように設定します。
授業の到達目標
文章読解能力・文献探索能力を身につけるには、受講者自らが努力しなければなりません。資料検索や辞書の使い方、パソコ

ンによる出典の探し方などについても指導します（上記参照）。
成績評価方法
発表内容60％：発表の際には、詳細な資料とレジュメを作成して、全員に配布しなければなりません。これらの発表資料と

レジュメが評価の対象になります。
平常点評価40％：発表は、何週間か続く場合が多いので、追加資料も必要になります。また教場における学生や教員とのや

り取りで、新しい方向性が見える場合が多くあります。発表内容ばかりでなく、質問を積極的に行い、授業に参加する態度も採
点に加味します。オンデマンド講義視聴を含め、三分の二（10回）以上の出席が、単位授与の必要条件となります。
備考・関連ＵＲＬ
原典を提示して読解するので、高等学校卒業以上の古文・漢文の基礎知識が必要です。意欲ある学生の受講を望みます。本演

習では、浄土教の初学者にも配慮するので、発表の義務を果たすことのできるものは、他専修・他大学・学部学生の受講希望者
も歓迎します。

科 目 名 東洋哲学演習1-2 日本浄土教研究2

担当者名 吉原 浩人
東洋哲学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
院政期の浄土教は、鎌倉浄土教の前段階として位置づけられることが多いのですが、従来は永観や珍海の浄土教は、源信と法

然を繋ぐ架橋的存在と評されてきました。しかし、法然・親鸞などを完成形態とする発達史観では、院政期浄土教の重要な部分
が抜け落ちるおそれがあります。院政期には、源隆国が編集に関与した『安養集』をはじめ、独自の浄土教研究が発達していま
した。
そういった問題意識のもと、かつて大学院の演習で、永観の『往生拾因』を輪読しました。今年度は、その成果を踏まえた上で、

本書第九因途中からはじめます。また本書を読み進めながら、浄土教の基礎について講義し、学生とともに註釈を完成させるこ
とを目指します。院政期浄土教思想の淵源を探る意味で、典拠となる様々な内外典や思想背景にも充分留意します。本書を精読
することにより、浄土教理・浄土教史について、多くの知識を身につけることができるでしょう。
なおオンデマンド講義によって、本講の前提となる、四六駢儷文の基本や仏教の世界観について概説します。さらに、日本思

想・仏教・文学に関連する辞書の使用法、インターネットと図書館を利用した参考文献の検索、論文の書き方のコンテンツを視
聴してもらいます。これらは授業開始時から随時参照できるように設定します。
授業の到達目標
春学期に同じ。
成績評価方法
発表内容60％：発表の際には、詳細な資料とレジュメを作成して、全員に配布しなければなりません。これらの発表資料と

レジュメが評価の対象になります。
平常点評価40％：発表は、何週間か続く場合が多いので、追加資料も必要になります。また教場における学生や教員とのや

り取りで、新しい方向性が見える場合が多くあります。発表内容ばかりでなく、質問を積極的に行い、授業に参加する態度も採
点に加味します。オンデマンド講義視聴を含め、三分の二（10回）以上の出席が、単位授与の必要条件となります。
備考・関連ＵＲＬ
原典を提示して読解するので、高等学校卒業以上の古文・漢文の基礎知識が必要です。意欲ある学生の受講を望みます。本演
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習では、浄土教の初学者にも配慮するので、発表の義務を果たすことのできるものは、他専修・他大学・学部学生の受講希望者
も歓迎します。

科 目 名 東洋哲学演習2-1 『三国志』烏桓・鮮卑・東夷伝を読む
担当者名 博士(文学)筑波大 渡邉 義浩
東洋哲学コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
『三国志』巻三十 烏桓・鮮卑・東夷伝を読むことで、三国時代の東アジアの国際関係を学びます。
授業の到達目標
3世紀の東アジアの諸民族のあり方を知る。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はいたしません。
●レポート 0％ 提出いただきません。
●平常点 100％ 精読の考察・討論の際、積極的な発言を求めます。
●その他 0％ その他はありません。
備考・関連ＵＲＬ
ありません。

科 目 名 東洋哲学演習2-2 『三国志』烏丸・鮮卑・東夷伝、王毌丘諸葛伝を読む
担当者名 博士(文学)筑波大 渡邉 義浩
東洋哲学コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
『三国志』巻三十 烏丸・鮮卑・東夷伝、巻二十八 王毌丘諸葛伝を読むことで、三国時代の北方と東方の異民族のあり方を理解
し、また司馬氏の台頭過程を知ります。
授業の到達目標
魏志倭人伝を含む東夷伝などへの史料批判を学ぶ。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はいたしません。
●レポート 0％ 提出いただきません。
●平常点 100％ 精読の考察・討論の際、積極的な発言を求めます。
●その他 0％ その他はありません。
備考・関連ＵＲＬ
ありません。

科 目 名 東洋哲学演習3-1 朱子学研究

担当者名 博士(文学)早大 垣内 景子
東洋哲学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中国で生まれ、日本をも含む東アジアの広い地域に大きな影響を及ぼした朱子学を探究するため、朱子学の祖である朱熹の語

録『朱子語類』を精読する。 今学期は、昨年度に引き続き『孟子』解釈に関する箇所を読み解く。儒教の正統を自任する朱子
学にとって経書解釈はその生命線ともいうべき分野であるが、従来その重要性が指摘されるだけで、経書解釈の実態は明らかに
されていない。この授業を通して、朱熹たちの経書をめぐる対話の様相に触れたい。
『朱子語類』は、中国近世の独特の口語体（古白話）で記録された文献であるが、この授業を通じて白話文献を読む力を身に
つけてほしい。
なお、適宜受講者の研究発表と質疑応答を織り込む予定である。
授業の到達目標
朱子学を中心とした中国儒教思想研究の基礎を養う。
古白話文献を読み解く力を養う。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 担当箇所の訳読と研究発表の内容で評価する。
●その他 0％

科 目 名 東洋哲学演習3-2 朱子学研究

担当者名 博士(文学)早大 垣内 景子
東洋哲学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中国で生まれ、日本をも含む東アジアの広い地域に大きな影響を及ぼした朱子学を探究するため、朱子学の祖である朱熹の語

録『朱子語類』を精読する。今学期は、春学期に引き続き『孟子』解釈に関する箇所を読み解く。儒教の正統を自任する朱子学
にとって経書解釈はその生命線ともいうべき分野であるが、従来その重要性が指摘されるだけで、経書解釈の実態は明らかにさ
れていない。この授業を通して、朱熹たちの経書をめぐる対話の様相に触れたい。
『朱子語類』は、中国近世の独特の口語体（古白話）で記録された文献であるが、この授業を通じて白話文献を読む力を身に
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つけてほしい。
なお、適宜受講者の研究発表と質疑応答を織り込む予定である。
授業の到達目標
朱子学を中心とした中国儒教思想研究の基礎を養う。
古白話文献を読み解く力を養う。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 担当箇所の訳読と研究発表の内容で評価する。
●その他 0％

科 目 名 東洋哲学演習4-1 『瑜伽師地論』研究
担当者名 Ph.D. Yale大 山部 能宜
東洋哲学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
インド瑜伽行派最初期の体系的文献である『瑜伽師地論』「本地分」より「菩薩地真実義品」を読む．最近の成果を参照しつつ，

瑜伽行派の教理体系の原点とも言えるテキストの内容を検討したい．梵蔵漢テキストを比較検討することによって、インド仏教
研究のために必要な文献学的手法を修得することを目指したい。
授業の到達目標
初期瑜伽行派の識論を理解するとともに、インド仏教の論書に対する文献学的研究手法を会得する．
成績評価方法
授業への積極的な参加により評価する。
備考・関連ＵＲＬ
一部オンラインの授業を併用することがある。

科 目 名 東洋哲学演習4-2 『瑜伽師地論』研究
担当者名 Ph.D. Yale大 山部 能宜
東洋哲学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
インド瑜伽行派最初期の体系的文献である『瑜伽師地論』「摂決択分」よりアーラヤ識の流転と還滅に関する議論を読む．最

近の成果を参照しつつ，瑜伽行派の教理体系の原点とも言えるテキストの内容を検討したい．蔵漢テキストおよび関係の用例を
比較検討することによって、サンスクリット原典を想定しつつ解読することを試みたい。
授業の到達目標
初期瑜伽行派の識論を理解するとともに、インド仏教の論書に対する文献学的研究手法を会得する．
成績評価方法
授業への積極的な参加により評価する。
備考・関連ＵＲＬ
一部オンラインの授業を併用することがある。

科 目 名 東洋哲学演習5-1 日本密教研究

担当者名 博士(文学)早大 大久保 良峻
東洋哲学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
五大院安然は天台密教（台密）の大成者として知られ、教学を論じた代表的述作のひとつが『菩提心義抄』である。空海以後、

日本密教の主流はしばらくの間、台密に移行する。その流れにおいて台東両密の集大成を試みたのが安然であり、空海への批判
も見られるが、空海からの影響も大きい。但し、安然が密教を真言宗の語で総括しているとしても、安然によって構築された密
教は言うまでもなく台密ならではのものであり、本書では蔵・通・別・円・密という五教判を立てている。そして、その教学が
台密の綱格となるのみならず、後の東密の学匠にも様々な影響を与えることになる。日本仏教史上、安然を起点とする、思想の
新展開も多い。本書の講読を通じ、安然の教学の特色や意義について考えてみたい。
授業の到達目標
日本密教が台密と東密という二つの大きな立場によって形成されたことは、互いの研鑽による展開と看做しうる。日本密教の

基礎を習得しつつ、広い視野から安然の果たした役割を考えられるようにしたい。日本仏教の漢文に習熟することも目標となる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 70％ 講義の中で連絡する。
●平常点 30％ 参加状況等、全般的に評価する。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
本授業は「対面授業」（教室授業）となります。
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科 目 名 東洋哲学演習5-2 日本密教研究

担当者名 博士(文学)早大 大久保 良峻
東洋哲学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
五大院安然は天台密教（台密）の大成者として知られ、教学を論じた代表的述作のひとつが『菩提心義抄』である。空海以後、

日本密教の主流はしばらくの間、台密に移行する。その流れにおいて台東両密の集大成を試みたのが安然であり、空海への批判
も見られるが、空海からの影響も大きい。但し、安然が密教を真言宗の語で総括しているとしても、安然によって構築された密
教は言うまでもなく台密ならではのものであり、本書では蔵・通・別・円・密という五教判を立てている。そして、その教学が
台密の綱格となるのみならず、後の東密の学匠にも様々な影響を与えることになる。日本仏教史上、安然を起点とする、思想の
新展開も多い。本書の講読を通じ、安然の教学の特色や意義について考えてみたい。
授業の到達目標
日本密教が台密と東密という二つの大きな立場によって形成されたことは、互いの研鑽による展開と看做しうる。日本密教の

基礎を習得しつつ、広い視野から安然の果たした役割を考えられるようにしたい。日本仏教の漢文に習熟することも目標となる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 70％ 講義の中で連絡する。
●平常点 30％ 参加状況等、全般的に評価する。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
本授業は「対面授業」（教室授業）となります。

科 目 名 東洋哲学演習6-1 道教基礎文献研究

担当者名 博士(文学)早大 森 由利亜
東洋哲学コース ２単位 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
六朝道教は道教学における基礎的な研究対象であり、研究実績の比較的充実した領域である。しかし、経典研究について言え

ば、いまだに翻訳も手薄であり、さまざまな面で開拓して行くべき未知の領域が残されている。このような状況を意識しながら、
本授業では、道教の基礎的事象について確実な了解を得ることを一つの目的として、六朝道教経典の翻訳研究に取り組む。本年
度は、昨年度にひきつづき、いわゆる古霊宝経において元始旧経に挙げられる重要経典である『太上洞玄靈寳赤書玉訣妙經』を
読む。過年度より読解を開始しているので、本年度はそれに続く箇所から読み始めることになる。始めて受講する方にもわかる
ように、丁寧な導入を心がける。
授業の到達目標
『太上洞玄靈寳赤書玉訣妙經』の翻訳を通じて、道教文献の読解法に慣れ、その思想と信仰について基本的な理解を確立する
ことを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 40％ 授業で課題として浮上した点等をめぐってテーマを定め、学期末にレポートを提出する。
●平常点 60％ 平常授業における読解の精度、授業への貢献度を勘案する。
●その他 0％ 行わない。
備考・関連ＵＲＬ
なし。

科 目 名 東洋哲学演習6-2 道教基礎文献研究

担当者名 博士(文学)早大 森 由利亜
東洋哲学コース ２単位 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は春学期の「東洋哲学演習6-1」の続きである。六朝道教は道教学における基礎的な研究対象であり、研究実績の比較

的充実した領域である。しかし、経典研究について言えば、いまだに翻訳も手薄であり、さまざまな面で開拓して行くべき未知
の領域が残されている。このような状況を意識しながら、本授業では、道教の基礎的事象について確実な了解を得ることを一つ
の目的として、六朝道教経典の翻訳研究に取り組む。秋学期は、春学期にひきつづき、いわゆる古霊宝経において元始旧経に挙
げられる重要経典である『太上洞玄靈寳赤書玉訣妙經』を読む。春学期に読み終えた所に続く箇所から読み始めることになる。
授業の到達目標
『太上洞玄靈寳赤書玉訣妙經』の翻訳を通じて、道教文献の読解法に慣れ、その思想と信仰について基本的な理解を確立する
ことを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 40％ 授業で課題として浮上した点等をめぐってテーマを定め、学期末にレポートを提出する。
●平常点 60％ 平常授業における読解の精度、授業への貢献度を勘案する。
●その他 0％ 行わない。
備考・関連ＵＲＬ
なし。
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科 目 名 東洋哲学研究指導1-1 M 日本宗教思想史・東アジア文化交流史

担当者名 吉原 浩人
東洋哲学コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士・博士後期課程合同で、各自の研究課題について、研究発表・論文添削等の指導を行います。また、必要に応じて、学生

の研究対象となるテキストを輪読しながら、それぞれの課題について理解を深めます。
授業の到達目標
この授業の目的は、修士論文・博士論文を作成するための実力涵養にあるので、各自の実力と研究の進捗状況に応じた指導を

行います。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とします。所定の研究指導を登録して

指導を受けることをもってP（合格）とします。

科 目 名 東洋哲学研究指導1-2 M 日本宗教思想史・東アジア文化交流史

担当者名 吉原 浩人
東洋哲学コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士・博士後期課程合同で、各自の研究課題について、研究発表・論文添削等の指導を行います。また、必要に応じて、学生

の研究対象となるテキストを輪読しながら、それぞれの課題について理解を深めます。
授業の到達目標
この授業の目的は、修士論文・博士論文を作成するための実力涵養にあるので、各自の実力と研究の進捗状況に応じた指導を

行います。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とします。所定の研究指導を登録して

指導を受けることをもってP（合格）とします。

科 目 名 東洋哲学研究指導2-1 M 修士論文に向けて

担当者名 博士(文学)筑波大 渡邉 義浩
東洋哲学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
先行研究の分析により学界の水準を理解することで、研究発表や作成する論文がそれに到達し、かつ新たな知見を提示してい

るかどうか、学生が各自でも判断できるようにしたい。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導2-2 M 修士論文の完成に向けて

担当者名 博士(文学)筑波大 渡邉 義浩
東洋哲学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
先行研究の分析により学界の水準を理解することで、研究発表や作成する論文がそれに到達し、かつ新たな知見を提示してい

るかどうか、学生が各自でも判断できるようにしたい。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導3-1 M 中国近世思想・日本近世思想

担当者名 博士(文学)早大 垣内 景子
東洋哲学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ディプロマポリシーに則り、専門的でありながら総合性をも合わせ持つ独創性豊かな研究を遂行できるように指導を行う。ま

たカリキュラムポリシーに則り、随時受講生に発表と質疑応答をさせ、それを各自の修士論文作成に結びつけさせる。
同時に、中国・日本の近世思想を研究する上で必須の朱子学の文献講読も合わせて行うことで、この分野の研究に必要な知識

や読解力を養う。
今学期は、昨年度に引き続き、朱子学の祖である朱熹の『孟子集注』を精読する。朱子学は、中国で生まれ、日本をも含む東

アジアの広い地域で絶大の影響を与えた。儒教の正統を自任する朱子学にとって、経書注釈はその生命線であるが、従来そのこ
との重要性が指摘されるだけで、その実態については明らかにされていない。朱熹の経書注釈書を丁寧に読み解くことを通じて、
東洋思想における経学の意味を考えてみたい。

東
洋
哲
学
コ
ー
ス

― 31 ―



授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導3-2 M 中国近世思想・日本近世思想

担当者名 博士(文学)早大 垣内 景子
東洋哲学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ディプロマポリシーに則り、専門的でありながら総合性をも合わせ持つ独創性豊かな研究を遂行できるように指導を行う。ま

たカリキュラムポリシーに則り、随時受講生に発表と質疑応答をさせ、それを各自の修士論文作成に結びつけさせる。
同時に、中国・日本の近世思想を研究する上で必須の朱子学の文献講読も合わせて行うことで、この分野の研究に必要な知識

や読解力を養う。
今学期は、引き続き朱子学の祖である朱熹の『孟子集注』を精読する。朱子学は、中国で生まれ、日本をも含む東アジアの広

い地域で絶大の影響を与えた。儒教の正統を自任する朱子学にとって、経書注釈はその生命線であるが、従来そのことの重要性
が指摘されるだけで、その実態については明らかにされていない。朱熹の経書注釈書を丁寧に読み解くことを通じて、東洋思想
における経学の意味を考えてみたい。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導4-1 M インド仏教思想

担当者名 Ph.D. Yale大 山部 能宜
東洋哲学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の関心と研究の進展に応じて、適宜必要な文献を取り上げて検討する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導4-2 M インド仏教思想

担当者名 Ph.D. Yale大 山部 能宜
東洋哲学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の関心と研究の進展に応じて、適宜必要な文献を取り上げて検討する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導5-1 M 日本・中国を中心とする仏教思想の研究

担当者名 博士(文学)早大 大久保 良峻
東洋哲学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
先行研究の分析によって学界の水準を理解し、研究発表や作成する論文がそれに到達しているかどうか、学生が各自でも判断

できるようにしたい。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 東洋哲学研究指導5-2 M 日本・中国を中心とする仏教思想の研究

担当者名 博士(文学)早大 大久保 良峻
東洋哲学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
先行研究の分析によって学界の水準を理解し、研究発表や作成する論文がそれに到達しているかどうか、学生が各自でも判断

できるようにしたい。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導6-1 M 修士論文指導

担当者名 博士(文学)早大 森 由利亜
東洋哲学コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
文学研究科のディプロマポリシー及びカリキュラム・ポリシーに則り指導を行う。そのために、修士論文準備中の学生の研究

報告を行う。学生に報告の準備がない時には、その都度学生の研究に必要な内容を設定して教員側からの報告等が行われる。
授業の到達目標
修士論文作成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
なし。

科 目 名 東洋哲学研究指導6-2 M 修士論文指導

担当者名 博士(文学)早大 森 由利亜
東洋哲学コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
文学研究科のディプロマポリシー及びカリキュラム・ポリシーに則り指導を行う。そのために、修士論文準備中の学生の研究

報告を行う。学生に報告の準備がない時には、その都度学生の研究に必要な内容を設定して教員側からの報告等が行われる。
授業の到達目標
修士論文作成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
なし。

科 目 名 東洋哲学研究指導1-1 D 日本宗教思想史・東アジア文化交流史

担当者名 吉原 浩人
東洋哲学コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士・博士後期課程合同で、各自の研究課題について、研究発表・論文添削等の指導を行います。また、必要に応じて、学生

の研究対象となるテキストを輪読しながら、それぞれの課題について理解を深めます。
授業の到達目標
この授業の目的は、修士論文・博士論文を作成するための実力涵養にあるので、各自の実力と研究の進捗状況に応じた指導を

行います。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とします。所定の研究指導を登録して

指導を受けることをもってP（合格）とします。

科 目 名 東洋哲学研究指導1-2 D 日本宗教思想史・東アジア文化交流史

担当者名 吉原 浩人
東洋哲学コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士・博士後期課程合同で、各自の研究課題について、研究発表・論文添削等の指導を行います。また、必要に応じて、学生

の研究対象となるテキストを輪読しながら、それぞれの課題について理解を深めます。
授業の到達目標
この授業の目的は、修士論文・博士論文を作成するための実力涵養にあるので、各自の実力と研究の進捗状況に応じた指導を

行います。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とします。所定の研究指導を登録して

指導を受けることをもってP（合格）とします。

科 目 名 東洋哲学研究指導2-1 D 博士論文の作成に向けて

担当者名 博士(文学)筑波大 渡邉 義浩
東洋哲学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士課程と合同で、各自の研究課題について、研究発表・論文添削等の指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導2-2 D 博士論文の完成に向けて

担当者名 博士(文学)筑波大 渡邉 義浩
東洋哲学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士課程と合同で、各自の研究課題について、研究発表・論文添削等の指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導3-1 D 中国近世思想・日本近世思想

担当者名 博士(文学)早大 垣内 景子
東洋哲学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ディプロマポリシーに則り、専門的でありながら総合性をも合わせ持つ独創性豊かな研究者の育成を目指す。またカリキュラ

ムポリシーに則り、より専門性の高い研究が推進できるよう指導する。
授業では、朱子学の祖である朱熹の経書注釈書『孟子集注』を講読し、基本典籍の読解と資料調査の力を養う。
また、受講生には学会発表や論文執筆のための研究発表をしてもらい、その内容について全員で討論し、当人の博士論文執筆

につなげる。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導3-2 D 中国近世思想・日本近世思想

担当者名 博士(文学)早大 垣内 景子
東洋哲学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ディプロマポリシーに則り、専門的でありながら総合性をも合わせ持つ独創性豊かな研究者の育成を目指す。またカリキュラ

ムポリシーに則り、より専門性の高い研究が推進できるよう指導する。
授業では、朱子学の祖である朱熹の経書注釈書『孟子集注』を講読し、基本典籍の読解と資料調査の力を養う。
また、受講生には学会発表や論文執筆のための研究発表をしてもらい、その内容について全員で討論し、当人の博士論文執筆

につなげる。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導4-1 D インド仏教思想

担当者名 Ph.D. Yale大 山部 能宜
東洋哲学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の関心と研究の進展に応じて、適宜必要な文献を取り上げて検討する。
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授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導4-2 D インド仏教思想

担当者名 Ph.D. Yale大 山部 能宜
東洋哲学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の関心と研究の進展に応じて、適宜必要な文献を取り上げて検討する。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導5-1 D 日本・中国を中心とする仏教思想の研究

担当者名 博士(文学)早大 大久保 良峻
東洋哲学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
先行研究の分析により学界の水準を理解することで、研究発表や作成する論文がそれに到達し、かつ新たな知見を提示してい

るかどうか、学生が各自でも判断できるようにしたい。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導5-2 D 日本・中国を中心とする仏教思想の研究

担当者名 博士(文学)早大 大久保 良峻
東洋哲学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
先行研究の分析により学界の水準を理解することで、研究発表や作成する論文がそれに到達し、かつ新たな知見を提示してい

るかどうか、学生が各自でも判断できるようにしたい。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋哲学研究指導6-1 D 博士論文指導

担当者名 博士(文学)早大 森 由利亜
東洋哲学コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
文学研究科のディプロマポリシー及びカリキュラム・ポリシーに則り指導を行う。そのために、博士論文準備中の学生の研究

報告を行う。学生に報告の準備がない時には、その都度学生の研究に必要な内容を設定して教員側からの報告等が行われる。
授業の到達目標
博士論文作成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
なし。

科 目 名 東洋哲学研究指導6-2 D 博士論文指導

担当者名 博士(文学)早大 森 由利亜
東洋哲学コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
文学研究科のディプロマポリシー及びカリキュラム・ポリシーに則り指導を行う。そのために、博士論文準備中の学生の研究

報告を行う。学生に報告の準備がない時には、その都度学生の研究に必要な内容を設定して教員側からの報告等が行われる。

東
洋
哲
学
コ
ー
ス

― 35 ―



授業の到達目標
博士論文作成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
なし。
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科 目 名 精神病理学1（保健医療分野に関する理論と支援の展開） こころの病気とその治療回復について理解する

担当者名 博士(医学)慶大 前田 貴記
心理学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
精神病理学は、“こころ”および“こころ”の病気を扱うための固有の学である。”こころ”は主観的なものであるため、直接扱うこ

とは難しいが、精神医学の基本である精神病理学について講義し、精神疾患でみられる様々な異常心理現象についての理解を深
めていただく。その上で、治療回復論についても考える。

藝術も、人間の“こころ”を扱う領野であり、精神病理学と主題が重なるところがある。藝術のもつ治療的意義についても考え
てみたい。
なお、本授業は保健医療分野に関わる公認心理士の実践としての授業となるような内容となっている。
授業の到達目標
＊精神医学の基本的な考え方を理解する。
＊主な精神疾患の概要を理解する。
＊異常心理を通じて、正常心理について、あらためて考える。
＊こころを護り回復させていくための治療回復論について考える。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しません。
●レポート 50％ 学期の最後に、レポートを提出していただきます。
●平常点 50％ 出席率で評価します。
●その他 0％ 特になし
備考・関連ＵＲＬ
備考：他研究科の学生で受講希望の場合は、担当教員に事前に連絡し受講の可否を確認すること

科 目 名 精神病理学2 こころの病気とその治療回復について理解する（応用編）

担当者名 博士(医学)慶大 前田 貴記
心理学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
精神病理学は、“こころ”および“こころ”の病を扱うための、固有の学である。“こころ”は主観的なものであるため、直接的に扱

うことは難しいが、精神病理学について講義し、精神疾患でみられる様々な異常心理現象についての理解を深めていただく。そ
の上で、治療回復論についても考える。
藝術も、人間の“こころ”を扱う領野であり、精神病理学と主題が重なるところがある。藝術のもつ治療的意義についても考え

てみたい。

本クラスは春学期の精神病理学Ⅰをふまえ、特に社会との界面で生じてくる精神医学的問題について深く掘り下げていく内容
となるが、本クラスのみ履修する者にも理解しやすいように講義を行います。
授業の到達目標
＊精神病理学を通して、‟こころ”についてあらためて考える。
＊社会における精神医学の役割について考える。
＊現代社会における人間の「主体性」のありようをふまえ、こころをいかに護るかについて考える。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しません。
●レポート 50％ 学期の最後に、レポートの宿題を出します。
●平常点 50％ 出席率で評価します。
●その他 0％ 特になし

科 目 名 神経生理学研究1
担当者名 博士(工学)阪大 伊藤 南
心理学コース ２単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
我々が日常的に行う知覚、認知、行動の仕組みを理解するには、人間の行動にあらわれるそれらの性質や機能を明らかにする

だけではなく、その背後にある神経メカニズムを理解することが必要である。本講義では、広範囲にわたる神経生理学のテーマ
の中から、視知覚を中心に我々の神経システムが如何に機能するか、そうしたメカニズムをどのように明らかにしていくのかに
ついて概説する。本講義を通じて、システムとしての神経系の機能や振る舞いを明らかにし、そのメカニズムを明らかにするた
めの「基本的な考え方」を学び、考えることにより、本研究科が掲げる多様な考え方、価値観を修得を目指す。神経生理学入門、
視覚中枢の概要について講義したのち、テキストの抄読を分担して行う。担当の学生はテキストの内容を解説し、質疑応答を行
う。神経生理学研究2と合わせて受講することが望ましい。神経生理学研究1では主に視覚入力の情報処理のメカニズムに焦点
を当てて、テキストを丁寧に読み込む。
授業の到達目標
神経システムの構造、そのメカニズム、その研究方法について、基本的な考え方を修得し、今日の神経生理学研究において何

が分かっており、今後何を目指すのかを理解することを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 20％ 講義中に取り上げた話題をテーマにしたレポートの提出を求める。講義内容の理解度を評価の対象とす
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る。
●平常点 80％ 講義への参加状況を重視する。質疑応答などの参加状況と、テキスト抄読における担当範囲の発表を等分
に評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
初回の講義は対面で行う。それ以降については、対面での授業実施が原則であるが、コロナの流行状況や受講者の希望があれ

ばリアルタイム配信によるオンライン授業を行う。

科 目 名 神経生理学研究2
担当者名 博士(工学)阪大 伊藤 南
心理学コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
我々が日常的に行う知覚、認知、行動の背後にある神経メカニズムを理解することを目的とする。前半は引き続きテキストの

抄読を行うが、知覚の機能やそうした機能を生み出すメカニズムに着目した内容を取り扱う。後半では視覚を中心とした脳科学
関連の新しい原著論文の抄読を通じて、テキストで取り扱った内容を発展させる。課題論文を指定するので、担当の学生はその
内容を解説し、質疑応答を行う。その後、関連したテーマについて議論する。必要に応じて講義形式で補う。本講義を通じて、
システムとしての神経系の機能や振る舞いを明らかにし、そのメカニズムを明らかにするための「基本的な考え方」を学び、考
えることにより、本研究科が掲げる多様な考え方、価値観を修得を目指す。神経生理学研究1と合わせて受講することが望ましい。
授業の到達目標
神経科学関連の論文の読み方を修得し、論文に示された実験的事実を評価し、著者の意図するところを的確に把握できること

を目標とする。論文の内容に沿って的確な質問や応答ができるようにすることを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 20％ 講義で取り上げた論分についてレポートの提出を求める。論文内容についての理解度を評価する。
●平常点 80％ 講義への参加状況を重視する。質疑応答などの参加状況と担当する課題論文の発表を等分に評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
初回の講義は対面で行う。それ以降については、対面での授業実施が原則であるが、コロナの流行状況や受講者の希望があれ

ばリアルタイム配信によるオンライン授業を行う。
履修登録者が多い場合は論文抄読を優先する。

科 目 名 数理モデル1
担当者名 博士(文学)早大 椎名 乾平
心理学コース ２単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
The Wave Theory of Difference and Similarity 1992 あるいは The Cambridge Handbook of Computational

Psychology 2008 あるいは The Creation of Scientific Psychology 2020 あるいは 統計学史・統計理論に関する話
題。相当広い範囲の心理学を扱っているので、誰にでも興味を持てる話題があると思われる。受講生からの提案も大歓迎である。
簡単な数学の知識（微積分、線形代数、確率論、論理等）が必要になるであろう。
授業の到達目標
心理学の理論的側面の理解を深める
成績評価方法
人によって事前知識や興味が異なるので各人の達成度によって評価される。
備考・関連ＵＲＬ
なるべく対面授業、だめならリアルタイム配信でやります。

科 目 名 数理モデル2
担当者名 博士(文学)早大 椎名 乾平
心理学コース ２単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
The Wave Theory of Difference and Similarity 1992 あるいは The Cambridge Handbook of Computational

Psychology 2008 あるいは The Creation of Scientific Psychology 2020 あるいは 統計学史・統計理論に関する話
題。相当広い範囲の心理学を扱っているので、誰にでも興味を持てる話題があると思われる。受講生からの提案も大歓迎である。
簡単な数学の知識（微積分、線形代数、確率論、論理等）が必要になるであろう。
授業の到達目標
心理学の理論的側面の理解を深める
成績評価方法
人によって事前知識や興味が異なるので各人の達成度によって評価される。
備考・関連ＵＲＬ
なるべく対面授業、だめならリアルタイム配信でやります。
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科 目 名 特別支援教育学特論A（福祉分野に関する理論と支援の展開） ライフスキルトレーニング

担当者名 博士(教育学)筑波大 梅永 雄二
心理学コース ２単位 春学期 水曜日 ６時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
知的障害児、発達障害児のライフスキルにおける課題を成人期の自立からフィードバックし、特別支援学校等でどのような教

育を行っておくべきかについて学習します。
授業の到達目標
知的障害児、発達障害児の成人期の自立に必要な特別支援教育のあり方をライフスキルをベースに学ぶことを授業の到達目標

とします。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 80％
●平常点 20％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
毎回プリントを渡すのでテキストの購入は必要はありません。

科 目 名 特別支援教育学特論B（福祉分野に関する理論と支援の展開） ライフスキルトレーニング

担当者名 博士(教育学)筑波大 梅永 雄二
心理学コース ２単位 秋学期 水曜日 ６時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
知的障害児、発達障害児のライフスキルにおける課題を成人期の自立からフィードバックし、特別支援学校等でどのような教

育を行っておくべきかについて学習します。
授業の到達目標
知的障害児、発達障害児の成人期の自立に必要な特別支援教育のあり方をライフスキルをベースに学ぶことを授業の到達目標

とします。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 80％
●平常点 20％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
毎回プリントを渡すのでテキストの購入は必要はありません。

科 目 名 生徒・生活指導論（教育分野に関する理論と支援の展開）
担当者名 苅間澤 勇人／河村 茂雄
心理学コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信
授業概要
本講義は、学校教育における生徒・生活指導の意義と機能について、その歴史的経緯を踏まえた概念規定と援助サービス論と

しての体系的構造、学校における生徒指導体制の実際を理解するとともに、学校現場で生起するさまざまな問題を具体的に理解
する方法、対応していくための方法、つまり問題を事例化し、その上でその学校現場にある資源を活用しての対応のあり方を学
ぶ。特に、社会環境の変化を踏まえた児童生徒の抱えるリスクの複雑・多様化と問題行動(暴力行為、いじめ、不登校、非行等)
の現況を取り上げる。また、特別支援教育やキャリア教育、学級集団の問題の現状についても言及したい。問題を捉え対応する
大きなフレームは学校心理学の理論を用いる。本授業の担当は、初等中等教育の教員や高等教育の実務の経験がある教員による
ものである。
なお、本授業は、教室授業を基本とし、随時小グループでの討論を取り入れ、学習活動を促進していく。ただし、新型コロナ

の感染が一定以上拡大した場合は、一部リアルタイム配信もしくはオンデマンドで実施する。その連絡はMoodle上（主にアナ
ウンスメント）で行う。
授業の到達目標
学校現場で生起するさまざまな生徒・生活指導の問題について、その歴史的経緯を踏まえた概念規定と援助サービス論として

の体系的構造、学校における生徒指導体制の実際を理解し、その上で具体的な対応を考えることができる。また、児童生徒理解
のためのアセスメント、生徒指導の実践上の理論及びその活用に関する基礎的スキルを習得し活用できる。
成績評価方法
試験 50％ 第14回目の授業時間中に試験を実施し，理解度の確認をする。
レポート 30％ 随時小レポートを書いてもらい，理解度の確認をする。
平常点評価 20％ 授業中の演習・ディスカッションの内容を吟味し，理解度の確認をする。
その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
本講義は対面授業だが、コロナ禍の状況によっては、7回以下の範囲でZOOMを使ったリアルタイム配信・オンデマンドで実

施する。リアルタイム配信をする場合は、時間割に設定されている時間で行う。オンデマンドで実施する場合は月曜日の夜のア
ップロードから金曜日の20時まで視聴可能とする。
講義の案内や課題の提出についてはMoodle上（主にアナウンスメント）で行う。
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科 目 名 産業・労働心理学特論B（産業・労働分野に関する理論と支援の展開）
担当者名 安達 智子
心理学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
産業組織や労働場面で心理的支援を展開する際に必要な知識を習得する。とくに、ワークライフバランス、組織開発、ジェン

ダーとダイバーシティ経営、職場のストレスなど、組織と個人の関わり方と個の適応に焦点をあてて理解を深める。また、職場
のリーダーシップや成人のキャリア発達等、個の支援に役立つ理論を学習し、産業・労働場面における支援を展開できる基礎力
を習得する。さらに、演習形式で事例検討を行い、産業・労働分野における実践的支援が展開できる力を身につける。

同授業は、発表とディスカッション形式を基本としており積極的な授業参加をもとめる授業である。

授業内容・計画は、進行状況や受講者の理解の程度等に応じて変更が加わるので、授業内やMoodle上のアナウンスを確認す
ること。
授業の到達目標
本講義では、以下の3つを到達目標とする

1）産業社会の動向と移行・適応支援について説明することができる

2）キャリア形成上の問題や労働場面における諸問題と支援について説明することができる

3）関連事例の問題点を指摘することが出来る
成績評価方法
●試験 50％ 期末に実施する理解度確認テストの結果により評価する
●レポート 0％
●平常点 50％ 発表、授業内での課題や小レポート等により評価する
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
Moodleを使用します

科 目 名 心理学研究1
担当者名 Ph.D. ケンブリッジ大 神前 裕
心理学コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ヒトを含む動物の学習・行動に関する最先端の研究による知見を理解するため、近年発表された論文を精読し、議論を行いま

す。またこれを通じ、研究に対する適切な批判の方法を学ぶとともに、より良い研究計画を立案する能力を身につけます。学期
末に、設定したテーマに関して適切な研究計画案を作成します。
授業の到達目標
学習・行動研究における新しい展開を把握する。文献を批判的に読むことを通じ、対象となっている研究トピックの問題点を

整理し、新たな研究を立案する能力を身につける。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 作成した研究計画をもとにレポートを作成します。
●平常点 50％ 議論への参加、発表の準備、発表の質等を総合的に評価します。
●その他 0％

科 目 名 心理学研究2
担当者名 Ph.D. ケンブリッジ大 神前 裕
心理学コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ヒトを含む動物の学習・行動に関する最先端の研究による知見を理解するため、近年発表された論文を精読し、議論を行いま

す。またこれを通じ、研究に対する適切な批判の方法を学ぶとともに、より良い研究計画を立案する能力を身につけます。学期
末に、設定したテーマに関して適切な研究計画案を作成します。
授業の到達目標
学習・行動研究における新しい展開を把握する
文献を批判的に読むことを通じ、対象となっている研究トピックの問題点を整理し、新たな研究を立案する能力を身につける
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ まとめた研究計画をもとにして、レポートを作成してもらいます
●平常点 50％ 議論への参加、発表の準備等を総合的に評価します
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
春学期同様、オンライン（リアルタイム）で実施します。
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科 目 名 心理学研究7（心理的アセスメントに関する理論と実践） 心理学における検査・調査の意義を学ぶ

担当者名 博士(教育心理学)名大 小塩 真司
心理学コース ２単位 春学期 木曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では，心理学で行われるアセスメント（評価・査定）についてその背景を幅広く学ぶとともに，その意義について考察

する。発達検査，知能検査，性格検査など代表的な検査を取り上げ，その成立背景，実際の運用，意義について理解を深める。
まず心理アセスメントについて，信頼性と妥当性の内容を学ぶ。また，心理アセスメントの構成方法，歴史，信頼性と妥当性の
検証方法を確認する。各種の資料を調べるとともに，自らテーマを定めて探求することを目的とする。
授業の到達目標
公認心理師の実践における心理アセスメントの意義について説明することができる。各種心理検査について理解し，応用する

ことができる。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ 最終レポートの内容を評価する。
●平常点 50％ 授業内での発表，質疑応答などを評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 心理学研究9 行動意思決定論1

担当者名 博士(学術)東工大 博士(医学) 北里大 竹村 和久
心理学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、行動意思決定論に関する研究の解説と理論に関する批判的議論、専門論文の輪読によるディスカッション形式で

の演習を行い、また、調査の実施、実験の実施、実験データの解析なども行う予定である。基本的には、講義のほか、社会問題
について議論をして、その問題について、行動意思決定論の観点から分析を行う。その観点から、実際に、調査、実験などを行う。
授業の到達目標
人間の意思決定の経験的記述を行う理論を、効用理論などのような規範的理論と区別して行動意思決定論（behavioral deci-

sion theory）と呼んでいる。本講義では、この行動意思決定論に関する研究の解説と理論に関する批判的議論、専門論文が読
解でき、研究内容について議論ができるようになることを目標とする。また、実際の研究ができるようにする。
成績評価方法
●試験 10％ 授業中に予告なしの試験をして理解の程度を確かめる
●レポート 20％ 課題についての到達度を評価する
●平常点 70％ 授業中の討論の積極度、研究発表、出席状況、授業態度を評価する
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
本講義を受ける前提として、線形代数、微積分、集合論、社会心理学、認知心理学、統計的検定、多変量解析、計量心理学に

ついての学部上級生程度の知識を学生に要求しますので、ご注意ください。また、授業時間以外にもグループで集まって本授業
での課題をしていただく予定です。講義を受ける前には必ず事前に連絡をして必ず担当教員の許可をとってください。
関連URL: http://www.waseda.jp/sem-takemura/

科 目 名 心理学研究10 行動意思決定論2

担当者名 博士(学術)東工大 博士(医学) 北里大 竹村 和久
心理学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、行動意思決定論に関する研究の解説と理論に関する批判的議論、専門論文の輪読によるディスカッション形式で

の演習を行い、また、調査の実施、実験の実施、実験データの解析なども行う予定である。基本的には、講義のほか、社会問題
について議論をして、その問題について、行動意思決定論の観点から分析を行う。その観点から、実際に、調査、実験などを行う。
授業の到達目標
人間の意思決定の経験的記述を行う理論を、効用理論などのような規範的理論と区別して行動意思決定論（behavioral deci-

sion theory）と呼んでいる。本講義では、この行動意思決定論に関する研究の解説と理論に関する批判的議論、専門論文が読
解でき、研究内容について議論ができるようになることを目標とする。また、実際の研究ができるようにする。
成績評価方法
●試験 10％ 授業中に予告なしの試験をして理解の程度を確かめる
●レポート 20％ 課題についての到達度を評価する
●平常点 70％ 授業中の討論の積極度、研究発表、出席状況を評価する
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
本講義を受ける前提として、線形代数、微積分、集合論、社会心理学、認知心理学、統計的検定、多変量解析、計量心理学に

ついての学部上級生程度の知識を学生に要求しますので、ご注意ください。また、授業時間以外にもグループで集まって本授業
での課題をしていただく予定です。講義を受ける前には必ず事前に連絡をして許可をとってください。
関連URL: http://www.waseda.jp/sem-takemura/ 対面授業および資料提示で行う。

心
理
学
コ
ー
ス

― 43 ―



科 目 名 心理学研究11 認知発達心理学，比較文化発達科学

担当者名 博士(人文科学)お茶大 清水 由紀
心理学コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では，社会的認知やその文化差について実験的アプローチにより検討した研究について取り上げ，文献をもとにディス

カッションを行う。主に発達心理学，社会心理学，文化心理学分野の国際雑誌に近年掲載された論文を精読し，社会的認知研究
の最新動向を把握する。同時に，このトピックにおいて用いられる指標について，視線やERP(event-related potential)を中
心に見ていく。また再現可能性の問題についても触れ，社会的認知研究のあり方について議論する。これらを基に，受講生各々
が研究関心を拡げ，自身の研究についての在り方について熟考する。
授業の到達目標
・文献をクリティカルに読めるようになる。
・また自らの研究の関心を拡げるとともに，研究実施および論文執筆のための基礎的な能力を身につける。
・研究法および再現性の問題について確かな知識を持ち，それらを踏まえてこれからの自身の研究のあり方について熟考する。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 発表，および演習・ディスカッションへの参加
●その他 0％

科 目 名 心理学研究13
担当者名 藤野 京子
心理学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
トラウム・インフォームド・システムをめぐっての臨床心理学を含め社会のありようについて理解を深める
授業の到達目標
トラウマがどのようなものであるかの理解を深め、それへの対策について、心理学的見地のみならず、社会の体制についても

考察を深める。
成績評価方法
担当章での発表内容及び授業内での積極的な発言等の平常点から評価する。
備考・関連ＵＲＬ
受講者の間で発表担当箇所を決め、その箇所を訳出したうえで、その内容の概要を発表し、その中で議論したいポイントを提

示し、意見交換する形で授業を進める。 テキストが英語なので、英語の読解力が求められる。

科 目 名 心理学研究14 慢性疼痛のためのマインドフルネス認知療法

担当者名 越川 房子
心理学コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
うつを予防する新しいアプローチとして関心を集めているマインドフルネス認知療法を慢性疼痛に適用した介入プログラムに

ついて学ぶ。基本理論および関連諸理論について概説し、この治療体系の妥当性について議論する。また、マインドフルネス認
知療法で用いられる諸技法を、実習を通して理解し習得する。
授業の到達目標
Mindfulness-based Cognitive Therapy（MBCT）の理論と諸技法を理解する。慢性疼痛に対するMBCTの基本を学ぶ。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない
●レポート 0％ 実施しない
●平常点 100％ 発表（50%）、授業への参加態度（30%）、出席（20%）で評価する
●その他 0％ 特になし

科 目 名 心理学研究16 語を読む際の意味統合処理と脳波測定

担当者名 Ph.D. 西オンタリオ大 日野 泰志
心理学コース ２単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
今年度は、この授業では、主に、語の意味統合のプロセスを反映する脳波成分に関する考察がなされている研究論文を読み進

めることにする。さらに、脳波測定に関する研究法について紹介する。この授業では、脳波測定に関するスキルの習得を目指す
と共に、語の意味統合処理に関する文献に接することで、専門知識の獲得を目指す。
授業の到達目標
この授業では、言語心理学、特に、語の意味処理に関する文献に親しむこと、文献を読み進めて知識を獲得することと共に、

脳波測定に関するスキルを養成することをねらいとする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 80％ 成績は、期末レポートと出席状況を考慮して評価する。
●平常点 20％ 出席点等
●その他 0％
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科 目 名 心理学研究17（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践）
担当者名 博士(文学)早大 福川 康之
心理学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教科書を輪読しながら議論する．これを通じて，ポストコロナ/ウィズコロナにおけるコミュニティの維持や公衆衛生に対す

る心理学の貢献について考察を深める．
授業の到達目標
当該領域の最新の研究知見を取得する．
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業での発表の内容や議論への参加度から判断する．
●その他 0％

科 目 名 心理学特論1
担当者名 長谷川 晃
心理学コース ２単位 夏季集中 無 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、主として抑うつやうつ病に関する規定因に焦点を当て、過去60年間に行われた心理学的な基礎研究を概観する。

当研究分野では、近年、反すうに焦点を当てた研究が数多く行われているため、本講義では特に反すうの概念が提案されてから
現在に至るまでの研究の動向について時間を割いて紹介する。授業の担当者は公認心理師や臨床心理士の資格を持ち、医療機関
で勤務を行っているため、そこでの臨床経験も交えて講義を行う。
授業の到達目標
抑うつやうつ病の特徴、抑うつやうつ病の規定因の種類、および反すうに関する研究の動向について説明できる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 70％ 課題は講義内で1回提示します。設定した課題について、講義内容を踏まえながら独自の視点で考察が
できているかどうかを評価します。
●平常点 30％ 講義への出席や議論への参加を評価します。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
http://ahasegawa.com/

科 目 名 心理学特論2 社会的知性の進化と発達

担当者名 岸本 健
心理学コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ヒトは極めて社会的な動物であるが，そもそもなぜヒトは社会を作るのだろう。実際，社会を作らない単独性の動物も存在す

る中で，ヒトが社会を形成するには，何か合理的な理由があるはずである。社会を形成することのメリットとデメリット，そし
てそれらの妥協点を探り，なお社会を形成する道に進んだ結果，ヒトはどんな発達をするように進化したのか。本講義では，ま
ず「進化」について正確に学ぶとともに，ヒトがなぜ社会を形成するよう進化を遂げたのか，その結果生じたヒトの「社会的知性」
について，他の動物種と比較を通し論じていく。
授業の到達目標
本講義の到達目標は次の3つである。

1.「進化」の考え方，特にその根幹をなす「自然淘汰」について正確に理解すること。
2.ヒトの社会的知性の発達と進化について理解すること。
3.受講生自らの興味関心を，本授業内容と関連づけて議論できるようになること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 50％ 学期末にレポートを課す。
●平常点 50％ 毎講義後にコメントシートを提出してもらう（出席確認も兼ねている）。
●その他 0％

科 目 名 心理学特論3 心理学におけるベイズ統計モデリング

担当者名 清水 裕士
心理学コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【オンライン】リアルタイム配信
授業概要
ベイズ統計と統計モデリングについて講義し、Stanを用いてベイズ統計モデリングの実践的な内容を学習する
授業の到達目標
ベイズ統計の基礎と、統計モデリングの考え方を身に着け、ベイズ統計モデリングをStanを用いて実践することができるス

キルを習得することを目標とする
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成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 80％ .
●平常点 20％ 理解度アンケートへの回答。
●その他 0％ なし。

科 目 名 心理学特論4
担当者名 松下 戦具
心理学コース ２単位 夏季集中 無 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この科目では，化粧ファッションに関する心理学的研究を俯瞰し，それらがどのように研究されているかを理解し，さらにそ

れらの問題点や展望について考察します。日常的話題である化粧やファッションと，基礎的分野である知覚や認知研究とのつな
がりを考えることで，基礎心理学が持つ可能性を理解します。基本的には講義形式で進行しますが，ディスカッション，実習的
な作業を織り交ぜながらの授業になります。
授業の到達目標
化粧やファッショ人に関する心理学的研究がどのようなものかを知っている。

自身の研究分野と他の研究分野とのつながりを考えることができる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 50％ 全回を通した考察をレポートとして提出してもらいます。評価の基準は，「授業で学んだことを学生自身
でどれくらい発展させて幅広く深く考えられているか」です。課題の詳細は授業内で提示します。
●平常点 50％ 各回の授業終了時に，その回の授業内容に対する考察や質問を提出してもらいます（数百字程度のコメン
トカードとして）。評価の基準は，「授業で学んだことを学生自身でどれくらい発展させて幅広く深く考えられているか」です。
●その他 0％ なし。

科 目 名 学校心理学特論A（教育分野に関する理論と支援の展開）
担当者名 博士(教育学)コロンビア大 本田 恵子
心理学コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】ハイブリッド（対面回数半数以上）
授業概要
本講義は、卒後、学校心理士として活躍できる知識と技量を習得することを目標としている。したがって、授業は、理論的理

解と技法の基礎を講義で学ぶと同時に、フィールドワーク(行動観察)、シュミレーション・ロールプレイ、グループのファシリ
テーション演習、事例検討を繰り返していく。 学校心理学は、学校を有機体としてとらえ、学校における諸活動を健全な状態
に保ち、発展させてゆくためのアプローチである。その核となるのは，子ども，学級，担任，学校組織，地域などの力動の理解
である。前期は子ども理解に重点をおき，いじめ，学級崩壊など具体的事例をもとに学校に対する包括的な見立てと介入の方法，
組織作りの方法を学ぶ。後期は，非社会的行動，反社会的行動を行う個人に焦点をあて，個別の教育査定演習およびIEP（個別
教育プログラム）立案を行う。立案内容は，学習に対する支援および情緒・ソーシャルスキルの支援である。 希望する学生には、
教員が学校現場で実施するソーシャルスキル授業への参加や、巡回相談への陪席等も実施し、受講生には、大学が実施している
教育ボランティアへの参加も呼びかけ、現場での実践経験をつむことを勧めている。

（授業形態）
本授業は、対面、オンラインライブ 併用で行います。
授業の到達目標
1．学校心理学的なアプローチの理解（3つの領域、4方向からのアプローチ）
2．発達の諸理論の理解と学校現場に生じる問題との関連付けができる

発達障害、いじめ、学級崩壊、虐待
3．教員間のコンサルテーション理論の理解と実践
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 80％ 行動観察レポート（個人） 40％、 危機介入に対する組織づくりレポート（グループ または 個人）
40％
●平常点 20％ 授業中のワーク、演習への貢献度20％
●その他 0％

科 目 名 学校心理学特論B（教育分野に関する理論と支援の展開）
担当者名 博士(教育学)コロンビア大 本田 恵子
心理学コース ２単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】ハイブリッド（対面回数半数以上）
授業概要
本講義は，卒後，学校心理士として活躍できる知識と技量を習得することを目標としている。したがって，授業は理論的理解

と技法の基礎を講義で学ぶと同時に，フィールドワーク(行動観察)，シミュレーション・ロールプレイ，グループのファシリテー
ション演習，事例検討を繰り返していく。 学校心理学は，学校を有機体としてとらえ，学校における諸活動を健全な状態に保ち，
発展させてゆくためのアプローチである。その核となるのは，子ども，学級，担任，学校組織，地域などの力動の理解である。
Aでは子ども理解に重点をおき，いじめ，学級崩壊など具体的事例をもとに学校に対する包括的な見立てと介入の方法，組織作
りの方法を学ぶ。Bは，非社会的行動，反社会的行動を行う個人に焦点をあて，個別の教育査定演習およびIEP（個別教育プロ
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グラム）立案を行う。立案内容は，学習に対する支援および情緒・ソーシャルスキルの支援である。
（講義形態）
本授業は、対面、オンライン、併用で行います。
授業の到達目標
1．学校心理学的なアプローチの理解（3つの領域、4方向からのアプローチ）
2．発達の諸理論の理解と学校現場に生じる問題との関連付けができる

発達障害、いじめ、学級崩壊、虐待
3．教員間のコンサルテーション理論の理解と実践
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 80％ ASSESS/Q-Uデータを用いた学級状況分析と学級経営の支援計画の立案40％
心理教育的アセスメントデータ（WISC-IV,K-ABCⅡ,描画等）の結果分析を通して不登校児童の学習支援計画の立案40％

●平常点 20％ 授業中の演習への貢献度
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
1．この授業では、対面、WasedaMoodleとZoomを使って授業を行います。
2．Zoomによるリアルタイム配信は、設定されている時間割で実施します。

3．この授業の成績は、A+, A, B, C, F, により評価します。

科 目 名 発達・教育心理学特論A（教育分野に関する理論と支援の展開） 学校教育の基礎としての発達心理学

担当者名 博士(教育学)学芸大 上淵 寿
心理学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】ハイブリッド（対面回数半数以上）
授業概要
生涯発達研究の理論的背景や最近の研究トピックやその発達援助への活用を幅広く検討します。受講者のトピックに関する発

表を最大限重視します。また，授業内容についてディスカッションを行います。
授業の到達目標
発達の基礎的な考え方，認知・思考の発達，自己意識の発達，社会性の発達，言語の発達について，生涯発達的な観点から理

解し，各受講者の教育的・発達的実践や研究に資する知識を獲得すること，そしてこれらの知識を発達援助へ活用するために，
アセスメント方法、援助計画の立案、援助方法の工夫について理解することを目標とします。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 10％ 授業内で扱った内容を、自分自身の研究テーマや進路に関連づけて考察し、今後の展望と課題を問います。
●平常点 90％ 発表内容の水準について評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
発表に関して，以下のようなことはしないように心がけて下さい。
l 発表内容が，理解不能，意味不明な発表 （英語をわかりやすい日本語に訳すこと，なおかつ内容は心理学の専門的なもの

なので，それなりに大変だと自覚して，履修してください）。

l 原文と関係ない内容を，「発表」と称して話すこと（この授業での課題をしたことには全くなりません！）

l 発表当日になって発表をドタキャンすること

l 発表当日になって，「用意ができない」などと言って，授業が始まってもバタバタして，他の受講者を待たせること （発表
のための準備期間は十分用意します！）

科 目 名 産業・労働心理学特論A（産業・労働分野に関する理論と支援の展開）
担当者名 安達 智子
心理学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
現代社会における労働社会への移行と適応、キャリア形成と支援、職場のメンタルヘルス等の理論と活用の基礎を理解する。

また、産業社会の動向や仕事への動機づけなど、組織で働く人々への働きかけに必要な理論や背景についても理解を深める。さ
らに、演習形式で事例検討を行い、産業・労働分野における実践的支援が展開できる力を身につける。

同授業は、発表とディスカッション形式を基本としており積極的な授業参加をもとめる授業である。

授業内容・計画は、進行状況や受講者の理解の程度等に応じて変更が加わるので、授業内やMoodle上のアナウンスを確認す
ること。
授業の到達目標
本講義では、以下の3つを到達目標とする

1）キャリア形成と支援の基礎を理解する

2）組織への移行や適応でおきる心の問題と支援を理解する
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3）関連事例の問題点を指摘することが出来る
成績評価方法
●試験 50％ 期末に実施する理解度確認テストの結果により評価する
●レポート 0％
●平常点 50％ 発表、授業内での課題や小レポート等により評価する
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
Moodleを使用します

科 目 名 人間理解基盤講座（心の健康教育に関する理論と実践） 教師に必要な基本能力の養成のために

担当者名 加瀬 恭子／鎌田 晴美／菊地 祐子／小西 好彦／本田 恵子
心理学コース ２単位 春クォーター 土曜日 ３-５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】ハイブリッド（対面回数半数以上）
授業概要
あらゆる教育的活動には，人間を広くまた深く理解する多様な視点，学習や発達の進展をさまたげる要因の理解と対応，そし

て生活環境への配慮が必要になります。つまり，今日の教師には，臨床的教育能力（児童・生徒の理解），教科指導能力（教科
科目の指導技術），社会的連携能力（保護者や地域との連携）が求められます。教科教育が中心の従来の教職科目だけでは，こ
れらの習得は困難です。
本講座では，臨床的教育能力の育成を目的に，教育活動の基盤となる脳・発達科学（教育基礎領域），教育活動を妨げる生物・

心理・社会的要因（教育障害領域），そして教育活動の妨げからの回復・治療・予防（教育健康領域）について学び，教育活動
の対象者である人間を広く考える機会を提供します。また，担当者によるスーパーバイズのもと，受講者相互による学習指導・
生活指導場面のロールプレイング，模擬体験の機会も提供します。
授業の到達目標
本講義は教育的活動の基盤となる領域の理解と知識の獲得を目的にします。人間の諸側面についての科学的理解を深めるとと

もに，それに基づく児童・生徒，そして保護者に対する教育者としてふさわしい対応能力を形成してもらいたいと思います。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 事例検討のレポートを作成します。1事例に対し、5人の講師のテーマから2つ以上を組み合わせて見立
て、対応策、を立案する。
（例：発達障害の事例を、脳科学と非行の理論から見立て、学校での予防教育に対する対応策を提案する）
●平常点 50％ 本講座はオムニバス形式で、毎回担当者と内容が異なります。そのために、出席を重視します。
授業中のワークへの参加・貢献度（授業のふりかえり、感想を授業の最後に提出してください）

●その他 0％

科 目 名 心理学演習1-1
担当者名 Ph.D. ケンブリッジ大 神前 裕
心理学コース ２単位 春学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の研究を進めるため、先行研究の調査、研究計画、実験データの解析、論文執筆などについて必要な課題を指示し、

またそれにもとづいて議論を行う。
授業の到達目標
修士論文の作成に関する様々な知識・技術を身に着けることで、自立して研究計画の立案・遂行ができるようになることを目

指す。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業への参加・取り組み・発表などを総合的に評価する
●その他 0％

科 目 名 心理学演習1-2
担当者名 Ph.D. ケンブリッジ大 神前 裕
心理学コース ２単位 秋学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の研究に関わる文献を読み、内容について議論を行う。
授業の到達目標
批判的かつ詳細に論文を読むことを通じて各自の研究分野について体系的な知識を得るとともに、新たな研究のアイデアを得

る。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
春学期同様、オンライン（リアルタイム）で実施します。

心
理
学
コ
ー
ス

― 48 ―



科 目 名 心理学演習2-1 認知発達心理学，比較文化発達科学

担当者名 博士(人文科学)お茶大 清水 由紀
心理学コース ２単位 春学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
社会的認知やその発達について，実証研究を実施する能力を養う。アイトラッキングやERP(event-related potential)によ

る実験プロジェクトに参加することを通して，研究を実施するためのスキルを実践的に学ぶ。さらには，実際に受講者全員でア
イトラッキングによる実験の計画を立て，実施し，分析・考察までを行う。研究対象は主に大学生であるが，受講者の関心に応
じて，親子のコミュニケーションや認知発達，および成人の対人認知に関する国際共同研究プロジェクトを体験し，発達科学に
おける実験のスキルを習得することも可能である。
授業の到達目標
自らの研究の関心を拡げるとともに，研究実施のための基礎的な能力を身につける。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 実験演習への参加，ディスカッションへの参加，グループによるプレゼンテーションおよびレポートの
作成
●その他 0％

科 目 名 心理学演習2-2 認知発達心理学，比較文化発達科学

担当者名 博士(人文科学)お茶大 清水 由紀
心理学コース ２単位 秋学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究関心にしたがって，先行文献をクリティカルに読みレビューする。それを基に各自がリサーチ・クエスチョンを明

確化し，研究計画を立てて発表を行い，その内容について受講生全員でディスカッションを行う。さらには，発達科学における
データの再現性と頑健性に関して，今何が問題となっておりどのように検証されているのかについて知り，発達科学の研究のあ
り方について考える。平行して，主に実験的アプローチによる研究プロジェクトに参加することを通して，研究実施に関わるス
キルを習得する。
授業の到達目標
自らの研究の関心を拡げるとともに，研究実施のための基礎的な能力を身につける。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 実験演習への参加，ディスカッションへの参加，プレゼンテーション
●その他 0％

科 目 名 心理学演習3-1
担当者名 博士(教育心理学)名大 小塩 真司
心理学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では，各自が関心をもつ発達心理学のテーマにそって論文を読み報告することを通じて，心理学の研究方法を身につけ

知識を定着させる。国内外の文献を検索し，その中で具体的な研究事例を通じて心理学の研究方法と知識を学ぶ。
授業の到達目標
心理学の研究方法，知識を身につけること。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 毎回の参加の様子を総合的に評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
小塩研究室：http://www.f.waseda.jp/oshio.at/index.html

科 目 名 心理学演習3-2
担当者名 博士(教育心理学)名大 小塩 真司
心理学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では，各自が関心をもつパーソナリティ心理学のテーマにそって論文を読み報告することを通じて，心理学の研究方法

を身につけ知識を定着させる。国内外の文献を検索し，その中で具体的な研究事例を通じて心理学の研究方法と知識を学ぶ。
授業の到達目標
心理学の研究方法，知識を身につけること。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 毎回の参加の様子を総合的に評価する。
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●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
小塩研究室：http://www.f.waseda.jp/oshio.at/index.html

科 目 名 心理学演習4-1 身体心理学、生理心理学、心身論

担当者名 博士(文学)京大 宮田 裕光
心理学コース ２単位 春学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文のテーマに関連する学術雑誌論文の講読、英文誌を含む学術雑誌論文の執筆、国内外の学会・シンポジウム等におけ

る研究発表の指導を行う。
授業の到達目標
当該分野における最新の研究成果に関する知見を習得するとともに、学術上の発表、討論、および論文執筆ができるようにな

る。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 論文講読、論文執筆、研究発表、討論を含む授業および研究活動の進展状況、および受講態度を平常点
により評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
研究室HP：https://miyata-lab.labby.jp/
教員紹介： http://www.waseda.jp/gendainingen/miyata.html

https://www.wasedapsychology.jp/teacher.html

科 目 名 心理学演習4-2 身体心理学、生理心理学、心身論

担当者名 博士(文学)京大 宮田 裕光
心理学コース ２単位 秋学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文のテーマに関連する学術雑誌論文の講読、英文誌を含む学術雑誌論文の執筆、国内外の学会・シンポジウム等におけ

る研究発表の指導を行う。
授業の到達目標
当該分野における最新の研究成果に関する知見を習得するとともに、学術上の発表、討論、および論文執筆ができるようにな

る。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 論文講読、論文執筆、研究発表、討論を含む授業および研究活動の進展状況、および受講態度を平常点
により評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
研究室HP：https://miyata-lab.labby.jp/
教員紹介： http://www.waseda.jp/gendainingen/miyata.html

https://www.wasedapsychology.jp/teacher.html

科 目 名 心理学演習5-1 健康心理学，進化心理学，老年心理学

担当者名 博士(文学)早大 福川 康之
心理学コース ２単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
健康心理学をテーマにした研究計画の立案，実行，データ解析，結果の考察などの作法を指導する．受講者は，教員や他の受

講生との議論を通じて，自身が研究を進めるうえで必要な知識や技術を得る
授業の到達目標
最新の研究成果に基づいた研究計画をたてられるようになる
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業での発表の内容や議論への参加度から判断する
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
原則として担当教員（福川）の指導学生のみを対象とする．
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科 目 名 心理学演習5-2 健康心理学，進化心理学，老年心理学

担当者名 博士(文学)早大 福川 康之
心理学コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
進化心理学をテーマにした研究計画の立案，実行，データ解析，結果の考察などの作法を指導する．受講者は，教員や他の受

講生との議論を通じて，自身が研究を進めるうえで必要な知識や技術を得る
授業の到達目標
最新の研究成果に基づいた研究計画をたてられるようになる
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業での発表の内容や議論への参加度から判断する
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
原則として福川の担当指導学生のみを対象とする．

科 目 名 心理学演習6-1（心理支援に関する理論と実践） マインドフルネス諸技法の効果

担当者名 越川 房子
心理学コース ２単位 秋学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
うつの予防および不安や衝動性をはじめとする感情調整のための新しいアプローチとして関心を集めているマインドフルネス

諸技法について、その効果機序を中心に学び、マインドフルネス諸技法を実習をとおして理解し習得する。また、この治療体系
の効果と妥当性および実際の臨床現場での用い方や指導方法について議論する。なお、本講義の主テーマであるマインドフルネ
ス諸技法を学ぶ前に、主要な心理支援として、精神分析的支援、クライエント中心療法的支援、認知行動的支援、それぞれの応
用例・事例、心理に関する支援を要するものの特性や状況に応じた適切な支援方法の選択・調整について学習する。
授業の到達目標
心理的支援の主要理論を理解する
マインドフルネス諸技法の効果機序を理解し、実際に習得する。
心理支援にどう結び付けることができるのかについて議論する。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない
●レポート 0％ 実施しない
●平常点 100％ 発表（50%）、授業への参加態度（30%）、出席（20%）で評価する
●その他 0％ 特になし
備考・関連ＵＲＬ
備考：他研究科の学生で受講希望の場合は、担当教員に事前に連絡し受講の可否を確認すること

科 目 名 心理学演習7-1 社会的判断と意思決定の数理・計量分析1

担当者名 博士(学術)東工大 博士(医学) 北里大 竹村 和久
心理学コース ２単位 春学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、人間の社会的判断や意思決定の現象についての社会心理学的なアプローチの研究とその数理・計量分析を行うプ

ロジェクト研究を、グループ単位で行う。また、これらの調査、実験データの解析を通じて、判断と意思決定の定性的理論や数
理モデルの検討や、社会政策を考えるうでの処方的アプローチについてのディスカッションを行う。基本的には学生が、研究発
表を行い、それについて議論していくという形式をとる。
授業の到達目標
本演習では、人間の社会的判断や意思決定の現象についての社会心理学的なアプローチの研究とその数理・計量分析を行うプ

ロジェクト研究を、グループ単位で行い、各自が、判断と意思決定の定性的理論や数理モデルの検討や、社会政策を考えるうで
の処方的アプローチについて深く理解できることを目標にする。
成績評価方法
●試験 20％ 授業中に行う意思決定論や数理解析についての予告なし試験の結果を評価します。
●レポート 20％ 授業中に行う意思決定論や数理解析についての何回かのレポートの結果を評価します。
●平常点 60％ 授業への出席、研究発表の内容、討論への積極的な参加、授業への態度、実験課題やグループ課題への参
加の程度を評価します。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
原則として、竹村の担当指導学生のみを対象とする。上記時間以外にも課題をするためにグループで集まってもらいます。上

記の対象者以外で、どうしても受講したい場合は、事前に竹村に連絡して、許可を受けてください。本講義を受ける前提として、
線形代数、微積分、集合論、統計的検定、多変量解析に関する知識、社会心理学、認知心理学、計量心理学についての知識を学
生に要求しています。
関連URL: http://www.waseda.jp/sem-takemura/
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科 目 名 心理学演習7-2 社会的判断と意思決定の数理・計量分析2

担当者名 博士(学術)東工大 博士(医学) 北里大 竹村 和久
心理学コース ２単位 秋学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、人間の社会的判断や意思決定の現象についての社会心理学的なアプローチの研究とその数理・計量分析を行うプ

ロジェクト研究を、グループ単位で行う。また、これらの調査、実験データの解析を通じて、判断と意思決定の定性的理論や数
理モデルの検討や、社会政策を考えるうでの処方的アプローチについてのディスカッションを行う。基本的には学生が、研究発
表を行い、それについて議論していくという形式をとる。
授業の到達目標
本演習では、人間の社会的判断や意思決定の現象についての社会心理学的なアプローチの研究とその数理・計量分析を行うプ

ロジェクト研究を、グループ単位で行い、各自が、判断と意思決定の定性的理論や数理モデルの検討や、社会政策を考えるうで
の処方的アプローチについて深く理解できることを目標にする。
成績評価方法
●試験 20％ 授業中に行う意思決定論や数理解析についての予告なし試験の結果を評価します。
●レポート 20％ 授業中に行う意思決定論や数理解析についての何回かのレポートの結果を評価します。
●平常点 60％ 授業への出席、研究発表の内容、討論への積極的な参加、実験課題やグループ課題への参加の程度を評価
します。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
原則として、竹村の担当指導学生のみを対象とする。上記時間以外にも課題をするためにグループで集まってもらいます。上

記の対象者以外で、どうしても受講したい場合は、事前に竹村に連絡して、許可を受けてください。本講義を受ける前提として、
線形代数、微積分、集合論、統計的検定、多変量解析に関する知識、社会心理学、認知心理学、計量心理学についての知識を学
生に要求しています。
関連URL: http://www.waseda.jp/sem-takemura/ 対面授業および資料提示で行う。

科 目 名 心理学演習8-1 心理統計学・教育測定学・マーケティングサイエンス

担当者名 博士(教育学)東大 豊田 秀樹
心理学コース ２単位 春学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
心理統計学に必要な基礎の理論を学ぶ
授業の到達目標
心理統計学をメジャーとする院生に対して専門的演習を行い、研究能力を育成する。
成績評価方法
発表を中心とした、授業への貢献、教材の理解度によって採点する。

科 目 名 心理学演習8-2 心理統計学・教育測定学・マーケティングサイエンス

担当者名 博士(教育学)東大 豊田 秀樹
心理学コース ２単位 秋学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
心理統計学に必要な基礎の理論を学ぶ
授業の到達目標
心理統計学をメジャーとする院生に対して専門的演習を行い、研究能力を育成する。
成績評価方法
発表を中心とした、授業への貢献、教材の理解度によって採点する。

科 目 名 心理学演習9-1
担当者名 博士(心理学)東大 田中 雅史
心理学コース ２単位 春学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ヒトを対象とした心理実験や鳥などの実験動物を対象とした行動実験・生理実験を行い、音楽などの文化やコミュニケーショ

ンなどさまざまな刺激で生じる心や情動の変化、またその体のメカニズムを調べる研究を遂行します。本授業では、プロジェク
ト完成に向けて適宜ミーティングを行い、研究計画の作成、研究結果の解析・発表、論文執筆の指導などを行います。
授業の到達目標
1. 科学的発見を通して、社会へ学術的・技術的貢献を行う
2. 科学的な思考・分析法と議論・発表の能力を養う
3. 長期的な計画を着実に遂行するスキルを身につける
成績評価方法
平常点： 100%
（科学的研究を着実に遂行できたか、また研究成果のプレゼンテーションや学位論文への取り組みによって評価します。）
備考・関連ＵＲＬ
本授業は基本的に対面授業にて行う予定です。
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科 目 名 心理学演習9-2
担当者名 博士(心理学)東大 田中 雅史
心理学コース ２単位 秋学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ヒトを対象とした心理実験や鳥などの実験動物を対象とした行動実験・生理実験を行い、音楽などの文化やコミュニケーショ

ンなどさまざまな刺激で生じる心や情動の変化、またその体のメカニズムを調べる研究を遂行します。本授業では、プロジェク
ト完成に向けて適宜ミーティングを行い、研究計画の作成、研究結果の解析・発表、論文執筆の指導などを行います。
授業の到達目標
1. 科学的発見を通して、社会へ学術的・技術的貢献を行う
2. 科学的な思考・分析法と議論・発表の能力を養う
3. 長期的な計画を着実に遂行するスキルを身につける
成績評価方法
平常点： 100%
（科学的研究を着実に遂行できたか、また研究成果のプレゼンテーションや学位論文への取り組みによって評価します。）
備考・関連ＵＲＬ
本授業は基本的に対面授業にて行う予定です。

科 目 名 心理学演習10-2 視覚的単語認知研究

担当者名 Ph.D. 西オンタリオ大 日野 泰志
心理学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講生は自分の研究に関連のあるテーマに関する文献リストを作成し、その文献の内容をパワーポイントを使って紹介しても

らう。また、紹介された研究の理論や研究法についての討論を通して問題点を明らかにしていくとともに、自分自身の研究計画
を充実したものにする。同時に、研究計画に基づいた研究を実施し、収集したデータをパワーポイントを使って報告してもらう。
この演習では修士論文作成に必要な専門知識と研究法の習得を目指す。
授業の到達目標
この演習では視覚的単語認知研究に関する問題について、専門書・学術論文を評論し、その問題点を明らかにするとともに、

その問題解明のための具体的な研究を立案・実施するという作業を通して、研究に必要な知識と研究手法を身につけることをね
らいとする。
成績評価方法
出席、文献紹介、研究経過報告、研究成果報告などを総合して評価する。

科 目 名 心理学演習11-1 感性心理学・心理生理学・感性工学

担当者名 博士(人間科学)阪大 片平 建史
心理学コース ２単位 春学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
感性心理学とその周辺領域の学術論文を講読し、内容についての発表と議論を行う。
授業の到達目標
各自が取り組む研究テーマについての知識を深めるとともに、幅広い研究例に触れることで感性の心理学的研究に関する実践

的な視点を獲得する。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 演習への参加と発表、議論への参加度を総合的に評価する。
●その他 0％

科 目 名 心理学演習11-2 感性心理学・心理生理学・感性工学

担当者名 博士(人間科学)阪大 片平 建史
心理学コース ２単位 秋学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
感性心理学とその周辺領域の学術論文を講読し、内容についての発表と議論を行う。
授業の到達目標
各自が取り組む研究テーマについての知識を深めるとともに、幅広い研究例に触れることで感性の心理学的研究について実践

的な視点を獲得する。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 演習への参加と発表、議論への参加度を総合的に評価する。
●その他 0％
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科 目 名 心理学演習12-1（司法・犯罪分野に関する理論と支援の展開）
担当者名 藤野 京子
心理学コース ２単位 春学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英国の青少年に対する司法領域における精神健康のとらえ方を紹介しているテキストをもとに、若者の司法・犯罪領域にみら

れる精神健康の実態を理解すると同時にそれへのアセスメントや介入の方法について理解を深める。加えて、我が国での実情と
の比較検討を行う。授業は、受講生が担当章の内容、さらにそれに関連した我が国の実態について調べた結果を紹介する形式で
進めていく。
授業の到達目標
司法・犯罪領域における心理臨床について、その特徴や課題を含めた理解を促し、自身の興味のある臨床領域との接点、同異

についての理解を深める。
成績評価方法
担当箇所の発表内容及び他の学生の発表箇所に対する質問や意見など積極的な授業への参加の度合いから評価する。
備考・関連ＵＲＬ
公認心理師資格取得を目指した学生を対象とした科目である。他研究科の学生で受講を望する場合は、担当教員に事前に連絡

し受講の可否を確認すること。 受講者間で発表担当箇所を決め、Moodle上に訳出したものを提出すること。したがって、ある
程度の英語力が求められる。発表においては、パワーポイント等を利用して担当箇所を要約・解説すると同時に、その内容に関
連する我が国の実態を調べ、合わせて紹介すること。加えて、受講生同士で意見交換したいトピックについても用意しておくこ
と。

科 目 名 心理学演習12-2
担当者名 藤野 京子
心理学コース ２単位 秋学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Ross, M. &Miller, D.T.編の The justice motive in every lifeの輪読を中心とし、社会の正義について心理学の限定しない多

様な視点から検討する Cloitre, M., Cohen, L. R. & Koenen, K. C. 著のTreating survivors of childhood abuse:
Psychotherapy for the interrupted lifeを輪読し、虐待サバイバーへの働きかけ方について体験学習をする。
授業の到達目標
正義をいかにとらえるかについて、犯罪心理学の視点以外を含めて多角的に理解できるようにする。また、犯罪者で虐待被害

を有する者への働きかけについてトラウマに対する治療方法についての知見を深める。
成績評価方法
担当箇所の発表内容及び他の学生の発表箇所に対する質問や意見など積極的な授業への参加の度合いから評価する。
備考・関連ＵＲＬ
受講者の間で発表担当箇所を決め、その箇所を訳出したうえで、内容についての検討を行う形で授業を進める（担当箇所で重

要と思われる参考文献にも目を通すことが望ましい）ので、ある程度の英語力が求められる。

科 目 名 心理学研究指導1-1 M 行動神経科学、学習理論

担当者名 Ph.D. ケンブリッジ大 神前 裕
心理学コース ― 春学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の作成に向けた実験研究の指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導1-2 M 行動神経科学、学習理論

担当者名 Ph.D. ケンブリッジ大 神前 裕
心理学コース ― 秋学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、ヒトを含む動物の認知・行動を形成・変容させる過程についての行動科学的研究および神経科学的研究を行

う。具体的な内容は、研究計画の立案、実験室における日常的な研究遂行、得られたデータの分析、論文執筆などであり、それ
ぞれについての議論・指導の一部を本研究指導の時間に行う。
授業の到達目標
ヒトを含む動物の認知・行動を形成する過程についての行動科学的研究及び神経科学的研究をある程度独立して遂行すること

が可能になる。その内容をもとに修士論文を完成させる。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 心理学研究指導2-1 M 発達心理学，文化心理学，社会的認知

担当者名 博士(人文科学)お茶大 清水 由紀
心理学コース ― 春学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに沿って研究を立案・実施し，修士論文を執筆する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導2-2 M 発達心理学，文化心理学，社会的認知

担当者名 博士(人文科学)お茶大 清水 由紀
心理学コース ― 秋学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに沿って研究を立案・実施し，修士論文を執筆する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導3-1 M パーソナリティと個人差、発達心理学

担当者名 博士(教育心理学)名大 小塩 真司
心理学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では，修士課程の大学院生を対象に，修士論文に向けた研究指導を行う。修士論文には，充分な先行研究のレビューと

何らかの実証的なデータが不可欠である。この授業では，大学院生が各自で取り組む研究の進捗状況を把握し，ディスカッショ
ン，助言を行う。そして，国内外の学会における発表，国内外の査読誌への投稿を目指す。
授業の到達目標
ひとつひとつの研究を完成させ，それらをまとめた修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
小塩研究室：http://www.f.waseda.jp/oshio.at/index.html

科 目 名 心理学研究指導3-2 M パーソナリティと個人差、発達心理学

担当者名 博士(教育心理学)名大 小塩 真司
心理学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では，修士課程の大学院生を対象に，修士論文に向けた研究指導を行う。修士論文には，充分な先行研究のレビューと

何らかの実証的なデータが不可欠である。この授業では，大学院生が各自で取り組む研究の進捗状況を把握し，ディスカッショ
ン，助言を行う。そして，国内外の学会における発表，国内外の査読誌への投稿を目指す。
授業の到達目標
ひとつひとつの研究を完成させ，それらをまとめた修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
小塩研究室：http://www.f.waseda.jp/oshio.at/index.html

科 目 名 心理学研究指導4-1 M 身体心理学、生理心理学、心身論

担当者名 博士(文学)京大 宮田 裕光
心理学コース ― 春学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて、研究の立案、実施、データ解析、考察、および論文執筆に関する指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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備考・関連ＵＲＬ
研究室HP：https://miyata-lab.labby.jp/ 教員紹介： http://www.waseda.jp/gendainingen/miyata.html

https://www.wasedapsychology.jp/teacher.html

科 目 名 心理学研究指導4-2 M 身体心理学、生理心理学、心身論

担当者名 博士(文学)京大 宮田 裕光
心理学コース ― 秋学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて、研究の立案、実施、データ解析、考察、および論文執筆に関する指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
研究室HP：https://miyata-lab.labby.jp/
教員紹介： http://www.waseda.jp/gendainingen/miyata.html

https://www.wasedapsychology.jp/teacher.html

科 目 名 心理学研究指導5-1 M 健康心理学，進化心理学，老年心理学

担当者名 博士(文学)早大 福川 康之
心理学コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成に向けた，関連文献の収集と講読およびテーマの決定に関して指導する．受講生は，毎回研究の進捗状況を報告

し，教員や他の受講生との議論を通じてアイディアを発展・洗練させる．
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導5-2 M 健康心理学，進化心理学，老年心理学

担当者名 博士(文学)早大 福川 康之
心理学コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成に向けた，研究計画の立案と実行および研究結果の分析と考察の作法を指導する．受講生は，毎回研究の進捗状

況を報告し，教員や他の受講生との議論を通じてアイディアを発展・洗練させる．
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導6-1 M 認知行動療法、マインドフルネス認知療法、自己・自我論

担当者名 越川 房子
心理学コース ― 秋学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の研究計画立案、実施、分析、考察、論文執筆に関する指導
授業の到達目標
学会発表（含国際会議）および論文投稿を行う。修士論文の執筆と提出。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導7-1 M 行動意思決定論、消費者行動論、行動計量学、社会心理学

担当者名 博士(学術)東工大 博士(医学) 北里大 竹村 和久
心理学コース ― 春学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、人間の社会的判断や意思決定の現象についての社会心理学的なアプローチの研究とその数理・計量分析を行

うプロジェクト研究を、グループ単位で行う。また、これらの調査、実験データの解析を通じて、判断と意思決定の定性的理論
や数理モデルの検討や、社会政策を考えるうでの処方的アプローチについてのディスカッションを行う。基本的には学生が、研
究発表を行い、それについて議論していくという形式をとる。修士論文に向けた指導を行う。
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授業の到達目標
本研究指導では、修士論文に向けて、人間の社会的判断や意思決定の現象についての社会心理学的なアプローチの研究とその

数理・計量分析を行うプロジェクト研究を行うことを指導する。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
原則として、竹村の研究担当指導学生のみを対象とする。また、研究指導の関連で、グループで授業時間外にも集まって課題

をしてもらう予定です。受講をどうしてもしたい学生は、担当教員に必ず事前に許可を得てください。
関連URL: http://www.waseda.jp/sem-takemura/

科 目 名 心理学研究指導7-2 M 行動意思決定論、消費者行動論、行動計量学、社会心理学

担当者名 博士(学術)東工大 博士(医学) 北里大 竹村 和久
心理学コース ― 秋学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、人間の社会的判断や意思決定の現象についての社会心理学的なアプローチの研究とその数理・計量分析を行

うプロジェクト研究を、グループ単位で行う。また、これらの調査、実験データの解析を通じて、判断と意思決定の定性的理論
や数理モデルの検討や、社会政策を考えるうでの処方的アプローチについてのディスカッションを行う。基本的には学生が、研
究発表を行い、それについて議論していくという形式をとる。修士論文に向けた指導を行う。
授業の到達目標
本研究指導では、修士論文に向けて、人間の社会的判断や意思決定の現象についての社会心理学的なアプローチの研究とその

数理・計量分析を行うプロジェクト研究を行うことを指導する。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
原則として、竹村の担当指導学生のみを対象とする。また、研究指導の関連で、グループで授業時間外にも集まって課題をし

てもらう予定です。受講をどうしてもしたい学生はその点も考慮してください。また、教員に必ず事前に許可を得てください。
関連URL: http://www.waseda.jp/sem-takemura/ 対面授業および資料提示で行う。

科 目 名 心理学研究指導8-1 M 心理統計学・教育測定学・マーケティングサイエンス

担当者名 博士(教育学)東大 豊田 秀樹
心理学コース ― 春学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
心理統計学・教育測定学・マーケティングサイエンスに関する指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導8-2 M 心理統計学・教育測定学・マーケティングサイエンス

担当者名 博士(教育学)東大 豊田 秀樹
心理学コース ― 秋学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
心理統計学・教育測定学・マーケティングサイエンスに関する指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導9-1 M
担当者名 博士(心理学)東大 田中 雅史
心理学コース ― 春学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では、受講生が主体的に研究を進める能力を養うため、適宜ミーティングを行いながら、研究計画の作成、研究結果の

解析・発表、論文執筆の指導などを行い、修士論文の完成を目指します。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 心理学研究指導9-2 M
担当者名 博士(心理学)東大 田中 雅史
心理学コース ― 秋学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では、受講生が主体的に研究を進める能力を養うため、適宜ミーティングを行いながら、研究計画の作成、研究結果の

解析・発表、論文執筆の指導などを行い、修士論文の完成を目指します。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導10-2 M 視覚的語認知・言語心理学・認知心理学

担当者名 Ph.D. 西オンタリオ大 日野 泰志
心理学コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講生は自分の研究に関連のあるテーマに関する文献リストを作成し、その文献の内容をパワーポイントを使って紹介しても

らう。また、紹介された研究の理論や研究法についての討論を通して問題点を明らかにしていくとともに、自分自身の研究計画
を充実したものにする。同時に、研究計画に基づいた研究を実施し、収集したデータをパワーポイントを使って報告してもらう。
この科目では、修士論文の完成に向けて、研究に必要な知識を蓄え、研究スキルを養成する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
視覚的語認知研究に関する問題について、専門書・学術論文を評論し、その問題点を明らかにするとともに、その問題解明の

ための具体的な研究を立案・実施するという作業を通して、研究に必要な知識と研究手法を身につけることをねらいとする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導11-1 M 感性心理学、心理生理学、感性工学

担当者名 博士(人間科学)阪大 片平 建史
心理学コース ― 春学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自が自身の研究テーマに沿って行う研究について進捗状況を報告し、研究計画の立案、研究の実施、学会・論文を通じた成

果発表、修士論文の執筆などについて、ディスカッションや助言を通じた研究指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の執筆を最終的な到達目標とし、感性の科学的研究に必要な知識と手法を習得する。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導11-2 M 感性心理学、心理生理学、感性工学

担当者名 博士(人間科学)阪大 片平 建史
心理学コース ― 秋学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自が自身の研究テーマに沿って行う研究について進捗状況を発表し、研究計画の立案、研究の実施、学会・論文を通じた成

果発表、修士論文の執筆などについて、ディスカッションや助言を通じた研究指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の執筆を最終的な到達目標とし、感性の科学的研究に必要な知識と手法を習得する。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導12-1 M 非行・犯罪に対する心理学からのアプローチ

担当者名 藤野 京子
心理学コース ― 春学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
非行臨床・犯罪心理学及びそれに関連したテーマの研究を扱う。
まずは、テーマの取り上げ方について検討する。また、先行研究を精査の上、取り組む課題の意義について検討する。その上

で、調査等を実施することになるが、実施可能性も考慮した上で、調査内容については、十分に討議する。さらに、結果の分析・
解釈の仕方についても議論を重ねていく。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とし、その準備段階として、学会での口頭発表を複数回実施することを目指す。
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成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 0％ なし
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
自身の研究フィールドについては、その研究が実施可能なように自身で獲得しておくことが望ましい。

科 目 名 心理学研究指導12-2 M 非行・犯罪に対する心理学からのアプローチ

担当者名 藤野 京子
心理学コース ― 秋学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
非行臨床・犯罪心理学及びそれに関連したテーマの研究を扱う。
まずは、テーマの取り上げ方について検討する。また、先行研究を精査の上、取り組む課題の意義について検討する。その上

で、調査等を実施することになるが、実施可能性も考慮した上で、調査内容については、十分に討議する。さらに、結果の分析・
解釈の仕方についても議論を重ねていく。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とし、その準備段階として、学会での口頭発表を複数回実施することを目指す。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
自身の研究フィールドについては、その研究が実施可能なように自身で獲得しておくことが望ましい。

科 目 名 心理学研究指導1-1 D 行動神経科学、学習理論

担当者名 Ph.D. ケンブリッジ大 神前 裕
心理学コース ― 春学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、ヒトを含む動物の認知・行動を形成・変容させる過程についての行動科学的研究および神経科学的研究を行

う。具体的な内容は、研究計画の立案、実験室における日常的な研究遂行、得られたデータの分析、論文執筆などであり、それ
ぞれについての議論・指導の一部を本研究指導の時間に行う。
授業の到達目標
ヒトを含む動物の認知・行動を形成する過程についての行動科学的研究及び神経科学的研究を独立して遂行することが可能に

なる。分野にとって重要な理論的貢献を果たす新たな実験結果をもとに、博士論文を完成させる。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導1-2 D 行動神経科学、学習理論

担当者名 Ph.D. ケンブリッジ大 神前 裕
心理学コース ― 秋学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、ヒトを含む動物の認知・行動を形成・変容させる過程についての行動科学的研究および神経科学的研究を行

う。具体的な内容は、研究計画の立案、実験室における日常的な研究遂行、得られたデータの分析、論文執筆などであり、それ
ぞれについての議論・指導の一部を本研究指導の時間に行う。
授業の到達目標
ヒトを含む動物の認知・行動を形成する過程についての行動科学的研究及び神経科学的研究を独立して遂行することが可能に

なる。分野にとって重要な理論的貢献を果たす新たな実験結果をもとに、博士論文を完成させる。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導2-1 D 発達心理学，文化心理学，社会的認知

担当者名 博士(人文科学)お茶大 清水 由紀
心理学コース ― 春学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに沿って研究を立案・実施し，博士論文を執筆する。また学会での研究発表および学術誌への論文投稿を行

う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指
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導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導2-2 D 発達心理学，文化心理学，社会的認知

担当者名 博士(人文科学)お茶大 清水 由紀
心理学コース ― 秋学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに沿って研究を立案・実施し，博士論文を執筆する。また学会での研究発表および学術誌への論文投稿を行

う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導3-1 D パーソナリティと個人差、発達心理学

担当者名 博士(教育心理学)名大 小塩 真司
心理学コース ― 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成に向け,各自の研究テーマにそって研究計画を立案し,研究の遂行,データ収集と分析を行い,報告をまとめる。
博士論文提出の要件を満たすため，国内外の査読誌への投稿に向けた指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
小塩研究室：http://www.f.waseda.jp/oshio.at/index.html

科 目 名 心理学研究指導3-2 D パーソナリティと個人差、発達心理学

担当者名 博士(教育心理学)名大 小塩 真司
心理学コース ― 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成に向け,各自の研究テーマにそって研究計画を立案し,研究の遂行,データ収集と分析を行い,報告をまとめる。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
小塩研究室：http://www.f.waseda.jp/oshio.at/index.html

科 目 名 心理学研究指導4-1 D 身体心理学、生理心理学、心身論

担当者名 博士(文学)京大 宮田 裕光
心理学コース ― 春学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成に向けて、研究の立案、実施、データ解析、考察、および論文執筆に関する指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
研究室HP：https://miyata-lab.labby.jp/
教員紹介： http://www.waseda.jp/gendainingen/miyata.html

https://www.wasedapsychology.jp/teacher.html

科 目 名 心理学研究指導4-2 D 身体心理学、生理心理学、心身論

担当者名 博士(文学)京大 宮田 裕光
心理学コース ― 秋学期 火曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成に向けて、研究の立案、実施、データ解析、考察、および論文執筆に関する指導を行う。
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授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
研究室HP：https://miyata-lab.labby.jp/
教員紹介： http://www.waseda.jp/gendainingen/miyata.html

https://www.wasedapsychology.jp/teacher.html

科 目 名 心理学研究指導5-1 D 健康心理学，進化心理学，老年心理学

担当者名 博士(文学)早大 福川 康之
心理学コース ― 春学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成に向けた，関連文献の収集と講読およびテーマの決定に関して指導する．受講生は，毎回研究の進捗状況を報告

し，教員や他の受講生との議論を通じてアイディアを発展・洗練させる．
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導5-2 D 健康心理学，進化心理学，老年心理学

担当者名 博士(文学)早大 福川 康之
心理学コース ― 秋学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成に向けた，研究計画の立案と実行および研究結果の分析と考察の作法を指導する．受講生は，毎回研究の進捗状

況を報告し，教員や他の受講生との議論を通じてアイディアを発展・洗練させる．
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導6-1 D 認知行動療法、マインドフルネス認知療法、自己・自我論

担当者名 越川 房子
心理学コース ― 春学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文・投稿論文に関する研究計画立案、実施、分析、考察、論文執筆の指導
授業の到達目標
学会発表（含国際会議）および論文投稿を行う。博士論文を執筆・提出する。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない
●レポート 0％ 実施しない
●平常点 0％ 平常点をもとに、その他にあるように評価する
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導6-2 D 認知行動療法、マインドフルネス認知療法、自己・自我論

担当者名 越川 房子
心理学コース ― 秋学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文および投稿論文に関する研究計画立案、実施、分析、考察、論文執筆の指導
授業の到達目標
学会発表（含国際会議）および論文投稿を行う。博士論文を執筆し提出する。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない
●レポート 0％ 実施しない
●平常点 0％ 平常点を基に、下記「その他」にあるように評価する
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 心理学研究指導7-1 D 行動意思決定論、消費者行動論、行動計量学、社会心理学

担当者名 博士(学術)東工大 博士(医学) 北里大 竹村 和久
心理学コース ― 春学期 月曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
【授業の到達目標及びテーマ】 本研究指導では、博士論文に向けて、人間の社会的判断や意思決定の現象についての社会心理
学的なアプローチの研究とその数理・計量分析を行うプロジェクト研究を行うことを指導する。【授業の概要】 本研究指導では、
人間の社会的判断や意思決定の現象についての社会心理学的なアプローチの研究とその数理・計量分析を行うプロジェクト研究
を、グループ単位で行う。また、これらの調査、実験データの解析を通じて、判断と意思決定の定性的理論や数理モデルの検討
や、社会政策を考えるうでの処方的アプローチについてのディスカッションを行う。基本的には学生が、研究発表を行い、それ
について議論していくという形式をとる。博士論文に向けた指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
なお、本演習は、原則として、竹村の担当指導学生のみを対象とする。

科 目 名 心理学研究指導7-2 D 行動意思決定論、消費者行動論、行動計量学、社会心理学

担当者名 博士(学術)東工大 博士(医学) 北里大 竹村 和久
心理学コース ― 秋学期 月曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、人間の社会的判断や意思決定の現象についての社会心理学的なアプローチの研究とその数理・計量分析を行

うプロジェクト研究を行い、調査、実験データの解析を通じて、判断と意思決定の定性的理論や数理モデルの検討や、社会政策
を考えるうでの処方的アプローチについての研究指導を行う。基本的には学生が、研究発表を行い、それについて議論していく
という形式をとる。【授業の到達目標及びテーマ】 心理学研究指導7-2では、心理学研究指導7-1の結果を踏まえ、人間の社会
的判断や意思決定の現象についての社会心理学的なアプローチの研究とその数理・計量分析を行うプロジェクト研究を行い、博
士論文に向けた研究の指導をおこなう。
授業の到達目標
最新の研究領域の理解と新しい着想での研究計画ができるようにする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
本研究指導は、原則として竹村の担当指導学生のみを対象とする。
関連URL: http://www.waseda.jp/sem-takemura/ 対面授業および資料提示で行う。

科 目 名 心理学研究指導8-1 D 心理統計学・教育測定学・マーケティングサイエンス

担当者名 博士(教育学)東大 豊田 秀樹
心理学コース ― 春学期 月曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
心理統計学・教育測定学・マーケティングサイエンスに関する指導を行う。
参加者の興味に合わせて論文の指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導8-2 D 心理統計学・教育測定学・マーケティングサイエンス

担当者名 博士(教育学)東大 豊田 秀樹
心理学コース ― 秋学期 月曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
心理統計学に必要な基礎の理論を学ぶ 2
各自の学術的興味に合わせて、論文の指導を行う
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 心理学研究指導10-1 D 視覚的語認知・言語心理学・認知心理学

担当者名 Ph.D. 西オンタリオ大 日野 泰志
心理学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講生は自分の研究に関連のあるテーマに関する文献リストを作成し、その文献の内容をパワーポイントを使って紹介しても

らう。また、紹介された研究の理論や研究法についての討論を通して問題点を明らかにしていくとともに、自分自身の研究計画
を充実したものにする。同時に、研究計画に基づいた研究を実施し、収集したデータをパワーポイントを使って報告してもらう。
この科目では、博士論文作成に向けての専門的知識の蓄積と、研究推進のための研究スキルを養成する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
視覚的語認知研究に関する問題について、専門書・学術論文を評論し、その問題点を明らかにするとともに、その問題解明の

ための具体的な研究を立案・実施するという作業を通して、研究に必要な知識と研究手法を身につけることをねらいとする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導10-2 D 視覚的語認知・言語心理学・認知心理学

担当者名 Ph.D. 西オンタリオ大 日野 泰志
心理学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講生は自分の研究に関連のあるテーマに関する文献リストを作成し、その文献の内容をパワーポイントを使って紹介しても

らう。また、紹介された研究の理論や研究法についての討論を通して問題点を明らかにしていくとともに、自分自身の研究計画
を充実したものにする。同時に、研究計画に基づいた研究を実施し、収集したデータをパワーポイントを使って報告してもらう。
この科目では、博士論文作成に向けての専門的知識の蓄積と、研究推進のための研究スキルを養成する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
視覚的語認知研究に関する問題について、専門書・学術論文を評論し、その問題点を明らかにするとともに、その問題解明の

ための具体的な研究を立案・実施するという作業を通して、研究に必要な知識と研究手法を身につけることをねらいとする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導11-1 D 感性心理学、心理生理学、感性工学

担当者名 博士(人間科学)阪大 片平 建史
心理学コース ― 春学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自が自身の研究テーマに沿って行う研究について進捗状況を報告し、研究計画の立案、研究の実施、学会・論文を通じた成

果発表、博士論文の執筆などについて、ディスカッションや助言を通じた研究指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導11-2 D 感性心理学、心理生理学、感性工学

担当者名 博士(人間科学)阪大 片平 建史
心理学コース ― 秋学期 木曜日 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自が自身の研究テーマに沿って行う研究について進捗状況を報告し、研究計画の立案、研究の実施、学会・論文を通じた成

果発表、博士論文の執筆などについて、ディスカッションや助言を通じた研究指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 心理学研究指導12-1 D 司法関連領域に対する心理学からのアプローチ

担当者名 藤野 京子
心理学コース ― 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
非行臨床・犯罪心理学及びそれに関連したテーマの研究を扱う。
具体的には、まず、先行研究を精査の上、取り組む課題の意義や発展可能性について十分な検討を行う。また、博士論文作成
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にあたっての問題設定の適否について（研究の実現可能性を含む）十分に検討する。その上で、具体的な実験・調査等の内容に
ついての討議を行う。さらに、結果の分析・解釈の仕方についても議論を重ねていく。得られらた知見から更なる実施・調査を
展開していく。このサイクルを繰り返すことになる。
授業の到達目標
修学年限以内での博士論文の完成を到達目標とする
最終目標は博士論文作成であるが、その準備段階として、学会での口頭発表のみならず、査読有論文を複数作成することを目

指す。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
自身の研究フィールドについては、その研究が実施可能なように自身で獲得しておくこと。

科 目 名 心理学研究指導12-2 D 司法関連領域に対する心理学からのアプローチ

担当者名 藤野 京子
心理学コース ― 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
非行臨床・犯罪心理学及びそれに関連したテーマの研究を扱う。
具体的には、まず、先行研究を精査の上、取り組む課題の意義や発展可能性について十分な検討を行う。また、博士論文作成

にあたっての問題設定の適否について（研究の実現可能性を含む）十分に検討する。その上で、具体的な実験・調査等の内容に
ついての討議を行う。さらに、結果の分析・解釈の仕方についても議論を重ねていく。得られらた知見から更なる実施・調査を
展開していく。このサイクルを繰り返すことになる。
授業の到達目標
修学年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
最終目標は博士論文作成であるが、その準備段階として、学会での口頭発表のみならず、査読有論文を複数作成することを目

指す。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
自身の研究フィールドについては、その研究が実施可能なように自身で獲得しておくこと。
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科 目 名 社会学特論2 自分の研究の位置を知る

担当者名 博士(社会情報学)東大 野上 元
社会学コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文・博士論文はもちろんのこと、優れた論文を仕上げるためには、見通しの良い「先行研究の検討」を書くことが必須

です。

それにより、題材の新奇性だけに頼ることなく自分のオリジナリティを主張し、自分の論文の課題をはっきりとさせ、学問的
居場所を確保することができます。そのためには、関連する研究を要約して順に紹介するだけでなく、自分の研究につながる諸
研究に見られる共通の問題意識は何か、そしてそれがどう展開してきたのかを考える必要があります。
この授業では、こうした作業を皆で検討しながら進めたいと思います。参加者の専門やテーマはそれぞれだと思いますので、

それを（私も含め）同じ社会学者である他の参加者にも分かるよう説明できるようにすることも求めたいです。それにより参加
者は、自分が専門としないテーマについての耳学問も得られることでしょう。
授業の到達目標
学術論文の構造を知り、自分の視点で先行研究のレビューを書けるようになること。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ ゼミでの報告原稿を修正し、最終レポートとして提出してもらう。
●平常点 50％ 報告への取り組み、およびゼミでの議論に積極的に参加しているかによって判断する。
●その他 0％

科 目 名 調査企画・設計特論
担当者名 博士(教育学)東北大 石田 賢示
社会学コース ２単位 秋学期 水曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
量的社会調査の調査設計と実施方法について、主に講義と演習の往復を通じて学ぶ科目である．調査目的，目的に沿った仮説

設定の仕方，調査設計，標本抽出，質問文・調査票作成，基礎的分析など，各段階に伴う知識と技能の習得を目指す．具体的に
は演習を通して，調査設計，質問票作成，データ整理，データクリーニング，コーディング，単純集計表の作成，クロス集計表
による仮説の検討などを学び，それらの過程が分析結果を導くためにどのような役割を果たすのかを理解する．
授業の到達目標
（1）社会調査の実施にあたり、どのような知識・技術・資源が必要なのかを説明できるようになる
（2）与えられた条件の下で、社会調査を実施するための手順をふめるようになる
（3）自身の関心に基づき、調査を企画できるようになる
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない
●レポート 60％ 授業内で提示した課題に対するレポートの内容に関する評価。授業の到達目標のうち、（1）および（3）
の達成度に応じて評価する。
●平常点 40％ 各演習テーマの取り組みおよびその成果に関する評価。授業の到達目標のうち、（2）の達成度に応じて評
価する。
●その他 0％ 特になし
備考・関連ＵＲＬ
講義形式と演習形式を併用して授業を進める。

科 目 名 多変量解析特論
担当者名 香川 めい
社会学コース ２単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
世界共通で標準化されている数理統計学の基礎をふまえながら、多変量解析の手法の基本を説明する。
授業の到達目標
・多変量解析の手法を用いた学術論文や文献を読めるようになること。
・汎用統計ソフトを用いて実際に分析を行ない、分析目的に合致した適切な手法の選択、分析、結果の解釈ができるようにな

ること。
成績評価方法
●試験 0％ .
●レポート 50％ 学期末の課題について、分析手法の選択や解釈の適切さについて評価します。
●平常点 50％ 授業への参加度とミニ課題の内容を評価します。
●その他 0％ .

科 目 名 社会学演習1-1 環境社会学の諸アプローチ

担当者名 博士(行動科学)北大 西城戸 誠
社会学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習は、日本の環境社会学における実証的研究を詳細に講読し、その研究成果と実証研究の方法論に対する理解を深める。
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連字符社会学としての環境社会学は、「環境問題の社会学」と「環境共存の社会学」に大別されるが、その両者の議論を包括的
に取り上げつつ、関連する社会学領域の議論（地域社会学、都市社会学、農村社会学、災害社会学、社会運動論など）との関連
について議論する。
授業の到達目標
・日本における環境社会学の議論の概要を理解すること。
・先行研究をレビューし、リサーチクエッションを立て、適切な方法論に基づき、考察に必要な情報を収集・分析し、考察す

るという実証研究の一連の流れを理解すること。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 報告、討議への参加、出席状況を総合的に勘案して評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 社会学演習1-2 サステイナビリティをめぐる環境社会学

担当者名 博士(行動科学)北大 西城戸 誠
社会学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
環境社会学は、連字符社会学としての環境社会学の他に、「環境と社会」学として、環境と社会に関わる学問領域のプラット

フォームとしての側面がある。本演習では「サステイナビリティ」にかかわる環境社会学と関連した議論の文献を講読し、その
研究成果と実証研究の方法論に対する理解を深める。
授業の到達目標
サステイナビリティに関わる環境社会学の議論の概要を理解すること。
先行研究をレビューし、リサーチクエッションを立て、適切な方法論に基づき、考察に必要な情報を収集・分析し、考察する

という実証研究の一連の流れを理解すること。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 報告、討議への参加、出席状況を総合的に勘案して評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 社会学演習2-1 経験社会学：特に政治意識・ナショナリズムに関する計量的実証研究

担当者名 博士(社会学)都立大 田辺 俊介
社会学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習は、データに基づいて社会を分析する「経験社会学」の大学院演習として、主として量的社会調査データの計量的分析

によって社会現象の記述・分析を行うための方法論や哲学、さらに具体的な手法を身につけることを目指すものである。
具体的なテーマとしては、様々な社会現象や政治意識と関連する多面的な存在であるナショナリズムを取り上げる予定である。

そのために近年の学術雑誌（American Sociological ReviewやAmerican Journal of Sociologyなどの総合雑誌や"Nations
and Nationalism"や"Ethnic and Racial Studies"などの領域専門雑誌掲載の学術論文に掲載されたナショナリズム関連の実証
論文や、関連する古典文献の読解を行う。
授業の到達目標
データに基づいた社会学的分析、特に量的社会調査データの計量的分析の方法論的議論とその哲学、さらに具体的な手法を学

ぶ。
その中で同時に、ナショナリズムに限らない幅広い社会現象について、まずは社会学的な諸理論を学んだ上で、適切な方法に

基づきデータを収集・分析し、経験的な視点から研究する力を身につけることが最終目標である。
成績評価方法
授業での発表の内容（50%）、討論の内容（20%）、課題への取り組み方およびその達成度（30%）、ならびに出席状況を総

合して評価する。

科 目 名 社会学演習2-2 経験社会学：特に政治意識・ナショナリズムに関する計量的実証研究

担当者名 博士(社会学)都立大 田辺 俊介
社会学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習は、データに基づいて社会を分析する「経験社会学」の大学院演習として、主として量的社会調査データの計量的分析

によって社会現象の記述・分析を行うための方法論や哲学、さらに具体的な手法を身につけることを目指すものである。
具体的なテーマとしては、様々な社会現象や政治意識と関連する多面的な存在であるナショナリズムを取り上げる予定である。

そのために近年の学術雑誌（American Sociological ReviewやAmerican Journal of Sociologyなどの総合雑誌や"Nations
and Nationalism"や"Ethnic and Racial Studies"などの領域専門雑誌掲載の学術論文に掲載されたナショナリズム関連の実証
論文や、関連する古典文献の読解を行う。
授業の到達目標
データに基づいた社会学的分析、特に量的社会調査データの計量的分析の方法論的議論とその哲学、さらに具体的な手法を学

ぶ。
その中で同時に、ナショナリズムに限らない幅広い社会現象について、まずは社会学的な諸理論を学んだ上で、適切な方法に

基づきデータを収集・分析し、経験的な視点から研究する力を身につけることが最終目標である。
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成績評価方法
授業での発表の内容（50%）、討論の内容（20%）、課題への取り組み方およびその達成度（30%）、ならびに出席状況を総

合して評価する。

科 目 名 社会学演習3-1 社会階層論1：社会階層をめぐる諸問題

担当者名 津田 好美
社会学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代社会の諸問題について考察する時、社会階層“要因”をまったく無視することは出来ません。ブルデューを引くまでもなく、

階層要因は私たちの志向や嗜好、生活場面における様々な選択に影響を及ぼしています。制度の面においても、理念的には階層
化の補正を行うべきソーシャル・セーフティネットとしての公的年金制度ですら、実際には階層構造に即した仕組みとなってお
り、老後の生活格差を増幅させる要因の一つとなっています。本演習は、社会階層論の理論的な展開を確認し（階層的地位の測
定方法や指標の変遷を含む）、長期的な時間軸に沿って階層的地位を捉えることの重要性を踏まえつつ、国内外の学会誌より最
新の社会階層に関する論文を購読し、社会階層をめぐる諸問題について議論します。初回のガイダンスで履修者の研究テーマを
報告してもらい、履修者の研究テーマを勘案した社会階層に関する文献リストを私が作成し、そのなかから各自読む論文を選び、
報告してもらいます。春・秋学期ともに、履修者の研究報告の回も設ける予定です。
授業の到達目標
社会階層論の理論的な展開と実証的な研究方法の理解とともに、先行研究を批判的に検討する姿勢を身につける。
成績評価方法
授業での文献講読、報告、ディスカッション等の取り組み状況や成果を評価します。

科 目 名 社会学演習3-2 社会階層論2：社会階層をめぐる諸問題

担当者名 津田 好美
社会学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代社会の諸問題について考察する時、社会階層“要因”をまったく無視することは出来ません。ブルデューを引くまでもなく、

階層要因は私たちの志向や嗜好、生活場面における様々な選択に影響を及ぼしています。制度の面においても、理念的には階層
化の補正を行うべきソーシャル・セーフティネットとしての公的年金制度ですら、実際には階層構造に即した仕組みとなってお
り、老後の生活格差を増幅させる要因の一つとなっています。本演習は、社会階層論の理論的な展開を確認し（階層的地位の測
定方法や指標の変遷を含む）、長期的な時間軸に沿って階層的地位を捉えることの重要性を踏まえつつ、国内外の学会誌より最
新の社会階層に関する論文を購読し、社会階層をめぐる諸問題について議論します。初回のガイダンスで履修者の研究テーマを
報告してもらい、履修者の研究テーマを勘案した社会階層に関する文献リストを私が作成し、そのなかから各自読む論文を選び、
報告してもらいます。春・秋学期ともに、履修者の研究報告の回も設ける予定です。
授業の到達目標
社会階層論的アプローチの方法と、実証的な論文を執筆する技能を身につける。
成績評価方法
授業での文献講読、報告、ディスカッション等の取り組み状況や成果を評価します。

科 目 名 社会学演習4-1 社会学理論・社会学史

担当者名 博士(文学)早大 池田 祥英
社会学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、社会学の古典的理論を邦訳ではなくオリジナルの言語（あるいは英語）で読むことで、社会学における基本的な

概念についての理解を深め、外国語による文献読解力を高めることをめざす。社会学理論そのものを研究対象としない場合であ
っても、議論の過程で古典的な社会学の理論枠組みを使うことはある。そうした枠組みが提示された著作に直接あたることで、
社会学研究のなかでよく用いられる概念がどのような背景のもとで作り上げられたのかをよりよく理解することができるだろ
う。
授業の到達目標
1．社会学における基本的な概念について、原語（あるいは英語）を通じて理解し、自らの関心分野に応用できる。
2．外国語で書かれた理論的文献を正確に読解できる。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業中の発表内容、事前・事後学習の状況により評価する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
英語、またはフランス語である程度の文章を読めることが前提となるが、今後読めるようになりたい受講者の履修も可能です。

科 目 名 社会学演習4-2 社会学理論・社会学史

担当者名 博士(文学)早大 池田 祥英
社会学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、社会学の古典的理論を邦訳ではなくオリジナルの言語（あるいは英語）で読むことで、社会学における基本的な
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概念についての理解を深め、外国語による文献読解力を高めることをめざす。社会学理論そのものを研究対象としない場合であ
っても、議論の過程で古典的な社会学の理論枠組みを使うことはある。そうした枠組みが提示された著作に直接あたることで、
社会学研究のなかでよく用いられる概念がどのような背景のもとで作り上げられたのかをよりよく理解することができるだろ
う。
授業の到達目標
1．社会学における基本的な概念について、原語（あるいは英語）を通じて理解し、自らの関心分野に応用できる。
2．外国語で書かれた理論的文献を正確に読解できる。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業中の発表内容、事前・事後学習の状況により評価する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
英語、またはフランス語である程度の文章を読めることが前提となるが、今後読めるようになりたい受講者の履修も可能です。

科 目 名 社会学演習6-1 社会変動とライフコース：実証研究の方法論的検討

担当者名 嶋崎 尚子
社会学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、現代のあるいは過去の社会現象を、社会学の視点で観察し説明する枠組みと手法を検討する。具体的には、産業・

地域の変動と家族・個人のライフコース変容を主要対象とし、日本を対象とした優れた社会学の実証研究を詳細に輪読し、その
研究成果を理解するとともに、方法・技法に批判的検討を加える。
こうした作業をとおして、演習参加者が各自の研究課題を実証的に研究する枠組みを確立し、修士論文執筆の基礎的方法論を

身に付けることを目的とする。
学習効果をふまえ、輪読・ディスカッションなど、7回程度はZoomを用いて実施する。
キーワード：ライフコース、労働、家族、教育、ジェンダー、階層、産業、地域コミュニティ、歴史時間、加齢、コーホート、

物理的空間、規範、文化
授業の到達目標
・ライフコース研究の方法論を理解する。
・先行研究の精読方法を身に付ける。
・自分の研究課題を観察する枠組みを構築する。
・修士論文執筆の基礎的方法論を身につける。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 授業への参加状況から評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 社会学演習6-2 社会変動とライフコース：実証研究の方法論的検討

担当者名 嶋崎 尚子
社会学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、現代のあるいは過去の社会現象を、社会学の視点で観察し説明する枠組みと手法を検討する。具体的には、産業・

地域の変動と家族・個人のライフコース変容を主要対象とし、日本を対象とした優れた社会学の実証研究を詳細に輪読し、その
研究成果を理解するとともに、方法・技法に批判的検討を加える。
こうした作業をとおして、演習参加者が各自の研究課題を実証的に研究する枠組みを確立し、修士論文執筆の基礎的方法論を

身に付けることを目的とする。
学習効果をふまえ、輪読・ディスカッションなど、7回程度はZoomを用いて実施する。
キーワード：ライフコース、労働、家族、教育、ジェンダー、階層、産業、地域コミュニティ、歴史時間、加齢、コーホート、

物理的空間、規範、文化
授業の到達目標
・ライフコース研究の方法論を理解する。
・先行研究の精読方法を身に付ける。
・自分の研究課題を観察する枠組みを構築する。
・修士論文執筆の基礎的方法論を身につける。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 授業への参加状況から評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
★すべての授業をオンデマンド配信方式と講義資料・課題提示方式で実施します。
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科 目 名 社会学演習7-1 共生教育社会学研究

担当者名 博士(文学)早大 岡本 智周
社会学コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教育社会学・共生社会学・歴史社会学・ナショナリズム研究・社会意識研究の各領域に亘る国民国家論・共生社会論を検討し、

社会システムの構造転換について考究する。そのために、社会学における再帰的近代化論を学び、「個人と社会の関係」および「教
育の社会化機能」の諸相の変化を理解する。授業は文献講読によって進める。履修者が探究する主題に関係させつつ、順に発表
し討議しあうことで学修を深め、新たな調査の実行と研究論文の執筆を支援する。
2022年度春学期はとくに、日本社会学会『社会学評論』および日本教育社会学会『教育社会学研究』の諸論文、加えて油布

佐和子編『教育と社会』（学文社）の読解を通して、研究論文が問題を捉え追究し、現象に関する知見を導き出す方法について
学ぶこととしたい。
授業の到達目標
「共生」が社会的に要請されるようになったことの背景を、「近代社会の近代化」という観点から整理し理解することを目標と
する。問いを立て、考察に必要な情報を収集・分析し、自らの議論を組みあげていくために必要な社会学の視点と方法を得る。
成績評価方法
授業での発表の内容（50％）、討論の内容（20％）、課題への取り組み方およびその達成度（30％）、ならびに出席状況を総

合して評価する。

科 目 名 社会学演習7-2 共生教育社会学研究

担当者名 博士(文学)早大 岡本 智周
社会学コース ２単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教育社会学・共生社会学・歴史社会学・ナショナリズム研究・社会意識研究の各領域に亘る国民国家論・共生社会論を検討し、

社会システムの構造転換について考究する。そのために、社会学における再帰的近代化論を学び、「個人と社会の関係」および「教
育の社会化機能」の諸相の変化を理解する。授業は文献講読によって進める。履修者が探究する主題に関係させつつ、順に発表
し討議しあうことで学修を深め、新たな調査の実行と研究論文の執筆を支援する。 また2023年度には、2023年1月に早稲
田大学共生教育社会学研究室が実施した「教育と共生の社会意識」調査から得られたデータを参照して、受講者各人の社会に向
けた問いを分析・考察する活動も行いたい。
授業の到達目標
「共生」が社会的に要請されるようになったことの背景を、「近代社会の近代化」という観点から整理し理解することを目標と
する。問いを立て、考察に必要な情報を収集・分析し、自らの議論を組みあげていくために必要な社会学の視点と方法を得る。
成績評価方法
授業での発表の内容（50％）、討論の内容（20％）、課題への取り組み方およびその達成度（30％）を総合して評価する。

科 目 名 社会学演習8-1 ライフストーリー分析（1）

担当者名 大久保 孝治
社会学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ライフストーリーには2つの意味がある。第一は、個人が語る（書く）自身の人生の物語という意味。第二は、個人が自身の

人生の物語を語る際に参照される（無意識のうちに影響を与えている）文化の型としての人生の物語という意味。
春学期の演習では、前者に着目し、いろいろな種類のライフストーリーについて（インタビュー、自伝、自分史、新聞の人生

相談など）、それを分析した文献を読みながら、そうした分析を自分たちでも試みる。
授業の到達目標
ライフストーリー分析の理論と方法を学習し、それを使って、ライフストーリー分析を自分でも行えるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 20％ 期末レポートの内容。
●平常点 80％ 毎回の授業の参加度（たんなる出席回数ではなく）。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
基本的に研究室で行うが、コロナの状況によってはオンラインに切り替えることもある。

科 目 名 社会学演習8-2 ライフストーリー分析（2）

担当者名 大久保 孝治
社会学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本人によって記述されたライフストーリーとしての「自伝」を分析を行う。受講生が任意の「自伝」（出版されているもの）

を取り上げて、何らかの分析テーマを設定し（たとえば「転機の物語」
の構造とか「レファレントパーソン」の役割とか）、分析結果について報告してもらう形で進めていく。

これと並行して、教員自身も研究テーマである清水幾太郎（社会学者）の自伝を取り上げて、毎回（授業時間の半分ほどを使っ
て）、自伝分析の実例を示していきたい。

社
会
学
コ
ー
ス

― 71 ―



授業の到達目標
自伝の分析を通して、ライフストーリーというものの性質や構造について理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％
●平常点 100％ 毎回の授業に積極的に参加したかどうか。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
基本的に研究室で行うが、コロナの状況によってはオンラインに切り替えることもある。

科 目 名 社会学演習9-1 相互作用の社会学

担当者名 博士(文学)早大 草柳 千早
社会学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「相互作用としての社会」という社会認識を方法論上の出発点とする諸研究について知識を深め、研究の方法論として、現代
社会の諸問題への相互作用論的なアプローチ法をさらに身につける。前半は主に文献報告を行う。文献は、上記の目的を勘案し
つつ履修者の関心に応じて決定する（下記の授業計画欄は、相互作用論の基礎をつくったG. Simmelの著書を想定して構成）。
授業の到達目標
社会学的研究のひとつの方法論として、現代社会の諸問題への相互作用論的なアプローチ法を身につけ、各自の研究に応用で

きるようになることを目指す。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
上記の授業計画は、文献としてG. Simmel『社会学』を想定して立てているが、文献の選定は、履修者の研究テーマを考慮し

相談のうえ行うつもりです。ただし、選定の範囲は、理論的には社会的相互作用論の立場のものとしたいと思います。
各回の進め方についても、上記には目安を示したが、文献講読と履修者の研究報告の配分、順番についても相談の上、決めま

す。

科 目 名 社会学演習9-2 相互作用としての社会

担当者名 博士(文学)早大 草柳 千早
社会学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「相互作用としての社会」という社会認識を方法論上の出発点とする諸研究について知識を深め、研究の方法論として、現代
社会の諸問題への相互作用論的なアプローチ法をさらに身につける。前半は主に文献報告を行う。文献は、上記の目的を勘案し
つつ履修者の関心に応じて決定する（下記の授業計画欄は、相互作用論の基礎をつくったG. Simmelの著書を想定して構成）。
後半は、履修者の研究報告と討議を中心に進めていく予定である。
授業の到達目標
社会学的研究のひとつの方法論として、現代社会の諸問題への相互作用論的なアプローチ法を身につけ、各自の研究に応用で

きるようになることを目指す。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない
●レポート 0％ レポートの提出はなし
●平常点 100％ 演習への主体的な取り組み、報告、討議への参加状況により評価する。
●その他 0％ 特になし
備考・関連ＵＲＬ
上記の授業計画は、文献としてG. Simmel『社会学』を想定して立てているが、文献の選定は、履修者の研究テーマを考慮し

相談のうえ行うつもりです。ただし、選定の範囲は、理論的には社会的相互作用論の立場のものとしたいと思います。
各回の進め方についても、上記には目安を示したが、文献講読と履修者の研究報告の配分、順番についても相談の上、決めま

す。

科 目 名 社会学演習10-1 共同性と集合性の社会理論1

担当者名 山田 真茂留
社会学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
共同性と集合性を手がかりにして現代社会の諸現象に挑み、そして社会理論の刷新を図っていく。その際、今日的な関係・集

団・組織・制度についてのあらゆる洞察が総動員されよう。個別的な課題としては多様なものが考えられるが、そうした多様性
を単に記述するだけでなく、高度な分析力を備えた理論的なアイディアを出し合い、その結果現代社会にフィットした社会学が
再構築できるよう努めていきたい。
作業としては指定する文献の講読、各自で選定した文献の報告、ならびに自由報告を適宜行っていく予定だが、具体的な進め

方に関しては参加状況を見て決定する。春学期は文献検討の比重が高くなるものと考えられる。
授業の到達目標
関係論・集団論・現代社会論を中心とする諸分野における社会学的洞察を深め、同時に社会学のプロの研究者として必要な技

能の基礎を身につけること。
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成績評価方法
平常点評価100％：報告、討議への参加、出席状況を総合的に勘案して評価する。

科 目 名 社会学演習10-2 共同性と集合性の社会理論2

担当者名 山田 真茂留
社会学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
共同性と集合性を手がかりにして現代社会の諸現象に挑み、そして社会理論の刷新を図っていく。その際、今日的な関係・集

団・組織・制度についてのあらゆる洞察が総動員されよう。個別的な課題としては多様なものが考えられるが、そうした多様性
を単に記述するだけでなく、高度な分析力を備えた理論的なアイディアを出し合い、その結果現代社会にフィットした社会学が
再構築できるよう努めていきたい。
作業としては指定する文献の講読、各自で選定した文献の報告、ならびに自由報告を適宜行っていく予定だが、具体的な進め

方に関しては参加状況を見て決定する。秋学期は研究報告の比重が高くなるものと考えられる。
授業の到達目標
関係論・集団論・現代社会論を中心とする諸分野における社会学的洞察を深め、同時に社会学のプロの研究者として必要な技

能の基礎を身につけること。
成績評価方法
平常点評価100％：報告、討議への参加、出席状況を総合的に勘案して評価する。

科 目 名 社会学演習11-1 社会学の基礎概念 I

担当者名 博士(文学)早大 土屋 淳二
社会学コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
人文・社会科学および自然科学による学際的な研究領域が拡大するなか，本演習では，社会学的研究アプローチの特徴と分析

視角の基礎を学ぶ．授業では，古典的文献から近年の重要文献まで，主要な学説の歴史的系譜を紹介しながら，社会学の重要概
念について学習し，理論と方法について基礎から習得することを目指す．後半は，とくに受講生の修士論文研究テーマの内容を
考慮しながら，理論的パースペクティヴや議論の進め方の可能性と方向性について検討する．
授業の到達目標
社会学の基礎概念と理論的考え方の習得を目指し，修士論文の作成に必要な初歩的な技術について習熟するようにする．
成績評価方法
●試験 0％ ―
●レポート 0％ ―
●平常点 100％ 出席状況と課題報告などにより総合的に判断する．
●その他 0％ ―

科 目 名 社会学演習11-2 社会学の基礎概念 II

担当者名 博士(文学)早大 土屋 淳二
社会学コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
人文・社会科学および自然科学による学際的な研究領域が拡大するなか，本演習では，社会学的研究アプローチの特徴と分析

視角の基礎を学ぶ．授業では，古典的文献から近年の重要文献まで，主要な学説の歴史的系譜を紹介しながら，社会学の重要概
念について学習し，理論と方法について基礎から習得することを目指す．後半は，とくに受講生の修士論文研究テーマの内容を
考慮しながら，理論的パースペクティヴや議論の進め方の可能性と方向性について検討する．
授業の到達目標
社会学の基礎概念と理論的考え方の習得を目指し，修士論文の作成に必要な初歩的な技術について習熟するようにする．
成績評価方法
●試験 0％ ―
●レポート 0％ ―
●平常点 100％ 出席状況と課題報告などによる総合評価．
●その他 0％ ―

科 目 名 社会学演習12-1 国際社会学。特に、マクロ社会的分析および理論的分析。

担当者名 博士(社会学)東大 樽本 英樹
社会学コース ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
グローバル化がますます進展している現代社会において、国境を越える人の移動は急速に社会を変容させている。この変容過

程のメカニズムをマクロ社会学的および理論社会学的に問う。トピックとして、移民トランスナショナリズム、排外主義、過激
主義、多文化主義の再検討、市民権制度の変容などが取り上げられる予定である。しかし、国際社会学だけでなく、マクロ社会
学または理論社会学に興味を持つ受講生にも利する授業を目指す。
授業の到達目標
本授業では、国境を越える人の移動を対象に選ぶものの、到達目標は、それを通してマクロ社会学の視角・方法論を学ぶこと

である。また、単に理論的分析のみに固執するのではなく、理論と実証の往復運動を行う方法論を身につけることも目標とする。
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成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 個別発表や議論など授業への積極的関与の度合いをみる。
●その他 0％ なし

科 目 名 社会学演習12-2 国際社会学。特に、マクロ社会的分析および理論的分析。

担当者名 博士(社会学)東大 樽本 英樹
社会学コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
グローバル化がますます進展している現代社会において、国境を越える人の移動は急速に社会を変容させている。この変容過

程のメカニズムをマクロ社会学的および理論社会学的に問う。トピックとして、移民トランスナショナリズム、排外主義、過激
主義、多文化主義の再検討、市民権制度の変容などが取り上げられる予定である。しかし、国際社会学だけでなく、マクロ社会
学または理論社会学に興味を持つ受講生にも利する授業を目指す。
授業の到達目標
本授業では、国境を越える人の移動を対象に選ぶものの、到達目標は、それを通してマクロ社会学の視角・方法論を学ぶこと

である。また、単に理論的分析のみに固執するのではなく、理論と実証の往復運動を行う方法論を身につけることも目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 個別発表や議論など授業への積極的関与の度合いをみる。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
本授業は主に対面授業で提供する予定だけれども、感染拡大状況によりオンライン授業となる可能性がある。いずれにしても、

授業に出席し積極的に参加する者のみが履修のこと。

科 目 名 社会学演習13-1
担当者名 博士(社会学)都立大 石田 光規
社会学コース ２単位 春学期 月曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
人びとが織りなす社会を研究するうえで、人間関係に対する理解は欠かせない。本演習では、ネットワーク論に軸足をおきつ

つ、人びとの人間関係を分析、検討する方法や理論について学ぶ。射程とする範囲は、地域、家族、階層、ネット空間など多岐
にわたる。社会学演習13-1では、講義と議論を半分ずつにして進める。
授業の到達目標
ネットワーク論や人間関係にかんする理論および研究方法を理解し、研究する力を身につける。
成績評価方法
授業での報告、ディスカッションへの参加などから総合的に評価する。

科 目 名 社会学演習13-2
担当者名 博士(社会学)都立大 石田 光規
社会学コース ２単位 秋学期 月曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
人びとが織りなす社会を研究するうえで、人間関係に対する理解は欠かせない。本演習では、ネットワーク論に軸足をおきつ

つ、人びとの人間関係を分析、検討する方法や理論について学ぶ。射程とする範囲は、地域、家族、階層、ネット空間など多岐
にわたる。社会学演習13-2では、ネットワーク論について扱った教科書や論文をもとに発展的な学習を行う。
授業の到達目標
ネットワーク論や人間関係にかんする理論および研究方法を理解し、研究する力を身につける。
成績評価方法
授業での報告、ディスカッションへの参加などから総合的に評価する。

科 目 名 社会学研究指導1-1 M 環境社会学、地域社会学、社会運動研究

担当者名 博士(行動科学)北大 西城戸 誠
社会学コース ― 春学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文を作成するまでに必要な方法論、技法の理解を確認したうえで、論文作成にむけて、研究プロセスに必要な知識、方

法などについて具体的に指導する。論文指導については、教員からの指導だけではなく、参加者全員による議論を重視する。学
習効果があることを前提の上で、研究報告を中心に最大7回までZoomを用いて実施する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 社会学研究指導1-2 M 環境社会学、地域社会学、社会運動研究

担当者名 博士(行動科学)北大 西城戸 誠
社会学コース ― 秋学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文を作成するまでに必要な方法論、技法の理解を確認したうえで、論文作成にむけて、研究プロセスに必要な知識、方

法などについて具体的に指導する。論文指導については、教員からの指導だけではなく、参加者全員による議論を重視する。学
習効果があることを前提の上で、研究報告を中心に最大7回までZoomを用いて実施する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導2-1 M ナショナリズムと政治意識に関する経験的研究・社会調査方法論

担当者名 博士(社会学)都立大 田辺 俊介
社会学コース ― 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導は、各自の研究関心・研究テーマに基づき、修士論文執筆に関する研究指導を行うものである。そのためにまず履

修者各自が、適切なテーマ設定を行い、そのテーマへの研究方法を明確化する必要があるため、その点について履修者全員で議
論しながら検討していく。その上で、修士論文執筆のために必要な知識や技能の習得を行う。そのような課題達成のために、参
加者が順番で自らの研究の進捗状況を報告し、それをめぐって参加者全員が議論をするという形式で進める。その具体的な手順
と方法論を学ぶため、基本的にナショナリズムや政治意識に関する論文を採り上げ、その批判的読解を通じた検討を行う予定で
ある。
なお2－1では、テーマに関する先行研究の探索と検討を行いつつ研究計画を作成し、それに基づく調査計画もしくは分析計

画を策定する。ゼミではその進捗状況を各自報告する。また終盤では書き上げた研究計画と調査（分析）計画を相互に検討し、
問題点や修正点を議論する。
授業の到達目標
修士論文（あるいはその1章となる論文）の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導2-2 M ナショナリズムと政治意識に関する経験的研究、社会調査方法論

担当者名 博士(社会学)都立大 田辺 俊介
社会学コース ― 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導は、各自の研究関心・研究テーマに基づき、修士論文執筆に関する研究指導を行うものである。そのためにまず履

修者各自が、適切なテーマ設定を行い、そのテーマへの研究方法を明確化する必要があるため、その点について履修者全員で議
論しながら検討していく。その上で、修士論文執筆のために必要な知識や技能の習得を行う。そのような課題達成のために、参
加者が順番で自らの研究の進捗状況を報告し、それをめぐって参加者全員が議論をするという形式で進める。その具体的な手順
と方法論を学ぶため、基本的にナショナリズムや政治意識に関する論文を採り上げ、その批判的読解を通じた検討を行う予定で
ある。
2-2では、2-1で作成した研究計画に基づき必要な（質的・量的は問わない）経験的データの収集を行い、各自が必要な作業

に取り組むとともに、その進捗状況を報告する。また終盤では書き上げた論文を相互に読みあい、問題点や修正点を議論して、
最終的に修士論文（あるいはその1章となる論文）の完成を目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導3-1 M 社会階層に関する理論的・経験的研究

担当者名 津田 好美
社会学コース ― 春学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究関心・研究テーマに基づき、修士論文執筆に関する研究指導を行います。必要に応じて社会階層に関する理論的・

経験的論文を購読し、各自の研究テーマを設定、それに適した研究方法を検討し、研究計画を作成してもらいます。履修生は研
究計画に基づき、それぞれ必要な作業に取り組むとともに、その進捗状況を報告してもらいます。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 社会学研究指導3-2 M 社会階層に関する理論的・経験的研究

担当者名 津田 好美
社会学コース ― 秋学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究関心・研究テーマに基づき、修士論文執筆に関する研究指導を行います。3-1で作成した研究計画に基づき、修士

論文の進捗状況を報告してもらいます。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導4-1 M 社会学史、理論社会学

担当者名 博士(文学)早大 池田 祥英
社会学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
社会学史や理論社会学に関係する修士論文を執筆するための指導を行う。履修者はまず、現時点での研究計画・章立てと文献

リストを発表し、それに基づいてどのような方向性で研究を進めていけばよいか、教員と他の履修者を交えて検討する。その後、
各履修者が進捗状況や論文草稿の一部を発表して、教員と他の履修者と議論し、内容の改善を図っていく。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導4-2 M 社会学史、理論社会学

担当者名 博士(文学)早大 池田 祥英
社会学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
社会学史や理論社会学に関係する修士論文を執筆するための指導を行う。履修者はまず、現時点での研究計画・章立てと文献

リストを発表し、それに基づいてどのような方向性で研究を進めていけばよいか、教員と他の履修者を交えて検討する。その後、
各履修者が進捗状況や論文草稿の一部を発表して、教員と他の履修者と議論し、内容の改善を図っていく。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導6-1 M ライフコース論、社会変動論、家族社会学

担当者名 嶋崎 尚子
社会学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、修士論文を作成するまでに必要な諸技法の理解を確認したうえで、論文作成にむけた具体的研究過程上に必

要な知識・研究方法を指導する。指導においては、参加者全員でのディスカッションを重視したい。学習効果をふまえ、研究報
告を中心に、最大7回までZoomを用いて実施する。
授業の到達目標
修士論文を完成させること。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導6-2 M ライフコース論、社会変動論、家族社会学

担当者名 嶋崎 尚子
社会学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、修士論文を作成するまでに必要な諸技法の理解を確認したうえで、論文作成にむけた具体的研究過程上に必

要な知識・研究方法を指導する。指導においては、参加者全員でのディスカッションを重視したい。学習効果をふまえ、研究報
告を中心に、最大7回までZoomを用いて実施する。
授業の到達目標
修士論文を完成させること。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指
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導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導7-1 M 教育社会学、共生社会学、歴史社会学、ナショナリズム研究、社会意識研究

担当者名 博士(文学)早大 岡本 智周
社会学コース ― 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教育社会学・共生社会学・歴史社会学・ナショナリズム研究・社会意識研究の領域の議論を履修者間で共有し、その基本的な

構図を把握する。そのうえで、履修者の探究の成果を順に発表し討議しあうことで学修を深め、新たな調査の実行と学位論文の
執筆を支援する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導7-2 M 教育社会学、共生社会学、歴史社会学、ナショナリズム研究、社会意識研究

担当者名 博士(文学)早大 岡本 智周
社会学コース ― 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教育社会学・共生社会学・歴史社会学・ナショナリズム研究・社会意識研究の領域の議論を履修者間で共有し、その基本的な

構図を把握する。そのうえで、履修者の探究の成果を順に発表し討議しあうことで学修を深め、新たな調査の実行と学位論文の
執筆を支援する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導8-1 M ライフストーリー研究

担当者名 大久保 孝治
社会学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生の研究テーマに合わせて、ライフストーリー・データ（質的データ）の有効活用について指導する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 0％ なし
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導8-2 M ライフストーリー研究

担当者名 大久保 孝治
社会学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生の研究テーマに合わせて、ライフストーリー・データ（質的データ）の有効活用について指導する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 0％ なし
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導9-1 M 相互作用の社会学

担当者名 博士(文学)早大 草柳 千早
社会学コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
社会を相互作用過程として捉える、相互作用論的な観点と方法を学び、研究していく。相互作用論に関する理論的・方法論的

文献を講読し、各自の研究の基礎をかためながら、研究の草稿の作成、報告、討論を行い、研究を深めていく。文献と研究報告
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の配分等、具体的な進め方は、授業開始時に履修者と相談の上決めます。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導9-2 M 相互作用の社会学

担当者名 博士(文学)早大 草柳 千早
社会学コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
社会を相互作用過程として捉える、相互作用論的な観点と方法を学び、研究していく。相互作用論に関する理論的・方法論的

文献を講読し、各自の研究の基礎をかためながら、研究の草稿の作成、報告、討論を行い、研究を深めていく。文献と研究報告
の配分等、具体的な進め方は、授業開始時に履修者と相談の上決めます。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導10-1 M 理論社会学、組織社会学、宗教社会学、集合的アイデンティティ研究

担当者名 山田 真茂留
社会学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導10-2 M 理論社会学、組織社会学、宗教社会学、集合的アイデンティティ研究

担当者名 山田 真茂留
社会学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導11-1 M 集合行動論・文化変動論

担当者名 博士(文学)早大 土屋 淳二
社会学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では，社会学分野のなかでも，とくに集合行動論と文化変動論の領域に焦点を絞り，社会変動における文化変容の

ダイナミズムの解明を研究テーマとする修士論文制作の実践的指導をおこなう．学術論文として質の高い論文の完成にむけた理
論と方法の論点把握と精緻化を目指す．春期科目にあたる当該科目では，とくに先行研究の徹底的なレビューを行い、応用理論
の理解度のレヴェルアップと研究計画の立て方について検討していく．
授業の到達目標
学術的に精緻な論理展開の図れる論文制作に必要な技法を習得すること．
成績評価方法
●試験 0％ ―
●レポート 0％ ―
●平常点 100％ 研究課題の消化率，研究態度と自主学習の進捗にて総合的に判断する．
●その他 0％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究
指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 社会学研究指導11-2 M 集合行動論・文化変動論

担当者名 博士(文学)早大 土屋 淳二
社会学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では，社会学分野のなかでも，とくに集合行動論と文化変動論の領域に焦点を絞り，社会変動における文化変容の

ダイナミズムの解明を研究テーマとする修士論文制作の実践的指導をおこなう．学術論文として質の高い論文の完成にむけた理
論と方法の論点把握と精緻化を目指す．秋期科目にあたる当該科目では，学術的に高度な修士論文の完成にむけて，実践的な指
導を実施する．
授業の到達目標
学術的に精緻な論理展開の図れる論文制作に必要な技法を習得すること．
成績評価方法
●試験 0％ ―
●レポート 0％ ―
●平常点 100％ 研究課題の消化率，研究態度と自主学習の進捗にて総合的に判断する．
●その他 0％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究
指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導12-1 M 国際社会学、理論社会学、政治社会学

担当者名 博士(社会学)東大 樽本 英樹
社会学コース ― 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、国際社会学、理論社会学、政治社会学の領域などに関する修士論文を作成するまでに必要な諸技法の理解を

確認したうえで、論文作成にむけた具体的研究過程上に必要な知識・研究方法を指導する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導12-2 M 国際社会学、理論社会学、政治社会学

担当者名 博士(社会学)東大 樽本 英樹
社会学コース ― 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、国際社会学、理論社会学、政治社会学の領域などに関する修士論文を作成するまでに必要な諸技法の理解を

確認したうえで、論文作成にむけた具体的研究過程上に必要な知識・研究方法を指導する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導13-1 M 社会ネットワーク論

担当者名 博士(社会学)都立大 石田 光規
社会学コース ― 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマにもとづき、修士論文執筆の指導を行う。研究報告とフィードバックをつうじて、論文を仕上げていく。そ

のさい、必要に応じて、読み込むべき文献や研究計画を見直してゆく。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導13-2 M 社会ネットワーク論

担当者名 博士(社会学)都立大 石田 光規
社会学コース ― 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマにもとづき、修士論文執筆の指導を行う。研究報告とフィードバックをつうじて、論文を仕上げていく。そ

のさい、必要に応じて、読み込むべき文献や研究計画を見直してゆく。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導1-1 D 環境社会学、地域社会学、社会運動研究

担当者名 博士(行動科学)北大 西城戸 誠
社会学コース ― 春学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文を作成するまでに必要な方法論、技法の理解を確認したうえで、論文作成にむけて、研究プロセスに必要な知識、方

法などについて具体的に指導する。論文指導については、教員からの指導だけではなく、参加者全員による議論を重視する。学
習効果があることを前提の上で、研究報告を中心に最大7回までZoomを用いて実施する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導1-2 D 環境社会学、地域社会学、社会運動研究

担当者名 博士(行動科学)北大 西城戸 誠
社会学コース ― 秋学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文を作成するまでに必要な方法論、技法の理解を確認したうえで、論文作成にむけて、研究プロセスに必要な知識、方

法などについて具体的に指導する。論文指導については、教員からの指導だけではなく、参加者全員による議論を重視する。学
習効果があることを前提の上で、研究報告を中心に最大7回までZoomを用いて実施する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導2-1 D ナショナリズムと政治意識に関する経験的研究、社会調査方法論

担当者名 博士(社会学)都立大 田辺 俊介
社会学コース ― 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導は、各自の研究関心・研究テーマに基づき、博士論文執筆に関する研究指導を行うものである。そのためにまず履

修者各自が、適切なテーマ設定を行い、そのテーマへの研究方法を明確化する必要があるため、その点について履修者全員で議
論しながら検討していく。その上で、修士論文執筆のために必要な知識や技能の習得を行う。そのような課題達成のために、参
加者が順番で自らの研究の進捗状況を報告し、それをめぐって参加者全員が議論をするという形式で進める。その具体的な手順
と方法論を学ぶため、基本的にナショナリズムや政治意識に関する論文を採り上げ、その批判的読解を通じた検討を行う予定で
ある。
なお2－1では、テーマに関する先行研究の探索と検討を行いつつ研究計画を作成し、それに基づく調査計画もしくは分析計

画を策定する。ゼミではその進捗状況を各自報告する。また終盤では書き上げた研究計画と調査（分析）計画を相互に検討し、
問題点や修正点を議論する。
授業の到達目標
博士論文（あるいはその1章となる論文）の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導2-2 D ナショナリズムと政治意識に関する経験的研究、社会調査方法論

担当者名 博士(社会学)都立大 田辺 俊介
社会学コース ― 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導は、各自の研究関心・研究テーマに基づき、博士論文執筆に関する研究指導を行うものである。そのためにまず履

修者各自が、適切なテーマ設定を行い、そのテーマへの研究方法を明確化する必要があるため、その点について履修者全員で議
論しながら検討していく。その上で、修士論文執筆のために必要な知識や技能の習得を行う。そのような課題達成のために、参
加者が順番で自らの研究の進捗状況を報告し、それをめぐって参加者全員が議論をするという形式で進める。その具体的な手順
と方法論を学ぶため、基本的にナショナリズムや政治意識に関する論文を採り上げ、その批判的読解を通じた検討を行う予定で
ある。
2-2では、2-1で作成した研究計画に基づき必要な（質的・量的は問わない）経験的データの収集を行い、各自が必要な作業

に取り組むとともに、その進捗状況を報告する。また終盤では書き上げた論文を相互に読みあい、問題点や修正点を議論して、
最終的に修士論文（あるいはその1章となる論文）の完成を目指す。
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授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導3-1 D 社会階層に関する理論的・経験的研究

担当者名 津田 好美
社会学コース ― 春学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究関心・研究テーマに基づき、博士論文執筆に関する研究指導を行います。修士論文の成果を踏まえ研究計画を作成

し、博士論文執筆に際して必要な知識や研究方法の理解と習得に努めます。履修生は研究計画に基づきそれぞれ必要な作業に取
り組むとともに、その進捗状況を報告してもらいます。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導3-2 D 社会階層に関する理論的・経験的研究

担当者名 津田 好美
社会学コース ― 秋学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究関心・研究テーマに基づき、博士論文執筆に関する研究指導を行います。修士論文の成果を踏まえ研究計画を作成

し、博士論文執筆に際して必要な知識や研究方法の理解と習得に努めます。履修生は研究計画に基づきそれぞれ必要な作業に取
り組むとともに、その進捗状況を報告してもらいます。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導4-1 D 社会学史、理論社会学

担当者名 博士(文学)早大 池田 祥英
社会学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
社会学史や理論社会学に関係する博士論文を執筆するための指導を行う。履修者はまず、現時点での研究計画・章立てと文献

リストを発表し、それに基づいてどのような方向性で研究を進めていけばよいか、教員と他の履修者を交えて検討する。その後、
各履修者が進捗状況や論文草稿の一部を発表して、教員と他の履修者と議論し、内容の改善を図っていく。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導4-2 D 社会学史、理論社会学

担当者名 博士(文学)早大 池田 祥英
社会学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
社会学史や理論社会学に関係する博士論文を執筆するための指導を行う。履修者はまず、現時点での研究計画・章立てと文献

リストを発表し、それに基づいてどのような方向性で研究を進めていけばよいか、教員と他の履修者を交えて検討する。その後、
各履修者が進捗状況や論文草稿の一部を発表して、教員と他の履修者と議論し、内容の改善を図っていく。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 社会学研究指導5-1 D 比較社会学

担当者名 博士(人間科学)阪大 竹中 均
社会学コース ― 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
比較の視点を活用した博士論文を作成していくために必要な様々な事柄を習得していくことをサポートしていく。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
課題に対するフィードバックを希望する人は、その旨を教員にお知らせ下さい。メールなどによってフィードバックをお送り

します。

科 目 名 社会学研究指導5-2 D 比較社会学

担当者名 博士(人間科学)阪大 竹中 均
社会学コース ― 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
比較の視点を活用した博士論文を作成していくために必要な様々な事柄を習得していくことをサポートしていく。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
課題に対するフィードバックを希望する人は、その旨を教員にお知らせ下さい。メールなどによってフィードバックをお送り

します。

科 目 名 社会学研究指導6-2 D ライフコース論、社会変動論、家族社会学

担当者名 嶋崎 尚子
社会学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、博士論文を作成するまでに必要な諸技法の理解を確認したうえで、論文作成にむけた具体的研究過程上に必

要な知識・研究方法を指導する。指導においては、参加者全員でのディスカッションを重視したい。学習効果をふまえ、研究報
告を中心に、最大7回までZoomを用いて実施する。
授業の到達目標
博士論文を完成させること。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導7-1 D 教育社会学、共生社会学、歴史社会学、ナショナリズム研究、社会意識研究

担当者名 博士(文学)早大 岡本 智周
社会学コース ― 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教育社会学・共生社会学・歴史社会学・ナショナリズム研究・社会意識研究の領域の議論を履修者間で共有し、その基本的な

構図を把握する。そのうえで、履修者の探究の成果を順に発表し討議しあうことで学修を深め、新たな調査の実行と学位論文の
執筆を支援する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導7-2 D 教育社会学、共生社会学、歴史社会学、ナショナリズム研究、社会意識研究

担当者名 博士(文学)早大 岡本 智周
社会学コース ― 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教育社会学・共生社会学・歴史社会学・ナショナリズム研究・社会意識研究の領域の議論を履修者間で共有し、その基本的な

構図を把握する。そのうえで、履修者の探究の成果を順に発表し討議しあうことで学修を深め、新たな調査の実行と学位論文の
執筆を支援する。
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授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導8-1 D ライフストーリー研究

担当者名 大久保 孝治
社会学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生の研究テーマに合わせて、ライフストーリー・データ（質的データ）の有効活用について指導する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 0％ なし
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導8-2 D ライフストーリー研究

担当者名 大久保 孝治
社会学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生の研究テーマに合わせて、ライフストーリー・データ（質的データ）の有効活用について指導する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 0％ なし
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導9-1 D 相互作用の社会学

担当者名 博士(文学)早大 草柳 千早
社会学コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
履修者の研究関心に基づき、研究テーマと研究方法、研究計画、論文執筆に関して研究指導を行う。履修者には研究の進捗状

況を報告してもらい、討論を行う。
関連文献を収集し読みながら問題意識を明確にし、研究を進める。また研究方法について検討する。論文作成に向けて研究計

画を作成し、特に夏期休暇中の研究計画を具体的に立てる。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導9-2 D 相互作用の社会学

担当者名 博士(文学)早大 草柳 千早
社会学コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
履修者の研究関心に基づき、研究テーマと研究方法、研究計画、論文執筆に関して研究指導を行う。履修者には研究の進捗状

況を報告してもらい、討論を行う。
関連文献を収集し読みながら問題意識を明確にし、研究テーマを設定する。また研究方法について検討する。論文作成に向け

て研究計画を作成し、必要な作業に着手していく。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

社
会
学
コ
ー
ス

― 83 ―



科 目 名 社会学研究指導10-1 D 理論社会学、組織社会学、宗教社会学、集合的アイデンティティ研究

担当者名 山田 真茂留
社会学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導10-2 D 理論社会学、組織社会学、宗教社会学、集合的アイデンティティ研究

担当者名 山田 真茂留
社会学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導11-1 D 集合行動論・文化変動論

担当者名 博士(文学)早大 土屋 淳二
社会学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では，社会学分野のなかでも，とくに集合行動論と文化変動論の領域に焦点を絞り，社会変動における文化変容の

ダイナミズムの解明を研究テーマとする博士論文制作の実践的指導をおこなう．学術論文として質の高い論文の完成にむけた理
論と方法の論点把握と精緻化を目指す．春期科目にあたる当該科目では，とくに先行研究の徹底的なレビューを行い，応用理論
の理解度のレヴェルアップと研究計画の立て方について検討していく．
授業の到達目標
学術的に精緻な論理展開の図れる論文制作に必要な技法を習得すること．
成績評価方法
●試験 0％ ―
●レポート 0％ ―
●平常点 100％ 研究課題の消化率，研究態度と自主学習の進捗にて総合的に判断する．
●その他 0％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究
指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導11-2 D 集合行動論・文化変動論

担当者名 博士(文学)早大 土屋 淳二
社会学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では，社会学分野のなかでも，とくに集合行動論と文化変動論の領域に焦点を絞り，社会変動における文化変容の

ダイナミズムの解明を研究テーマとする博士論文制作の実践的指導をおこなう．学術論文として質の高い論文の完成にむけた理
論と方法の論点把握と精緻化を目指す．秋期科目にあたる当該科目では，とくに学術論文に要請される研究倫理を含めた実践的
指導を行う．
授業の到達目標
学術的に精緻な論理展開の図れる論文制作に必要な技法を習得すること．
成績評価方法
●試験 0％ ―
●レポート 0％ ―
●平常点 100％ 研究課題の消化率，研究態度と自主学習の進捗にて総合的に判断する．
●その他 0％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究
指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導12-1 D 国際社会学、理論社会学、政治社会学

担当者名 博士(社会学)東大 樽本 英樹
社会学コース ― 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、国際社会学、理論社会学、政治社会学の領域などに関する博士論文を作成するまでに必要な諸技法の理解を

確認したうえで、論文作成にむけた具体的研究過程上に必要な知識・研究方法を指導する。
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授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導12-2 D 国際社会学、理論社会学、政治社会学

担当者名 博士(社会学)東大 樽本 英樹
社会学コース ― 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導では、国際社会学、理論社会学、政治社会学の領域などに関する博士論文を作成するまでに必要な諸技法の理解を

確認したうえで、論文作成にむけた具体的研究過程上に必要な知識・研究方法を指導する。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導13-1 D 社会ネットワーク論

担当者名 博士(社会学)都立大 石田 光規
社会学コース ― 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究者としての独り立ち、博士論文執筆にむけての指導を行う。具体的には、学術論文執筆や学会発表の準備などの指導やサ

ポートを行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 社会学研究指導13-2 D 社会ネットワーク論

担当者名 博士(社会学)都立大 石田 光規
社会学コース ― 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究者としての独り立ち、博士論文執筆にむけての指導を行う。具体的には、学術論文執筆や学会発表の準備などの指導やサ

ポートを行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 教育学研究5 教育福祉・臨床教育

担当者名 博士(教育学)名大 久保田 治助
教育学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、主に学校や地域社会のなかで、教育に関わる福祉支援の問題を、実践の歴史的変遷について踏まえた上で、特に

子育て支援や高齢者に関する地域福祉に関わる教育と道徳や特別活動、総合的な学習の時間のような子どもたちの人間形成に必
要な教育臨床に関して、多くの実践や近年の理論研究の動向をとりあげつつ、個別に検討を行ってゆく。
そのために、教育福祉・教育臨床における基本文献を網羅的に検討し、地域や学校の実態に即して現代的課題を分析しつつ、

グループ討議・個人発表等によって理解を深める。
授業の到達目標
教育福祉論の本質を踏まえて、学校や地域社会における教育に関する福祉的支援について理解する。
教育福祉・教育臨床に関する基礎文献の理解し、教育福祉・教育臨床の理論を用いて討議が行えるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない
●レポート 30％ グループでレポートを作成
●平常点 70％ 授業の参加度、個人発表の内容で評価
●その他 0％ 特になし

科 目 名 教育学研究6 高齢社会における教育福祉と教育臨床

担当者名 博士(教育学)名大 久保田 治助
教育学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、少子高齢社会において学校と地域社会を支える教育的諸課題について、現代の社会状況と教育的課題について歴

史的変遷を説明し、地域社会における福祉的側面である高齢者・障がい者、地域スポーツの問題や、児童生徒の人間形成として
の道徳や特別活動や部活動、PTAなどに関わる教育臨床に関して、これからの教育課題について予測し、問題解決のための方策
について多角的に検討する。
授業の到達目標
教育福祉論の本質を踏まえて、現代社会における教育課題について考える。
高齢社会における教育福祉と教育臨床に関する基礎文献の理解し、教育福祉・教育臨床の理論を用いて討議が行えるようにな

る。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない
●レポート 30％ グループでレポートを作成
●平常点 70％ 授業の参加度、個人発表の内容で評価
●その他 0％ 特になし

科 目 名 教育学研究7 子どもの権利研究の理論と方法：子どもの意見表明・参加の政策動向を読み解く

担当者名 博士(文学)早大 安部 芳絵
教育学コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
政府は、2021年12月21日「こども政策の新たな推進体制に関する基本方針」を閣議決定した。この決定に基づき「こども

家庭庁設置法」及び「こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律」が第208回通常国会で成立し、2023
年4月から「こども家庭庁」が発足する。こども家庭庁が掲げた目玉のひとつが「こどもの視点、子育て当事者の視点に立った
政策立案」である。
2022年6月に成立したこども基本法第11条では、「国及び地方公共団体は、こども施策を策定し、実施し、及び評価するに

当たっては、当該こども施策の対象となるこども又はこどもを養育する者その他の関係者の意見を反映させるために必要な措置
を講ずるものとする。」として「こども施策に対するこども等の意見の反映」を定めた。すなわち、国のみならず地方自治体に
至るまで、子どもに関する施策の策定・実施・評価にあたって子ども等の意見を反映することが求められることとなったのであ
る。
一方で、日本社会は子どもの声を聴かない社会でもある。このような社会にあって、子どもの声を政策に反映することは果た

して可能なのか。可能なのだとすればそれにはどのような枠組みが必要となるのか。教育学研究7では、国連子どもの権利条約
と子どもの参加の権利研究を踏まえ、日本社会でいままさに生成・展開しつつある子ども政策を読み解くための視座を得たい。
授業の到達目標
本授業では以下の点を具体的到達目標とする。
1．子どもの権利条約の成り立ちと理論を知る
2．子どもの権利研究、とくに子ども参加研究の理論と方法を学ぶ
3．日本における子ども政策への子どもの意見反映の課題を考える
4．子どもの参加の権利の視点からレポートを作成する
5．1－4による、自己変容
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 50％ 子どもの参加の権利の視点からレポートが書けているか。
●平常点 50％ 授業に積極的に参加し、自分なりの考えを述べることができるか。
●その他 0％ 特になし。
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備考・関連ＵＲＬ
以下、事前にチェックしていただけるとうれしいです。このほかは適宜紹介します。 こども家庭庁 https://www.cas.go.

jp/jp/seisaku/kodomo_seisaku_suishin/index.html
声のつながり研究会 https://koenotsunagari.com/
声のつながり研究会Youtube https://www.youtube.com/channel/UCxwnlr8Q6O4R22h-7RUypRQ

科 目 名 教育学研究8 社会教育実践から読み解く、成人の学習～ジェンダー平等の視点×学習をつなぎ、支える支援者の役割を学ぶ

担当者名 菊池 朋子
教育学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ジェンダー平等の視点に立って、公共施設における多様な社会教育実践を読み解き、それらの学習内容、方法論を吟味し、履

修者同士の意見交換により、課題を探求する。
長年男女共同参画センター職員として、事業企画・運営、調査研究、相談事業に携わった筆者自身の経験を踏まえ、「学習支

援者」へのアプローチも行う。公共施設での事業や施設運営等を共有するために男女共同参画センターへの施設見学等も予定す
る。特に東日本大震災を経て12年が経過するなかで、どのような学習実践が展開されてきたのかを振り返り、人は何を求め、
なぜ学ぶのかを、ジェンダー平等の視点を軸に、共に学びあう。
履修生の問題意識に沿いながら、社会課題を踏まえたジェンダー平等をめざす「学習・事業」の内容を自身の課題とつなげる

ために、各自の企画提案、発表等も検討している。毎回、履修者どうしのディスカッションを中心に、それに伴う気づきを軸に
して、授業を展開する。
授業の到達目標
社会教育学の一環として、公共施設等における多様な学習実践を理解し、そこでの学習者のニーズや支援者のありようを多角

的な視点から獲得できるようにする。履修者どうしの対話により、視野を広げ、成人の学習の特徴や可能性を履修者自身も体感
し、自分の言葉で表現できるように深めていく。
さらに、「学習」を運営し、ときに当事者を支える「学習支援者」の役割、立ち位置などについても捉えなおし、将来さまざ

まな分野においてリーダーとして、その役割を担う履修生をも想定し、各人の資質形成を目指す。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 25％ 購読した文献や意見交換から得られた学習成果をレポートで提出。
●平常点 75％ 出席状況、授業への参加意欲、他の学生との対話、チームワーク、提案力等に基づく。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
・毎回、授業内容について次第を用意する。
・履修者の問題意識、意見交換内容に沿う形で、資料を用意し、提供する。
・事前に配布した資料は読み終えて参加し、意見交換できるようにすること。

科 目 名 教育学研究9 社会教育・成人教育実践研究の理論と方法

担当者名 博士(文学)早大 村田 晶子
教育学コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
今日、人々が暮らす地域社会が直面する課題は深刻であるが、その解決のためには社会教育・成人教育の充実が欠かせない。

地域に人々の豊かな関係を構築していくために「学びあうコミュニティ」をつくり、人々の学びあいを支えるシステムを構築す
ることが課題である。
本演習では、社会教育・生涯学習・成人教育をめぐる理論と歴史、今日的課題についての基本的な文献講読を行う。
授業の到達目標
社会教育・生涯学習・成人教育をめぐる理論と歴史、今日的課題についての基本的な文献購読
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない
●レポート 50％ 社会教育に関する課題意識、論理性
●平常点 50％ 社会教育研究論文の読解
●その他 0％ 特になし

科 目 名 教育学研究10 社会教育・成人教育の専門職養成と実践研究の方法

担当者名 博士(文学)早大 村田 晶子
教育学コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
春期の理論研究を受け、秋期は、専門職養成と実践研究の方法に主眼を置き、いくつかの先行事例に学びつつ、D・ショーン

の『省察的実践とは何か』『省察的実践者の教育』の講読を軸にする。また、授業を実践と理論の往還の場としていくために、
毎年開催される「早稲田教育実践研究フォーラム」の企画、運営、コーディネートに携わり、また自らの実践を報告し、省察す
る機会を持つこととしたい。専門性形成に向けての実習の場として、また自らの実践を実践研究の俎上にのせる場として位置づ
けていく。
授業の到達目標
教育・社会教育の現場で求められている多様な専門性に検討を加えると共に、その専門性形成の方法と、その方法の一部をし

める実践研究の意義とその方法を実践的に学ぶことを目標とする。
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成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ 論理性、実証性
●平常点 50％ 実践力、理論性
●その他 0％ なし

科 目 名 教育学研究11 地域と学校(1)

担当者名 細金 恒男
教育学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「地方消滅」「地方創生」というときの「地方」とは、中央の政治家や官僚あるいは大都市から見下ろした言い方だと思う。「地
方」という官製用語にたいして、日常の暮らしと文化を守るための自前の努力を重ねてきた人びとは、その足場を「地域」と意
識的に呼んできた。「地域づくり」「地域再生」とは、自然・しごと（生業・産業）・文化、それを紡ぎだす人間の共同性を“意識
的に維持する”ことだという理解も広まってきている。
筆者は25年前、学部ゼミでの農業・農村体験活動を始めたのがきっかけで、その後、食と農の教育の実践にとりくむ地域・

学校や、統廃合の危機に直面する小さな学校を訪ねたり、あるいは原発事故後の福島県内各地の避難先の学校を訪ねる旅を重ね
てきた。土地の人びとの話に耳を傾けながらいつも心に響くのは、「学校は地域の宝」「地域あっての学校、学校あっての地域」
という言葉だった。 小中学校はもちろんのことだが、特に、まちやむらに高校がある場合、その存続が、地域の維持可能性を
大きく左右する課題だとの認識も人びとのあいだで高まっている。それゆえ近年では、高校存続のためのさまざまな方策が打た
れてきた。「地元学」「地域学習」を学校の教育課程に位置づけることや、子ども・若者たちが地域づくりに参加するとりくみも
意識的にすすめられている。
原発避難後の福島県双葉郡の小・中・高校では「ふるさと創造学」という名の学習が学校教育の主軸をなしている。
地域のなかの学校は、地域に生きる人びとにとっての精神的拠点である。学校は、地域の社会的諸関係をつくり、人びとの信

頼と共同を育んできた場でもあった。そのことは、大震災後の被災・避難地で、あらためて可視化されてきたところでもある。
古くから続く地域と教育の多様で豊かな関係を維持し、または修復し、あるいは新しく生みだすことから、再び学校が地域に根
を張り、子ども・若者の生きる希望をみいだす手がかりが、どの地域にもあるのではないだろうか。
本講義では、各地の事例に基づきながら、地域と学校との関係のあり方について考察する。
授業の到達目標
地域と学校の結びつきの意義を理解し、地域づくりと学校づくりの展望を探る。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 出席状況ならびに随時行ってもらう報告を加味して評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 教育学研究12 地域と学校(2)

担当者名 細金 恒男
教育学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
春学期中にすすめた学習をもとに、さらに研究・調査を積み上げていく。
授業の到達目標
参加者各自の関心にもとづく個別研究テーマを立て、報告・討論を重ねながら、研究・調査をまとめあげていく。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 30％ 1年間の研究をもとに、各自の関心にもとづいてレポートをまとめてもらう。
●平常点 70％ 出席状況および随時行ってもらう研究報告を勘案して評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 教育学研究13 教育学研究法

担当者名 沖 清豪
教育学コース ２単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、主に高等教育段階の教育改革をめぐる研究動向に注目しながら、教育学の研究法について学ぶこととする。特に、

高等教育論、教育社会学ないし教育行政学（制度研究）の主に英語論文（一部日本語論文）を訳出・輪読することを通じて、教
育社会学・教育行政学等、広く教育政策研究の領域における論文作法、論理展開について把握することを目指す。また論文全体
の内容の把握と一部の精密な訳出の検討を反復することを通じて、教育学研究に求められる英文解釈の力量形成に努める。取り
上げる論文のうち半数程度をNew Directions for Institutional Research、およびNew Directions for Student Services
誌掲載の論文・事例報告に焦点をあて、諸外国（主にアメリカ、欧州、豪州）の高等教育改革、特にIR（Institutional Research)、
あるいは学生支援・キャリア教育(career services)の状況を理解し、そこから日本への示唆を読み取ることとしたい。
授業の到達目標
（1）教育学の研究法や論文の論理展開について、英語論文の読解を通じて習得する。
（2）特に高等教育、教育社会学、教育行政学（制度研究）に関する近年の研究動向を理解する。
（3）海外で日本の高等教育システムがどのように評価されているのか確認する。
（4）個別大学改革を確認するためのInstitutional Resaerchの課題、学生支援、特にキャリア支援の現状について、国際比
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較を通じて日本の特質を理解する。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 0％ レポート提出が必要な場合は、平常点の一部として扱う。
●平常点 100％ 毎回の課題、および担当論文の訳出と報告内容、授業への参加状況を踏まえて総合的に評価する。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
履修者の関心を踏まえて、領域や雑誌を追加する場合がある。第1回の講義で調整するので、必ず出席すること。万一欠席す

る場合（他箇所所属の学生の場合に、第1回は科目登録が間に合わない場合を含む）は、担当教員へ事前にメール(oki-
kiyo@waseda.jp）で連絡して、指示をあおぐこと。
関連URL: http://www.f.waseda.jp/okikiyo/index.html

科 目 名 教育学研究14 教育社会学入門

担当者名 沖 清豪
教育学コース ２単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義の目標は、(1)制度・政策分析や意識調査を主とした教育調査法・研究法など、教育社会学、ないし教育制度・行政・

経営研究で活用可能な技法の理解・修得、(2)修士論文作成にあたり必要となる技法・問題意識の検討、(3)技法修得の実践と
しての共通課題の研究・調査活動を実施することにある。
2023年度については近年相次いで刊行された教育社会学の教科書1冊『これからの教育社会学』（2023年）を教科書に、

別の教科書2冊『半径5メートルからの教育社会学』（2017年）、『現場で使える教育社会学:教職のための「教育格差」入門』（2021
年）を参考書として読み進め、教育社会学の研究手法や課題設定について基礎的な部分から個別課題の研究動向について理解す
ることを目指す。
授業の到達目標
(1) 修士課程段階の教育学研究法・論文執筆技法を習得する。
(2) 教育社会学・行政学・制度論に関連する研究動向を理解し、自らの問題意識を深める。
(3) 世界的な教育改革の動向を理解し、特に高等教育改革が進められつつある背景についての理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 0％ 本年度は実施しない。
●平常点 100％ 各章の報告内容（80％）、および議論への主体的参加(20%）に基づいて評価を行う。
●その他 0％ 設定しない
備考・関連ＵＲＬ
履修生の関心に応じて一部の章について追加的な議論を行う場合がある。

科 目 名 教育学研究15 フランスの初等・中等教育の現状と課題

担当者名 藤井 穂高
教育学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランスという国は日本でも関心の高い国の一つであるが、英語圏ではないためか、その教育については英米に比べて紹介さ

れることが少ない。しかし近年の日本の大学入試改革の論議においてフランスのバカロレアという制度が参照されたように、日
本の教育を考える際に比較・対照される国の一つでもある。またその研究は、社会学の国フランスという特徴を反映したもので
あり、その問題や課題の析出の仕方は日本からも学ぶべきものが多い。本講義では、初等・中等教育に焦点を絞り、日本におけ
る先行研究を参照しつつ、その現状と課題を検討する。
授業の到達目標
（1）フランスの初等・中等教育の現状と特徴を理解し、説明することができる。

（2）フランスの教育制度の課題を日本のそれと比較対照し、その異同について解釈することができる。

（3）フランスとの対比から日本と共通する教育課題とその解決に向けた取り組みの可能性を論じることができる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 60％ 試験は行わず、レポートを最終課題とする。
●平常点 40％ 平常点には、授業への参加度、出席態度、毎回のコメントペーパーの内容が含まれる。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
履修者の関心を踏まえて、授業内容の一部及び検討対象となる論文を差し替える場合がある。第1回のオリエンテーションの

際に調整する。

科 目 名 教育学研究16 戦後フランス教育改革の成果と課題

担当者名 藤井 穂高
教育学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランスの戦後からの教育改革の歴史は典型的な複線型の学校体系から単線型の学校体系への移行の歴史であり、教育の機会
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均等の理念と現実を考えさせる貴重な素材であるとみることができる。本講義では、戦後フランスの教育改革を時系列的に追い、
日本における先行研究を手がかりに、特に教育の機会均等をめぐる改革に焦点を当て、改革の成果と課題を検討する。
授業の到達目標
（1）フランスの戦後からの教育改革の各時期の特徴を理解し、説明することができる。

（2）フランスの教育改革の課題を日本のそれと比較対照し、その異同について解釈することができる。

（3）フランスとの対比から日本と共通する教育改革課題とその解決に向けた取り組みの可能性を論じることができる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 60％ 試験は行わず、レポートを最終課題とする。
●平常点 40％ 平常点には、授業への参加度、出席態度、毎回のコメントペーパーの内容が含まれる。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
履修者の関心を踏まえて、授業内容の一部及び検討対象となる論文を差し替える場合がある。第1回のオリエンテーションの

際に調整する。

科 目 名 教育学研究17 親子の関係性と現代の生殖医療技術をめぐる諸問題

担当者名 梅本 洋
教育学コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
人間の新生児は高等哺乳類では全く例外的におよそ未完成・未熟な状態で出生するし、成長して一人前になるにはかなり長い

時間必要である。このため人間形成や教育において、親（または親に準ずる者）と子どもとの関係性はきわめて重要な意味を有
しており、この関係性をめぐってさまざまな問題が生じてくる。加えて、近年日本でも急速に普及しつつある新方式の出生前診
断をはじめとする一群の生殖医療技術は、この方面に全く新たな次元を切り開くに至った。それは、今日の先進諸国における晩
婚化（晩産化）や商業主義的市場経済のグローバル化などとあいまって、子どもをもつこと・親になることの意味合いそのもの
にも重大な変質をもたらそうとしているようにさえ見える。そして、その延長線上では、先端的な遺伝子工学を駆使したデザイ
ナー・ベイビーの出現も現実味を帯びているといえよう。
こうした現代の動向が命の選別など生命倫理をはじめとするさまざまな種類の問題と不可分であることは論を待たない。そこ

で本演習では、親子の関係性に即した教育的論点との関連において今日の生殖医療技術のあり方を探りつつ、そこに含まれる各
種の問題点を明らかにし今後を展望することを試みたい。授業は、この方面のさまざまな問題を扱った英文による文献を精読し
てゆく形で進めることにする。
授業の到達目標
人間形成や教育との関連で親子の関係性と今日の生殖医療技術に関する諸論点を明確にし、この問題をめぐる議論や論争の要

点を把握すること。あわせて、英語の学術文献の読解力を高めること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 100％ 15回の授業への取組によって平常点を考量する。
●その他 0％ 特記すべこことなし。

科 目 名 教育学研究18 親子関係をめぐる倫理的諸問題と現代のテクノロジー

担当者名 梅本 洋
教育学コース ２単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
人間形成や教育の原点ともいうべき親子関係のあり方は、今日、高度な生殖医療技術を可能としたテクノロジーによってこれ

まで人類が直面したことのない新たな局面に立ち至っている。この事態を背景としつつ、本演習では、我が子に対する親の責務、
個人の自由とデザイナーベイビー、人間性の中核的諸要因などをめぐってさまざまな倫理的問題を検討することにしたい。授業
は、この方面を扱った英文による文献を精読してゆく形で進めることにする。
授業の到達目標
人間形成や教育との関連で親子の関係性と今日の生殖医療技術に関する諸論点を明確にし、この問題をめぐる議論や論争の要

点を把握すること。あわせて、英語の学術文献の読解力を高めること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 100％ 15回の授業への取組によって平常点を考量する。
●その他 0％ 特記すべこことなし。

科 目 名 教育学演習1-1 ルソー『エミール』の教育思想

担当者名 梅本 洋
教育学コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ルソーがその余りにも有名な教育論『エミール』において子ども観の転換を通じて教育思想史に新たな次元を切り開いたこと

は、「子どもの発見」としてよく知られている。『エミール』が教育論の古典中の古典と目され、近代教育思想の原点とさえいわ
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れる所以である。しかし、そのルソーが『エミール』のなかで展開している子ども観の内容を正確に把握することは必ずしも容
易とはいえない。そこで、本演習では、子ども期とその教育が扱われている『エミール』の第3編までを分析対象とし、さまざ
まな論点との関連でルソーの子ども観にアプローチすることにしたい。
授業の到達目標
ルソーの教育思想の主要な論点をその子供観との関連において把握することを目的とする。
成績評価方法
●試験 0％ 筆記試験は実施しない。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 100％ 授業への取り組み方や報告発表によって成績評価を行う。
●その他 0％ その他として記載する事項はない。

科 目 名 教育学演習1-2 ルソー『エミール』の教育思想的射程

担当者名 梅本 洋
教育学コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
通俗的な『エミール』理解では、この著作は消極教育を打ち出した児童教育論として片付けられてしまうこ多い多いが、児童

教育論は『エミール』の内容のたかだか半分を形作っているにすぎない。『エミール』における教育は、生徒が実に25歳に達す
るまでたゆみなく続けられるのである。そこで、本科目では、『エミール』が提示している青年期以降の教育論に着目し、そこ
に見られるルソーの根本的な人間観にアプローチすることにしたい。
授業の到達目標
『エミール』におけるルソーの青年期以降の教育の構想にアプローチすることを目的とする。
成績評価方法
●試験 0％ 筆記試験は実施しない。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 100％ 授業への取り組み方や報告発表によって成績評価を行う。
●その他 0％ その他として記載する事項はない。

科 目 名 教育学演習3-1
担当者名 博士(教育学)名大 久保田 治助
教育学コース ２単位 春学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、教育学のなかでも特に、成人・高齢者教育（教育福祉学）と教科外活動・特別活動（学校教育・臨床教育）の

2つを専門とする研究指導を行う。特に、学生の興味関心に即して、基本文献の講読と教育実践資料やインタビューを用いて複
合的に行う。なお、2つ研究領域は有機的に重なる部分はあるが、同時に行うということではなく、受講者と話し合いのもと、
研究領域の内実を検討する。
授業の到達目標
特に、2つの領域について理解すると同時に、研究領域のなかから主体的に研究を行いたいテーマを見つめるための基礎的な

位置付けである。
①高齢者教育（教育福祉学）では、超高齢社会における高齢期の学習、終末期に関する学習（デス・エデュケーション）、限

界集落での高齢者の学び、自分史及びライフデザイン、高齢者の人権、エイジング、老害、労働等の社会的課題について検討する。
②特別活動（学校教育・臨床教育学）では、教科外活動である特別活動のなかでも、特に学級活動、部活動、児童会・生徒会（主

権者教育）や、PTAや保護者会、学校地域連携など、学校に関わる子どもたちの姿を詳細に分析しながら、その現象から垣間見
られる社会構造や社会課題について検討する。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
試験はレポートで行う。（50％）また、講義内で行う小レポートも2回行う。（50％）

科 目 名 教育学演習3-2
担当者名 博士(教育学)名大 久保田 治助
教育学コース ２単位 秋学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、教育学のなかでも特に、成人・高齢者教育（教育福祉学）と教科外活動・特別活動（学校教育・臨床教育）の

2つを専門とする研究指導を行う。特に、学生の興味関心に即して、基本文献の講読と教育実践資料やインタビューを用いて複
合的に行う。なお、2つ研究領域は有機的に重なる部分はあるが、同時に行うということではなく、受講者と話し合いのもと、
研究領域の内実を検討する。
前期で行った学習をさらに深めるため、応用的研究内容と議論が中心となる。
授業の到達目標
特に、2つの領域について理解すると同時に、研究領域のなかから主体的に研究を行いたいテーマを見つめるための基礎的な

位置付けである。
①高齢者教育（教育福祉学）では、超高齢社会における高齢期の学習、終末期に関する学習（デス・エデュケーション）、限

界集落での高齢者の学び、自分史及びライフデザイン、高齢者の人権、エイジング、老害、労働等の社会的課題について検討する。
②特別活動（学校教育・臨床教育学）では、教科外活動である特別活動のなかでも、特に学級活動、部活動、児童会・生徒会（主

権者教育）や、PTAや保護者会、学校地域連携など、学校に関わる子どもたちの姿を詳細に分析しながら、その現象から垣間見
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られる社会構造や社会課題について検討する。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
試験はレポートで行う。（50％）また、講義内で行う小レポートも2回行う。（50％）

科 目 名 教育学演習4-1 地域教育研究

担当者名 細金 恒男
教育学コース ２単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
参加者の修士論文テーマおよび研究計画に沿いながら、その研究の進展を援助するため、必要な文献・資料等の調査・研究を

行う。
授業の到達目標
修士論文作成のための土台を築く。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ なし
●平常点 50％ 文献・資料にもとづいた研究報告を随時行ってもらう。
●その他 0％ なし

科 目 名 教育学演習4-2 地域教育研究

担当者名 細金 恒男
教育学コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
参加者の修士論文テーマおよび研究計画に沿いながら、その研究の進展を援助するため、必要な文献・資料等の調査・研究を

行う。
授業の到達目標
修士論文作成のための土台を築く。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 研究報告を随時行ってもらう。
●その他 0％ なし

科 目 名 教育学演習5-1 教育社会学・行政学の方法論探求

担当者名 沖 清豪
教育学コース ２単位 春学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習（5－1、5－2）の年間を通じての目標は、(1)制度・政策分析や意識調査を主とした教育調査法や研究法といった教

育社会学ないし教育制度・行政・経営研究で活用可能な技法の理解・修得、(2)修士論文作成にあたり必要となる技法・問題意
識の検討（研究指導を含む）、(3)技法修得の実践としての共通課題の研究・調査活動（中期的目標として学会報告を目指す）、
を実施することにある。本年度の演習5－1では特に(2)と(3)に焦点を当てる。(2)については、受講生の修士論文構想の報告
と質疑を実施する。(3)については、演習5－1においては、初年次教育に注目して、現状と課題を検討し、高等教育機関全体
の機能や実態の変容について、受講生全体で分担して調査を実施し、知見を深める。
授業の到達目標
（1）修士課程段階の教育学研究法・論文執筆技法を習得する。
（2）初年次教育をめぐる議論とその研究動向、および実際を理解し、その理想と現実の課題を把握する。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 日常的な参加、報告内容、準備状況を総合的に勘案する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
履修者数、履修者の研究課題に応じて、内容を適切に修正していくこととしたい。原則として授業は教育学コース室で対面方

式で実施する。
関連URL: http://www.f.waseda.jp/okikiyo/index.html

科 目 名 教育学演習5-2 教育社会学・行政学の方法論探求

担当者名 沖 清豪
教育学コース ２単位 秋学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習（5－1、5－2）の年間を通じての目標は、(1)制度・政策分析や意識調査を主とした教育調査法や研究法といった教

育社会学ないし教育制度・行政・経営研究で活用可能な技法の理解・修得、(2)修士論文作成にあたり必要となる技法・問題意
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識の検討（研究指導を含む）、(3)技法修得の実践としての共通課題の研究・調査活動（中期的目標として学会報告を目指す）、
を実施することにある。本年度の演習5－2では特に(2)と(3)に焦点を当てる。(2)については、受講生の修士論文構想の報告
と質疑を実施する。(3)については、2022年度でも言及した世界的な高等教育改革の動向の中における、短期高等教育機関の
機能や実態の変容、特に教員養成機能について、受講生全体で分担して調査を実施し、知見を深める。なお、11月下旬に教育
制度学会が開催され、その際の課題別セッションで短期大学改革に関する報告が行われる予定である。可能であれば、そこでの
報告を目指す。
授業の到達目標
（1）修士課程段階の教育学研究法・論文執筆技法を習得する。
（2）短期高等教育機関に関する改革の議論とその研究動向、および実際を理解し、その理想と現実の課題を把握する。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 日常的な参加、報告内容、準備状況を総合的に勘案する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
履修者数、履修者の研究課題に応じて、内容を適切に修正していくこととしたい。原則として授業は教育学コース室で対面方

式で実施する。
関連URL: http://www.f.waseda.jp/okikiyo/index.html

科 目 名 教育学演習7-1 社会教育実践研究の視点と方法：ジェンダー・フェミニズム・セクシュアリティ：

担当者名 博士(文学)早大 村田 晶子
教育学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フェミニズム教育学、ジェンダー・センシティブ教育学やジェンダー・セクシュアリティに関する基本的な文献の講読を通し

て、フェミニズムやジェンダー、セクシュアリティに関する基本的な認識を獲得することと教育学研究、とりわけ日本の社会教
育における成人教育の蓄積と社会教育実践研究の方法を学ぶ。今年度は、国立市公民館の女性問題学習の記録の分析を中心にす
る予定である。
授業の到達目標
文献講読を重ね、文献読解の力量を高めるとともに、研究の視点、方法を習得すること。及び修士論文の完成を到達目標とす

る
成績評価方法
文献読解、論文作成の基本的な力量の蓄積

科 目 名 教育学演習7-2 社会教育学・教育とジェンダー

担当者名 博士(文学)早大 村田 晶子
教育学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フェミニズム教育学、ジェンダー・センシティブ教育学やジェンダー・セクシュアリティに関する基本的な文献の講読を通し

て、フェミニズムやジェンダー、セクシュアリティに関する基本的な認識を獲得することと教育学研究、とりわけ日本の社会教
育における成人教育の蓄積を学ぶ。今年度は国立市公民館の女性問題学習の記録の分析を中心にする予定である。
授業の到達目標
修士論文を完成すること。
研究職、成人教育実践者としての力量を高める。
成績評価方法
論文執筆の技法の習得

科 目 名 教育学研究指導1-1 M 教育思想・教育哲学研究

担当者名 梅本 洋
教育学コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教育思想に関する研究のし方、あるいは教育に関する哲学的なアプローチのし方を具体的なテーマに即して検討・考察する。
しかるべき内容と水準の修士論文を完成することを目標とする。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
15回の授業へのとりくみによって評価を行う。

科 目 名 教育学研究指導1-2 M 教育思想・教育哲学研究

担当者名 梅本 洋
教育学コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
登録者の問題関心に即して教育思想・教育哲学へのアプローチを検討する。
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授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導3-1 M 高齢者教育・特別活動・教育福祉研究

担当者名 博士(教育学)名大 久保田 治助
教育学コース ― 春学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、高齢者教育（教育福祉学）と特別活動（学校教育・臨床教育）の2つを専門とする研究指導を行う。特に、学

生の興味関心に即して、基本文献の講読と教育実践に関する実地調査を複合的に行う。なお、2つ研究領域は有機的に重なる部
分はあるが、同時に行うということではなく、受講者と話し合いのもと、研究領域の内実を検討する。
①高齢者教育（教育福祉学）では、超高齢社会における高齢期の学習、終末期に関する学習（デス・エデュケーション）、限

界集落での高齢者の学び、自分史及びライフデザイン、高齢者の人権、エイジング、老害、労働等の社会的課題について検討する。

②特別活動（学校教育・臨床教育学）では、教科外活動である特別活動のなかでも、特に学級活動、部活動、児童会・生徒会（主
権者教育）や、PTAや保護者会、学校地域連携など、学校に関わる子どもたちの姿を詳細に分析しながら、その現象から垣間見
られる社会構造や社会課題について検討する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導3-2 M 高齢者教育・特別活動・教育福祉研究

担当者名 博士(教育学)名大 久保田 治助
教育学コース ― 秋学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、高齢者教育（教育福祉学）と特別活動（学校教育・臨床教育）の2つを専門とする研究指導を行う。特に、学

生の興味関心に即して、基本文献の講読と教育実践に関する実地調査を複合的に行う。なお、2つ研究領域は有機的に重なる部
分はあるが、同時に行うということではなく、受講者と話し合いのもと、研究領域の内実を検討する。
①高齢者教育（教育福祉学）では、超高齢社会における高齢期の学習、終末期に関する学習（デス・エデュケーション）、限

界集落での高齢者の学び、自分史及びライフデザイン、高齢者の人権、エイジング、老害、労働等の社会的課題について検討する。

②特別活動（学校教育・臨床教育学）では、教科外活動である特別活動のなかでも、特に学級活動、部活動、児童会・生徒会（主
権者教育）や、PTAや保護者会、学校地域連携など、学校に関わる子どもたちの姿を詳細に分析しながら、その現象から垣間見
られる社会構造や社会課題について検討する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導4-1 M 地域教育研究

担当者名 細金 恒男
教育学コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
参加者の修士論文テーマおよび研究計画に沿いながら、その研究の進展を援助するため、必要な文献・資料等の調査・研究を

行う。
授業の到達目標
修士論文作成のための土台を築く。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導4-2 M 地域教育研究

担当者名 細金 恒男
教育学コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
参加者の修士論文テーマおよび研究計画に沿いながら、その研究の進展を援助するため、必要な文献・資料等の調査・研究を

行う。
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授業の到達目標
修士論文作成のための土台を築く。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導5-1 M 教育社会学・教育制度学研究

担当者名 沖 清豪
教育学コース ― 春学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の修士論文作成の進捗状況を確認し、文章の添削や課題の整理・深化のために意見交換を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導5-2 M 教育社会学・教育制度学研究

担当者名 沖 清豪
教育学コース ― 秋学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の修士論文作成の進捗状況を確認し、文章の添削や課題の整理・深化のために意見交換を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導7-1 M 社会教育学・教育とジェンダー

担当者名 博士(文学)早大 村田 晶子
教育学コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けての先行研究の検討と論文執筆の技法を身につけるための学習を積み重ねる
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導7-2 M 社会教育学・教育とジェンダー

担当者名 博士(文学)早大 村田 晶子
教育学コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けての先行研究の検討と論文執筆の技法を身につけるための学習を積み重ねる
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導1-1 D 教育思想・教育哲学研究

担当者名 梅本 洋
教育学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教育思想に関する研究あるいは教育に関する哲学的研究について、具体的テーマに即して探究する。
授業の到達目標
博士論文の構想をたてて、その完成を目指す。
成績評価方法
●試験 0％ 筆記試験は実施しない。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 0％ 出席を重視する。
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
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研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導1-2 D 教育思想・教育哲学研究

担当者名 梅本 洋
教育学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
これまでに達成した内容に立脚して、教育思想に関する研究あるいは教育に関する哲学的研究について、具体的テーマに即し

て探究する。
授業の到達目標
博士論文の構想を改善し、その完成を目指す。
成績評価方法
●試験 0％ 筆記試験は実施しない。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 0％ 出席を重視する。
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導3-1 D 高齢者教育・特別活動・教育福祉研究

担当者名 博士(教育学)名大 久保田 治助
教育学コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、高齢者教育（教育福祉学）と特別活動（学校教育・臨床教育）の2つを専門とする研究指導を行う。特に、学

生の興味関心に即して、基本文献の講読と教育実践に関する実地調査を複合的に行う。なお、2つ研究領域は有機的に重なる部
分はあるが、同時に行うということではなく、受講者と話し合いのもと、研究領域の内実を検討する。
①高齢者教育（教育福祉学）では、超高齢社会における高齢期の学習、終末期に関する学習（デス・エデュケーション）、限

界集落での高齢者の学び、自分史及びライフデザイン、高齢者の人権、エイジング、老害、労働等の社会的課題について検討する。

②特別活動（学校教育・臨床教育学）では、教科外活動である特別活動のなかでも、特に学級活動、部活動、児童会・生徒会（主
権者教育）や、PTAや保護者会、学校地域連携など、学校に関わる子どもたちの姿を詳細に分析しながら、その現象から垣間見
られる社会構造や社会課題について検討する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導3-2 D 高齢者教育・特別活動・教育福祉研究

担当者名 博士(教育学)名大 久保田 治助
教育学コース ― 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、高齢者教育（教育福祉学）と特別活動（学校教育・臨床教育）の2つを専門とする研究指導を行う。特に、学

生の興味関心に即して、基本文献の講読と教育実践に関する実地調査を複合的に行う。なお、2つ研究領域は有機的に重なる部
分はあるが、同時に行うということではなく、受講者と話し合いのもと、研究領域の内実を検討する。
①高齢者教育（教育福祉学）では、超高齢社会における高齢期の学習、終末期に関する学習（デス・エデュケーション）、限

界集落での高齢者の学び、自分史及びライフデザイン、高齢者の人権、エイジング、老害、労働等の社会的課題について検討する。

②特別活動（学校教育・臨床教育学）では、教科外活動である特別活動のなかでも、特に学級活動、部活動、児童会・生徒会（主
権者教育）や、PTAや保護者会、学校地域連携など、学校に関わる子どもたちの姿を詳細に分析しながら、その現象から垣間見
られる社会構造や社会課題について検討する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導4-1 D 地域と学校

担当者名 細金 恒男
教育学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成に向け、研究テーマの策定とその研究テーマの探求にあたって必要な文献の探索、あるいは事例研究のための調

査活動など、そのつど必要に応じた研究指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導4-2 D 地域と学校

担当者名 細金 恒男
教育学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成に向け、研究テーマの策定とその研究テーマの探求にあたって必要な文献の探索、あるいは事例研究のための調

査活動など、そのつど必要に応じた研究指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導5-1 D 高等教育改革研究

担当者名 沖 清豪
教育学コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成状況ならびに関連する研究・学会活動・社会実践について確認し、学会発表・投稿・博士論文完成に向けた指導

を行う。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導5-2 D 高等教育改革研究

担当者名 沖 清豪
教育学コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成状況ならびに関連する研究・学会活動・社会実践について確認し、学会発表・投稿・博士論文完成に向けた指導

を行う。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導7-1 D 社会教育学研究

担当者名 博士(文学)早大 村田 晶子
教育学コース ― 春学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成に向けての先行研究の検討と論文執筆の技法を身につけるための学習を積み重ねる
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 教育学研究指導7-2 D 社会教育学研究

担当者名 博士(文学)早大 村田 晶子
教育学コース ― 秋学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成に向けての先行研究の検討と論文執筆の技法を身につけるための学習を積み重ねる
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

教
育
学
コ
ー
ス

― 100 ―



日本語日本文学コース

― 101 ―



― 102 ―



科 目 名 中国古典文学1 日本漢文学の資料を読む（1）

担当者名 博士(文学)東大 堀川 貴司
日本語日本文学コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中国古典文学の影響を受けつつ独自の展開を果たした日本漢文学のなかで、近世の資料は、版本・写本で伝わる作品集のみな

らず、作者自筆の筆跡類、稿本類、版本への書き入れ、あるいは周辺資料としての書簡・日記等多様なものが残っています。こ
の授業ではできるだけ実物を用いてそれらを読解します。主として演習形式の授業になります。
なお、原則として全回対面授業を行います。
授業の到達目標
原資料の多様な形態やくずし字を知り、その扱いに習熟するとともに、くずし字の読解力を高め、独力で漢詩文の理解ができ

るようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません。
●レポート 60％ 各自担当した資料の読解を行い、授業中に報告してもらい、その内容をまとめたものを提出してもらい
ます。
●平常点 40％ 授業に積極的に参加し、教員および他の履修者との質疑応答を行うなどの態度について評価します。
●その他 0％ 他の評価はありません。
備考・関連ＵＲＬ
原則として対面授業ですので、Waseda Moodleは授業で配布できなかった資料の配付等、補助的に使います。
くずし字に関しては、参考書のほか、東京大学史料編纂所のデータベース「電子くずし字字典データベース」が役立ちます。
http://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/

科 目 名 中国古典文学2 日本漢文学の資料を読む（2）

担当者名 博士(文学)東大 堀川 貴司
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中国古典文学の影響を受けつつ独自の展開を果たした日本漢文学のなかで、近世の資料は、版本・写本で伝わる作品集のみな

らず、作者自筆の筆跡類、稿本類、版本への書き入れ、あるいは周辺資料としての書簡・日記等多様なものが残っています。こ
の授業ではできるだけ実物を用いてそれらを読解します。主として演習形式の授業になります。
なお、原則として全回対面授業を行います。
授業の到達目標
原資料の多様な形態やくずし字を知り、その扱いに習熟するとともに、くずし字の読解力を高め、独力で漢詩文の理解ができ

るようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません。
●レポート 60％ 各自担当した資料の読解を行い、授業中に報告してもらい、その内容をまとめたものを提出してもらい
ます。
●平常点 40％ 授業に積極的に参加し、教員および他の履修者との質疑応答を行うなどの態度について評価します。
●その他 0％ 他の評価はありません。
備考・関連ＵＲＬ
原則として対面授業ですので、Waseda Moodleは授業で配布できなかった資料の配付等、補助的に使います。
くずし字に関しては、参考書のほか、東京大学史料編纂所のデータベース「電子くずし字字典データベース」が役立ちます。
http://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/

科 目 名 文献研究1 文献学を中心に

担当者名 博士(文学)総合研究大学院大 久保木 秀夫
日本語日本文学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本古典文学は、かつては写本や版本といった古典籍に書写・印刷され、読まれ、伝えられてきた。従って、日本古典文学研

究に際しては、古典籍そのものに関する知識と、取り扱いの技術を身につけることが不可欠である。
それら古典籍の、特に形態に関する学問が書誌学（形態書誌学）であり、また本文に関する学問が文献学である。本講義では、

日本古典文学に関わる原本資料の翻刻・校合・校訂作業を行っていくことによって、文献学を活用した日本古典文学研究の方法
と意義を学んでいくこととする。その過程で当然、くずし字を解読する練習も積み重ねていくこととなる。
具体例としては、中世までの和歌・物語などに関する写本・版本・古筆切（こひつぎれ、写本を観賞用に分割したもの）を中

心に取り上げていく予定であるが、また受講生の専門分野に応じて、臨機応変に対処していきたい。
なお受講生に、授業テーマに即した個別発表を行ってもらう場合もある。
授業の到達目標
・くずし字を的確に解読できるようになる。
・奥書・識語類の価値と、その読解方法・活用方法を学ぶ。
・翻刻・校合・校訂に関する知識と技術を習得する。
・活字化された校訂テキストを批判的に扱えるようになる。
・校訂テキストに頼らずに、原文から本文を解釈できるようになる。
成績評価方法
・くずし字解読の習熟度：30%
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・奥書・識語類の理解・読解度：25%
・課題提出状況：25%
・受講態度：20% ＊なお全回出席を前提とする。
備考・関連ＵＲＬ
・原則として対面授業。

科 目 名 文献研究2 書誌学を中心に

担当者名 博士(文学)総合研究大学院大 久保木 秀夫
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本古典文学は、かつては写本や版本といった古典籍に書写・印刷され、読まれ、伝えられてきた。従って、日本古典文学研

究に際しては、古典籍そのものに関する知識と、取り扱いの技術を身につけることが不可欠である。
それら古典籍の、特に形態に関する学問が書誌学（形態書誌学）であり、また本文に関する学問が文献学である。本講義では、

教員の持参する原本資料（近世整版本を主とする）をはじめ、複製本・影印本・デジタル画像・webデータベースなどを活用し
ながら、書誌調査の具体的な方法と、書誌学を活用した日本古典文学研究の方法と意義とを、実践的に学んでいくこととする。
また状況的に可能であれば、講義の後半の方で複数回、早稲田大学図書館が所蔵する原本資料の中から、受講者の専門に関わ

るものを各自撰定した上で、実地に調査し、その書誌学的・文献学的特徴について、まとめてもらう予定である。
授業の到達目標
・書誌学の方法と意義を理解する。
・書誌調査に関する知識と技術を身につける。
成績評価方法
・書誌学に関する知識・技術の習熟度：40%
・課題提出状況：30%
・受講態度：30% ＊全出席を前提とします
備考・関連ＵＲＬ
・原則として対面授業。

科 目 名 日本文学講義2 『古事記』『日本書紀』の神話と祭祀儀礼
担当者名 博士(文学)早大 工藤 浩

日本語日本文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
『古事記』『日本書紀』の神話と祭祀儀礼との関係が、様々な視点から論じられてきた。研究史上は、嘗ての神話が祭儀を成立
基盤として形成されるという考えから、近年は逆に神話に基づいて祭儀が整備されるとする見方に変化してきた。こうした捉え
方で、果たして充分であるのかという問題意識に立って、両者の関係性を史料に基づいて考え直してみたい。講義内容に対して
疑問を持ち、自ら批判的に考えようとする意識を持って受講して欲しい。
教場では随時受講者に意見を述べて貰う機会を設けるので、積極的な発言を望む。なお受講生から希望があれば、シラバスの

内容から離れた問題を扱う用意はある。
最後に、受講者の問題意識に関するレポート（A4版2枚程度）の提出を課す。
・本科目は文学研究科修士課程のディプロマポリシー1、及びカリキュラムポリシーに対応する。
授業の到達目標
神話と祭儀の関係を、それぞれの成立、定着、受容の過程を踏まえた捉え方ができるようになること。
問題設定をして、実際に論文を執筆すること。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 70％ 講義内容に関するレポート（A4版2枚程度）を課す。
・評価の観点は、研究史を把握しているかどうかに加えて、自ら疑問を提示して、解決に向けて考えたことを重視する。

●平常点 30％ 講義への参加状況、特に教場での発言の内容を点数化して評価する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
講義の進行状況や「授業内容」にも記載したように受講生の希望によっては、毎回の講義内容がシラバスと異なる場合もある。
対面授業を前提としているが、今後の新型コロナウイルスの感染状況の推移によっては、受講者に周知の上Zoomによる遠隔

講義に切り換える場合がある。

科 目 名 日本文学講義8 津坂東陽『杜律詳解』輪読

担当者名 博士(文学)早大 池澤 一郎
日本語日本文学コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
伊勢津藩の藩校有造館では、初代督学津坂東陽以後、石川竹崖、斎藤拙堂、猪飼敬所、土井聱牙など多くの碩学鴻儒が儒学を

講ずるが、われわれ詩文の徒にとって、もっとも瞠目させられるのは、初代の津坂東陽である。東陽には経史子集各分野の著述
が備わるが、文学の分野では、中国六朝詩の長篇古詩二首に詳細な注を施した『古詩大観』、杜甫の律詩に注釈を施した『杜律
詳解』が特に注目せられる。いずれも、唐土の研究者には見られない詳細にしてかつ情感のこもった解釈に基づくユニークな施
注を特徴とする。前者『古詩大観』については、正岡子規の友人豹軒鈴木虎雄氏が岩波文庫の『玉臺新詠集』の注解で参照して、
俄に学会の注目を浴びたものであり、後者『杜律詳解』もまた鈴木氏が着目、その学統を継いで杜甫研究に情熱を傾けた土岐善
麿、吉川幸次郎、黒川洋一、二宮俊博各氏が尊重したものである。黒川氏は津坂東陽の業績を「達意の漢文を以て丹念な鑑賞的
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解説を施したものである」とし、「一句一句について、ことばの裏に流れる詩情を克明に説いたものであるが、その鑑賞のきめ
の細かさにおいて、唐土の注釈書にはない独特の味わいを備えている」と激賞された。これを参加者で分担して輪読しようとす
るのが本授業である。時代やジャンルを問わず、漢文の読解力が日本文学研究に必須であるという正当な認識を備えた人士、中
国古典文学を研究するには、依然として、訓読、訓訳が有効であるという正しい認識を有する好学の徒の受講を望む。初心者で
も、訓読の技法や押韻平仄など詩文の基礎知識を懇切に伝授する所存である。
授業の到達目標
参加者が草書の漢詩文に抵抗なく取り組めるようになることを目指す。また白文の漢籍にわざわざ訓点を施さなくても訓読で

きるようになることを目指す。つまり、近世近代の草書の漢詩文をそれが作られた当時と同じように受容できるようになること
を目指す。
成績評価方法
講義への参加率と参加時の熱意、復習の精度、レポートの質如何によって評価する。

科 目 名 日本文学講義9 日本近代文学と東アジア

担当者名 逆井 聡人
日本語日本文学コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、日本近現代文学作品の中から、特に東アジアとの関係を描いた作品を中心に読んでいきます。
第二次世界大戦後、帝国日本が崩壊し、その余燼の中で人びとはどのような体験をし、何を考えたのかを文学を通して考えて

いきます。今学期は特に在日朝鮮人文学と沖縄文学を中心に見ていくことにします。
第一回の導入は講義とディスカッション、第二回以降は発表、コメント、ディスカッションとという授業構成なります。
履修者は最低一回発表を担当することになります。
授業の到達目標
近年の日本近現代文学研究の潮流を踏まえた上で、作品を分析する。その際に作品が置かれた同時代的文脈、特に東アジアの

政治・社会・文化状況を考慮し、ナショナルな枠組を常に意識化することを目指す。
成績評価方法
発表：30％
平常点：40％
期末レポート：30％

科 目 名 日本文学講義10 近代文学における原稿および原稿用紙の研究

担当者名 宗像 和重
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
私はいま、近代文学における「原稿用紙」という媒体に、強い関心をもっている。一般には二〇字×二〇行の四〇〇字詰、な

いし二〇字×一〇行の二〇〇字詰のマス目のある用紙がイメージされるが、おおよそ明治末ごろから、日本語ワープロ・パソコ
ンが普及する近年まで、作家といわず小学生の作文といわず、近代日本のあらゆる文章は、そうした「原稿用紙」によって綴ら
れてきた。そして、そのなかで文や段落の長さ、句読点の用い方などの文章の規範、――つまり、「名文」の意識が育まれてきた。
いま、文筆や出版の現場から原稿用紙は消えつつあるが、しかし四〇〇字詰原稿用紙によって分量を換算し、原稿料の単位とす
る習慣は根強く残っている。「原稿用紙」が近代文学に何をもたらしたのか、その歴史もたどりながら考察してみたい。それは
一方で、近代文学が新聞や雑誌などの活字メディアを前提とする「活字的世界」（前田愛）の所産であることを、より明らかに
することにもつながると思う。なお、下記の授業計画は、学習効果を考慮して変更されることがある。
授業の到達目標
「原稿用紙」という視点を通して、近代文学の展開と言葉で表現することの意味をあらたな角度から理解し、あわせて近代の
活版印刷や出版文化をより深く理解できるようになることが、この授業の到達目標である。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 70％ 各自が研究対象としている作家やテクストに関わる原稿についての考察を、学期末のレポートとして提
出してもらう予定。
●平常点 30％ 出席および授業中に随時提示する課題などを、レポートに加えて評価する。
●その他 0％

科 目 名 日本文学講義11 ジェンダーと文学研究

担当者名 博士(文学)日本女子大 久米 依子
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
80年代以降、文学研究の方法は多様化したが、その中でもジェンダーに関する分析の深化は際だっている。当初はフェミニ

ズム批評として発展する傾向があったが、やがて女性問題に限らず性の規範を究明するジェンダー研究へと進み、最近は男性／
女性の二分割を乗り越えるクィア批評が注目されている。それらは文学を読み解くための新たな視点となるばかりでなく、硬直
した既成概念を揺さぶり思考の刷新をもたらす理論である。現代の文学研究におけるジェンダー分析の方法・理論・実践につい
て学び、受講者も試みることによって、多様な文学探求が可能になることを確認したい。また、ジェンダー分析に関わる、読者
論や語りの理論、脱構築理論やポストコロニアル理論ついても触れ、理解を深めたい。
（この授業は新しい時代の中、人文科学の知を探究し、多様化する社会における新たな価値を創造し、人類文化に寄与する学
識豊かな人材の養成を目指すという文学学術院の目標に即しています）
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授業の到達目標
ジェンダー分析の多様な方法を理解することができるようになる。テクストを多角的に読解する力を身に付けることができ

る。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない
●レポート 50％ 授業内容を理解したレポート作成がなされているか
●平常点 50％ 出席、授業で課す課題やコメントシートの回答
●その他 0％ 特になし

科 目 名 日本文学講義12 人文学のための調査技術と文学理論

担当者名 博士(文学)早大 鳥羽 耕史
日本語日本文学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業の1～3回では小林昌樹『調べる技術――国会図書館秘伝のレファレンス・チップス』を教科書に人文学のための調

査の技術を紹介し、4～14回ではピーター・バリー『文学理論講義』を教科書に文学理論について検討する。
授業の到達目標
人文学のための調査の技術と、文学研究のための文学理論を理解する。そうした知識をもとに、各自の研究テーマについて自

分なりに調査し、自分なりの考察を表現できるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 70％ 授業内容を理解して各自の研究テーマが論じられているか。
●平常点 30％ 毎回のコメントシートと、授業での議論への参加ができているか。
●その他 0％ 実施しない。
備考・関連ＵＲＬ
各自が各回の該当章を事前に読んでいることを前提に、具体的な実践や討論から授業を始めるので、予習をしていないと何も

理解できない恐れがある。

科 目 名 日本文学講義13 万葉集と説話・物語文学

担当者名 土佐 秀里
日本語日本文学コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義は上代文学を中心に、中古文学およびそれ以後の文学を扱い、また伝承文学や漢文学にも言及する。本年度は、万葉集

の歌と、古事記・風土記などの上代散文との関りや、古今集・伊勢物語・大和物語などの平安文学との関りについての講義を行う。
万葉集の長歌には伝説を題材とした物語的な歌があり、また歌に附された漢文が説話・物語的な内容を記述している場合もある。
あるいは短歌でも、その背景に神話や伝説などの伝承があって詠まれていることもある。つまり万葉集の歌を読み解き理解する
ためには、万葉集だけを読んでいてはわからないことがあるということである。一方で、享受史的問題として、万葉集が後代の
文学に影響を与えているという側面も無視できず、万葉集が和歌文学だけではなく、物語文学にも影響を及ぼしているという観
点をもつ必要がある。これらの諸問題は、万葉集がもともと有している物語性から派生しているものであり、その物語性が文学
的な想像力＝創造力を刺戟しているということに起因している。本講義では、こうした観点から広く作品を取り上げて論じてゆ
くことにしたいが、受講者各人の関心に基づいてさまざまな問題を講義の場に提供してもらいたいと願っている。
授業の到達目標
万葉集の本質を理解すること。すなわちそれが単なる「和歌」ではなく、漢文も含めた物語的な構想を有する文学表現となり

えていることを知ることが、第一の到達目標である。さらにそこから各自の古典文学観と古典文学史観を形成し獲得してゆくこ
とが次なる目標となる。最終的に、文学研究者としての自覚と見識に寄与するものとなることを期待している。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 70％ 万葉集と日本文学の諸作品の関りについてのレポート課題を出す。詳しい内容や提出日時などについて
は授業内に指示する。
●平常点 30％ 発表やディスカッションなど授業時における積極的発信を評価する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
開講時に担当教員のメールアドレスを示すので、連絡や相談はメールで行うこととする。感染状況および大学からの指示によ

り授業形態などに変更が生じた場合は、最新の連絡・掲示を参照し、その指示に従うこと。

科 目 名 日本文学講義14 カノンとパロディ

担当者名 Ph.D. (日本文学)ソフィア大、博士(学術)東大 クリステワ ツベタナ
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
文学発展の狙いの一つは、共通の約束事や基準の組み合わせから成るカノン作りのことである。日本文化の独自の姿を築いた

平安時代の前半は、まさにカノン作りの時代だった。その主役となったのは、仮名文字の力を得て、やまと言葉の潜在力を活か
した和歌である。詩的カノンを定着させた三代集(古今集、後撰集、拾遺集)後には、和文の極致とされる『源氏物語』のような
作品が作られたのは当然であると言える。
一方、「本歌取り」が明示しているように、カノン作りに伴って登場するモデル・テクストへの言及は、その後の創作活動の

基準となり、新しくできた作品のオリジナリティーは、モデル・テクストとの「批判的距離」によるものとなる。パロディはこ
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うした引用活動の主要な形式であり、二つの重要な役割を果たしている。その一つはカノンを解き明かすことで、もう一つは新
しい道を拓くことである。
授業の到達目標
日本古典文学の知識と理解を深めること;
テクスト解読の基本を踏まえて、「よみ」の快楽を高めること;
問題意識と分析力を強めること;
文学理論の知識を身につけて、その応用の是非について議論すること;
研究問題の複合的な捉え方を一層高めること
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％
●平常点 50％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
学生たちの研究テーマや関心に合わせて、考察の流れや焦点には多少の変更がありうる。

科 目 名 日本文学講義15 原典資料による漢詩文の読解

担当者名 長尾 直茂
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中世・近世から明治までの漢詩文の原典資料を読み解いてゆく。刊本・鈔本といった書籍から掛幅・巻子といった鑑賞用の肉

筆まで多岐にわたる漢字文献を取り扱う。
授業の到達目標
漢字文献を正しく読み解くことができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 60％ 授業の各セクションにおいて原典を翻字・読解するレポートを課す。授業時に発表する場合もある。
●平常点 20％ 授業の進展を見ながら、2～3回のリアクションペーパー（10分程度で書けるもの）を課す。
●その他 20％ 授業ごとに必ず出席を確認する。そのため「その他」として出席の有無を含める。

科 目 名 日本文学講義16 『平家物語』の歴史を読む
担当者名 鈴木 彰

日本語日本文学コース ２単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
『平家物語』は13世紀に成立して以来、今日に至るまで約800年にわたって読み継がれてきた。この物語が背負う歴史とそ
の意義を読み解くための観点のいくつかを紹介し、関連する研究動向にも目配りしながら、新たな問題意識のもとで物語を読み
解く力を身につけ、日本の中世文学を将来に読み継いでいくための視野を広げることをめざす。

授業では『平家物語』を中心的に取りあげるが、扱う話題は必然的に作品・ジャンル・時代・地域を横断することになる。そ
の際、文学研究と交わる諸学術分野との架橋・協働にも意識を及ぼすことになるだろう。授業は講義を中心とするが、毎回討論
の時間を設け、参加者全員での意見交換をする予定である。そうしたなかで、日本中世文学とその研究がもつ意義と可能性を受
講生とともに考えていく。
授業の到達目標
『平家物語』とその歴史に関わる諸状況・諸事項についての理解を深め、それを応用することで、自らの観点を設定して研究
に取り組めるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 70％ 課題は初回の授業で示す。授業の要点を受け止め、課題に即した考察がなされているかを評価する。
●平常点 30％ 授業への参加姿勢（質疑応答、小報告など）を評価します。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
毎回、授業内容に関する討論の時間を設ける。また、受講生には随時、小報告をしてもらう。レポートへのフィードバック方

法は受講生の事情を勘案して対応（授業時に相談）。

科 目 名 日本語学講義1 日本語学とは何か 日本語学に求められるものはなにか

担当者名 博士(文学)早大 三原 裕子
日本語日本文学コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
半期の間に論文のテーマをきめ、その研究の位置づけや、学史上の流れとスタンスを明確にする。
どのような論文が参考文献となるか考える。
授業の到達目標
修論にふさわしい論文の作成を到達目標と考える。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はおこなわない
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●レポート 70％ 途中まで作成している論文について、提出を求める
●平常点 20％ 検討会ほかにおける質疑応答
●その他 10％ 新たな展望を求める

科 目 名 日本語学講義2 日本語学的な視点とは何か 日本語学に求められるものはなにか

担当者名 博士(文学)早大 三原 裕子
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
論文テーマの決定とその研究の位置づけや、学史上の流れとスタンスを明確にする。
どのような論文が参考文献となるか考える。
授業の到達目標
精微された修論の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はおこなわない
●レポート 70％ 途中まで作成している論文について、提出を求める
●平常点 20％ 検討会ほかにおける質疑応答
●その他 10％ 新たな展望を求める

科 目 名 日本語学講義3 モダリティ研究－－「必然性」「可能性」にかかわる述語形式を中心に－－

担当者名 仁科 明
日本語日本文学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究を進めるにあたって、先行研究の検討にもとづいて、学説史に対する自分なりの見取図を作っておくことは重要な前提作

業である。
ここでは、現代日本語のモダリティ形式のうち、可能性・必然性にかかわる形式であるとされることのある「かもしれない」、

「にちがいない」、「はずだ」などを対象とする諸研究を検討することで、研究史を追体験し、それらに関する問題のありかにつ
いて、一定の見通しを得ることを目指す。
（対象はひとまず現代語とするが、履修者の知識や希望によって、変更の可能性もある。）

毎回、受講者に対象となる論文を割り当て、担当者の発表と、それに対する議論というかたちですすめていく予定である。
授業の到達目標
・文法分野の研究論文の精読の方法を身に着ける。
・研究史に対する見取り図を作りつつ、自身の問題を発見していく能力を身に着ける。
・発表、論文作成の技術を身に着ける。
成績評価方法
●試験 0％ 実施せず。
●レポート 60％ 期末にレポートを課す。
●平常点 40％ 以下のような点を考慮する。
・出席状況
・議論への参加態度
・発言の内容

●その他 0％ とくになし。
備考・関連ＵＲＬ
後期開講の「日本語学講義4」も履修することがのぞましい。

科 目 名 日本語学講義4 モダリティ研究－－「必然性」「可能性」にかかわる述語形式を中心に－－

担当者名 仁科 明
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究を進めるにあたって、先行研究の検討にもとづいて、学説史に対する自分なりの見取図を作っておくことは重要な前提作

業である。
ここでは、現代日本語のモダリティ形式のうち、可能性・必然性にかかわる形式であるとされることのある「かもしれない」、

「にちがいない」、「はずだ」などを対象とする諸研究を検討することで、研究史を追体験し、それらに関する問題のありかにつ
いて、一定の見通しを得ることを目指す。
（対象はひとまず現代語とするが、履修者の知識や希望によって、変更の可能性もある。）

毎回、受講者に対象となる論文を割り当て、担当者の発表と、それに対する議論というかたちですすめていく予定である。

（前期開港の日本語学講義3に対し、より応用的な議論やモダリティの体系全体にかかわる議論にも視野を広げて検討していく
ことを考えている。）
授業の到達目標
・文法分野の研究論文の精読の方法を身に着ける。
・研究史に対する見取り図を作りつつ、自身の問題を発見していく能力を身に着ける。
・発表、論文作成の技術を身に着ける。
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成績評価方法
●試験 0％ 実施せず。
●レポート 60％ 期末にレポートを課す。
●平常点 40％ 以下のような点を考慮する。
・出席状況
・議論への参加態度
・発言の内容

●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
前期開講の「日本語学講義3」も履修することがのぞましい。

科 目 名 日本語日本文学基礎講義 日本語日本文学研究入門

担当者名 宗像 和重 他／池澤 一郎／上野 和昭／兼築 信行／河野 貴美子／澤崎 文／陣野 英則／高松 寿夫／坪井 秀人／十重田 裕一／鳥羽 耕史／森山 卓郎／和田 琢磨
日本語日本文学コース ２単位 春学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大学院では、各自の専門領域の勉強に重点がおかれるが、それらは、日本語・日本文学の広い分野にわたる知識にもとづくこ

とが求められる。この授業では、各時代、分野の基本的な文献とその利用上の留意点や、さまざまな研究方法の基礎などについ
て概観し、専門領域の勉強に向けての広い視野と知識を得るための導入とする。上代から近現代までの日本文学および日本語学
の各分野について、担当の教員が交代で、講義・解説する。日本語日本文学コースの1年生には、専攻する時代や領域を問わず、
この授業の受講を推奨し、他のコース、大学院からの受講も歓迎します。
授業の到達目標
日本語・日本文学を専門的に研究する上で、踏まえておくべき各分野・時代の基本的な文献や研究方法の基礎について、概括

的な理解を得ること。
成績評価方法
出席のみで評価、単位認定する。

科 目 名 日本語日本文学の歴史2 日本近現代の小説を読み解く

担当者名 宗像 和重 他／井上 優／栗原 悠／権 慧
日本語日本文学コース ４単位 秋学期 水曜日 ３-４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、日本の近現代文学を研究するうえで不可欠となる文学者の小説を、表現の細部にこだわり読み解きながら、文

学史の流れをたどることを目的とする。対象とする主たる時代は、主に20世紀前半、明治時代後期から昭和時代までだが、そ
の前後に及ぶことがある。
2時間続きのこの講義では、1時間目には表現に即しながら小説を分析し、2時間目にはディスカッションを中心に授業を進

めていくことを標準としている。できるだけ多くの小説を読むことを重視するため、とりあげるのは主に短編小説となる。具体
的な授業の進め方などについては、担当教員によって異なる場合があるので、第1回目の授業で説明する。
授業の到達目標
この授業の到達目標は、第一に、近代の小説を中心とするテクストをいかに分析し、読み解くことができるかを、実践的に把

握していくことにある。そして第二に、それらを通して明治から昭和、現代にいたる文学史の流れを把握していくことにある。
もちろん、作家の個性によっても、時代によっても、テクストの表現や内容は多彩であり、個々のテクストのより深い分析と、
広い視野にたった文学史の展望とを、出席者相互の活発な議論を通して身につけていきたい。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ レポートの課題については、授業中に指示する。
●平常点 50％ 成績は、授業への参加度と年度末提出のレポートから判断する。
●その他 0％

科 目 名 日本語日本文学資料解読1 近代日本の文学と諸メディア

担当者名 鳥羽 耕史 他／金子 亜由美／楜沢 健／永野 宏志／吉野 泰平
日本語日本文学コース ４単位 春学期 水曜日 ３-４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この講義では、1時限目にはメディアとの関連に留意しながら、文学者と文学テクストについて考察を行い、2時限目にはディ

スカッションを中心に授業を進めていく。扱う予定のメディアは新聞・雑誌・書籍など。授業の進め方、とりあげる文学テクス
トのリストは、第1回目の授業で提案する。なお、この授業は2時限続きで行う。 ★教室授業を基本とするが、一部はリアルタ
イム配信型授業
授業の到達目標
この授業では、日本の近代文学を研究するうえで不可欠となる文学者やその文学テクストと、同時代の新聞・雑誌・書籍など

のメディアとの関連を理解し、研究において不可欠となる一次資料の扱い方を身につけることができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 50％ レポートは、日本語または英語による。日本語の場合は、4,000字程度。英語の場合は、1,500語程度。
ただし、英語で執筆の場合は、800字程度の日本語要旨を添付すること。
●平常点 50％ 成績は、授業への参加度と年度末提出のレポートから判断する。
●その他 0％ なし。
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科 目 名 日本文学演習1-1 『万葉集』精読
担当者名 博士(文学)早大 高松 寿夫

日本語日本文学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
『万葉集』に収録される作品を精読する。
授業の到達目標
『万葉集』の和歌を専門的に読解するために必要な知識・方法を習得し、それらを使いこなしながら、自分で問題点を見つけ
考察し論ずる力を養う。
成績評価方法
平常点で評価する。

科 目 名 日本文学演習1-2 『万葉集』精読
担当者名 博士(文学)早大 高松 寿夫

日本語日本文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
『万葉集』に収録される作品を精読する。
授業の到達目標
『万葉集』の和歌を専門的に読解するために必要な知識・方法を習得し、それらを使いこなしながら、自分で問題点を見つけ
考察し論ずる力を養う。
成績評価方法
平常点および学期末に提出してもらうレポートによって総合的に判断する。

科 目 名 日本文学演習2-1 上代散文

担当者名 博士(文学)早大 松本 直樹
日本語日本文学コース ２単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
『古事記』と「風土記」を中心に上代散文の諸作品を読解する。文献についての知識を身につけ、有効な研究方法を考え、各
自の研究のための基礎を固めることを目標とする。
『古事記』と「風土記」の講読を中心に授業を進める。毎時、担当者と担当範囲を定め、諸本の調査、本文校定、注釈・研究
史の調査整理、考察を行う。『古事記』は中巻、「風土記」は『肥前国風土記』をとりあげる予定である。具体的な進め方は受講
生と相談の上で決定する。
上記のほかに受講生各自の研究発表の機会をもうける。
授業の到達目標
上代散文分野の研究史、学界事情を把握し、各自の研究の基礎力を身につけることを目標とする。
成績評価方法
講読・研究発表など平常点で評価する。
備考・関連ＵＲＬ
上代文学を専攻する学生を対象とした演習を行うので、その他の分野を専攻する学生が受講を希望する場合には、予め担当教

員と相談することが望ましい。

科 目 名 日本文学演習2-2 上代散文

担当者名 博士(文学)早大 松本 直樹
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
『古事記』と「風土記」を中心に上代散文の諸作品を読解する。文献についての知識を身につけ、有効な研究方法を考え、各
自の研究のための基礎を固めることを目標とする。
『古事記』と「風土記」の講読を中心に授業を進める。毎時、担当者と担当範囲を定め、諸本の調査、本文校定、注釈・研究
史の調査整理、考察を行う。『古事記』は中巻、「風土記」は『肥前国風土記』および西海道風土記逸文をとりあげる予定である。
具体的な進め方は受講生と相談の上で決定する。
上記のほかに受講生各自の研究発表の機会をもうける。
授業の到達目標
上代散文分野の研究史、学界事情を把握し、各自の研究の基礎力を身につけることを目標とする。
成績評価方法
講読・研究発表など平常点で評価する。
備考・関連ＵＲＬ
上代文学を専攻する学生を対象とした演習を行うので、その他の分野を専攻する学生が受講を希望する場合には、予め担当教

員と相談することが望ましい。
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科 目 名 日本文学演習3-1 『うつほ物語』「国譲 下」巻、ならびに『源氏物語』「若菜 下」巻の精読
担当者名 博士(文学)早大 陣野 英則

日本語日本文学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本古典文学、特に平安時代文学(散文)に関する深い学識と専門家としての能力を培うために、学術的な正確さを重視しなが

ら『うつほ物語』「国譲 下」巻、ならびに『源氏物語』「若菜 下」巻を読む。授業では、毎回、担当者に詳細な発表レジュメを
用意してもらい、その発表と討議を中心にすすめる。
授業の到達目標
平安時代末から現代にいたるまでの諸注釈書、関連史料、代表的な諸論考等々を適宜参照しつつ、平安時代文学の本文をでき

るかぎり正確にとらえるための知識と技術を身につけることを目標とする。あわせて、そうした文学の生成に関わる人々のコミ
ュニティにもなるべく目配りをしてゆく。
さらに、現在の研究水準に照らして、平安時代文学をいかに読み解くべきか、またどのような研究方法が有効なのか、という

ことも常に意識しつつ、あたらしい研究の開拓をめざす。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 発表の内容、および主体的な授業参加度による。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
発表者には、資料を前日の夜までにMoodleへアップしてもらうこととする。
〈関連URL〉 ・国文学研究資料館 http://www.nijl.ac.jp
・源氏物語の世界（渋谷栄一氏のサイト） http://www.sainet.or.jp/~eshibuya/
・加藤洋介・校異集成(稿)（松本大氏管理のサイト） http://www2.kansai-u.ac.jp/ok_matsu/
・デジタル源氏物語（田村隆氏ほかのサイト） https://genji.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/

※授業は基本的に対面形式で行うが、適宜オンライン（遠隔会議システム）を併用する。また、感染症の状況により全面オン
ラインに切り替えることがありうる。

科 目 名 日本文学演習3-2 『うつほ物語』「国譲 下」巻、ならびに『源氏物語』「若菜 下」巻の精読
担当者名 博士(文学)早大 陣野 英則

日本語日本文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本古典文学、特に平安時代文学(散文)に関する深い学識と専門家としての能力を培うために、学術的な正確さを重視しなが

ら『うつほ物語』「国譲 下」巻、ならびに『源氏物語』「若菜 下」巻を読む。授業では、毎回、担当者に詳細な発表レジュメを
用意してもらい、その発表と討議を中心にすすめる。
授業の到達目標
平安時代末から現代にいたるまでの諸注釈書、関連史料、代表的な諸論考等々を適宜参照しつつ、平安時代文学の本文をでき

るかぎり正確にとらえるための知識と技術を身につけることを目標とする。あわせて、そうした文学の生成に関わる人々のコミ
ュニティにもなるべく目配りをしてゆく。
さらに、現在の研究水準に照らして、平安時代文学をいかに読み解くべきか、またどのような研究方法が有効なのか、という

ことも常に意識しつつ、あたらしい研究の開拓をめざす。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 30％ 学期末提出のレポートによる。
●平常点 70％ 発表の内容、および主体的な授業参加度による。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
発表者には、資料を前日の夜までにMoodleへアップしてもらうこととする。
〈関連URL〉
・国文学研究資料館 http://www.nijl.ac.jp
・源氏物語の世界（渋谷栄一氏のサイト） http://www.sainet.or.jp/~eshibuya/
・加藤洋介・校異集成(稿)（松本大氏管理のサイト） http://www2.kansai-u.ac.jp/ok_matsu/
・デジタル源氏物語（田村隆氏ほかのサイト） https://genji.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/

※授業は基本的に対面形式で行うが、適宜オンライン（遠隔会議システム）を併用する。また、感染症の状況により全面オン
ラインに切り替えることがありうる。

科 目 名 日本文学演習4-1 中古・中世和歌テクスト精読

担当者名 兼築 信行
日本語日本文学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中古・中世和歌に関わる写本・版本の影印を用い、翻字・対校して異同を取り、整定本文を定めたうえで、別出・詠出機会・

語釈・通釈・評という項目を立てて注釈し、それを輪講形式で発表して討議を行う。輪読する作品は受講者と相談のうえ決定す
るが、2016年度春学期は歌学テクストを取り扱いたい。
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輪講の発表準備のためには数日を要する。発表者以外はテクストの事前検討に90分程度を要する。
授業の到達目標
主に中古・中世（平安後期～鎌倉期）の和歌テクストについて、高度に専門的な注解ができる。
成績評価方法
発表内容と質疑への参加度による。

科 目 名 日本文学演習4-2 中古・中世和歌テクスト精読

担当者名 兼築 信行
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中古・中世和歌に関わる写本・版本の影印を用い、翻字・対校して異同を取り、整定本文を定めたうえで、別出・詠出機会・

語釈・通釈・評という項目を立てて注釈し、それを輪講形式で発表して討議を行う。輪読する作品は受講者と相談のうえ決定す
る。
輪講の発表準備のためには数日を要する。発表者以外はテクストの事前検討に90分程度を要する。
授業の到達目標

主に中古・中世（平安後期～鎌倉期）の和歌テクストについて、高度に専門的な注解ができる。
成績評価方法
発表内容と質疑への参加度による。
備考・関連ＵＲＬ
【重要】新型コロナウイルス感染拡大にともなう大学本部の通達、ならびに文学学術院の指示に従い、秋学期前半（11月20
日まで）の授業はZoomによるリアルタイム配信で実施する。アクセス情報や指導内容については、Waseda Moodleの機能を
用いて連絡する。

科 目 名 日本文学演習5-1 慈光寺本『承久記』の研究

担当者名 博士(文学)早大 和田 琢磨
日本語日本文学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
今からちょうど八百年前に勃発した承久の乱を描いた軍記物語『承久記』を読む。中でも古態を有する慈光寺本を中心に読む

が、前田家本・流布本・承久兵乱記といった後出本も参照する。
授業の到達目標
歴史資料を参照しながら軍記物語を検討する方法を獲得することを目指す。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 70％ 各自で関心を持ったテーマに即したレポートを提出してもらう。
●平常点 30％ 発表の内容、および質疑の内容による。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
発表資料は、発表の1週間前までにはMoodlにアップしておくこと。

科 目 名 日本文学演習5-2 『古今著聞集』の注釈
担当者名 博士(文学)早大 和田 琢磨

日本語日本文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
『古今著聞集』巻第二十「魚虫禽獣」を読む。底本は未翻刻の学習院大学蔵本とする。旧大系・新潮日本古典集成に付された
注釈を整理し、先行研究の成果や同類説話・他説話・他資料等との比較検討を通して、新たな読みを追究する。
授業の到達目標
翻字・校訂・注釈を通して、調べ方の基礎を習得するとともに、発表資料の作成方法や論の組み立て方などを身につけられる

ようにすることを目指す。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 70％ 各自で関心を持ったテーマに即したレポートを提出してもらう。
●平常点 30％ 発表の内容、および質疑の内容による。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
・発表資料は、発表の1週間前までにはMoodlにアップしておくこと。・参加者の希望によっては発表章段を変える可能性も

ある。

科 目 名 日本文学演習7-1 日本近世近代漢詩文読解演習

担当者名 博士(文学)早大 池澤 一郎
日本語日本文学コース ２単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近世後期から明治大正期にかけて、邦人が制作した漢詩文を読解する。本年度は、仙台の大槻磐渓、磐城平の大須賀筠軒、

会津の南摩羽峯、秋月韋軒の漢詩を読み進めるが並行して、近代早稲田の漢学三尊、桂湖村、牧野藻州、松平天行の漢詩文、そ
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の同時代人の漢詩文をも適宜解読する。早稲田の漢学者はその漢文の暢達を斯界で高く評価されていた。
読解方法であるが、日本近世近代の漢詩人はほとんど中国語の発音を解せず、訓読という翻訳方法によって漢詩文（白文）を

読みかつ作っていた実情にかんがみて、訓読による読解を行う。ただし、本文の理解を伴わない機械的な訓読はこれを厳に戒め
たいので、高等学校などの漢文の学習手順とは違って、書き下し文を作ってから現代語訳をなすのではなくして、現代語訳を施
してから訓読を作成することで、北京語で唐宋の詩文を直読することを最上とし、訓読を旧弊固陋と排除して修得しようとしな
い、中国学の近代主義と対峙する。また漢詩文が盛行していた時代には、文言文（白文）は訓読すれば、外国語ではなくして、
日本語として把握されていたことも再確認に出来るであろう。
また磐渓、韋軒、羽峯、筠軒も、早稲田の漢学三尊も、扇面、色紙、掛け軸、書画帖などで、今も肉筆の書を見ることが出来

る漢詩人なので、彼らやその同時代人が作った漢詩文の中で草書でしたためられたものを随時掲示または配布して、日本漢詩文
のみならず近世日本の書画や歴史研究に必須の草書の漢詩文読解力の向上を目途とする演習を継続的に行う。かつて読書人が草
書を書けて読めた時代には、むしろ楷書（活字体）よりも草書のほうが日本人に親しみのある書体であり、名声のある学者の中
にも草書は理解できるが、楷書が書けないという者もあった（浅野梅堂は荻生徂徠もそうであったという！）という実情が忘却
され、現今の中国学が電算活字の席捲によって、活字でしか詩文を読めなくなり、草書で綴られた歴史的文学的漢詩文の資料を
閑却しつつある現状に対して反省を迫るために維持向上させたい研究態度なのである。
授業の到達目標
参加者各自が本演習への参加を通して、草書を含めた日本漢詩文を解釈、訓読する基礎力を備え、さらに伝記的事項や典故の

調査をすることが出来るようにすることを目標とする。
また内藤湖南が『日本文化史研究』で述べるように、漢詩文や俳諧は江戸時代中期あるいは明治中期に最高潮に達した文藝ジャ

ンルであり、ある時期以降には急激にそのレベルが下降したのであるから、薩長史観＝進歩史観で把握出来る分野では決してな
いことを自覚できるようになってほしい。ここであつかう漢詩人のひとり、大須賀筠軒には磐城平城の廃墟に立って詠じた古詩
があり、その中で筠軒氏は「当時 寧んぞ知らんや順逆を誤ると、此の心 何ぞ曽て甘んじて賊と為らんや。若し地を易へて錦旗
を捧ぜ令むれば、千秋 廟祏 長へに血食せん。君見ずや口を勤王に藉るも赤誠無く、去就は惟だ利のみにして生死を争ふ」なぞ
と詠じている（原漢文）。薩長が偽造した錦の御旗で官軍を標榜したが、東北諸藩であっても錦の御旗を捧持さえずれば、「官軍」
たりえたのであり、天皇家の永遠の存続を保証したのであり、決して「賊軍j」などではない、経済の繁栄のみを主眼とする薩長
藩閥政治は間違っているとする激烈な内容である。現在も平市民はこの詩に満腔の共感を寄せていて、今平城の跡に建っている
松林桂月という長州出身の日本画家の漢詩の碑に替えるに筠軒先生の古詩を以てしたいと切願しているのである。つまり、福島
県では今日もなお三月十一日どころか、戊辰戦争の傷もまだ癒やされてはいないのである。福島県民が欧米の文物をやみくもに
尊重する薩長史観＝進歩史観によって、運営され続けて来た「近代」という時代を呪詛しても当然なのである。
成績評価方法
演習への継続的参加と事前調査の熱意によって評価する。

科 目 名 日本文学演習7-2 日本近世漢詩文読解演習

担当者名 博士(文学)早大 池澤 一郎
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近世後期から明治期にかけて、邦人が制作した漢詩文を読解する。春学期に引き続き大槻磐渓、南摩羽峯、秋月韋軒、大

須賀筠軒の漢詩文、早稻田の漢学三尊たる桂湖村、牧野藻洲、松平天行をの漢詩文を版本または配印本について、読み進める。
また同時に上記の漢学者を含む近世から近代にかけての漢詩人の肉筆原稿や書画に接して草書体の漢詩文を読む演習も行う。こ
れは従来の日本漢詩文研究が中国古典文学研究の成果によりかかるあまり、活字による漢詩文解読に集中してしまい、草書の漢
詩文資料を等閑に附する傾向にあったことを反省することによって始められたものである。草書の漢詩文読解力の涵養は日本文
学のみならず、中国文学、日本、中国の美術史、歴史研究には必須のものと思われるので、それら東洋学に関心を寄せる学徒の
積極的な参加を望んでいる。
授業の到達目標
参加者各自が本演習への参加を通して、日本漢詩文を訓読、解釈する基礎力を備え、さらに伝記的事項や典故の調査をするこ

とが出来るようにすることを目標とする。また日本漢詩文のみならず近世から近代にかけての書画研究に必須の草書の漢詩文を
読む力の涵養に努める。
成績評価方法
演習への継続的参加と事前調査の熱意の如何によって評価する。

科 目 名 日本文学演習8-1 A 1920～80年代を中心に

担当者名 博士(文学)早大 鳥羽 耕史
日本語日本文学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
口頭発表をし、論文を書き、2年間で修士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に授業を進める。各受講者は、自身の研

究テーマについて、少なくとも1回は報告をする。
授業の到達目標
1年生は研究方法と発表方法、論文の書き方を修得すること、2年生は修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
指導の結果完成した論文について、修士論文の一章としての価値を50%、学会における学術的貢献としての価値を50%とし

て評価する。
備考・関連ＵＲＬ
この授業は参加者と個々に相談の上で、研究室での対面、メール、zoomなど、最適の方法で進める。
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科 目 名 日本文学演習8-1 B 1920～80年代を中心に

担当者名 博士(文学)早大 鳥羽 耕史
日本語日本文学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
口頭発表をし、論文を書き、2年間で修士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に授業を進める。各受講者は、自身の研

究テーマについて、少なくとも1回は報告をする。
授業の到達目標
1年生は研究方法と発表方法、論文の書き方を修得すること、2年生は修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
指導の結果完成した論文について、修士論文の一章としての価値を50%、学会における学術的貢献としての価値を50%とし

て評価する。
備考・関連ＵＲＬ
この授業は参加者と個々に相談の上で、研究室での対面、メール、zoomなど、最適の方法で進める。

科 目 名 日本文学演習8-2 A 1920～80年代を中心に

担当者名 博士(文学)早大 鳥羽 耕史
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の修士論文のテーマについて、受講生の発表と質疑を中心として演習を進める。以下の講義計画は一例であり、とりあげ

る題材や発表方法などの具体的な点については、教室で相談して決める。
授業の到達目標
昭和期を中心とする文学について深く知ると同時に、各自の研究に応用できるようにする。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 50％ 一編の論文としての体裁と内容を備えているかどうか。
●平常点 50％ 限られた時間のなかで、どのように説得力のある報告ができるか。
●その他 0％ 実施しない。

科 目 名 日本文学演習8-2 B 1920～80年代を中心に

担当者名 博士(文学)早大 鳥羽 耕史
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の修士論文のテーマについて、受講生の発表と質疑を中心として演習を進める。以下の講義計画は一例であり、とりあげ

る題材や発表方法などの具体的な点については、教室で相談して決める。
授業の到達目標
昭和期を中心とする文学について深く知ると同時に、各自の研究に応用できるようにする。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 50％ 一編の論文としての体裁と内容を備えているかどうか。
●平常点 50％ 限られた時間のなかで、どのように説得力のある報告ができるか。
●その他 0％ 実施しない。

科 目 名 日本文学演習10-1 A 文学理論とテクスト分析

担当者名 博士(文学)名大 坪井 秀人
日本語日本文学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代の多様な文学理論に学びながらテクスト分析の方法を身につけ、受講者がそれぞれの研究課題に応じて、自らの論文の構

想と執筆にあたってどのような方法論を選択し、それを論文の構成と論理的展開に適用しうるかを実践的に学習する。
授業の到達目標
現代の文学理論（歴史研究や現代思想、社会学などに関わる幅広い批判理論を含む）の知見に学びながら、自らが依拠すべき

方法論を構築し、修士論文の構想と準備、執筆へとつなげる。4・5限連続による「日本文学演習10-1 Bとの合同授業（ゼミ）。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 40％ レポートは出席が既定を満たさなければ提出できない。また出席点が足りていてもレポートが提出され
なければ単位不可となる。
●平常点 20％ 出席回数は授業回数の3分の2以上を必要とする。議論への貢献についても評価の対象となる。
●その他 40％ 報告の際に報告資料作成などについて十分に準備されているか、報告が適正に展開されているかを重視し
て評価する。
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科 目 名 日本文学演習10-2 A 文学理論とテクスト分析

担当者名 博士(文学)名大 坪井 秀人
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
口頭発表や論文作成の実践を通して修士論文を完成できるように、個別指導をい中心に授業を進める。受講者は各自の研究課

題について少なくとも1回は報告を行う。
授業の到達目標
修士1年生は研究調査の方法と論文の構想と構成の修得、2年生は修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 40％ 出席回数が満たない場合、個別指導で必要とされる事前準備が出来ていない場合にはレポート提出の資
格がないので注意すること。
●平常点 30％ 出席回数は授業回数の3分の2以上を必要とする。
●その他 30％ 個別指導において事前に準備する研究計画および論文構成案の提出と内容

科 目 名 日本文学演習10-1 B 文学理論とテクスト分析

担当者名 博士(文学)名大 坪井 秀人
日本語日本文学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代の多様な文学理論に学びながらテクスト分析の方法を身につけ、受講者がそれぞれの研究課題に応じて、自らの論文の構

想と執筆にあたってどのような方法論を選択し、それを論文の構成と論理的展開に適用しうるかを実践的に学習する。
授業の到達目標
現代の文学理論（歴史研究や現代思想、社会学などに関わる幅広い批判理論を含む）の知見に学びながら、自らが依拠すべき

方法論を構築し、修士論文の構想と準備、執筆へとつなげる。4・5限連続による「日本文学演習10-1 Aとの合同授業（ゼミ）。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 40％ レポートは出席が既定を満たさなければ提出できない。また出席点が足りていてもレポートが提出され
なければ単位不可となる。
●平常点 20％ 出席回数は授業回数の3分の2以上を必要とする。議論への貢献についても評価の対象となる。
●その他 40％ 報告の際に報告資料作成などについて十分に準備されているか、報告が適正に展開されているかを重視し
て評価する。

科 目 名 日本文学演習10-2 B 文学理論とテクスト分析

担当者名 博士(文学)名大 坪井 秀人
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
口頭発表や論文作成の実践を通して修士論文を完成できるように、個別指導をい中心に授業を進める。受講者は各自の研究課

題について少なくとも1回は報告を行う。
授業の到達目標
修士1年生は研究調査の方法と論文の構想と構成の修得、2年生は修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 40％ 出席回数が満たない場合、個別指導で必要とされる事前準備が出来ていない場合にはレポート提出の資
格がないので注意すること。
●平常点 30％ 出席回数は授業回数の3分の2以上を必要とする。
●その他 30％ 個別指導において事前に準備する研究計画および論文構成案の提出と内容

科 目 名 日本文学演習11-1 A 明治期の文学テクスト（小説）を読む

担当者名 宗像 和重
日本語日本文学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
明治期小説の作品集ないしアンソロジーを材料とし、約十編を選んで、毎回、受講生の発表と質疑を中心として演習を進める。

今年度とりあげるアンソロジー、および演習の具体的な方法については、最初の授業時間に提示し、受講生の人数などに応じて
日程を相談したい。そのため、下記の授業計画は、受講生と相談のうえ、学習効果を考えて変更されることがある。
なお、修士課程1年生の授業（日本文学演習11－1A）と2年生の授業（日本文学演習11－1B）は、火4・5時限に合同で行う。
授業の到達目標
この演習では、近代文学の広範な領域のなかから、とくに明治期の文学テクスト（小説）を対象として、本文の分析と読解の

方法を検討する。文体や風俗、時代背景の違いなどから、今日、明治文学を研究対象とするには多くの困難があるが、文体・視
点・語り・描写など、近代文学および近代文学研究の諸課題は、明治期の文学に端を発していることを、あらためて確認する場
にしたい。それを通して、大正・昭和・戦後・現代の文学を研究対象としている受講生にも、それぞれの研究に資することを目
標とする。
成績評価方法
●試験 0％
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●レポート 50％ 一編の論文としてまとまった体裁と内容を備えているかどうかを評価する。
●平常点 50％ 限られた時間のなかで、どのように説得力のある報告ができたか、また質疑に積極的に参加できたかどう
かを評価する。
●その他 0％

科 目 名 日本文学演習11-2 A 明治・大正期の文学

担当者名 宗像 和重
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大学院の研究において、口頭発表をし、論文を書き、2年間で修士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に授業を進める。

各受講者は、自身の研究テーマについて、少なくとも1回は報告する。
授業の到達目標
1年生は研究方法と発表方法、論文の書き方を修得すること、2年生は修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
指導の結果完成した論文について、修士論文の一章としての価値を50％、学会における学術的貢献としての価値を50％とし

て評価する。

科 目 名 日本文学演習11-1 B 明治期の文学テクスト（小説）を読む

担当者名 宗像 和重
日本語日本文学コース ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
明治期小説の作品集ないしアンソロジーを材料とし、約十編を選んで、毎回、受講生の発表と質疑を中心として演習を進める。

今年度とりあげるアンソロジー、および演習の具体的な方法については、最初の授業時間に提示し、受講生の人数などに応じて
日程を相談したい。そのため、下記の授業計画は、受講生と相談のうえ、学習効果を考えて変更されることがある。
なお、修士課程1年生の授業（日本文学演習11－1A）と2年生の授業（日本文学演習11－1B）は、火4・5時限に合同で行う。
授業の到達目標
この演習では、近代文学の広範な領域のなかから、とくに明治期の文学テクスト（小説）を対象として、本文の分析と読解の

方法を検討する。文体や風俗、時代背景の違いなどから、今日、明治文学を研究対象とするには多くの困難があるが、文体・視
点・語り・描写など、近代文学および近代文学研究の諸課題は、明治期の文学に端を発していることを、あらためて確認する場
にしたい。それを通して、大正・昭和・戦後・現代の文学を研究対象としている受講生にも、それぞれの研究に資することを目
標とする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 一編の論文としてまとまった体裁と内容を備えているかどうかを評価する。
●平常点 50％ 限られた時間のなかで、どのように説得力のある報告ができたか、また質疑に積極的に参加できたかどう
かを評価する。
●その他 0％

科 目 名 日本文学演習11-2 B 明治・大正期の文学

担当者名 宗像 和重
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大学院の研究において、口頭発表をし、論文を書き、2年間で修士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に授業を進める。

各受講者は、自身の研究テーマについて、少なくとも1回は報告する。
授業の到達目標
1年生は研究方法と発表方法、論文の書き方を修得すること、2年生は修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
指導の結果完成した論文について、修士論文の一章としての価値を50％、学会における学術的貢献としての価値を50％とし

て評価する。

科 目 名 日本文学演習12-1 A 大正時代・昭和時代前期

担当者名 博士(文学)早大 十重田 裕一
日本語日本文学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
口頭発表をし、論文を書き、2年間で修士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に授業を進める。各受講者は、自身の研

究テーマについて、少なくとも1回は報告をする。
授業の到達目標
1年生は研究方法と発表方法、論文の書き方を修得すること、2年生は修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
指導の結果完成した論文について、修士論文の一章としての価値を50%、学会における学術的貢献としての価値を50%とし

て評価する。
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科 目 名 日本文学演習12-2 A 日本近代文学とメディア規制

担当者名 博士(文学)早大 十重田 裕一
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の修士論文のテーマについて、受講者の発表と質疑応答を中心に演習を進める。以下の授業計画は一例であり、とりあげ

る題材や発表方法など授業の具体的な進め方については、教室で相談して決める。
授業の到達目標
日本近代文学とメディア規制について深く知ると同時に、各自の研究に応用できるようにする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 一編の論文としての体裁を備えているかどうかを重視する。
●平常点 50％ 授業の出席率と、限られた時間のなかでどのように説得力のある報告ができるかを重視する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
この授業は対面で行う予定。

科 目 名 日本文学演習12-1 B 大正・昭和時代前期

担当者名 博士(文学)早大 十重田 裕一
日本語日本文学コース ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
口頭発表をし、論文を書き、2年間で修士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に授業を進める。各受講者は、自身の研

究テーマについて、少なくとも1回は報告をする。
授業の到達目標
1年生は研究方法と発表方法、論文の書き方を修得すること、2年生は修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
指導の結果完成した論文について、修士論文の一章としての価値を50%、学会における学術的貢献としての価値を50%とし

て評価する。

科 目 名 日本文学演習12-2 B 日本近代文学とメディア規制

担当者名 博士(文学)早大 十重田 裕一
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の修士論文のテーマについて、受講者の発表と質疑応答を中心に演習を進める。以下の授業計画は一例であり、とりあげ

る題材や発表方法など授業の具体的な進め方については、教室で相談して決める。
授業の到達目標
日本近代文学とメディア規制について深く知ると同時に、各自の研究に応用できるようにする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 50％ 一編の論文としての体裁を備えているかどうかを重視する。
●平常点 50％ 授業の出席率と、限られた時間のなかでどのように説得力のある報告ができるかを重視する。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
この授業は対面で行う予定。

科 目 名 日本文学演習13-1 日本古代の金石文を読む

担当者名 博士(文学)早大 河野 貴美子
日本語日本文学コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本古代の金石文を精読する。具体的には、『寧楽遺文』文学編所収の金石文について、当該の文物の歴史的背景や文化史的

関連事項、および語句や表現の典拠、由来を確認しつつ、その内容を読解していく。授業は、はじめに概説を行った後、個々に
分担した箇所について、考察とともに発表してもらう。
授業の到達目標
日本漢文学および東アジアに展開した漢字・漢文文化について理解を深めるとともに、さまざまな和漢古文献の利用について

習熟し、漢文読解のためのスキルを身につける。また資料の読解と並行して、文とそれを載せるモノとの関係など、さらに発展
的な考察を構築していける思考力を養う。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 0％ 行わない。
●平常点 100％ 発表、および主体的な授業参加度により評価する。
●その他 0％ なし。
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科 目 名 日本文学演習13-2 日本古代の金石文を読む

担当者名 博士(文学)早大 河野 貴美子
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本古代の金石文を精読する。具体的には、『寧楽遺文』文学編所収の金石文について、当該の文物の歴史的背景や文化史的

関連事項、および語句や表現の典拠、由来を確認しつつ、その内容を読解していく。授業は、はじめに概説を行った後、個々に
分担した箇所について、考察とともに発表してもらう。
授業の到達目標
日本漢文学および東アジアに展開した漢字・漢文文化について理解を深めるとともに、さまざまな和漢古文献の利用について

習熟し、漢文読解のためのスキルを身につける。また資料の読解と並行して、文とそれを載せるモノとの関係など、さらに発展
的な考察を構築していける思考力を養う。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 0％ 行わない。
●平常点 100％ 発表、および主体的な授業参加度により評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 日本語学演習1-1 日本語の文字・表記研究法

担当者名 博士(文学)早大 澤崎 文
日本語日本文学コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は、日本語の文字・表記研究に関する総合的な知識を身につけることを目的とする。さらに、文字・表記に関するさま

ざまな事象を元に、それについて議論したり、考えを応用したりする力を身につけることも目指す。授業は教科書の輪読形式で
進めるが、授業内の議論で生じた疑問点や受講者の興味に従い、教科書以外の論文・書籍等も適宜扱うことがある。
授業の到達目標
・日本語の文字・表記研究に関する総合的な知識を身につける。
・日本語の文字・表記研究の方法として、資料の性格と読み取り方を理解する。
・日本語の文字・表記研究に関する先行論を読んで理解し、検討する力を身につける。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 毎回の授業への取り組み状況
●その他 0％

科 目 名 日本語学演習1-2 『万葉用字格』をよむ
担当者名 博士(文学)早大 澤崎 文

日本語日本文学コース ２単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は、春登『万葉用字格』を検討することを通して、『万葉集』の用字法や表記法とそれに対する研究史について学ぶこ

とを目的とする。『万葉用字格』は『万葉集』の用字分類において研究史に大きく影響を与えた資料であり、現在でもその用字
分類法によって説明されることも多い。そこに挙げられた用例を実際に確かめてゆくことで、近世末期の用字法研究がどのよう
に文字・表記を捉えていたかの一端を知ることができる。
併せて、用字法、表記法そのものや用字法研究史を対象とした研究論文を読み検討することで、文字・表記研究の方法と考え

方について理解を深めてゆく。
授業の到達目標
・『万葉集』の用字法について学び、あわせて、日本語史資料の取り扱いと読解の能力を高める。
・用字法、表記法やそれらの研究史に関する先行論を読んで理解し、検討する力を身につける。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 毎回の授業への取り組み状況
●その他 0％

科 目 名 日本語学演習3-1 日本語の副詞の研究

担当者名 博士(学術)阪大 森山 卓郎
日本語日本文学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
副詞研究を中心に考える
授業の到達目標
副詞研究を中心に日本語の見方を考える
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない
●レポート 60％ 基本的な概念が理解できているか、オリジナルな観点からの分析ができるか。
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●平常点 40％ 授業に積極的に参加できているか。
●その他 0％ なし

科 目 名 日本語学演習3-2 日本語研究の待遇表現機構の検討

担当者名 博士(学術)阪大 森山 卓郎
日本語日本文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本語の待遇表現をめぐる諸現象について検討する。
適宜、出席者の研究課題に応じて内容を調整することがある。
出席者の研究発表の予行なども含め、内容を調整することがある。
授業の到達目標
日本語研究上重要な待遇関連概念について理解し、それをもとにした議論ができるようにする。
成績評価方法
●試験 0％ 原則としてしない。
●レポート 20％ オリジナルな知見があるか
●平常点 80％ 授業での積極的参加を求める
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
基本的に遠隔とします。時に応じて対面も含めるようにします。

科 目 名 日本文学研究指導1-1 M 上代

担当者名 博士(文学)早大 高松 寿夫
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成に向けた研究指導
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導1-2 M 上代

担当者名 博士(文学)早大 高松 寿夫
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成に向けた研究指導
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導3-1 M 中古散文

担当者名 博士(文学)早大 陣野 英則
日本語日本文学コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中古文学（平安時代文学）、特に物語文学、日記文学など、仮名を用いた散文作品に関する深い学識が身につくように指

導する。具体的には、「日本文学演習3-1」で研究上必須の知識、探究の方法などを学んでもらいながら、各自の研究を具体化
してゆく。修士論文については、二年間で学術的価値のある論文がまとめられるよう、適宜個別に指導する。また、個々の研究
に進展がみられる場合には、まず学内の研究会・学会などで研究発表ができるように指導するとともに、学術雑誌への投稿論文
をまとめるためのサポートを行う。
授業の到達目標
学術的価値のある修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導3-2 M 中古散文

担当者名 博士(文学)早大 陣野 英則
日本語日本文学コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中古文学（平安時代文学）、特に物語文学、日記文学など、仮名を用いた散文作品に関する深い学識が身につくように指
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導する。具体的には、「日本文学演習3-2」で研究上必須の知識、探究の方法などを学んでもらいながら、各自の研究を具体化
してゆく。修士論文については、二年間で学術的価値のある論文がまとめられるよう、適宜個別に指導する。また、個々の研究
に進展がみられる場合には、まず学内の研究会・学会などで研究発表ができるように指導するとともに、学術雑誌への投稿論文
をまとめるためのサポートを行う。
授業の到達目標
学術的価値のある修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導4-1 M 中古・中世韻文

担当者名 兼築 信行
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
主として中古・中世和歌に関する調査・研究スキルの基本を習得するとともに、各自の研究テーマに即して問題点を整理し、

修士論文への構想を練り、研究計画を立案したうえで、具体的な研究を進めていく。
授業の到達目標
研究の基本スキルを習得し、修士論文の計画を立て、完成させること。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導4-2 M 中古・中世韻文

担当者名 兼築 信行
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
主として中古・中世和歌に関する調査・研究スキルの基本を習得するとともに、各自の研究テーマに即して問題点を整理し、

修士論文への構想を練り、研究計画を立案したうえで、具体的な研究を進めていく。
授業の到達目標
研究の基本スキルを習得し、修士論文の計画を立て、完成させること。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導5-1 M 中世散文

担当者名 博士(文学)早大 和田 琢磨
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中世文学のうち、軍記物語を中心とした散文作品に関する研究指導を行う。
修士論文については、適宜個別に指導する。具体的には、先行研究の批判的検討、各自のテーマの確立、論文の構成と展開に

関する事柄を中心に指導する。また、学会発表用の資料の作り方についても指導する。
授業の到達目標
学術的にすぐれた修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導5-2 M 中世散文

担当者名 博士(文学)早大 和田 琢磨
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中世文学のうち、軍記物語・説話文学を中心とした散文作品に関する研究指導を行う。
修士論文については、適宜個別に指導する。具体的には、先行研究の批判的検討、各自のテーマの確立、論文の構成と展開に

関する事柄を中心に指導する。また、学会発表用の資料の作り方についても指導する。
授業の到達目標
学術的にすぐれた修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

日
本
語
日
本
文
学
コ
ー
ス

― 120 ―



科 目 名 日本文学研究指導7-1 M 近世

担当者名 博士(文学)早大 池澤 一郎
日本語日本文学コース ― 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近世文学を専攻する修士課程の大学院生に、論文の題材について示唆し、作成方法を指示し、作成した論文について論評

を加え、適宜添削を施して、最終的に修士論文の完成につなげる。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導7-2 M 近世

担当者名 博士(文学)早大 池澤 一郎
日本語日本文学コース ― 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近世文学を専攻する修士課程の大学院生に、論文の題材について示唆し、作成方法を指示し、作成した論文について論評

を加え、適宜添削を施して、最終的に修士論文の完成につなげる。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導8-1A M 1920～80年代を中心に

担当者名 博士(文学)早大 鳥羽 耕史
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けた指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導8-1B M 1920～80年代を中心に

担当者名 博士(文学)早大 鳥羽 耕史
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けた指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導8-2A M 1920～80年代を中心に

担当者名 博士(文学)早大 鳥羽 耕史
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けた指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 日本文学研究指導8-2B M 1920～80年代を中心に

担当者名 博士(文学)早大 鳥羽 耕史
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けた指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導10-1A M 文学理論とテクスト分析

担当者名 博士(文学)名大 坪井 秀人
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代の多様な文学理論に学びながらテクスト分析の方法を身につけ、受講者がそれぞれの研究課題に応じて、自らの論文の構

想と執筆にあたってどのような方法論を選択し、それを論文の構成と論理的展開に適用しうるかを実践的に学習する。
授業の到達目標
修士論文の準備を開始する。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導10-1B M 文学理論とテクスト分析

担当者名 博士(文学)名大 坪井 秀人
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代の多様な文学理論に学びながらテクスト分析の方法を身につけ、受講者がそれぞれの研究課題に応じて、自らの論文の構

想と執筆にあたってどのような方法論を選択し、それを論文の構成と論理的展開に適用しうるかを実践的に学習する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導10-2A M 文学理論とテクスト分析

担当者名 博士(文学)名大 坪井 秀人
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
多様な現代の文学理論に学びながらテクスト分析の方法を身につけ、受講者がそれぞれの研究課題に応じて、自らの論文の構

想と執筆にあたってどのような方法論を選択し、それを論文の構成と論理的展開に適用しうるかを実践的に学習する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導10-2B M 文学理論とテクスト分析

担当者名 博士(文学)名大 坪井 秀人
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代の多様な文学理論に学びながらテクスト分析の方法を身につけ、受講者がそれぞれの研究課題に応じて、自らの論文の構

想と執筆にあたってどのような方法論を選択し、それを論文の構成と論理的展開に適用しうるかを実践的に学習する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 日本文学研究指導11-1A M 明治期を中心とした近代文学研究指導

担当者名 宗像 和重
日本語日本文学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大学院の研究活動は、対象とするテクストの読解を通して、論文を作成していくことに尽きる。この授業では、各自の研究テー

マに即しながら、テクストの読解と注釈、資料の調査、先行研究の摂取などを通して、具体的な論文作成の方法を学んでいく。
授業の到達目標
自分の研究テーマについて理解を深め、それを論文として言語化していくことにあるが、最終的には修士論文の完成を到達目

標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導11-1B M 明治期を中心とした近代文学研究指導

担当者名 宗像 和重
日本語日本文学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大学院の研究活動は、対象とするテクストの読解を通して、論文を作成していくことに尽きる。この授業では、各自の研究テー

マに即しながら、テクストの読解と注釈、資料の調査、先行研究の摂取などを通して、具体的な論文作成の方法を学んでいく。
授業の到達目標
自分の研究テーマについて理解を深め、それを論文として言語化していくことにあるが、最終的には修士論文の完成を到達目

標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導11-2A M 明治期を中心とした近代文学研究指導

担当者名 宗像 和重
日本語日本文学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大学院の研究活動は、対象とするテクストの読解を通して、論文を作成していくことに尽きる。この授業では、各自の研究テー

マに即しながら、テクストの読解と注釈、資料の調査、先行研究の摂取などを通して、具体的な論文作成の方法を学んでいく。
授業の到達目標
自分の研究テーマについて理解を深め、それを論文として言語化していくことにあるが、最終的には修士論文の完成を到達目

標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導11-2B M 明治期を中心とした近代文学研究指導

担当者名 宗像 和重
日本語日本文学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大学院の研究活動は、対象とするテクストの読解を通して、論文を作成していくことに尽きる。この授業では、各自の研究テー

マに即しながら、テクストの読解と注釈、資料の調査、先行研究の摂取などを通して、具体的な論文作成の方法を学んでいく。
授業の到達目標
自分の研究テーマについて理解を深め、それを論文として言語化していくことにあるが、最終的には修士論文の完成を到達目

標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導12-1A M 大正時代・昭和時代前期

担当者名 博士(文学)早大 十重田 裕一
日本語日本文学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の修士論文のテーマに即して個別指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 日本文学研究指導12-1B M 大正時代・昭和時代前期

担当者名 博士(文学)早大 十重田 裕一
日本語日本文学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の修士論文のテーマに即して個別指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導12-2A M 大正時代・昭和時代前期

担当者名 博士(文学)早大 十重田 裕一
日本語日本文学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の修士論文のテーマに即して個別指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導12-2B M 大正時代・昭和時代前期

担当者名 博士(文学)早大 十重田 裕一
日本語日本文学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の修士論文のテーマに即して個別指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導13-1 M 和漢比較文学

担当者名 博士(文学)早大 河野 貴美子
日本語日本文学コース ― 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
主として日本古代の和漢文による著作に関する研究指導を行う。各自の研究テーマに沿いつつ、関係分野の研究史をおさえな

がら、資料を収集、整理、分析、考察し、修士論文を作成していけるよう指導する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導13-2 M 和漢比較文学

担当者名 博士(文学)早大 河野 貴美子
日本語日本文学コース ― 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
主として日本古代の和漢文による著作に関する研究指導を行う。各自の研究テーマに沿いつつ、関係分野の研究史をおさえな

がら、資料を収集、整理、分析、考察し、修士論文を作成していけるよう指導する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 日本語学研究指導1-1 M 日本語の歴史と現在1

担当者名 博士(文学)早大 澤崎 文
日本語日本文学コース ― 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成に向けて、先行研究のまとめや検討をし、自らの研究の中間発表をおこなう。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本語学研究指導1-2 M 日本語の歴史と現在1

担当者名 博士(文学)早大 澤崎 文
日本語日本文学コース ― 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成に向けて、先行研究のまとめや検討をし、自らの研究の中間発表をおこなう。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本語学研究指導3-1 M 日本語の歴史と現在3

担当者名 博士(学術)阪大 森山 卓郎
日本語日本文学コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
論文購読、研究発表などをとおして、修士論文作成にむけた研究を行います。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本語学研究指導3-2 M 日本語の歴史と現在3

担当者名 博士(学術)阪大 森山 卓郎
日本語日本文学コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究発表と論文購読
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
基本は遠隔実施としますが、スポットでの対面も含めるようにします。

科 目 名 日本文学研究指導1-1 D 上代

担当者名 博士(文学)早大 高松 寿夫
日本語日本文学コース ― 春学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学位論文作成に向けた研究指導
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 日本文学研究指導1-2 D 上代

担当者名 博士(文学)早大 高松 寿夫
日本語日本文学コース ― 秋学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学位論文作成に向けた研究指導
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導3-1 D 中古散文

担当者名 博士(文学)早大 陣野 英則
日本語日本文学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中古文学（平安時代文学）、特に物語文学、日記文学など、仮名を用いた散文作品に関する研究を指導し、研究者として

自立させることをめざす。
学期中は、毎週、個人の研究発表とそれについての質疑を中心に行う。そこでのやりとりをもとに、研究内容をブラッシュ・

アップした上で、学会発表、あるいは学会誌への投稿などを促してゆく。学会発表前には、発表の内容と資料などをチェックす
る。また、投稿論文についても、投稿前の段階で数次にわたりチェックする。
上記のようなやりとりを経て研究成果を公にしてゆきながら、博士論文の計画についても適宜相談を重ね、体系性と一貫性と

を有する学位論文の執筆をサポートする。
なお、個々の研究内容をふまえ、必要に応じて、学外の研究者、あるいは当人にとって有益な研究会などを紹介する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
基本的には対面での研究指導を前提とするが、発表者、参加者の事情に応じて、オンライン(遠隔会議システム利用)とする場

合がある。いずれにしても、発表者には資料を前日の夜までにMoodleにアップしてもらうこととする。

科 目 名 日本文学研究指導3-2 D 中古散文

担当者名 博士(文学)早大 陣野 英則
日本語日本文学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中古文学（平安時代文学）、特に物語文学、日記文学など、仮名を用いた散文作品に関する研究を指導し、研究者として

自立させることをめざす。
学期中は、毎週、個人の研究発表とそれについての質疑を中心に行う。そこでのやりとりをもとに、研究内容をブラッシュ・

アップした上で、学会発表、あるいは学会誌への投稿などを促してゆく。学会発表前には、発表の内容と資料などをチェックす
る。また、投稿論文についても、投稿前の段階で数次にわたりチェックする。
上記のようなやりとりを経て研究成果を公にしてゆきながら、博士論文の計画についても適宜相談を重ね、体系性と一貫性と

を有する学位論文の執筆をサポートする。
なお、個々の研究内容をふまえ、必要に応じて、学外の研究者、あるいは当人にとって有益な研究会などを紹介する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
基本的には対面での研究指導を前提とするが、発表者、参加者の事情に応じて、オンライン(遠隔会議システム利用)とする場

合がある。いずれにしても、発表者には資料を前日の夜までにMoodleにアップしてもらうこととする。

科 目 名 日本文学研究指導4-1 D 中古・中世韻文

担当者名 兼築 信行
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマを進展させ、博士学位請求論文完成への階梯を昇るアドバイスを適宜継続的に行なう。具体的には、萌芽的

な研究報告、学会発表等のリハーサル、論文執筆に関する指導等を、ゼミナール形式で実施する。博士論文の構成・目次を、常
に整備することが求められる。
研究発表準備には十数時間が必要。発表者以外はその場での質疑への積極的対応が重要となる。
授業の到達目標
全国規模の学会での研究発表、および査読雑誌への論文掲載を目指しつつ、修業年限内で博士学位請求論文を完成・提出する。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導4-2 D 中古・中世韻文

担当者名 兼築 信行
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマを進展させ、博士学位請求論文完成への階梯を昇るアドバイスを適宜継続的に行なう。具体的には、萌芽的

な研究報告、学会発表等のリハーサル、論文執筆に関する指導等を、ゼミナール形式で実施する。博士論文の構成・目次を、常
に整備することが求められる。
研究発表準備には十数時間が必要。発表者以外はその場での質疑への積極的対応が重要となる。
授業の到達目標
全国規模の学会での研究発表、および査読雑誌への論文掲載を目指しつつ、修業年限内で博士学位請求論文を完成・提出する。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
【重要】新型コロナウイルス感染拡大にともなう大学本部の通達、ならびに文学学術院の指示に従い、秋学期前半（11月20
日まで）の授業はZoomによるリアルタイム配信で実施する。アクセス情報や指導内容については、Waseda Moodleの機能を
用いて連絡する。

科 目 名 日本文学研究指導5-1 D 中世散文

担当者名 博士(文学)早大 和田 琢磨
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中世文学のうち、軍記物語を中心とした散文作品の研究指導を行う。年に2本以上の論文作成を目標にして指導する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導5-2 D 中世散文

担当者名 博士(文学)早大 和田 琢磨
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中世文学のうち、軍記物語を中心とした散文作品の研究指導を行う。年に2本以上の論文作成を目標にして指導する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導7-1 D 近世（近世俳諧演習）

担当者名 博士(文学)早大 池澤 一郎
日本語日本文学コース ― 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近世文学を専攻する大学院博士課程の院生に、論文の題材について示唆し、論文作成の方法や手順について指示し、作成

した論文について論評を加えたり、添削を行って、最終的には博士学位論文につながるような指導を行う。
院生の発表報告の準備期間中は近世俳諧演習（其角、蕪村、几董の俳書、句集読解）を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導7-2 D 近世（近世俳諧演習）

担当者名 博士(文学)早大 池澤 一郎
日本語日本文学コース ― 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近世文学を専攻する大学院博士課程の院生に、論文の題材について示唆し、論文作成の方法や手順について指示し、作成
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した論文について論評を加えたり、添削を行って、最終的には博士学位論文につながるような指導を行う。
院生の発表報告の準備期間中は近世俳諧演習（其角、蕪村、几董の俳書の輪読）を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導8-1 D 1920～80年代を中心に

担当者名 博士(文学)早大 鳥羽 耕史
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学会発表をし、学会誌に論文を投稿し、課程博士論文を完成できるよう、個別指導を中心に進める。各受講者は、自身の研究

テーマについて、少なくとも1回は報告をする。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導8-2 D 1920～80年代を中心に

担当者名 博士(文学)早大 鳥羽 耕史
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学会発表をし、学会誌に論文を投稿し、課程博士論文を完成できるよう、個別指導を中心に進める。各受講者は、自身の研究

テーマについて、少なくとも1回は報告をする。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導10-1 D 戦間期以降を中心とする近代文学研究指導

担当者名 博士(文学)名大 坪井 秀人
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講生が各自で進める研究の進捗報告と、学会発表のための事前準備（リハーサルを含む）などを行うとともに、関連する研

究論文を輪読する。授業を通して、最低年1回の学術誌への論文投稿、学会での口頭発表を実現するためのサポートを行う。
授業の到達目標
修業年限内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導10-2 D 戦間期以降を中心とする近代文学研究指導

担当者名 博士(文学)名大 坪井 秀人
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講生が各自で進める研究の進捗報告と、学会発表のための事前準備（リハーサルを含む）などを行うとともに、関連する研

究論文を輪読する。授業を通して、最低年1回の学術誌への論文投稿、学会での口頭発表を実現するためのサポートを行う。
授業の到達目標
修業年限内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導11-1 D 明治期を中心とする近代文学研究指導

担当者名 宗像 和重
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマを深め、資料の調査や先行研究の精査を通して、研究論文の作成や学会報告の実践に資するとともに、最終

的には課程博士論文の執筆と完成をめざす。
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授業の到達目標
それぞれの研究テーマについて、自立した研究者として研究活動を展開することにあるが、最終的には修業年限以内での博士

論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導11-2 D 明治期を中心とする近代文学研究指導

担当者名 宗像 和重
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマを深め、資料の調査や先行研究の精査を通して、研究論文の作成や学会報告の実践に資するとともに、最終

的には課程博士論文の執筆と完成をめざす。
授業の到達目標
それぞれの研究テーマについて、自立した研究者として研究活動を展開することにあるが、最終的には修業年限以内での博士

論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導12-1 D 大正期から昭和前期

担当者名 博士(文学)早大 十重田 裕一
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
課程博士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に授業を進める。各受講者は、自身の研究テーマについて、少なくとも1

回は報告をする。
この授業では、各自の研究テーマに即して、様々な研究方法を学びながら、論文にまとめるスキルを身につけることを目的と

する。
授業の到達目標
この授業では、各自の研究テーマに即して、様々な研究方法を学びながら、課程博士論文にまとめるスキルを身につけること

を目的とする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業の発表と参加度による評価。
●その他 0％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究
指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導12-2 D 大正期から昭和前期

担当者名 博士(文学)早大 十重田 裕一
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
課程博士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に授業を進める。各受講者は、自身の研究テーマについて、少なくとも1

回は報告をする。
この授業では、各自の研究テーマに即して、様々な研究方法を学びながら、論文にまとめるスキルを身につけることを目的と

する。
授業の到達目標
この授業では、各自の研究テーマに即して、様々な研究方法を学びながら、課程博士論文にまとめるスキルを身につけること

を目的とする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業の発表と参加度による評価。
●その他 0％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究
指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導13-1 D 和漢比較文学

担当者名 博士(文学)早大 河野 貴美子
日本語日本文学コース ― 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成にむけての指導を行う。
各自のテーマによる研究発表を行いつつ、それを学会発表や学術雑誌への投稿論文へと発展させていけるようにする。
各自のテーマを深化させていくと同時に、より幅広く展開していける可能性をそなえもつ研究となるよう指導したい。
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授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本文学研究指導13-2 D 和漢比較文学

担当者名 博士(文学)早大 河野 貴美子
日本語日本文学コース ― 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成にむけての指導を行う。
各自のテーマによる研究発表を行いつつ、それを学会発表や学術雑誌への投稿論文へと発展させていけるようにする。
各自のテーマを深化させていくと同時に、より幅広く展開していける可能性をそなえもつ研究となるよう指導したい。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本語学研究指導1-1 D 日本語の歴史と現在1

担当者名 博士(文学)早大 澤崎 文
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講者それぞれの研究テーマについて、関係する分野の先行研究をまとめ、重要論文・書籍の紹介、研究発表をおこなう。そ

のことを通して、学会発表のしかた、博士論文のまとめ方も学んでゆく。
その他、課題研究書を設定し、受講者全員による輪読をおこなう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本語学研究指導1-2 D 日本語の歴史と現在1

担当者名 博士(文学)早大 澤崎 文
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講者それぞれの研究テーマについて、関係する分野の先行研究をまとめ、重要論文・書籍の紹介、研究発表をおこなう。そ

のことを通して、学会発表のしかた、博士論文のまとめ方も学んでゆく。
その他、課題研究書を設定し、受講者全員による輪読をおこなう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本語学研究指導2-1 D 日本語の歴史と現在2

担当者名 博士(文学)早大 上野 和昭
日本語日本文学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
それぞれの研究テーマについて、関係する分野の先行研究、学界展望、書評などを課す。さらに、博士論文作成にむけて、何

度かの研究発表を行う。
なお、輪読課題研究書として一つの研究書を取り上げる。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ とくに予定していない。
●レポート 0％ とくに予定していない。
●平常点 0％ 評価の対象にはしない。
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 日本語学研究指導2-2 D 日本語の歴史と現在2

担当者名 博士(文学)早大 上野 和昭
日本語日本文学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
それぞれの研究テーマについて、関係する分野の先行研究、学界展望、書評などを課す。さらに、博士論文作成にむけて、何

度かの研究発表を行う。とくに後期は、修業年限の迫っている学生に対して、徹底した論文指導を行う。
なお今期の課題図書は、前期にひきつづき同一の研究書を輪読する。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ とくに予定していない。
●レポート 0％ とくに予定していない。
●平常点 0％ とくに予定していない。
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本語学研究指導3-1 D 日本語の歴史と現在3

担当者名 博士(学術)阪大 森山 卓郎
日本語日本文学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成にむけて研究指導をします。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
この一年で学会論文への掲載ないし学会発表を少なくとも一つできることを目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本語学研究指導3-2 D 日本語の歴史と現在3

担当者名 博士(学術)阪大 森山 卓郎
日本語日本文学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本語文法の研究
日本語文法研究の現状と課題について検討する。
受講生の研究課題に対応しつつ、積極的に論文発表や研究発表につなげていく。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする

学会発表ないし学会への論文投稿をすること。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
基本的に遠隔とします。
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科 目 名 英米文学基礎講義1 Twentieth-Century British Poetry

担当者名 博士(文学) ピニングトン エイドリアン ジェイムズ
英文学コース ２単位 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
In this course we will study the history of British poetry in the Twentieth Century. Each week we will read a

representative poem by amajor poet and then relate it to its social and cultural background. Althoughmany poets
and critics in the Twentieth Century were pessimistic about the future of poetry within modernity, the period
actually saw an extraordinary flourishing of poetry and the appearance of some of the greatest poets in the whole
of English literature. Moreover, for most of the Twentieth Century, poetry retained its traditional high cultural
status and so an examination of poets and their work also serves as an introduction to much wider shifts in the
culture. This was especially true in Britain where, unlike Continental Europe, philosophy became an increasingly
specialised and technical field, and literature played a much more important role as a place where issues of
political and cultural identity were explored and expressed. We will also be looking at different approaches taken
to the explication and enjoyment of poetry and consider whether poetry can continue to fulfil the important
cultural role it has traditionally enjoyed.
授業の到達目標
By the end of the course the students should become familiar not only with some of the most famous poems

and poets of twentieth-century Britain, but also with the some of the main trends in modern British cultural
history. Students will also become familiar with different approaches to reading poetry and therefore with some of
the important trends in the academic study if literature during the period.
成績評価方法
●試験 0％ There will be no examination
●レポート 50％ There will be one term paper in English of around 3, 000 words in length on a
twentieth-century British poet of your choice.
●平常点 50％ Participation in discussions etc. will be evaluated.
●その他 0％ There are no other evaluation criteria

科 目 名 英米文学基礎講義3 A History of English Literature: From the Middle Ages to the Restoration

担当者名 博士(学術)ICU 本山 哲人
英文学コース ２単位 春学期 木曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This class will examine some of the main works of English literature from the eighth century through to the

seventeenth century. It will survey general traits and shifts in English literature throughout this period as well as
examine individual works. The class will be conducted entirely in English. Students are expected to read the
assigned works in English; and as each class will revolve mainly around student discussions and presentations,
active classroom participation will be imperative. Students will be expected to write, using at least three
secondary sources, a 3,000-word final paper in English.
The class will be conducted entirely in English. Students will need to bring a digital device that can be

connected to the internet for the first few weeks. Also, if only a limited number of students enroll, the class will be
moved to the instructor’s office in building 8 from the second week onwards. (For those who miss the first week,
an announcement will be posted on Moodle.)
授業の到達目標
The primary aim of this course is to have students grasp an overview of English literature from the Middle Ages

to the Restoration period and to examine how certain themes such as religion, nature, and gender have been dealt
with in the chosen works. A secondary aim is to give students the opportunity to develop and improve their
English communication and study skills.
成績評価方法
Grades will be based on participation in discussions, homework, presentations, and a 3000-word final paper in

English.

科 目 名 英米文学基礎講義4 British Literature from Romanticism to Modernism

担当者名 博士(文学)マンチェスター大 鈴木 理恵子
英文学コース ２単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
The long nineteenth century and early twentieth century can be seen as a crucial moment in literary history

when writers engaged in, and responded to, a significant change in society that took place during that time. Not
only did they address problems related to politics in the aftermath of the French Revolution, the advancement of
science that came into head-on conflict with religion, industrialization accompanied by urbanization, gender
awareness, and the Empire, it was also a period of time in which the burgeoning middle classes did much to shape
the literary scene of the day with their appetite for novels and journalistic writings. Although poets suffered
somewhat due to their waning impact on society, they nonetheless produced some of the greatest poetry in
British literary history with much innovation of form and subject-matter. Having inherited (and reacted against)
the Enlightenment tradition of the eighteenth century, both nineteenth- and early twentieth-century writers
manifested a profound sense of modernity.
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With such historical import in mind, this course will look at literary works written during the two centuries
mentioned above in Britain by reading some of the major texts written in poetry, novel and prose. Although it is
fundamentally a lecture course, students will be expected not only to actively engage in discussion, but also to
give presentations on a given writer/text as part of the course.
授業の到達目標
The objective of this course is for students to acquire an understanding of British literature during the course of

a century from Romanticism to Modernism. Through the close reading of texts, students will gain a sense of how
literary style and subject matter evolved over time. The emphasis on different genre will depend to some extent on
the interest of the students. While it is impossible to be comprehensive, the selected texts will give them a solid
understanding of form, aesthetics, and their relation to society at large.
成績評価方法
Participation 40% Presentation 60%
備考・関連ＵＲＬ
This course will be taught in person.

科 目 名 英米文学基礎講義5 Introducing the study of language

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
英文学コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course represents an introduction to the study of language and linguistics. Each class will focus on a

separate topic area and students will be expected to both read about and discuss key issues connected to the
study of language. The course is intended as a foundation for those looking to pursue research in the fields of
either English education or linguistics. It should also be of use to those with a wider interest in language, culture
and literature.
授業の到達目標
At the end of this course, students will be expected to have an informed awareness of some of the key concepts

involved in the study of language and linguistics.
成績評価方法
Research presentation and report - 50%
Participation- 50%
備考・関連ＵＲＬ
At the time of writing the syllabus, the course is intended to be conducted in-person. However, some activities

will be conducted online.

科 目 名 英米文学基礎講義6 Survey of American Literature

担当者名 カール スティーブン・ロドニー
英文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course will provide an overview of American literature. You will read a diverse range of writers and texts

including short stories, poetry, and speeches. You will examine, through the lens of literature, the shifting themes
of politics, religion, freedom, identity, gender, and individualization.

Students are required to have access to the textbook. The course will be conducted entirely in English and
students should be prepared to speak in English each week.
授業の到達目標
Students will learn literary analysis within cultural, historical, and theoretical contexts. Students will also

develop their English-language reading, writing, listening, and discussion skills for the graduate level.
成績評価方法
Papers: 50％
In-Class Performance: 25％
Presentations: 25%
備考・関連ＵＲＬ
Plagiarism is the use and appropriation of another ’s work without any indication of the source and the

representation of such work as the student’s own. Any student who fails to give credit for ideas, expressions or
materials taken from another source, including internet sources, is responsible for plagiarism. If, at any point, you
look something up or quote someone else’s words, please be sure to credit the source, and put quotation marks
around anything you took word-for-word.

In addition, you also cannot self-plagiarize and/or recycle papers, including work written by you or
someone else will not be accepted.

The use of A.I. software is prohibited. If you use A.I. software for any aspect of coursework from ideas
to discussions, to writing, you will fail this course.

Bottom line: Submitting your own work late is better than submitting someone else’s work on time.
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科 目 名 英語学特殊講義1 English as a cross-cultural and Intercultural Communication

担当者名 博士(教育学)ICU ホサイン タニア
英文学コース ２単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Language is indissolubly linked with the members of the society in which it is spoken, and social factors are

inevitably reflected in their speech. Language can be studied as a social phenomenon. English is currently
regarded as the world’s principal international language. It performs a useful function in the multilingual society.
People are not forced to master English at all costs. There are people who adopt English and use it alongside their
own culture, and combine it with. In this class we will look at how English varies around the world mostly in Asia.
Difference among countries as well as within countries will be considered. Additional topics will include the
treatment bilingualism in English-speaking world and language standards.
授業の到達目標
Learning a language is a very complex phenomenon, one has to move from grammar to logic and to the

philosophy of language to overcome the complexities. Currently English is not viewed as something imposed from
the outside, but as something belonging to, and becoming an intrinsic part of the national culture. People are
encouraged to express matters that are important to their lives, and confidently and effectively communicate
their concerns, cultural viewpoints and personal interests by taking ownership of English and using it as a
meaningful interchange with people of other countries, and to relate what it means to be a member of their
specific societies and cultures in a positive way to others in the world community. Students will be able to
understand English varieties of Asia according to social context, including class, gender, and culture.
成績評価方法
Group presentation………20%
In-class writing………30%
Long paper………40%
Portfolio, home work, participation………10%

科 目 名 英語学特殊講義2 English as an International Language for Multicultural Communication

担当者名 博士(教育学)ICU ホサイン タニア
英文学コース ２単位 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Language is indissolubly linked with the members of the society in which it is spoken, and social factors are

inevitably reflected in their speech. Language can be studied as a social phenomenon. English is currently
regarded as the world’s principal international language. It performs a useful function in the multilingual society.
People are not forced to master English at all costs. There are people who adopt English and use it alongside their
own culture, and combine it with. In this class we will look at how English varies around the world mostly in Asia.
Difference among countries as well as within countries will be considered. Additional topics will include the
treatment bilingualism in English-speaking world and language standards.
授業の到達目標
Learning a language is a very complex phenomenon, one has to move from grammar to logic and to the

philosophy of language to overcome the complexities. Currently English is not viewed as something imposed from
the outside, but as something belonging to, and becoming an intrinsic part of the national culture. People are
encouraged to express matters that are important to their lives, and confidently and effectively communicate
their concerns, cultural viewpoints and personal interests by taking ownership of English and using it as a
meaningful interchange with people of other countries, and to relate what it means to be a member of their
specific societies and cultures in a positive way to others in the world community. Students will be able to
understand English varieties of Asia according to social context, including class, gender, and culture.
成績評価方法
Group presentation………20%
In-class writing………30%
Long paper………40%
Portfolio, home work, participation………10%

科 目 名 英語学特殊講義3 ’Individual differences’ in foreign language learning

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
英文学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This seminar considers why certain individuals learn a foreign language more quickly and to a higher level than

others. In order to understand why individuals differ so much in their language learning, we will discuss so-called
‘individual differences’, such as personality, identity, emotions, and motivation, and consider how they affect
learning. The course aims to develop students’ understanding of the huge role psychological factors play in
successful language learning and to encourage students to think about their own experiences as language
learners.
授業の到達目標
At the end of this course students will:
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1) Understand the core ’individual differences’ in second language learning
2) Understand key theories of psychology in second language learning
3) Understand how ideas about the psychology of second language learning are changing
成績評価方法
Participation: Online and in-class... 60%
Research paper......................................40%
備考・関連ＵＲＬ
This class will be a blend of online materials and in-class discussion

科 目 名 英語学特殊講義4 Qualitative and innovative research approaches

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
英文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
In recent years, the field of second language education research has grown dramatically. Together with this

growth there have been huge changes in the methods used in research. Good researchers need to be aware of
the various research methodologies available in order to be able to select the approach most suitable for their
own purposes. This seminar will focus on qualitative and innovative research methods for data collection and
analysis, and students will have a hands-on opportunity to design and analyze their own research project.
授業の到達目標
At the end of this course, students will be able to:
1) Understand some of the core methods and approaches used in second language education studies
2) Understand the importance of matching methods with research aims
3) Apply these understandings of methodology to their own research
成績評価方法
●試験 0％ No examination
●レポート 70％ Mini-research project including data collection, analysis and report
●平常点 30％ Participation
●その他 0％ See above
備考・関連ＵＲＬ
At the time of writing the syllabus, the course is intended to be conducted in-person. However, there is a strong

chance that the situation may change and some activities will be conducted online. It is recommended that
students check the most recent information.

科 目 名 英米文学特殊研究1 近代英国演劇とその周辺

担当者名 博士(文学)慶大 原田 範行
英文学コース ２単位 春学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
17世紀から18世紀にかけてのイギリスでは、小説の誕生・発展とともに、実は演劇が独自の展開を遂げました。この授業で

は、さまざまな紆余曲折を経つつも近代英文学の原型を形づくったとも考えられるWilliam Congreve の傑作中の傑作で、今日
でもしばしば上演されるTheWay of theWorld (1700) を精読しながら、風習喜劇に至る演劇的表現の特質（言語表現の演劇
性、諷刺表現の特徴、小説表現との関連）を詳細に検討したいと思います。また、近代演劇作品の戯曲を通して、履修者の皆さ
んに、自律的な精読力、解釈力、批評力を涵養していただくのがこの授業の目的です。
授業の到達目標
以下の諸点を、本授業の到達目標とする。
1．近代文学作品（演劇）を正確に理解するための十分な読解力の養成。
2．文学作品（演劇）を解釈・分析するための基本的な手法についての理解。
3．自律的に作品研究を行うのに十分な実践的分析力・批評力の養成。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しません。
●レポート 50％ 学期末に作品論に関するレポートを提出してください。評価基準は、①精緻な読解に基づく議論が展開
されているか、②解釈と分析において、着想の独自性と論旨の適切さが見られるか、③論文執筆のための基本的な書式と文体が
維持されているか、の3点がポイントです。
●平常点 50％ 授業時の読解演習に対する取り組みと、討論への積極的な参加を評価基準とします。
●その他 0％ 授業外学習等については、レポートおよび平常点評価に含めて評価します。
備考・関連ＵＲＬ
近代英文学作品（演劇）を精読し分析することで、本格的な読解力と文学批評のための実力を身につけたいという意欲的な諸

君の履修を歓迎します。履修者自身の専門分野は問いません。なお参考になるURL等は、授業の際に解説をつけて紹介します。

科 目 名 英米文学特殊研究2 近代英国演劇とその周辺

担当者名 博士(文学)慶大 原田 範行
英文学コース ２単位 秋学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
17世紀から18世紀にかけてのイギリスでは、小説の誕生・発展とともに、実は演劇が独自の展開を遂げました。この授業で

は、風習喜劇の傑作である John Gay, The Beggar’s Opera (1728))を精読しながら、演劇的表現の特質を広くかつ詳細に
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検討したいと思います。王政復古期から風習喜劇にかけての演劇作品を通して、履修者の皆さんに、自律的な精読力、解釈力、
批評力を涵養していただくのがこの授業の目的です。
授業の到達目標
以下の諸点を、本授業の到達目標とする。
1．近代文学作品（演劇）を正確に理解するための十分な読解力の養成。
2．文学作品（演劇）を解釈・分析するための基本的な手法についての理解。
3．自律的に作品研究を行うのに十分な実践的分析力・批評力の養成。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しません。
●レポート 50％ 学期末に作品論に関するレポートを提出してください。評価基準は、①精緻な読解に基づく議論が展開
されているか、②解釈と分析において、着想の独自性と論旨の適切さが見られるか、③論文執筆のための基本的な書式と文体が
維持されているか、の3点がポイントです。
●平常点 50％ 授業時の読解演習に対する取り組みと、討論への積極的な参加を評価基準とします。
●その他 0％ 授業外学習等については、レポートおよび平常点評価に含めて評価します。
備考・関連ＵＲＬ
近代英文学作品（演劇）を精読し分析することで、本格的な読解力と文学批評のための実力を身につけたいという意欲的な諸

君の履修を歓迎します。履修者自身の専門分野は問いません。なお参考になるURL等は、授業の際に解説をつけて紹介します。

科 目 名 英米文学特殊研究3 レイモンド・カーヴァーの短編を読む

担当者名 Ph.D. State University of New York at Buffal 諏訪部 浩一
英文学コース ２単位 春学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
20世紀アメリカ文学を代表する作家であるRaymond Carverの短編を読む。
Collected Stories (Library of America版）に収められた短編を読んでいく。今年度はWill You Please Be Quiet, Please

に収められた初期作品を読む（扱う作品に関しては、初回授業で受講生と相談の上、若干の変更があるかもしれません）。
担当者を決め、担当作品に関するハンドアウトにもとづいて発表してもらい、ディスカッションをおこなう。
授業の到達目標
さまざまなタイプの作品を読みこなせる能力を養うことを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はない。
●レポート 0％ 希望者のみが提出する。
●平常点 100％ ハンドアウトと授業参加によって評価する。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 英米文学特殊研究4 Race and Ethnicity in Post-WWII American Literature

担当者名 Ph.D. University of Rochester チャン エドワード ケイ
英文学コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course will examine race and ethnicity in American literature after World War II, covering prose, graphic

fiction, and essays. Possible texts include Leslie Marmon Silko’s Ceremony (1977), Art Spiegelman’s Maus
(1980-1991), Gloria Anzaldúa’s Borderlands/La Frontera (1987), Chang-Rae Lee’s Native Speaker (1995),
and Colson Whitehead ’s The Nickel Boys ( 2019 ). Students are required to purchase the texts ( print or
electronic). The course will be conducted entirely in English.
授業の到達目標
Students will gain familiarity with representations of race and ethnicity in American literature after World War II

and how race and ethnicity circulate within American culture. Students will practice in-depth literary analysis
within cultural and historical context and also develop their English-language reading, writing, listening, and
discussion skills for the graduate level.
成績評価方法
(subject to change)
Final paper 50%
Participation 50%
TOTAL 100 %
備考・関連ＵＲＬ
In terms of class delivery method, we will respond flexibly according to the Covid situation.

科 目 名 英米文学特殊研究6 英米の文学理論2

担当者名 都甲 幸治
英文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Julie Rivkin and Michael Ryan. Literary Theory. Wiley Blackwell, 2017.から具体的に論文を読んでいく。週に10ペー

ジ程度進む予定である。なお、

ピーター・バリー『文学理論講義: 新しいスタンダード』高橋和久監訳、ミネルヴァ書房、2014年。
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ジョナサン・カラー『文学理論』荒木映子・富山太佳夫訳、岩波書店、2003年。

などを参考書として使用すること。
授業の到達目標
英語で理論的な著作を読み理解できるようになる。
成績評価方法
レポート70%平常点30%

科 目 名 英米文学特殊研究7 一人称のアメリカ文学

担当者名 柴田 元幸
英文学コース ２単位 秋学期 水曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
一人称の語りが特徴的な要素となっている作品を読む。授業はディスカッション中心。
授業の到達目標
アメリカ文学における一人称の重要性について自分なりの見解を持つようになること
成績評価方法
授業参加度70%、レポート30%
備考・関連ＵＲＬ
【重要】 この授業は最初のうちはオンラインで行います。

科 目 名 英米文学特殊研究8 英語圏文学クラッシュコース

担当者名 博士(学術)東大 中村 和恵
英文学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
幅広く具体的に、しかしすべてを把握できるという傲慢な思いこみは捨てて、英語圏文学についてざっくばらんに講義し、詳

細に読み、語りあい学んでいこう。それが今学期のこの授業の姿勢である。

英語圏文化・文学の「顔」はいまや現代世界の顔だ――ポストコロニアリズムが英語文学研究の必須参照事項になったのは
20世紀末だが、そのすくなくとも1世紀前から植民地支配への抵抗の言説と、相反する「本国」＝支配者、宗主国の文化への
憧憬が、世界各地の植民地の知識人たちに、英語およびヴァナキュラーによる作品（詩、物語、論説、論争、文化文学史、報告等）
を書かせてきた。本講義ではこれら広義の英語圏文学を代表する各地の書き手の文章をとりあげ、受講者の関心の方向をみなが
らできるだけひろく紹介する。
南太平洋島嶼部、インド・ベンガル地方の詩人と「世界的」著名人となった宗教学者の対立、近代化と宗教をめぐるインド知

識人の考えの違い、カリブ海の黒人女性の口承の力と混血の作家の深い悩み、オーストラリア先住民族についてのヨーロッパ知
識人の関心と現実の地域コミュニティの違い。高度に理論化されたアカデミックな領域としてのポストコロニアリズムを破壊す
るほど勢いのあるローカル・カルチャーの側から、英語圏文学を学び直してみよう。文学は世界を変える力がある、どころか、
文学にしか変えられないことがあると、かれらは教えてくれる。研究対象を模索している・視野を広げたい・具体的で生命力の
ある物語や声に接したい人に向けた授業。
＊教室での授業を基本とし、3回程度のオンライン授業を予定（授業計画に詳細記載）。
授業の到達目標
幅広く世界各地の英語文化について概要を知り、カウンター・カルチャーとしての英語圏文学の形成史を学ぶ。アフリカ系ク

レオールの口語英語から宗教哲学の論文、現地語のつよい影響を受けた英語による表現など、多彩な英語に触れる。支配・被支
配の二方に単純に分けて考えることのできない、交差し影響し合う接触作用の現場として英語圏をとらえ直し、先住民族、強制
移住者、入植者らの関係性をそれぞれの立場から比較対象し、批判的分析力を育む。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません。
●レポート 30％ 正確な引用、英文理解力、テキストに基づいた解釈を、自分のことばで展開する努力を評価します。
●平常点 70％ 授業中パフォーマンス（質疑応答、訳読（翻訳実践）の内容、コメント）
●その他 0％ その他の評価方法はありません。
備考・関連ＵＲＬ
授業は基本的に対面授業を予定していますが、オンライン（動画配信）授業の指定をした日以外に万一特殊な事態が発生した

場合は可能な範囲でオンラインに切り替える可能性があります。
その場合 Waseda moodle のアナウンスメント機能等でお知らせをしますので、お知らせにはつねに注意してください。
オンライン授業で必要なURL等の情報は授業開始までにやはりアナウンスメント機能等で通知します。

科 目 名 英米文学特殊研究9 英語圏文学研究のためのラテンアメリカ文学概要とトランスレーション・スタディーズ

担当者名 アスアヘアラモ マヌエル
英文学コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では、英語圏文学に最も影響を与えた20世紀のラテンアメリカ文学者たち（ホルヘ・ルイス・ボルヘスとガブリエル・

ガルシア＝マルケスなど）の作品を読みながら、21世紀初頭から再興している世界文学研究とトランスレーション・スタディー
ズの論考も読んでいきます。
本授業は複数の軸（loci）を中心に進みます。それぞれのlocusにおいて、一人の文学者を中心に置きながら、その文学の精

読に有力な手助けを提供してくれるいくつか先行研究、または英語圏文学の作品と合わせて読みます。その作業を行うことによ
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って、たとえば、ボルヘスの英語圏文学観だけではなく、J.M.Coetzee, V.S. Naipaul, Salman Rushdieについても学ぶこと
になり、国際的な文学の読みのネットワークをより可視化する。
授業の到達目標
① 現代ラテンアメリカ文学・文化に親しみ、20世紀の世界文学の流れの中に位置づけできるようにする。
② 世界文学研究の代表的な論考と研究書にアプローチし、その系譜を把握できるようにする。修士論文ないし博士論文での

的確な応用ができるようになる。
③ 英語で書かれた高度な文学理論の精読スキルを向上させる。時代別のアカデミック特有のレトリックについて学ぶ。アメ

リカのアカデミア特有の文化についても学ぶ。
④ これからの先行研究読書のロードマップの成立にもつながる。
成績評価方法
レポート: 30％ 学期末レポート
発表： 30％ ご自分の研究対象や関心領域について、本授業で扱う文学理論を応用した観点から考察するプレ

ゼン。
翻訳課題 15 ％ 本授業で扱う論考の一部を英語から試訳
平常点評価: 25％ リアクション・ディスカッション、議論への積極的参加などによる
備考・関連ＵＲＬ
授業は主に日本語で行いますが、リーディングは基本的に英語で行います。スペイン語やポルトガル語の知識は不要。

科 目 名 英米文学特殊研究10 英語圏文学研究のためのラテンアメリカ文学概要とトランスレーション・スタディーズ 2。

担当者名 アスアヘアラモ マヌエル
英文学コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
秋学期は、春学期に引き続いて、本授業では、20世紀後半の英語圏文学に最も影響を与えた20世紀のラテンアメリカ文学者

たち（フリオ・コルタサル、イサベル・アジェンデ、ロベルト・ボラーニョなど）の作品を読みながら、21世紀初頭から再興
している世界文学研究とトランスレーション・スタディーズの論考も読んでいきます。
さらに、ロベルト・ボラーニョの未邦訳の作品Amuletを読みます。
本授業は複数の軸（loci）を中心に進みます。それぞれのlocusにおいて、一人の文学者を中心に置きながら、その文学の精

読に有力な手助けを提供してくれるいくつか先行研究、または英語圏文学の作品と合わせて読みます。その作業を行うことによ
って、たとえば、コルタサルによるエドガー・アラン・ポーのスペイン語訳などだけではなく、イギリスで撮影されたコルタサ
ルの短編作品の映画化についても学ぶことになり、国際的な文学の読みのネットワークをより可視化する。
授業の到達目標
① 現代ラテンアメリカ文学・文化に親しみ、20世紀の世界文学の流れの中に位置づけできるようにする。
② 世界文学研究の代表的な論考と研究書にアプローチし、その系譜を把握できるようにする。修士論文ないし博士論文での

的確な応用ができるようになる。
③ 英語で書かれた高度な文学理論の精読スキルを向上させる。時代別のアカデミック特有のレトリックについて学ぶ。アメ

リカのアカデミア特有の文化についても学ぶ。
④ これからの先行研究読書のロードマップの成立にもつながる。
成績評価方法
レポート: 30％ 学期末レポート
発表： 30％ ご自分の研究対象や関心領域について、本授業で扱う文学理論を応用した観点から考察するプレ

ゼン。
翻訳課題 15 ％ 本授業で扱う論考の一部を英語から試訳
平常点評価: 25％ リアクション・ディスカッション、議論への積極的参加などによる
備考・関連ＵＲＬ
授業は主に日本語で行いますが、リーディングは基本的に英語で行います。スペイン語やポルトガル語の知識は不要です。

科 目 名 英語学特殊研究1 Second Language Acquisition

担当者名 博士(言語学)ジョージタウン大 笹山 尚子
英文学コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course surveys current research and issues in Second Language Acquisition (SLA). Topics covered in the

course include first language acquisition, bilingualism, individual differences, acquisition of different aspects of a
second language (L2), conditions for successful L2 acquisition, and L2 teaching. The content of the course will
be tailored to the needs and interests of the students enrolled. Classes will be conducted in English.

By default, this course will meet face-to-face, but there are several sessions that will take place
asynchronously using Moodle (see the schedule below).
授業の到達目標
Students will be able to:
• Demonstrate their understanding of concepts and principles of SLA.
• Participate in and lead discussions on topics related to SLA.
• Apply SLA ideas to their own research and practice.
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 30％ Reaction paper (30%): Each student will write a reaction to a journal article on a SLA-related
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topic of their choice.
●平常点 30％ Participation (30%): Students are expected to actively participate in and contribute to class
discussions and other activities.
●その他 40％ Presentation (40%): Each student will summarize a journal article on a SLA-related topic of
their choice and facilitate a class discussion. Note that depending on the number of students enrolled in the
course, students may be required to give a presentation twice during the semester.

科 目 名 英語学特殊研究2 Task-Based Language Teaching

担当者名 博士(言語学)ジョージタウン大 笹山 尚子
英文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course is designed for students who are interested in doing research in the area of Task-Based Language

Teaching (TBLT) and/or who wish to apply TBLT principles to their own teaching practice. The content of the
course will be tailored to the needs and interests of the students enrolled. Classes will be conducted in English.

It is recommended that students take “Second Language Acquisition (英語学特殊研究1)” PRIOR TO taking this
course as it provides a critical foundation to this course.

By default, this course will meet face-to-face, but there may be sessions that will take place online, using
Zoom.
授業の到達目標
Students will be able to:
• Demonstrate their understanding of concepts and principles of TBLT.
• Participate in and lead discussions on topics related to TBLT.
• Apply TBLT ideas to their own research and practice.
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 30％ Report (30%): Each student will write a report, demonstrating their learning in the course.
This report can be one of the following: (a) a literature review of a topic related to TBLT, (b) a TBLT research plan,
or (c) an essay on how TBLT concepts can be applied to a specific teaching context.
●平常点 30％ Participation (30%): Students are expected to actively participate in and contribute to class
discussions and other activities.
●その他 40％ Presentation (40%): Each student will summarize a journal article on a TBLT-related topic of
their choice and facilitate a class discussion. Note that depending on the number of students enrolled in the
course, students may be required to give a presentation twice during the semester.

科 目 名 英米文学演習1-1 テクスト精読

担当者名 栩木 伸明
英文学コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この演習では毎学期、文学テクストの精読をおこなっている。今学期はW. B. Yeatsの初期から中期の詩を重点的に読む。
授業の到達目標
この演習では受講者に口頭発表をしてもらう。受講者には、英語の注釈や研究書を参考にしながら詩の一字一句をごまかさず

にしっかり読むことが要求される。また、文学テクストをさまざまなコンテクストにつなぐスキルを磨くこともめざしてもらう。
成績評価方法
授業における発表（70%）と積極的な授業参加度（30%）で評価する。

科 目 名 英米文学演習1-2 テクスト精読

担当者名 栩木 伸明
英文学コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この演習では毎学期、文学テクストの精読をおこなっている。今学期は今学期はW. B. Yeatsの中期から後期の詩を重点的に

読む。
授業の到達目標
この演習では受講者に毎回口頭発表をしてもらう。受講者には、英語の注釈や研究書を参考にしながら詩の一字一句をごまか

さずにしっかり読むことが要求される。また、文学テクストをさまざまなコンテクストにつなぐスキルを磨くこともめざしても
らう。
成績評価方法
授業における発表（70%）と積極的な授業参加度（30%）で評価する。
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科 目 名 英米文学演習2-1 シェイクスピアの劇を読む

担当者名 冬木 ひろみ
英文学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本年前半は、シェイクスピアの歴史劇King Richard IIIを読むことにしたい。この劇はHenry VI 3部作の完結作として位置付

けられるが、歴史劇としては主役であるRichardの存在が大きく、独白も含め、人物像が際立っている。それゆえに時折悪人が
主人公である悲劇Macbethとの比較もなされるが、歴史劇と悲劇を分かつ点はどういったところかについても議論してゆきた
いと思っている。実際、First QuartoではThe Tragedy of Richard IIIとなっており、Folioでは歴史劇に分類されている点も当
時からのジャンルの揺らぎを示している。材源としてHolinshedなのかThomasMoreの歴史の記述（Edward Hallが使ったも
の）なのかなどについても確認したいと思う。また、Margaretを筆頭に、Henry VIから引き続き登場する女性たちの描き方も
かなりの特色があり、その後の喜劇・悲劇への萌芽を感じさせるところも多い。そうした点から、シェイクスピアの初期の女性
表象としての視点も重要になってくると思われる。さまざまな側面からの読みを考えつつ、原文を担当者を決めて読み進めてゆ
くことにしたい。
授業の到達目標
・シェイクスピアのテクストをコンテクストも含め詳細に読み込む力をつける。
・シェイクスピアの「書かれた」テクストと、舞台表象（文化）との融合を試みる。
成績評価方法
積極的な授業参加度（40%）と発表（60%）により評価する。

科 目 名 英米文学演習2-2 シェイクスピアの批評を読む

担当者名 冬木 ひろみ
英文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
今年の後半は、Shakespeare and Reception Theory とShakespeare’s Dialectic of Hope: from the Political to the

Utopian を読んでみたい。Shakespeare and Reception Theoryは受容（audience & readers）の批評理論を歴史的に概観
した論文集であり、そのいくつかを読むことで現代の観客論を再考することにもなろう。Shakespeare’s Dialectic of Hope
はシェイクスピアのいくつかの劇を取り上げ、美学的意識とユートピア的発想がシェイクスピア劇を政治的に読むことを是正す
るものとして有効だとしている。また、シェイクスピア劇が進化する意義についても示唆を与えてくれると思う。どちらも1冊
すべてを読むのではなく、受講生に興味のあるものを選んで読んでゆきたいと思う。なお、受講者の興味と研究方向に応じて、
上記2冊を変える可能性もあるので、始まってから相談したいと思う。なお、授業の過程では、批評書だけでなく、随時、受講
者の論文・発表なども組み入れてゆきたい。
授業の到達目標
・シェイクスピアの受容理論や政治的な解釈をどのように使ってゆくかへの考察を深める。
・シェイクスピア批評の手法を知る。
成績評価方法
積極的な授業参加度（40%）と発表（60%）により評価する。
備考・関連ＵＲＬ
・授業は担当者を事前に決めて、大まかに内容をまとめて読み進めるという形をとりたいと思います。

科 目 名 英米文学演習3-2 アメリカの小説を読み論文執筆を支援する

担当者名 都甲 幸治
英文学コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
毎週学生の書いた論文を読みながら、執筆を支援していく。
授業の到達目標
アメリカ文学作品についての論文を書けるようになる。
成績評価方法
平常点100%（積極的な授業参加度）

科 目 名 英米文学演習4-1 Moby-Dickを読む

担当者名 堀内 正規
英文学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Herman MelvilleのMoby-Dickを一学期で読み切ります。
授業の到達目標
19世紀アメリカを代表する詩を読み、読解力を養いつつ、アメリカ文学の諸問題について理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 発表と発言。
●その他 0％ なし。
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科 目 名 英米文学演習4-2 Mary OliverとMark Dotyの詩を読む

担当者名 堀内 正規
英文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この演習ではMary Oliverの代表的詩集American Primitive (1983)とMark Dotyのやはり代表作であるMy Alexandria

(1993)の2冊の現代アメリカの詩集を通して読みます。
この2人に特別なつながりはなく、一方がlesbian、一方がgayであるということもある意味で偶然であり、担当教員（堀内）

が好きな詩人（詩集）だからというだけにすぎません。

American Primitiveはピュリッツァー賞を受賞し、My AlexandriaはLos Angeles Times Book Award, National Book
Critics Award, T. S. Eliot Prizeなどを受賞したという意味で、評価の高い詩集であることは確かです。

前者は自然と人間（自己の主観）との関係をvisionaryに描きThoreau以来とも言えるアメリカ文学の自然観を現代にリニュー
アルしたような特徴があり、後者は、エイズ禍の時代の喪失と世界の在りように対して、抒情的に息を整えようとする繊細な性
質があります。すばらしいアメリカ詩の言葉に触れてもらいたいと思います。
授業の到達目標
20世紀（現代）の代表的なアメリカ詩人の詩を読み、close readingを通じて微妙なニュアンスをキャッチする読解力をつ

けるとともに、アメリカ文学の諸問題について理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 発表と発言。
●その他 0％ なし。

科 目 名 英米文学演習5-1 Utopia in Post-WWII American Literature I

担当者名 Ph.D. University of Rochester チャン エドワード ケイ
英文学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course will explore the utopian novel in American literature after the end of WWII. Across the spring and fall

semesters, representative authors include B. F. Skinner, Dorothy Bryant, Ursula K. Le Guin, Marge Piercy, Samuel
Delany, Octavia Butler, and Kim Stanley Robinson. We will consider authors such as these and their works in
relation to aesthetics, genre, critical theory, and other issues as proposed by students. Students are required to
purchase the texts (print or electronic). The course will be conducted entirely in English. NOTE: You will need to
read chapters 1-14 of B. F. Skinner ’s Walden Two BEFORE the first day of class. Depending on how the
COVID-19 situation develops, we may use Zoom during the assigned class period, so you will need to have
access to a computer and the Internet during these times. Instructions will be posted on Waseda Moodle. If you
think you might have problems with access to the Internet, let me know.
授業の到達目標
Students will learn in-depth literary analysis within cultural and historical context. Students will also develop

their English-language reading, writing, listening, and discussion skills for the graduate level.
成績評価方法
(subject to change)

Final paper: 50%
Participation: 50%
備考・関連ＵＲＬ
NOTE: You will need to read chapters 1-14 of B. F. Skinner’s Walden Two BEFORE the first day of class. In terms

of class delivery method, we will respond flexibly according to the Covid situation.

科 目 名 英米文学演習6-1 アメリカのモダニズム詩を精読する

担当者名 山内 功一郎
英文学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
アメリカのモダニズム詩人による作品を精読し、アメリカ現代詩に関する理解を深める。大きな流れとしてはモダニズムを代

表するPound, Williams等を経て、Robert Duncan を始めとする後続世代の詩人の作品分析へと読み進める予定である。毎回
受講者の担当を分担して各詩篇を原文で精読する。受講者による原文の音読、和訳と解釈をもとに作品の鑑賞を行う。
授業で扱う詩作品は指定するが、履修者のアイデアも積極的に取り入れながら選定する。
授業の到達目標
・英語の原典を正確に読解する能力を身に着けること。
・英文の批評を原文で読み解き、作品解釈に役立てる力を習得すること。
・オリジナルな解釈を確立し、それを効果的に表現する文章能力を身に着けること。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 50％ テクストの精読に基づく独自な視点の提示。
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●平常点 50％ 作品理解を深めるために有効な発表と発言。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
＊基本的に英語の詩やエッセイを原文で読解する授業です。日本語訳や要約などにも取り組んでもらいます。
＊この授業は対面で実施します。ただしコロナウィルス感染状況に応じて実施方法を変更する場合もありうるので、アナウン

スメントに注意してください。

科 目 名 英米文学演習6-2 Hirshfield, Snyder とアメリカ詩

担当者名 山内 功一郎
英文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業ではアメリカの詩人Jane Hirshfield (b. 1953）とその他のアメリカ詩人たちによる作品を原文で精読する。

Hirshfield は Gary Snyder (b. 1930) の後続世代に属する女性詩人であり、Snyderと共にカリフォルニア詩を代表する存在
に数えられている。SnyderとHirshfieldは共に日本文学の伝統に精通した詩人たちでもあるので、彼らの作品分析を軸とする
ことにより、アメリカ詩と東洋文化・思想の交流についても把握していくことになるだろう。そのためにも、この授業ではあく
までも丁寧に原文精読を行いたいと考えている。主としてSnyder, Hirshfieldや彼らと関係の深い詩人による詩作品を精読する
が、詩人によるエッセイや批評家による分析も扱う。授業で扱う詩人や詩作品は指定するが、履修者のアイデアも積極的に取り
入れる。 授業では、担当を決め、発表形式で原文の読解を進める。受講者の音読、和訳と解釈をもとに作品の鑑賞を行う予定
である。
授業の到達目標
・英語の原典を正確に読解する能力を身に着けること。
・英文の批評を原文で読み解き、作品解釈に役立てる力を習得すること。
・オリジナルな解釈を確立し、それを効果的に表現する文章能力を身に着けること。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 50％ テクストの精読に基づく独自な視点の提示。
●平常点 50％ 作品理解を深めるために有効な発表と発言。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
＊基本的に英語の詩やエッセイを原文で読解する授業です。日本語訳や要約などにも取り組んでもらいます。
＊この授業は対面で実施します。ただしコロナウィルス感染状況に応じて実施方法を変更する場合もありうるので、アナウン

スメントに注意してください。

科 目 名 英米文学演習7-1
担当者名 皆本 智美
英文学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ヴィクトリア朝小説についての理解を深め、小説研究の方法を修得する。
授業の到達目標
ヴィクトリア朝小説理解に必要なテクストの精読を通して小説分析方法の基礎を学び、授業計画の各回キーワードに挙げた項

目に留意しながら小説分析を実践することによって、ヴィクトリア朝小説についての考察を深める。
成績評価方法
●試験 0％ 0%
●レポート 30％ 授業中にレポート課題を指示し、授業内容の理解度を中心に評価する。
●平常点 70％ 発表をはじめとする授業への積極的な参加。
●その他 0％ 0%
備考・関連ＵＲＬ
対面授業を予定しているが、詳細は授業中にアナウンスする。「授業計画」で記した各項目は、扱うテクストや授業進度によっ

て変更が加えられたり順序が前後したりする場合がある。

科 目 名 英米文学演習7-2
担当者名 皆本 智美
英文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
18, 19世紀の小説やそれらに関する文献を精読し、当時の社会事情や小説のジャンル等についての知識を整理しながら、小

説についての考察を深化させる。
授業の到達目標
18, 19世紀小説についての理解を深め、小説研究の方法を修得する。
成績評価方法
●試験 0％ 0%
●レポート 30％ 授業中にレポート課題を指示し、授業内容の理解度を中心に評価する。
●平常点 70％ 発表をはじめとする授業への積極的な参加。
●その他 0％ 0%
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備考・関連ＵＲＬ
対面授業実施を予定しているが、詳細は授業中にアナウンスする。「授業計画」で記した各項目は、扱うテクストや授業進度

によって変更が加えられたり順序が前後したりする場合がある。

科 目 名 英米文学演習8-1 20世紀イギリスにおける文学・社会・Englishness (1)

担当者名 渡辺 愛子
英文学コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
20世紀のイギリスにおいて、文学は、ジャンルだけではなく解釈の仕方から作者や読者のあり方にいたるまで、多様な変容

を遂げた。とくに近年、モダニズム研究における閉塞感を反映してか、イギリスではミドルブラウ文学に関する注目が高まり、
資本主義社会における文学作品の消費のされ方や、映像メディアへの翻案といった広い意味での「文化の研究」へと広がってき
ている。しかし、そうした変化のなかにも、変わらぬ「イギリスらしさ」をあらわすなにかが通底しているのではないだろうか。
そこで本授業では、J.B. Priestleyやdu Maurierらに代表される20世紀前半のミドルブラウ文学作品の隆盛やそれを可能にし
た当時の社会に関する評論を読みながら、ミドルブラウという概念を ’Englishness’ という観点から読み解いていきたい。さ
らに、文学生産をめぐる出版事情や読者からの応答など、個々の社会事象とミドルブラウとの関係にも目を向けながら、20世
紀イギリス社会の重層性をとらえていきたい。
授業の到達目標
20世紀イギリス社会について知るとともに、この国の文学的・文化的可能性について考察する。
成績評価方法
平常点（発表と主体的（積極的）な授業参加度による）

科 目 名 英米文学演習8-2 20世紀イギリスにおける文学・社会・Englishness (2)

担当者名 渡辺 愛子
英文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
前期と同様の視点から、20世紀イギリス社会に関する文学・文化評論を読んでいく。第2回～第14回までに参照する論文の

キーワードを挙げておくので、履修生はこれに関連した論文を検索して決定し、読み進める。
授業の到達目標
20世紀イギリス社会について知るとともに、この国の文学的・文化的可能性について考察する。
成績評価方法
平常点（発表と主体的（積極的）な授業参加度による）

科 目 名 英米文学演習9-1 現代イギリス小説／演劇研究

担当者名 小田島 恒志
英文学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代イギリス小説または演劇のテクストを読む。今年度はMark St. Germain の FREUD’S LAST SESSION を読む。
授業の到達目標
テクストの正しい読解力を身に付け文化背景への理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 20％ レポート、というより、平常の提出文書
●平常点 80％ 担当箇所の発表及びactivity。
●その他 0％ なし

科 目 名 英米文学演習9-2 現代イギリス小説／演劇研究

担当者名 小田島 恒志
英文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代イギリス小説または演劇のテクストを読む。今年度はTom Stoppard の THE REAL THING を読む。
授業の到達目標
テクストの正しい読解力を身に付け文化背景への理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 20％ レポート、というより、平常の提出文書
●平常点 80％ 担当箇所の発表及びactivity。
●その他 0％ なし

英
文
学
コ
ー
ス

― 146 ―



科 目 名 英米文学演習10-1 宗教(の世俗化)と近現代英米文學（その1）

担当者名 岡田 俊之輔
英文学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
宗教(の世俗化)と近現代英米文學に關はる諸問題を考へる。今期はGeorge Steiner, Nostalgia for the Absolute (1974)

を讀む。
授業の到達目標
英文を正確に讀解き、テーマに對する理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 總合的に評價する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
以下で放送時の音聲が聽取可能。https://www.cbc.ca/radio/ideas/the-1974-cbc-massey-lectures-nostal-

gia-for-the-absolute-1.2946821

科 目 名 英米文学演習10-2 宗教(の世俗化)と近現代英米文學（その2）

担当者名 岡田 俊之輔
英文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
宗教(の世俗化)と近現代英米文學に關はる諸問題を考へる。
今期は T. S. Eliot,‘Revelation’(1937)；‘Catholicism and International Order’(1933) を讀む。
授業の到達目標
英文を正確に讀取り、テーマに對する理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 總合的に評價する。
●その他 0％

科 目 名 英語学演習1-1 English language education: Connecting theory and practice 1

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
英文学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
The aim of this seminar is to deepen knowledge in one or more of the following areas: English language

pedagogy, second language acquisition (SLA ), and teacher development Specific texts will be decided in
consultation with students and in consideration of their needs and research interests. Through participation in
this course, it is hoped that students will develop a foundational awareness of theory and research together with
an understanding of how they connect to classroom practice. The seminar will be particularly appropriate for
students interested in careers in the educational field after graduation, and for in-service teachers wishing to
deepen their knowledge of the above issues.
授業の到達目標
Students will have a sufficient knowledge of the existing theory and research to able to plan and execute

research for a master’s thesis.
成績評価方法
Participation: Online and in-class.... 50%
Research paper and presentation...50%
備考・関連ＵＲＬ
The course will consist of both online materials and in-class discussions.

科 目 名 英語学演習1-2 English language education: Connecting theory and practice 2

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
英文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
The aim of this seminar is to deepen knowledge in one or more of the following areas: English language

pedagogy, second language acquisition (SLA ), and teacher development Specific texts will be decided in
consultation with students and in consideration of their needs and research interests. This course will build on
some of the themes explored in " English language education: Connecting theory and practice 1" allowing
students to look more deeply at the connections between theory and classroom practice. The seminar will be
particularly appropriate for students interested in careers in the educational field after graduation, and for
in-service teachers wishing to deepen their knowledge of the above issues.
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授業の到達目標
Students will have a sufficient knowledge of the existing theory and research to able to plan and execute

research for a master’s thesis and to consider presenting their research to a wider audience.
成績評価方法
Participation: Online and in-class.... 50%
Research paper and presentation...50%
備考・関連ＵＲＬ
The course will consist of both online materials and in-class discussions.

科 目 名 英語学演習2-1 The Ideas of English in JAPAN

担当者名 博士(教育学)ICU ホサイン タニア
英文学コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
With the development of technology, communication, and transportation, the present world can be considered

as a global community. Like many other countries of the world, Japan has also responded to the need ’s
globalization, and at the same time, it gives importance to preserving the national identity. This country has a big
impact on the global economy. And the term globalization is directly related to language and education policies.
Because of this globalization and economic development, many foreigners became interested in Japan ’s
education, and many Japanese became interested in the foreign country ’s educational system. This course
examines how English is conceptualized as a global language in Japan and considers how the resultant language
ideologies ‒ drawn in part from universal discourses; in part from context-specific trends in social history ‒inform
the relationships people in Japan have towards the language. The course analyses the specific nature of the
language’s symbolic meaning in Japan and how this meaning is expressed and negotiated in society. It also
discusses how the ideologies of English in Japanmight have implications for themore general concept of ’English
as a global language.
授業の到達目標

The focus of this seminar will be The Ideas of English Education in Japan. It will examine the impact of
globalization in the educational systems of Japan, Japan’s internationalization, and the role of English.
We will read three articles from which we have a glimpse of English Education in Japan. These articles will help

us understand globalization’s demands and the need to preserve national identities. Sometimes English is linked
with anti-Western cultural identities, sometimes with global capitalism and individual opportunity.
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
Participation: Online and in-class.... 50%
Research paper and presentation...50%

科 目 名 英語学演習2-2 English Education in Japan

担当者名 博士(教育学)ICU ホサイン タニア
英文学コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
With thedevelopment of technology, communication, and transportation, the present worldcan be considered a

global community. Like many other countries of theworld, Japan has also responded to the need’s globalization,
and at the sametime, it gives importance to preserving the national identity. This country hasa big impact on the
global economy. And the term globalization is directlyrelated to language and education policies. Because of this
globalization and economicdevelopment, many foreigners became interested in Japan ’s education, and
manyJapanese became interested in the foreign country ’s educational system. This Course examines how
English is conceptualized as aglobal language in Japan and considers how the resultant language ideologies
‒drawn in part from universal discourses and context-specific trendsin social history ‒inform the relationships
people in Japan have towards thelanguage. The course analyses the specific nature of the language ’s
symbolicmeaning in Japan and how this meaning is expressed and negotiated in society.It also discusses how
the ideologies of English in Japan might haveimplications for the more general concept of ’English as a global
language.
授業の到達目標
The focus of this seminar will be The Ideas of English Education in Japan. It will examine the impact of

globalization in the educational systems of Japan, Japan’s internationalization, and the role of English.
We will read three articles from which we have a glimpse of English Education in Japan. These articles will help

us to understand the demands of globalization and the need to preserve national identities. Sometimes English is
linked with anti-Western cultural identities, sometimes with global capitalism and individual opportunity.
成績評価方法
Group presentation …… 20
In-class writing …… 30
Long paper …… 40
Portfolio, home work, participation …… 10
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科 目 名 英米文学研究指導1-1 M アイルランド文学

担当者名 栩木 伸明
英文学コース ― 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成を到達目標として、指導を進める。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導1-2 M アイルランド文学

担当者名 栩木 伸明
英文学コース ― 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成を到達目標として、指導を進める。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導2-1 M シェイクスピアのテクストと批評を読む

担当者名 冬木 ひろみ
英文学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生諸君が修士論文および学会発表用草稿の作成に際してぶつかるさまざまな問題の相談に乗り、ともに考える。必要に応じ

て草稿の添削をする。ほかに学生諸君の研究生活一般に関する相談にも乗る。
授業の到達目標
修士論文への準備。可能な限りの専門書・テクストをきちんと読んでゆく。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導2-2 M シェイクスピアのテクストと批評を読む

担当者名 冬木 ひろみ
英文学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生諸君が修士論文および学会発表用草稿の作成に際してぶつかるさまざまな問題の相談に乗り、ともに考える。必要に応じ

て草稿の添削をする。ほかに学生諸君の研究生活一般に関する相談にも乗る。
授業の到達目標
修士論文の完成。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導3-2 M アメリカ文学

担当者名 都甲 幸治
英文学コース ― 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
添削や議論を通じて論文執筆を支援する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 英米文学研究指導4-1 M アメリカ文学

担当者名 堀内 正規
英文学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生の発表の仕方の指導。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導4-2 M アメリカ文学

担当者名 堀内 正規
英文学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生の発表の仕方の指導。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導5-1 M American Literature and Critical Theory

担当者名 Ph.D. University of Rochester チャン エドワード ケイ
英文学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course will focus on students’ research and writing. The content of the course will be tailored to students’

interests in American literature. Students will report on their ongoing research throughout the semester.
授業の到達目標
Students will develop their skills doing research and writing related to literary studies, as well as

English-language ability.
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

Participation: 100%
備考・関連ＵＲＬ
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。
In terms of class delivery method, we will respond flexibly according to the Covid situation.

科 目 名 英米文学研究指導6-1 M アメリカ詩

担当者名 山内 功一郎
英文学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生の発表の仕方の指導。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
＊この授業は実施時間帯が固定されるので注意してください。履修者の皆さんには、毎週所定の時間帯に授業に参加してもら

います。
＊この授業は対面を基本とし、一部オンライン（Zoom等）で実施する予定です。ただしコロナウィルス感染状況に応じて実

施方法を変更する場合もありうるので、アナウンスメントに注意してください。

科 目 名 英米文学研究指導6-2 M アメリカ詩

担当者名 山内 功一郎
英文学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生の発表の仕方の指導。
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授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
＊この授業は実施時間帯が固定されるので注意してください。履修者の皆さんには、毎週所定の時間帯に授業に参加してもら

います。
＊この授業は対面を基本とし、一部オンライン（Zoom等）で実施する予定です。ただしコロナウィルス感染状況に応じて実

施方法を変更する場合もありうるので、アナウンスメントに注意してください。

科 目 名 英米文学研究指導7-1 M イギリス小説

担当者名 皆本 智美
英文学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
文学研究上、必要なテクストを読解する。論文執筆や発表草稿作成を指導する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。小説読解に必要な文学理論や時代についての理解を深める。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
対面授業を予定しているが、詳細は授業中にアナウンスする。

科 目 名 英米文学研究指導7-2 M イギリス小説

担当者名 皆本 智美
英文学コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
文学研究上、必要なテクストを読解する。論文執筆や発表草稿作成を指導する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。小説読解に必要な文学理論や時代についての理解を深める。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
受講者数によって授業実施形式を決定する。詳細は授業中にアナウンスする。

科 目 名 英米文学研究指導8-1 M イギリス小説・文化理論

担当者名 渡辺 愛子
英文学コース ― 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
添削や議論を通じて論文執筆を支援する。英米の文学テクストの講読も行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導8-2 M イギリス小説・文化理論

担当者名 渡辺 愛子
英文学コース ― 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
添削や議論を通じて論文執筆を支援する。英米の文学テクストの講読も行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 英米文学研究指導9-1 M 現代イギリス小説・現代イギリス演劇

担当者名 小田島 恒志
英文学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆に向けて研究指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導9-2 M 現代イギリス小説・現代イギリス演劇

担当者名 小田島 恒志
英文学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆に向けて研究指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導10-1 M 近現代英米文學

担当者名 岡田 俊之輔
英文学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の執筆に必要とされる文章指導と文獻講讀。
授業の到達目標
修士論文の完成。
成績評価方法
研究指導の成績評價については、その成績をPQの二級に分ち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指導

を受ける事を以てP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導10-2 M 近現代英米文學

担当者名 岡田 俊之輔
英文学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の執筆に必要とされる文章指導と文獻講讀。
授業の到達目標
修士論文の完成。
成績評価方法
研究指導の成績評價については、その成績をPQの二級に分ち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指導

を受ける事を以てP（合格）とする。

科 目 名 英語学研究指導1-1 M Second language acquisition and foreign language education

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
英文学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
The aim of this course is to deepen knowledge in areas relating to English language pedagogy, second

language acquisition (SLA), language policy, and cultural aspects of language teaching and learning. Specific
topics and texts will be decided in consultation with students. Students will be required to summarize and present
material that they have read each week and take turns leading the discussion. Students will write mid-term
reviews of the relevant literature on chosen topics and a final semester report. Reports will also be presented
orally. The seminar will be particularly appropriate for students interested in careers in the educational field after
graduation, and for in-service teachers wishing to deepen their knowledge of the above issues.
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 英語学研究指導1-2 M Second language acquisition and foreign language education

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
英文学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
The aim of this course is to deepen knowledge in areas relating to English language pedagogy, second

language acquisition (SLA), language policy, and cultural aspects of language teaching and learning. Specific
topics and texts will be decided in consultation with students. Students will be required to summarize and present
material that they have read each week and take turns leading the discussion. Students will write mid-term
reviews of the relevant literature on chosen topics and a final semester report. Reports will also be presented
orally. The seminar will be particularly appropriate for students interested in careers in the educational field after
graduation, and for in-service teachers wishing to deepen their knowledge of the above issues.
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英語学研究指導2-1 M The Ideas of English in JAPAN

担当者名 博士(教育学)ICU ホサイン タニア
英文学コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
With the development of technology, communication, and transportation, the present world can be considered

as a global community. Like many other countries of the world, Japan has also responded to the need ’s
globalization, and at the same time, it gives importance to preserving the national identity. This country has a big
impact on the global economy. And the term globalization is directly related to language and education policies.
Because of this globalization and economic development, many foreigners became interested in Japan ’s
education, and many Japanese became interested in the foreign country ’s educational system. This course
examines how English is conceptualized as a global language in Japan and considers how the resultant language
ideologies ‒ drawn in part from universal discourses; in part from context-specific trends in social history ‒inform
the relationships people in Japan have towards the language. The course analyses the specific nature of the
language’s symbolic meaning in Japan and how this meaning is expressed and negotiated in society. It also
discusses how the ideologies of English in Japanmight have implications for themore general concept of ’English
as a global language.
授業の到達目標

The focus of this seminar will be The Ideas of English Education in Japan. It will examine the impact of
globalization in the educational systems of Japan, Japan’s internationalization, and the role of English.
We will read three articles from which we have a glimpse of English Education in Japan. These articles will help

us understand globalization’s demands and the need to preserve national identities. Sometimes English is linked
with anti-Western cultural identities, sometimes with global capitalism and individual opportunity.
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
Participation: Online and in-class.... 50%
Research paper and presentation...50%

科 目 名 英語学研究指導2-2 M English Education in Japan

担当者名 博士(教育学)ICU ホサイン タニア
英文学コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
With thedevelopment of technology, communication, and transportation, the present worldcan be considered a

global community. Like many other countries of theworld, Japan has also responded to the need’s globalization,
and at the sametime, it gives importance to preserving the national identity. This country hasa big impact on the
global economy. And the term globalization is directlyrelated to language and education policies. Because of this
globalization and economicdevelopment, many foreigners became interested in Japan ’s education, and
manyJapanese became interested in the foreign country ’s educational system. This Course examines how
English is conceptualized as aglobal language in Japan and considers how the resultant language ideologies
‒drawn in part from universal discourses and context-specific trendsin social history ‒inform the relationships
people in Japan have towards thelanguage. The course analyses the specific nature of the language ’s
symbolicmeaning in Japan and how this meaning is expressed and negotiated in society.It also discusses how
the ideologies of English in Japan might haveimplications for the more general concept of ’English as a global
language.
授業の到達目標
The focus of this seminar will be The Ideas of English Education in Japan. It will examine the impact of

globalization in the educational systems of Japan, Japan’s internationalization, and the role of English.
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We will read three articles from which we have a glimpse of English Education in Japan. These articles will help
us to understand the demands of globalization and the need to preserve national identities. Sometimes English is
linked with anti-Western cultural identities, sometimes with global capitalism and individual opportunity.
成績評価方法
Group presentation …… 20
In-class writing …… 30
Long paper …… 40
Portfolio, home work, participation …… 10

科 目 名 英米文学研究指導1-1 D アイルランド文学

担当者名 栩木 伸明
英文学コース ― 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。それに基づき、指導を進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導1-2 D アイルランド文学

担当者名 栩木 伸明
英文学コース ― 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。それに基づき、指導を進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導2-1 D シェイクスピアと16・17世紀イギリス演劇

担当者名 冬木 ひろみ
英文学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生諸君が博士論文および学会発表用草稿の作成に際してぶつかるさまざまな問題の相談に乗り、ともに考える。必要に応じ

て草稿の添削をする。ほかに学生諸君の研究生活一般に関する相談にも乗る。
授業の到達目標
博士論文の完成および所属する学会での発表・論文の投稿。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導2-2 D シェイクスピアと16・17世紀イギリス演劇／シェイクスピアの翻訳

担当者名 冬木 ひろみ
英文学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生諸君が博士論文および学会発表用草稿の作成に際してぶつかるさまざまな問題の相談に乗り、ともに考える。必要に応じ

て草稿の添削をする。ほかに学生諸君の研究生活一般に関する相談にも乗る。
授業の到達目標
博士論文の完成および所属する学会での発表と論文の投稿。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導3-2 D アメリカ文学

担当者名 都甲 幸治
英文学コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
添削や議論を通じて論文執筆を支援する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導4-1 D アメリカ文学

担当者名 堀内 正規
英文学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
個々の学生の研究の進展に合わせた論文指導。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導4-2 D アメリカ文学

担当者名 堀内 正規
英文学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
個々の学生の研究の進展に合わせた論文指導。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導5-1 D American Literature and Critical Theory

担当者名 Ph.D. University of Rochester チャン エドワード ケイ
英文学コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。それに基づき、指導を進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
In terms of class delivery method, we will respond flexibly according to the Covid situation.

科 目 名 英米文学研究指導6-1 D アメリカ詩

担当者名 山内 功一郎
英文学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
個々の学生の研究の進展に合わせた論文指導。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
＊この授業は実施時間帯が固定されるので注意してください。履修者の皆さんには、毎週所定の時間帯に授業に参加してもら

います。
＊この授業は対面を基本とし、一部オンライン（Zoom等）で実施する予定です。ただしコロナウィルス感染状況に応じて実

施方法を変更する場合もありうるので、アナウンスメントに注意してください。

科 目 名 英米文学研究指導6-2 D アメリカ詩

担当者名 山内 功一郎
英文学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
個々の学生の研究の進展に合わせた論文指導。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
＊この授業は実施時間帯が固定されるので注意してください。履修者の皆さんには、毎週所定の時間帯に授業に参加してもら

います。
＊この授業は対面を基本とし、一部オンライン（Zoom等）で実施する予定です。ただしコロナウィルス感染状況に応じて実

施方法を変更する場合もありうるので、アナウンスメントに注意してください。

科 目 名 英米文学研究指導7-1 D イギリス小説

担当者名 皆本 智美
英文学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
論文執筆や研究発表草稿作成の指導を行う。文学研究上、必要なテクストを読解する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導7-2 D イギリス小説

担当者名 皆本 智美
英文学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
論文執筆や研究発表草稿作成の指導を行う。文学研究上、必要なテクストを読解する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。小説読解に必要な文学理論や時代についての理解を深める。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
対面授業を予定しているが、詳細は授業中にアナウンスする。

科 目 名 英米文学研究指導8-1 D イギリス小説・文化理論

担当者名 渡辺 愛子
英文学コース ― 春学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
添削や議論を通じて論文執筆を支援する。英米の文学テクストの講読も行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導8-2 D イギリス小説・文化理論

担当者名 渡辺 愛子
英文学コース ― 秋学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
添削や議論を通じて論文執筆を支援する。英米の文学テクストの講読も行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導9-1 D 現代イギリス小説・現代イギリス演劇

担当者名 小田島 恒志
英文学コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文執筆に向けて研究指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導9-2 D 現代イギリス小説・現代イギリス演劇

担当者名 小田島 恒志
英文学コース ― 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文執筆に向けて研究指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導10-1 D 近現代英米文學

担当者名 岡田 俊之輔
英文学コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の執筆に必要とされる文章指導と文獻講讀。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成。
成績評価方法
研究指導の成績評價については、その成績をPQの二級に分ち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指導

を受ける事を以てP（合格）とする。

科 目 名 英米文学研究指導10-2 D 近現代英米文學

担当者名 岡田 俊之輔
英文学コース ― 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の執筆に必要とされる文章指導と文獻講讀。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成。
成績評価方法
研究指導の成績評價については、その成績をPQの二級に分ち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指導

を受ける事を以てP（合格）とする。

科 目 名 英語学研究指導1-1 D Approaches to Language Learning and Teaching

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
英文学コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Research supervision is intended to support and guide the student in conducting original, high-quality research

in areas relating to foreign language learning and teaching.
授業の到達目標
The principal aim is to enable the student to complete a doctoral thesis within the period of study.
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 英語学研究指導1-2 D Approaches to Language Learning and Teaching

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
英文学コース ― 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Research supervision is intended to support and guide the student in conducting original, high-quality research

in areas relating to foreign language learning and teaching.
授業の到達目標
The principal aim is to enable the student to complete a doctoral thesis within the period of study.
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
The course will be a blend of real-time online lectures and online discussion outside class.
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科 目 名 英語学研究指導2-1 D The Ideas of English Education in Japan.

担当者名 博士(教育学)ICU ホサイン タニア
英文学コース ― 春学期 水曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
With the development of technology,communication, and transportation, the present world can be considered

as a globalcommunity. Like many other countries of the world, Japan has also responded tothe need ’s
globalization, and at the same time it gives importance to preserving the national identity. This country has a big
impact on theglobal economy. And the term globalization is directly related to language and education policies.
Because of this globalization and economicdevelopment, many foreigners became interested in Japan ’s
education, and many Japanese became interested in the foreign country ’s educationalsystem. This
Courseexamines how English is conceptualized as a global language inJapan and considers how the resultant
language ideologies ‒ drawn in part fromuniversal discourses; in part from context-specific trends in social
history ‒inform the relationships people in Japan have towards the language. The courseanalyses the specific
nature of the language’s symbolic meaning in Japan andhow this meaning is expressed and negotiated in society.
It also discusses howthe ideologies of English that exist in Japan might have implications for themore general
concept of ’English as a global language
授業の到達目標
The focus of this seminar will be the Ideas of English Education in Japan. It will examine the impact of

globalization in the educational systems of Japan, Japan’s internationalization, and the role of English.
We will read three articles from which we have a glimpse of English Education in Japan. These articles will help

us understand globalization’s demands and the need to preserve national identities. Sometimes English is linked
with anti-Western cultural identities, sometimes with global capitalism and individual opportunity.
成績評価方法
Small presentation …… 20
In-class writing …… 20
Long paper …… 40
Portfolio, homework, participationn …… 20

科 目 名 英語学研究指導2-2 D The Ideas of English Education in Japan

担当者名 博士(教育学)ICU ホサイン タニア
英文学コース ― 秋学期 水曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
With the development of technology, communication, and transportation, the present world can be considered

as a global community. Like many other countries of the world, Japan has also responded to the need ’s
globalization, and at the same time it gives importance to preserving the national identity. This country has a big
impact on the global economy. And the term globalization is directly related to language and education policies.
Because of this globalization and economic development, many foreigners became interested in Japan ’s
education, and many Japanese became interested in the foreign country ’s educational system. This course
examines how English is conceptualized as a global language in Japan and considers how the resultant language
ideologies ‒ drawn in part from universal discourses; in part from context-specific trends in social history ‒inform
the relationships people in Japan have towards the language. The course analyses the specific nature of the
language’s symbolic meaning in Japan and how this meaning is expressed and negotiated in society. It also
discusses how the ideologies of English that exist in Japan might have implications for the more general concept
of ’English as a global language
授業の到達目標
The focus of this seminar will be the Ideas of English Education in Japan. It will examine the impact of

globalization on the educational systems of Japan, Japan’s internationalization, and the role of English.
We will read three articles from which we have a glimpse of English Education in Japan. These articles will help

us understand globalization’s demands and the need to preserve national identities. Sometimes English is linked
with anti-Western cultural identities, sometimes with global capitalism and individual opportunity.
成績評価方法
Presentation =20%
Paper=40%
In-class/take-home exam= 30%
Attendance and class participation=10%
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科 目 名 フランス文学講義1 フランス詩と喪

担当者名 熊谷 謙介
仏語仏文コース ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大切な人を失ったとき、詩人たちはどのように喪の時間を過ごすのか？ そして、もし失われたものが言葉によって蘇るので

あれば、喪こそ文学の始まりと考えられるのではないか？ この授業ではとりわけ亡き妻を連れ戻しに地獄降りをしたオルフェ
ウスの神話に焦点を当てて、現代の詩人にまで反復されるオルフェウス体験に迫りたい。また喪の問題を出発点にして、フラン
ス近現代詩のエッセンスに触れる機会としたい。
授業の到達目標
●フランスを中心とした、喪をテーマとする文学・詩・視覚芸術の特徴を理解する。

●近代詩の特質が理解できる。

●実際にテクストを読解し、分析の技法を身につけることで、学生自身の研究に生かすことができる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 50％ 授業で教えた分析方法を使って、自分で選んだ作品についてレポートを提出し、それを評価する。
●平常点 50％ 作品の読解やコメントなどで積極的に参加していることを評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 フランス文学講義2 フランス詩とジェンダー

担当者名 熊谷 謙介
仏語仏文コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
詩とジェンダー、とりわけ女性表象について論じる。「ファム・ファタル（宿命の女）」や「ミューズ（詩の女神）」の問題に

焦点を当てることで、さまざまな地域、時代の人々が女性をどのように表現してきたのか、そこに隠された問題とは何か一緒に
議論していきたい。
授業の到達目標
●フランスを中心とした、女性をテーマとする文学・詩・視覚芸術の特徴を理解する。

●近代詩の特質が理解できる。

●実際にテクストを読解し、分析の技法を身につけることで、学生自身の研究に生かすことができる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 50％ 授業で教えた分析方法を使って、自分で選んだ作品についてレポートを提出し、それを評価する。
●平常点 50％ 作品の読解やコメントなどで積極的に参加していることを評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 フランス文学講義11 La littérature selon Nathalie Sarraute

担当者名 Ph.D. パリ第3大 F. ビゼ
仏語仏文コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Nous consacrerons le premier et le second semestre à l’oeuvre de Nathalie Sarraute, à travers la lecture de

deux titres: Enfance (1983), le seul écrit autobiographique de l’autrice, et Les Fruits d’or (1963), qui est sans
doute le roman le plus caractéristique de son art. Ces deux incursions ne nous empêcheront pas de faire
référence à d ’autres livres, indispensables pour toute approche sérieuse de son écriture. Je pense
particulièrement à Tropismes (1939), le texte fondateur, et au recueil d’articles théoriques L’Ère du soupçon
(1956),
授業の到達目標
Donner aux étudiants l’occasion de se faire une idée globale d’un auteur, aborder un texte dans son intégralité

et introduire à une lecture littéraire en profondeur.
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ Un exposé oral
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
Non
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科 目 名 フランス文学講義12 La littérature selon Nathalie Sarraute

担当者名 Ph.D. パリ第3大 F. ビゼ
仏語仏文コース ２単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Nous consacrerons le premier et le second semestre à l’oeuvre de Nathalie Sarraute, à travers la lecture de

deux titres: Enfance (1983), le seul écrit autobiographique de l’autrice, et Les Fruits d’or (1963), qui est sans
doute le roman le plus caractéristique de son art. Ces deux incursions ne nous empêcheront pas de faire
référence à d ’autres livres, indispensables pour toute approche sérieuse de son écriture. Je pense
particulièrement à Tropismes (1939), le texte fondateur, et au recueil d’articles théoriques L’Ère du soupçon
(1956),
授業の到達目標
Donner aux étudiants l’occasion de se faire une idée globale d’un auteur, aborder un texte dans son intégralité

et introduire à une lecture littéraire en profondeur.
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ Un exposé oral
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
Non

科 目 名 フランス語学講義1 フランス語で書かれた言語(哲)学文献を読む(その1)

担当者名 博士(言語学)パリ第8大 酒井 智宏
仏語仏文コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランス語で書かれた言語(哲)学の文献のうち、文学や思想の研究にも役立ちそうな文献を選んで講読します。分野としては

意味論(言語表現の意味を扱う分野)と語用論(言語表現が文脈中で伝える意味を扱う分野)が中心になります。テクストを精読す
ることにより、言語と思考の関係について考察します。
授業の到達目標
1. 論理的に書かれたフランス語のテクストを読み解く技術を身につける。
2. 基本的な(フランス語と日本語の)言語学用語を身につける。
3. 言語と思考の関係についてどのような考え方がありうるかを理解する。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席・テクストへの取り組み・発表・議論への参加・レビューシート等を評価対象とします。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
フランス語はもちろんのこと、日本語や英語ですら言語(哲)学の文献を読んだことのない方が大半だと思いますので、受講者

の理解度に合わせてゆっくり進みます。

科 目 名 フランス語学講義2 フランス語で書かれた言語(哲)学文献を読む(その2)

担当者名 博士(言語学)パリ第8大 酒井 智宏
仏語仏文コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランス語で書かれた言語(哲)学の文献のうち、文学や思想の研究にも役立ちそうな文献を選んで講読します。分野としては

意味論(言語表現の意味を扱う分野)と語用論(言語表現が文脈中で伝える意味を扱う分野)が中心になります。テクストを精読す
ることにより、言語と思考の関係について考察します。
授業の到達目標
1. 論理的に書かれたフランス語のテクストを読み解く技術を身につける。
2. 基本的な(フランス語と日本語の)言語学用語を身につける。
3. 言語と思考の関係についてどのような考え方がありうるかを理解する。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席・テクストへの取り組み・発表・議論への参加・レビューシート等を評価対象とします。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
フランス語はもちろんのこと、日本語や英語ですら言語(哲)学の文献を読んだことのない方が大半だと思いますので、受講者

の理解度に合わせてゆっくり進みます。
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科 目 名 フランス文学演習1-1 中世南仏の物語『フラメンカ』講読

担当者名 博士(文学)パリ第4大 瀬戸 直彦
仏語仏文コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中世南仏の物語『フラメンカ』(1234年以降の作）の講読を，写本を読みながら行う予定。中世の風俗・心理描写・ウイッ

トを描いて傑出した作品である。カルカッソンヌ市立図書館 (Carcassonne 34)に保存されている唯一の写本をもとに，オッ
ク語の初歩からじょじょに進めるので、中世文学を専門としない受講者も困難を感じることはないであろう。使用する校訂版に
は見開きで現代フランス訳も付されている。 中世文学にかぎらず，フランス文学研究の文献学的な基礎を固められるような演
習としたいと思う。中世オック語の辞書は，DOM (= Dictionnaire de l’occitan médiéval)がインターネットで利用可能であ
る。なお出席者の顔ぶれによっては，テクストを変更したり，中世語のテクストと受講生の希望に応じたテクストを隔週で読む
こともある。
授業の到達目標
1）前期・後期を通じて、中世オック語ないし中世フランス語の文法の大略をつかむ。

2）中世の写本の読み方に慣れる。

3）ラテン語からフランス語にどのようにして変化したのか、いわゆる歴史音声学の基礎を学ぶ。

4) とくにフランス語のさまざまの専門的な辞書の引き方を練習する。
成績評価方法
主として平常点評価。

科 目 名 フランス文学演習1-2 中世南仏の物語，『フラメンカ』講読

担当者名 博士(文学)パリ第4大 瀬戸 直彦
仏語仏文コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
春期に引き続き、中世南仏の物語『フラメンカ』を講読する。出席者の顔ぶれによっては，隔週で別のテクストを講読する場

合もある。
授業の到達目標
1）前期・後期を通じて、中世オック語ならびに中世北フランス語（オイル語）の文法の大略をつかむ。
2）中世の写本の読み方に慣れる。
3）ラテン語からフランス語にどのようにして変化したのか、いわゆる歴史音声学の基礎を学ぶ。
4) フランス語の専門辞書・語源辞書の引き方を練習する。
成績評価方法
主として平常点評価。

科 目 名 フランス文学演習2-1 La dissertation

担当者名 O. デュスッド
仏語仏文コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Ce cours vise àenseigner les rudiments d’une technique argumentative largement pratiquée en France. Nous

verrons comment aborder un sujet, déterminer le problème proposé, organiser une problématique, construire un
plan dynamique, ordonner ses arguments en les appuyant d’exemples et rédiger dans un français clair et aisé.
Ambitieux programme que nous essaierons de réaliser au moins en partie,en progressant pas-à-pas, sur des
thèmes que nous explorerons ensemble.
Des exercices écrits seront proposés chaque semaine. Vous rédigerez intégralement deux dissertations.
授業の到達目標
Exercice de lecture et d’analyse
Exercice de réflexion sur un sujet donné
Exercice de composition
Exercice d’écriture académique en français
Entraînement à la compréhension orale
成績評価方法
activité en classe 50%
devoirs écrits 50%

科 目 名 フランス文学演習2-2 Le commentaire littéraire

担当者名 O. デュスッド
仏語仏文コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Ce cours vise à enseigner les rudiments d’un exercice largement pratiqué à l’universitéfrançaise. Nous verrons

comment expliquer et analyser un texte dans toute sa richesse polysémique, comment déterminer ses
caractéristiques principales et comment les exposer dans un commentaire.
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Nous progresserons pas-à-pas,sur des textes courts que nous explorerons ensemble.
Des exercices écrits seront proposés chaque semaine. Vous rédigerez intégralement deux commentaires au

cours du semestre.
授業の到達目標
Entraînement à l’explication détaillée d’un texte littéraire
Exercice de composition
Exercice d’écriture académique en français
Entraînement à la compréhension orale
Une présence et un travail assidus sont nécessaires.
成績評価方法
activité en classe 50%
devoirs écrits 50%

科 目 名 フランス文学演習3-1 近代フランスの文学史・芸術史を再考する

担当者名 博士(文学)パリ第7大 鈴木 雅雄
仏語仏文コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大学院の授業内容は、常にその年の出席者の専門との関係で変わる可能性がありますが、今年度春学期は基本的に、1947年

の国際シュルレアリスム展カタログの文章を読んでいきます。①20世紀美術にとっての展示の問題、②20世紀文学にとっての
神話の問題が、中心的なトピックになるでしょう。まずアンドレ・ブルトンがカタログに寄せた文章を読むことで展覧会全体の
意図について考え、ついで、これに対する直接の応答になっているバンジャマン・ペレやジョルジュ・バタイユのテクストなど
を扱う予定です。
また各自の研究内容についても発表してもらうかもしれません。授業計画に記した内容は一つの目安であり、進め方の詳細は

参加者と相談のうえで決定します。
授業の到達目標
シュルレアリスムを手掛かりにしながら、20世紀のフランスにおける文学論・美術論について、各人が自らのパースペクティ

ヴを持てるようになることを目標とします。同時に、論理的な文章の読解力を研究者としてふさわしいレベルに近づけていくこ
とも目標となります。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ テクストの訳読とその内容についての解説、議論への参加度によって評価する。
●その他 0％

科 目 名 フランス文学演習3-2 近代フランスの文学史・芸術史を再考する

担当者名 博士(文学)パリ第7大 鈴木 雅雄
仏語仏文コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大学院の授業内容は、常にその年の出席者の専門との関係で変わる可能性がありますが、今年度秋学期は基本的に、

1959-60年の国際シュルレアリスム展カタログの文章を読んでいきます。①シュルレアリスムにおけるエロティスムの問題、
②シュルレアリスムにおけるパフォーマンスの問題が、中心的なトピックになるでしょう。まずアンドレ・ブルトンがカタログ
に寄せた文章を読むことで展覧会全体の意図について考え、ついで、それ以外の理論的に重要なテクストを扱っていく予定です。
また各自の研究内容についても発表してもらうかもしれません。授業計画に記した内容は一つの目安であり、進め方の詳細は

参加者と相談のうえで決定します。
授業の到達目標
シュルレアリスムを手掛かりにしながら、20世紀のフランスにおける文学論・美術論について、各人が自らのパースペクティ

ヴを持てるようになることを目標とします。同時に、論理的な文章の読解力を研究者としてふさわしいレベルに近づけていくこ
とも目標となります。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ テクストの訳読とその内容についての解説、議論への参加度によって評価する。
●その他 0％

科 目 名 フランス文学演習4-1 ベル・エポックを考える ̶̶ 近代フランス文学の潮流と社会状況

担当者名 博士(文学)京大 小黒 昌文
仏語仏文コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
マルセル・プルースト『失われた時を求めて』（1913-1927）の主要場面を抜粋し、19世紀末から20世紀初頭にかけての

時代状況を視野に収めた作品読解を実践します。 春学期は、作品全体のマトリックスというべき第1篇『スワン家のほうへ』を
中心に講読する予定ですが、受講者の関心に応じて他の6篇（あるいはそれ以外のテクスト）への補助線を積極的に引いてゆき
ます。以下に提示した計画はあくまで目安ですので、具体的な進め方については受講者と相談のうえで決定します。
授業の到達目標
世紀転換期の文学動向について、文化的・社会的なコンテクストにてらした調査検討をし、その成果を作品読解の深化につな
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げられることを目標とします。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 訳読やコメント、授業内での積極的な発言などによって評価する。
●その他 0％

科 目 名 フランス文学演習4-2 ベル・エポックを考える ̶̶ 近代フランス文学の潮流と社会状況

担当者名 博士(文学)京大 小黒 昌文
仏語仏文コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
19世紀を締めくくると同時に20世紀の幕開けともなった「象徴的な分水嶺」としてのプルースト作品について、世紀転換期

の時代状況を視野に収めた読解を実践します。 秋学期はマルセル・プルーストが『失われた時を求めて』以前に執筆した文学
評論や美術批評を講読する予定です。受講者には各自の関心に沿ったテーマで発表をしてもらうかも知れません。詳細について
は、春学期と同様、相談のうえで決めてゆきます。
授業の到達目標
世紀転換期の文学動向について、文化的・社会的なコンテクストとの関連のもとに考察し、その成果を作品読解の深化につな

げられることを目標とします。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ テクストの訳読や授業内での積極的な発言などを踏まえて評価する。
●その他 0％

科 目 名 フランス文学研究指導1-1 M フランス中世文学・文献学・写本

担当者名 博士(文学)パリ第4大 瀬戸 直彦
仏語仏文コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランス文学の研究をじっさいに行うための instruments de travail を確認しながら、各自の研究に方向性をあたえる。受

講者には，セメスターごとに2回程度の発表 exposé を課す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導1-2 M フランス中世文学・文献学

担当者名 博士(文学)パリ第4大 瀬戸 直彦
仏語仏文コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランス文学の研究をじっさいに行うためのinstruments de travail を確認しながら、各自の研究に方向性をあたえる。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導2-1 M Dissertation

担当者名 O. デュスッド
仏語仏文コース ― 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Ce cours vise à enseigner les rudiments d’une technique argumentative largement pratiquée en France. Nous

verrons comment aborder un sujet, déterminer le problème proposé, organiser une problématique, construire un
plan dynamique, ordonner ses arguments en les appuyant d’exemples et rédiger dans un français clair et aisé.
Ambitieux programme que nous essaierons de réaliser au moins en partie,en progressant pas-à-pas, sur des
thèmes que nous explorerons ensemble.
Des exercices écrits seront proposés chaque semaine. Vous rédigerez intégralement deux dissertations.
授業の到達目標
Exercice de lecture et d’analyse
Exercice de réflexion sur un sujet donné
Exercice de composition
Exercice d’écriture académique en français
Entraînement à la compréhension orale
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導2-2 M Le commentaire composé

担当者名 O. デュスッド
仏語仏文コース ― 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Ce cours vise à enseigner les rudiments d’un exercice largement pratiqué à l’université française. Nous verrons

comment expliquer et analyser un texte dans toute sa richesse polysémique, comment déterminer ses
caractéristiques principales et comment les exposer dans un commentaire.
Nous progresserons pas-à-pas,sur des textes courts que nous explorerons ensemble.
Des exercices écrits seront proposés chaque semaine. Vous rédigerez intégralement deux commentaires au

cours du semestre.
授業の到達目標
Entraînement à l’explication détaillée d’un texte littéraire
Exercice de composition
Exercice d’écriture académique en français
Entraînement à la compréhension orale
Une présence et un travail assidus sont nécessaires.
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導3-1 M 近代フランスの文学史・芸術史を再考する

担当者名 博士(文学)パリ第7大 鈴木 雅雄
仏語仏文コース ― 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
シュルレアリスムを中心として20世紀フランスの文学論・芸術論を考え直しつつ、それを通して出席者が修士論文を書くう

えで参考になる視点を見つけ出せるようにしたいと思います。今年度はシュルレアリスム・グループによる展覧会のカタログに
掲載されたさまざまな文章を読んでいきますが、春学期は1947年の国際展を取り上げる予定です。各自の研究内容についても
発表してもらうかもしれません。いずれにしても、進め方の詳細は参加者と相談のうえで決定します。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導3-2 M 近代フランスの文学史・芸術史を再考する

担当者名 博士(文学)パリ第7大 鈴木 雅雄
仏語仏文コース ― 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
シュルレアリスムを中心として20世紀フランスの文学論・芸術論を考え直しつつ、それを通して出席者が修士論文を書くう

えで参考になる視点を見つけ出せるようにしたいと思います。今年度はシュルレアリスム・グループによる展覧会のカタログに
掲載されたさまざまな文章を読んでいきますが、秋学期は1959-60年の国際展を取り上げる予定です。各自の研究内容につい
ても発表してもらうかもしれません。いずれにしても、進め方の詳細は参加者と相談のうえで決定します。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導4-1 M ベル・エポックを考える ̶̶ フランス文学の潮流と社会状況

担当者名 博士(文学)京大 小黒 昌文
仏語仏文コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
19世紀末から20世紀初頭にかけての時代状況を視野に収めた作品読解を実践することによって、修士論文執筆に向けた考察

の糸口を探してゆきたいと思います。 春学期はマルセル・プルースト『失われた時を求めて』（1913-1927）の抜粋を講読
します。作品全体のマトリックスというべき第1篇『スワン家のほうへ』を中心に据える予定ですが、詳細については受講者と
の相談のうえで決めてゆきます。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導4-2 M ベル・エポックを考える ̶̶ 近代フランス文学の潮流と社会状況

担当者名 博士(文学)京大 小黒 昌文
仏語仏文コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
19世紀末から20世紀初頭にかけての時代状況を視野に収めた作品読解を実践することによって、修士論文執筆に向けた考察

の糸口を探してゆきたいと思います。 秋学期はマルセル・プルーストが『失われた時を求めて』以前に執筆した文学評論や美
術批評を講読する予定です。受講者には各自の関心に沿ったテーマで発表をしてもらうかも知れません。詳細については、春学
期と同様、相談のうえで決めてゆきます。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導1-1 D フランス中世・ルネサンス文学研究

担当者名 博士(文学)パリ第4大 瀬戸 直彦
仏語仏文コース ― 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランス語圏の大学への本格的な留学と、博士論文作成のための指導をおこなう。出席者の顔ぶれにもよるが、出席者による

文献講読と学会発表のための準備的な研究発表を予定している。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導1-2 D フランス中世・ルネサンス文学研究

担当者名 博士(文学)パリ第4大 瀬戸 直彦
仏語仏文コース ― 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
前期に引き続き、博士論文作成の指導と学会発表の準備をおこなう。また研究論文の書き方を、受講者の専門に関連するじっ

さいの論文をもとに実習する。課程博士論文を完成させること、学会での発表に慣れること、研究論文を作成することが到達点
になるだろう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導2-1 D フランス文学研究

担当者名 O. デュスッド
仏語仏文コース ― 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Chaque semaine, les étudiants s’entraîneront
- ou bien à lire et comprendre rapidement l’essentiel de quelques pages critiques que l’un d’entre eux aura

choisies en rapport avec ses recherches
- ou bien à analyser et expliquer un texte littéraire de leur choix.
授業の到達目標
Entraînement à l’analyse textuelle.
Entraînement à la compréhension rapide de l’essentiel d’un texte critique.
Entraînement au résumé.
Enrichissement du vocabulaire et des expressions critiques.
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 フランス文学研究指導2-2 D フランス文学研究

担当者名 O. デュスッド
仏語仏文コース ― 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Chaque semaine, les étudiants s’entraîneront
- ou bien à lire et comprendre rapidement l’essentiel de quelques pages critiques que l’un d’entre eux aura

choisies en rapport avec ses recherches
- ou bien à analyser et expliquer un texte littéraire de leur choix.
授業の到達目標
Entraînement à l’analyse textuelle.
Entraînement à la compréhension rapide de l’essentiel d’un texte critique.
Entraînement au résumé.
Enrichissement du vocabulaire et des expressions critiques.
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導3-1 D 20世紀フランスにおける文学的前衛の諸問題

担当者名 博士(文学)パリ第7大 鈴木 雅雄
仏語仏文コース ― 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
20世紀のフランス文学、とりわけ「前衛」と表現されることの多いような文学について考えることを一応の枠組みとしますが、

あまりそれにはこだわらず、参加者が自らの研究している内容を次々に発表していく授業にしたいと思います。参加者には、少
なくとも1学期間に2回の発表をしてもらうつもりです。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とします。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導3-2 D 20世紀フランスにおける文学的前衛の諸問題

担当者名 博士(文学)パリ第7大 鈴木 雅雄
仏語仏文コース ― 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
20世紀のフランス文学、とりわけ「前衛」と表現されることの多いような文学について考えることを一応の枠組みとしますが、

あまりそれにはこだわらず、参加者が自らの研究している内容を次々に発表していく授業にしたいと思います。参加者には、少
なくとも1学期間に2回の発表をしてもらうつもりです。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とします。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導4-1 D 第三共和制におけるフランス文学

担当者名 博士(文学)京大 小黒 昌文
仏語仏文コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究論文の執筆や学会発表、長期留学を念頭に置きながら、参加者各人が研究内容を報告してゆく授業とします。また、参加

者には、発表内容を踏まえた積極的な議論・意見交換をしてもらいます。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 フランス文学研究指導4-2 D 第三共和制におけるフランス文学

担当者名 博士(文学)京大 小黒 昌文
仏語仏文コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
春学期に引き続いて、研究論文の執筆や学会発表、長期留学を念頭に置きながら、参加者各人が研究内容を報告してゆく授業

とします。くわえて参加者には、博士論文の完成にむけた自由な議論・意見交換を継続してもらいます。
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授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 ドイツ文学特殊研究2 20世紀初頭の「対話篇」 ―ルドルフ・カスナーとフーゴ・フォン・ホーフマンスタールの作品を例に

担当者名 荒又 雄介
独語独文コース ２単位 春学期 水曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
19世紀末から20世紀初頭にかけて、ドイツ語圏では想像力豊かなエッセイが数多く書かれました。日刊紙の文芸欄や定期刊

行雑誌が、作家たちに作品発表の場を与えたのです。エッセイが文学ジャンルの一つとして確立するのもこの時期のことです。
この新ジャンルで作家たちは、取り上げるテーマだけでなく、洗練された文体と個性的な表現形式を競いました。今日、研究

者の間でÄsthetisierung des Essays などと呼ばれる現象です。特に形式面に着目すると、エッセイが虚構の枠組みで書かれ
ることが多くなるのが、大きな特徴と言えましょう。架空の手紙や独白、あるいは対話といった舞台設定の下で、作家たちは自
身の美学的見解や美的経験について語ろうとしました。そうした場合、作中で表明される意見や考えはすべて、架空の登場人物
と関連付けられています。作家が手紙の書き手や独白の主、あるいは対話の登場人物の背後に隠れていることもありますが、い
つもそうとは限りません。虚構の人物の造形や、対話話者相互の議論の成り行きを見定めなければ、エッセイ全体の内容を理解
することは出来ないでしょう。登場人物の発言を、そのまま作家のものとしてはならないのは、小説や演劇作品を読解するとき
と同じです。
本演習では、特に対話形式のエッセイを二つ取り上げます。ルドルフ・カスナーの「様式」とフーゴ・フォン・ホーフマンス

タールの「詩についての対話」。虚構の設定で数多くのエッセイを書いた二人の作家の代表作です。対話形式のエッセイは、い
かなる美学的・文学的機能を有しているのでしょうか。それは他の形式のエッセイと、どんなところが違うのでしょうか。また、
彼らのエッセイはプラトン以来、西欧文学に脈々と受け継がれてきた対話篇の伝統の中で、どのような位置を占めるのでしょう
か。二人の作家の作品を手掛かりに、先行研究の助けも借りながら考えていきましょう。
授業の到達目標
20世紀初頭にドイツ語圏で展開した文学エッセイの概要を理解する。
ルドルフ・カスナーとフーゴ・フォン・ホーフマンスタールの対話形式エッセイを、ヨーロッパ文学の対話篇の文脈の中で読

解できるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 行いません。
●レポート 60％ 学期末に、レポートを提出してもらいます。
内容については、学期中に個別に相談に応じます。

●平常点 40％ 配布されるドイツ語テクストの読解と、授業への取り組みを評価します。
●その他 0％ 上記二点で評価します。

科 目 名 ドイツ文学講義1 Franz Kafka "Das Urteil" und "Brief an den Vater". Interpretationen und Modellanalysen

担当者名 博士(学術)フライブルク大 ペーカー トーマス
独語独文コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Kafkas relativ kurze Erzählung "Das Urteil" ist sehr rätselhaft und erhellt sich zum Teil durch seinen "Brief an den

Vater". Die Rätselhaftigkeit und Vieldeutigkeit dieser Erzählung zeigt sich auch darin, dass an ihr eine Vielzahl von
verschiedenen Interpretationen erprobt wurden. Beispielhaft sollen einige Interpretationsmodelle (z.B. hermeneu-
tische, strukturalistische, sozialgeschichtliche, psychoanalytische, intertextuelle, dekonstruktivistische) gezeigt
und in ihren Reichweiten und Begrenztheiten verstanden werden. Damit dient das Seminar nicht nur dem
Verständnis Kafkas, sondern ist zugleich auch eine Einführung in die Literaturtheorie.
授業の到達目標
Die Studierenden lernen zwei grundlegende Texte zum Verständnis Kafkas kennen und erwerben Kenntnisse in

verschiedenen theoretischen Zugängen zum Verständnis von Literatur. Dadurch soll ein Bewusstsein davon
erzeugt werden, was Methodenpluralismus bedeutet und was er leisten kann.
成績評価方法
Teilnahmevoraussetzungen sind: Bereitschaft zur Übernahme eines mündlichen Referats, die regelmäßige

Anwesenheit und die Teilnahme an den Seminar-Diskussionen. Die Leistungsbewertung setzt sich aus diesen
Komponenten zusammen (Referat 50% und Diskussionsteilnahme 50%).

科 目 名 ドイツ文学講義2 文学的トポスとしてのバルト海

担当者名 博士(文学)早大 金 志成
独語独文コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
北ヨーロッパの地中海としてドイツのみならず北欧・東欧・バルト三国に海岸を持つバルト海（Ostsee）は、トーマス・マ

ンおよびギュンター・グラスという二人のノーベル賞作家の作品群を筆頭に、ドイツ語圏文学における重要な文学的トポスとな
ってきました。本授業では、そのマンやヘッセらに影響を与えたことでも知られるドイツ印象主義文学の代表的作家エドゥアル
ト・フォン・カイザーリング（1855-1918）を中心的に取り上げ、とりわけ彼がそのほとんどすべての散文作品で舞台とし
たバルト地方の文学的表象を、没落貴族といった主題や世紀転換期といった時代背景とも絡めながら、分析してゆきます。授業
はドイツ語テクストの訳読を中心に進めていきます。
授業の到達目標
当該主題に関する基本的な知識および印象主義文学の散文作品を分析する能力を身につける。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
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●平常点 100％ 訳読および議論への参加。
●その他 0％ なし。

科 目 名 ドイツ文学講義3 Peter Handke: Immer noch Sturm.

担当者名 Ph.D. ウィーン大 シュレンドルフ レオポルト
独語独文コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Als Textgrundlage für das vorliegende Seminar dient die dramatische Erzählung "Immer noch Sturm" von Peter

Handke (Erstveröffentlichung Berlin/Suhrkamp 2010; Uraufführung 2011 im Rahmen der Salzburger Festspiele
in einer Regie von Dimiter Gotscheff ). Die Familiengeschichte der slowenischen Vorfahren Handkes wird in
diesemWerk in eine traumhafte „Gegengeschichte“ des Widerstands zum Nationalsozialismus transformiert. Der
Titel ( Immer noch Sturm) ist eine Variation des Shakespeare-Zitats „Storm Still “, das eine wiederkehrende
Regieanweisung im Königsdrama King Lear ist, an dessen Übersetzung Handke für eine Inszenierung von Luc
Bondy (Burgtheater 2007) mitgewirkt hat. Der Text erscheint auf diese Weise als mehrfache Schnittmenge
( familien ) biografischer, fiktional-erzählender und dramatischer Literatur, worauf im vorliegenden Kurs ein
besonderer Fokus gelegt werden soll.
授業の到達目標
Die Studierenden sollen den Text inhaltlich und ästhetisch analysieren sowie literatur- und theatergeschicht-

lich einordnen. Dazu sollen sie ihre eigenen Forschungen mit der einschlägigen Forschungsliteratur und den im
Unterricht vorgestellten Theatertheorie(n) konfrontieren.
成績評価方法
Seminararbeit (60 Prozent), Referat (20 Prozent), Hausarbeiten und Diskussionsteilnahme (20 Prozent)
備考・関連ＵＲＬ
Trailer zur Aufführung im Thalia Theater (Hamburg):
https://www.youtube.com/watch?v=tRWaK7Gu3CE
Einführende Informationen auf der Forschungsplattform Handkeonline:
https://handkeonline.onb.ac.at/node/57

科 目 名 ドイツ文学講義4 ゲーテの「タウリスのイフィゲーニエ」をめぐって

担当者名 初見 基
独語独文コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Johann Wolfgang Goehte:Iphigenie auf Taurisのテクストを精密に扱うとともに、Theodor W, Adornoの論考„Zum

Klassizismus von Goethes Iphigenie“を検討する。
授業の到達目標
GoehteのKlassizismusの一端を理解するとともに，本作品にこと寄せたAdornoの「野蛮と啓蒙の絡み合い」についての議

論を『啓蒙の弁証法』などとの係わりあいのなかで批判的に深めて論じられるようにする。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない
●レポート 50％ 明確な主題。
説得的な展開。
的確な論拠。
適切な言語使用。

●平常点 50％ 対象テクストの下準備を丁寧にしてきて参加する。
問題意識をもって参加する。
疑問点や議論とするべき点を提示し，開かれた議論をする準備がある

●その他 0％ とくになし
備考・関連ＵＲＬ
コロナ感染状況次第になるため確言できないが，対面授業で実施することを予定している。その場合でも，出席が困難な受講

生にはWeb配信等の対処をする。

科 目 名 ドイツ文学講義5 文化学の基礎テクスト――フリードリヒ・キットラーの文化技術論再検討

担当者名 博士(哲学)ボン大 前田 良三
独語独文コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
今年度は、①Wハンス＝ウルリヒ・グムブレヒト（Hans Ulrich Gumbrecht）が編集したFriedrich A. Kittlerの『Die

Wahrheit der technischen Welt』（2013）に収録されたテクストを数編精読し、キットラーの文化記述の基本的な方法を再
検討する。さしあたり、初期のエッセイ「Nietzsche (1844 - 1900）」と最晩期の「Martin Heidegger, Medien und die
Götter Griechenlands」をテクストの候補とするが、受講者と相談して読むテクストを選定する。②これと並んで、受講者の
研究テーマに関連する文学・文化研究上の基礎概念について、Fischer Lexikon Literaturなどの定義を精読して検討する。
授業の到達目標
ドイツ文学・文化研究をはじめ、哲学・思想研究の現代的水準に対応する問題意識と方法的視点を言語化するヒントを学び、

自立した研究の基礎となるテクスト読解力の訓練を行う。
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成績評価方法
平常点評価（授業への参加、担当部分の読解の達成度を総合的に評価）
備考・関連ＵＲＬ
訳読中心の授業という基本は変わらないが、テクストの内容理解に必要な文化史的・思想史的コンテクストについての解説・

討議も加える。

科 目 名 ドイツ文学講義6 ポストDDR作家の自伝的散文作品

担当者名 博士(文学)早大 金 志成
独語独文コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
1989年のベルリンの壁崩壊および翌年の東西統一という「転換（Wende）」以後、旧東ドイツ（DDR）出身の作家による

自伝的な作品は消滅した国家についての証言として価値を帯び、ヤナ・ヘンゼルやインゴ・シュルツェ、クリストフ・ハインと
いったさまざまな世代の作家によって書かれてきました。本授業では、その達成の一つであるルッツ・ザイラーの短編集『時の
秤』（2009年、ドイツ物語作者賞およびフォンターネ賞受賞作）を原文で精読し、「幼年期」「記憶」「風景」「社会の構造変化」
といった文学的主題について考えていきます。
授業の到達目標
当該主題に関する基本的な知識およポストDDR作家の自伝的散文作品を分析する能力を身につける。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 訳読と議論への参加。
●その他 0％ なし。

科 目 名 ドイツ文学演習1-1 現代ドイツ文学研究

担当者名 村井 翔
独語独文コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「モデルネの文学と自我分裂の問題」というテーマで授業計画にあるような文献を読む予定ですが、履修者の希望に合わせて
柔軟に対応します。
授業の到達目標
ドイツ語ドイツ文学コース所属者に関しては、修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席回数、授業への貢献度によって評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
村井研究室(33号館11階1101号室)での対面授業ですが、時間割上の曜日・時限通りに行わない可能性があります。履修希

望者は必ず科目担当者 show@waseda.jp に直接、問い合わせてください。

科 目 名 ドイツ文学演習1-2 現代ドイツ文学研究

担当者名 村井 翔
独語独文コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「モデルネの文学と自我分裂の問題」というテーマで授業計画にあるような文献を読む予定ですが、履修者の希望に合わせて
柔軟に対応します。
授業の到達目標
ドイツ語ドイツ文学コース所属者に関しては、修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席回数、授業への貢献度によって評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
村井研究室(33号館11階1101号室)での対面授業ですが、時間割上の曜日・時限通りに行わない可能性があります。履修希

望者は必ず科目担当者 show@waseda.jp に直接、問い合わせてください。

科 目 名 ドイツ文学演習2-1 Kreuzfahrt durch die Literaturgeschichte

担当者名 Ph.D. ロストック大 クラヴィッター アルネ
独語独文コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Das in mehrere Teile gegliederte Seminar gibt einen Überblick über die Entwicklung der deutschen Literatur seit

dem 17. Jahrhundert. Dabei werden die lyrische Dichtung, der Roman und das Theater gleichermaßen
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berücksichtigt.
Der Kurs findet aufgrund der Corona Pandemie je nach aktueller Lage in Präsenz, hybrid oder online statt.
この授業は、その都度のコロナウィルス感染状況に応じて、教室対面、ハイブリッドもしくはオンラインで行います。
授業の到達目標
Den Studierenden wird anhand von repräsentativen Beispielen die deutsche Literaturgeschichte vorgestellt.

Sie lernen die wichtigsten literarischen Bewegungen, ihre Programme und Vertreter kennen und lesen in
Auszügen maßgebliche Texte dieser Zeit, die gleichfalls im Kontext der politischen und gesellschaftlichen
Veränderungen betrachtet werden sollen.
成績評価方法
●試験 0％ no
●レポート 0％ no
●平常点 100％ Häufigkeit der Teilnahme (50 %), aktive Beteiligung wie Referate (50 %)
●その他 0％ no

科 目 名 ドイツ文学演習2-2 Kreuzfahrt durch die Literaturgeschichte II

担当者名 Ph.D. ロストック大 クラヴィッター アルネ
独語独文コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Das in mehrere Teile gegliederte Seminar gibt einen Überblick über die Entwicklung der deutschen Literatur seit

dem 18. Jahrhundert. Dabei werden die lyrische Dichtung, der Roman und das Theater gleichermaßen
berücksichtigt.
Der Kurs findet aufgrund der Corona Pandemie je nach aktueller Lage in Präsenz, hybrid oder online statt.
この授業は、その都度のコロナウィルス感染状況に応じて、教室対面、ハイブリッドもしくはオンラインで行います。
授業の到達目標
Den Studierenden wird anhand von repräsentativen Beispielen die deutsche Literaturgeschichte vorgestellt.

Sie lernen die wichtigsten literarischen Bewegungen, ihre Programme und Vertreter kennen und lesen in
Auszügen maßgebliche Texte dieser Zeit, die gleichfalls im Kontext der politischen und gesellschaftlichen
Veränderungen betrachtet werden sollen.
成績評価方法
●試験 0％ no
●レポート 0％ no
●平常点 100％ Häufigkeit der Teilnahme (50 %), aktive Beteiligung wie Referate (50 %)
●その他 0％ no

科 目 名 ドイツ文学演習3-1 シラー美学研究（1）

担当者名 博士(文学)早大 武田 利勝
独語独文コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
美は単に主観的な趣味の問題ではなく、それ自体として客観的で普遍妥当的な価値を持っており、かつまた、人間が人間であ

るという使命とも深く関わりあっているのではないか？そして人間の使命は「善」を求めることなのだから、美と善は本当は結
びあわさっているのではないか？ということは、カントがそのリゴリズムでもって美的なものと道徳的なものを二元化してしま
ったのは、実は誤りだったのではないか？
……いささか教科書的なまとめ方になりますが、1790年代初期のフリードリヒ・シラーの念頭にたえず去来していたのは、

おおよそこのような問題意識だったのでしょう。美しいことと善きことの真の統合を目指すシラー独自の美学的・倫理的人間学
が、こうして始動するのです。
しかもそこに医学者としての生理学的知識も、また当時の心理学に関する深い洞察も付け加わるわけですから、私としては思

い切ってこれを「18世紀末における最大の総合的人間学のひとつ」と呼びたいくらいなのですが、もしそう呼ぶことが許され
るとすれば、1790年代のシラーがものした一連の理論的著作群は、上記の意味での総合的人間学の構築にむけた稀有壮大な試
みとして読むことができるでしょう。
本演習では、そうした試みのなかの最大の成果ともいえる、「人間の美的教育について」（1795）を「じっくりと」「一言一

句もらさずに」講読します。良く知られているだけに、つまみ食いもされやすいこのテクスト。ともすれば、名文句のいつくか
を引用するだけで読み通した気になってしまうもの。ですが、稀代のドラマティカ―だったシラーがどんな思弁を展開していく
か――と手に汗握る体験なしには、このテクストを読んだとは言えません。というわけで、1790年代の熱量あふれるドイツ美
学のコロシアムの真っ只中に降り立ってみましょう。
授業の到達目標
1800年前後の哲学・美学・文学がどのような課題に直面し、どのような思考を展開したかを、シラーのテクストを手掛かり

に理解する。
成績評価方法
演習への主体的な参加度を、評価対象とします。
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科 目 名 ドイツ文学演習3-2 シラー美学研究（2）

担当者名 博士(文学)早大 武田 利勝
独語独文コース ２単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
美は単に主観的な趣味の問題ではなく、それ自体として客観的で普遍妥当的な価値を持っており、かつまた、人間が人間であ

るという使命とも深く関わりあっているのではないか？そして人間の使命は「善」を求めることなのだから、美と善は本当は結
びあわさっているのではないか？ということは、カントがそのリゴリズムでもって美的なものと道徳的なものを二元化してしま
ったのは、実は誤りだったのではないか？
……いささか教科書的なまとめ方になりますが、1790年代初期のフリードリヒ・シラーの念頭にたえず去来していたのは、

おおよそこのような問題意識だったのでしょう。美しいことと善きことの真の統合を目指すシラー独自の美学的・倫理的人間学
が、こうして始動するのです。
しかもそこに医学者としての生理学的知識も、また当時の心理学に関する深い洞察も付け加わるわけですから、私としては思

い切ってこれを「18世紀末における最大の総合的人間学のひとつ」と呼びたいくらいなのですが、もしそう呼ぶことが許され
るとすれば、1790年代のシラーがものした一連の理論的著作群は、上記の意味での総合的人間学の構築にむけた稀有壮大な試
みとして読むことができるでしょう。
本演習では春学期開講の「ドイツ文学演習3－1」に引き続き、そうした試みのなかの最大の成果ともいえる、「人間の美的教

育について」（1795）を「じっくりと」「一言一句もらさずに」講読します。良く知られているだけに、つまみ食いもされやす
いこのテクスト。ともすれば、名文句のいつくかを引用するだけで読み通した気になってしまうもの。ですが、稀代のドラマテ
ィカ―だったシラーがどんな思弁を展開していくか――と手に汗握る体験なしには、このテクストを読んだとは言えません。と
いうわけで、1790年代の熱量あふれるドイツ美学のコロシアムの真っ只中に降り立ってみましょう。
授業の到達目標
1800年前後の哲学・美学・文学がどのような課題に直面し、どのような思考を展開したかを、シラーのテクストを手掛かり

に理解する。
成績評価方法
演習への主体的な参加度を、評価対象とします。

科 目 名 ドイツ文学演習4-1 19-20世紀ドイツ文学における「事物の詩学」

担当者名 山本 浩司
独語独文コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
21世紀にはいってドイツ語圏では「事物の詩学」についての議論が研究領域を跨ぐ形で盛んに行われていましたが、近年そ

の成果がハンドブックのような形で手軽に読めるようになってきました。本演習では、Scholz/Vedder (Hg.): Handbuch
Literatur & Materielle Kultur（de Gruyter 2018) や Samida/Eggert/Hahn (Hg.): Handbuch Materielle Kultur
(Metzler 2014) にまとめられた学術的な議論を出発点に置いて学術的な前提を共有しながら、Ulrich Vedder の19世紀の文
学作品に現れる事物を記憶装置と読み解く論考をモデルに仰いだ上で、その方法論を19世紀から20世紀にかけてのドイツ文学
から取り出したサンプルに適用させてみる実験を試みます。 授業は、全員での精読と担当者による要旨報告とを織り交ぜなが
ら進めます。19世紀20世紀のドイツ文学作品については既訳もうまく利用しつつ原文抜粋を丁寧に読んで文体レベルの分析も
進めます。最後に、受講生の皆さんにはサンプル作品を自分で選んで物の詩学モデルによって口頭発表を最低一回してもらいま
す。
ドイツ語を読むみなさんの力量にもよりますが、時間の延長が見込まれるので、この時間枠の次の時間帯も空けておいてくだ

さい。
授業の到達目標
学部段階では馴染みの薄いドイツ語の学術的文章に触れて研究者として必須の語学力を強化する。
19世紀20世紀のドイツ文学について文学史的知見を磨き、テキストの読解力を高める。
「物の詩学」について理解を深め、自らの研究への応用可能性を見極める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ 2000字程度の書評
●平常点 50％ 主体的な授業参加度と口頭発表
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
原則として対面で行います。場合によっては一部オンライン形式を用います。

科 目 名 ドイツ文学演習4-2 19世紀の中短編小説を読む

担当者名 山本 浩司
独語独文コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
三月革命以降、自然主義以前のリアリズム文学は、一般に「詩的リアリズム」と呼びならわされている。ドロステ＝ヒュルス

ホフ，ケラー，C.F.マイアー，シュティフター、シュトルム、フォンターネらが代表格である。春学期にじっくり取り組んだ「事
物の詩学」の適用可能性を探ることを目的として、今学期はこの時代のノヴェレを中心にして小説作品を熟読吟味します。取り
上げる作品は以下を予定するが、特定の作品一作を最初から最後まで読むか、それとも複数の小説の抜粋を数回ずつ読むか、や
り方は受講生の皆さんと相談して決定します。- Theodor Storm: aquis submersus (1876)
- Gottfried Keller: Züricher Novellen (1877/89)
- Theodor Fontane: L’Adultera (1882)

ド
イ
ツ
語
ド
イ
ツ

文

学

コ

ー

ス

― 177 ―



- Conrad Ferdinand Meyer : Die Hochzeit der Mönchs (1884)

授業の到達目標
春学期に取り上げた「事物の詩学」の適用可能性を検証する。
一般に退屈で不毛とされるポストロマン派、プレモダン時代の「長い19世紀文学」を再読して、その真価を自分の目で確か

める。
「詩的リアリズム」という文学史概念の再検討を行う。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ 2000字程度の書評レポート
●平常点 50％ 主体的な授業参加度とレフェラート
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
原則として対面でおこないますが、場合によっては一部オンライン形式を用いる可能性があります。

科 目 名 ドイツ語学演習1-1 ドイツ言語学の基礎

担当者名 室井 禎之
独語独文コース ２単位 春学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Meibauer u.a. (2015): Einführung in die germanistische Linguistikを講読します。扱う範囲は受講者と相談の上決め

ます。教科書を中心に授業を進めますが、扱う問題によっては、適宜他の文献も参照します。また随時日本語との対照も行いま
す。
授業の到達目標
秋学期の演習と併せて、教科書および他の文献を読みながら、ドイツ語を体系的に考察するための基礎的な知識と考え方を学

ぶことを目標とします。また、将来ドイツ語教員として授業を行う際に必要なドイツ語の言語体系についての基礎知識の習得も
目指します。
成績評価方法
平常点評価(100％)： 教科書の内容報告、コメント、問題提起、応用、小レポート

科 目 名 ドイツ語学演習1-2 ドイツ言語学の基礎

担当者名 室井 禎之
独語独文コース ２単位 秋学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
春学期に引き続き、Meibauer u.a. (2015): Einführung in die germanistische Linguistikを講読します。扱う範囲は受

講者と相談の上決めます。教科書を中心に授業を進めますが、扱う問題によっては、適宜他の文献も参照します。また随時日本
語との対照も行います。
授業の到達目標
春学期の演習と併せ、教科書および他の文献を読みながら、ドイツ語を体系的に考察するための基礎的な知識と考え方を学ぶ

ことを目標とします。また、将来ドイツ語教員として授業を行う際に必要なドイツ語の言語体系についての基礎知識の習得も目
指します。
成績評価方法
平常点評価(100％)： 教科書の内容報告、コメント、問題提起、応用、小レポート

科 目 名 ドイツ文学研究指導1-1 M 脱構築批評、ディスクール分析

担当者名 村井 翔
独語独文コース ― 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講者の修論執筆に資するような研究論文、その他資料などを読む予定ですが、受講希望者は念のため担当教員に直接、お問

い合わせください。
授業の到達目標
ドイツ語ドイツ文学コース所属者に関しては、修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導1-2 M 脱構築批評、ディスクール分析

担当者名 村井 翔
独語独文コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講者の修論執筆に資するような研究論文、資料どを読む予定ですが、受講希望者は念のため担当教員に直接、お問い合わせ

ください。
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授業の到達目標
ドイツ語ドイツ文学コース所属者に関しては、修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導2-1 M ドイツ近現代文学、文学理論

担当者名 Ph.D. ロストック大 クラヴィッター アルネ
独語独文コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて、毎回担当者を決めて研究報告、先行文献の批判的紹介をしてもらい、それを受けて徹底討議する。

論文の書き方、論文概要の書き方についても訓練する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導2-2 M ドイツ近現代文学、文学理論

担当者名 Ph.D. ロストック大 クラヴィッター アルネ
独語独文コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて、毎回担当者を決めて研究報告、先行文献の批判的紹介をしてもらい、それを受けて徹底討議する。

論文の書き方、論文概要の書き方についても訓練する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導3-1 M ドイツ近代文学

担当者名 博士(文学)早大 武田 利勝
独語独文コース ― 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の準備・執筆のサポートとなる授業です。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導3-2 M ドイツ近代文学

担当者名 博士(文学)早大 武田 利勝
独語独文コース ― 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要

本項目の情報はWebシラバスを参照ください
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導4-1 M 20世紀・21世紀ドイツ文学

担当者名 山本 浩司
独語独文コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて、担当者を決めて研究報告、先行文献の批判的紹介をしてもらい、それを受けて徹底討議をする。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 ドイツ文学研究指導4-2 M 20世紀・21世紀ドイツ文学

担当者名 山本 浩司
独語独文コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて、担当者を決めて研究報告、先行文献の批判的紹介をしてもらい、それを受けて徹底討議をする。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
希望に応じてズームもしくは研究室での対面指導を実施します。

科 目 名 ドイツ語学研究指導1-1 M ドイツ語学

担当者名 室井 禎之
独語独文コース ― 春学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
1年生の場合は、テーマに沿ったリサーチデザイン、データ収集の方法、分析の要点などを主に指導する。2年生の場合は修

士論文の作成に向けて、データ分析を深化させ、理論との関係の考察に重点をおく。
授業の到達目標
後期開講の「ドイツ語学研究指導2-2」とあわせ、自立的にドイツ語、ドイツ文化史上の現象を分析する能力を開発すること

を目標とする。それを通して修業年限内での修士論文の完成を目指す。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ語学研究指導1-2 M ドイツ語学

担当者名 室井 禎之
独語独文コース ― 秋学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
1年生の場合は、テーマに沿ったリサーチデザイン、データ収集の方法、分析の要点などを主に指導する。2年生の場合は修

士論文の作成に向けて、データ分析を深化させ、理論との関係の考察に重点をおく。
授業の到達目標
前期開講の「ドイツ語学研究指導2-1」に引き続き、自立的にドイツ語、ドイツ文化史上の現象を分析する能力を開発するこ

とを目標とする。それを通して修業年限内での修士論文の完成を目指す。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導1-1 D 20世紀・21世紀ドイツ文学

担当者名 山本 浩司
独語独文コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業は博士課程の研究指導であるから個別発表を中心に進める。各人には研究経過について月一回程度報告してもらい、

それをもとにした討議を経て、少なくとも年一回は、国内外の学会で口頭発表を行い、全国的な学会誌に論文を掲載できるよう
指導する。これらの成果を踏まえてなるべく早く博士論文を書くことを求めていく。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導1-2 D 20世紀・21世紀ドイツ文学

担当者名 山本 浩司
独語独文コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業は博士課程の研究指導であるから個別発表を中心に進める。各人には研究経過について月一回程度報告してもらい、

それをもとにした討議を経て、少なくとも年一回は、国内外の学会で口頭発表を行い、全国的な学会誌に論文を掲載できるよう
指導する。これらの成果を踏まえてなるべく早く博士論文を書くことを求めていく。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
オンラインを原則としつつ、適宜研究室で対面による指導を行う。

科 目 名 ドイツ文学研究指導2-1 D ドイツ近現代文学、文学理論

担当者名 Ph.D. ロストック大 クラヴィッター アルネ
独語独文コース ― 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Regelmäßiges Treffen und Diskussion über das eigene Forschungsthema
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導2-2 D ドイツ近現代文学、文学理論

担当者名 Ph.D. ロストック大 クラヴィッター アルネ
独語独文コース ― 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Regelmäßiges Treffen und Diskussion über das eigene Forschungsthema
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導3-1 D ドイツ現代文学と現代文化

担当者名 松永 美穂
独語独文コース ― 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の準備状況について、随時面接を行い、指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導3-2 D ドイツ現代文学と現代文化

担当者名 松永 美穂
独語独文コース ― 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の準備状況について、随時面接を行い、指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導4-1 D 脱構築批評、ディスクール分析

担当者名 村井 翔
独語独文コース ― 春学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成のための論文指導を中心とする。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
2023年度は村井の担当する博士後期課程の院生がいないので、休講の予定。
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科 目 名 ドイツ文学研究指導4-2 D 脱構築批評、ディスクール分析

担当者名 村井 翔
独語独文コース ― 秋学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成のための論文指導を中心とする。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
2023年度は村井の担当する博士後期課程の院生がいないので、休講の予定。

科 目 名 ドイツ文学研究指導5-1 D ドイツ近代文学

担当者名 博士(文学)早大 武田 利勝
独語独文コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文執筆者を研究面から支援するための授業です。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ文学研究指導5-2 D ドイツ近代文学

担当者名 博士(文学)早大 武田 利勝
独語独文コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文執筆者を研究面から支援するための授業です。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ語学研究指導1-1 D ドイツ語学

担当者名 室井 禎之
独語独文コース ― 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成のための論文指導を中心とする。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ドイツ語学研究指導1-2 D ドイツ語学

担当者名 室井 禎之
独語独文コース ― 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成のための論文指導を中心とする。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 ロシア語学特論1 古代教会スラヴ語文法の習得

担当者名 博士(文学)東大 三浦 清美
露語露文コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
古代教会スラヴ語は、ビザンツ皇帝ミカエル3世の命令によって、哲人と呼ばれたギリシア人学者キュリロスとメトディオス

によって創出され、現代の諸スラヴ語の書き言葉の共通の起源となっている。文法に関しては、おもに名詞、形容詞では格変化
の体系、動詞では時制の体系が、現代のロシア語と異なっているとはいえ、新旧の別はあっても同じ言語である。春学期の「1」
の授業では、時代ごとの差異をしっかり認識しつつ、古代教会スラヴ語の文法体系を木村彰一『古代教会スラヴ語入門』白水社、
1986年にもとづいて速習する。
授業の到達目標
古代教会スラヴ語の文法体系を理解し、実際の古いスラヴ語のテクストを読む下地を作る。
成績評価方法
●試験 40％ 古代教会スラヴ語の文法体系を把握しているか、古代教会スラヴ語のテクストを読むことができているかを
試験する。
●レポート 0％
●平常点 60％ 授業にきちんと出席し、課題をこなすことが大切です。
●その他 0％

科 目 名 ロシア語学特論2 古代教会スラヴ語、古ロシア語のテクストを読む

担当者名 博士(文学)東大 三浦 清美
露語露文コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「1」で習得した古代教会スラヴ語の文法知識を駆使して、スラヴ語の古いテクストを読んでいきたい。「アッセマーニ写本」、

「シナイ詩篇」、「サバの本」、「スプラシル写本」、『過ぎし年月の物語』、キエフ府主教イラリオンの『律法と恩寵についての講話』、
トゥーロフのキリルの説教などを読む。
授業の到達目標
古いスラヴ語テクストが読めるようになる。
成績評価方法
●試験 40％
●レポート 0％
●平常点 60％
●その他 0％

科 目 名 ロシア文化講義1 20世紀初頭から1920年代の「詩のリズム」論 1

担当者名 博士(文学)早大 八木 君人
露語露文コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この「ロシア文化講義1」は、「ロシア文化講義2」と同様に、20世紀初頭から1920年代における「詩のリズム」の問題を

取とりあげ、古典的な詩論として理解していくことはもちろん、文化史的なパースペクティブで考えていきたいと思います。
授業自体は、「ロシア語テキストの講読＋解説、議論」というかたちで行います。講読するテキストは、まずはトマシェフスキー

「詩のリズムの問題」（1923）としますが、この論考を軸として、当該時代の関連文献を読んでいきます。
授業の到達目標
授業で扱うこの時期は、周知の通り、（現在に通じるような意味での）詩に関する学が形成された時期になります。詩論に関

する基礎的な議論を理解することはもちろん、その文化的意義を考察できるようになることを目指します。また、大学院修士課
程にふさわしいロシア語力も養っていきましょう。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席や予習の状況、授業への参加態度によって評価します。
●その他 0％

科 目 名 ロシア文化講義2 20世紀初頭から1920年代の「詩のリズム」論 2

担当者名 博士(文学)早大 八木 君人
露語露文コース ２単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この「ロシア文化講義2」は、「ロシア文化講義1」と同様に、20世紀初頭から1920年代における「詩のリズム」の問題を

取とりあげ、古典的な詩論として理解していくことはもちろん、文化史的なパースペクティブで考えていきたいと思います。
授業自体は、「ロシア語テキストの講読＋解説、議論」というかたちで行います。講読するテキストは、実際的には、「1」を

引き継ぐかたちで考えていきたいと思いますが、「1」がどうなるかわからない現時点で挙げるとならば、まずはセルゲイ・ベル
ンシテインの著作を取りあげます。
授業の到達目標
授業で扱うこの時期は、周知の通り、（現在に通じるような意味での）詩に関する学が形成された時期になります。詩論に関

する基礎的な議論を理解することはもちろん、その文化的意義を考察できるようになることを目指します。また、大学院修士課
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程にふさわしいロシア語力も養っていきましょう。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席や予習の状況、授業への参加態度によって評価します。
●その他 0％

科 目 名 ロシア文化講義3 ロシア文献学の基礎―書誌記述

担当者名 源 貴志
露語露文コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
論文を書く際に不可欠な、文献表示法（主としてロシア語文献）の訓練のため、背景としてのロシアの文献学・書誌学・文芸

学について講義を行なう。
授業の到達目標
修士論文の執筆に必要な文献表示の方法について理解し、自らの論文作成に使用する参考文献表や註を、書誌学的な規則に則

って作成できるようにする。
成績評価方法
各自の研究テーマについて、参考文献表を書誌規則に則って作成してもらい、講義内容の理解度について評価する（なお、そ

れらを教員において添削し返却する）。

科 目 名 ロシア文化講義4 ロシア文献学の基礎―参考図書

担当者名 源 貴志
露語露文コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ロシア語・ロシア文化研究に不可欠な参考図書（辞書・事典・書誌）ほかのレファレンス・ツールの種類・特徴・活用法およ

びそれらの沿革について解説し、あわせて、その背景としてのロシア文献学・書誌学・文芸学について講義を行なう。
授業の到達目標
修士論文の執筆に必要な参考文献の調査方法について理解し、あわせてロシアの文献学・書誌学・文芸学についての理解を深

める。
成績評価方法
通常の講義なかで、履修生との対話を通じてロシアの文献学・書誌学・文芸学についての理解度を確認しつつ行なう。

科 目 名 ロシア文化講義5 ロシア民衆文化の諸ジャンルを知る

担当者名 博士(文学)東大 三浦 清美
露語露文コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ロシア民衆文化の諸ジャンルのなかで、中世ロシアの聖者伝、寓話、キリスト教雄弁文学から具体的な作品を選び、教員がコ

メントを付けながら日本語訳でテクストを読んでいく。担当者を決めてそのジャンルの特徴を具体的なテクストにもとづいて把
握し、その内容を報告してもらうこともある。教員より作品の諸特徴についての解説、隣接分野との関係性、後代への影響につ
いて講義をおこなう。この授業は「講義」という名称がついているが、学生の主体性を重んじて演習的な要素を取り込む。将来、
研究を継続させるうえでの糧にしてほしい。種をまくための授業である。じっさいに読む作品は、受講者と相談の上決めたい。
『キエフ洞窟修道院聖者列伝』または『ラドネジのセルギイ伝』、中世ロシアの雄弁文学の作品群などを日本語訳で読み進めたい。
授業は、状況の許す限り対面で行い、対面で行う場合も、7回までの範囲でオンラインにする可能性がある。
授業の到達目標
研究を継続させるための広い視野を養い、ロシア民衆文化の諸ジャンルの特徴を把握する。
成績評価方法
平常点50%、試験0%、レポート50%、その他0%
出席と予習、授業への参加の仕方を勘案して総合的に評価する。

科 目 名 ロシア文化講義6 ロシア民衆文化の諸ジャンルを知る

担当者名 博士(文学)東大 三浦 清美
露語露文コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ロシア民衆文化の諸ジャンルのなかで、中世ロシアの聖者伝、寓話、キリスト教雄弁文学から具体的な作品を選び、教員がコ

メントを付けながら日本語訳でテクストを読んでいく。担当者を決めてそのジャンルの特徴を具体的なテクストにもとづいて把
握し、その内容を報告してもらうこともある。教員より作品の諸特徴についての解説、隣接分野との関係性、後代への影響につ
いて講義をおこなう。この授業は「講義」という名称がついているが、学生の主体性を重んじて演習的な要素を取り込む。将来、
研究を継続させるうえでの糧にしてほしい。種をまくための授業である。『キエフ洞窟修道院聖者列伝』または『ラドネジのセ
ルギイ伝』を日本語訳で読み進めたい。授業は、状況の許す限り対面で行い、対面で行う場合も、7回までの範囲でオンライン
にする可能性がある。
授業の到達目標
研究を継続させるための広い視野を養い、ロシア民衆文化の諸ジャンルの特徴を把握する。
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成績評価方法
平常点50%、試験0%、レポート50%、その他0%
出席と予習、授業への参加の仕方を勘案して総合的に評価する。

科 目 名 ロシア文化講義7 19世紀ロシア文学とその思想的・文化的背景

担当者名 博士(文学)早大 坂庭 淳史
露語露文コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この講義では、19世紀ロシア文学（詩や思想も含みます）について、ボリス・トマシェフスキー、リディア・ギンズブルク、

ヴァジム・コージノフといった研究者たちの古典的名著と言われる著作を踏まえながら学んでいきます。ロシア詩の体系と個々
の作品、あるいは文学と思想の関係を分析するために必須の知識を身につけながら、あわせてミハイル・エプシュテインやエフ
ィーム・エトキント、ウラジーミル・カントルといった研究者たちの著作にも目を向け、最近の研究の動向も把握していきます
（授業で取り上げる文献については、受講者のみなさんと随時相談しながら決定していきます）。

また、ロシア語論文を正確に読むための語学力も養っていきます。2023年度は散文・思想に関連する文献を取り上げる予定
です。
授業の到達目標
おもに19世紀から20世紀初めにかけてのロシア文学の歴史や主要な作家、作品、その背景について、古今の論文を通して総

合的に理解することを目標とします。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業への主体的な参加度を評価します。
●その他 0％

科 目 名 ロシア文化講義8 19世紀ロシア文学とその思想的・文化的背景

担当者名 博士(文学)早大 坂庭 淳史
露語露文コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この講義では、19世紀ロシア文学（詩や思想も含みます）について、ボリス・トマシェフスキー、リディア・ギンズブルク、

ヴァジム・コージノフといった研究者たちの古典的名著と言われる著作を踏まえながら学んでいきます。ロシア詩の体系と個々
の作品、あるいは文学と思想の関係を分析するために必須の知識を身につけながら、あわせてミハイル・エプシュテインやエフ
ィーム・エトキント、ウラジーミル・カントルといった研究者たちの著作にも目を向け、最近の研究の動向も把握していきます
（授業で取り上げる文献については、受講者のみなさんと随時相談しながら決定していきます）。

また、ロシア語論文を正確に読むための語学力も養っていきます。2023年度は、散文・思想に関する文献を中心に取り上げ
ます
授業の到達目標
おもに19世紀から20世紀初めにかけてのロシア文学の歴史や主要な作家、作品、その背景について、古今の論文を通して総

合的に理解することを目標とします。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業への主体的な参加度を評価します。
●その他 0％

科 目 名 ロシア文化講義9 文化理論・文学作品のテクスト講読

担当者名 貝澤 哉
露語露文コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この講義では、文化理論や文学作品のテクストを精読し、ロシア語の正確な知識だけでなく、高度な理論的、芸術的テクスト

の読解力とその的確な翻訳能力を高めるとともに、背景となる理論的・芸術的思考法について解説し、各自の研究に必要な方法
論的視点の獲得を目指す。
授業の到達目標
理論的・芸術的テクストの読解力と研究に必要な方法論の獲得
成績評価方法
授業での学習状況を総合的に判断し評価する。

科 目 名 ロシア文化講義11 ドストエフスキーの短編・中編を読む（1）

担当者名 安岡 治子
露語露文コース ２単位 春学期 水曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ドストエフスキーの短編および中編『地下室の手記』のロシア語テクストを講読する。『地下室の手記(1864)は、ドストエ

フスキーがシベリア流刑からペテルブルグに戻った後に書かれた作品の一つであり、『罪と罰』を初めとする五大長篇のプレリ
ュードとして位置づけられる。第一部は、引き籠りの極端なエゴイストの主人公が展開する難解な哲学であり、第二部は主人公
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がそうした変わり者のエゴイストになり果てたきっかけとなった、主人公に大きなトラウマを残した個人的な体験を苦いユーモ
アをまじえて描いている。ドストエフスキーらしいかなり難解な思想と意外なほどユーモラスな語り、さらにテクストの表面に
は出てこないものの、作者が本来描こうとしていたある「主要な思想」についても読み解きを試みながら、ロシア語原文でしか
味わえないこの作品の魅力に最大限迫る講読としたい。
授業の到達目標
日本で最も人気のあるロシア文学者、ドストエフスキーの作品は、処女作の『貧しき人々』を除いてほとんどのものが時間的

制約の中で速書きされたと言われている。そのせいか、ドストエフスキーの文章は悪文であるという説もあるが、天才が直観力
に導かれるままに書き綴った情熱的な文章は、独特のリズム感があり、思わず惹きこまれる名文とも言える。一流の作家はそれ
ぞれ独自の文体をもっているので、多少わかりにくい表現も含まれるが、基本的には初級・中級程度のロシア語学習歴があれば
十分に読みこなせる文章である。ロシア語原文でしか味わえな
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 平常授業におけるロシア語テクストの日本語への翻訳、テクストおよびその背景となるドストエフスキー
の思想などについてのこちらの質問への応答などから判断します。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
なし

科 目 名 ロシア文化講義12 ドストエフスキーの短編・中編を読む（2）

担当者名 安岡 治子
露語露文コース ２単位 秋学期 水曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ドストエフスキーの短編「おかしな人間の夢」のロシア語テクストを講読する。ドストエフスキーは、1873年から1881年

にかけてほぼ毎月数回ずつ「作家の日記」と称する文章を雑誌に掲載していた。そのジャンルは多岐にわたり、社会・政治評論、
歴史的考察、文学論、キリストや神についての論考、そして時には短編小説を掲載することもあった。「おかしな人間の夢」は「作
家の日記」の中で1877年に発表されたもので、その翌年から『カラマーゾフの兄弟』が執筆されるタイミングで書かれたもの
である。「おかしな人間の夢」は、自殺願望のある主人公が見た夢を通して、エゴイズムと無縁な地上の楽園の実現を考察する
幻想的な短編であり、ドストエフスキー独特の描写力をロシア語原文を細かく読むことで味わいたい。
授業の到達目標
『カラマーゾフの兄弟』執筆直前に書かれた「おかしな人間の夢」には、『カラマーゾフの兄弟』と共通する思想も見られ、ファ
ンタスティックな内容の影響もあり、ドストエフスキー独特の飛躍する思考を味わうことができる作品である。多少わかりにく
い点はあるものの、基本的には初級・中級程度のロシア語学習歴があれば十分に読みこなせる文章であるので、ロシア語原文で
しか味わえないドストエフスキー独特の文体的特性や作品の背景となっているキリスト教思想などを踏まえながら、作品を読み
解いていく。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 平常授業におけるロシア語テクストの日本語への翻訳、テクストおよびその背景となるドストエフスキー
の思想などについてのこちらの質問への応答などから判断します。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
なし

科 目 名 ロシア文化演習1-1 19世紀ロシア散文―小説

担当者名 源 貴志
露語露文コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
19世紀ロシアの小説のなかから1作を選んで講読（精読）を行なう。
単なる語学的な読解にとどまらず、文化史的な背景の考察、参考文献の参照、書誌学的な知識の応用などを実践的に行なう。
授業の到達目標
露和辞典的・露文和訳的な読解を脱して、ロシア語文献を援用したより広くかつ深い読解の技術をそれぞれに身につけること

が目標となる。
成績評価方法
平常点評価：100% とくにレポートや試験を課しません。テクストの読解と内容理解について、授業中の履修生との対話

を通じて評価します。
備考・関連ＵＲＬ
テキストについては、最初の時間の履修者とのあいだの相談の上で、小説ではなく、評論文にすることがあり得る。

科 目 名 ロシア文化演習1-2 19世紀ロシア散文―評論

担当者名 源 貴志
露語露文コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
19世紀ロシアの評論のなかから1作を選んで講読（精読）を行なう。
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単なる語学的な読解にとどまらず、文化史的な背景の考察、参考文献の参照、書誌学的な知識の応用などを実践的に行なう。
授業の到達目標
露和辞典的・露文和訳的な読解を脱して、ロシア語文献を援用したより広くかつ深い読解の技術をそれぞれに身につけること

が目標となる。
成績評価方法
平常点評価：100% とくにレポートや試験を課しません。テクストの読解と内容理解について、授業中の履修生との対話

を通じて評価します。
備考・関連ＵＲＬ
テキストについては、履修者とのあいだで相談のうえ、評論文ではなく、小説とすることがあり得る。

科 目 名 ロシア文化演習2-1 ロシア民衆文化を知る―ロシア民衆文化のプロトタイプとしてのロシア北部研究

担当者名 博士(文学)東大 三浦 清美
露語露文コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ロシア語のトレーニングを行いながら、ロシア民衆文化の諸特徴を理解することがこの授業の課題である。具体的なことは、

履修生と相談して決めたいと思っているが、教員側から提案するテクストは、ロシアの民俗学者にして作家、セルゲイ・ワシー
リエヴィチ・マクシーモフの『北の一年Год на Севере』である。そのほか、Житие Андрея、修道院長ダニイルの聖地巡礼記
を考えている。マクシーモフの上掲の書は、農奴制が存在せず民衆文化の伝統が根強く残っているロシア北部の文化を克明に記
したもので、自由が制限されているとされるロシアにおける民衆の自由を考えるうえで役に立つ。この作品は、自然条件の厳し
いロシア北部に生きる民衆の、生活に根差した力強さを克明に描いている点で、文学の国ロシアでも出色の出来栄えの作品であ
る。ロシア語も方言の混じるかなり手ごわいものであるが、この授業では、マクシーモフの作家としての全体像を描き出したプ
レハーノフの論文を丁寧に読んでいきたい。ロシア語文献の読み方のコツを伝授したいと思う。 2つ目のビザンツ聖者伝は、ロ
シア独特の宗教伝統であるユーロージヴィの精神性を理解するのに役立つ。
3つ目は、ビザンツ帝国がまだ勢力を保っていた時代のビザンツ帝国とルーシの相互関係を理解する助けになる。いずれも、

大学院の授業の題材としてふさわしいと考える。何をテキストにするかは、参加者と相談して決めたい。
授業は対面で行うが、諸状況によってオンラインに移行することもありうる。
授業の到達目標
ロシア語の読解能力を向上させ、ロシア民衆文化のの諸特徴を把握する。
成績評価方法
成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。授業中でのパフォーマンスを主な評価の対象とし、所定の研究指導

を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化演習2-2 ロシア民衆文化を知る―ロシア民衆文化のプロトタイプとしてのロシア北部研究

担当者名 博士(文学)東大 三浦 清美
露語露文コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ロシア語のトレーニングを行いながら、ロシア民衆文化の諸特徴を理解することがこの授業の課題である。具体的なことは、

履修生と相談して決めたいと思っているが、教員側から提案するテクストは、ロシアの民俗学者にして作家、セルゲイ・ワシー
リエヴィチ・マクシーモフの『北の一年Год на Севере』である。そのほか、Житие Андрея、修道院長ダニイルの聖地巡礼記
を考えている。マクシーモフの上掲の書は、農奴制が存在せず民衆文化の伝統が根強く残っているロシア北部の文化を克明に記
したもので、自由が制限されているとされるロシアにおける民衆の自由を考えるうえで役に立つ。この作品は、自然条件の厳し
いロシア北部に生きる民衆の、生活に根差した力強さを克明に描いている点で、文学の国ロシアでも出色の出来栄えの作品であ
る。ロシア語も方言の混じるかなり手ごわいものであるが、丁寧に解説しながら、マクシーモフのテクスト自体を読み進めたい。
ロシア語の文学作品を読む力が鍛えられると思う。ロシア語を読むコツを伝授したい。 2つ目のビザンツ聖者伝は、ロシア独特
の宗教伝統であるユーロージヴィの精神性を理解するのに役立つ。3つ目は、ビザンツ帝国がまだ勢力を保っていた時代のビザ
ンツ帝国とルーシの相互関係を理解する助けになる。いずれも、大学院の授業の題材としてふさわしいと考える。何をテキスト
にするかは、参加者と相談して決めたい。
授業は対面で行うが、諸状況によってオンラインに移行することもありうる。
授業の到達目標
ロシア語の読解能力を向上させ、ロシア民衆文化のの諸特徴を把握する。
成績評価方法
成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。授業中でのパフォーマンスを主な評価の対象とし、所定の研究指導

を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化演習3-1 19世紀ロシアの文学史、ジャンル、思想（1830年から1860年代を中心に）

担当者名 博士(文学)早大 坂庭 淳史
露語露文コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この演習では、19世紀ロシアの文学史、ジャンル、思想について、ユーリー・マンやヴァジム・コージノフ、ユーリー・ロ

トマンといった研究者たちの古典的名著と言われる著作の講読を通して、体系的な知識を身につけていきます。また、最近の研
究の動向も把握していきます。受講者には19世紀ロシアを分析するための主要な概念、用語、作家、歴史などについて、自分
の研究対象ともすり合わせながら、発表をしてもらう予定です。
授業の到達目標
1830年から1860年代のロシア文学の動向とその背景について古今の研究論文を通して総合的に理解し、受講者それぞれに
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独自の視点を確立させることを目指します。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業への主体的な参加度、発表の内容をあわせて評価します。
●その他 0％

科 目 名 ロシア文化演習3-2 19世紀ロシアの文学史、ジャンル、思想（1830年から1860年代を中心に）

担当者名 博士(文学)早大 坂庭 淳史
露語露文コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この演習では、19世紀ロシアの文学史、ジャンル、思想について、ユーリー・マンやヴァジム・コージノフ、ユーリー・ロ

トマンといった研究者たちの古典的名著と言われる著作の講読を通して、体系的な知識を身につけていきます。また、最近の研
究の動向も把握していきます。受講者には19世紀ロシアを分析するための主要な概念、用語、作家、歴史などについて、自分
の研究対象ともすり合わせながら、発表をしてもらう予定です。
授業の到達目標
1830年から1860年代のロシア文学の動向とその背景について古今の研究論文を通して総合的に理解し、受講者それぞれに

独自の視点を確立させることを目指します。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業への主体的な参加度、発表の内容をあわせて評価します。
●その他 0％

科 目 名 ロシア文化演習4-1 20世紀ロシア文化研究（1910年代から30年代を中心に）

担当者名 博士(文学)早大 八木 君人
露語露文コース ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
履修者には、執筆する修士論文のテーマにあわせて発表してもらいます。ただし、その発表は、①：報告者自身が選んだ先行

研究を紹介・検証する、②：報告者自身が修士論文で展開する内容について報告する、③：①と②を踏まえた報告者以外の履修
者が、関連する文献や先行研究を報告者に提案し、報告者はそれを紹介・検証する、という三つのかたちをとりたいと思います。
無論、履修者数にもよりますが、理想的には、一人の履修者が①②③をそれぞれ一回ずつ、担当するのがベストなかたちであ

り、それを目指します。
授業の到達目標
①によって自らの修士論文のテーマに関する先行研究の状況を把握し、それを踏まえた上で、②を通して先行研究における自

らの研究の位置と意義とを明確にしながら、自身の研究内容を提示し、③によって、他者の知見を取り入れ、より開かれたかた
ちで修士論文が展開されるようになることを目指します。
成績評価方法
自らの発表はもちろん、他の履修者の発表時における授業への参加態度を含めて、総合的に判断します。

科 目 名 ロシア文化演習4-2 20世紀ロシア文化研究（1910年代から30年代を中心に）

担当者名 博士(文学)早大 八木 君人
露語露文コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
履修者には、執筆する修士論文のテーマにあわせて発表してもらいます。ただし、その発表は、①：報告者自身が選んだ先行

研究を紹介・検証する、②：報告者自身が修士論文で展開する内容について報告する、③：①と②を踏まえた報告者以外の履修
者が、関連する文献や先行研究を報告者に提案し、報告者はそれを紹介・検証する、という三つのかたちをとりたいと思います。
無論、履修者数にもよりますが、理想的には、一人の履修者が①②③をそれぞれ一回ずつ、担当するのがベストなかたちであ

り、それを目指します。
授業の到達目標
①によって自らの修士論文のテーマに関する先行研究の状況を把握し、それを踏まえた上で、②を通して先行研究における自

らの研究の位置と意義とを明確にしながら、自身の研究内容を提示し、③によって、他者の知見を取り入れ、より開かれたかた
ちで修士論文が展開されるようになることを目指します。
成績評価方法
自らの発表はもちろん、他の履修者の発表時における授業への参加態度を含めて、総合的に判断します。

科 目 名 ロシア文化演習5-1 ロシア文化・思想研究

担当者名 貝澤 哉
露語露文コース ２単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講者の関心にしたがって、それぞれの研究の方法論と内容を深化させ、同時に、他の受講者との討論・意見交換によって、

狭い専門の枠内に閉じこもらない、広い視野の獲得をめざす。

ロ
シ
ア
語
ロ
シ
ア

文

化

コ

ー

ス

― 190 ―



授業の到達目標
文献探査、調査、テクスト読解、研究方法論、文化理論の習得をとおして、研究の基礎的スキルの獲得をめざす。
成績評価方法
大学院にふさわしい総合評価。

科 目 名 ロシア文化演習5-2 ロシア文化・思想研究

担当者名 貝澤 哉
露語露文コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講者の関心にしたがって、それぞれの研究の方法論と内容を深化させ、同時に、他の受講者との討論・意見交換によって、

狭い専門の枠内に閉じこもらない、広い視野の獲得をめざす。
授業の到達目標
文献探査、調査、テクスト読解、研究方法論、文化理論の習得をとおして、研究の基礎的スキルの獲得をめざす。
成績評価方法
大学院にふさわしい総合評価。

科 目 名 ロシア文化研究指導1-1 M 19世紀の散文作品の研究、比較文学、文献学

担当者名 源 貴志
露語露文コース ― 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「19世紀の散文作品の研究、比較文学、文献学」について、各自の研究テーマにあわせて研究指導を行なう。
授業の到達目標
修業年限内での修士論文の完成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導1-2 M 19世紀の散文作品の研究、比較文学、書誌学

担当者名 源 貴志
露語露文コース ― 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「19世紀の散文作品の研究、比較文学、書誌学」について、各自の研究テーマにあわせて研究指導を行なう。
授業の到達目標
修業年限内での修士論文の完成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導2-1 M 前近代ロシアの文化研究（キエフ時代、モスクワ時代）

担当者名 博士(文学)東大 三浦 清美
露語露文コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
担当者を決めて、自分の修士論文に関連するテーマで発表してもらい、全体で検討、ディスカッションする。修士論文が対象

とする作品の精読をする。授業は、状況の許す限り対面で行い、対面で行う場合も、7回までの範囲でオンラインにする可能性
がある。
授業の到達目標
修士論文の完成を目指す。
成績評価方法
成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。授業中でのパフォーマンスを主な評価の対象とし、所定の研究指導

を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導2-2 M 前近代ロシアの文化研究（キエフ時代、モスクワ時代）

担当者名 博士(文学)東大 三浦 清美
露語露文コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
担当者を決めて、自分の修士論文に関連するテーマで発表してもらい、全体で検討、ディスカッションする。修士論文学対象

とする作品を精読する。授業は、状況の許す限り対面で行い、対面で行う場合も、7回までの範囲でオンラインにする可能性が
ある。
授業の到達目標
修士論文の完成を目指す。
成績評価方法
成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。授業中でのパフォーマンスを主な評価の対象とし、所定の研究指導
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を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導3-1 M 19世紀ロシア文学研究（1820年代から1860年代を中心に）

担当者名 博士(文学)早大 坂庭 淳史
露語露文コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
担当者を決めて、自分の修士論文に関連するテーマで発表をしてもらい、全体で検討、ディスカッションをします。
授業の到達目標
修士論文の完成を目指します。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導3-2 M 19世紀ロシア文学研究（1820年代から1860年代を中心に）

担当者名 博士(文学)早大 坂庭 淳史
露語露文コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
担当者を決めて、自分の修士論文に関連するテーマで発表をしてもらい、全体で検討、ディスカッションをします。
授業の到達目標
修士論文の完成を目指します。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導4-1 M 20世紀ロシア文化研究（1910-30年代を中心に）

担当者名 博士(文学)早大 八木 君人
露語露文コース ― 春学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ゼミ生による研究発表とディスカッション、および修士論文作成にあたって教員によるゼミ生の個別指導を行います。
授業の到達目標
より良い修士論文の完成を目指します。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導4-2 M 20世紀ロシア文化研究（1910-30年代を中心に）

担当者名 博士(文学)早大 八木 君人
露語露文コース ― 秋学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ゼミ生による研究発表とディスカッション、および修士論文作成にあたって教員によるゼミ生の個別指導を行います。
授業の到達目標
より良い修士論文の完成を目指します。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導5-1 M ロシア文化・思想研究

担当者名 貝澤 哉
露語露文コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講者の関心にしたがって、それぞれの研究の方法論と内容を深化させ、同時に、他の受講者との討論・意見交換によって、

狭い専門の枠内に閉じこもらない、広い視野の獲得をめざす。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 ロシア文化研究指導5-2 M ロシア文化・思想研究

担当者名 貝澤 哉
露語露文コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講者の関心にしたがって、それぞれの研究の方法論と内容を深化させ、同時に、他の受講者との討論・意見交換によって、

狭い専門の枠内に閉じこもらない、広い視野の獲得をめざす。
授業の到達目標
文献探査、調査、テクスト読解、研究方法論、文化理論の習得をとおして、研究の基礎的スキルの獲得をめざす。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導1-1 D 19世紀の散文作品の研究、比較文学、書誌学

担当者名 源 貴志
露語露文コース ― 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「19世紀の散文作品の研究、比較文学、書誌学」について、各自の研究テーマにあわせて研究指導を行なう。
授業の到達目標
修業年限内での博士論文の完成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導1-2 D 19世紀の散文作品の研究、比較文学、書誌学

担当者名 源 貴志
露語露文コース ― 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「19世紀の散文作品の研究、比較文学、書誌学」について、各自の研究テーマにあわせて研究指導を行なう。
授業の到達目標
修業年限内での博士論文の完成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導2-1 D 前近代ロシアの文化研究（キエフ時代、モスクワ時代）

担当者名 博士(文学)東大 三浦 清美
露語露文コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
担当者を決めて、自分の博士論文に関連するテーマで発表してもらい、全体で検討、ディスカッションする。博士論文が対象

とする作品の精読をする。授業は、状況の許す限り対面で行い、対面で行う場合も、7回までの範囲でオンラインにする可能性
がある。
授業の到達目標
博士論文の完成を目指す。
成績評価方法
成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。授業中でのパフォーマンスを主な評価の対象とし、所定の研究指導

を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導2-2 D 前近代ロシアの文化研究（キエフ時代、モスクワ時代）

担当者名 博士(文学)東大 三浦 清美
露語露文コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
担当者を決めて、自分の博士論文に関連するテーマで発表してもらい、全体で検討、ディスカッションする。博士論文が対象

とする作品の精読を行う。授業は、状況の許す限り対面で行い、対面で行う場合も、7回までの範囲でオンラインにする可能性
がある。
授業の到達目標
博士論文の完成を目指す。
成績評価方法
成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。授業中でのパフォーマンスを主な評価の対象とし、所定の研究指導

を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 ロシア文化研究指導3-1 D 19世紀ロシア文学研究（1820年代から1860年代を中心に）

担当者名 博士(文学)早大 坂庭 淳史
露語露文コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
担当者を決めて、自分の博士論文に関連するテーマで発表をしてもらい、全体で検討、ディスカッションをします。
授業の到達目標
博士論文の完成を目指します。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導3-2 D 19世紀ロシア文学研究（1820年代から1860年代を中心に）

担当者名 博士(文学)早大 坂庭 淳史
露語露文コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
担当者を決めて、自分の博士論文に関連するテーマで発表をしてもらい、全体で検討、ディスカッションをします。
授業の到達目標
博士論文の完成を目指します。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導4-1 D 20世紀ロシア文化研究（1910-30年代を中心に）

担当者名 博士(文学)早大 八木 君人
露語露文コース ― 春学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ゼミ生による研究発表とディスカッション、および課程博士論文作成にあたって教員によるゼミ生の個別指導を行います。
授業の到達目標
より良い課程博士論文の完成を目指します。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導4-2 D 20世紀ロシア文化研究（1910-30年代を中心に）

担当者名 博士(文学)早大 八木 君人
露語露文コース ― 秋学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ゼミ生による研究発表とディスカッション、および課程博士論文作成にあたって教員によるゼミ生の個別指導を行います。
授業の到達目標
より良い課程博士論文の完成を目指します。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導5-1 D ロシア文化・思想研究

担当者名 貝澤 哉
露語露文コース ― 春学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講者の関心にしたがって、それぞれの研究の方法論と内容を深化させ、同時に、他の受講者との討論・意見交換によって、

狭い専門の枠内に閉じこもらない、広い視野の獲得をめざす。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 ロシア文化研究指導5-2 D ロシア文化・思想研究

担当者名 貝澤 哉
露語露文コース ― 秋学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講者の関心にしたがって、それぞれの研究の方法論と内容を深化させ、同時に、他の受講者との討論・意見交換によって、
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狭い専門の枠内に閉じこもらない、広い視野の獲得をめざす。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 中国文学研究1 1980年代中国小説講読

担当者名 博士(文学)東大 鈴木 将久
中国語中国文学コース ２単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では1980年代中国の代表的な短篇小説を原文で読み解きます。1980年代の中国文学は、文化大革命が終結し、新

しい文学がしだいに生み出されてきた時代です。しかし同時代の状況に目を向けると、その歩みは紆余曲折に満ちたものでした。
この授業では、後世の目からみて重視される作品のみに注目するのではなく、同時代において重視されていた小説を読みます。
具体的には1979年と1985年の「全国優秀短篇小説」に選ばれた作品を対象にして、文学のあり方が変容した動的な過程を理
解します。なお読解にあたっては、各種の辞書や工具書を使い、関連資料を調査することによって、作品に対する多面的な解釈
をすることが求められます。それによって、中国現代文学研究の専門的な力を養成します。
授業の到達目標
中国語の原文を正確に読み解き、文学作品の意味を多角的に理解する能力を手に入れることによって、中国現代文学を研究す

る専門的な力を習得します。
成績評価方法
授業への参加度と期末のレポートによって評価します。

科 目 名 中国文学研究2 1990年代中国小説講読

担当者名 博士(文学)東大 鈴木 将久
中国語中国文学コース ２単位 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では1990年代中国の代表的な短篇小説を原文で読み解きます。1990年代の中国文学は、商業主義が広がる中、文

学制度の整備が進められ、成熟した作品が生み出されていった時代です。ただその歩みは直線的ではありませんでした。この授
業では、後世の目からみて重視される作品のみに注目するのではなく、同時代において重視されていた小説を読みます。具体的
には第1回と第2回の魯迅文学賞を受賞した短篇小説作品を対象にして、当時の文学はどのようなものと理解されていたを考え
ます。なお読解にあたっては、各種の辞書や工具書を使い、関連資料を調査することによって、作品に対する多面的な解釈をす
ることが求められます。それによって、中国現代文学研究の専門的な力を養成します。
授業の到達目標
中国語の原文を正確に読み解き、文学作品の意味を多角的に理解する能力を手に入れることによって、中国現代文学を研究す

る専門的な力を習得します。
成績評価方法
授業への参加度と期末のレポートによって評価します。

科 目 名 中国文学研究3 明代白話小説講読1：『三国演義』

担当者名 上原 究一
中国語中国文学コース ２単位 春学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
明代後期から清代にかけて数多くの作品が刊行された白話小説には、同一作品内でも部位ごとに成立過程が異なっていたり、

版本ごとに本文の差異が少なからず存在したりすることが珍しくない一方で、複数の作品に共通して用いられるモチーフが多い
など、ある作品を単一の底本のみによって読むだけでは捉えきれない要素が多々あります。本学期は『三国演義』を題材に、そ
うした特徴が生じた背景を理解した上で、版本間や作品間の比較を行いながら原文を読み進めます。
授業の到達目標
白話小説を読む上で版本の問題を意識する必要があることを理解することと、原文の読解力を身に着けることとによって、古

典白話小説を専門的に研究するための能力を養います。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 50％ 期末にレポート提出を課します。
●平常点 50％ 発表資料の作成や討論への参加度を評価します。
●その他 0％ なし。

科 目 名 中国文学研究4 明代白話小説講読2：『水滸伝』

担当者名 上原 究一
中国語中国文学コース ２単位 秋学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
明代後期から清代にかけて数多くの作品が刊行された白話小説には、同一作品内でも部位ごとに成立過程が異なっていたり、

版本ごとに本文の差異が少なからず存在したりすることが珍しくない一方で、複数の作品に共通して用いられるモチーフが多い
など、ある作品を単一の底本のみによって読むだけでは捉えきれない要素が多々あります。本学期は『水滸伝』を題材に、そう
した特徴が生じた背景を理解した上で、版本間や作品間の比較を行いながら原文を読み進めます。
授業の到達目標
白話小説を読む上で版本の問題を意識する必要があることを理解することと、原文の読解力を身に着けることとによって、古

典白話小説を専門的に研究するための能力を養います。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 50％ 期末にレポート提出を課します。
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●平常点 50％ 発表資料の作成や討論への参加度を評価します。
●その他 0％ なし。

科 目 名 中国語学研究1 台湾海陸客家語文法を中心に

担当者名 遠藤 雅裕
中国語中国文学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
台湾の海陸客家語を中心に、客家語文法および隣接諸言語との文法を中心とする問題を考察する。
客家語は漢諸語（中国語方言）のひとつであり、統語的・意味的特徴については北方漢語（官話）と基本的に共通するが差異

も存在する。たとえば、動補構造については、一体化の程度が北方漢語ほど高くなく、述語動詞と補語が分離し、未実現モダリ
ティ標識「會」等の挿入が可能である。また処置文は北方漢語と並行する「S+処置標識＋NP+VP」という統語構造を持つが、
主語は動作主に限定される傾向がある。このような現象は、当該言語の漢語史における発展段階の相異によると考えられる。ま
た、隣接諸言語にもその原因を求めることができるであろう。特に、粤語・閩南語等の南方漢語やショオ語等非漢語と関係が深
い。そのため、19世紀のインドネシア客家語を記述したSchaank,S. H.(1897) Het Loeh-foeng-dialect. （陸豊方言）等
の歴史資料や、関連諸言語の記述資料等を参照しつつ、客家語文法の諸側面の考察をおこなう。
本講義では、客家語の音声特徴や使用地域の確認の後、形態論に相当する語構成・品詞、ならびに客家語の統語的特徴（二重

目的語文・補語の一部）を取り上げる予定である。
講義は教科書の内容に沿いながら、担当者が研究対象としている海陸客家語ならびに歴史資料や隣接言語の事例について紹介・

考察するという方法をとる。なお、進度や内容等については、状況に応じて調整する可能性がある。
授業の到達目標
客家語文法そのもののアウトラインならびに標準中国語を代表とする北方漢語の文法との差異を、隣接諸言語および漢語史と

の関連で理解することを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 訳読のレベルならびに内容の理解度を勘案して評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
(1) 東京外国語大学 言語モジュール IPA(IPAは身につけておいてください)
http://www.coelang.tufs.ac.jp/ipa/
(2) 臺灣客家語常用詞辭典（台湾教育部の客家語辞典）
https://hakkadict.moe.edu.tw/cgi-bin/gs32/gsweb.cgi/login?o=dwebmge&cache=1578205626417

科 目 名 中国語学研究2 台湾海陸客家語文法を中心に

担当者名 遠藤 雅裕
中国語中国文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
台湾の海陸客家語を中心に、客家語文法および隣接諸言との諸問題を考察する。
客家語は漢諸語（中国語方言）のひとつであり、統語的・意味的特徴については北方漢語（官話）と基本的に共通するが差異

も存在する。たとえば、動補構造については、一体化の程度が北方漢語ほど高くなく、述語動詞と補語が分離し、未実現モダリ
ティ標識「會」等の挿入が可能である。また処置文は北方漢語と並行する「S+処置標識＋NP+VP」という統語構造を持つが、
主語は動作主に限定される傾向がある。このような現象は、当該言語の漢語史における発展段階の相異によると考えられる。ま
た、隣接諸言語にもその原因を求めることができるであろう。特に、粤語・閩南語等の南方漢語やショオ語等非漢語と関係が深
い。そのため、19世紀のインドネシア客家語を記述したSchaank,S. H.(1897) Het Loeh-foeng-dialect. （陸豊方言）等
の歴史資料や、関連諸言語の記述資料等を参照しつつ、客家語文法の諸側面の考察をおこなう。
本講義では、春学期に学んだことを基礎として、客家語の統語的特徴（動補構造・「分」構文・「同／摎」構文等やアスペクト）

をあつかう。その後、海陸客家語の実際の話ことばにちかい学習教材をもちいて、演習形式でそれまで学んだことを確認する。
講義は教科書の内容に沿いながら、担当者が研究対象としている海陸客家語ならびに歴史資料や隣接諸言語の事例について紹

介・考察するという方法をとる。なお、進度や内容等については、状況に応じて調整する可能性がある。
授業の到達目標
客家語文法そのもののアウトラインならびに標準中国語を代表とする北方漢語の文法との差異を、隣接諸言語および漢語史と

の関連で理解することを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 訳読のレベルならびに内容の理解度を勘案して評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
臺灣客家語常用詞辭典（台湾教育部の客家語辞典）
https://hakkadict.moe.edu.tw/cgi-bin/gs32/gsweb.cgi/login?o=dwebmge&cache=1578205626417
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科 目 名 中国語学研究3 「教学語法」を考える
担当者名 植村 麻紀子

中国語中国文学コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、日本語を母語とする学習者に対しての中国語教育について、主に文法面から考える。外国語として中国語の運

用能力を養成することと、中国語という言語の体系を知識として学ぶことは必ずしもイコールではない。学習者が必要とする「文
法」はニーズやレディネス等によっても変わるはずである。春学期は“理论语法与教学语法”、“对外汉语教学语法”、日本語を母
語とする学習者のための教育文法、といったテーマを切り口に、関連資料を読み、受講者と議論しながら進めていく。
授業の到達目標
理論語法と教学語法の違い、日本語を母語とする学習者に対して中国語を教える際の原則や方法、着眼点について理解するこ

とができる。
成績評価方法
●試験 0％ .
●レポート 30％ 授業で学んだことをまとめた上で、自分なりの考察を加えているか。
●平常点 70％ 毎回の授業への取り組み（授業参加度）、発表、課題提出状況。
●その他 0％ .
備考・関連ＵＲＬ
受講生の研究分野、興味・関心を加味して、扱う内容は微調整を加えることもある。

科 目 名 中国語学研究4 中国語の授業を設計する

担当者名 植村 麻紀子
中国語中国文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
秋学期は「日本語を母語とする学習者に対して、どのように中国語を教えたらよいか」をテーマに、周小兵主編2017《对外

汉语教学入門》第2章外语教学法、第3章课堂教学ほか関連資料を読み、受講者と議論しながら進めていく。
インストラクショナル・デザイン、カリキュラム設計、各種外国語教育スタンダード等の文献も参照し、他の言語教育の知見

や実践例も学びながら実際に設計してみる。
授業の到達目標
日本語を母語とする学習者への中国語教育において、語彙・文法面でどのような視点や工夫が必要かを理解し、具体的な教学

方法を考え、教材を設計することができる。
成績評価方法
●試験 0％ .
●レポート 30％ 授業で学んだことをまとめた上で、自分なりの考察を加えているか。
●平常点 70％ 毎回の授業への取り組み（授業参加度）、発表、課題提出状況。
●その他 0％ .
備考・関連ＵＲＬ
受講生の研究分野、興味・関心を加味して、扱う内容は微調整を加えることもある。

科 目 名 中国文学講義7 中国文献学の基礎と応用

担当者名 高橋 智
中国語中国文学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中国文献学の範疇についての講義と研究意義についての理解を深める
授業の到達目標
中国に於ける古籍文献研究の現状を知る
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 毎回、出席確認をする
●その他 0％ なし

科 目 名 中国文学講義8 中国版本学講義

担当者名 高橋 智
中国語中国文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中国版本学に於ける中国印刷史の意義と中国蔵書史の概要を講義する
授業の到達目標
中国に於ける版本学・蔵書史研究の現状を知る
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 毎回 出席確認をする
●その他 0％ なし
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科 目 名 中国文学講義9 中国古典を読む――文言の世界

担当者名 博士(文学)早大 佐藤 浩一
中国語中国文学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
古典について講義します。特にこの講義では，韻文ではなく，散文を読んでゆきます。
中国語および中国文学の深層には，「現代」においても「古典」という水脈が流れ続けています。より深く，より豊かに，中

国を理解するためにも、「古典」に親しんでゆきましょう。
具体的には，杜甫の散文を読んでゆきます。杜甫を「詩聖」と仰がれていますが，反面，その散文については古来より悪文と

呼ばれています。 本当にそうでしょうか？
授業では，実際の作例を精読しつつ，考察を進めてゆきます。文学的専門知識はもちろん，さらには語学的観点も重視し，古

典ならではの語法や声調も解説します。

読解は，現代中国語だけでなく，漢文訓読も併せて用いてゆきます。漢文訓読とは，古文の日本語による翻訳のことであり，
日本人はこの漢文訓読を通じて中国古典を受容してきました。したがって漢文訓読を理解することで，日本人は如何にして中国
古典と向き合ってきたのか，その思考の径路をたどってゆく鍵となります。日本人履修者にとって，漢文訓読のスキルを磨く好
箇の機会に供せれば幸いです。中国人履修者には，わかりやすく解説してゆくので，日本の文化を識る契機としてください。
授業の到達目標
中国古典の文構造を理解し，類似する他の古典文献も読解できるようにする。
漢文訓読のスキルも高め，論文執筆で漢文訓読を附す必要があるさい，困らないようにするだけの知識を培う。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない
●レポート 0％ 課さない
●平常点 50％ 授業において，原文を精確に読み，翻訳する。
●その他 50％ 自身の研究ジャンルと関連する箇所があればコメントする。
備考・関連ＵＲＬ
作品を通じて「かくあるべし」風な教訓を垂れるつもりはありません。そのような「こうでなければいけない」という考えが、

文学をつまらなくすると思うからです。どうぞ皆さんの関心の赴くままに、味読なさってください。

科 目 名 中国文学講義10 中国古典を読む――文言の世界

担当者名 博士(文学)早大 佐藤 浩一
中国語中国文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
古典について講義します。とりわけ韻文ではなく，散文を読んでゆきます。
中国語そして中国文学の深層部分には，今もなお「古典」という水脈が流れ続けています。「古典」の読み方を学び，より深く，

より豊かに中国文化を理解する一助としてゆきましょう。
授業では，「友情」「情愛」をテーマとする唐代そして六朝の名文を読みます。文学的専門知識はもちろん，さらには語学的観

点も重視し，古典ならではの語法や声調も解説します。

読解は，現代中国語だけでなく，漢文訓読も併せて用いてゆきます。漢文訓読とは，古文の日本語による翻訳のことであり，
日本人はこの漢文訓読を通じて中国古典を受容してきました。したがって漢文訓読を理解することで，日本人は如何にして中国
古典と向き合ってきたのか，その思考の径路をたどってゆく鍵となります。日本人履修者にとって，漢文訓読のスキルを磨く好
箇の機会に供せれば幸いです。中国人履修者には，わかりやすく解説してゆくので，日本の文化を識る一契機としてください。
授業の到達目標
中国古典の文構造を理解し，類似する他の古典文献も読解できるようにする。
漢文訓読のスキルも高め，論文執筆で漢文訓読を附す必要があるさい，困らないようにするだけの知識を培う。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない
●レポート 0％ 課さない
●平常点 50％ 授業において，原文を精確に読み，翻訳する。
●その他 50％ 自身の研究ジャンルと関連する箇所があればコメントする。
備考・関連ＵＲＬ
作品を通じて「かくあるべし」風な教訓を垂れるつもりはありません。そのような「こうでなければいけない」という考えが、

文学をつまらなくすると思うからです。どうぞ皆さんの関心の赴くままに、味読なさってください。

科 目 名 中国文学演習1-1 杜甫および中国古典詩の研究

担当者名 博士(文学)早大 松原 朗
中国語中国文学コース ２単位 春学期 土曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
杜甫の詩を取り上げる。杜甫は、一人の詩人として卓れた文学を作っただけではなく、その影響は、早くも半世紀後の韓愈や

白居易に現れ、北宋中期以降、清末に至るまでの伝統中国において詩の規範（詩聖）としての地位を確乎たるものにする。つま
り杜甫は、特殊な個性を有する詩人であると同時に、中国古典文学に普遍的な美意識と価値観を具現化するものとして評価され
た。こうした「矛盾」を背負っていることが杜甫の文学の魅力でもあり、また理解を難しくする問題でもある。
本演習では、杜甫の詩を精読することによって、杜甫の文学の本質について理解を深めるとともに、杜甫を生み出し、また杜

甫を継承する形で展開した中国古典詩一般についての理解を深める。
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授業の到達目標
杜甫の詩を通して、中国古典詩に関する一般的知識と理解を養う。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ テキスト読解と発表内容。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 中国文学演習1-2 杜甫および中国古典詩の研究

担当者名 博士(文学)早大 松原 朗
中国語中国文学コース ２単位 秋学期 土曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
杜甫の詩を取り上げる。杜甫は、一人の詩人として卓れた文学を作っただけではなく、その影響は、早くも半世紀後の韓愈や

白居易に現れ、北宋中期以降、清末に至るまでの伝統中国において詩の規範（詩聖）としての地位を確乎たるものにする。つま
り杜甫は、特殊な個性を有する詩人であると同時に、中国古典文学に普遍的な美意識と価値観を具現化するものとして評価され
た。こうした「矛盾」を背負っていることが杜甫の文学の魅力でもあり、また理解を難しくする問題でもある。
本演習では、杜甫の詩を精読することによって、杜甫の文学の本質について理解を深めるとともに、杜甫を生み出し、また杜

甫を継承する形で展開した中国古典詩一般についての理解を深める。
授業の到達目標
杜甫の詩を通して、中国古典詩に関する一般的知識と理解を養う。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ テキスト読解と発表内容。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 中国文学演習2-1 『桃花扇』伝奇を読む
担当者名 岡崎 由美

中国語中国文学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業で実施する。清・孔尚任の『桃花扇』伝奇を輪読する。歴史群像劇である本作品は、清代伝奇の一つの完成点に達し

たともいえる名作であり、演劇としてのドラマツルギーの面でも、文学的描写の面でも完成度が高く、また、日本の文学・芸能
にも影響をあたえており、中国戯曲研究の一環として学ぶべきところの多い作品である。授業では、分担形式で訳注を施しつつ、
輪読を進める。
授業の到達目標
① 翻字、校勘、訳注の作業を通じて古典テクストを扱う専門的スキルを養う。
② 精読を通じて、分析的視点で作品の理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 出席と発表を主な対象とする。
●その他 0％ なし

科 目 名 中国文学演習2-2 『桃花扇』伝奇を読む
担当者名 岡崎 由美

中国語中国文学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業で実施する。春学期に引き続き、清・孔尚任の『桃花扇』伝奇を輪読する。授業では、分担形式で訳注を施しつつ、

輪読を進める。
授業の到達目標
① 翻字、校勘、訳注の作業を通じて古典テクストを扱う専門的スキルを養う。
② 精読を通じて、分析的視点で作品の理解を深める。
③ 問題点の検討、ディスカッションから、研究課題を見出す。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 出席と発表を主な対象とする。
●その他 0％ なし
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科 目 名 中国文学演習3-1 中国文学・文化研究

担当者名 千野 拓政
中国語中国文学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
1.中国現代文学の作品を一つ選び、受講者全員が日本語に翻訳する。
あわせて、現代の中国文学・文化が抱える課題について検討・討論を行う。
毎回、報告者を決め、それらの翻訳に基づいて問題点などを提示してもらい、全員で検討する。報告者はその検討に基づいて

最終稿を提出する。
翻訳は最終的にまとめて、公表する。
翻訳する作品は、教場で指示する。対面授業を基本としますが、状況を見て一部をリモートもしくはハイフレックスで行うこ

とがあります。2.各学生が研究の進展の状況を発表し、相互に討論する。
授業の到達目標
1． 中国現代文学・文化に関する作品の翻訳を実践する。
また、当該の作家などについての調査や、著作目録・関連文献目録などの資料の作成も行う。
あわせて、上記の作業を通して、中国現代文学・文化が抱える課題について考察する。
2．それそれの研究について討論し、自分の研究を深める。
成績評価方法
平常点と提出物で評価する。
備考・関連ＵＲＬ
翻訳の実践を通じて、良質な中国語の感覚を養っていただき、あわせて、中国文学が直面している問題について、知見を深め

ていただきたいと思います。活発な議論を期待します。
関連URL: その都度教場で指示する

科 目 名 中国文学演習3-2 中国文学・文化研究

担当者名 千野 拓政
中国語中国文学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
1．中国現代文学の作品を一つ選び、受講者全員が日本語に翻訳する。あわせて、現代の中国文学・文化が抱える課題につい

て検討・討論を行う。
毎回、報告者を決め、それらの翻訳に基づいて問題点などを提示してもらい、全員で検討する。報告者はその検討に基づいて

最終稿を提出する。
翻訳は最終的にまとめて、公表する。
翻訳する作品は、教場で指示する。2．各学生が研究の進展を発表し、相互に討論する。
授業の到達目標
1．中国現代文学・文化に関する作品の翻訳を実践する。
また、当該の作家などについての調査や、著作目録・関連文献目録などの資料の作成も行う。
あわせて、上記の作業を通して、中国現代文学・文化が抱える課題について考察する。
2．研究についての理解うか目、自分の論文を執筆する
成績評価方法
平常点と提出物で評価する
備考・関連ＵＲＬ
翻訳の実践を通じて、良質な中国語の感覚を養っていただき、あわせて、中国文学が直面している問題について、知見を深め

ていただきたいと思います。活発な議論を期待します。
関連URL: その都度教場で指示する

科 目 名 中国文学演習4-1 中国現代文学・文化研究

担当者名 高屋 亜希
中国語中国文学コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
朱大可『流氓的盛宴』を講読するともに、そこでとりあげられた作品や同時期の他の作品、文化事件や現象などについて調査

し発表してもらう。文革が終わった1970年代後半以降、国から与えられたポストや戸籍など、固定的な身分を支えてきた制度
がしだいに崩れ、再編されていく過程は、人々に大きなアイデンティティの変容をもたらすとともに、現代中国の社会や文化に
も変容をもたらすことになった。国によって与えられた身分への異議申し立て、新たな身分の模索という視角から中国現代文化
を捉えた朱大可の著作を参照しながら、歴史的かつジャンル横断的に考察する。
授業の到達目標
文革終結から21世紀初頭までの中国現代文学や文化について、それを生み出す社会的背景も踏まえ理解を深める。また、こ

の時期に出た作品などの資料を読み、分析的な視点で理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 発表および質疑応答などの積極授業参加を評価の対象とする。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
受講者の人数によって授業計画が変更されることがあります。
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科 目 名 中国文学演習4-2 中国現代文学・文化研究

担当者名 高屋 亜希
中国語中国文学コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
朱大可『流氓的盛宴』を講読するともに、そこでとりあげられた作品や同時期の他の作品、文化事件や現象などについて調査

し発表してもらう。文革が終わった1970年代後半以降、国から与えられたポストや戸籍など、固定的な身分を支えてきた制度
がしだいに崩れ、再編されていく過程は、人々に大きなアイデンティティの変容をもたらすとともに、現代中国の社会や文化に
も変容をもたらすことになった。国によって与えられた身分への異議申し立て、新たな身分の模索という視角から中国現代文化
を捉えた朱大可の著作を参照しながら、歴史的かつジャンル横断的に考察する。
授業の到達目標
文革終結から21世紀初頭までの中国現代文学や文化について、それを生み出す社会的背景も踏まえ理解を深める。また、こ

の時期に出た作品などの資料を読み、分析的な視点で理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 発表および質疑応答などの積極授業参加を評価の対象とする。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
受講者の人数によって授業計画を変更する可能性があります。

科 目 名 中国語学演習2-1 中国言語理論・文法論1

担当者名 博士(文学)早大 内藤 正子
中国語中国文学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
言語理論の構築には、言語観の確立も含め、その概念形成において、どのような言語に基づくかということが重要になる。中

国語の特徴に基づく言語理論とはどのようなものか、高名凱から徐通鏘へと受け継がれたこのテーマを、≪語言学是什麽≫を読
みながら考えてゆきたい。各テーマについて、受講者による問題点の整理とそれに基づく討議を行うことにより、理解をより確
かなものとし、更なる研究へのステップとすることができるだろう。
授業の到達目標
中国語の言語理論について、先行研究や周辺領域の研究成果を踏まえて、各自が独自の研究課題を見つけ進展させることを狙

いとする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 先行研究や授業での討議を踏まえていること、アプローチの適切性、説得力の強さ等を評価する。
●平常点 50％ 授業に対する積極性、発表内容等を評価する。
●その他 0％

科 目 名 中国語学演習2-2 中国言語理論・文法論2

担当者名 博士(文学)早大 内藤 正子
中国語中国文学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
≪馬氏文通≫以来の根源的な問題、即ち、西洋の言語理論と中国の言語研究とをいかに結びつけるかという問題を、建国後か

ら現代までの文法研究史を視野に入れつつ考えてゆきたい。春期に引き続き、徐通鏘≪語言学是什麽≫をテキストとし、各テー
マについて受講者による問題点の整理と討議を中心に授業を進める。
授業の到達目標
春期（中国語学演習2-1）に引き続き、中国語の言語理論について、哲学、心理学、社会学等言語学の関連分野の研究成果を

取り入れつつ理解し、それを基に各自が独創的な研究を進める力をつけることを狙いとする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 先行研究や授業での討議を踏まえていること、アプローチの適切性、説得力の強さ等を評価する。
●平常点 50％ 授業に対する積極性、発表内容等を評価する。
●その他 0％

科 目 名 中国語学演習3-1 テストと教材

担当者名 楊 達
中国語中国文学コース ２単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
授業では、第二言語習得、テスト理論、認知心理学などのテキストを発表することと並行して、2013年度の統一テストのデー

タを整理して、分析しながら、現在試行している一年中国語の教材の改善点を見出し、修正案を作成する予定。専門書の学習と
具体的な作業が50%ずつの割合になります。
授業の到達目標
具体的な作業を通じて、理論を検証、発見することを目指します。
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成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ 課題を正確にとらえること
●平常点 50％ 研究発表
●その他 0％ なし

科 目 名 中国語学演習3-2 テストと教材

担当者名 楊 達
中国語中国文学コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
春期につづき、授業では、第二言語習得、テスト理論、認知心理学などのテキストを発表することと並行して、2013年度の

統一テストのデータを整理して、分析しながら、現在試行している一年中国語の教材の改善点を見出し、修正案を作成する予定。
専門書の学習と具体的な作業が50%ずつの割合になります。
授業の到達目標
具体的な作業を通じて、理論を検証、発見することを目指します。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ 課題を正確にとらえること
●平常点 50％ 研究発表
●その他 0％ なし

科 目 名 中国文学研究指導1-1 M 杜甫および中国古典詩の研究

担当者名 博士(文学)早大 松原 朗
中国語中国文学コース ― 春学期 土曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
杜甫の詩を取り上げる。杜甫は、一人の詩人として卓れた文学を作っただけではなく、その影響は、早くも半世紀後の韓愈や

白居易に現れ、北宋中期以降、清末に至るまでの伝統中国において詩の規範（詩聖）としての地位を確乎たるものにする。つま
り杜甫は、特殊な個性を有する詩人であると同時に、中国古典文学に普遍的な美意識と価値観を具現化するものとして評価され
た。こうした「矛盾」を背負っていることが杜甫の文学の魅力でもあり、また理解を難しくする問題でもある。
本演習では、杜甫の詩を精読することによって、杜甫の文学の本質について理解を深めるとともに、杜甫を生み出し、また杜

甫を継承する形で展開した中国古典詩一般についての理解を深める。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
成績評価方法：研究指導の成績評価については、その成績をP・Qの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究

指導を登録して指導を受けることをもってPとする。

科 目 名 中国文学研究指導1-2 M 杜甫および中国古典詩の研究

担当者名 博士(文学)早大 松原 朗
中国語中国文学コース ― 秋学期 土曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
杜甫の詩を取り上げる。杜甫は、一人の詩人として卓れた文学を作っただけではなく、その影響は、早くも半世紀後の韓愈や

白居易に現れ、北宋中期以降、清末に至るまでの伝統中国において詩の規範（詩聖）としての地位を確乎たるものにする。つま
り杜甫は、特殊な個性を有する詩人であると同時に、中国古典文学に普遍的な美意識と価値観を具現化するものとして評価され
た。こうした「矛盾」を背負っていることが杜甫の文学の魅力でもあり、また理解を難しくする問題でもある。
本演習では、杜甫の詩を精読することによって、杜甫の文学の本質について理解を深めるとともに、杜甫を生み出し、また杜

甫を継承する形で展開した中国古典詩一般についての理解を深める。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
成績評価方法：研究指導の成績評価については、その成績をP・Qの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究

指導を登録して指導を受けることをもってPとする。

科 目 名 中国文学研究指導2-1 M 近世白話文学

担当者名 岡崎 由美
中国語中国文学コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業で実施する。
清・孔尚任の『桃花扇』伝奇を輪読する。歴史群像劇である本作品は、清代伝奇の一つの完成点に達したともいえる名作であ

り、演劇としてのドラマツルギーの面でも、文学的描写の面でも完成度が高く、また、日本の文学・芸能にも影響をあたえており、
中国戯曲研究の一環として学ぶべきところの多い作品である。授業では、分担形式で訳注を施しつつ、輪読を進める。
授業の到達目標
① 翻字、校勘、訳注の作業を通じて古典テクストを扱う専門的スキルを養う。
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② 精読を通じて、分析的視点で作品の理解を深める。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国文学研究指導2-2 M 近世白話文学

担当者名 岡崎 由美
中国語中国文学コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業で実施する。春学期に引き続き、清・孔尚任の『桃花扇』伝奇を輪読する。授業では、分担形式で訳注を施しつつ、

輪読を進める。
授業の到達目標
① 翻字、校勘、訳注の作業を通じて古典テクストを扱う専門的スキルを養う。
② 精読を通じて、分析的視点で作品の理解を深める。
③ 問題点の検討、ディスカッションから、研究課題を見出す。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国文学研究指導3-1 M 中国近現代文学・文化研究

担当者名 千野 拓政
中国語中国文学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生から研究の進捗状況を報告してもらい、それにもとづいて全員で討論し、新たな課題の提示を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
教場で指示する

科 目 名 中国文学研究指導3-2 M 中国近現代文学・文化研究

担当者名 千野 拓政
中国語中国文学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生から研究の進捗状況を報告してもらい、それにもとづいて全員で討論し、討論や新たな課題の提示を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国文学研究指導4-1 M 中国現代文学・文化

担当者名 高屋 亜希
中国語中国文学コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生から研究の進捗状況を報告してもらい、受講者全員で議論し、問題点や課題を提示する。他は演習4-1と同じ。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国文学研究指導4-2 M 中国現代文学・文化

担当者名 高屋 亜希
中国語中国文学コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生から研究の進捗状況を報告してもらい、受講者全員で議論し、問題点や課題を提示する。他は演習4-2と同じ。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国語学研究指導2-1 M 中国言語理論の研究

担当者名 博士(文学)早大 内藤 正子
中国語中国文学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「中国語学演習2－1」に同じ。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国語学研究指導2-2 M 中国言語理論の研究

担当者名 博士(文学)早大 内藤 正子
中国語中国文学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「中国語学演習2－2」に同じ。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
PQの二級。Pを合格とし、Qを不合格とする。

科 目 名 中国語学研究指導3-1 M 中国語教育（第二言語習得）

担当者名 楊 達
中国語中国文学コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
授業では、第二言語習得、テスト理論、認知心理学などのテキストを発表することと並行して、一昨年度の統一テストのデー

タを整理して、分析しながら、現在試行している一年中国語の教材の改善点を見出し、修正案を作成する予定。専門書の学習と
具体的な作業が50%ずつの割合になります。
授業の到達目標
具体的な作業を通じて、理論を検証、発見することを目指します。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国語学研究指導3-2 M 中国語教育（第二言語習得）

担当者名 楊 達
中国語中国文学コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
より正確に言語能力を測定できるシステムをめざす。基礎外国語で実施した統一テストについて、すべての問題の正解率、難

易度および識別度などを割り出し、これらのデータを使ってテスト、教材、授業について相関を分析する。授業では作業が多く
なるが、並行してテスト理論の先行研究をも読む。
授業の到達目標
分析でえた結果を学会などで研究発表できることを目指す。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国文学研究指導1-1 D 中国古典詩の研究

担当者名 博士(文学)早大 松原 朗
中国語中国文学コース ― 春学期 土曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
累次、国内外の優秀な論文についての合評を行うことによって、最新の研究動向を把握し、かつ多様な研究の手法を習得する。

同時に、受講者は学会発表や論文執筆の中間発表を行い、その内容について全員で討論する。この訓練を通じて、最終的には博
士論文執筆につなげる。
授業の到達目標
国内外で学会発表および論文発表を行いながら、最終的に研究成果を博士論文として完成させることを到達目標とする。
成績評価方法
成績評価方法：研究指導の成績評価については、その成績をP・Qの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究
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指導を登録して指導を受けることをもってPとする。

科 目 名 中国文学研究指導1-2 D 中国古典詩の研究

担当者名 博士(文学)早大 松原 朗
中国語中国文学コース ― 秋学期 土曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
累次、国内外の優秀な論文についての合評を行うことによって、最新の研究動向を把握し、かつ多様な研究の手法を習得する。

同時に、受講者は学会発表や論文執筆の中間発表を行い、その内容について全員で討論する。この訓練を通じて、最終的には博
士論文執筆につなげる。
授業の到達目標
国内外で学会発表および論文発表を行いながら、最終的に研究成果を博士論文として完成させることを到達目標とする。
成績評価方法
成績評価方法：研究指導の成績評価については、その成績をP・Qの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究

指導を登録して指導を受けることをもってPとする。

科 目 名 中国文学研究指導2-1 D 近世白話文学

担当者名 岡崎 由美
中国語中国文学コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業による個別指導とする。各自課程博士論文の執筆をめざして年度初に今年度の研究計画を立て、それに則して中間成

果発表としての学会、研究誌への発表論文の作成を指導する。前期は主に8月～10月に開催される全国学会、国際学会での研
究発表を目標として、研究指導を進める。
授業の到達目標
査読誌論文最低1編の執筆（前期・後期通算）。または国内の全国学会もしくは中国で開催される国際学会での研究発表
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国文学研究指導2-2 D 近世白話文学

担当者名 岡崎 由美
中国語中国文学コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業による個別指導とする。各自課程博士論文の執筆をめざして年度初に今年度の研究計画を立て、それに則して中間成

果発表としての学会、研究誌への発表論文の作成を指導する。後期は主に前期の学会発表などを踏まえ、査読論文誌への論文投
稿を目指して執筆指導を行う。
授業の到達目標
査読誌論文最低1篇の執筆（前期・後期通算）、および国内外の学会での研究発表。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国文学研究指導3-1 D 中国近現代文学・文化研究

担当者名 千野 拓政
中国語中国文学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生から研究の進捗状況に関する報告をしてもらい、それにもとづいて討論し、新たな課題を提示する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国文学研究指導3-2 D 中国近現代文学・文化研究

担当者名 千野 拓政
中国語中国文学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生から研究の進捗状況に関する報告をしてもらい、それにもとづいて全員で討論し、新たな課題を提示する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

中
国
語
中
国
文
学
コ
ー
ス

― 209 ―



科 目 名 中国文学研究指導4-1 D 中国近現代文学

担当者名 高屋 亜希
中国語中国文学コース ― 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成に向けて、各自の論文の発表と討議を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国文学研究指導4-2 D 中国近現代文学

担当者名 高屋 亜希
中国語中国文学コース ― 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成に向けて、各自の論文の発表と討議を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国語学研究指導2-1 D 字本位による理論・応用研究

担当者名 博士(文学)早大 内藤 正子
中国語中国文学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成に向けて、各自の論文の発表と討議を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国語学研究指導2-2 D 字本位による理論・応用研究

担当者名 博士(文学)早大 内藤 正子
中国語中国文学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成に向けて、各自の論文の発表と討議を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国語学研究指導3-1 D 中国語教育（第二言語習得）

担当者名 楊 達
中国語中国文学コース ― 春学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
発表形式で授業を行います。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中国語学研究指導3-2 D 中国語教育（第二言語習得）

担当者名 楊 達
中国語中国文学コース ― 秋学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
発表形式で授業を行います。
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授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 映画学特論1 ドゥルーズ『シネマ』と映画理論の諸問題

担当者名 中村 秀之
演劇映像学コース ２単位 春学期 水曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ジル・ドゥルーズの『シネマ』（『シネマ1＊運動イメージ』、『シネマ2＊時間イメージ』）を内在的かつ批判的に読解し、映画

論としての特性を明らかにするとともに、映画学の先行研究や隣接諸学の成果と比較検討することを通して、「映画とは何か」
を多角的に考察する。
授業の到達目標
『シネマ』の映画論としての要点を把握し、それが提起する諸問題を吟味して、各自の研究の理論的前提を明瞭判然と認識す
ることに役立てる。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 学期末にレポートを課する。
●平常点 50％ 出席状況を重視し、質問や意見の内容も考慮に入れる。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
授業運営に Waseda Moodleを利用する。

科 目 名 映画学特論2 フィルム・テクストと歴史

担当者名 藤井 仁子
演劇映像学コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
テクスト分析は通常、テクストに内在する要素だけを拠りどころとするために、非歴史的であることを免れないと考えられて

いる。その手法を批判する者はもちろん、支持する者であっても、しばしば歴史の「制約」を超えた「自由」な読解に可能性を
見いだしている以上、この前提を共有しているように思われる。しかし、少なくとも映画にかんする限り、テクストの表層に外
部の歴史が何らかの痕跡を残したり、あるいは一見取るに足りないような細部からテクスト外的な歴史が――まるで堤防が決壊
するように――流れこんでくるといったことは、決してめずらしいことではないはずだ。そうした事態は映画の写真的性格ゆえ
に惹き起こされることもあれば、スターという個々のフィルムを超えた厄介な存在ゆえに惹き起こされることもある。本講義で
は、こうしたいくつかの事例を具体的なフィルムに即して検討することにより、映画研究を志す履修者の方法的意識を高めるこ
とにつなげたい。取り上げるフィルムは戦後の日本映画が中心だが、実際の講義内容はこの制限に縛られるものではない。研究
科カリキュラムポリシーに謳われるとおり、「専門の知識を体系的に修得し、それを実践に結びつける力」の形成を目指す。
授業の到達目標
テクスト分析の手法を実例に即して習得するとともに、フィルム・テクストの表層に露呈された歴史への感性を磨く。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 授業内容を自己の研究関心に沿って展開させたレポートを期間中に提出してもらう。
●平常点 50％ 出席は当然として質疑応答などでの積極性と貢献度を重視する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
映画学で修士論文を執筆する予定の大学院生を履修者として想定した、高度に専門的な講義であることに留意されたい。

科 目 名 舞踊学特論1
担当者名 博士(文学)東北大 貫 成人

演劇映像学コース ２単位 春学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要

本項目の情報はWebシラバスを参照ください
授業の到達目標

本項目の情報はWebシラバスを参照ください
成績評価方法

本項目の情報はWebシラバスを参照ください

科 目 名 舞踊学特論2
担当者名 博士(文学)東北大 貫 成人

演劇映像学コース ２単位 秋学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要

本項目の情報はWebシラバスを参照ください
授業の到達目標

本項目の情報はWebシラバスを参照ください
成績評価方法

本項目の情報はWebシラバスを参照ください

演
劇
映
像
学
コ
ー
ス

― 215 ―



科 目 名 舞踊学特論3 映画におけるバレエの表象

担当者名 博士(文学)早大 川島 京子
演劇映像学コース ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は、教室授業を基本とし、一部オンデマンド授業も実施する予定です。この講義は、「映画におけるバレエの表象」をテー

マに、舞踊史上に存在するバレエをモチーフとした映画を取り上げる。海外の映画と日本映画に分け、まずはそうした映画の調
査・発掘、所蔵確認を行い、各映画に登場するバレエ映像の歴史的重要性を分析する。
舞踊学において新しいアプローチとなるため、最終的に何らかの形で成果発表できればと思っている。
授業の到達目標
舞踊史の基礎を理解しつつ、バレエ映画の発掘と各映画の舞踊史における重要性を分析。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 30％ 口頭発表を行った上で、それに関する省察。
●平常点 20％ 出席と討議への参加度（ただし、出席率が2／3に満たない場合は評価の対象にはならない）。
●その他 50％ 口頭での研究発表。
備考・関連ＵＲＬ
＊上記スケジュールはあくまでも予定であり、受講学生の興味や知識によって変更することがあります。

科 目 名 舞踊学特論4 日本バレエ史

担当者名 博士(文学)早大 川島 京子
演劇映像学コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は教室授業を基本とし、一部オンデマンド授業として実施します。
本講義は、日本バレエ史を取り上げ、舞踊史上重要な資料、映像を紹介しつつ、日本へのバレエ移入時から現代までを通史的

に概観する。
また、舞踊研究を志す学生の為に、近年の舞踊及び舞踊史研究動向、研究資料を多く紹介してゆく。
授業の到達目標
授業で学んだ事柄を踏まえつつ、現在のバレエ界について考察できることを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 50％ 出席と討議への参加度（ただし、出席率が2／3に満たない場合は評価の対象にはならない）。
●その他 50％ 口頭での調査発表。
備考・関連ＵＲＬ
＊上記スケジュールはあくまでも予定であり、受講学生の興味や知識によって変更することがあります。

科 目 名 現代演劇研究1 アメリカ現代演劇の潮流 （オルタナティヴ演劇・パフォーマンス）

担当者名 戸谷 陽子
演劇映像学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
昨年に引き続きアメリカ合衆国の演劇を通史的に概観しつつ、本年度は20世紀半ばに出現した前衛演劇や舞踊、オルタナティ

ヴな舞台芸術活動を中心に、今日の演劇に受け継がれる要素を検証する。具体的には、20世紀初頭から半ばの大西洋両岸にお
ける舞踊を中心としたモダニズムの身体表象、不条理演劇の出現、冷戦と演劇、フルクサスのパフォーマンス、ポストモダンダ
ンス、ブラックマウンテンカレッジとカウンターカルチャー、公民権運動とヴェトナム戦争、身体の復権と実験演劇、第二派フェ
ミニズムとフェミニストパフォーマンスの出現、イメージの演劇、AIDSと演劇、クイア演劇（レズビアン・ゲイ演劇）、テロリ
ズムと演劇、環境演劇等を対象として、非／商業演劇および都市／地方の関係、芸術助成制度、高等教育と演劇および演劇人養
成制度等、劇作家、演出家、俳優の考察はもとより、現代に至る演劇批評／ドラマターグの歴史と展開および実践についても検
証しつつ、社会文化的、地政学的条件を考慮し、多角的に演劇の問題を考えたい。
授業の進め方は、担当者が用意する基本文献（英語および日本語）・視聴覚資料を中心に、関連のトピックについて履修者が

発表する形式で進める。20世紀以降のアメリカ演劇の展開を、地政学的文脈を重視しつつ、舞台空間と演出、演劇理念から検
証しつつ、アメリカ固有の特徴を検証し、今日的な演劇の問題として考察する。
授業の到達目標
アメリカ演劇を総合的に理解することが到達目標であるが、そのために、アメリカ演劇固有の問題を、地政学的、社会文化的

な視点から多角的に検証する姿勢を養い、諸条件や概念の厳密な定義をもとに、アメリカ演劇のみならず演劇を総合的に分析す
るツールを獲得することをも目指す。また、戯曲という書かれたテクストの優位性を再考し、上演空間やセノグラフィー、音楽、
身体といった要素を含む上演テクストを重視した制作の姿勢や、舞台上の「演じる身体」、複数領域およびメディアによる協働
という制作の形態を考慮した演劇の分析方法を意識して実践することをも目的とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない
●レポート 50％ 履修者は自身の問題意識に照らして授業で扱ったトピックを選択し、それについてのリサーチペーパー
を作成する。
リサーチペーパーであるため、丹念に資料にあたり、論理的な構成を有するレポートを評価する。

●平常点 50％ 担当部分の発表および毎回のディスカッションへの参加。
●その他 0％ 特になし
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科 目 名 現代演劇研究2 社会・政治×舞台芸術・アート

担当者名 博士(学術)東芸大 小泉 元宏
演劇映像学コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は、演劇・ダンス・音楽などを含む舞台芸術に加え、アート、映像、ポピュラーカルチャー、サブカルチャーなども視

野に入れながら、表現諸文化を取り巻く社会・政治的構造や制度について歴史的・理論的な視座から理解・分析するとともに、
表現活動を通じた社会変容の可能性や課題を検討していく。それらを通じて、今日における芸術・文化と社会諸領域の関係性の
あり方や、文化政策、アーツマネジメントの意義や課題等を考察していくことを目的とする。

なお、現状では原則として対面形式による授業実施を予定している（2023年1月現在）。
授業の到達目標
（1）舞台芸術やアートなど表現諸文化と、社会・政治の関係性について、文化批評理論、文化政策研究、アーツマネジメント
研究などの用語や概念を適切に用いながら理解・説明できること。
（2）グループリサーチ等を通じて芸術・文化と社会の関係性に関する考察を広げ、あるいは自らの考えを表現すること。
成績評価方法
●試験 0％ ・試験は実施しない
●レポート 0％ ・レポート課題は実施しない
●平常点 50％ ・授業への積極参加、内容の理解度を評価します。
・各個人に割り当てられた文献講読テーマに関する発表内容について評価します。

●その他 50％ ・リサーチプロジェクトやプレゼンテーションへの取り組みや発表内容について評価します。
備考・関連ＵＲＬ
授業内容については、進捗状況等により、一部入替・変更する場合があります。その他、履修上の相談などがある場合には、

担当者にメールで知らせてください（連絡先: koizumi[at]aoni.waseda.jp ※[at]を@に変えてください）。

科 目 名 日本近世演劇研究1
担当者名 児玉 竜一

演劇映像学コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
演劇映像コース室および研究室で所蔵する、近世（時に近代）演劇に関する原資料ないし影印を講読しながら、近世演劇研究

に関わる視野を広げることを目的とする。
授業の到達目標
変体仮名を読解し、演劇史的な背景を知り、原資料を扱う力を養う。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 20％ レポートを課す予定。
●平常点 80％ 平常点を重視する。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 日本近世演劇研究2
担当者名 児玉 竜一

演劇映像学コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
演劇映像コース室および研究室で所蔵する、近世（時に近代）演劇に関する原資料ないし影印を講読しながら、近世演劇研究

に関わる視野を広げることを目的とする。
授業の到達目標
変体仮名を読解し、演劇史的な背景を知り、原資料を扱う力を養う。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 20％ レポートを課す予定。
●平常点 80％ 平常点を重視する。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 日本演劇史研究1 阪口弘之著『古浄瑠璃・説経研究』（下）を読む

担当者名 和田 修
演劇映像学コース ２単位 春学期 無 フルOD １年以上 ― ― フル【オンライン】フルオンデマンド
授業概要
阪口弘之著『古浄瑠璃・説経研究』（下）（和泉書院、2020年）を読み、古浄瑠璃・説経の特色について検討する。
同書は古浄瑠璃黎明期から近松までの浄瑠璃・説経界の動向について、正本研究、作品研究にもとづいて、
詳細な論を積み上げ、さらに元禄期前後の歌舞伎を含めた大坂興行史にも目を配った大著であり、
2021年の角川源義賞を受賞している。
本講義では、所収論文を順次読み進めながら、付随する問題も取り上げ、古浄瑠璃・説経について理解を深めたい。

なお、履修にあたっては、古浄瑠璃・説経について、学術的な知識のあることが求められる。
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とくに、浄瑠璃正本および近世書誌学についての基礎的知識、くずし字の読解力が必要となる。
授業の到達目標
17～18世紀初期の古浄瑠璃・説経の動向を把握し、浄瑠璃研究の基礎を築くことを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 50％ 『古浄瑠璃・説経研究』から学んだことについてまとめる。
●平常点 50％ 各回のオンデマンド課題に答える。
●その他 0％ とくになし。
備考・関連ＵＲＬ
授業はフルオンデマンドで行う。

科 目 名 日本演劇史研究2 阪口弘之著『古浄瑠璃・説経研究』（下）を読む

担当者名 和田 修
演劇映像学コース ２単位 秋学期 無 フルOD １年以上 ― ― フル【オンライン】フルオンデマンド
授業概要
阪口弘之著『古浄瑠璃・説経研究』（下）（和泉書院、2020年）を読み、古浄瑠璃・説経の特色について検討する。
同書は古浄瑠璃黎明期から近松までの浄瑠璃・説経界の動向について、正本研究、作品研究にもとづいて、
詳細な論を積み上げ、さらに元禄期前後の歌舞伎を含めた大坂興行史にも目を配った大著であり、
2021年の角川源義賞を受賞している。
本講義では、所収論文を順次読み進めながら、付随する問題も取り上げ、古浄瑠璃・説経について理解を深めたい。

なお、履修にあたっては、古浄瑠璃・説経について、学術的な知識のあることが求められる。
とくに、浄瑠璃正本および近世書誌学についての基礎的知識、くずし字の読解力が必要となる。
授業の到達目標
17～18世紀初期の古浄瑠璃・説経の動向を把握し、浄瑠璃研究の基礎を築くことを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 50％ 『古浄瑠璃・説経研究』から学んだことについてまとめる。
●平常点 50％ 各回のオンデマンド課題に答える。
●その他 0％ とくになし。
備考・関連ＵＲＬ
授業はフルオンデマンドで行う。

科 目 名 西洋演劇研究1 演劇とドキュメント／アーカイヴ

担当者名 藤井 慎太郎
演劇映像学コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
生じる瞬間から消滅し、後に何も残さず、忘却が始まる演劇は、アーカイヴに向かない芸術といえるのかもしれない。しかし、

情報の氾濫とともに、記録／記憶の重要性、アーカイヴの必要性もまた強く認識されてきた。アーカイヴの充実は、舞台芸術の
保存・継承にとって大いに助けになるばかりか、資料に基づくドキュメンタリー演劇やリイナクトメントの隆盛をも生み出した
といえる。1年間かけて、アーカイヴ、ドキュメント／ドキュメンタリー、リイナクトメントの問題系に関わる複数の文献を読み、
作品／映像を分析し、多面的にこれらの問題系にアプローチして、複雑な現実を整理して、理解を深めたい。

教室における対面授業を前提とするが、感染状況によってはオンライン（リアルタイム）授業に変更する。
授業の到達目標
アーカイヴ、ドキュメント／ドキュメンタリー、リイナクトメントの問題系と演劇についての理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％
●平常点 50％
●その他 0％

科 目 名 西洋演劇研究2 演劇とドキュメント／アーカイヴ

担当者名 藤井 慎太郎
演劇映像学コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
生じる瞬間から消滅し、後に何も残さず、忘却が始まる演劇は、アーカイヴに向かない芸術といえるのかもしれない。しかし、

情報の氾濫とともに、記録／記憶の重要性、アーカイヴの必要性もまた強く認識されてきた。アーカイヴの充実は、舞台芸術の
保存・継承にとって大いに助けになるばかりか、資料に基づくドキュメンタリー演劇やリイナクトメントの隆盛をも生み出した
といえる。1年間かけて、アーカイヴ、ドキュメント／ドキュメンタリー、リイナクトメントの問題系に関わる複数の文献を読み、
作品／映像を分析し、多面的にこれらの問題系にアプローチして、複雑な現実を整理して、理解を深めたい。

教室における対面授業を前提とするが、感染状況によってはオンライン（リアルタイム）授業に変更する。
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授業の到達目標
アーカイヴ、ドキュメント／ドキュメンタリー、リイナクトメントの問題系と演劇についての理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％
●平常点 50％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
オンライン・リアルタイム配信の予定。

科 目 名 演劇学特論1 日本古典演劇における芸術論・技法論の確立

担当者名 博士(文学)早大 田草川 みずき
演劇映像学コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本の古典演劇は、それぞれのジャンルにおける芸と技との存続を希求し、多くの芸術論・技法論を生み出して来た。各ジャ

ンルの総合的な理論に加え、声・動き・楽器など、細分化した理論も発達している。これらの理論は、写本として受け継がれる
ほか、刊行され一般に流布することによって、周辺の文芸に影響を与えた。
本授業では、各ジャンルの芸論・技法論の研究史について確認した上で、発生した当時の状況を踏まえつつ、その本文を読み、

解釈を行う。作者たちが目指した芸のありようについて考えることにより、「芸論・技法論」という一側面から、日本古典演劇
史を概観したい。
また、毎年7月初旬に東京古書会館で実施される、「七夕古書大入札会」の出品目録（インターネット公開あり）を受講者全員

で検討し、演劇書を含む古典籍の流通の現況を学ぶ。（ただし今年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、「七夕古書大入札
会」が中止になる可能性あり。その場合は、代替案を考える。）
なお、本授業については、オンデマンド配信授業と対面授業を適宜組み合わせての実施を予定している。オンデマンド配信時

には、実際の古典籍のカラー画像やWeb上の各種データベース、映像等を利用して理解を深め、対面時は講義に加えて意見交換
なども行う計画である。詳しくは、ガイダンス時に説明する。
授業の到達目標
（1） 芸論・技法論が目指した芸の在り方を探り、各古典演劇の特質についての理解を深めること。
（2） 書誌学的な面から見た古典籍の実際とその流通状況を知り、古典籍に対する感覚を養うこと。
（3） 上記（1）（2）を通じ、近世期までの日本古典演劇の技法論・芸術論を分類・解読できるようになること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません。
●レポート 50％ 関心・理解度に加え、発展的な内容に踏み込めているかを評価する。
●平常点 50％ オンデマンド型授業時の課題、およびその内容に関して対面授業時に検討する際の意欲・参加度などを評
価する。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 演劇学特論2 日本古典演劇における芸術論・技法論の展開

担当者名 博士(文学)早大 田草川 みずき
演劇映像学コース ２単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本の古典演劇は、それぞれのジャンルにおける芸と技との存続を希求し、多くの芸術論・技法論を生み出して来た。各ジャ

ンルの総合的な理論に加え、声・動き・楽器など、細分化した理論も発達している。これらの理論は、写本として受け継がれる
ほか、刊行され一般に流布することによって、周辺の文芸に影響を与えた。 本授業では、各ジャンルの芸術論・技法論が、発
生期から時を経て、新たな展開を遂げていった状況について、その時代における各古典演劇の状況と照らし合わせながら考察す
る。さらに、近代以降の日本古典演劇においても書き続けられた芸術論・技法論に着目し、現代の各古典演劇と芸術論・技法論
の関係を探りたい。
また、毎年11月中旬に東京古書会館で実施される、「古典籍展観大入札会」の出品目録（インターネット公開あり）を、受講

者全員で検討する。（ただし今年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、「古典籍展観大入札会」が中止になる可能性あり。
その場合は、代替案を考える。）

なお、本授業については、オンデマンド配信授業と対面授業を適宜組み合わせての実施を予定している。オンデマンド配信時
には、実際の古典籍のカラー画像やWeb上の各種データベース、映像等を利用して理解を深め、対面時は講義に加えて意見交換
なども行う計画である。詳しくは、ガイダンス時に説明する。
授業の到達目標
（1） 各古典演劇における技法論・芸術論の変化、および近代以降の状況を確認し、古典演劇それぞれとの関係性について理
解を深めること。
（2） 書誌学的な面から見た古典籍の実際とその流通状況を知り、古典籍に対する感覚を養うこと。
（3） 上記（1）（2）を通じ、日本古典演劇とその芸術論・技法論の関係性と歴史的展開について、有機的に把握すること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません。
●レポート 50％ 関心・理解度に加え、発展的な内容に踏み込めているかを評価する。
●平常点 50％ オンデマンド型授業時の課題、およびその内容に関して対面授業時に検討する際の意欲・参加度などを評
価する。
●その他 0％ 特になし。
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科 目 名 演劇学演習1-1
担当者名 児玉 竜一

演劇映像学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近世演劇に関する基礎知識を得ることをめざすとともに、各自の現在の研究課題、修士論文・博士論文の課題設定について、

受講者とともに討議・検討し、指導を行う。
受講生各自の課題についての発表と、こちらより設定する課題についての発表を並行する予定。今年度は、歌舞伎台本の講読

を並行する予定。
授業の到達目標
原資料にもとづき、調査・検討・発表についての力量を身につける。
成績評価方法
●試験 0％ 課さない。
●レポート 20％ レポートを課す。
●平常点 80％ 平常点を重視する。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 演劇学演習1-2
担当者名 児玉 竜一

演劇映像学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近世演劇に関する基礎知識を得ることをめざすとともに、各自の現在の研究課題、修士論文・博士論文の課題設定について、

受講者とともに討議・検討し、指導を行う。
受講生各自の課題についての発表と、こちらより設定する課題についての発表を並行する予定。今年度は、歌舞伎台本の講読

を並行する予定。
授業の到達目標
原資料にもとづいて、調査・検討・発表についての力量を身につける。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 20％ レポートを課す。
●平常点 80％ 平常点を重視する。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 演劇学・舞踊学演習1-1
担当者名 藤井 慎太郎

演劇映像学コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教員（場合によってはゲスト講師）による講義、および学生自身が発表やテクストを準備する実際の作業を通じて、研究の遂

行、修士論文の完成に必要となる方法論を身につけることを目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
授業参加、発表、レポートによって総合的に評価する。

科 目 名 演劇学・舞踊学演習1-2
担当者名 藤井 慎太郎

演劇映像学コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教員（場合によってはゲスト講師）による講義、および学生自身が発表やテクストを準備する実際の作業を通じて、修士論文

の完成に必要となる方法論を身につけることを目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
授業参加、発表、レポートによって総合的に評価する。

科 目 名 演劇学演習4-1 『大和守日記』講読
担当者名 和田 修

演劇映像学コース ２単位 春学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近世前期のかぶき・浄瑠璃操の実態を知る上で欠かすことのできない基本資料である『大和守日記』の芸能記事を年代順に取

りあげて検討する。
発表者には(1)本文異同確認、(2)記載された芸能内容の調査、などの作業報告をしていただく。発表の分担は初回に行う。

本年度前期は、明暦4年から読み進める。
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初期歌舞伎および古浄瑠璃について一定の知識を有することが履修の前提となる。
授業の到達目標
『大和守日記』に記載された芸能の内容を把握するとともに、藩邸記録の性格についても理解を深めたうえで、17世紀後期の
近世演劇の展開を学ぶ。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 30％ 『大和守日記』から知りうる歌舞伎・浄瑠璃の実態について
●平常点 70％ 正しく翻字する力、適切に参考文献を調べる力を評価する。
●その他 0％ とくになし。

科 目 名 演劇学演習4-2 『大和守日記』講読
担当者名 和田 修

演劇映像学コース ２単位 秋学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近世前期のかぶき・浄瑠璃操の実態を知る上で欠かすことのできない基本資料である『大和守日記』の芸能記事を年代順に取

りあげて検討する。発表者には(1)本文異同確認、(2)記載された芸能内容の調査、などの作業報告をしていただく。発表の分
担は初回に行う。
本年度後期は、寛文1年から読み進める。
初期歌舞伎および古浄瑠璃について一定の知識を有することが履修の前提となる。
授業の到達目標
『大和守日記』に記載された芸能の内容を把握するとともに、藩邸記録の性格についても理解を深めたうえで、17世紀後期の
近世演劇の展開を学ぶ。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 30％ 『大和守日記』から知りうる歌舞伎・浄瑠璃の実態について
●平常点 70％ 正しく翻字する力、適切に参考文献を調べる力を評価する。
●その他 0％ とくになし。

科 目 名 映画学演習1-1 映画史・映画理論文献講読

担当者名 藤井 仁子
演劇映像学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
映画史・映画理論に関する英語文献を原書で講読する。具体的に何を読むかは、特に藤井の指導学生の研究関心に配慮して決

める。毎回それなりの分量を各自で読んできてもらい、担当者の発表を受けて全員で議論を行なう予定である。よって、書いて
あることをただ鵜呑みにするのではなく、批判的に読みこんだうえで独自に論を展開しようとする姿勢が履修者には求められる。
併せて、藤井が指導する大学院生については、修士論文執筆に向けての中間発表を適宜行なってもらう。研究科カリキュラムポ
リシーに謳われるとおり、「専門の知識を体系的に修得し、それを実践に結びつける力」の形成を目指す。
授業の到達目標
映画史・映画理論に関する専門知識を身につけるとともに、研究のために必要な読解力、思考の論理性を磨く。効果的なプレ

ゼンテーションとディベートの方法についても各自で工夫してもらう。
成績評価方法
発表の出来、議論での積極性および発言内容を併せて総合的に評価する。
備考・関連ＵＲＬ
映画学で修士論文を執筆する予定の大学院生を履修者として想定した、高度に専門的な演習であることに留意されたい。授業

内で取り上げられるフィルムは、必ず各自で見るべく最善を尽くすこと（どうしても見られないものについては相談にのる）。

科 目 名 映画学演習1-2 映画史・映画理論文献講読

担当者名 藤井 仁子
演劇映像学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
映画史・映画理論に関する英語文献を原書で講読する。具体的に何を読むかは、特に藤井の指導学生の研究関心に配慮して決

める。毎回それなりの分量を各自で読んできてもらい、担当者の発表を受けて全員で議論を行なう予定である。よって、書いて
あることをただ鵜呑みにするのではなく、批判的に読みこんだうえで独自に論を展開しようとする姿勢が履修者には求められる。
併せて、藤井が指導する大学院生については、修士論文執筆に向けての中間発表を適宜行なってもらう。研究科カリキュラムポ
リシーに謳われるとおり、「専門の知識を体系的に修得し、それを実践に結びつける力」の形成を目指す。
授業の到達目標
映画史・映画理論に関する専門知識を身につけるとともに、研究のために必要な読解力、思考の論理性を磨く。効果的なプレ

ゼンテーションとディベートの方法についても各自で工夫してもらう。
成績評価方法
発表の出来、議論での積極性および発言内容を併せて総合的に評価する。
備考・関連ＵＲＬ
映画学で修士論文を執筆する予定の大学院生を履修者として想定した、高度に専門的な演習であることに留意されたい。授業

内で取り上げられるフィルムは、必ず各自で見るべく最善を尽くすこと（どうしても見られないものについては相談にのる）。

演
劇
映
像
学
コ
ー
ス

― 221 ―



科 目 名 映画学演習2-1 映画理論文献講読

担当者名 角井 誠
演劇映像学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
映画理論、映画研究に関する文献を原書（英語ないし仏語）で講読する。文献は受講生の関心などをふまえて最終的に決定す

る。担当者による発表と全員によるディスカッションで進める。併せて、研究に関する発表を行ってもらい、その内容を検討す
るとともに、研究の基本的な作法を磨く。以上を通して、研究科カリキュラムポリシーにある「専門の知識を体系的に修得し、
それを実践に結びつける力」の形成を目指す。
授業の到達目標
映画理論に関する専門的な知識を習得するとともに、文献読解、論理的な思考、効果的な発表、ディスカッション、明晰な論

述の能力を磨く。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席状況、課題のテクストに対する取り組み、ディスカッションにおける姿勢などから総合的に評価する。
●その他 0％

科 目 名 映画学演習2-2 映画理論文献講読

担当者名 角井 誠
演劇映像学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
映画理論、映画研究に関する文献を原書（英語ないし仏語）で講読する。文献は受講生の関心などをふまえて最終的に決定す

る。担当者による発表と全員によるディスカッションで進める。併せて、研究に関する発表を行ってもらい、その内容を検討す
るとともに、研究の基本的な作法を磨く。以上を通して、研究科カリキュラムポリシーにある「専門の知識を体系的に修得し、
それを実践に結びつける力」の形成を目指す。
授業の到達目標
映画理論に関する専門的な知識を習得するとともに、文献読解、論理的な思考、効果的な発表、ディスカッション、明晰な論

述の能力を磨く。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席状況、課題のテクストに対する取り組み、ディスカッションにおける姿勢などから総合的に評価する。
●その他 0％

科 目 名 映画学演習3-1 日本映画史研究

担当者名 小松 弘
演劇映像学コース ２単位 春学期 土曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本映画史の問題に関して学生に調査してもらう。
授業の到達目標
新たな日本映画史像をとらえる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 演習の発表内容によって評価
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 映画学演習3-2 映画史研究

担当者名 小松 弘
演劇映像学コース ２単位 秋学期 土曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
諸外国の映画史に関して学生に調査してもらう。
授業の到達目標
各国映画史に関する新たな認識を持てるようにする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 演習の発表内容によって評価
●その他 0％ 特になし。

演
劇
映
像
学
コ
ー
ス

― 222 ―



科 目 名 演劇学研究指導1-1 M 日本演劇史

担当者名 児玉 竜一
演劇映像学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成をめざして、個々の課題について共に考える。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 演劇学研究指導1-2 M 日本演劇史

担当者名 児玉 竜一
演劇映像学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成をめざして、個々の課題について共に考える。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 演劇学・舞踊学研究指導1-1 M 演劇学・舞踊学・文化政策学

担当者名 藤井 慎太郎
演劇映像学コース ― 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ドラマトゥルギーとは、現代の演劇研究・実践の中心的なキータームである。現代におけるドラマトゥルギーの概念と実践を

中心に、多様な文献を読み、作品／映像を分析し、その多様性を議論する。
教員（場合によってはゲスト講師）による講義、および学生自身が発表やテクストを準備する実際の作業を通じて、修士論文

の完成に必要となる方法論を身につけることを目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 演劇学・舞踊学研究指導1-2 M 演劇学・舞踊学・文化政策学

担当者名 藤井 慎太郎
演劇映像学コース ― 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ドラマトゥルギーとは、現代の演劇研究・実践の中心的なキータームである。現代におけるドラマトゥルギーの概念と実践を

中心に、多様な文献を読み、作品／映像を分析し、その多様性を議論する。

教員（場合によってはゲスト講師）による講義、および学生自身が発表やテクストを準備する実際の作業を通じて、修士論文
の完成に必要となる方法論を身につけることを目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 演劇学研究指導4-1 M 日本芸能史

担当者名 和田 修
演劇映像学コース ― 春学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の作成に向けた指導をする。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 演劇学研究指導4-2 M 日本芸能史

担当者名 和田 修
演劇映像学コース ― 秋学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の作成に向けた指導をする。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 映画学研究指導1-1 M 映画史・映画理論

担当者名 藤井 仁子
演劇映像学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
映画史・映画理論に関する研究・論文作成の指導を行なう。研究科カリキュラムポリシーに謳われるとおり、「専門の知識を

体系的に修得し、それを実践に結びつける力」の形成を目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 映画学研究指導1-2 M 映画史・映画理論

担当者名 藤井 仁子
演劇映像学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
映画史・映画理論に関する研究・論文作成の指導を行なう。研究科カリキュラムポリシーに謳われるとおり、「専門の知識を

体系的に修得し、それを実践に結びつける力」の形成を目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 映画学研究指導2-1 M 映画史・映画理論

担当者名 角井 誠
演劇映像学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに応じて、研究・論文作成の指導を行なう。研究科カリキュラムポリシーにある「専門の知識を体系的に修

得し、それを実践に結びつける力」の形成を目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 映画学研究指導2-2 M 映画史・映画理論

担当者名 角井 誠
演劇映像学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに応じて、研究・論文作成の指導を行なう。研究科カリキュラムポリシーにある「専門の知識を体系的に修

得し、それを実践に結びつける力」の形成を目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 映画学研究指導3-1 M 映画史

担当者名 小松 弘
演劇映像学コース ― 春学期 土曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生それぞれの研究テーマに応じて課題を出します。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 映画学研究指導3-2 M 映画史

担当者名 小松 弘
演劇映像学コース ― 秋学期 土曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生それぞれの研究テーマに応じて課題を出します。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 演劇学研究指導1-1 D 日本演劇史

担当者名 児玉 竜一
演劇映像学コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成をめざして、個々の課題について共に考える。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 演劇学研究指導1-2 D 日本演劇史

担当者名 児玉 竜一
演劇映像学コース ― 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成をめざして、個々の課題について共に考える。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 演劇学・舞踊学研究指導1-1 D 演劇学・舞踊学・文化政策学

担当者名 藤井 慎太郎
演劇映像学コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教員（場合によってはゲスト講師）による講義、および学生自身が発表やテクストを準備する実際の作業を通じて、博士論文

の完成に必要となる方法論を身につけることを目指す。
授業の到達目標
修業年限内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 0％
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 演劇学・舞踊学研究指導1-2 D 演劇学・舞踊学・文化政策学

担当者名 藤井 慎太郎
演劇映像学コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
教員（場合によってはゲスト講師）による講義、および学生自身が発表やテクストを準備する実際の作業を通じて、博士論文

の完成に必要となる方法論を身につけることを目指す。
授業の到達目標
修業年限内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 0％
●その他 100％ 研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の
研究指導を登録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 演劇学研究指導4-1 D 日本芸能史

担当者名 和田 修
演劇映像学コース ― 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成に向けた指導をする。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 演劇学研究指導4-2 D 日本芸能史

担当者名 和田 修
演劇映像学コース ― 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成に向けた指導をする。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 映画学研究指導1-1 D 映画史・映画理論

担当者名 藤井 仁子
演劇映像学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
映画史・映画理論に関する研究・論文作成の指導を行なう。研究科のディプロマポリシーとカリキュラムポリシーに謳われる

とおり、「いっそう専門性の高い知識を身につけながら、学位論文を完成させること」を目標とし、「研究者としての自立」を促す。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 映画学研究指導1-2 D 映画史・映画理論

担当者名 藤井 仁子
演劇映像学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
映画史・映画理論に関する研究・論文作成の指導を行なう。研究科のディプロマポリシーとカリキュラムポリシーに謳われる

とおり、「いっそう専門性の高い知識を身につけながら、学位論文を完成させること」を目標とし、「研究者としての自立」を促す。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 映画学研究指導2-1 D 映画史・映画理論

担当者名 角井 誠
演劇映像学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに応じて、研究・論文作成の指導を行なう。研究科カリキュラムポリシーにある「専門の知識を体系的に修

得し、それを実践に結びつける力」の形成を目指す。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 映画学研究指導2-2 D 映画史・映画理論

担当者名 角井 誠
演劇映像学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに応じて、研究・論文作成の指導を行なう。研究科カリキュラムポリシーにある「専門の知識を体系的に修

得し、それを実践に結びつける力」の形成を目指す。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 映画学研究指導3-1 D 映画史

担当者名 小松 弘
演劇映像学コース ― 春学期 土曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生それぞれの研究テーマに応じて課題を出します。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 映画学研究指導3-2 D 映画史

担当者名 小松 弘
演劇映像学コース ― 秋学期 土曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生の研究個別指導。当面の研究課題に関する問題点の点検、および論文作成のための指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 美術史学特論1 やまと絵の成立と展開（平安～鎌倉）

担当者名 博士(文学)早大 山本 聡美
美術史学コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
平安時代に、中国唐時代絵画の影響を受けて成立したやまと絵は、次第に主題や様式上の独自性を獲得した。また中・近世を

通じて、仏教や文学と結びつきつつ展開し、その伝統は現代の日本画にも継承されている。
この講義では、平安時代から鎌倉時代にかけてのやまと絵の成立と展開を、絵画様式・主題・絵師・注文主・コレクション形

成などの観点からよみとく。
授業の到達目標
平安時代から鎌倉時代にかけてのやまと絵の成立と展開を、絵画様式・主題・絵師・注文主・コレクション形成などの観点か

ら理解する。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 60％ 学期末の課題レポート。講義を通じて理解したやまと絵の特性について、特定の絵師や作品を取り上げ、
5,000字程度で論じる。
●平常点 40％ 質疑応答など、講義に対する積極性を評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 美術史学特論2 やまと絵の成立と展開（南北朝～現代日本画）

担当者名 博士(文学)早大 山本 聡美
美術史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
平安時代に、中国唐時代絵画の影響を受けて成立したやまと絵は、次第に主題や様式上の独自性を獲得した。また、中・近世

を通じて、仏教や文学と結びつきつつ展開し、その伝統は現代の日本画にも継承されている。
この講義では、南北朝～江戸時代にかけてやまと絵の展開を追い、さらに明治期における日本画の誕生から現代日本画への展

望を概観する。
授業の到達目標
南北朝～江戸時代にかけてやまと絵に関する諸論点への関心を深め、絵師や作品に関する十分な知識を獲得する。
さらに明治期における日本画の誕生から現代日本画への展望を理解する。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 60％ 学期末の課題レポート。講義を通じて理解したやまと絵の特性について、特定の絵師や作品を取り上げ、
5,000字程度で論じる。
●平常点 40％ 質疑応答など、講義に対する積極性を評価する。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
Zoomを用いたリアルタイム配信授業を実施します。通信状況などの問題がある場合、授業開始前に、Moodleを通じてご連

絡ください。

科 目 名 美術史学特論4 南北朝～隋唐時代仏教美術の課題と研究方法

担当者名 博士(文学)早大 肥田 路美
美術史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中国の南北朝～隋唐時代の約五世紀余の間に展開した仏教美術に関する諸問題を取り上げる。それに当たっては、次の観点に

留意したい。一つは、当該時代の仏教美術が、域外から伝播した新たな規範と漢代以来の伝統文化との間を振れ動きながら史的
発展を遂げたことである。具体的には、いかなる因子がどのように作用したのか。
また一つは、この時代の仏教美術が、東アジアの古典となる模範の確立という際立った時代的個性を示す点である。南北朝後

期に当たる六世紀の美術や、殊に初唐時代に当たる七世紀から八世紀前期に流行した図像形式や表現上の特徴は、日本など周辺
諸地域の仏教美術に対して決定的な影響力をもっただけでなく、後代においても時に参照され学ばれる手本となった。その実相
をできるだけ探ってみたい。
毎回、都内の美術館で実際に見ることができる具体的な作品を中心に据えながら、課題の抽出、視点の設定や立論の方法を紹

介しつつ進めるが、受講生の顔ぶれによって異なる専門や習熟度を見ながら、適宜、扱う題材や時間のかけかたを調整したい。
授業の到達目標
・南北朝時代～隋唐時代の仏教美術の歴史的意義を理解する。
・国内外における研究の動向と問題の所在を理解する。
・仏教美術研究における視点の設定や立論の手法を理解・習得する。
成績評価方法
●試験 50％ 学期末に理解度の確認のため、論述式の試験をおこなう。
●レポート 0％ なし
●平常点 50％ 授業への積極的な参加姿勢を評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
原則として対面授業とするが、状況によってはリアルタイム配信のオンライン授業とする。
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科 目 名 美術史学特論5 日本近代美術の諸問題

担当者名 河田 明久
美術史学コース ２単位 秋学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
幕末から昭和期に至る日本近代美術史の基本的な情報を伝えると同時に、美術を背後で支えた近代日本の視覚文化の広がりに

ついて考える。授業はおおむね年代を追うかたちで進めるが、毎回具体的なトピックを設けるので、かならずしも網羅的な通史
とはならない。トピックスの柱としては、近代日本の戦争と美術にまつわる諸問題を予定している。
授業の到達目標
日本近代美術史の知見を自身の問題意識に引き付けて考えることができる。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ レポート課題は講義内容について問うのではなく、受講生各自の研究状況が反映されるをようなものを
予定している。
●平常点 50％ 出席状況、受講姿勢等により総合的に判断する。
●その他 0％

科 目 名 美術史学特論6 19世紀ローマの外国人芸術家たち

担当者名 佐藤 直樹
美術史学コース ２単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
19世紀のローマは、外国人芸術家が長期滞在し、新しい芸術を求めて活動していた。この講義では、いわゆるローマのドイ

ツ人「ドイチュレーマー」と呼ばれた画家たちの活動と他国の芸術家たちとの交流に焦点を合わせ、19世紀ローマの国際的なアー
ト・シーンを再現することを目指す。そのプロローグとして、ヴィンケルマンとゲーテのローマ訪問によって18世紀のドイツ
古典主義とディレッタント（芸術愛好家）の活動が活性化する様子を確認する。本講義の中心的主題となるのは、バロック＝ロ
ココ的な美術教育の牙城だったウィーン美術アカデミーに反旗を翻し「約束の地」ローマに移住してきた「ナザレ派」や、クロー
ド風の理想的風景画から写実的風景画に舵を切ったヨハン・クリスティアン・ラインハルトらの創作と国際的な交流である。こ
れまで、19世紀ローマの外国人画家たちのコロニーは相互に不干渉であったと考えられてきたが、スケッチ・ポイントの情報
交換などを通してフランスの画家カミーユ・コローやアングルらとドイツ人画家たちの交流があったことも明らかになる。
授業の到達目標
ローマにおける外国人の芸術家コロニーはこれまで交渉がないと考えられてきた。しかし、本授業では、ドイツ人とフランス

人画家たちの交流を作品比較や史料に基づいて明らかにし、19世紀ローマのアートシーンが国際的であったことを理解する。
成績評価方法
●試験 70％ 学期末の試験
●レポート 0％ なし
●平常点 30％ 授業の出席状況
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
問い合わせは、佐藤直樹まで直接メールください：sato.naoki@fa.geidai.ac.jp

科 目 名 美術史学特論7 中世後期からバロックにかけての西欧美術比較研究―16世紀を中心に

担当者名 Ph.D. イタリア国立ピサ高等研究院 児嶋 由枝
美術史学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中世後期からバロックにかけての作品を比較し、各時代、地域、流派あるいは画家の特徴について論じる。毎回、テーマを決

めていくつかの作品をとりあげて考察する。様式と図像が分かち難いものであることや社会や宗教と作品との関係について具体
的に議論する。同時に欧文文献を講読、検証する。
授業の到達目標
特に以下の3点を目標としたい。
（1）中世後期、イタリア・ルネサンス美術からマニエリスム美術へ、さらにカトリック宗教改革（対抗宗教改革）の美術、そ
してバロック美術への変遷を、造形的な側面のほか、宗教的、政治的な観点からも理解を深める。
（2）芸術作品と同時代の芸術理論との関係について把握する。
（3）トレント公会議と造形美術について理解を深める。
成績評価方法
出席、授業参加、発表内容を総合的に評価します。
備考・関連ＵＲＬ
状況によってはオンライン（zoom）で実施の予定。

科 目 名 美術史学研究1 日本彫刻史、仏教美術史、文化財学基礎研究

担当者名 川瀬 由照
美術史学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
美術史研究は基礎資料からえられる情報を文字にして他者に伝えることからはじまる。日本彫刻史の基準作例や重要作品を中

心として作品や資料を十分に把握して文章化を行う。最新の研究成果にもとづきながら基礎研究と実践的な研究への橋渡しを行
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いながら、実作品に関する基礎的な事項の把握が、論文作成や現場での調査・取扱い・展示・修理等にとって欠くことのできな
いものであることを提示したい。 模造や原品をもちいて、文字記録・写真記録のトレーニングを徹底的におこなう。
美術史の現場（調査・研究・展示・修理）に出ようとするなら必ず身につけておくべき事柄を精選し、美術作品の基礎的な事

柄の意義と実践、それらを応用した個別研究について受講生とともに深めていく。

［遠隔授業実施の場合は、オンデマンド型（WebClass）とリアルタイム型（ZOOM）を併用する］
授業の到達目標
文化財や美術作品の基礎を再確認・再考し、調査研究や論文作成に結びつく実践的な研究能力の向上を目標としたい。日頃の

調査・研究が実際の現場（調査・研究・展示・修理・原稿）でどのようにいかされるのか理解でき、美術史の最前線の現場にお
ける即戦力が身につくように配慮する。研究者として独り立ち支援を行う。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない
●レポート 0％ 行わない
●平常点 70％ 出席及び各回ごとの内容の理解度を総合的に判断する。
●その他 30％ 文化財の取扱いや考え方の習熟度
備考・関連ＵＲＬ
［遠隔授業になった場合、教員との連絡・相談方法は初回の授業でお知らせいたします］ 各回は独立した内容ではないので
毎回の授業参加は必須です。出席重視！ 調査道具は各自で用意すること。

科 目 名 美術史学研究2 日本彫刻史の作品研究

担当者名 博士(文学)京大 皿井 舞
美術史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
美術史学分野の研究では、制作された当初のオリジナルが温存された、現存する作品を中心に扱われます。伝存する作品は氷

山の一角にすぎず、膨大な作品が失われてきました。その中には、たとえば大安寺釈迦如来像のように、彫刻史上にきわめて重
要なインパクトを与えた作品もありました。あるいは、現存する作品であっても、制作の時点から破壊・復興が繰り返されてき
たものについては、オリジナルが失われてしまっているために考察の俎上に乗りづらいものもあります。そこで本講義では、失
われた作品も含めて、彫刻史上重要作品を取り上げ、制作時点だけではなく、その後現在に至るまで修理などを繰り返しながら
大切に受け継がれてきた過程も含めて、丁寧に考察したいと思います。今年度は、飛鳥時代から奈良時代にかけての作品を中心
に取り上げます。
授業の到達目標
・日本彫刻史の重要作品についての研究史と研究方法の把握
・日本の古代から奈良時代にかけての彫刻史の展開と問題の把握
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 70％ 期末に授業内容の理解度をはかるレポートを提出
●平常点 20％ 積極的な授業参加を求めます
●その他 10％ 見学レポート

科 目 名 美術史学研究3 水野廬朝の『盲文画話』を読む

担当者名 成澤 勝嗣
美術史学コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業で実施。江戸時代の旗本画家である水野廬朝が18世紀後半ごろの江戸における諸風俗を画と文で記録した随筆『盲

文画話』（ももんがわ、文政10年自序）を通読し、内容を検討する。
授業の到達目標
簡易なくずし字の文章に慣れる。
江戸時代の諸職風俗を知る。
成績評価方法
発表の成果によって評価する。

科 目 名 美術史学研究5 ビザンティンの聖堂装飾

担当者名 Ph.D. ギリシア国立テサロニキ大 益田 朋幸
美術史学コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ある図像（たとえば「受胎告知」）は、キリスト教の教義上の意味（不可視の神の受肉）をもっている。しかし聖堂内の三次

元空間に、計画（装飾プログラム）をもって配されるとき、一図像ではもち得ない上位の新たな意味（メタレヴェルの意味）を
獲得する。いくつかのビザンティン聖堂を選び、まず壁画全体を記述・分析する。そののち、図像同士の関係性（上下、左右、
隣接、対面等）によって、いかなる意味が創出されるかを、具体的に検討する。
説話素（物語素 narrative elements）による図像の分析も、重要な方法論となる。異なる物語図像の間に共通性を認め、プ

ログラムの軸とする思考法は、広義の予型論とも言うことができるだろう。
受講者の知識のレヴェルによって、講義内容は変化する。中世美術を専門とする学生が少なければ、より基本的なキリスト教

図像学の諸問題を講ずる予定である。
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授業の到達目標
中世が専門の学生には、歴史的背景を含めた理解を求める。近代が専門の学生には、キリスト教主題を正しく同定できるよう

になること、様式分析の言語表現を確立すること、を求めたい。プログラム分析は記号論的・物語論的な方法に基づくもので、
中世以外の時代を専門とする学生にも資するところがあろうと信ずる。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 50％ 作例の記述、分析が的確にできているか。
●平常点 50％ 出席による。
●その他 0％ なし

科 目 名 美術史学研究7 中国美術の概論と鑑識（北宋・南宋から元代文人画の成立まで）

担当者名 博士(文学)東北大 塚本 麿充
美術史学コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中国美術はとても豊かな表情を持っています。絵画、書法、工芸品など多彩ですが、今年度の授業では中国美術の基礎的な概

念をおさえ、鑑賞できる眼をもつことを目的とした授業をおこないます。とくに東京には非常に多くの中国美術コレクションが
あります。それらがどのようにして成立したのかを知り、これからどのように次の世代に伝えていくのか、そしてアジアで共有
することができるのかも、一緒に考えていきたいと思います。今年は特に、北宋から南宋という中国絵画の黄金時代を中心に、
元代文人画の成立や仏教美術の問題を集中的に講義します。コレクション、および日本美術との関係も大きなテーマのひとつで
す。
授業の到達目標
・中国書画の鑑賞と鑑識法の習得
・中国の古代から北宋までの美術の展開と文献、研究状況の把握
成績評価方法
●試験 0％ 実施せず
●レポート 70％ 中国美術の基礎的な学説史をおさえ、調査の仕方を理解し、独自の見解を持つ
●平常点 20％ 授業への参加等
●その他 10％ 授業での発言等
備考・関連ＵＲＬ
東京国立博物館・東洋館ではいつでも中国美術の名品に出会うことができます。絵画は6週間、書法・器物は12週間毎に展

示替えをしています。総合文化展ならキャンパスメンバーで観覧できます。特に毎年秋に行われる「中国書画精華」展は多くの
名品が出陳されます。必ず見学してください。（どこかで見学会も予定しています）。
（連絡先）
https://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/faculty/prof/m-tsukamoto.html

科 目 名 美術史学演習1-1
担当者名 成澤 勝嗣
美術史学コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業で実施。実際に絵画作品と出逢ったとき、どのように調査・記録・考察をおこない、日本文化の顕彰に役立てていく

か、それに必要な知識と技術を身につけることを目標とする。また、受講者諸君がこれまで手がけてきた研究（卒業論文など）
や、現在関心を抱いているテーマ、作品調査の報告などについて発表してもらい、皆で検討を試み、意見の交換をおこなう。
さらにその発表をもとに、こちらから各受講者にふさわしい新たな課題を与え、それに関する研究発表をおこなってもらう。

どちらも意欲的な発表と活発な質疑を期待する。
授業の到達目標
実際に絵画作品と出逢ったとき、どのように調査・記録・考察をおこない、日本文化の顕彰に役立てていくか、それに必要な

知識と技術を身につけることを目標とする。
成績評価方法
平常点 100% 実作品調査の精度、研究発表の独自性、完成度による

科 目 名 美術史学演習1-2
担当者名 成澤 勝嗣
美術史学コース ２単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業で実施。実際に絵画作品と出逢ったとき、どのように調査・記録・考察をおこない、日本文化の顕彰に役立てていく

か、それに必要な知識と技術を身につけることを目標とする。また、受講者諸君がこれまで手がけてきた研究（卒業論文など）
や、現在関心を抱いているテーマ、作品調査の報告などについて発表してもらい、皆で検討を試み、意見の交換をおこなう。
さらにその発表をもとに、こちらから各受講者にふさわしい新たな課題を与え、それに関する研究発表をおこなってもらう。

どちらも意欲的な発表と活発な質疑を期待する。
授業の到達目標
実際に絵画作品と出逢ったとき、どのように調査・記録・考察をおこない、日本文化の顕彰に役立てていくか、それに必要な

知識と技術を身につけることを目標とする。
成績評価方法
平常点 100% 実作品調査の精度、研究発表の独自性、完成度による
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科 目 名 美術史学演習2-1 『集神州三宝感通録』巻下神僧感通録の釈読
担当者名 博士(文学)早大 肥田 路美
美術史学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
7世紀の仏教史家、道宣の晩年の著作『集神州三宝感通録』は、中国への仏教初伝から初唐に至る約600年間に仏舎利、仏像、

仏寺、聖僧、仏経などに現れた感通譚（霊験説話）を集録したもので、中国に限らず広く仏教美術の作品やそれに関わるさまざ
まな事象について考える上での、貴重な示唆と情報の宝庫である。この演習では、巻下の神僧感通録を釈読し、特に仏教美術に
関わる問題を細かく拾い上げて、できる限りの解釈の可能性を追究したい。春学期の本科目では、テキストの予定範囲を事前に
訓読、現代語訳し、注を付すべき事項について考えたものを持ち寄って、詳細に検討を加える。具体的な方法としては、『大正
新脩大蔵経』巻52所収の『集神州三宝感通録』を底本とし、巻下の神僧感通録の序～揵陀勒の条（430頁b～432頁a）を釈
読する。毎回、講師も受講生も各自テキストの予定範囲（分担することはしない）を訓読、現代語訳するとともに、付注事項を
挙げる。それらを事前にオンラインストレージ（Box）に上げておき、教室ではそれらを全員分揃えて検討を加えていく。
秋学期に開講する「演習2－2」では、それをもとに注の執筆を進めるので、両科目とも履修することが望ましい。なお、こ

れら一年間の成果は、冊子としてまとめる計画である。
授業の到達目標
・仏教美術研究に必要な漢文史料の読解力を養うために、専門的な用語に慣れ、訓読、現代語訳ができるようになること。
・史料を素材とした時にどのような論点の設定が可能であるかについて、問題意識を深めること。
・国内外における研究動向と問題の所在を理解すること。
成績評価方法
授業への積極的な参加姿勢、釈読および注の執筆の状況によって評価する。
備考・関連ＵＲＬ
原則として対面授業とするが、状況によってはリアルタイムのオンライン授業に切り替える。

科 目 名 美術史学演習2-2 『集神州三宝感通録』巻下神僧感通録の釈読
担当者名 博士(文学)早大 肥田 路美
美術史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
7世紀の仏教史家、道宣の晩年の著作『集神州三宝感通録』は、中国への仏教初伝から初唐に至る約600年間に仏舎利、仏像、

仏寺、聖僧、仏経などに現れた感通譚（霊験説話）を集録したもので、中国に限らず広く仏教美術の作品やそれに関わるさまざ
まな事象について考える上での、貴重な示唆と情報の宝庫である。この演習では、巻下の神僧感通録を釈読し、特に仏教美術に
関わる問題を細かく拾い上げて、できる限りの解釈の可能性を追究したい。春学期の本科目では、テキストの予定範囲を事前に
訓読、現代語訳し、注を付すべき事項について考えたものを持ち寄って、詳細に検討を加える。具体的な方法としては、『大正
新脩大蔵経』巻52所収の『集神州三宝感通録』を底本とし、巻下の神僧感通録の序～揵陀勒の条（430頁b～432頁a）を釈
読する。毎回、講師も受講生も各自テキストの予定範囲（分担することはしない）を訓読、現代語訳するとともに、付注事項を
挙げる。それらを事前にオンラインストレージ（Box）に上げておき、教室ではそれらを全員分揃えて検討を加えていく。
秋学期に開講する「演習2－2」では、それをもとに注の執筆を進めるので、両科目とも履修することが望ましい。なお、こ

れら一年間の成果は、冊子としてまとめる計画である。
授業の到達目標
・仏教美術研究に必要な漢文史料の読解力を養うために、専門的な用語に慣れ、訓読、現代語訳ができるようになること。
・史料を素材とした時にどのような論点の設定が可能であるかについて、問題意識を深めること。
・国内外における研究動向と問題の所在を理解すること。
成績評価方法
授業への積極的な参加姿勢、釈読および注の執筆の状況によって評価する。
備考・関連ＵＲＬ
原則として対面授業とするが、状況によってはリアルタイムのオンライン授業に切り替える。

科 目 名 美術史学演習3-1 東洋・日本彫刻史研究と史料読解

担当者名 川瀬 由照
美術史学コース ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
東洋・日本彫刻史研究の研究能力を高めるためには作品の取扱い・調書作成以外にも関連史料の読解は欠かせない。本年度は

『七大寺巡礼私記』を読解しつつ、寺史、作品の概要を理解するようつとめる。 全員が史料を読み、議論し、当時の寺院の状況
を復原的に考察する。

［遠隔授業実施の場合は、オンデマンド型（WebClass）とリアルタイム型（ZOOM）を併用する］
授業の到達目標
文献史料の考察にもとづく、実証的な美術史の論文作成能力を養うことを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない
●レポート 0％ レポートは行わない
●平常点 100％ 毎回の授業の予習、復習の度合い。授業への積極的な参加内容
●その他 0％ とくになし
備考・関連ＵＲＬ
［遠隔授業になった場合、教員との連絡・相談方法は初回の授業でお知らせいたします］ 各回はそれぞれ関連するので安直
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な欠席はしないこと。出席重視
受講の前に『七大寺日記』の全文理解をしておくこと。

科 目 名 美術史学演習4-1 キリスト教美術研究

担当者名 Ph.D. ギリシア国立テサロニキ大 益田 朋幸
美術史学コース ２単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
初め方法論や文献の略述をしたのちに、学生が自分のテーマに基づいた発表を行い、参加者による討議を行う。
一巡したのちには、「絵画における時間表現」、「イコンとナラティヴ」といったテーマを与える。各自が関心をもつ作品を中

心に、課題発表を行う。
並行して西洋美術の中で、中世からバロックにいたるまで主流をなしたキリスト教美術の諸相を考える。
授業の到達目標
修士論文の構成に基づき、各章を発表しながら、論文を実際に執筆する。
成績評価方法
●試験 0％ 行なわない。
●レポート 50％ 美術作品に関する短いエッセイを課す。課題は授業中に指示する。
●平常点 50％ 授業中の発表と討議の内容による。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 美術史学演習4-2 キリスト教美術研究

担当者名 Ph.D. ギリシア国立テサロニキ大 益田 朋幸
美術史学コース ２単位 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
初め方法論や文献の略述をしたのちに、学生が自分のテーマに基づいた発表を行い、参加者による討議を行う。
一巡したのちには、「遠近法」、「絵画のジャンル」といったテーマを与える。各自が関心をもつ作品を中心に、課題発表を行う。
並行して西洋美術の中で、中世からバロックにいたるまで主流をなしたキリスト教美術の諸相を考える。
授業の到達目標
修論執筆年度の学生は、章立てを相談の上、章ごとに提出して添削を受ける。
成績評価方法
●試験 0％ 行なわない。
●レポート 50％ 美術作品に関する短いエッセイを課す。課題は授業中に指示する。
●平常点 50％ 授業中の発表、および討議の内容による。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 美術史学演習5-1 西洋美術史学における方法と実践

担当者名 Ph.D. イタリア国立ピサ高等研究院 児嶋 由枝
美術史学コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
前半では、受講生各自が自身の研究テーマに関する欧文雑誌論文について批判的に発表を行い、さらに全員で討論する。後半

では、修士論文作成に向けて研究発表を行い、その内容について全員で議論する。
授業の到達目標
1年次は、修士論文のテーマと具体的な構成の確定を行う。同時に、修士論文作成に必要な学術的総合力をつける。
2年次においては、修士論文の完成を目指す。
成績評価方法
発表の内容、および主体的な演習参加（特に質問や討論）に基づいて総合的に評価する。
備考・関連ＵＲＬ
以下は西洋美術史研究における最も基本的な学術文献検索サイト。使用方法等については授業中に説明します。
http://aleph.mpg.de/F?func=file&file_name=find-b&local_base=kub01
下記のサイトには西洋美術史学に関する各種サイト情報が掲載されています。

https://www.nmwa.go.jp/jp/education/resources.html

科 目 名 美術史学演習5-2 西洋美術史学における方法と実践

担当者名 Ph.D. イタリア国立ピサ高等研究院 児嶋 由枝
美術史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
前半では、受講生各自が自身の研究テーマに関する欧文雑誌論文について批判的に発表を行い、さらに全員で討論する。後半

では、修士論文作成に向けて研究発表を行い、その内容について全員で議論する。
授業の到達目標
1年次は、修士論文のテーマと具体的な構成の確定を行う。同時に、修士論文作成に必要な学術的総合力をつける。
2年次においては、修士論文の完成を目指す。
成績評価方法
発表の内容、および主体的な演習参加（特に質問や討論）に基づいて総合的に評価する。
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備考・関連ＵＲＬ
以下は西洋美術史研究における最も基本的な学術文献検索サイト。使用方法等については授業中に説明します。
http://aleph.mpg.de/F?func=file&file_name=find-b&local_base=kub01
下記のサイトには西洋美術史学に関する各種サイト情報が掲載されています。

https://www.nmwa.go.jp/jp/education/resources.html

科 目 名 美術史学演習6-2 展覧会を読む

担当者名 桝田 倫広
美術史学コース ２単位 秋学期 水曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
展覧会で作品を見ることはあっても、展覧会そのものについて検討することはあまりないかもしれません。しかしながら、さ

まざまな条件や制約に縛られながらも、誰かが展覧会の内容を決めている以上、展示手法、構成、演出には作家ないし作品への
解釈が深く関わっています。その意味で作品ではなく展覧会を読むということは、展示された作品における展示者の解釈を理解
することになります。殊に近代以降、美術の歴史は展覧会の歴史とも重なるところがあります。というのも美術作品は往々にし
て展覧会で受容され、評価を得ていくからです。この点において展覧会はメディアの一形態なのです。そして展覧会のあり方は
時代・地域によって変わります。とりわけコンテンポラリー・アートの領域において、キュレーション（編集し意味づけ提示す
ること）への比重はこれまで以上に高まっています。作品をよりよく理解するためにも、展覧会そのものを見る力が必要になる
わけです。ところで、とある作品についての完璧な解釈が存在しないように、完璧な展覧会も存在しません。展覧会に過度な信
頼を置くのもまた危ういことです。本演習はそうした展覧会を見ることのリテラシーを高めることで、展覧会に対する理解、ひ
いては美術史への理解を醸成することを目的としています。
授業の到達目標
・展覧会を見ることそのもののリテラシーを高め、展覧会に対する理念的な考え方および現場で行われている実践などを理解

すること。

・批評的な見地に立って、展覧会を解釈すること。

・それを踏まえて建設的な提言を生み出す能力を高めること。
成績評価方法
演習内でなされた発表や、演習に対する積極性によって成績をつけます。

科 目 名 美術史学演習7-1 日本古代・中世絵画史：画面分析の方法

担当者名 博士(文学)早大 山本 聡美
美術史学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
古代・中世絵画（仏画、掛幅画、絵巻、障屏画）を調査・研究するに際して必要な方法や技能を、実践を通じて獲得する。こ

の演習では、絵画様式や図像学的分析を行う方法や目的について理解するために、基礎文献の読解を踏まえた研究発表に取り組
む。
各自対象とする作品を定め、先行研究においてどのような方法による研究が蓄積されてきたかを検証した上で、論点の整理や

新たな問題提起を行う。
発表とディスカッションを軸に授業を進める。
発表担当スケジュールや、対象作品についてはガイダンス時に、参加者全員で相談の上決定する。
授業の到達目標
古代・中世絵画（仏画、掛幅画、絵巻、障屏画）を調査・研究するに際して必要な方法や技能を理解し、身に付ける。
絵画様式や図像学的分析を行う方法や目的について理解し、それらの方法を自らの研究に応用できるようになる。
先行研究を深く理解し、自分自身で論点の整理や新たな問題提起を行う能力を獲得する。
自ら定めたテーマについて、口頭発表、ディスカッション、論文作成ができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 60％ 研究発表に基づく最終レポートで評価する。
論述内容の妥当性・論理的記述がなされているか・学術論文としての体裁が整っているかを重視する。

●平常点 10％ ディスカッションへの積極的参加を評価する。
●その他 30％ 担当する回の研究発表への取り組み。事前準備や発表内容を評価する。

科 目 名 美術史学演習7-2 日本古代・中世絵画史：史料分析の方法

担当者名 博士(文学)早大 山本 聡美
美術史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
古代・中世絵画（仏画、掛幅画、絵巻、障屏画）を調査・研究するに際して必要な方法や技能を、実践を通じて獲得する。こ

の演習では、関連史料（日記や記録、修理銘等）やテキスト（絵画の典拠となった経典や文学作品）を読解し、内容を分析する
方法や目的について理解するために、基礎文献の読解を踏まえた研究発表に取り組む。
各自対象とする作品を定め、先行研究においてどのような方法による研究が蓄積されてきたかを検証した上で、論点の整理や

新たな問題提起を行う。
発表とディスカッションを軸に授業を進める。
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発表担当スケジュールや、対象作品についてはガイダンス時に、参加者全員で相談の上決定する。
授業の到達目標
古代・中世絵画（仏画、掛幅画、絵巻、障屏画）を調査・研究するに際して必要な方法や技能を理解し、身に付ける。
関連史料（日記や記録、修理銘等）やテキスト（絵画の典拠となった経典や文学作品）を読解できるようになり、内容を分析

する方法や目的について理解する。
それらの方法を、自らの研究に応用できるようになる。
先行研究を深く理解し、自分自身で論点の整理や新たな問題提起を行う能力を獲得する。
自ら定めたテーマについて、口頭発表、ディスカッション、論文作成ができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 60％ 研究発表に基づく最終レポートで評価する。
論述内容の妥当性・論理的記述がなされているか・学術論文としての体裁が整っているかを重視する。

●平常点 10％ ディスカッションへの積極的参加を評価する。
●その他 30％ 担当する回の研究発表への取り組み。事前準備や発表内容を評価する。

科 目 名 美術史学演習8-1 近現代美術史

担当者名 博士(文学)早大 坂上 桂子
美術史学コース ２単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
美術史研究のための基本を学びます。授業は、受講生のプレゼンテーションを中心とし、それに対し講評と議論をすることで

進めます。すなわち、研究テーマの設定の仕方、先行研究に関する問題、文献にかかわる調査や表記の方法、発表の構成の仕方、
発表のための資料の作成方法、発表概要の書き方、パワーポーイントにおける図版や引用資料についてなど、研究に必要な基本
的要素を身につけます。最終的には修士論文の構想から執筆へと、各自が展開できるようにしていきます。
授業の到達目標
美術史の基礎にかかわる知識と手法を学ぶことが目的です。適切な研究テーマを設定し、プレゼンテーションとしてまとめ、

人に伝える能力を身につけると同時に、他の受講生の発表に関し、質問をしたり、意見を述べて議論する力も同時に養うことを
目標とします。
成績評価方法
発表、提出物、および研究内容に応じます。

科 目 名 美術史学演習8-2 近現代美術史

担当者名 博士(文学)早大 坂上 桂子
美術史学コース ２単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近現代美術史研究のための基本を、自身の研究テーマに即して学びます。授業は、受講生のプレゼンテーションを中心とし、

それに対し講評と議論をすることで進めます。すなわち、研究テーマの設定の仕方、先行研究に関する問題、文献にかかわる調
査や表記の方法、発表の構成の仕方、発表のための資料の作成方法、発表概要の書き方、パワーポーイントにおける図版や引用
資料についてなど、研究に必要な要素をそのつど確認しつつ、自身の研究をより掘り下げ、展開していくためのポイントを身に
つけます。最終的には修士論文の作成を目的とし、執筆から完成までそれぞれ進めていくことができるようにします。
授業の到達目標
美術史研究の基礎にかかわる知識と手法を学ぶことが目的です。自身で研究のテーマを設定し、研究ができるようになること

を目指します。課題を、プレゼンテーションとしてまとめ、人に伝える能力を身につけると同時に、他の受講生の発表について
質問をしたり、議論する力も同時に養うことを目標とします。
成績評価方法
発表、提出物、研究内容に応じます。

科 目 名 美術史学研究指導1-1 M 日本近世絵画史研究

担当者名 成澤 勝嗣
美術史学コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業で実施。修士論文の作成に向けて、現在の進捗状況、研究中のテーマ、問題点、作品調査の報告などを各人が発表し、

参加者全員で検討を試み、意見の交換をおこなう。意欲的な発表と活発な質疑を期待する。
授業の到達目標
修士論文の完成度を堅実に高め、より豊かな成果を獲得することを目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導1-2 M 日本近世絵画史研究

担当者名 成澤 勝嗣
美術史学コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業で実施。修士論文の作成に向けて、現在の進捗状況、研究中のテーマ、問題点、作品調査の報告などを各人が発表し、
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参加者全員で検討を試み、意見の交換をおこなう。意欲的な発表と活発な質疑を期待する。
授業の到達目標
修士論文の完成度を堅実に高め、より豊かな成果を獲得することを目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導2-1 M 東洋美術研究

担当者名 博士(文学)早大 肥田 路美
美術史学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の作成に関する指導を中心に、個人指導の形式で実施する。また川瀬先生組および博士課程在学生と合同で、毎週火

曜6限（場合によって曜日時限は変更の可能性もある）に口頭発表形式での研究指導をおこなうので、それに参加し、随時口頭
発表をおこなうこと。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導2-2 M 東洋美術研究

担当者名 博士(文学)早大 肥田 路美
美術史学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の作成に関する指導を中心に、個人指導の形式で実施する。また川瀬先生組および博士課程在学生と合同で、毎週火

曜6限（場合によって曜日時限は変更の可能性もある）に口頭発表形式での研究指導をおこなうので、それにも参加し、随時口
頭発表をおこなうこと。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導3-1 M 日本彫刻史研究、文化財学、彫刻修理論、博物館学

担当者名 川瀬 由照
美術史学コース ― 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成にあたり各受講生が修論テーマに関する作品調査や先行研究、進捗状況について報告し、作品の把握や先行研究

の理解、着眼点等について問題ないか指導を行い、実証的、蓋然性高い着実な修士論文の完成を目指す。修士論文の進捗状況の
報告およびその指導を行う。また美術史の作品記述や基礎研究の確認を徹底的に行う。卒業論文から脱却し、専門の研究者とし
ての論文作成をめざす。
授業の到達目標
修士論文の完成、学会発表を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
研究指導の受講、研究成果の報告がない場合には不合格とする。

科 目 名 美術史学研究指導4-1 M キリスト教美術研究

担当者名 Ph.D. ギリシア国立テサロニキ大 益田 朋幸
美術史学コース ― 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
個別指導を通じて、文献の探し方、論文の構成の立て方、執筆の実際のノウハウを指導する。執筆した修士論文の各章につい

ては、添削を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 美術史学研究指導4-2 M キリスト教美術研究

担当者名 Ph.D. ギリシア国立テサロニキ大 益田 朋幸
美術史学コース ― 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近年の研究状況を踏まえつつ、学生各自が抱えるテーマについて、指導を行う。受講者は、修論のための文献リストを整備し

つつ、章ごとに指導・添削を受ける。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
必要に応じて、Moodle, Skype等の遠隔の手段によっても、個人面談を行う。必要がある者は、メールで遠慮なく申し出て

ください。

科 目 名 美術史学研究指導5-1 M 西洋中近世美術研究

担当者名 Ph.D. イタリア国立ピサ高等研究院 児嶋 由枝
美術史学コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ルネサンス・バロック美術史学ならびにその周辺領域に関する学術研究の基本を学ぶ。学術論文の構成方法や執筆に関して、

受講生各自の専門内容をふまえて具体的な指導を個別に実施する。執筆した修士論文の原稿については、添削を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
状況によってはオンライン（zoom）でも実施の予定です。

科 目 名 美術史学研究指導5-2 M 西洋中近世美術研究

担当者名 Ph.D. イタリア国立ピサ高等研究院 児嶋 由枝
美術史学コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修論の内容について議論する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導7-1 M 日本古代中世美術研究

担当者名 博士(文学)早大 山本 聡美
美術史学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成に際して、各自が、テーマ設定、作品や文献の調査・研究の進捗状況について報告する。その上で、テーマ設定

の妥当性、作品や先行研究の理解、論の展開等について、教員及び参加者全員でディスカッションしながら検証する。実証性と
論理性の伴った、精度の高い修論作成を目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導7-2 M 日本古代中世美術研究

担当者名 博士(文学)早大 山本 聡美
美術史学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成に際して、各自が、テーマ設定、作品や文献の調査・研究の進捗状況について報告する。その上で、テーマ設定

の妥当性、作品や先行研究の理解、論の展開等について、教員及び参加者全員でディスカッションしながら検証する。実証性と
論理性の伴った、精度の高い修論作成を目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
オンラインでの面談を中心に指導を行いますが、対面での指導を希望する場合研究室にて応じます。
その場合、事前にMoodleを通じてご連絡ください。

科 目 名 美術史学研究指導8-1 M 近現代美術研究

担当者名 博士(文学)早大 坂上 桂子
美術史学コース ― 春学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近現代美術史を研究するための基本的方法について指導します。とくに研究をはじめるための準備として、基礎的文献につい

て学びます。文献の種類にはどのようなものがあるのか、何をいかに収集するのか、どこでどのように使用するのか、その扱い
かたについて学びます。同時に、適切な研究テーマの設定およびアプローチの方法について、個人の研究テーマや研究の進捗状
況に応じて具体的な指導をしていきます。
授業の到達目標
適切な研究テーマをみつけ、自分で研究を進めるための能力を身に着けます。最終的には修士論文の執筆を目標として、その

準備を進めます。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導8-2 M 近現代美術研究

担当者名 博士(文学)早大 坂上 桂子
美術史学コース ― 秋学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近現代美術史を研究するための基本的方法について指導します。とくに、美術史論文の作成に関する基礎を学びます。論文の

テーマ設定、構想、構成、執筆の具体的手法について指導していきます。各自が対象とする研究内容の論文に限定することなく、
できるだけ多くの論文を読み、内容を詳しく検討することで、美術史の論文を書くための技法を十分に身につけるようにしてい
きます。同時に、個人の研究テーマと、進捗状況に即した内容について具体的な指導をします。
授業の到達目標
適切な研究テーマをみつけ、自分で研究を進めるための能力を身につけます。最終的には修士論文の執筆を目標とします。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導1-1 D 日本近世絵画史研究

担当者名 成澤 勝嗣
美術史学コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業で実施。博士論文の作成に向けて、現在の進捗状況、研究中のテーマ、問題点、作品調査の報告などを各人が発表し、

参加者全員で検討を試み、意見の交換をおこなう。意欲的な発表と活発な質疑を期待する。
授業の到達目標
博士論文の完成度を堅実に高め、より豊かな成果を獲得することを目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導1-2 D 日本近世絵画史研究

担当者名 成澤 勝嗣
美術史学コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
対面授業で実施。博士論文の作成に向けて、現在の進捗状況、研究中のテーマ、問題点、作品調査の報告などを各人が発表し、

参加者全員で検討を試み、意見の交換をおこなう。意欲的な発表と活発な質疑を期待する。
授業の到達目標
博士論文の完成度を堅実に高め、より豊かな成果を獲得することを目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 美術史学研究指導2-1 D 東洋美術研究

担当者名 博士(文学)早大 肥田 路美
美術史学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
個人指導の形式で実施。博士学位請求論文の作成に関する指導を中心に、学会での口頭発表や論文執筆の指導をおこなう。ま

た川瀬先生組および修士課程在学生と合同で、毎週火曜6限（場合によって曜日時限は変更の可能性もある）に口頭発表形式で
の研究指導をおこなうので、それにも参加し、随時口頭発表をおこなうこと。
授業の到達目標
博士後期課程在籍期間内での博士学位請求論文の完成を目標とする。そのために一年間に少なくとも学術誌等への投稿論文を

一本書き上げ、学会での口頭発表を一回はおこなうことを目指す。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導2-2 D 東洋美術研究

担当者名 博士(文学)早大 肥田 路美
美術史学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
個人指導の形式で実施。博士学位請求論文の作成に関する指導を中心に、学会での口頭発表や論文執筆の指導をおこなう。ま

た川瀬先生組および修士課程在学生と合同で、毎週火曜6限（場合によって曜日時限は変更の可能性もある）に口頭発表形式で
の研究指導をおこなうので、それにも参加し、随時口頭発表をおこなうこと。
授業の到達目標
博士後期課程在籍期間内での博士学位請求論文の完成を目標とする。そのために一年間に少なくとも学術誌等への投稿論文を

一本書き上げ、学会での口頭発表を一回はおこなうことを目指す。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導3-1 D 日本彫刻史研究、文化財学、彫刻修理論、博物館学

担当者名 川瀬 由照
美術史学コース ― 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士学位請求論文の作成に向けて、総合的に指導を行う。研究テーマや先行研究、問題点等について検討や修整を行いつつ、

作品調査や作例・文献史料の収集について受講生が報告し、論文の進捗状況を発表していく。作品調査や学会発表、論文執筆を
積極的に行い、博士論文完成をめざす。
博士論文の全体設計を意識しながら論文作成を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。年1本の論文作成、学会発表と行う。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
研究指導の受講、研究成果の報告がない場合には不合格とするので注意されたし。
備考・関連ＵＲＬ
博士課程においては研究の進捗状況・成果の報告を月1回以上必ず行うこと。

科 目 名 美術史学研究指導3-2 D 日本彫刻史研究、文化財学、彫刻修理論、博物館学

担当者名 川瀬 由照
美術史学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士学位請求論文の作成に向けて、総合的に指導を行う。研究テーマや先行研究、問題点等について検討や修整を行いつつ、

作品調査や作例・文献史料の収集について受講生が報告し、論文の進捗状況を発表していく。作品調査や学会発表、論文執筆を
積極的に行い、博士論文完成をめざす。
博士論文の全体設計を意識しながら論文作成を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
研究指導ないし研究状況の報告がない場合には不合格とするので注意されたし。
備考・関連ＵＲＬ
実施方法はZoomなどによる面談か対面による直接指導を予定しております。博士課程においては研究の進捗状況・成果の報

告を必ず行うこと。
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科 目 名 美術史学研究指導4-1 D キリスト教美術研究

担当者名 Ph.D. ギリシア国立テサロニキ大 益田 朋幸
美術史学コース ― 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士後期課程の学生は、学位請求論文に向けて、年間1本の雑誌論文を執筆することを目標とする。雑誌の選定、学位請求論

文の構想に基づく雑誌論文執筆計画の指導を具体的に行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導4-2 D キリスト教美術研究

担当者名 Ph.D. ギリシア国立テサロニキ大 益田 朋幸
美術史学コース ― 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士後期課程の学生は、学位請求論文に向けて、年間1本の雑誌論文を執筆することを目標とする。雑誌の選定、学位請求論

文の構想に基づく雑誌論文執筆計画の指導を具体的に行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
必要に応じて、Moodle, Skype等の手段によっても、個別に面談を行います。必要があれば、遠慮なくメールで申し出てく

ださい。

科 目 名 美術史学研究指導5-1 D 西洋中近世美術史学研究

担当者名 Ph.D. イタリア国立ピサ高等研究院 児嶋 由枝
美術史学コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成に向けての個別指導を実施する。同時に、学会誌への投稿、学会での口頭発表に関して具体的な指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
状況によってはオンラインでも実施する予定です。

科 目 名 美術史学研究指導5-2 D 西洋中近世美術史学研究

担当者名 Ph.D. イタリア国立ピサ高等研究院 児嶋 由枝
美術史学コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博論の具体的な内容について議論。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導7-1 D 日本古代中世美術研究

担当者名 博士(文学)早大 山本 聡美
美術史学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成に際して、各自が、テーマ設定、作品や文献の調査・研究の進捗状況について報告する。その上で、テーマ設定

の妥当性、作品や先行研究の理解、論の展開等について、教員及び参加者全員でディスカッションしながら検証する。実証性と
論理性の伴った、精度の高い博論作成を目指す。また、学会誌への投稿、学会での口頭発表に関して具体的な指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指
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導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導7-2 D 日本古代中世美術研究

担当者名 博士(文学)早大 山本 聡美
美術史学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成に際して、各自が、テーマ設定、作品や文献の調査・研究の進捗状況について報告する。その上で、テーマ設定

の妥当性、作品や先行研究の理解、論の展開等について、教員及び参加者全員でディスカッションしながら検証する。実証性と
論理性の伴った、精度の高い博論作成を目指す。また、学会誌への投稿、学会での口頭発表に関して具体的な指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 美術史学研究指導8-1 D 近現代美術研究

担当者名 博士(文学)早大 坂上 桂子
美術史学コース ― 春学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文を視野に、各自が研究テーマを深め、展開するための指導をしていきます。1年生については、博士論文の具体的な

計画を行い、内容を確定します。また2年次生以上については研究計画に基づいた具体的な研究を進めるべく指導します。学会
発表、および、学会誌への論文投稿も順次行ってもらいます。自身の研究内容を掘り下げつつ、同時に美術史全般の幅広い知識
を獲得し、より優れたプレゼンテーション、質の高い文章を書く能力を身につけるよう指導していきます。
授業の到達目標
学会での発表、および論文投稿について、自身で目標を定めて確実に行うこと、また就業年限以内での博士論文の完成を到達

目標とします。
成績評価方法
研究内容に応じます。

科 目 名 美術史学研究指導8-2 D 近現代美術研究

担当者名 博士(文学)早大 坂上 桂子
美術史学コース ― 秋学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文を視野に、各自が研究テーマを深め、展開するための指導をしていきます。1年生については、博士論文の具体的な

計画を行い、内容を確定します。また2年次生以上については研究計画に基づいた具体的な研究を進めるべく指導します。学会
発表、および、学会誌への論文投稿も順次行ってもらいます。自身の研究内容を掘り下げつつ、同時に美術史全般の幅広い知識
を獲得し、より優れたプレゼンテーション、質の高い文章を書く能力を身につけるよう指導していきます。
授業の到達目標
学会での発表、および論文投稿について、自身で目標を定めて確実に行うこと、また修業年限以内での博士論文の完成を到達

目標とします。
成績評価方法
研究内容に応じます。
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科 目 名 古文書学・古記録学特論1 中世古記録を読む

担当者名 博士(文学)東大 遠藤 珠紀
日本史学コース ２単位 春学期 水曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義ではまず室町時代後期に朝廷の事務官として活躍した外記の日記『天文十二年記』を主なテキストとする。そののち同

じく事務を担当する弁官の日記を読みたい。後補としては勧修寺晴豊の『晴豊公記』を考えている。並行する他の古記録とも読
み比べつつ中世古記録に親しんでいただきたい。なおテキストは受講生の希望によって変更となる可能性もある。授業の進め方
としては、講読テキストの写真のコピーを受講者に割り当てて講読を進める。報告者はテキストの文字を判読・校訂して正確な
釈文を作成するとともに、問題点について報告し、参加者全員で釈文や報告内容について議論する。
授業の到達目標
崩し字で書かれた原本・古写本の文字を解読しながら、古記録の文体や用語に親しみ、史料読解の基礎を習得する。
成績評価方法
担当報告の内容と、議論における発言などにより評価する

科 目 名 古文書学・古記録学特論2 中世古記録を読む

担当者名 博士(文学)東大 遠藤 珠紀
日本史学コース ２単位 秋学期 水曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
前期に引き続き、中世の弁官の日記を主なテキストとする。並行する他の古記録とも読み比べつつ中世古記録に親しんでいた

だきたい。なおテキストは受講生の希望によって変更となる可能性もある。授業の進め方としては、講読テキストの写真のコ
ピーを受講者に割り当てて講読を進める。報告者はテキストの文字を判読・校訂して正確な釈文を作成するとともに、問題点に
ついて報告し、参加者全員で釈文や報告内容について議論する。
授業の到達目標
崩し字で書かれた原本・古写本の文字を解読しながら、古記録の文体や用語に親しみ、史料読解の基礎を習得する。
成績評価方法
担当報告の内容と、議論における発言などにより評価する。

科 目 名 日本史学特論1 「上井覚兼日記」の研究
担当者名 博士(文学)早大 久保 健一郎
日本史学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
戦国時代の九州に大きな権力を構築した戦国大名島津氏の重臣上井覚兼の記した「上井覚兼日記」を研究する。この日記は、

当該時代における地域権力の構造、社会状況、文化の様相等を知るための一級史料であり、本特論ではこれを素材として、上記
の問題に注目していく。
授業の到達目標
戦国時代における地域権力の構造について理解を深める。
成績評価方法
授業における発言等の参加姿勢や、理解度から評価する。

科 目 名 日本史学特論2 「上井覚兼日記」の研究
担当者名 博士(文学)早大 久保 健一郎
日本史学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
戦国時代の九州に大きな権力を構築した戦国大名島津氏の重臣上井覚兼の記した「上井覚兼日記」を研究する。この日記は、

当該時代における地域権力の構造、社会状況、文化の様相等を知るための一級史料であり、本特論ではこれを素材として、上記
の問題に注目していく。
授業の到達目標
戦国時代における地域社会の状況、文化の様相についての理解を深める。
成績評価方法
授業での発言等、参加姿勢や理解度から評価する。

科 目 名 日本史学特論3 思想史研究の史学史的検討：近世・近代を中心に

担当者名 戸邉 秀明
日本史学コース ２単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
史学史とは、歴史研究者にとり、自身が拠って立つ学問の歴史的背景を理解するための方法的認識枠組である。それは端的に

は「歴史学の歴史」だが、各研究者が自己の専門とする領域の先行研究や、その蓄積である学説史を知るのとは異なるレベルで
必要とされる。なぜならば、学説史の追究だけでは、歴史研究を駆動させる大元の考え方や、研究者を規定する時代や社会との
関係をふまえた、自己の研究者としての位置づけ（アイデンティティ）は確立できないからである。
したがって、「研究者として自立させることをめざす」という、本文学研究科のディプロマポリシーに沿っても、歴史研究者

になるためには、史学史的な認識が不可欠だろう。また「人類が生みだしてきた人文科学の知の財産」を適切に「継承」し、「新
たな価値の創造者」となるには、既存の径路となる認識枠組を自覚し、自ら組み換えられるようにしなければならない。この点
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でも、史学史的な認識の獲得は、歴史研究の起点において意識的に追求されるべきである。
こうした問題意識をふまえて、この授業では主に日本の近世・近代を対象とする思想史研究について、史学史的検討を加える。

具体的には、戦後の思想史研究における代表的な研究者の方法論に関する論考、及びそれらを批判した論考を読み解いていく。
特に丸山眞男・家永三郎の思想史とそれに対する批判や、戦後歴史学における思想史の方法的探究などを中心に検討する（授業
計画を参照）。なお民衆思想史研究や民間学的思想史研究（思想の科学等）の潮流については、秋学期の日本史学特論4で検討す
る。

各回の授業では、講師による講義のうえで、受講者には、あらかじめ指定した文献について、口頭での発言を求める。講義は、
それを踏まえた対話形式を交えたものとする予定である。
なお指定文献については、受講者の専攻分野も加味しながら、柔軟に組み替えることも考えたい。何よりも、受講される大学

院生にとり、研究者として「自立」するために役に立つ授業を目指したい。
授業の到達目標
1．歴史研究の基礎的方法の一環として、思想史という学問領域に関する体系的な理解が得られるようになる。
2．戦後日本における歴史研究の流れについて、一貫した見通しと知識が得られるようになる。
3．歴史研究における批判的思考法について、文献の精読によって、身につけられるようにする。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 30％ 授業で得られた知見をもとにして、授業テーマ（副題）をめぐる考察を論じること。課題や書式などの
詳細は、授業中に指示する。
●平常点 70％ 毎回口頭で発表してもらう質問・意見等の内容。討論時の発言内容。以上を併せて評価する。
●その他 0％ 対象とするものなし。
備考・関連ＵＲＬ
質問・意見については、随時、フィードバックを行う。また期末レポートについては、別途、講評の機会を設けてフィードバッ

クを行う。

科 目 名 日本史学特論4 民衆史研究の史学史的検討：近世・近代を中心に

担当者名 戸邉 秀明
日本史学コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
史学史とは、歴史研究者にとり、自身が拠って立つ学問の歴史的背景を理解するための方法的認識枠組である。それは端的に

は「歴史学の歴史」だが、各研究者が自己の専門とする領域の先行研究や、その蓄積である学説史を知るのとは異なるレベルで
必要とされる。なぜならば、学説史の追究だけでは、歴史研究を駆動させる大元の考え方や、研究者を規定する時代や社会との
関係をふまえた、自己の研究者としての位置づけ（アイデンティティ）は確立できないからである。
したがって、「研究者として自立させることをめざす」という、本文学研究科のディプロマポリシーに沿っても、歴史研究者

になるためには、史学史的な認識が不可欠だろう。また「人類が生みだしてきた人文科学の知の財産」を適切に「継承」し、「新
たな価値の創造者」となるには、既存の径路となる認識枠組を自覚し、自ら組み換えられるようにしなければならない。この点
でも、史学史的な認識の獲得は、歴史研究の起点において意識的に追求されるべきである。
こうした問題意識をふまえて、この授業では主に日本の近世・近代を対象とする民衆史研究について、史学史的検討を加える。

20世紀後半以降の早稲田大学における日本史研究は、民衆史研究の一大中心地であった。そこで学ぶ以上、自身の専攻にかか
わらず、自己形成を遂げる研究環境の歴史的文脈を良く知ることは、研究者として「自立」するためにふまえるべき、不可欠の
前提と言えよう。具体的には、戦後の民衆運動史・民衆思想史・民衆文化史研究における代表的な研究者の方法論に関する論考
を読み解いていく（授業計画を参照）。その際、史学科出身の研究者による文献だけでなく、広く在野の書き手や海外の研究も
参照していく。
各回の授業では、講師による講義のうえで、受講者には、あらかじめ指定した文献について、口頭での発言を求める。講義は、

それを踏まえた対話形式を交えたものとする予定である。
なお指定文献については、受講者の専攻分野も加味しながら、柔軟に組み替えることも考えたい。何よりも、受講される大学

院生にとり、研究者として「自立」するために役に立つ授業を目指したい。
授業の到達目標
1．歴史研究の基礎的方法の一環として、民衆史という学問領域に関する体系的な理解が得られるようになる。
2．戦後日本における歴史研究の流れについて、一貫した見通しと知識が得られるようになる。
3．歴史研究における批判的思考法について、文献の精読によって、身につけられるようにする。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 30％ 授業で得られた知見をもとにして、授業テーマ（副題）をめぐる考察を論じること。課題や書式などの
詳細は、授業中に指示する。
●平常点 70％ 毎回口頭で発表してもらう質問・意見等の内容。討論時の発言内容。以上を併せて評価する。
●その他 0％ 対象とするものなし。
備考・関連ＵＲＬ
質問・意見については、随時、フィードバックを行う。また期末レポートについては、別途、講評の機会を設けてフィードバッ

クを行う。
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科 目 名 日本史学特論5 『日本書紀』欽明紀外交記事の講読【対面】
担当者名 博士(文学)早大 仁藤 敦史
日本史学コース ２単位 春学期 水曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
六世紀の日韓古代史を検討するうえで欠くことができないのは『日本書紀』の編纂史料として用いられた「百済三書」の一つ

「百済本記」である。当該期の中国史料や『三国史記』に詳細な記載が欠けているため、史料批判を加えたうえで、史実の確定
をする作業が必要となる。倭国と百済・加耶との活発な交流が行われた継体・欽明紀の外交記事を逐条的に検討することで、そ
の実像を検討する。前期は「百済三書」の史料的価値について考察したうえで欽明紀の外交記事から演習形式で検討する。
授業の到達目標
『日本書紀』の史料批判に習熟し、史実の確定・評価ができるようになる。
成績評価方法
レポート 50％ 平常点 50％

科 目 名 日本史学特論6 『日本書紀』欽明紀外交記事の講読【対面】
担当者名 博士(文学)早大 仁藤 敦史
日本史学コース ２単位 秋学期 水曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
六世紀の日韓古代史を検討するうえで欠くことができないのは『日本書紀』の編纂史料として用いられた「百済三書」の一つ

「百済本記」である。当該期の中国史料や『三国史記』に詳細な記載が欠けているため、史料批判を加えたうえで、史実の確定
をする作業が必要となる。倭国と百済・加耶との活発な交流が行われた継体・欽明紀の外交記事を逐条的に検討することで、そ
の実像を検討する。後期は任那日本府についての研究史を検討したうえで、欽明期の外交記事を演習形式で検討する。
授業の到達目標
『日本書紀』の史料批判に習熟し、史実の確定・評価ができるようになる。
成績評価方法
レポート 50％ 平常点 50％

科 目 名 日本史学特論7 摂関期の古記録を読む

担当者名 新井 重行
日本史学コース ２単位 春学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、摂関期の貴族・源経頼の日記『左経記』を主たるテキストとし、時期の近い他の記録類も参照しつつ精読する。

受講者にそれぞれ担当部分を割り当て、担当者は、写本等による校訂、釈文と読み下し文の作成を行い、問題点について報告す
る。参加者は、報告に基づいて議論を行う。
授業の到達目標
くずし字の読解、写本に基づく本文の校訂、釈文の読み下し文作成などを行い、古記録の正確な理解に必要な基礎知識を習得

する。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 30％ 課題は授業時間に指示する。講義内容を理解し、それに基づく論述となっているかを評価する。
●平常点 70％ 報告の内容、および議論への参加度を評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 日本史学特論8 摂関期の古記録を読む

担当者名 新井 重行
日本史学コース ２単位 秋学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、摂関期の貴族・源経頼の日記『左経記』を主たるテキストとし、時期の近い他の記録類も参照しつつ精読する。

受講者にそれぞれ担当部分を割り当て、担当者は、写本等による校訂、釈文と読み下し文の作成を行い、問題点について報告す
る。参加者は、報告に基づいて議論を行う。
授業の到達目標
くずし字の読解、写本に基づく本文の校訂、釈文の読み下し文作成などを行い、古記録の正確な理解に必要な基礎知識を習得

する。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 30％ 課題は授業時間に指示する。講義内容を理解し、それに基づく論述となっているかを評価する。
●平常点 70％ 報告の内容、および議論への参加度を評価する。
●その他 0％ なし。
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科 目 名 日本史学研究1 大正末から昭和戦前期の野貼を読む（1）

担当者名 博士(文学)京大 鶴見 太郎
日本史学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大正時代末から昭和初期にかけて行われた民俗調査のフィールドノートを読む。 調査された場所は、長崎県五島列島（福江

島）、長野県東筑摩郡、0高知県梼原村などを予定している。当該の時代は柳田国男の民俗学が内実を整えた時期でもあり、各地
に派遣された弟子が膨大な採集事例を蓄積させていった時期に符合しているため、同時代における柳田の著作でそれに関連する
資料についても適宜参照する。授業形式は対面式を予定している。
授業の到達目標
当該の時代における郷土研究の方法的な発達について一定の知見を得る。
成績評価方法
●試験 0％ 特に行わない
●レポート 0％ 特に行わない
●平常点 100％ 会読への出席と発表
●その他 0％ 特に行わない

科 目 名 日本史学研究2 近代日本の「郷土」をめぐる思考の往還（1）

担当者名 博士(文学)京大 鶴見 太郎
日本史学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
前期に引き続き、大正時代末から昭和初期にかけて行われた民俗調査のフィールドノートを読む。 調査された場所は、福井

県五箇村、茨城県多賀郡高岡村などを予定している。昭和初期に入って柳田国男による「全国山村生活調査」が実施されたため、
それらの成果についても必要に応じて参照する。授業形式は対面式を予定している。資料となる採集手帳を携行した民俗学者の
閲歴についても、分析の対象とする。
授業の到達目標
大正末から昭和初年における郷土像の変容の諸相について把握する。
成績評価方法
●試験 0％ 特に行わない
●レポート 0％ 特に行わない
●平常点 100％ 会読への出席と発表
●その他 0％ 特に行わない

科 目 名 日本史学研究3 江戸時代の幕府と朝廷－公家日記を読解する－

担当者名 博士(史学)学習院大 田中 暁龍
日本史学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
寛文・延宝期の公家日記を中心に史料講読を進め、当該期の朝廷制度や朝幕関係の特質について講義・議論していきます。担

当者の講義に加えて、参加者による様々な報告を随時入れ、参加者による議論や史料等の講読も行っていきます。また、担当者・
参加者の人数や議論の方向により、下記「授業計画」と内容が前後したり、そこにはないものが時として加わることがあること
も、あらかじめ了解して下さい。
授業の到達目標
寛文・延宝期の公家日記を中心に史料講読を行うことを通じて、当該期の朝廷の制度やその変容を観察し、あわせて朝廷と幕

府の関係について認識を深めます。近世前期の政治史や朝幕関係史の研究を深める上で基礎的な知識を習得し、さらには各自の
史料読解の力量を高めます。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 60％ 授業の中で指示するレポート課題。
●平常点 40％ 参加記録、リアクションペーパー等の提出物。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
連絡先は次のとおり

tanakat@obirin.ac.jp（メール送付に当たっては、学籍番号と名前を明記すること）

科 目 名 日本史学研究4 江戸時代の幕府と朝廷ー公家日記の読解するー

担当者名 博士(史学)学習院大 田中 暁龍
日本史学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
天和～元禄期の公家日記を中心に史料講読を進め、当該期の朝廷制度や朝幕関係の特質について講義・議論していくことにし

ます。担当者の講義に加えて、参加者による様々な報告を随時入れ、参加者による議論や史料等の講読も行っていきます。また、
担当者・参加者の議論の方向により、下記「授業計画」と内容が前後したり、そこにはないものが時として加わることがあるこ
とも、あらかじめ了解して下さい。
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授業の到達目標
天和～元禄期の公家日記を中心に史料講読を行うことを通じて、当該期の朝廷の制度やその変容を観察し、あわせて朝廷と幕

府の関係について認識を深めます。近世前期の政治史や朝幕関係史の研究を深める上で基礎的な知識を習得し、さらには各自の
史料読解の力量を高めます。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 60％ 授業の中で指示するレポート課題。
●平常点 40％ 参加記録、リアクションペーパー等の提出物。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
連絡先は次のとおりです。

tanakat@obirin.ac.jp（メール送付に当たっては、学籍番号と名前を明記すること）

科 目 名 日本史学演習1-1 近世日本の対外交流

担当者名 博士(文学)東大 伊川 健二
日本史学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近世の対外交流において送受信された人・物・情報に関わる史料を、受講者各自が選択し、輪読をする。また、適宜、研究報

告をおこなう。いずれも基本的には同時代の日本語文であることを前提としているが、教員および受講者全員との内容共有が可
能な限り、他国語であることを排除しない。
授業の到達目標
対外関係に関連する原典史料や研究の情報を収集し、読み込むことで、当該分野への認識を深化させるとともに、各自の研究

テーマ相互の接点を探る。
以下の授業計画はあくまで予定であり、受講者との相談によるなどの事情により変更される可能性がある。
成績評価方法
●試験 0％ -
●レポート 60％ 演習における報告内容
●平常点 40％ 出席および授業時間中における発言
●その他 0％ -
備考・関連ＵＲＬ
本科目は、コロナ禍により不可能と判断される場合を除いて、すべての回を対面により実施する。授業当日（0時以降）の問

い合わせには、原則として応対しない。

科 目 名 日本史学演習1-2 近世日本の対外交流

担当者名 博士(文学)東大 伊川 健二
日本史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近世の対外交流において送受信された人・物・情報に関わる史料を、受講者各自が選択し、輪読をする。また、適宜、研究報

告をおこなう。いずれも基本的には同時代の日本語文であることを前提としているが、教員および受講者全員との内容共有が可
能な限り、他国語であることを排除しない。
授業の到達目標
対外関係に関連する原典史料や研究の情報を収集し、読み込むことで、当該分野への認識を深化させるとともに、各自の研究

テーマ相互の接点を探る。
以下の授業計画はあくまで予定であり、受講者との相談によるなどの事情により変更される可能性がある。
成績評価方法
●試験 0％ -
●レポート 60％ 演習における報告内容
●平常点 40％ 出席および授業時間中における発言
●その他 0％ -
備考・関連ＵＲＬ
・本科目は、コロナ禍により不可能と判断される場合を除いて、すべての回を対面により実施する。
・授業当日（0時以降）の問い合わせには、原則として応対しない。

科 目 名 日本史学演習2-1 栄山寺文書の講読

担当者名 博士(文学)早大 下村 周太郎
日本史学コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
栄山寺文書および関連史料を精読し、栄山寺の歴史・文化・環境の分析を通じて、日本中世の社会経済や政治制度についての

理解を深める。前後の古代や近世も視野に入れつつ、特に今学期は中世前期を中心に史料の講読を行い、適宜、現地調査・史料
調査を実施する。
授業の到達目標
史料読解を通じて中世史に関する専門的な知識・技能を習得する。特定のフィールドに即して、史料や文化財を調査・保存・

活用することへの理解を深める。
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成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 毎回の予習（特に報告者における発表準備）および授業時間中における討論への積極的な参加。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
具体的な授業の進め方については、履修者の人数なども踏まえ、初回の授業で相談・決定する。

科 目 名 日本史学演習2-2 栄山寺文書の講読

担当者名 博士(文学)早大 下村 周太郎
日本史学コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
栄山寺文書および関連史料を精読し、栄山寺の歴史・文化・環境の分析を通じて、日本中世の社会経済や政治制度についての

理解を深める。前後の古代や近世も視野に入れつつ、特に今学期は中世後期を中心に史料の講読を行い、適宜、現地調査・史料
調査を実施する。
授業の到達目標
史料読解を通じて中世史に関する専門的な知識・技能を習得する。特定のフィールドに即して、史料や文化財を調査・保存・

活用することへの理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 毎回の予習（特に報告者における発表準備）および授業時間中における討論への積極的な参加。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
具体的な授業の進め方については、履修者の人数なども踏まえ、初回の授業で相談・決定する。

科 目 名 日本史学演習3-1 近世史料の読解

担当者名 博士(文学)早大 谷口 眞子
日本史学コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近年の日本史研究は、研究テーマが多彩になり、それにともなって使用する史料も多様性に富んだものとなっている。研究者

を目指す人はもちろん、文書館や史料館の学芸員、あるいは高校教員として働く場合にも、このような幅広い史料についての知
見が求められている。本演習では、それら多彩な史料が読める能力を身につけるために、幕末期の主要な事件・出来事をとりあ
げる。受講生は、各回に割りふられたテーマに関する活字史料をみつけ、担当部分について語句や人名・地名を調べて史料を解
釈し、関連する参考文献や史料などを紹介して通説を再検討する。
授業の到達目標
本演習の目標は2つある。第1は、史料に含まれた情報を最大限引き出して、その意味を歴史的に位置づける能力を身につけ

ることである。第2は、高校の教科書や概説書などの通説は、「現時点での歴史的事実」にすぎないことを認識することである。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 担当部分の発表、各回の質疑応答とディスカッションなど主体的な授業参加度で評価する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
授業は対面で行うが、来日できない留学生についてはzoom参加とする。

科 目 名 日本史学演習3-2 近世史料の読解

担当者名 博士(文学)早大 谷口 眞子
日本史学コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近年の日本史研究は、研究テーマが多彩になり、それにともなって使用する史料も多様性に富んだものとなっている。研究者

を目指す人はもちろん、文書館や史料館の学芸員、あるいは高校教員として働く場合にも、このような幅広い史料についての知
見が求められている。本演習では、それら多彩な史料が読める能力を身につけるために、幕末期の主要な事件・出来事をとりあ
げる。受講生は、各回に割りふられたテーマに関する活字史料をみつけ、担当部分について語句や人名・地名を調べて史料を解
釈し、関連する参考文献や史料などを紹介して通説を再検討する。
授業の到達目標
本演習の目標は2つある。第1は、史料に含まれた情報を最大限引き出して、その意味を歴史的に位置づける能力を身につけ

ることである。第2は、高校の教科書や概説書などの通説は、「現時点での歴史的事実」にすぎないことを認識することである。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 担当部分の発表、各回の質疑応答とディスカッションなど主体的な授業参加度で評価する。
●その他 0％
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備考・関連ＵＲＬ
授業は対面で行なうが、来日できない留学生についてはzoom参加とする。

科 目 名 日本史学演習4-1 日本近代くずし字史料の解読

担当者名 博士(文学)早大 真辺 将之
日本史学コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
活字化されてない近代のくずし字史料を輪読し、近代史研究に必要なくずし字解読能力を身につける。
授業の到達目標
(1)明治・大正・昭和戦前期のくずし字文書の解読能力を習得する。
(2)文書の読解を通じて日本近代史に関する新たな知見を得る。
(3)日本近代史についての近年の研究動向とその問題点を把握する。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 100％ 出席状況ならびに発言・予習状況などの参加態度で評価する。予習復習をしている様子のない者、出席
の少ない者には単位を与えない。
●その他 0％ 特に無し。
備考・関連ＵＲＬ
出席状況や予習復習状況の成績への加味を厳密に行うのでそのつもりで参加されたい。

科 目 名 日本史学演習4-2 日本近代くずし字史料の解読

担当者名 博士(文学)早大 真辺 将之
日本史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
活字化されてない近代のくずし字史料を輪読し、近代史研究に必要なくずし字解読能力を身につける。
授業の到達目標
(1)明治・大正・昭和戦前期のくずし字文書の解読能力を習得する。
(2)文書の読解を通じて日本近代史に関する新たな知見を得る。
(3)日本近代史についての近年の研究動向とその問題点を把握する。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 100％ 出席状況ならびに発言・予習状況などの参加態度で評価する。予習復習をしている様子のない者、出席
の少ない者には単位を与えない。
●その他 0％ 特に無し。
備考・関連ＵＲＬ
出席状況や予習復習状況の成績への加味を厳密に行うのでそのつもりで参加されたい。

科 目 名 日本史学演習5-1 弘仁格の研究

担当者名 博士(文学)早大 川尻 秋生
日本史学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本古代史を研究するためには、文献史料を精読することが必要不可欠である。その努力なくしては、一見魅力あるような学

説も、砂上の楼閣と化してしまうことを心に銘じる必要がある。
本演習では、散逸した「弘仁格」を研究することによって、日本の「格」の特質を理解し、従来にない史料の読み方を習得す

るとともに、併せて古代史料の解読の仕方を身につけることを目的とする。本年度は、式部上格を対象とする。
授業の到達目標
弘仁格の読解および解釈を身に付けた上で、弘仁格の特質を理解することを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 主体的（積極的）な授業参加度
●その他 0％

科 目 名 日本史学演習5-2 弘仁格の研究

担当者名 博士(文学)早大 川尻 秋生
日本史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本古代史を研究するためには、文献史料を精読することが必要不可欠である。その努力なくしては、一見魅力あるような学

説も、砂上の楼閣と化してしまうことを心に銘じる必要がある。
本演習では、散逸した「弘仁格」を研究することによって、日本の「格」の特質を理解し、従来にない史料の読み方を習得す

るとともに、併せて古代史料の解読の仕方を身につけることを目的とする。本年度は、式部上格を対象とする。
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授業の到達目標
弘仁格の読解および解釈を身に付けた上で、弘仁格の特質を理解することを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 主体的（積極的）な授業参加度
●その他 0％

科 目 名 日本史学演習6-1 奈良時代の国際環境を探る

担当者名 博士(歴史学)国学大 田中 史生
日本史学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
文献史学では八世紀以前の列島をとりまく国際環境を、外交史、国家間関係史から捉えることが多い。けれども近年の考古学

の成果などを参照すれば、東アジア海域には、国家間交流とは異なる次元で、地域・人びとを主体とする国際交流も存在してい
た。日本古代史研究は、こうした多様な交流をどのようにして捉え、国民国家史的な列島史を世界史のなかに描き直せるであろ
うか。本演習では、八世紀以前の列島の国際交流に関する史料を取り上げ、その読解、分析を通して上記の課題に実証的に迫り
たいと思う。今年度は昨年度に続き「唐大和上東征伝」を扱う予定である。演習は各自の分担報告と討論を中心に進める。
授業の到達目標
①日本古代史の国際交流史関連史料の分析方法を学ぶ。
②列島古代社会の国際環境の実態について新たな知見を得る。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 50％ 内容によって評価。なお、報告時の討論や指摘事項を踏まえて作成すること。
●平常点 50％ 報告内容、質疑の内容、参加の積極性によって総合的に判断する。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 日本史学演習6-2 奈良時代の国際環境を探る

担当者名 博士(歴史学)国学大 田中 史生
日本史学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
文献史学では八世紀以前の列島をとりまく国際環境を、外交史、国家間関係史から捉えることが多い。けれども近年の考古学

の成果などを参照すれば、東アジア海域には、国家間交流とは異なる次元で、地域・人びとを主体とする国際交流も存在してい
た。日本古代史研究は、こうした多様な交流をどのようにして捉え、国民国家史的な列島史を世界史のなかに描き直せるであろ
うか。本演習では春学期(日本史学演習6-1)に引き続き、八世紀以前の列島の国際交流に関する史料を取り上げ、その読解、分
析を通して上記の課題に実証的に迫りたいと思う。今年度は昨年度に続き「唐大和上東征伝」を扱う予定である。演習は各自の
分担報告と討論を中心に進める。
授業の到達目標
①日本古代史の国際交流史関連史料の分析方法を学ぶ。
②列島古代社会の国際環境の実態について新たな知見を得る。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない。
●レポート 50％ 内容によって評価。なお、報告時の討論や指摘事項を踏まえて作成すること。
●平常点 50％ 報告内容、質疑の内容、参加の積極性によって総合的に判断する。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 日本史学演習7-1 近代日本社会・風俗史研究

担当者名 博士(文学)早大 藤野 裕子
日本史学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、近現代日本史研究における社会・風俗に関する研究文献と史料の輪読を通じて、社会史・風俗史の有用性と限界

と明らかにするとともに、史料批判などの方法論を構築することを目指す。あわせて、史料の読解力、周辺事項の調査能力を磨
きながら、近現代日本史に関する知見を深める。
授業の到達目標
（1）近現代日本史研究における社会・風俗史の有用性と限界を理解する。
（2）史料の読解力、周辺事項の調査能力を身につけ、近現代日本史に関する知見を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 研究文献の読解力／史料の読解力／討論への貢献度／周辺事項の調査をふまえ、総合的に評価する。
●その他 0％ なし
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科 目 名 日本史学演習7-2 近代日本社会・風俗史研究

担当者名 博士(文学)早大 藤野 裕子
日本史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
春学期に引き続き、近現代日本史研究における社会・風俗史に関する研究文献と史料の輪読を通じて、社会・風俗史の可能性

と限界と明らかにするとともに、史料批判などの方法論を構築することを目指す。あわせて、史料の読解力、周辺事項の調査能
力を磨きながら、近現代日本史に関する知見を深める。一年間の成果を報告書としてまとめる予定である。
授業の到達目標
（1）近現代日本史研究における社会・風俗史の可能性と限界を理解する。
（2）史料の読解力、周辺事項の調査能力を身につけ、近現代日本史に関する知見を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 研究文献の読解力／くずし字の読解力／討論への貢献度／周辺事項の調査／報告書の文章をふまえ、総
合的に評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 日本史学演習8-1 中世後期国家史の研究

担当者名 博士(文学)早大 久保 健一郎
日本史学コース ２単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中世後期における国家の研究。日本史上中世国家は、他の時代の国家に比してその内実がもっとも不分明である。したがって

中世史のみならず日本史を総体として理解するためには、その追究は最重要課題のひとつである。本演習ではこうした認識に基
づき、中世後期の国家に関わる問題を、権力構造・社会制度・思想などから多角的に追求する。
授業の到達目標
中世後期国家についての理解を深める。
成績評価方法
授業での発言等、参加姿勢や報告の内容から評価する。

科 目 名 日本史学演習8-2 中世社会史の研究

担当者名 博士(文学)早大 久保 健一郎
日本史学コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中世後期における社会の研究。分権状態が際立つ中世社会を総合的に理解することは、中世史のみならず日本史を総体として

捉えるために重要な課題のひとつである。本演習ではこうした認識に基づき、中世後期の社会に関わる問題を、村落論・都市論・
流通論・文化などから多角的に追求する。
授業の到達目標
中世後期社会論の理解を深める。
成績評価方法
授業での発言等、参加姿勢や報告の内容から評価する。

科 目 名 日本史学演習9-1 近代日本における隠された系譜

担当者名 博士(文学)京大 鶴見 太郎
日本史学コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
前年度より引き続き、1928年9月に記録された政治家の手控帳に記された談話録を読んでいく。第1回普通選挙を経て、政

界再編がすすむ中にあって、手控帳に記された登場人物の政治的態度、今後の展望など、同時代の政情、対外認識を念頭に置き
ながら、毎回担当者を決めて輪読形式で行う予定である。前期は前年度に続き、永田秀次郎の談話の補足に始まり、床次竹二郎、
金子堅太郎の談話録を中心に輪読を行う。
授業の到達目標
当該資料を中心に、昭和戦前期の政治史における隠れた人脈の形成過程について分析ができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 特に行わない
●レポート 0％ 特に行わない
●平常点 100％ 会読への出席と発表によって評価
●その他 0％ 特に行わない

科 目 名 日本史学演習9-2 昭和戦前期の社会主義者

担当者名 博士(文学)京大 鶴見 太郎
日本史学コース ２単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
前期の続きとして、1928年9月に記録された政治家の手控帳に記された談話録を読んでいく。素材として「日華倶楽部」、
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宇垣一成、及び外遊中に記された覚書などが主な対象となる。また、手控帳に挟まれていた、ほぼ同時代に書かれたと推測され
る宇垣一成からの書簡についても、同じく輪読の対象とし、内容を吟味する。前期と同じく、担当箇所をあらかじめ決定した上
で、毎回担当者による発表、質疑応答の形で輪読する予定である。
授業の到達目標
当該資料を通じて、昭和戦前期における隠された政界の人脈、系譜があったことを解説できること。
成績評価方法
●試験 0％ 特に行わない
●レポート 0％ 特に行わない
●平常点 100％ 会読への出席と発表
●その他 0％ 特に行わない

科 目 名 日本史学研究指導1-1 M 日本近世史の研究

担当者名 博士(文学)東大 伊川 健二
日本史学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近世史の分野から修士論文の課題を設定し、修論準備報告を行う。課題の設定、論理構成、史料解釈などについて指導す

る。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導1-2 M 日本近世史の研究

担当者名 博士(文学)東大 伊川 健二
日本史学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近世史の分野から修士論文の課題を設定し、修論準備報告を行う。課題の設定、論理構成、史料解釈などについて指導す

る。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導2-1 M 日本中世史の研究

担当者名 博士(文学)早大 下村 周太郎
日本史学コース ― 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中世史に関する史料および学術論文の講読とそれをめぐる参加者相互の議論を通じて、専門的知識・技能の高度化を図る。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導2-2 M 日本中世史の研究

担当者名 博士(文学)早大 下村 周太郎
日本史学コース ― 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中世史に関する史料および学術論文の講読とそれをめぐる参加者相互の議論を通じて、専門的知識・技能の高度化を図る。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導3-1 M 日本近世史研究

担当者名 博士(文学)早大 谷口 眞子
日本史学コース ― 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学期の最初で1年生は卒論報告、2年生以上は1回目の修論準備報告を行い、全体の構想を提示する。その後、修士論文作成
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に必要な文献史料について報告を行う。ついで、2年生以上は2回目の修論準備報告、1年生は1回目の修論構想報告を行い、夏
休みの課題を具体的に明らかにする。受講生は定められた時間内で、研究内容をわかりやすく報告するよう努力してほしい。ま
た人の報告を聞いて、その成果と問題点を的確に指摘できる力も身につけること。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。修士論文を作成するためには3つの能力が求められる。第1は研究テーマに関連した研究

史を整理し、問題点を析出する能力である。そのためには、日本近世史に対する総合的かつ史学史的理解が必要となる。第2は
綿密に史料を解釈し、史料に含まれた情報を最大限引き出す力である。第3は、自己の見解を的確な日本語でまとめ、それをわ
かりやすく伝える能力である。何度も口頭報告を行い、さまざまな質問や批判を受け、それにこたえるべく考察を重ねることに
よって、緻密な研究をわかりやすく表現する能力が身につく。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導3-2 M 日本近世史研究

担当者名 博士(文学)早大 谷口 眞子
日本史学コース ― 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
夏休み中の研究成果として、最初に2年生以上が3回目の修論準備報告、1年生が2回目の修論構想報告を行う。その後、修士

論文作成に必要な文献史料について報告を行い、同時に論理が一貫した構成力のある修士論文完成を目指す。そして、2年生以
上に4回目の修論準備報告、1年生に3回目の修論構想報告を発表してもらう。なお、毎年3月には大学院ゼミ合宿を1泊2日で
行っており、ここでも研究発表をしてもらう。1年生、また修士論文を書いて博士後期課程に進む院生には、主査以外の先生方
からコメントを受けられるチャンスである。多様化する社会の中で、明日の人類文化に寄与する学識豊かな人材に育ってもらい
たい。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。修士論文を作成するためには3つの能力が求められる。第1は研究テーマに関連した研究

史を整理し、問題点を析出する能力である。そのためには、日本近世史に対する総合的かつ史学史的理解が必要となる。第2は
綿密に史料を解釈し、史料に含まれた情報を最大限引き出す力である。第3は、自己の見解を的確な日本語でまとめ、それをわ
かりやすく伝える能力である。何度も口頭報告を行い、さまざまな質問や批判を受け、それにこたえるべく考察を重ねることに
よって、緻密な研究をわかりやすく表現する能力が身につく。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
授業は対面で実施するが、来日できない留学生についてはzoom参加とする。ゼミ合宿についてはコロナの状況により、研究

発表会に変更する可能性がある。

科 目 名 日本史学研究指導4-1 M 日本近現代史研究

担当者名 博士(文学)早大 真辺 将之
日本史学コース ― 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
主として修士論文のテーマについて報告してもらい、グループでの討議を通じてその問題点を認識し、修正・発展・完成への

道筋をつけてもらう。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導4-2 M 日本近現代史研究

担当者名 博士(文学)早大 真辺 将之
日本史学コース ― 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
主として修士論文のテーマについて報告してもらい、グループでの討議を通じてその問題点を認識し、修正・発展・完成への

道筋をつけてもらう。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 日本史学研究指導5-1 M 日本古代史研究

担当者名 博士(文学)早大 川尻 秋生
日本史学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆ができるように、各学生にあわせて指導を行う。基本的には、日本史学演習5-1と同時間内のため、史料講読を

行うが、各期に院生1人につき、2回の修士論文の構想を発表していただき、他の出席している院生諸君とともに批評しあう。
なお、指導については、必要と判断した場合には時間外に行うこともあるので、了解されたい。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導5-2 M 日本古代史研究

担当者名 博士(文学)早大 川尻 秋生
日本史学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆ができるように、各学生にあわせて指導を行う。基本的には、日本史学演習5-1と同時間内のため、史料講読を

行うが、各期に院生1人につき、2回の修士論文の構想を発表していただき、他の出席している院生諸君とともに批評しあう。
なお、指導については、必要と判断した場合には時間外に行うこともあるので、了解されたい。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導6-1 M 日本古代史研究

担当者名 博士(歴史学)国学大 田中 史生
日本史学コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自、設定した研究テーマに関し、研究目的や研究成果を報告し、討論を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導6-2 M 日本古代史研究

担当者名 博士(歴史学)国学大 田中 史生
日本史学コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自、設定した研究テーマに関し、研究目的や研究成果を報告し、討論を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導7-1 M 日本近現代史研究

担当者名 博士(文学)早大 藤野 裕子
日本史学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに即して、問題意識、先行研究の整理、使用史料、研究視角・方法などに関する報告・討論を重ね、論文構

想を練り上げる。論文構想のできる限り具体化させることで、論文執筆の足がかりとし、修士論文へと結実させる。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
年度初めの履修科目の登録の際には、必ず担当教員に相談してください。
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科 目 名 日本史学研究指導7-2 M 日本近現代史研究

担当者名 博士(文学)早大 藤野 裕子
日本史学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに即して、問題意識、先行研究の整理、使用史料、研究視角・方法などに関する報告・討論を重ね、論文構

想を練り上げる。論文構想のできる限り具体化させることで、論文執筆の足がかりとし、修士論文へと結実させる。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
年度初めの履修科目の登録の際には、必ず担当教員に相談してください。

科 目 名 日本史学研究指導8-1 M 日本中世史研究

担当者名 博士(文学)早大 久保 健一郎
日本史学コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中世後期国家論における問題点を検討し、それをいかに各自の修士論文作成に活かしていけるかを指導していく。中世後期国

家論の視点から、修士論文作成のための基礎的知識を得る。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導8-2 M 日本中世史研究

担当者名 博士(文学)早大 久保 健一郎
日本史学コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中世後期社会論における問題点を検討し、それをいかに各自の修士論文作成に活かしていけるかを指導していく。中世後期社

会論の視点から、修士論文作成のための基礎的知識を得る。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導9-1 M 日本近現代史研究

担当者名 博士(文学)京大 鶴見 太郎
日本史学コース ― 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各人の研究テーマによって行われる個別発表に即して、視点の形成、研究方法、研究史上における当該発表の位置付け、資料

上の問題などの諸点から助言を行い、修士論文作成に向けての足がかりとする。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導9-2 M 日本近現代史研究

担当者名 博士(文学)京大 鶴見 太郎
日本史学コース ― 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各人の研究テーマによって行われる個別発表に即して、視点の形成、研究方法、研究史上における当該発表の位置付け、資料

上の問題などの諸点から助言を行い、修士論文作成に向けての足がかりとする。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 日本史学研究指導1-1 D 日本近世史の研究

担当者名 博士(文学)東大 伊川 健二
日本史学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近世史の分野から博士論文の課題を設定し、博論準備報告を行う。課題の設定、論理構成、史料解釈などについて指導す

る。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導1-2 D 日本近世史の研究

担当者名 博士(文学)東大 伊川 健二
日本史学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近世史の分野から博士論文の課題を設定し、博論準備報告を行う。課題の設定、論理構成、史料解釈などについて指導す

る。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導2-1 D 日本中世史研究

担当者名 博士(文学)早大 下村 周太郎
日本史学コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中世史に関する史料と学術論文の読解および参加者間での緊張感ある相互批判を通じて、学術研究者として求められる高

度な専門性を涵養する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導2-2 D 日本中世史研究

担当者名 博士(文学)早大 下村 周太郎
日本史学コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中世史に関する史料と学術論文の読解および参加者間での緊張感ある相互批判を通じて、学術研究者として求められる高

度な専門性を涵養する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導3-1 D 日本近世史研究－博士論文の完成に向けて

担当者名 博士(文学)早大 谷口 眞子
日本史学コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
第1回目の授業で、これまでの研究業績一覧と今年の研究計画書を提出してもらい、研究計画をチェックする。第2回目以降

は博士論文の完成に向けての報告である。準備報告はある程度まとまった長いものを、前期で2回行う。それとは別に、研究テー
マに関連した本・論文の要約や、その問題点を指摘したもの、あるいは論争の核となる史料についての見解を紹介したものなど、
本格的な報告をするためのミニ報告を数回行う。とりあげる本や論文は原則として10年以内に刊行されたものとし、論文は『日
本史研究』『日本歴史』『史学雑誌』『歴史学研究』など、主要な学会誌に掲載されたものを選ぶこと。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。博士論文は、課程博士が400字400枚、論文博士が400字600枚程度

の長さが要求される論文である。通常の研究論文が400字約50～70枚であることを考えれば、博士論文を作成するのは容易
なことではない。的確な研究史批判と綿密な史料解釈を基礎としながらも、章と章の間の論理的連関性、博士論文全体の構想な
ど、グランドデザインが求められるわけである。そこで、研究指導はミニ報告と、それをもとにした1章分にあたる内容のもの
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を報告する本報告との、二本立てとする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導3-2 D 日本近世史研究－博士論文の完成に向けて

担当者名 博士(文学)早大 谷口 眞子
日本史学コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
まず最初に博士論文の準備報告第3回目を行ってもらう。夏休み中の研究成果を存分に発表して欲しい。その後は、春学期と

同じくミニ報告を数回してもらい、期末に再び本報告第4回目行うこと。とりあげる本や論文の条件などは春学期と同じである。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。博士論文は、課程博士が400字400枚、論文博士が400字600枚程度

の長さが要求される論文である。通常の研究論文が400字約50～70枚であることを考えれば、博士論文を作成するのは容易
なことではない。的確な研究史批判と綿密な史料解釈を基礎としながらも、章と章の間の論理的連関性、博士論文全体の構想な
ど、グランドデザインが求められるわけである。そこで、研究指導はミニ報告と、それをもとにした1章分にあたる内容のもの
を報告する本報告との、二本立てとする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導4-1 D 日本近現代史研究

担当者名 博士(文学)早大 真辺 将之
日本史学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
主として博士論文のテーマ、もしくはそれに準じる自己課題について報告してもらい、グループでの討議を通じてその問題点

を認識し、修正・発展・完成への道筋をつけてもらう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導4-2 D 日本近現代史研究

担当者名 博士(文学)早大 真辺 将之
日本史学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
主として博士論文のテーマ、もしくはそれに準じる自己課題について報告してもらい、グループでの討議を通じてその問題点

を認識し、修正・発展・完成への道筋をつけてもらう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導5-1 D 日本古代史研究

担当者名 博士(文学)早大 川尻 秋生
日本史学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
課程博士を取得することを目指して、大学院生を指導する。そのためには、題材の決定、博士論文の計画、学会での口頭発表、

論文の執筆などについて、細かな指導を行う。したがって、指導は、時間外に行うこともありうるので、その点はご了承願いた
い。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 日本史学研究指導5-2 D 日本古代史研究

担当者名 博士(文学)早大 川尻 秋生
日本史学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
課程博士を取得することを目指して、大学院生を指導する。そのためには、題材の決定、博士論文の計画、学会での口頭発表、

論文の執筆などについて、細かな指導を行う。したがって、指導は、時間外に行うこともありうるので、その点はご了承願いた
い。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導6-1 D 日本古代史研究

担当者名 博士(歴史学)国学大 田中 史生
日本史学コース ― 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自、研究テーマに関し、目的や研究成果を報告し、質疑応答をおこなう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導6-2 D 日本古代史研究

担当者名 博士(歴史学)国学大 田中 史生
日本史学コース ― 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自、研究テーマに関し、目的や研究成果を報告し、質疑応答をおこなう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導7-1 D 日本近現代史研究

担当者名 博士(文学)早大 藤野 裕子
日本史学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに即して、問題意識、先行研究の整理、使用史料、研究視角・方法などに関する報告・討論を重ね、論文構

想を練り上げる。論文構想のできる限り具体化させることで、論文執筆の足がかりとし、博士学位論文へと結実させる。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導7-2 D 日本近現代史研究

担当者名 博士(文学)早大 藤野 裕子
日本史学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに即して、問題意識、先行研究の整理、使用史料、研究視角・方法などに関する報告・討論を重ね、論文構

想を練り上げる。論文構想のできる限り具体化させることで、論文執筆の足がかりとし、博士学位論文へと結実させる。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 日本史学研究指導8-1 D 日本中世史研究

担当者名 博士(文学)早大 久保 健一郎
日本史学コース ― 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中世後期の国家における政治史・権力論について、従来の研究の問題点を析出し、新たな切り口から追究していく見通し

を得る。このことを通じて博士論文作成のための基礎的能力を養う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導8-2 D 日本中世史研究

担当者名 博士(文学)早大 久保 健一郎
日本史学コース ― 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本中世後期の地域社会における政治史・権力論について、従来の研究の問題点を析出し、新たな切り口から追究していく見

通しを得る。このことを通じて博士論文作成のための基礎的能力を養う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導9-1 D 日本近現代史研究

担当者名 博士(文学)京大 鶴見 太郎
日本史学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各人の研究テーマに沿って個別に行う研究報告に即し、研究方法、資料上の事項について助言を行う。とりわけ当該の研究報

告がそれまでの研究史の上に新しく何を積み重ねたのかを明確にすることを念頭におく。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 日本史学研究指導9-2 D 日本近現代史研究

担当者名 博士(文学)京大 鶴見 太郎
日本史学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各人の研究テーマに沿って個別に行う研究報告に即し、研究方法、資料上の事項について助言を行う。とりわけ当該の研究報

告がそれまでの研究史の上に新しく何を積み重ねたのかを明確にすることを念頭におく。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 東洋史学特論1 朝鮮史の時代区分論

担当者名 植田 喜兵成智
東洋史学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は、朝鮮史の時代区分論について、研究史を概観し、その課題を考察する。対象となる文献は、戦前・戦後の日本、大

韓民国（韓国）、朝鮮民主主義人民共和国（共和国）のものを予定している。
授業の到達目標
（1）朝鮮史の時代区分論に関する研究史を把握する。
（2）朝鮮史の時代区分論に関する課題を見つけ、どのように自身の研究テーマに取り込むべきかを理解する。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 討議への積極的参加や内容を評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 東洋史学特論2 『三国史記』史料論
担当者名 植田 喜兵成智
東洋史学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は、朝鮮古代史の基本史料である『三国史記』の史料論について考察する。従来の研究史を整理し、史料としての性格

や研究課題を追究する。
授業の到達目標
（1）『三国史記』に関する研究史を把握する。
（2）『三国史記』の史料論に関する議論を、いかに自身の研究テーマに取り込むかを理解する。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 討議の内容や積極性を評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 東洋史学特論3 『史記』武帝本紀をよむ
担当者名 博士(文学)早大 柿沼 陽平
東洋史学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では、『史記』武帝本紀を輪読する。各自担当箇所の訳注を作成し、最終的には学術雑誌への投稿をめざす。
授業の到達目標
・漢代の歴史を理解する。
・「原文」・「校訂文」・「書き下し文」・「原注訳」・「注釈」・「考察」等を備えたレジュメを用意して報告し、出席者との討論を

通じて訳注原稿を完成する。受講者は各自1つずつの問答を担当する。訳注原稿が完成次第、学術雑誌へ投稿する。
成績評価方法
レジュメを作成する。

科 目 名 東洋史学特論4 『史記』武帝本紀をよむ
担当者名 博士(文学)早大 柿沼 陽平
東洋史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では、『史記』武帝本紀を輪読する。各自担当箇所の訳注を作成し、最終的には学術雑誌への投稿をめざす。
授業の到達目標
・漢代の歴史を理解する。
・「原文」・「校訂文」・「書き下し文」・「原注訳」・「注釈」・「考察」等を備えたレジュメを用意して報告し、出席者との討論を

通じて訳注原稿を完成する。受講者は各自1つずつの問答を担当する。訳注原稿が完成次第、学術雑誌へ投稿する。
成績評価方法
担当部分のレジュメを作成する。

科 目 名 東洋史学特論5 現地調査における史料の整理と分析

担当者名 博士(文学)早大 飯山 知保
東洋史学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
今年度は後期から担当教員がサバティカルで不在となるため、例年と異なり、今年度の「東洋史学特論5」は、アジア史に関
連する英語論著を講読する授業ではない。木曜4限「東洋史学演習3-1」とともに200分の授業を構成し、集中して現地調査で
収集の碑刻の整理・録文作成（碑文画像からの文字起こしとその読解案の提示）とその分析を行う、非常に専門性の高い授業と
なる。「東洋史学特論5」の受講を希望する者は、時限の重複する他の科目を受講することが必須であるなど、特別の理由がない
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限り、あわせて4限「東洋史学演習3-2」も受講するものとする。また、アメリカ・イギリス・中国からの訪問研究者が議論に
参加し、使用言語は英語・中国語・日本語となる。このため、受講するに際しての知識と言語能力について、下の欄で述べるよ
うな条件を設ける。
授業の到達目標
山西省右玉県殺虎口博物館に現存する85通の碑刻を対象とし、現地調査を行った後での史料整理と録文作成、そして研究課

題の創出について議論する。この授業への参加者は、次の条件を満たしているものとする。

①2022年度の「東洋史学演習3-1」「東洋史学演習3-2」など、専門的に明清時代の碑刻を、画像から文字起こしし、録文
を作成し、それについて議論する授業に出席した経験があることが望ましい。

②議論は英語・中国語・日本語で行われ、それぞれの言語の間で適宜通訳は行わない。このため、複数言語での発表・議論を
行う必要がある。たとえば自らの第一言語が日本語である場合、英語もしくは中国語（あるいはその双方）で発表・議論を行う
能力を有することが望ましい。

③明清時代の地方統治体制について、専門的な知識を有することが望ましい。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 議論への参加、発表の実施と関連する議論の主導のあり方、そしてそれらの授業全体へ議論への貢献の
度合いにより評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
適宜提示する。

科 目 名 東洋史学特論6 中国とイスラーム

担当者名 博士(学術)東大 海野 典子
東洋史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現在の中華人民共和国には約2300万人のムスリム（イスラーム教徒）が暮らしている。本授業では、中国最大のムスリム集

団とされる回族（歴史的呼称は回民）の7～21世紀の歴史を概観することによって、中国史における「民族」「宗教」「国家」
概念の変遷や中国社会の多様性、東アジアとイスラーム世界の関係について考察する。
授業の到達目標
講義内容そのものを理解するだけではなく、教室内での議論を通じて、マイノリティの視点から中国史を再検討する。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業内での数回の報告を評価の対象とする。
●その他 0％

科 目 名 東洋史学特論11 17-19世紀の清朝とロシア

担当者名 柳澤 明
東洋史学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
清朝とロシアは、17世紀の最初の接触以来、曲折に富む外交を通じて独特な関係の枠組みを作り上げていったが、その実相

を明らかにすることは、清帝国の多元構造を照射する上でも重要な意味をもつ。今年度は、清－ロシア間の貿易を主題とし、特
に清朝の対ロシア貿易管理体制に焦点を当てて、その変遷過程を検討する。時期的な範囲は、おおむねネルチンスク条約から
1860年の北京条約までとしたい。
本科目は、「カリキュラムポリシー」にいう「特論」に該当する。
授業の到達目標
講義内容のみならず、教員と受講者との意見交換・討論を通じて、清帝国の全体構造の中での対ロシア関係の位置づけに対す

る認識を深めることを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 50％ 期末に課す。授業内容の理解度を主に評価する。
●平常点 50％ 授業への参加度による。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 東洋史学特論12 八旗制の再検討

担当者名 柳澤 明
東洋史学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
八旗制は、清帝国の特質を理解するための鍵の一つでありながら、史料上の制約もあって、その全体像の解明は必ずしも進ん

でいなかった。しかし近年、満洲文史料の活用等を通じて、あらたな角度から八旗制に切り込む研究が現れつつある。そうした
研究動向をも踏まえつつ、八旗制の形成・変遷過程を探求する。
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今年度は、東北（特に黒龍江）における八旗制の展開を、ニル編成と人事管理の側面に焦点を当てて検討する。その際、現地
側の史料だけでなく、北京に残された諸史料（「鑲紅旗档」など）と可能な限り照合すること、乾隆年間以降の時期も視野に入
れることに留意し、より包括的な像を得ることを目指したい。
本科目は、「カリキュラムポリシー」にいう「特論」に該当する。
授業の到達目標
講義内容のみならず、教員と受講者との意見交換・討論を通じて、八旗制に対する理解を深めることを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 50％ 期末に課す。主に授業内容の理解度を評価する。
●平常点 50％ 授業への参加度による。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 東洋史学演習1-1 百済・高句麗遺民墓誌講読

担当者名 植田 喜兵成智
東洋史学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では、古代朝鮮および東アジアの歴史資料として重要な在唐百済・高句麗遺民の墓誌を講読する。本学期では百済最後

の王である義慈王の子息・扶余隆の墓誌に対する訳註を行う。
授業の到達目標
中国で出土した百済・高句麗遺民の墓誌は、朝鮮古代史の史料であると同時に、唐代史の史料でもある。墓誌史料の特徴を把

握し、正確に読解できる能力を獲得する。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 50％ 提出した訳注原稿の完成度を評価する。
●平常点 50％ 演習時の議論の積極性を評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 東洋史学演習1-2 百済・高句麗遺民墓誌講読

担当者名 植田 喜兵成智
東洋史学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では、古代朝鮮および東アジアの歴史資料として重要な在唐百済・高句麗遺民の墓誌を講読する。本学期では、高句麗

末期に活躍した、泉蓋蘇文の子・泉男生の墓誌に対する訳註を行う。
授業の到達目標
中国で出土した百済・高句麗遺民の墓誌は、朝鮮古代史の史料であると同時に、唐代史の史料でもある。墓誌史料の特徴を把

握し、正確に読解できる能力を獲得する。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 50％ 提出した訳注原稿の完成度を評価する。
●平常点 50％ 演習時の議論の積極性を評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 東洋史学演習2-1 中国古代出土文字資料の研究

担当者名 博士(文学)早大 柿沼 陽平
東洋史学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では戦国秦漢時代の出土文字資料を読む。本年度はとくに睡虎地秦簡「為吏之道」と嶽麓書院蔵秦簡「為吏治官及黔首」

を逐字的に解読することによって、秦がどのような国づくりを目指していたのかを解明する。
授業の到達目標
中国古代史に関する出土文字資料をどのように“史料化”して新たな歴史学を開拓すべきかを考えるトレーニングとする。演習

では各自の作成したレジュメを全員で検討する。
成績評価方法
報告者の毎回の報告で評価する

科 目 名 東洋史学演習2-2 中国古代出土文字資料の研究

担当者名 博士(文学)早大 柿沼 陽平
東洋史学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では戦国秦漢時代の出土文字資料を読む。本年度はとくに睡虎地秦簡「為吏之道」と嶽麓書院蔵秦簡「為吏治官及黔首」

を逐字的に解読することによって、秦がどのような国づくりを目指していたのかを解明する。
授業の到達目標
中国古代史に関する出土文字資料をどのように“史料化”して新たな歴史学を開拓すべきかを考えるトレーニングとする。演習

では各自の作成したレジュメを全員で検討する。
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成績評価方法
報告者の毎回の報告で評価する

科 目 名 東洋史学演習3-1 現地調査における史料の整理と分析

担当者名 博士(文学)早大 飯山 知保
東洋史学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
今年度の「東洋史学演習3-1」は、木曜3限「東洋史学特論5」と続けて、集中して現地調査で収集の碑刻の整理・録文作成（碑

文画像からの文字起こしとその読解案の提示）とその分析を行う、非常に専門性の高い授業となる。「東洋史学演習3-1」の受
講を希望する者は、時限の重複する他の科目を受講することが必須であるなど、特別の理由がない限り、あわせて3限「東洋史
学特論5」も受講するものとする。また、アメリカ・イギリス・中国からの訪問研究者が議論に参加し、使用言語は英語・中国語・
日本語となる。このため、事前の知識と言語能力について、下の欄で述べるような条件を設ける。
授業の到達目標
山西省右玉県殺虎口博物館に現存する85通の碑刻を対象とし、現地調査を行った後での史料整理と録文作成、そして研究課

題の創出について議論する。この授業への参加者は、次の条件を満たしているものとする。

①2022年度の「東洋史学演習3-1」「東洋史学演習3-2」など、専門的に前近代古典漢語の碑刻を、画像から文字起こしし、
録文を作成し、それについて議論する授業に出席した経験があることが望ましい。

②議論は英語・中国語・日本語で行われ、それぞれの言語の間で適宜通訳は行わない。このため、複数言語での発表・議論を
行う必要がある。たとえば自らの第一言語が日本語である場合、英語もしくは中国語（あるいはその双方）で発表・議論を行う
能力を有することが望ましい。

③前近代中国の中央官僚制度・地方統治体制について、専門的な知識を十分に有することが望ましい。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 議論への参加、発表の実施と関連する議論の主導のあり方、そしてそれらの授業全体へ議論への貢献の
度合いにより評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
なし

科 目 名 東洋史学演習6-1 清代東北（マンチュリア）の社会と文化

担当者名 柳澤 明
東洋史学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
清代の東北（満洲）では、清朝による八旗制を基軸とした統治と、中国内地からの漢人の移入とによって、多元的・流動的な

社会が形成された。清代前期東北の社会・文化の実情を伝える史料は少ないが、中国内地からさまざまな理由で東北に移入した
知識人によって書かれたいくつかの著作は、短いながらも貴重な情報を多く含む。その中から、西清『黒龍江外記』を講読する。
テキストの読解自体は難しくないと思われるので、むしろ記述内容を他の関連史料と照合しながら検証していくことが主となる
だろう。 本科目は、カリキュラムポリシーにいう「演習」に該当する。
授業の到達目標
清代東北（マンチュリア）の歴史地理に対する認識を深めるとともに、漢文史料の読解能力を向上させることを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 0％ 実施しない。
●平常点 100％ テキスト講読への参加状況による。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 東洋史学演習6-2 清朝のモンゴル統治

担当者名 柳澤 明
東洋史学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
清代～近代のモンゴルについては、近年文書史料（檔案）に基づく研究が進展しているが、マクロな政策史・制度史と、特定

地域の個別の問題を扱うミクロな社会史に両極化し、地域間・時代間の比較を踏まえた全体像の再構築は今後の課題となってい
る。本演習では清朝末期のモンゴル南部の状況に対する描写と、モンゴルに関する政策提言が盛り込まれた姚錫光『籌蒙芻議』
をテキストとして取り上げ、分担して講読する。テキストの読解自体は難しくないと思われるので、むしろ記述内容を他の関連
史料と照合しながら検証していくことが主となるだろう。
本科目は、カリキュラムポリシーにいう「演習」に該当する。
授業の到達目標
清代モンゴルの歴史地理に対する認識を深めるとともに、漢文史料の読解能力を向上させることを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。

東
洋
史
学
コ
ー
ス

― 270 ―



●レポート 0％ 実施しない。
●平常点 100％ テキスト講読への参加状況による。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 東洋史学研究指導2-1 M 中国古代史研究

担当者名 博士(文学)早大 柿沼 陽平
東洋史学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成に対する論文指導
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋史学研究指導2-2 M 中国古代史研究

担当者名 博士(文学)早大 柿沼 陽平
東洋史学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成を到達目標とする。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋史学研究指導3-1 M 中国宋元明史研究

担当者名 博士(文学)早大 飯山 知保
東洋史学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の報告をもとに自由討論をする。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
なし

科 目 名 東洋史学研究指導6-1 M 近世東アジア史（清朝史）研究

担当者名 柳澤 明
東洋史学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成へ向けて、各受講者の研究発表と質疑応答、教員による個別指導を組み合わせつつ進めていく。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋史学研究指導6-2 M 近世東アジア史（清朝史）研究

担当者名 柳澤 明
東洋史学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成へ向けて、各受講者の研究発表と質疑応答、教員による個別指導を組み合わせつつ進めていく。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
※授業は原則として対面形式で行う予定です。詳細はWaseda Moodle上で連絡します。
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科 目 名 東洋史学研究指導2-1 D 中国古代史研究

担当者名 博士(文学)早大 柿沼 陽平
東洋史学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成に対する論文指導。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋史学研究指導2-2 D 中国古代史研究

担当者名 博士(文学)早大 柿沼 陽平
東洋史学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文作成に対する論文指導。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋史学研究指導3-1 D 中国宋元明史研究

担当者名 博士(文学)早大 飯山 知保
東洋史学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の報告を互いに論評する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
なし

科 目 名 東洋史学研究指導6-1 D 近世東アジア史（清朝史）研究

担当者名 柳澤 明
東洋史学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに関する発表と、他の学生・教員とのディスカッションを主として進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 東洋史学研究指導6-2 D 近世東アジア史（清朝史）研究

担当者名 柳澤 明
東洋史学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究テーマに関する発表と、他の学生・教員とのディスカッションを主として進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 西洋史学特論2
担当者名 博士(文学)京大 井上 文則
西洋史学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ミトラス教の諸問題を考える。ミトラス教は、ローマ帝国において、1～4世紀にかけて流行したオリエント系の密儀宗教で

あり、キリスト教の最大のライバルであったともされているが、残存史料が少なく、不明な点が多い。本講義では、一次史料を
分析しつつ、ミトラス教の全体像の復元を目指す。本講義は、「ディプロマポリシー」の「明日の人類文化に寄与する学識豊か
な人材の養成」を目指す一環である。
授業の到達目標
ミトラス教についての知見を深めるとともに、ラテン語・ギリシア語史料の読解能力向上を目指す。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 40％ 4000字程度のレポートを課す。
●平常点 60％ 出席と受講態度を評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 西洋史学特論3 中世ヨーロッパ世界と「聖戦」・「正戦」思想の展開

担当者名 博士(文学)早大 甚野 尚志
西洋史学コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、キリスト教受容以降の古代末期から近世ヨーロッパ世界に至るまでの「正戦」と「聖戦」思想の展開、および、

そのイデオロギーに依拠した戦争をめぐる問題について考察する。具体的には、古代ローマでの「正戦」思想の形成、初期中世
のカロリング期における布教と「聖戦」理念と領土拡大、教皇権による「聖戦」理念と十字軍の始まり、「北の十字軍」、教会法
学者による「聖戦論」、コンスタンツ公会議での異教徒の人権思想。ラス・カサスによる「聖戦論」の否定といった問題まで展
望する。
授業の到達目標
中世ヨーロッパ史上、十字軍とは何であったのか、また「正しい戦争」をめぐる理念と現実について理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 出席と授業での報告。
●その他 0％ なし

科 目 名 西洋史学特論4 感情史とは何か

担当者名 Doctorat en nouveau regime histoire(ナンシー第2大) 堀越 宏一
西洋史学コース ２単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
2023年度は、バーバラ・H・ローゼンワイン & R・クリスティアーニ『感情史とは何か』を講読する。原則として、教室で

の対面授業を想定しているが、Covid-19の感染状況次第で、Zoomを用いたリアルタイム配信型のオンライン授業となる可能
性がある。
授業の到達目標
今回、選んだテキストは、近年注目を集めている「感情史」という研究分野の代表的著作である。必要に応じて、英文で書か

れた原典も参照しながら、その正確な内容理解に努めることにより、この新たな研究分野の発想や方法論を知るとともに、その
実例と有効性を学ぶ。参加者各自が、これらを自らの研究に活かすことが最終的な目標である。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 0％ 実施しない。
●平常点 100％ 出席ならびに参加者が行うテキストの要約報告。
●その他 0％ なし。

科 目 名 西洋史学特論7
担当者名 西川 杉子
西洋史学コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要

本項目の情報はWebシラバスを参照ください
授業の到達目標

本項目の情報はWebシラバスを参照ください
成績評価方法

本項目の情報はWebシラバスを参照ください
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科 目 名 西洋史学特論9 帝政期のドイツ

担当者名 博士(文学)早大 小原 淳
西洋史学コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
帝政期のドイツに関する近年の論文を読みながら、当該期の時代状況と研究の状況を考える。その際に、個別のテーマを設定

するのではなく、できるだけ多様なトピックを扱い、全般的な理解を得ることを心がける。担当教員によるレクチャーだけでは
なく、受講者による発表や、参加者全員での文献講読も行う。
授業の到達目標
当該期に関する基礎的な理解を得るとともに、研究動向と今後の課題を把握する。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 授業への参加度、発言内容から判断する。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
受講者の人数、専門分野に応じて、授業の内容に変更が生じる場合がある。

科 目 名 西洋史学特論10 ヴァイマル期とナチス期のドイツ

担当者名 博士(文学)早大 小原 淳
西洋史学コース ２単位 秋学期 木曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ヴァイマル期とナチス期のドイツに関する近年の論文を読みながら、当該期の時代状況と研究の状況を考える。その際に、個

別のテーマを設定するのではなく、できるだけ多様なトピックを扱い、全般的な理解を得ることを心がける。担当教員によるレ
クチャーだけではなく、受講者による発表や、参加者全員での文献講読も行う。
授業の到達目標
当該期に関する基礎的な理解を得るとともに、研究動向と今後の課題を把握する。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 授業への参加度、発言内容から判断する。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
受講者の人数、専門分野に応じて、授業の内容に変更が生じる場合がある。

科 目 名 西洋史学演習2-1
担当者名 博士(文学)京大 井上 文則
西洋史学コース ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
古代末期に書かれたウェゲティウスの『軍事書』（ラテン語）の第3巻を講読する。第3巻は、『軍事論』の最終巻であり、軍

の戦場における実際の運用について論じられている。「ディプロマポリシー」にある「人類が生みだしてきた人文科学の知の財
産を継承」する一助となる授業である。
授業の到達目標
講読を通して、ラテン語読解力の向上を目指すとともに、ローマ帝国の軍制史についての理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 発表・討論内容で評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 西洋史学演習2-2
担当者名 博士(文学)京大 井上 文則
西洋史学コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
古代末期に書かれたウェゲティウスの『軍事書』（ラテン語）の第3巻を講読する。第3巻は、『軍事論』の最終巻であり、軍

の戦場における実際の運用について論じられている「ディプロマポリシー」にある「人類が生みだしてきた人文科学の知の財産
を継承」する一助となる授業である。
授業の到達目標
講読を通して、ラテン語読解力の向上を目指すとともに、ローマ帝国の軍制史についての理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 発表・討論内容で評価する。
●その他 0％ なし
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科 目 名 西洋史学演習3-1 中世ラテン語史料購読I

担当者名 博士(文学)早大 甚野 尚志
西洋史学コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中世ヨーロッパ史の史料に関する知識を得るために中世ラテン語史料(証書、年代記など)を読む。授業では史料の読解だけで

なく、史料の書かれた歴史的な背景について参加者が調べ、報告することも行う。
授業の到達目標
中世ヨーロッパ史の史料についての知識を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 訳読を評価する。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
この授業は基本的にZoomを使ったリアルタイム配信授業になります。

科 目 名 西洋史学演習3-2 中世ラテン語史料講読II

担当者名 博士(文学)早大 甚野 尚志
西洋史学コース ２単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中世ヨーロッパ史に関する史料の知識を得るために、中世ラテン語の史料（証書、年代記など）を読む。授業では史料の読解

だけでなく、史料の書かれた歴史的な背景についても参加者が調べ、報告する。秋学期は春学期の「中世ラテン語史料購読I」の
継続として授業を行う。
授業の到達目標
中世ヨーロッパ史の史料についての知識を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 訳読で評価する。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
この授業は基本的にZoomを使ったリアルタイム配信授業になります。

科 目 名 西洋史学演習4-1 ハプスブルク帝国の国民史・国民国家史研究の現状と課題

担当者名 博士(文学)早大 中澤 達哉
西洋史学コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
18－19世紀ハプスブルク帝国にかかわる国民形成論・国民国家論・ナショナリズム研究を、一次史料を踏まえ検証する。言

うまでもなく、1980年代から2010年前後にかけての欧米の学界では、ヨーロッパの国民/民族は太古の昔から存在する共同
体なのかどうか、あるいは、近代以降に創られた人工物なのかどうかについて、ハプスブルク帝国史との関連で激しい論争が展
開されてきた。これまでの学説は以下のふたつに割れていた。前者は、国民/民族の起源を古代に置き血縁的・社会的連続性を
重視する「原初論系本質主義」であり、後者は、18世紀の産業革命に際して国民/民族が構築ないしは捏造されたと理解する「近
代論系構築主義」である。近年では、中間形態としての「エスノ象徴主義」、さらには「社会構成主義」が現れている。
本演習は、一次史料も参照しながら、近代ハプスブルク帝国史研究にかかわる近代国民/民族とそのナショナリズムの根源に

関する社会構成主義のP・ギアリーとM・ヴィローリの著書を講読し、近世後期以降のハプスブルク帝国史を考察する際に必要
な総合的な分析力を高める。
授業の到達目標
社会構成主義のP・ギアリーとM・ヴィローリの著書を概観し、その利点と問題点を一次史料を通じて理解する。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 30％ 正確かつ論理的なレポートを書くことができる。
●平常点 70％ 授業内容を理解し、質問などを通して、授業に積極的に参加している。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
対面授業：今後の状況によっては、ハイブリッドあるいはリアルタイム配信で実施する日もあるので、教員からの連絡に注意

してください。

科 目 名 西洋史学演習4-2 中近世国家史・国家概念史・国家思想史における「王国の王冠」と「複合国家」の位置

担当者名 博士(文学)早大 中澤 達哉
西洋史学コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習は、中世後期中東欧で発展した「王国の王冠（corona regni）」概念を検討し、王と特権身分層との協同による政治を

「共和政」（res publica）と呼ばれるようになった過程を把握する。いわゆる西欧型国民国家の一元的支配にみる「凝集性」と
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は異なる、ハプスブルク帝国の多元的支配にみる「集塊性」を、中世の「王国の王冠」概念を踏まえた「共和政」論から理解す
るための授業構成とする。そのうえで、近世ハプスブルク帝国の「共和政」が複合的（礫岩的）国家形態の実現によって実現さ
れると考えられていく歴史的変遷と政治的言説をたどる。最終部において、近代の同帝国における「共和政」概念のジャコバン
主義的転回と民族問題の発生を、複合（礫岩）国家論のなかで理解し直す。
授業の到達目標
中欧のかつての多民族帝国・ハプスブルク帝国の歴史的変遷とそれを支える政治的言説を、歴史学の新たな分析枠組みである

複合国家・礫岩国家論から捉え直せるようになることを目指す。とりわけ、一人の君主が複数の国家・地域の君主を兼ね、その
君主のもとで諸国家・諸地域が緩やかに連合している「複合君主政」のシステムを把握することが重要である。「合意」を旨と
する複合君主政の政治文化はハプスブルク帝国史のほか、帝国以後の東欧現代史をも規定することになる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 30％ 正確かつ論理的なレポートを書くことができる。
●平常点 70％ 授業内容を理解し、質問などを通して、授業に積極的に参加している。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
対面授業：今後の状況によっては、ハイブリッドあるいはリアルタイム配信で実施する日もあるので、教員からの連絡に注意

してください。

科 目 名 西洋史学演習6-1 フランス語の文献講読能力の向上

担当者名 森原 隆
西洋史学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランス語史料文献の読解をおこなう。
フランス語史料の読解能力の向上を目指す受講生の参加により、近世・近現代フランス史研究を中心にした諸問題を考察する。
授業の到達目標
フランス語史料文献の読解・分析力を向上させる。
成績評価方法
出席と平常点

科 目 名 西洋史学演習6-2 近世・近現代フランス史研究・フランス語文献の講読

担当者名 森原 隆
西洋史学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランス語史料文献の読解をおこなう。
フランス語史料の読解能力の向上、を目指す受講生の参加により、近世・近代フランス史研究を中心にした諸問題を考察する。
授業の到達目標
フランス語史料文献の読解・分析力を向上させる。
成績評価方法
出席と平常点

科 目 名 西洋史学演習9-1
担当者名 博士(文学)早大 小原 淳
西洋史学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ドイツ語の史料・文献の読解を行なう。ドイツ近現代史を研究の対象とする学生の受講を推奨する。
授業の到達目標
ドイツ語の史料・文献の読解力を向上させる。ドイツ近現代史を対象とした修論執筆のために必要な語学力と歴史的知識の獲

得に努める。
成績評価方法
語学の理解度40％、ドイツ史の理解度40％、主体的な授業参加度20％とし、毎回の授業での報告・ディスカッションの出

来に基づき評価する。

科 目 名 西洋史学演習9-2
担当者名 博士(文学)早大 小原 淳
西洋史学コース ２単位 秋学期 月曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ドイツ語の史料・文献の読解を行なう。ドイツ近現代史を研究の対象とする学生の受講を推奨する。
授業の到達目標
ドイツ語の史料・文献の読解力を向上させる。ドイツ近現代史を対象とした修論執筆のために必要な語学力と歴史的知識の獲

得に努める。
成績評価方法
語学の理解度40％、ドイツ史の理解度40％、主体的な授業参加度20％とし、毎回の授業での報告・ディスカッションの出

来に基づき評価する。
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科 目 名 西洋史学研究指導2-1 M ギリシア・ローマ史

担当者名 博士(文学)京大 井上 文則
西洋史学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文に向けての報告・討論を行う。「ディプロマポリシー」に沿って、「深い学識と専門的職業を担う能力を培い、日本の

みならず国際社会で活躍しうる人材の養成」を目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導2-2 M ギリシア・ローマ史

担当者名 博士(文学)京大 井上 文則
西洋史学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文に向けての報告・討論を行う。「ディプロマポリシー」に沿って、「深い学識と専門的職業を担う能力を培い、日本の

みならず国際社会で活躍しうる人材の養成」を目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導3-1 M 中世ヨーロッパ史

担当者名 博士(文学)早大 甚野 尚志
西洋史学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の作成を指導する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導3-2 M 中世ヨーロッパ史

担当者名 博士(文学)早大 甚野 尚志
西洋史学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の作成を指導する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導4-1 M 東欧近世・近代史、ハプスブルク帝国史、複合国家論・礫岩国家論、ナショナリズム・スタディーズ

担当者名 博士(文学)早大 中澤 達哉
西洋史学コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文に向けての報告・討論を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
対面授業：今後の状況によっては、ハイブリッドあるいはリアルタイム配信で実施する日もあるので、教員からの連絡に注意

してください。

西
洋
史
学
コ
ー
ス

― 279 ―



科 目 名 西洋史学研究指導4-2 M 東欧近世・近代史、ハプスブルク帝国史、複合国家論・礫岩国家論、ナショナリズム・スタディーズ

担当者名 博士(文学)早大 中澤 達哉
西洋史学コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文に向けての報告・討論を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
対面授業：今後の状況によっては、ハイブリッドあるいはリアルタイム配信で実施する日もあるので、教員からの連絡に注意

してください。

科 目 名 西洋史学研究指導6-1 M 西洋近世・近現代史研究

担当者名 森原 隆
西洋史学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講者各自による研究発表を中心に実施する。
西洋史修士論文作成に向けた研究方法の習得を目指す受講生の参加により、中世・近世・近現代史研究を中心にした諸問題を

考察する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導6-2 M 近世・近現代フランス史研究

担当者名 森原 隆
西洋史学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講者各自による研究発表を中心に実施する。
西洋史修士論文作成に向けた研究方法の習得を目指す受講生の参加により、中世・近世・近現代フランス史研究を中心にした

諸問題を考察する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導9-1 M 近現代ドイツ史

担当者名 博士(文学)早大 小原 淳
西洋史学コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の作成指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導9-2 M 近現代ドイツ史

担当者名 博士(文学)早大 小原 淳
西洋史学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の作成指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 西洋史学研究指導2-1 D ギリシア・ローマ史

担当者名 博士(文学)京大 井上 文則
西洋史学コース ― 春学期 木曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文に向けての報告・討論を行う。「ディプロマポリシー」に沿って、「深い学識と専門的職業を担う能力を培い、日本の

みならず国際社会で活躍しうる人材の養成」を目指す。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導2-2 D ギリシア・ローマ史

担当者名 博士(文学)京大 井上 文則
西洋史学コース ― 秋学期 木曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文に向けての報告・討論を行う。「ディプロマポリシー」に沿って、「深い学識と専門的職業を担う能力を培い、日本の

みならず国際社会で活躍しうる人材の養成」を目指す。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導4-1 D 東欧近世・近代史、ハプスブルク帝国史、複合国家論・礫岩国家論、ナショナリズム・スタディーズ

担当者名 博士(文学)早大 中澤 達哉
西洋史学コース ― 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
対面授業：今後の状況によっては、ハイブリッドあるいはリアルタイム配信で実施する日もあるので、教員からの連絡に注意

してください。

科 目 名 西洋史学研究指導4-2 D 東欧近世・近代史、ハプスブルク帝国史

担当者名 博士(文学)早大 中澤 達哉
西洋史学コース ― 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
対面授業：今後の状況によっては、ハイブリッドあるいはリアルタイム配信で実施する日もあるので、教員からの連絡に注意

してください。

科 目 名 西洋史学研究指導6-1 D 近世・近現代フランス史研究

担当者名 森原 隆
西洋史学コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
西洋史学博論の準備
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 西洋史学研究指導6-2 D 近世・近現代フランス史研究

担当者名 森原 隆
西洋史学コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
西洋史学博論の準備
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導9-1 D 近現代ドイツ史

担当者名 博士(文学)早大 小原 淳
西洋史学コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導9-2 D 近現代ドイツ史

担当者名 博士(文学)早大 小原 淳
西洋史学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導10-1 D 中世ヨーロッパ史

担当者名 博士(文学)早大 甚野 尚志
西洋史学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成を指導する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 西洋史学研究指導10-2 D 中世ヨーロッパ史

担当者名 博士(文学)早大 甚野 尚志
西洋史学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成を指導する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 考古学研究1 文化資源論1

担当者名 寺崎 秀一郎
考古学コース ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
考古学研究の対象となる遺跡・遺構・遺物は人類のたどった過去の歴史を明らかにするばかりではなく、現代に生きる人びと

のアイデンティティ形成に寄与したり、ある種の経済効果をもたらし、地域振興に貢献することは、昨今の世界遺産登録をめぐ
る国内の状況からも明らかである。私たちの研究対象は「資源化」されうるのである。その文化資源をいかにして有効活用する
のか，さまざまな取り組みがなされているが，本講では近年，浸透してきた三次元データによる考古資料の可視化，とりわけ，
比較的初期費用が安価であることから，たとえば，研究環境が必ずしも十全ではない開発途上国などにおいても自立的に運用で
きる可能性が高いSfMに注目することにしたい。
授業の到達目標
静止画像とその処理ソフトにより三次元データを生成するが，素材となる画像データの取得，すなわち，撮影段階から細心の

注意を払う必要がある。本講では，フレーム画像ばかりでなく全周画像などのさまさまなデータをもとに適正なワークフローの
確立を目指す。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 0％ 実施しない。
●平常点 100％ 授業におけるディスカッションや課題に対する取り組み状況とその成果などを評価します。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 考古学研究2 文化資源論2

担当者名 寺崎 秀一郎
考古学コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
考古学研究の対象となる遺跡・遺構・遺物は人類のたどった過去の歴史を明らかにするばかりではなく、現代に生きる人びと

のアイデンティティ形成に寄与したり、ある種の経済効果をもたらし、地域振興に貢献することは、昨今の世界遺産登録をめぐ
る国内の状況からも明らかである。私たちの研究対象は「資源化」されうるのである。その文化資源をいかにして有効活用する
のか，さまざまな取り組みがなされているが，本講では近年，浸透してきた三次元データによる考古資料の可視化，とりわけ，
比較的初期費用が安価であることから，たとえば，研究環境が必ずしも十全ではない開発途上国などにおいても自立的に運用で
きる可能性が高いSfMに注目することにしたい。
授業の到達目標
考古学研究1を踏まえた上で，生成した三次元データは文化資源としてどのように活用しうるのか，学術研究以外の領域，す

なわち現実の社会にどのようにコミットしうるのか，新たな可能性を探る。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない。
●レポート 0％ 実施しない。
●平常点 100％ 授業におけるディスカッションや課題に対する取り組み状況とその成果などを評価します。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 考古学研究3 日本先史考古学の諸問題1

担当者名 高橋 龍三郎
考古学コース ２単位 春学期 無 フルOD １年以上 ― ― フル【オンライン】フルオンデマンド
授業概要
オンデマンド授業により、縄文時代の開始期から、生業活動の復元について、狩猟、漁労捕採、植物採集、製塩活動から説き

起こす。
縄文集落から集落構造の把握を目指す。血縁・地縁組織の分析を通して、地域社会の形成について学ぶ。なお講義はフルオン

デマンド形式です。
授業の到達目標
縄文時代の文化と社会、生業などについて総合的理解を深める。
特に縄文社会を根底から支えた生業活動の多面性について学ぶ。それは「考古学研究4」で縄文社会について学ぶ上で必須の

基礎的素養を養うものであるから、高度の理解を必要とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 50％ 前期講義の終わりにレポートを課すので、期間内に提出する。
●平常点 50％ 出席状況に応じて評価する。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 考古学研究4 日本先史考古学の諸問題2

担当者名 高橋 龍三郎
考古学コース ２単位 秋学期 無 フルOD １年以上 ― ― フル【オンライン】フルオンデマンド
授業概要
オンデマンド授業により、縄文時代の社会原理について、集落、居住、墓制などから探る。集団の構成原理である親族組織、

出自体系、結社組織、祭祀組織などの導き出し方について、実際に遺跡・遺物の分析から教授する。それらが社会進化のうえで
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どのように位置付けられるかについて講義する。
また日本考古学の基礎を形成した亀ヶ岡式土器の研究について編年、分布の問題を扱う。なお講義はフルオンデマンド形式で

す。
授業の到達目標
縄文時代の社会の発達について、社会進化論的視点より扱う。
従来縄文社会は平等社会であるとの認識の元、社会的リーダーは不在でユートピア的世界が展開したとの考え方が支配的であ

ったが、リーダーのあり方、先祖祭祀とのかかわり方などから、すでに階層化過程の途中にあったことを、社会の複雑化過程と
ともに理解する。
また土器型式の捉え方について基礎的な分析と、その背景にある社会的要因論について理解する。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 50％ 後期講義の終わりにレポートを課すので、期間内に提出する。
●平常点 50％ 出席状況に応じて評価する。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 考古学研究5 エジプト学における考古学的研究の基礎

担当者名 博士(文学)早大 山崎 世理愛
考古学コース ２単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
エジプト学の中で考古学がどのような立ち位置にあるのか、その性格や役割について基礎知識とともに講義します。また、伝

統的なエジプト学の研究方法のあり方を踏まえた上で、文字・図像資料とどのように向かい合うべきかについて実例を扱いなが
らディスカッションを行います。考古学を専門とする場合でも、特に王朝時代研究では文字・図像資料を扱う場合が多く、それ
に合わせた知識や考え方、分析する力をつける必要があります。そこで、考古学的研究の中で文字・図像資料を用いた実例を詳
しく解説するとともに、すでに刊行されている翻訳等の扱い方や注意点について議論することで、自身の研究を進める上で有益
な技術や思考力を培います。講義のみでなく、受講者にレジュメ発表をしてもらったり、意見を求めたり、議論する機会を多く
設けます。
授業の到達目標
エジプト学における考古学の位置付けについて、基礎知識を踏まえて考えることができるようになることを目標とします。具

体的には、考古資料、文字・図像資料を用いた研究方法のあり方を理解し、自身の研究を進めるための具体的なイメージを持て
るようにします。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 出席、授業内での発言や発表、その他受講態度などを総合的に採点します。発言・指定した論文の要旨
発表については、論文を深く理解し自身の意見を論理的に述べられているかについて特に評価します。最終回の発表については、
授業全体を通して得られた知見を踏まえ考えられているかを特に評価します。
●その他 0％ なし

科 目 名 考古学研究6 エジプト学における考古学的研究の実践

担当者名 博士(文学)早大 山崎 世理愛
考古学コース ２単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
前期の授業で得た知見をもとに、実際に論文を精読しその内容や論理展開、分析方法等について批判的な視点を入れながらデ

ィスカッションを行います。エジプト学は考古学を含めさまざまな分野を複合的に取り入れて研究が進められることが多いた
め、まずはそうした論文を読み込む力を身に付けることが必須になります。論文読解とディスカッションを通して得た実践的な
思考を自身の研究にも活かすことを視野に入れた授業として位置付けられます。進め方としては、特定の論文の要旨を担当者に
レジュメ発表してもらい、それをもとに全員で内容の理解を深め、次回授業でその論文における各種方法や論理展開等について
ディスカッションするというかたちをとります。授業中には、論文の内容に関連する講義も行うことで理解を一層深めます。
授業の到達目標
エジプト学関連の論文を読解する力を付けるとともに、自身の研究を進めるための実践的な思考を構築します。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 30％ 隔週で小レポートの提出を課します。具体的には、読解回で対象とした論文の要旨を自身でまとめ直し
た上で、議論回に向けた批評をレポート内でしてもらいます。
●平常点 70％ 出席、授業内での発言やレジュメによる発表内容、その他受講態度などを総合的に採点します。発言・レ
ジュメ発表においては、論文を深く理解し自身の意見を論理的に述べられているかについて特に評価します。
●その他 0％ なし

科 目 名 考古学研究7 基本文献読解

担当者名 博士(地域研究)上智大 田畑 幸嗣
考古学コース ２単位 春学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
考古学理論に関する基本文献の精読を行います。受講者のみなさんには、文献（考古理論の論集等）をそれぞれ読んで、その

内容を発表してもらいます。徹底的な理解を目指すため、文字通り一行ずつの精読を行い、徹底的な討論を行います。
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自分の口頭発表だけでなく、他の受講者の発表への質問・コメントなどを通じて積極的にクラスに参加することを強く奨励し
ます。

履修者の人数、要望によって、曜日時限の変更や、先端調査機材類の訓練への変更もありえます。こうした変更は、初回に
相談し、決定します。本学および単位互換による他学からの履修者は、こうした可能性があることを理解した上で履修してくだ
さい。
授業の到達目標
考古学研究法のさらなる理解を目指します。
成績評価方法
授業への貢献度で評価します。
備考・関連ＵＲＬ
履修者の人数、要望によって、曜日時限の変更や、先端調査機材類の訓練等への変更もありえます。こうした変更は、初回に

相談し、決定します。本学および単位互換による他学からの履修者は、こうした可能性があることを理解した上で履修してくだ
さい。

科 目 名 考古学研究8 基本文献読解

担当者名 博士(地域研究)上智大 田畑 幸嗣
考古学コース ２単位 秋学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
考古学理論に関する基本文献の精読を行います。受講者のみなさんには、文献（考古理論の論集等）をそれぞれ読んで、その

内容を発表してもらいます。徹底的な理解を目指すため、文字通り一行ずつの精読を行い、徹底的な討論を行います。
自分の口頭発表だけでなく、他の受講者の発表への質問・コメントなどを通じて積極的にクラスに参加することを強く奨励し

ます。
履修者の人数、要望によって、曜日時限の変更や、先端調査機材類の訓練への変更もありえます。こうした変更は、初回に

相談し、決定します。本学および単位互換による他学からの履修者は、こうした可能性があることを理解した上で履修してくだ
さい。
授業の到達目標
考古学研究法のさらなる理解を目指します。
成績評価方法
授業への貢献度で評価します。
備考・関連ＵＲＬ
履修者の人数、要望によって、曜日時限の変更や、先端調査機材類の訓練等への変更もありえます。こうした変更は、初回に

相談し、決定します。本学および単位互換による他学からの履修者は、こうした可能性があることを理解した上で履修してくだ
さい。

科 目 名 考古学研究9 火山灰考古学

担当者名 長崎 潤一
考古学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本は火山国であり、九州から北海道まで多くの火山が存在する。その噴火は災害をもたらす一方、噴火による火山灰・火砕

流の堆積は考古学に多くの恩恵をもたらすこともある。考古学において火山灰は広域編年、年代決定、発掘調査での当時の生活
面の検出など多様に活用されている。また発掘調査時の土壌の分析によって、各種の古気候データを得たり、生態環境を復元し
たりしている。 各自のフィールドを考慮した上で、火山灰考古学の事例、土壌分析など理化学分析の利用事例、発掘調査事例
などを検討し、議論する。
オンデマンドと対面授業を実施する。
なお火山灰分析の実際を知るため、発掘現場を見学を実施する予定である。
授業の到達目標
考古学と火山灰学の連携、火山灰を考古学でどのように活用しているのかといった点について理解し、各自の研究に活用でき

るレベルの知識修得を目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 50％ 授業での参加度、オンデマンド授業の提出課題で判断する。
●その他 50％ 事例研究では、各自の研究分野に即して、火山灰考古学の事例を研究し発表してもらうので、これを評価
の対象とする。

科 目 名 考古学研究11 奈良時代の考古学（1）

担当者名 博士(文学)早大 城倉 正祥
考古学コース ２単位 春学期 無 フルOD １年以上 ― ― フル【オンライン】フルオンデマンド
授業概要
本講義は、フルオンデマンド授業として開講する。
奈良時代は、奈良盆地北部の平城京に都があった時代である。中国大陸や朝鮮半島の国々との国際交流の中で、日本が律令国

家としての基盤を整備していった時代である。本講義では、特に発掘資料に焦点をあて、文献史料には残らなかった平城京に住
む人々の生活を明らかにすることを目的とする。なお、本講義での基礎知識を踏まえた上で、考古学研究12－奈良時代の考古
学（2）－では、実際に古代の遺跡で調査を行う集中講義を実施する。本講義受講者は、出来るだけ考古学研究12を受講する
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ことが望ましい（隔年開講科目2022年度は休講）。
授業の到達目標
奈良時代の考古学に関して、その基礎知識を得ることを目的とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 30％ 授業内容を踏まえて、特定課題のレポートを義務付ける。その内容により評価する。
●平常点 70％ オンデマンド授業の視聴状況から、平常点を評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
本講義は、フルオンデマンド授業として開講する。

科 目 名 考古学研究12 奈良時代の考古学（2）

担当者名 博士(文学)早大 城倉 正祥
考古学コース ２単位 冬季集中 無 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義は、フルオンデマンド授業である考古学研究11の基礎知識を踏まえた上で、実際の遺跡で測量・レーダー調査を経験

する実践的な講義として実施する。冬季集中講義期間の3日間（2023年12月26日～28日）、千葉県市原市の上総国分寺にお
いて、三次元測量・地中レーダー探査を実施し、実践的な調査を通して考古学の技術を習得することを目的とする。考古学に関
する知識は問わないが、3日間の野外調査に全日参加することを必須とする。なお、講義中の3日間は、現地集合・現地解散（交
通費・食費は自身で負担すること）を原則とする。
授業の到達目標
三次元測量・地中レーダー探査など、古代寺院の遺構分析に必要な基礎的技術を習得することを目的とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 3日間の野外調査での技術の習得状況を踏まえて評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 考古学演習1-1 修士論文の作成技術

担当者名 長崎 潤一
考古学コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成のため論文読解力、研究構想力の養成のため、専門分野の異なる受講生が共通に議論できるような、優れた論文

を選択して受講生全員で読んで論評しあう形で授業を進める。またこれまで取り組んできた研究について受講生全員に発表して
もらう。本年度は狩猟採集民の民族考古学の論文集を教科書として、輪読する形で演習を進める。
授業の到達目標
修士論文作成の遂行力養成を目標とする。また他人の論文、研究に対しての批評力を養成する。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 0％ なし
●その他 100％ 授業への参加度で評価する。

科 目 名 考古学演習1-2 修士論文執筆の研究指導

担当者名 長崎 潤一
考古学コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成のため論文読解力、研究構想力の養成のため、専門分野の異なる受講生が共通に議論できるような、優れた論文

を選択して受講生全員で読んで論評しあう形で授業を進める。またこれまで取り組んできた研究について受講生全員に発表して
もらう。本年度は狩猟採集民の民族考古学の論文集を教科書として、輪読する形で演習を進める。
授業の到達目標
修士論文の作成に必要な資料操作力、分析力、適切な解釈について、これらを遂行できる実践力の育成を目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なでぃ
●平常点 100％ 授業への参加度によって評価する
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
テキストの分担された箇所を要約し、発表してもらう。発表に対して、他の参加者を含めて議論を行う。
海外の遺跡の事例、自分の専門分野以外の時期の遺跡を互いに知ることで、考古学の研究方法、理論などについて理解を深め

ていく。
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科 目 名 考古学演習2-1 権力の生成

担当者名 寺崎 秀一郎
考古学コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
数百万年にわたる人類社会の歴史が明らかにしたのは、単純なものから複雑なものへの変化、ということである。これは、L.H.

モルガンからE.サービス、M.サーリンズ、M.フリードらへと連なる社会進化説として知られているが、社会進化を換言するな
らば、平等な社会から不平等な社会への変化ということになる。したがって、不平等の起源とそのメカニズムを理解することが
重要であるが、不平等とは考古学的には各種の資源に対するアクセス権の差異として顕在化する。これを「権力」と呼び、その
本質について受講生とともに議論を深化させていく。本演習では、特に考古学以外の領域に目を向け、理論的な側面について、
日本語文献（邦訳）を中心に精読する予定だが，受講生の関心に応じ，テキストを選定する。
授業の到達目標
考古学研究が人類学、歴史学等の周辺領域の研究成果を応用しながら、その理論的側面を充実させてきたことを学び、各自の

研究に反映させることを目指す。
成績評価方法
研究報告の内容、および討議への積極的参加等を総合的に評価する。
備考・関連ＵＲＬ
後期に開講する考古学演習2-2とは連続する授業内容であるため、併せて受講することを推奨する。

科 目 名 考古学演習2-2 権力の生成

担当者名 寺崎 秀一郎
考古学コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
数百万年にわたる人類社会の歴史が明らかにしたのは、単純なものから複雑なものへの変化、ということである。これは、L.H.

モルガンからE.サービス、M.サーリンズ、M.フリードらへと連なる社会進化説として知られているが、社会進化を換言するな
らば、平等な社会から不平等な社会への変化ということになる。したがって、不平等の起源とそのメカニズムを理解することが
重要であるが、不平等とは考古学的には各種の資源に対するアクセス権の差異として顕在化する。これを「権力」と呼び、その
本質について受講生とともに議論を深化させていく。本演習では、個別の論文（英語・スペイン語文献を中心）を取り上げつつ、
事例研究をおこなう。テキストについては，受講生の関心に応じて検討する予定である。
授業の到達目標
考古学研究が人類学、歴史学等の周辺領域の研究成果を応用しながら、その理論的側面を充実させてきたことを学び、各自の

研究に反映させることを目指す。
成績評価方法
研究報告の内容、および討議への積極的参加等を総合的に評価する。
備考・関連ＵＲＬ
前期に開講する考古学演習2-2とは連続する授業内容であるため、併せて受講することを推奨する。

科 目 名 考古学演習3-1 東アジア考古学の方法論（1）

担当者名 博士(文学)早大 城倉 正祥
考古学コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
列島の古墳時代～古代の考古学的研究において、東アジア的視点の重要性が高まりつつある。しかし、朝鮮半島、中国、シル

クロードに繋がる遺構・遺物の比較研究を進めるにあたっては、考古学的分析の方法論を洗練させる必要がある。すなわち、日
本考古学が培ってきた分析方法論を用いて、東アジア的比較研究を進めなければならない。そのため、考古学演習3－1では遺構、
考古学演習3－2では遺物の分析方法を対象とした講義を行う。具体的な進め方としては、考古学演習3-1では、まず、特定の
遺構に関する最新の研究論文を履修者と共に講読し、その方法論について議論を行う。その後、最新の方法論を踏まえて、自身
が専門とする地域・時代において、どのようにその方法論を応用できるか、について発表形式で授業を進める。
授業の到達目標
遺構分析の方法論を自分なりに確立することを目的とする。
成績評価方法
授業への積極的な参加度、各自の発表内容に基づいて評価する。

科 目 名 考古学演習3-2 東アジア考古学の方法論（2）

担当者名 博士(文学)早大 城倉 正祥
考古学コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
考古学演習3－1では遺構、3－2では遺物を対象とした考古学的分析方法の講義を行う。東アジアの考古学的比較研究の方法

論を洗練させることが目的である。考古学演習3-2では、遺物の分析方法を中心とし、最新の研究論文を講読すると同時に、発
表形式で自身の研究対象への応用を議論する。
授業の到達目標
遺構分析の方法論を自分なりに確立することを目的とする。
成績評価方法
授業への積極的な参加度、各自の発表内容に基づいて評価する。
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科 目 名 考古学演習5-1 東南アジア歴史考古学、世界遺産研究

担当者名 博士(地域研究)上智大 田畑 幸嗣
考古学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
東南アジア歴史考古学、世界遺産研究に関する総合演習。
新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては、リアルタイムのオンライン演習に切り替える場合もあります。授業形態や

スケジュールの変更はMoodle上でアナウンスします。
授業の到達目標
文献読解と受講者の研究発表が中心となる。
成績評価方法
●試験 0％ 特になし
●レポート 0％ 特になし
●平常点 100％ 出席率と授業への取り組みを基本的な評価基準とし、さらに指定文献の読了率、発表技術等を加えて評
価する。
●その他 0％ 特になし

科 目 名 考古学演習5-2 東南アジア歴史考古学、世界遺産研究

担当者名 博士(地域研究)上智大 田畑 幸嗣
考古学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
東南アジア歴史考古学、世界遺産研究に関する総合演習。
新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては、リアルタイムのオンライン演習に切り替える場合もあります。授業形態や

スケジュールの変更はMoodle上でアナウンスします。
授業の到達目標
文献読解と受講者の研究発表が中心となる。
成績評価方法
●試験 0％ 特になし
●レポート 0％ 特になし
●平常点 100％ 出席率と授業への取り組みを基本的な評価基準とし、さらに指定文献の読了率、発表技術等を加えて評
価する。
●その他 0％ 特になし

科 目 名 考古学演習7-1
担当者名 高橋 龍三郎
考古学コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大学院生の個別の研究テーマはそれぞれ異なり、個別の対応は不可能なので、全員に共通し、しかも個別分野を包括する内容

を授業では扱う。それは先史社会に関するテーマで、どのような個別課題も、当時の社会的脈絡を離れて論じ得ないので、本授
業では社会進化史的視点から個別社会を捉えるために、洋書および英語論文を講読する。
社会の階層化過程を研究することを目標にして、オセアニアや北米北西海岸部の諸部族の民族誌を検討する。当該地域の民族

誌中、社会に直接関係する社会構造や親族組織、それらを支える文化社会理念、社会的リーダーのあり方などについて基本的な
事柄を修得する。それと比較するために一段階進歩した首長制社会を知るためにミシシッピー川流域の、例えばカホキアやマウ
ンドビル文化、カッド文化などの様相について講読することも考えている。なお、授業は原則、教場での対面形式ですが、状況
に応じてオンラインで実施することもあります。
授業の到達目標
どのような考古学の個別テーマを掲げようとも、遺物や遺構が当時の社会と離れがたく結びついていることを理解する。社会

と遊離したニュートラルな遺物論・遺構論はあり得ないことを理解してもらう。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 0％ レポートは実施しない。
●平常点 100％ 出席点に加えて、内容の把握などを評価する。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
洋書購読については輪番制をとるので各自の担当を順守すること。

科 目 名 考古学演習7-2
担当者名 高橋 龍三郎
考古学コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学院生の個別の研究テーマはそれぞれ異なり、個別の対応は不可能なので、全員に共通し、しかも個別分野を包括する内容を

授業では扱う。それは先史社会に関するテーマで、どのような個別課題も、当時の社会的脈絡を離れて論じ得ないので、本授業
では社会進化史的視点から個別社会を捉えるために、洋書および英語論文を講読する。
社会の階層化過程を研究することを目標にして、オセアニアやオーストラリア原住民、新大陸の原住民諸部族の民族誌を検討
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する。当該地域の民族誌中、社会に直接関係する社会構造や親族組織、それらを支える文化社会理念、社会的リーダーのあり方、
儀礼・祭祀などについて基本的な事柄を修得する。それと比較するために一段階進歩した首長制社会を知るためにミシシッピー
川流域の、例えばカホキアやマウンドビル文化、カッド文化などの様相について講読し、時には台湾原住民社会のパイワン族、
プユマ族などの民族誌を比較することも考えている。なお、授業は原則、教場での対面形式ですが、状況に応じてオンラインで
実施することもあります。
授業の到達目標
どのような考古学の個別テーマを掲げようとも、遺物や遺構が当時の社会と離れがたく結びついていることを理解する。社会

と遊離したニュートラルな遺物論・遺構論はあり得ないことを理解してもらう。そのために世界の古今東西に通有する儀礼・祭
祀を中核とした事象に注目し、それらと社会の一般的関係性について理解してもらう。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 0％ レポートは実施しない。
●平常点 100％ 出席点に加えて、内容の把握などを評価する
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
洋書購読については輪番制をとるので各自の担当を順守すること。

科 目 名 考古学研究指導1-1 M 旧石器考古学・北方考古学分野の修士論文作成のための指導

担当者名 長崎 潤一
考古学コース ― 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成にむけて、資料の収集法、資料の取り扱い方、執筆について指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導1-2 M 旧石器考古学・北方考古学分野の修士論文作成のための指導

担当者名 長崎 潤一
考古学コース ― 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成のための研究指導を行う。修士論文の作成状況について受講生全員に発表してもらう。これを題材に受講生相互

に議論しあう形をとる。また各自の論文作成にあたって配慮すべき研究倫理についても触れる。論文作成にあたって実践的な指
導を行う。
論文作成支援ソフト、図表・グラフの組み方、説得力のある作図法などについても指導する。
授業の到達目標
修士論文作成のための研究遂行力を身につけることを目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導2-1 M 資料の収集と整理1

担当者名 寺崎 秀一郎
考古学コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成にあたっては、資料を集め、それらを整理し、分析することが必要であるが、本研究指導では、以下の諸点を重

点的に扱う。
1．文献収集の重要性 2．文献の探し方 3．文献データベースの構築 4．考古資料の収集 5．収集資料の整理、データ

ベース化 併せて、論文としての体裁を整える上で重要な註や引用、図版の提示方法などについても受講生の草稿をもとに、解
説・修正をおこないながら、修士論文、あるいは投稿論文としての水準を満たす基本技術の習得を目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導2-2 M 資料の収集と整理2

担当者名 寺崎 秀一郎
考古学コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文作成にあたっては、資料を集め、それらを整理し、分析することが必要であるが、本研究指導では、以下の諸点を重

点的に扱う。
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1．文献収集の重要性 2．文献の探し方 3．文献データベースの構築 4．考古資料の収集 5．収集資料の整理、データ
ベース化 併せて、論文としての体裁を整える上で重要な註や引用、図版の提示方法などについても受講生の草稿をもとに、解
説・修正をおこないながら、修士論文、あるいは投稿論文としての水準を満たす基本技術の習得を目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導3-1 M 東アジア考古学

担当者名 博士(文学)早大 城倉 正祥
考古学コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の修士論文の進み具合に応じて指導を行う。特に考古学演習3－1と連動して、東アジアの視点での考古学的分析方法の

確立に重点を置く。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導3-2 M 東アジア考古学

担当者名 博士(文学)早大 城倉 正祥
考古学コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の修士論文の進み具合に応じて指導を行う。特に考古学演習3－2と連動して、東アジアの視点での考古学的分析方法の

確立に重点を置く。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導5-1 M 東南アジア考古学

担当者名 博士(地域研究)上智大 田畑 幸嗣
考古学コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて、テーマの選択、研究法、資料の取り扱い、理論的枠組み、執筆などについて、発表と討論を通じて

指導を行います。
新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては、リアルタイムのオンライン指導に切り替える場合もあります。授業形態や

スケジュールの変更はMoodle上でアナウンスします。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導5-2 M 東南アジア考古学

担当者名 博士(地域研究)上智大 田畑 幸嗣
考古学コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて、テーマの選択、研究法、資料の取り扱い、理論的枠組み、執筆などについて、発表と討論を通じて

指導を行います。
新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては、リアルタイムのオンライン指導に切り替える場合もあります。授業形態や

スケジュールの変更はMoodle上でアナウンスします。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 考古学研究指導7-1 M 考古資料の特質

担当者名 高橋 龍三郎
考古学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文を作成するに当たって、目標の設定、資料の検索、資料の操作と検討、分析手段の検討、分析結果の検討などを経て、

修士論文が実際に完成するまでについて指導する。具体的には学生各自の卒業論文をまず発表させ、課題が何処にあるかを自覚
させ、新たな手法や方法論について教授する。
必要に応じて内外の著名な文献に当たり、関連分野の知識を涵養する。なお、授業は原則、教場での対面形式ですが、状況に

応じてオンラインで実施することもあります。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導7-2 M 著名論文を読む

担当者名 高橋 龍三郎
考古学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文を作成するに当たって、目標の設定、資料の検索、資料の操作と検討、分析手段の検討、分析結果の検討などを経て、

修士論文が実際に完成するまでについて指導する。具体的には学生各自の卒業論文をまず発表させ、課題が何処にあるかを自覚
させ、それを新たな手法や方法論について教授する。
特に先史学では、失われた情報を民族誌によって補うことが大きな方法論となるので、それについて基本的な考え方を学ぶ。

論文指導については必要に応じて学生は担当教員に前もって相談すること。なお、授業は原則、教場での対面形式ですが、状況
に応じてオンラインで実施することもあります。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導1-1 D 北方考古学、先史考古学の博士論文作成

担当者名 長崎 潤一
考古学コース ― 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成にむけての指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導1-2 D 北方考古学、先史考古学の博士論文作成

担当者名 長崎 潤一
考古学コース ― 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成にむけての指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導2-1 D 研究成果の公開1

担当者名 寺崎 秀一郎
考古学コース ― 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
将来における課程博士取得のためにも研究成果の公開は必須条件であるが、それらが学位論文の中でどのように位置づけられ

るのか、受講生の研究計画を基本としながら、戦略を練る必要がある。本研究指導では、研究計画の立案とそれに則った論文発
表、学会発表に向けての添削・指導をおこなう。
授業の到達目標
修業年限内での博士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導2-2 D 研究成果の公開2

担当者名 寺崎 秀一郎
考古学コース ― 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
将来における課程博士取得のためにも研究成果の公開は必須条件であるが、それらが学位論文の中でどのように位置づけられ

るのか、受講生の研究計画を基本としながら、戦略を練る必要がある。本研究指導では、研究計画の立案とそれに則った論文発
表、学会発表に向けての添削・指導をおこなう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導3-1 D 東アジア考古学

担当者名 博士(文学)早大 城倉 正祥
考古学コース ― 春学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の博士論文の進み具合に応じて指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導3-2 D 東アジア考古学

担当者名 博士(文学)早大 城倉 正祥
考古学コース ― 秋学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の博士論文の進み具合に応じて指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導5-1 D 東南アジア考古学

担当者名 博士(地域研究)上智大 田畑 幸嗣
考古学コース ― 春学期 月曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
東南アジア考古学、貿易陶磁器研究分野での博士論文作成の指導を行う。研究指導のほかに、博士課程以降の研究で必須とな

る研究資金の獲得法、海外調査申請の手続き、予想されるトラブルや対処法などについても指導をおこなう。
新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては、リアルタイムのオンライン指導に切り替える場合もあります。授業形態や

スケジュールの変更はMoodle上でアナウンスします。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導5-2 D 東南アジア考古学

担当者名 博士(地域研究)上智大 田畑 幸嗣
考古学コース ― 秋学期 月曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
東南アジア考古学、貿易陶磁器研究分野での博士論文作成の指導を行う。研究指導のほかに、博士課程以降の研究で必須とな

る研究資金の獲得法、海外調査申請の手続き、予想されるトラブルや対処法などについても指導をおこなう。
新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては、リアルタイムのオンライン指導に切り替える場合もあります。授業形態や

スケジュールの変更はMoodle上でアナウンスします。
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授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導7-1 D 日本先史考古学

担当者名 高橋 龍三郎
考古学コース ― 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学位論文の完成に必要な基本的要件を満たすために、今までの自分の研究について発表する。各章の内容ごとに、正しい方法

論が整備されているか、データの収集に問題はないか、必要事項が網羅されているか、不要な個所がないかを検討する。なお、
授業は原則、教場での対面形式ですが、状況に応じてオンラインで実施することもあります。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 考古学研究指導7-2 D 日本先史考古学

担当者名 高橋 龍三郎
考古学コース ― 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学位論文の完成に必要な基本的要件を満たすために、今までの自分の研究について発表する。各章容ごとに、正しい方法論が

整備されているか、データの収集に問題はないか、必要事項が網羅されているか、不要な個所がないかを検討する。なお、授業
は原則、教場での対面形式ですが、状況に応じてオンラインで実施することもあります。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 文化人類学特論1 文化人類学の基礎と展開

担当者名 博士(学術)東大 松前 もゆる
文化人類学コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では、文化人類学の基礎的な知識を確認するとともに、研究の基本となる文化人類学の思考法、ものごとへのアプロー

チのしかたについて理解を深めることを目指します。まず授業前半では、大学で文化人類学を専攻していない者も履修すること
を視野に、近年日本で刊行された文化人類学の教科書（今回、桑山敬己・綾部真雄編著『詳論 文化人類学』を想定しています）
を基本文献として、テーマごとの文化人類学分野および隣接分野における議論の流れ、学説史の概略を学び、全員で検討します。
その後、参加者自身が関心を持つテーマに関わる文化人類学の古典的研究を選んでそれについて報告し、全員でディスカッショ
ンをすることで、今後の研究の基盤となりうる文化人類学的な思考法、ものごとへのアプローチのしかたへの理解を深めます。
授業の到達目標
（1）文化人類学における基本的なテーマに関する議論の系譜を理解する。
（2）とくに興味のあるテーマに関する文化人類学的アプローチ・思考法についての知識を得て、理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません。
●レポート 40％ 学期末にレポートを提出してもらいます。授業内容を充分に理解した上で考察し、正確で論理的な記述
がなされているかを評価の対象とします。
●平常点 60％ 報告の内容、およびディスカッション等、授業への参加状況を評価の対象とします。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 文化人類学特論2 Ethnographic Films & Studies

担当者名 博士(人文科学)お茶大 國弘 暁子
文化人類学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
様々な地域のエスノグラフィック・フィルムの鑑賞、及び、関連するモノグラフの輪読を行い、人類学的研究における専門的

知識を幅広く習得することを目的とする。授業中に使用する資料等は英語によるものが中心となります。
授業の到達目標
人類学的研究に不可欠な比較分析の視座を培い、自らの修士論文の研究テーマについて分析する際に応用可能とすることを目

標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ 授業の理解度を評価の対象とします。
●平常点 50％ 授業への参加度（発表内容とディスカッション）を評価の対象とします。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
履修生の興味関心に応じてエスノグラフィック・フィルムのテーマを選定します。

科 目 名 文化人類学特論3 Humans and language

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
文化人類学コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course primarily aims to help students acquire an essential understanding of key theories of the

development of human language and the role of language in the development of humans. through reading English
materials on the subject. The secondary objective is to help students develop the abilities that are needed when
pursuing their own academic research. Students are strongly encouraged to use English in the classes, though
there’s no prerequisite for enrollment in terms of language competence.
授業の到達目標
Students are expected to acquire an essential understanding of key theories of the development of human

language and the role of language in the development of humans.
成績評価方法
50%: Participation: I
50%: Research paper
備考・関連ＵＲＬ
This class will be conducted in person with some discussion taking place online.

科 目 名 文化人類学特論4 多文化共生時代の日本における外国人居住者のフィールドワーク

担当者名 Ph.D. University of London 三浦 恵子
文化人類学コース ２単位 秋学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本コースでは、修士論文を書くための事前体験授業として文化人類学で重要な民族、宗教、文化、自己と他者、周辺性、ジェ

ンダー、国家、市民、コミュニティ、アイデンティティなど多くの課題に関連している多文化共生の問題をフィールドワークを
伴った授業を通して考察していく。具体的には、グローバリゼーションの進行に伴って多文化共生が課題になっている日本に3
年以上在住している難民、日本人と結婚した人、中国からの帰国者とその家族、その他の理由で定住権や永住権を獲得した人、
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数年にわたる在留資格を得た者（留学生、研修生、技能実習生、特定技能者、南米からの日系2世、3世）などについて、文献
とフィールドワークから実態を明らかしていく。日本に居住する外国人が我が国に居住するまでに至った背景、日本における彼
らの生活と居住するコミュニティや支援組織との関係の実態、関連する法制度などを資料とフィールドワークから探り、日本に
おける多文化共生の問題点、方向性と問題解決方法を考察していく。調査対象に選んだ外国人集団の民族、宗教、来日目的、来
日時期などを考慮に入れて学生ごとに異なるグループを調査し、比較研究する。
授業の到達目標
1．日本における多文化共生の現状を文献とフィールドワークを通して理解する。
2．異なる外国人居住者集団が日本に居住するまでに至った経緯と居住に関する問題点について理解する。
3．フィールドワークを経験し、その手法や問題点についての考察を深める。
4．文化人類学の理論とフィールドワークの関係について理解する。
5．日本の多文化共生の問題に関して日本人はどのようなことができるかを考える。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 70％ レポートの内容が、関連する文献や理論を理解し、かつ統計やフィールドワークのデータを十分に収集
して考察した上で適切な分析を行っていることが基本である。また多文化共生の問題との関連が明確に書かれていることが必須
条件である。
●平常点 20％ 普段の学習態度や発表内容、デイスカッションへの参加などを総合的に評価する。
●その他 10％ 出席率が80％以上であること。
備考・関連ＵＲＬ
状況によっては、オンライン（Zoom）で授業を行うこともある。

科 目 名 文化人類学専門研究2 Anna Tsing “Friction: An Ethnography of Global Connection”を読む

担当者名 博士(文学)早大 箕曲 在弘
文化人類学コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、Anna Tsing “Friction: An Ethnography of Global Connection”〔邦題『摩擦̶̶グローバルなつながりの民

族誌』（仮）〕を読み、フロンティの形成をめぐる資本や国家の複雑な絡まり、〈自然〉という普遍概念の形成および環境運動を
通したその移動といった問題を扱う。
現在、授業担当者を含む研究者数名が、本書を邦訳しているところである（2023年度中に水声社より刊行予定）。履修者は、

邦訳草稿を手かがりとして原書を読みながら、各章の内容を精読し、正確に内容を理解することが求められる。授業には適宜、
邦訳チームのメンバーにも参加してもらい、本書を理解するためのポイントを解説してもらう予定である。
授業の到達目標
・民族誌を通して読むことによって、民族誌の構造や表現方法を学ぶ。
・「グローバルなつながり」「摩擦」「モーション」といった概念を用いて、本書を離れた他の事例の分析ができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はおこなわない。
●レポート 40％ 期末レポートを対象とする。
●平常点 60％ 文献報告およびディスカッションを対象とする。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 文化人類学専門研究3 日本文化・社会の人類学

担当者名 堀口 佐知子
文化人類学コース ２単位 春学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では、文化・社会・医療人類学において、日本語および英語で行われてきた日本研究について読み、日本文化・社会に

関する文化・社会・医療人類学の知見について考察する。まずは文化人類学の基本や研究手法を確認したうえで、日本をフィー
ルドとした人類学の先行研究を概観し、人類学における日本研究の射程と課題・可能性について検討する。
授業の到達目標
文化人類学における日本研究の先行研究の蓄積をふまえ、日本研究の現状と課題について理解すること。
受講者自身がテーマ選びや研究手法などを含めて、日本研究を行う準備ができること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 40％ 期末レポート 詳細については授業時に指示する。
●平常点 60％ 授業への積極的参加・毎週の課題の提出が求められる。
●その他 0％ なし。

科 目 名 文化人類学専門研究4 ポスト-コロナ禍における観光文化および観光戦略に向けて

担当者名 成田 弘成
文化人類学コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
2020年以来、パンデミック感染症の拡大により世界の観光産業は大きな影響を受けたが、2023年は観光産業の新時代とな

ろう。世界の観光産業は20世紀後半からのグローバリゼーションの発展によって成長してきた一方で、コロナというパンデミッ
ク感染症の出現により、その脆弱性について改めて問い直す機会を与えられた。それと同時に新しい技術革新も生み出されつつ
ある。本講義では、グローバリゼーションを背景に発展してきた現在の観光システムを、新しい観光文化の創生と理解しつつも、
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むしろ、より大きな脈絡で(「文化的・歴史的アプローチで)問い直してゆきたい。現代のグローバリゼーション下で既に確立さ
れてきた観光のあり方を出発点として、現在の観光業界が直面してきた危機的な課題に対して、新しい観光の可能性を議論して
ゆきたい。理論的には、観光人類学の先駆的で挑戦的な研究を世界各地の色々な事例を用いて紹介しつつ、将来の有効な視点を
議論してゆきたい。
授業の到達目標
観光人類学において重要となる基本的な概念や方法論を理解するために、毎回異なる研究事例に関連する論文を紹介してゆき

たい。色々な国の文化観光を紹介するので、「文化を楽しむ」気持ちを持つようになってもらいたい。また観光研究における国
際的な水準の議論が出来るようになるために、授業におけるプレゼンテーションを重視し、内容への理解度を高めてもらいたい。
最終的には、現在の観光の在り方について、発展的提言を出来る能力を身に付けてもらいたい。
成績評価方法
●試験 0％ 期末試験は実施しません
●レポート 40％ 期末レポート
●平常点 40％ 質疑応答
●その他 20％ プレゼンテーション
備考・関連ＵＲＬ
授業は、対面授業で実施する。毎回授業の1週間前には、授業のパワーポイント資料や事前学習用の資料をアップロードする

ので、Waseda Moodleで確認してから授業に出席することを望む。

科 目 名 文化人類学調査法1
担当者名 博士(学術)東大 松前 もゆる

文化人類学コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では、人類学的実践の根幹をなす営みであるフィールドワークの方法論を学ぶとともに、調査で得たデータの整理・分

析方法、エスノグラフィックな記述のしかたについてその概要を学ぶ。さらに、フィールドワークの安全対策についても学んだ
うえで、最終的に自分の研究テーマにそったフィールドワークの計画を立案できるようになることを目的とする。 具体的には、
まず授業の前半では、小田博志『エスノグラフィー入門―＜現場＞を質的研究する』を購読し、フィールドへの入り方や調査の
方法、調査時のマナーと倫理、さらに調査データの整理・分析方法やエスノグラフィーの実例などを学ぶ。その後、『フィール
ドワークの安全対策』から関連する章を購読したうえで、受講者が調査を想定するフィールドにおける安全対策についてディス
カッションを行う予定である。
授業の到達目標
①フィールドワークの方法論、エスノグラフィックな記述のしかたについて学び、自らも実践できるようになる。
②フィールドワークにおけるマナー・倫理・安全について理解し、自らのフィールドについても具体的に検討できるようにな

る。
③これまでのフィールドワークの実例やエスノグラフィーをふまえ、自らのフィールドワークについて計画を立案できる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません。
●レポート 25％ 授業でのディスカッション等をふまえたうえで自身のフィールドワークについて研究計画を立て、提出
してもらいます。
授業内容をふまえ、適切な計画立案がなされているかによって評価します。

●平常点 75％ 報告の内容およびディスカッション等、授業への参加状況によって評価します。
●その他 0％

科 目 名 文化人類学調査法2
担当者名 博士(文学)早大 箕曲 在弘

文化人類学コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義は、ラオス南部のボーラヴェン高原において実施予定である調査実習に参加するために必要となる知識を習得すること

を目的とする。したがって、本講義履修者は、「文化人類学実習2」とセットで受講することを強く推奨する。
本講義では、①文化人類学的フィールドワークの基礎知識、②ラオスの社会と文化、③東南アジア村落における定着調査の技

術、と大きく分けて3つの知識や技術を学ぶことになる。文化人類学におけるフィールドワークには様々な形がありうるが、文
化人類学を学ぶ者は、日常から切り離された場所において2年程度の異文化体験をすることが求められてきた。最も近年では医
療や福祉、科学技術などの領域を中心に、必ずしも海外調査を含まないフィールドワークも行われるようになってきた。また、
海外調査であったとしても、一昔前までは一般的であった農山漁村におけるフィールドワークは行われなくなりつつある。
だが、それでも人類学的フィールドワークの基礎を学ぶには、村落という対象はいまだ魅力的である。本講義では、農村にお

ける定着調査を実施するために必要となる、人類学的フィールドワークの基礎を学ぶ。文化人類学者のクリフォード・ギアツは
かつて、人類学者とは村落「を」研究するのではなく、村落「で」研究するのだと言った。本講義においても、このギアツの格
言を踏まえつつ、履修者の興味や関心にしたがい調査テーマをゆるやかに決めつつ、対象村落における定着調査を通してそれを
明らかにしていくという形を取りたい。
授業の到達目標
・人類学的フィールドワークがどのようなものであるかを説明できるようになる。
・村落における定着調査の方法について、理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 60％ 期末レポートを対象とする。
●平常点 40％ 授業内のディスカッションを対象とする。
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●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
「文化人類学実習2」とセットで履修することを推奨する。

科 目 名 文化人類学実習2
担当者名 博士(文学)早大 箕曲 在弘

文化人類学コース ２単位 集秋 無 その他 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本実習は、ラオス南部ボーラヴェン高原のコーヒー栽培農村における短期のフィールドワークの経験を通して、人類学におけ

るインタビューや参与観察の方法を実地で学ぶことを目的とする。この実習を履修するには、「文化人類学調査法2」を受講しな
ければならない（科目登録時に両科目を同時に登録すること）。帰国後の報告書提出をもって単位を付与する。文化人類学コー
ス所属の学生だけでなく、他のコースに所属する方も関心があれば積極的に参加してほしい。
なお、フィールドワークを実施するにあたって、以下の点に留意されたい。

・履修登録後に、何らかの事情により実習に参加できなかった場合、あるいは主催者側の都合で中止となった場合、単位は付
与されない。・新型コロナウイルス感染症の拡大や現地の政情など多様な要因により、実習の実施が困難になる可能性がある。
・参加費は一人25万円程度（航空券代、宿泊費、食費、実習費を含む）。
・参加費は実施時期の2か月前（航空券代）と渡航初日（航空券代以外）の2回に分けて徴収する予定。
・実施時期は12月下旬を予定。
・滞在期間は9泊10日を予定。
・調査にあたって、英語とラオ語の通訳をグループに1名つける（1グループは3~4名を想定）。
・状況が許せば、鶏の解体や農家におけるホームステイを実施。
・ラオス入国に際し、日本国籍保持者はビザ取得が免除されているが（滞在期間15日以内の場合）、国籍によってはビザが必

要になることがあるので、該当者は各自で確認しておくこと。
授業の到達目標
・村落定着調査の技術を習得すること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 60％ 期末レポートを対象とする。
●平常点 40％ 実習中の調査の様子を対象とする。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
「文化人類学調査法2」を同時に受講すること。

科 目 名 文化人類学演習1-1 人類学的思考の歴史に学ぶ

担当者名 博士(文学)早大 箕曲 在弘
文化人類学コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習の目的は、人類学的思考の歴史を学ぶことにある。人類学は進化論的思考を起源に、文化相対主義や構造主義、象徴人

類学、解釈人類学など、わずか100年足らずの歴史のなかで、さまざまな理論的枠組みを生み出してきた。本演習ではこうし
た思考の歴史をふりかえり、どういった成果が生み出され、何が失われてきたのかをとらえなおす。
授業の到達目標
1．人類学の基本的な視角や概念を理解すること。
2．人類学の基本的な視角や概念を各自の研究テーマに結び付けて、自分の議論を組み立てられるようになること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 40％ 期末レポートを対象とする。
●平常点 60％ 文献報告およびディスカッションを対象とする。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 文化人類学演習1-2 人類学的思考の歴史を学ぶ②

担当者名 博士(文学)早大 箕曲 在弘
文化人類学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習の目的は、春学期に続き、人類学的思考の歴史を学ぶことにある。人類学は進化論的思考を起源に、文化相対主義や構

造主義、象徴人類学、解釈人類学など、わずか100年足らずの歴史のなかで、さまざまな理論的枠組みを生み出してきた。本
演習では、太田好信・浜本満（編）『メイキング文化人類学』を読みながら、こうした思考の歴史をふりかえり、どういった成
果が生み出され、何が失われてきたのかをとらえなおす。
授業の到達目標
1．人類学の基本的な視角や概念を理解すること。
2．人類学の基本的な視角や概念を各自の研究テーマに結び付けて、自分の議論を組み立てられるようになること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はおこなわない。
●レポート 40％ 期末レポートを対象とする。
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●平常点 60％ 文献報告およびディスカッションを対象とする。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 文化人類学演習2-1 文化人類学的思考法と方法論を民族誌から学ぶ

担当者名 博士(学術)東大 松前 もゆる
文化人類学コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、各自の今後の研究に向け基盤となる文化人類学的思考法および人類学的アプローチに関し理解を深めることを目

指し、文化人類学的研究の重要な成果である民族誌やエスノグラフィックな記述を含む論文を購読する。今学期は、日本文化人
類学会の機関誌『文化人類学』に掲載された論文を中心に、まず、各自が論文を書く際に参考となるような論文を数本選び、全
員で購読し検討する。演習後半では、各自の研究テーマと関連する文化人類学分野の学術論文もしくは民族誌を選んでその内容
を報告してもらい、ディスカッションを行う。全体を通して、参加者の研究テーマに関連する最新の議論にふれるとともに、論
文の書き方について学ぶ。
授業の到達目標
・今後の研究に向けて基盤となる文化人類学的思考法と方法論について学び、自分で調査研究を遂行できるようになる。
・論文の書き方を学んで修士論文執筆につなげる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません。
●レポート 0％ 学期末のレポート課題はありません。
●平常点 100％ 報告の内容およびディスカッション等、授業への参加状況によって評価します。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
なお、演習で購読する文献については、参加者の関心にそって変更する可能性があります。

科 目 名 文化人類学演習2-2 文化人類学的思考法と方法論を民族誌から学ぶ

担当者名 博士(学術)東大 松前 もゆる
文化人類学コース ２単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、各自の今後の研究に向け基盤となる文化人類学的思考法および人類学的アプローチに関し理解を深めることを目

指し、春学期につづき文化人類学的研究の重要な成果である民族誌を購読する。本演習前半では、人類学における一連の転回の
後で「いかに民族誌を書くか」という問いに対する応答としての、里見龍樹『不穏な熱帯―人間＜以前＞と＜以後＞の人類学』
（2022年）を購読する。演習後半では、参加者の修士論文のテーマと関連する民族誌などを購読するとともに、修士論文執筆
に向け、各自が調査結果をとりまとめて報告し、全員で討議をおこなう。
授業の到達目標
・今後の研究に向けて基盤となる文化人類学的思考法と方法論について学び、自分で調査研究を遂行できるようになる。
・論文の書き方や議論の展開のしかたを学び、修士論文執筆につなげる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません。
●レポート 0％ 学期末のレポート課題はありません。
●平常点 100％ 報告の内容とディスカッション等、授業への参加状況によって評価します。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 文化人類学演習3-1 Introducing Anthropology of Religion

担当者名 博士(人文科学)お茶大 國弘 暁子
文化人類学コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この演習では、宗教にテーマを絞った社会文化人類学のテキスト（英文）の講読を通して、宗教に関する人類学的研究の動向

について学ぶことを目的とする。指定教科書では著名な研究者による議論のポイントがまとめられているので、それらを参考に
して、履修者は各自の研究テーマにとって必要と思われる文献を探して読み進めていくことが求められる。
授業の到達目標
宗教人類学の射程を把握すること、さらに、各自の研究テーマを設定することを到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 50％ 最終レポートを対象とする。
●平常点 50％ 授業への参加度を対象とする。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
履修者の研究内容や関心に応じて、各回の授業テーマ、使用テキストを変更することもあります。
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科 目 名 文化人類学演習3-2 人類学のモノグラフを読む・書く

担当者名 博士(人文科学)お茶大 國弘 暁子
文化人類学コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、すでに刊行されている宗教・ジェンダー人類学のモノグラフを読み、フィールドワークで求められることは何か、

またフィールドデータをどの様に分析して、議論を展開すべきかを理解する。その上で、実際にモノグラフを書く（修士論文を
書く）ことに繋げることを目的とする。
授業の到達目標
指定モノグラフで議論される内容を理解することにより、人類学における宗教とジェンダーに関する研究の特徴を掴むことを

到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ 最終課題レポート
●平常点 50％ 授業での発表とディスカッションへの参加度
●その他 0％ なし

科 目 名 文化人類学演習4-1 Language, culture and social organisation

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
文化人類学コース ２単位 春学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course explores the relationships between language, culture, and social organisation. The course is

divided into three distinct sections. Firstly, the course considers the historical background to the study of
language, culture and society, looking at key theories and how these theories have developed over time. In the
second part of the course, ideas of speech communities and definitions of language are discussed. The final part
of the course examines the technical study of language based on student data collection.
授業の到達目標
Upon successful completion of the course students will be able to:
1) display a knowledge of anthropological approaches to the study of language;
2 evaluate evidence and theories concerning the relationship between language, culture, and social

organisation;
3) critically discuss key arguments in the field of anthropological linguistics.
成績評価方法
●試験 0％ No examination
●レポート 30％ A written paper based on one of the three sections of the course.
●平常点 40％ In-class and online responses to the reading material
●その他 30％ Project work based on original data collection and analysis.

科 目 名 文化人類学演習4-2 Language, culture and social organisation

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
文化人類学コース ２単位 秋学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course explores the relationships between language, culture, and social organisation. The course is

divided into three distinct sections. Firstly, the course considers thinking about the relationship between
language and being human. In the second part of the course, connections between language and culture are
explored. The final part of the course considers approaches to the research of language, culture and society.
授業の到達目標
Upon successful completion of the course students will be able to:
1) display a knowledge of anthropological approaches to the study of language;
2 evaluate evidence and theories concerning the relationship between language, culture, and social

organisation;
3) critically discuss key arguments in the field of anthropological linguistics.
成績評価方法
●試験 0％ No examination
●レポート 30％ A written paper based on one of the three sections of the course.
●平常点 40％ In-class and online responses to the reading material
●その他 30％ Project work based on original data collection and analysis.

科 目 名 文化人類学研究指導1-1 M 環境人類学、開発人類学、および経済人類学

担当者名 博士(文学)早大 箕曲 在弘
文化人類学コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて、受講生の研究計画の立案、理論的・方法論的課題について指導する。授業では、おもに受講生の中

間報告と討議を行う。
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授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導1-2 M 環境人類学、開発人類学、および経済人類学

担当者名 博士(文学)早大 箕曲 在弘
文化人類学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて、受講生の研究計画の立案、理論的・方法論的課題について指導する。授業では、おもに受講生の中

間報告と討議を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導2-1 M 文化人類学的思考法と方法論を学ぶ

担当者名 博士(学術)東大 松前 もゆる
文化人類学コース ― 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて受講生の研究計画の立案・実施に対し助言を行い、理論的および方法論的課題について個別に指導す

る。授業は主に、受講生による文献購読と研究発表、およびディスカッションの形式で行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導2-2 M 文化人類学的思考法と方法論を学ぶ

担当者名 博士(学術)東大 松前 もゆる
文化人類学コース ― 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて、受講生の研究計画の立案・実施について助言を行い、理論的および方法論的課題について個別に指

導する。授業は主に、受講生による文献購読と研究発表、およびディスカッションの形式で行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導3-1 M Research Methods for Anthropological Studies of Gender and Religion

担当者名 博士(人文科学)お茶大 國弘 暁子
文化人類学コース ― 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講生の研究計画の確立、および、修士論文を書くための理論的、方法論的課題を個別に指導する。授業は主に受講生による

発表とディスカッションの形式でおこなう。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導3-2 M Research Methods for Anthropological Studies of Gender and Religion

担当者名 博士(人文科学)お茶大 國弘 暁子
文化人類学コース ― 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講生の研究計画の確立、および、修士論文を書くための理論的、方法論的課題を個別に指導する。授業は主に受講生による

発表とディスカッションの形式でおこなう。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導4-1 M Language in Anthropology

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
文化人類学コース ― 春学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本項目の情報はWebシラバスを参照ください
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導4-2 M Language in Anthropology

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
文化人類学コース ― 秋学期 月曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本項目の情報はWebシラバスを参照ください
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導1-1 D 環境人類学、開発人類学、および経済人類学

担当者名 博士(文学)早大 箕曲 在弘
文化人類学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成に向けて、受講生の研究計画の立案、理論的・方法論的課題について指導する。授業では、おもに受講生の中

間報告と討議を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導1-2 D 環境人類学、開発人類学、および経済人類学

担当者名 博士(文学)早大 箕曲 在弘
文化人類学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成に向けて、受講生の研究計画の立案、理論的・方法論的課題について指導する。授業では、おもに受講生の中

間報告と討議を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
初回の授業はZoomを使ったオンライン形式で行います。Waseda Moodleに第一回目の前までにZoomのURLを記載します

ので、ご注意ください。

第一回目以降は、新型ウイルス感染拡大状況を考慮に入れ、対面形式あるいはハイフレックス形式、リアルタイム配信形式の
いずれかをその都度選択していきます。詳細はWaseda Moodleを通して告知いたします。

科 目 名 文化人類学研究指導2-1 D フィールドワークの実施および博士論文執筆に関する指導

担当者名 博士(学術)東大 松前 もゆる
文化人類学コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成に向けて受講生のフィールドワークの計画立案および実施を支援し、理論的、方法論的課題について個別に指

導する。受講生が、フィールドワークから得られる厚みのある記述と理論的展開とを結びつけられるよう、助言を行いたい。
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授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導2-2 D フィールドワークの実施および博士論文執筆に関する指導

担当者名 博士(学術)東大 松前 もゆる
文化人類学コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成に向けて受講生のフィールドワークの計画立案および実施を支援し、理論的、方法論的課題について個別に指

導する。受講生が、フィールドワークから得られる厚みのある記述と理論的展開とを結びつけられるよう、助言を行いたい。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導3-1 D Research Methods for Anthropological Studies of Gender and Religion, Advanced Level

担当者名 博士(人文科学)お茶大 國弘 暁子
文化人類学コース ― 春学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講生の研究計画の確立、および、博士論文を書くための理論的、方法論的課題を個別に指導する。授業は主に受講生による

発表とディスカッションの形式でおこなう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導3-2 D Research Methods for Anthropological Studies of Gender and Religion, Advanced Level

担当者名 博士(人文科学)お茶大 國弘 暁子
文化人類学コース ― 秋学期 火曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講生の研究計画の確立、および、博士論文を書くための理論的、方法論的課題を個別に指導する。授業は主に受講生による

発表とディスカッションの形式でおこなう。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導4-1 D 日本の民俗文化に関する総合的・学際的研究

担当者名 博士(文学)京大 鶴見 太郎
文化人類学コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
個別に行う研究報告によって、研究方法・資料上の助言を行う。特に昭和期（戦前・戦後）に行われた民俗調査における採集

手帳を読み解くことで、今後の研究に資することを心がける。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導4-2 D 日本の民俗文化に関する総合的・学際的研究

担当者名 博士(文学)京大 鶴見 太郎
文化人類学コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
個別に行う研究報告によって、研究方法・資料上の助言を行う。特に昭和期（戦前・戦後）に行われた民俗調査における採集

手帳を読み解くことで、今後の研究に資することを心がける。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導5-1 D Research Methods for Sociocultural Anthropology, Advanced Level

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
文化人類学コース ― 春学期 日曜日 ７時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究者としての独り立ち、博士論文執筆にむけての指導を行う。具体的には、学術論文執筆や学会発表の準備などの指導やサ

ポートを行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 文化人類学研究指導5-2 D Research Methods for Sociocultural Anthropology, Advanced Level

担当者名 Ph.D. University of Nottingham ライアン スティーブン
文化人類学コース ― 秋学期 日曜日 ７時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究者としての独り立ち、博士論文執筆にむけての指導を行う。具体的には、学術論文執筆や学会発表の準備などの指導やサ

ポートを行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 表象・メディア論講義1
担当者名 博士(文学)早大 工藤 顕太

表象・メディア論コース ２単位 秋学期 水曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要

本項目の情報はWebシラバスを参照ください
授業の到達目標

本項目の情報はWebシラバスを参照ください
成績評価方法

本項目の情報はWebシラバスを参照ください

科 目 名 表象・メディア論演習1-1 脱構築の現代思想

担当者名 藤本 一勇
表象・メディア論コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代思想の文献研究の基礎を身につけるため、英語あるいはフランス語の講読・翻訳の訓練をおこなう。
テクストは学期の最初に受講者と相談のうえ決定する。いまのところジャック・デリダの『歓待』セミネールか、ポール・プ

レシアド『世界の違和』か、ジャック・ハルバースタム『挫折のクィアアート』のいずれかを考えている。
いずれにせよ、脱構築的読解のエッセンスを身につけてもらいたい。
授業の到達目標
現代思想の知識を習得する。
成績評価方法
「平常点」（80%）と「研究発表」（20%）によって評価する。「平常点」とは、出席、授業姿勢、ディスカッションへの参加度、
課題への対応、等々を含む。

科 目 名 表象・メディア論演習1-2 脱構築の現代思想

担当者名 藤本 一勇
表象・メディア論コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代思想の文献研究の基礎を身につけるため、英語あるいはフランス語の講読・翻訳の訓練をおこなう。
テクストは学期の最初に受講者と相談のうえ決定する。いまのところジャック・デリダの『歓待』セミネールか、ポール・プ

レシアド『世界の違和』か、ジャック・ハルバースタム『挫折のクィアアート』のいずれかを考えている。
いずれにせよ、脱構築的読解のエッセンスを身につけてもらいたい。
授業の到達目標
現代思想の知識を習得する。
成績評価方法
「平常点」（80%）と「研究発表」（20%）によって評価する。「平常点」とは、出席、授業姿勢、ディスカッションへの参加度、
課題への対応、等々を含む。

科 目 名 表象・メディア論演習2-1 「崇高」をめぐる批評理論の著作の購読と演習
担当者名 石岡 良治

表象・メディア論コース ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「崇高」をめぐる古典的理論（バークやカント）やその現代における展開に基づき、ホラーやゴシックをめぐる理論的言説や
作品を読解していく。必要に応じて現代のポピュラーカルチャーに関する日本語文献や英語文献を理論的に読解することを目指
す。受講者の研究テーマや関心に応じて隣接領野の文献も扱う予定である。
授業の到達目標
批評理論のテクストを精読することで、各自の研究関心との結びつきについての理解を深める
英語文献と訳書を、具体的な作品分析と関連させる
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ 学期末レポート
●平常点 50％ 発表とコメント
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
出席・レジュメの作成・演習への貢献を総合的に判断し、学期末レポートを併せて評価する。

科 目 名 表象・メディア論演習2-2 「崇高」をめぐる批評理論の著作の購読と演習
担当者名 石岡 良治

表象・メディア論コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
春学期に引き続き、「崇高」をめぐる古典的理論（バークやカント）やその現代における展開に基づき、ホラーやゴシックを

めぐる理論的言説や作品を読解していく。必要に応じて現代のポピュラーカルチャーに関する日本語文献や英語文献を理論的に
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読解することを目指す。受講者の研究テーマや関心に応じて隣接領野の文献も扱う予定である。、ホラーやゴシックをめぐる理
論的言説や作品を読解していく。必要に応じて現代のポピュラーカルチャーに関する日本語文献や英語文献を理論的に読解する
ことを目指す。受講者の研究テーマや関心に応じて隣接領野の文献も扱う予定である。
授業の到達目標
批評理論のテクストを精読することで、各自の研究関心との結びつきについての理解を深める
英語文献と訳書を、具体的な作品分析と関連させる
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ 学期末レポート
●平常点 50％ 発表とコメント
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
出席・レジュメの作成・演習への貢献を総合的に判断し、学期末レポートを併せて評価する。

科 目 名 表象・メディア論演習3-1 演劇・テレビ・映画等の作品分析

担当者名 Ph.D. アイルランド国立大ダブリン校 岡室 美奈子
表象・メディア論コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
欧米および日本の近・現代の演劇・テレビドラマ・映画・小説等を詳細に研究する。研究発表とディスカッションを中心とす

るが、受講者全員で一つの作品や文献を分析・批評する機会も作りたい。何を取り上げるかは、受講者の希望を聞いて決定する。
また、MLA Handbookを用いながら、論文執筆やプレゼンテーションの訓練を行なう。
★授業形態は【対面（ハイブリッド）】とします。コロナウイルス感染拡大状況に鑑みて対面かハイブリッドを決めます。初

回は対面の予定ですが、変更もありえます。その場合はMoodleを通じ連絡するので、変更がないか必ず確認してください。
授業の到達目標
本演習の目的は、受講者に演劇・テレビ・小説等に関する水準の高い修士論文を完成してもらうことにある。そのために、研

究と論文執筆の手法を身につけつつ、各自の研究を深めることを目指す。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。ただし、場合によってはレポートを課す場合もある。
●平常点 100％ 研究発表、出席、発言の量と質、貢献度等を総合的に判断する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 表象・メディア論演習3-2 演劇・テレビ・映画等の作品分析

担当者名 Ph.D. アイルランド国立大ダブリン校 岡室 美奈子
表象・メディア論コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導の目的は、演劇・テレビ・映画・小説等に関する水準の高い修士論文を執筆してもらうことにある。したがって基

本的には、修士論文執筆のための研究発表とディスカッションを中心とする。
また、MLA Handbookを用いながら、論文の書き方のノウハウを身につけることを目指す。
授業の到達目標
充実した修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。ただし、場合によってはレポートを課す場合もある。
●平常点 100％ 研究発表、出席、発言の量と質、貢献度等を総合的に判断する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 表象・メディア論演習4-1
担当者名 長谷 正人

表象・メディア論コース ２単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ヴァルター・ベンヤミン「複製技術時代の芸術作品」を多角的に考察する
授業の到達目標
19世紀と20世紀の映像メディアと社会の関わりについて理解する
成績評価方法
授業への参加度で評価する。

科 目 名 表象・メディア論演習4-2
担当者名 長谷 正人

表象・メディア論コース ２単位 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ミリアム・ハンセンのベンヤミン論を読んで議論する。
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授業の到達目標
19世紀と20世紀の映像メディアと社会の関わりについて理解する
成績評価方法
授業への参加度で評価する。

科 目 名 表象・メディア論演習5-1 基本文献講読とデータ演習（1）

担当者名 博士(理学)京大 細馬 宏通
表象・メディア論コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、行為分析の基本文献（英語）を講読する。映像・音声分析に必要なELANを用いた分析も随時行う。
履修者の構成に応じて文献の種類や内容は変更する。
授業の到達目標
行為分析の基本的概念を理解し、使いこなせるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ 講読文献に関するレポートを課し評価する。
●平常点 50％ 文献のレジュメ作り、平常の議論への参加度合いにより評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 表象・メディア論演習5-2 相互行為の基本文献講読とデータ演習（2）

担当者名 博士(理学)京大 細馬 宏通
表象・メディア論コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
1に引き続き、本演習では、行為分析の基本文献を講読する。
必要に応じて実際のビデオデータをもとに分析を行い、基本概念をデータの中でどのように見いだし、扱っていくかを論じる。
授業の到達目標
行為分析の基本的概念を理解し、使いこなせるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 50％ 講読文献に関連するレポートを課し評価する。
●平常点 50％ 文献講読のレジュメ作りを出席者に課し評価する。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
講義はオンラインでのリアルタイム形式（ZOOMを使用）と対面の混在で行う。対面をいつ、どのように行うかは、

Covid-19の状況を勘案しながら判断する。

科 目 名 表象・メディア論演習6-1 アイルランド演劇・文学における身体表象

担当者名 Ph.D. アイルランド国立大ダブリン校 坂内 太
表象・メディア論コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
アイルランドの演劇・文学には変身や不可視などの特殊な身体表象が重要なテーマになる作品が少なくない。本演習では、ア

イルランド現代演劇・現代文学の様々な作品を読み込み、身体表象の特徴について考察する。また、受講生の論文執筆の内容を
鑑みて、適宜、隣接分野の作品分析とディスカッションを行う。
授業の到達目標
本演習では、身体表象の考察を通じて研究・論文執筆の基本的な手法の習得と深化を目指す。
成績評価方法
授業への参加度・貢献度で評価する

科 目 名 表象・メディア論演習6-2 アイルランド演劇・文学における身体表象

担当者名 Ph.D. アイルランド国立大ダブリン校 坂内 太
表象・メディア論コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
アイルランドの演劇・文学には変身や不可視などの特殊な身体表象が重要なテーマになる作品が少なくない。本演習では、ア

イルランド現代演劇・現代文学の様々な作品を読み込み、身体表象の特徴について考察する。また、受講生の論文執筆の内容を
鑑みて、適宜、隣接分野の作品分析とディスカッションを行う。
授業の到達目標
本演習では、身体表象の考察を通じて研究・論文執筆の基本的な手法の習得と深化を目指す。
成績評価方法
授業への参加度・貢献度で評価する
備考・関連ＵＲＬ
修論の進捗状況に合わせて個別にフィードバックを行う。
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科 目 名 表象・メディア論演習7-1 イメージ文化史

担当者名 博士(学術)東大 橋本 一径
表象・メディア論コース ２単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
【心霊と映像】モールス信号の発明が心霊のメッセージを伝える「ラップ音」を生み出し、写真の発明が心霊写真を生み出す。
メディアの歴史は、心霊の歴史であると言っても過言ではないだろう。本演習では心霊を通して映像の歴史をたどり直すことを
目指す。最初の数回は教員による講義や、教員が指定した文献を講読する。後には参加者が選んだ文献を講読する、あるいは参
加者自らが発表するという形を取ることにしたい。
授業の到達目標
心霊とイメージの本質的な関係を理解し、自分で説明できるようになる。授業のテーマに沿った適切な文献を選定し、他の参

加者に内容を紹介できるようになる。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 文献の選定や講読等での貢献度を総合的に評価する。
●その他 0％

科 目 名 表象・メディア論演習7-2 イメージ文化史

担当者名 博士(学術)東大 橋本 一径
表象・メディア論コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
【サイズをめぐる諸問題】
イメージにとってサイズの問題は死活的である。大スクリーンで映画を見ることと、スマートフォンで見ることは、同じ経験

と言えるのであろうか。また、美術史においては画家たちが人体の理想のプロポーションを追求してきた。アルフォンス・ベル
ティヨンが人体測定法を発明して以来、人体のサイズはアイデンティティの問題でもある。本演習ではこのようにサイズとイ
メージの問題を多角的に扱う。最初の数回は教員による講義、あるいは教員が選定した文献の講読を行う。後に参加者が選んだ
文献を講読する、あるいは参加者自らが発表するという形を取ることにしたい。
授業の到達目標
サイズとイメージの本質的な関係を理解し、自分で説明できるようになる。授業のテーマに沿った適切な文献を選定し、他の

参加者に内容を紹介できるようになる。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 文献の選定や講読等での貢献度を総合的に評価する。
●その他 0％

科 目 名 表象・メディア論演習9-1 人文学とデザインを接続する

担当者名 博士(学際情報学)東大 チェン ドミニク
表象・メディア論コース ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この大学院演習では、わたしたちが情報技術（Information Technologies）との望ましい「間合い」をはかるための議論や

構想を行います。
近年の、特にパンデミック以降における、わたしたちの生活環境をとりまく情報技術の諸問題をテーマに取り上げ、人文学の

視点から情報技術のデザインを論じる文献を読みながら、この演習で集まったメンバーによる「提案」を協働しながら構想しま
す。提案の内容と形式は、共著論文、ウェブサービス、調査記録、映像作品、インスタレーション、デバイスなど、その時々で
可能性を探ります。
一方的に「教える」形式は取らないので、参加者による積極的な議論と提案を歓迎します。また、ディスカッションや協働作

業が多いので、学生同士の交流の場としても機能することを期待します。

議論対象となる概念（これに限りません）：
・メディア・テクノロジー研究、メディア考古学
・ウェルビーイング研究、デジタル・ウェルビーイング研究
・ポストヒューマニティーズ（マルチスピーシーズ、モアザンヒューマン、エコフェミニズム）の議論

議論対象となるITトピックの例（これに限りません）：
・生成系AI：GPT-3, ChatGPTなどのテキスト生成、Stable Diffusion/DALL-E2などのイメージ生成の技術群
・SNS：アテンション・エコノミー、フィルターバブル・エコーチャンバー、フェイクニュースなど
・Web3：自律分散組織（DAO）、NFT（非代替性トークン）、ブロックチェーン

これまでの本演習で行ってきたプロジェクトは以下のウェブサイトを参照してください。
https://ephemere.io/seminar/graduate-school
・書評サイトextextの構想と実装
・コロナ禍でのリモートコミュニケーションの実験
・「遊び」の考察とデザイン
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授業の到達目標
前期においては議論を中心に進めて、後期で具現化する内容について協議していきます。
後期においては、具体的な提案をかたちにしていく協働作業を行い、学期末に発表を行います。
発表は、できれば学外の人たちからもフィードバックがもらえるかたち（展示、発表会）を探ります。
成績評価方法
試験は設けません。毎回の出席と積極的な参加、課題の提出に基づき、総合的に評価します。
備考・関連ＵＲＬ
・ドミニク・チェン研究室ホームページhttps://ephemere.io

科 目 名 表象・メディア論演習9-2 人文学とデザインを接続する

担当者名 博士(学際情報学)東大 チェン ドミニク
表象・メディア論コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この大学院演習では、わたしたちが情報技術（Information Technologies）との望ましい「間合い」をはかるための議論や

構想を行います。
近年の、特にパンデミック以降における、わたしたちの生活環境をとりまく情報技術の諸問題をテーマに取り上げ、人文学の

視点から情報技術のデザインを論じる文献を読みながら、この演習で集まったメンバーによる「提案」を協働しながら構想しま
す。提案の内容と形式は、共著論文、ウェブサービス、調査記録、映像作品、インスタレーション、デバイスなど、その時々で
可能性を探ります。
一方的に「教える」形式は取らないので、参加者による積極的な議論と提案を歓迎します。また、ディスカッションや協働作

業が多いので、学生同士の交流の場としても機能することを期待します。

議論対象となる概念（これに限りません）：
・メディア・テクノロジー研究、メディア考古学
・ウェルビーイング研究、デジタル・ウェルビーイング研究
・ポストヒューマニティーズ（マルチスピーシーズ、モアザンヒューマン、エコフェミニズム）の議論

議論対象となるITトピックの例（これに限りません）：
・生成系AI：GPT-3, ChatGPTなどのテキスト生成、Stable Diffusion/DALL-E2などのイメージ生成の技術群
・SNS：アテンション・エコノミー、フィルターバブル・エコーチャンバー、フェイクニュースなど
・Web3：自律分散組織（DAO）、NFT（非代替性トークン）、ブロックチェーン

これまでの本演習で行ってきたプロジェクトは以下のウェブサイトを参照してください。
https://ephemere.io/seminar/graduate-school
・書評サイトextextの構想と実装
・コロナ禍でのリモートコミュニケーションの実験
・「遊び」の考察とデザイン
授業の到達目標
前期においては議論を中心に進めて、後期で具現化する内容について協議していきます。
後期においては、具体的な提案をかたちにしていく協働作業を行い、学期末に発表を行います。
発表は、できれば学外の人たちからもフィードバックがもらえるかたち（展示、発表会）を探ります。
成績評価方法
試験は設けません。毎回の出席と積極的な参加、課題の提出に基づき、総合的に評価します。
備考・関連ＵＲＬ
・ドミニク・チェン研究室ホームページ
https://ephemere.io

科 目 名 表象・メディア論演習10-1 視覚表象研究

担当者名 関 直子
表象・メディア論コース ２単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近現代のアートを中心に、視覚表象についてさまざまな分析を行う。
授業の課題にもとづく発表と修士論文作成に向けた指導、また視覚表象に関する論考の輪読を予定している。 輪読する論考

については、受講生の研究対象などを鑑み決定する。

＊対面で実施します。
状況が許せば、美術館などで実際に作品を見て文脈の形成、視覚表象をめぐる言説の展開を考えることも予定しています。

授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない
●レポート 0％ 研究発表ができなかった場合にはレポートを課す。
●平常点 100％ 課題発表。
●その他 0％ なし
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科 目 名 表象・メディア論演習10-2 視覚表象研究

担当者名 関 直子
表象・メディア論コース ２単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近現代のアートを中心に、視覚表象についてさまざまな分析を行う。
授業の課題にもとづく発表と修士論文作成に向けた指導、また視覚表象に関する論考の輪読を予定している。 輪読する論考

については、受講生の研究対象などを鑑み決定する。

＊対面で実施を想定します。
状況が許せば、美術館などで実際に作品を見て文脈の形成、視覚表象をめぐる言説の展開を考えることも予定しています。

授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない
●レポート 0％ 研究発表ができなかった場合にはレポートを課す。
●平常点 100％ 課題発表。
●その他 0％ なし

科 目 名 表象・メディア論演習11-1 イメージとアクティヴィズム

担当者名 Ph.D. ロチェスター大 溝口 彰子
表象・メディア論コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
異性愛規範、家父長主義、資本主義が強力に支配するこの社会を、マイノリティが生きやすい方向に変えるために、イメージ

文化ができることはあるだろうか。学期前半は講師が選んだ文献講読と作品鑑賞、視聴を行う。後半は履修学生の関心テーマに
よって講読文献が決まるが、「イメージとアクティヴィズム」は一貫したテーマとなる。随時、ディスカッションもとりいれる。
授業の到達目標
修士論文の準備として、本授業の内容をふまえた小論文（レポート）を執筆する。
成績評価方法
平常点 (70%)
小論文（レポート）（30%）

科 目 名 表象・メディア論演習11-2 イメージとアクティヴィズム

担当者名 Ph.D. ロチェスター大 溝口 彰子
表象・メディア論コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
春学期に引き続き、「イメージとアクティヴィズム」をテーマに、学生の興味と相談の上、文献講読、映像視聴などを行う。

また、学生は修士論文に向けた一部となるレポートを執筆し、発表も行う。
授業の到達目標
修士論文を書く準備が整う。
成績評価方法
平常点（授業貢献）、発表、レポートを総合的に評価します。

科 目 名 表象・メディア論研究指導1-1 M 現代思想研究

担当者名 藤本 一勇
表象・メディア論コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ジャック・デリダの脱構築思想を中心に文献を輪読する。テクストは受講者の専門や関心と相談のうえ、開講時に決定する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導1-2 M 現代思想研究

担当者名 藤本 一勇
表象・メディア論コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ジャック・デリダの脱構築思想を中心に文献を輪読する。テクストは受講者の専門や関心と相談のうえ、開講時に決定する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指
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導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導2-1 M メディア表現研究

担当者名 石岡 良治
表象・メディア論コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の経過について議論する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導2-2 M メディア表現研究

担当者名 石岡 良治
表象・メディア論コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の経過について議論する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導3-1 M 演劇・テレビ・映画等の作品分析

担当者名 Ph.D. アイルランド国立大ダブリン校 岡室 美奈子
表象・メディア論コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導の目的は、演劇・テレビ・映画・小説等に関する水準の高い修士論文を執筆してもらうことにある。したがって基

本的には、修士論文執筆のための研究発表とディスカッションを中心とする。
また、MLA Handbookを用いながら、論文の書き方のノウハウを身につけることを目指す。
★授業形態は【対面（ハイブリッド）】とします。コロナウイルス感染拡大状況に鑑みて対面かハイブリッドを決めます。初

回は対面の予定ですが、変更もありえます。その場合はMoodleを通じ連絡するので、変更がないか必ず確認してください。
授業の到達目標
充実した修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導3-2 M 演劇・テレビ・映画等の作品分析

担当者名 Ph.D. アイルランド国立大ダブリン校 岡室 美奈子
表象・メディア論コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導の目的は、演劇・テレビ・映画・小説等に関する水準の高い修士論文を執筆してもらうことにある。したがって基

本的には、修士論文執筆のための研究発表とディスカッションを中心とする。
また、MLA Handbookを用いながら、論文の書き方のノウハウを身につけることを目指す。
★授業形態は【対面（ハイブリッド）】とします。コロナウイルス感染拡大状況に鑑みて対面かハイブリッドを決めます。初

回は対面の予定ですが、変更もありえます。その場合はMoodleを通じ連絡するので、変更がないか必ず確認してください。
授業の到達目標
充実した修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導4-1 M メディア社会研究

担当者名 長谷 正人
表象・メディア論コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自が修士論文の途中経過を報告し、全員で議論する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導4-2 M メディア社会研究

担当者名 長谷 正人
表象・メディア論コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自が修士論文の途中経過を報告し、全員で議論する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導5-1 M 視聴覚表象研究

担当者名 博士(理学)京大 細馬 宏通
表象・メディア論コース ― 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆に必要な先行研究の文献講読、論文内容の検討、中間発表と討議を主に行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導5-2 M 視聴覚表象研究

担当者名 博士(理学)京大 細馬 宏通
表象・メディア論コース ― 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文執筆に必要な先行研究の文献講読、論文内容の検討、中間発表と討議を主に行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
講義はオンラインでのリアルタイム形式（ZOOMを使用）と対面の混在で行う。対面をいつ、どのように行うかは、

Covid-19の状況を勘案しながら判断する。

科 目 名 表象・メディア論研究指導6-1 M 身体表象研究

担当者名 Ph.D. アイルランド国立大ダブリン校 坂内 太
表象・メディア論コース ― 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の作成を目的とし、各学生の研究成果報告をもとに議論を重ねる。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
修論の進捗状況に合わせて個別にフィードバックを行う。

科 目 名 表象・メディア論研究指導6-2 M 身体表象研究

担当者名 Ph.D. アイルランド国立大ダブリン校 坂内 太
表象・メディア論コース ― 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の作成を目的とし、各学生の研究成果報告をもとに議論を重ねる。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指
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導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
修論の進捗状況に合わせて個別にフィードバックを行う。

科 目 名 表象・メディア論研究指導7-1 M イメージ文化史

担当者名 博士(学術)東大 橋本 一径
表象・メディア論コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導は「表象・メディア論演習7－1」と同じ枠で行われます。授業の内容はそちらのシラバスを参照のこと。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導7-2 M イメージ文化史

担当者名 博士(学術)東大 橋本 一径
表象・メディア論コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導は「表象・メディア論演習7－2」と同じ枠で行われます。授業の内容はそちらのシラバスを参照のこと。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導9-1 M メディア・テクノロジーの研究

担当者名 博士(学際情報学)東大 チェン ドミニク
表象・メディア論コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
メディア・テクノロジーを批判的に捉え、具体的な提案に至る修士論文を執筆するための指導を行います。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とします。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導9-2 M メディア・テクノロジーの研究

担当者名 博士(学際情報学)東大 チェン ドミニク
表象・メディア論コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
メディア・テクノロジーを批判的に捉え、具体的な提案に至る修士論文を執筆するための指導を行います。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とします。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導10-1 M 視覚表象研究

担当者名 関 直子
表象・メディア論コース ― 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生おのおのの修士論文テーマに即して指導する。対面での実施を基本とする。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 表象・メディア論研究指導10-2 M 視覚表象研究

担当者名 関 直子
表象・メディア論コース ― 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生おのおのの修士論文テーマに即して指導する。対面での指導を基本とする。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
研究指導はリアルタイム配信での実施を予定しています。状況が許す段階になりましたら、教室での対面での実施も検討して

います。どうぞよろしくお願いします。

科 目 名 表象・メディア論研究指導11-1 M イメージとアクティヴィズム

担当者名 Ph.D. ロチェスター大 溝口 彰子
表象・メディア論コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
（研究指導は演習と同枠で行います）
異性愛規範、家父長主義、資本主義が強力に支配するこの社会を、マイノリティが生きやすい方向に変えるために、イメージ

文化ができることはあるだろうか。学期前半は講師が選んだ文献講読と作品鑑賞、視聴を行う。後半は履修学生の関心テーマに
よって講読文献が決まるが、「イメージとアクティヴィズム」は一貫したテーマとなる。随時、ディスカッションもとりいれる。
授業の到達目標
修士論文の準備として、本授業の内容をふまえた小論文（レポート）を執筆する。
成績評価方法
研究指導は合格か不合格で評価します。

科 目 名 表象・メディア論研究指導11-2 M イメージとアクティヴィズム

担当者名 Ph.D. ロチェスター大 溝口 彰子
表象・メディア論コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
（研究指導は同枠で行います）春学期に引き続き、「イメージとアクティヴィズム」をテーマに、学生の興味と相談の上、文献
講読、映像視聴などを行う。また、学生は修士論文に向けた一部となるレポートを執筆し、発表も行う。
授業の到達目標
修士論文を書く準備が整う。
成績評価方法
研究指導は合格か不合格かで評価します。

科 目 名 表象・メディア論研究指導1-1 D 現代思想研究

担当者名 藤本 一勇
表象・メディア論コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ジャック・デリダの脱構築思想を中心に文献を輪読する。テクストは受講者の専門や関心と相談のうえ、開講時に決定する。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導1-2 D 現代思想研究

担当者名 藤本 一勇
表象・メディア論コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ジャック・デリダの脱構築思想を中心に文献を輪読する。テクストは受講者の専門や関心と相談のうえ、開講時に決定する。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 表象・メディア論研究指導2-1 D メディア表現研究

担当者名 石岡 良治
表象・メディア論コース ― 春学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講生の研究の進展についての報告を検討しつつ、関連文献のリサーチを進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導2-2 D メディア表現研究

担当者名 石岡 良治
表象・メディア論コース ― 秋学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
受講生の研究の進展についての報告を検討しつつ、関連文献のリサーチを進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導3-1 D 演劇・テレビ・映画等の作品分析

担当者名 Ph.D. アイルランド国立大ダブリン校 岡室 美奈子
表象・メディア論コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導の目的は、受講者に水準の高い博士論文を完成してもらうことにある。したがって基本的には、博士論文執筆のた

めの研究発表とディスカッションを中心とする。
授業の到達目標
修業年限以内での水準の高い博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導3-2 D 演劇・テレビ・映画等の作品分析

担当者名 Ph.D. アイルランド国立大ダブリン校 岡室 美奈子
表象・メディア論コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本研究指導の目的は、受講者に水準の高い博士論文を完成してもらうことにある。したがって基本的には、博士論文執筆のた

めの研究発表とディスカッションを中心とする。
授業の到達目標
修業年限以内での水準の高い博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導4-1 D メディア社会研究

担当者名 長谷 正人
表象・メディア論コース ― 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自が博士論文の途中経過を報告し、全員で議論する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 表象・メディア論研究指導4-2 D メディア社会研究

担当者名 長谷 正人
表象・メディア論コース ― 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自が博士論文の途中経過を報告し、全員で議論する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導5-1 D 視聴覚表象研究

担当者名 博士(理学)京大 細馬 宏通
表象・メディア論コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、行為分析の最近の文献を講読する。
必要に応じて実際のビデオデータをもとに分析を行い、基本概念をデータの中でどのように見いだし、扱っていくかを論じる。
授業の到達目標
相互行為分析の最近の動向を理解し、先行研究として参照できるようになる。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導5-2 D 視聴覚表象研究

担当者名 博士(理学)京大 細馬 宏通
表象・メディア論コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
1に引き続き、行為分析の最近の文献を講読する。
必要に応じて実際のビデオデータをもとに分析を行い、基本概念をデータの中でどのように見いだし、扱っていくかを論じる。
授業の到達目標
相互行為分析の最近の動向を理解し、先行研究として参照できるようになる。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
講義はオンラインでのリアルタイム形式（ZOOMを使用）と対面の混在で行う。対面をいつ、どのように行うかは、

Covid-19の状況を勘案しながら判断する。

科 目 名 表象・メディア論研究指導6-1 D 身体表象研究

担当者名 Ph.D. アイルランド国立大ダブリン校 坂内 太
表象・メディア論コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成を目的とし、各学生の研究成果報告をもとに議論を重ねる。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
博論の進捗状況に合わせて個別にフィードバックを行う。

科 目 名 表象・メディア論研究指導6-2 D 身体表象研究

担当者名 Ph.D. アイルランド国立大ダブリン校 坂内 太
表象・メディア論コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の作成を目的とし、各学生の研究成果報告をもとに議論を重ねる。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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備考・関連ＵＲＬ
博論の進捗状況に合わせて個別にフィードバックを行う。

科 目 名 表象・メディア論研究指導7-1 D イメージ文化史

担当者名 博士(学術)東大 橋本 一径
表象・メディア論コース ― 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成を目的として、学生が研究を報告し議論する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導7-2 D イメージ文化史

担当者名 博士(学術)東大 橋本 一径
表象・メディア論コース ― 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の完成を目的として、学生が研究を報告し議論する。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導9-1 D メディア・テクノロジーの研究

担当者名 博士(学際情報学)東大 チェン ドミニク
表象・メディア論コース ― 春学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
メディア・テクノロジーを批判的に捉え、具体的な提案に至る博士論文を執筆するための指導を行います。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とします。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導9-2 D メディア・テクノロジーの研究

担当者名 博士(学際情報学)東大 チェン ドミニク
表象・メディア論コース ― 秋学期 火曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
メディア・テクノロジーを批判的に捉え、具体的な提案に至る博士論文を執筆するための指導を行います。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 表象・メディア論研究指導10-1 D 視覚表象研究

担当者名 関 直子
表象・メディア論コース ― 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生おのおのの博士論文テーマに即して指導する。対面での実施を基本とする。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 表象・メディア論研究指導10-2 D 視覚表象研究

担当者名 関 直子
表象・メディア論コース ― 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
学生おのおのの博士論文テーマに即して指導する。対面での実施を基本とする。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
研究指導は、リアルタイム配信での実施を予定しています。状況が許す段階になりましたら、回によっては対面での実施も検

討しています。どうぞよろしくお願い致します。

科 目 名 表象・メディア論研究指導11-1 D
担当者名 Ph.D. ロチェスター大 溝口 彰子

表象・メディア論コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の研究指導
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
初回授業に必ず出席してください。出席できない場合は連絡してください。

科 目 名 表象・メディア論研究指導11-2 D
担当者名 Ph.D. ロチェスター大 溝口 彰子

表象・メディア論コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
博士論文の研究指導
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
初回授業に必ず出席してください。出席できない場合は連絡してください。
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科 目 名 現代文芸講義1 現代文芸研究における動物の主題：松浦理英子の『犬身』を読む

担当者名 草野 慶子
現代文芸コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代のアニマル・スタディーズ、あるいは現代思想における動物/動物性の主題をめぐる議論と関連させつつ、松浦理英子の『犬

身』（2007）を読み、考察し、批評する。1）まずは『犬身』そのものを精読し、ディスカッションを行う 2）すでにある本
作に関する書評や批評を読み、その考察を行う 3）その上で、上記学問領域の知見との接続を目指す。
授業の到達目標
文学作品を学術的、さらには学際的に読み、論じる能力の獲得
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 課題の遂行、事前と事後学習への取組み、授業時の積極性を見て総合的に評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
このすばらしい作品を語る言葉を、ともに獲得していければよいと思っています。

科 目 名 現代文芸講義2 松浦理英子の『裏ヴァージョン』と『最愛の子ども』を読む

担当者名 草野 慶子
現代文芸コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
松浦理英子の『裏ヴァージョン』(2000) そして『最愛の子ども』(2017) を読み、考察する。作者自身が述べている通り、

この2作は緊密につながっています。1）まずは両作品を精読する 2）すでにある両作品に関する書評や批評、論文を読む 3）
女性のエクリチュール、手紙とフィクション、少女性といったテーマのもとに両作品を改めて読解する
の順序で進行します。
授業の到達目標
文学作品を学術的に読み、批評する能力の獲得
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 課題の遂行、事前と事後学習への取組み、授業時の積極性を見て総合的に評価します。
●その他 0％

科 目 名 現代文芸講義4 開高健『ずばり東京』を軸に「戦後」「東京」を読む

担当者名 重松 清
現代文芸コース ２単位 秋学期 土曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「戦後」とは、どういう時代だったのか。今日にいたる東京という街の骨格は、いつ、どうやって生まれたのか。1964年の
東京五輪開催直前の東京を活写した開高健のノンフィクション『ずばり東京』を軸に、「戦後」のベストセラー作家……松本清張、
司馬遼太郎、五木寛之、そして小松左京といった作家と作品を援用しつつ、考えたい。
授業の到達目標
開高健『ずばり東京』を軸に、当時の社会状況をとらえることで、「文学」「文芸」「ジャーナリズム」に対する理解をよりいっ

そう深める。
成績評価方法
講義内容に即した200字～400字のミニ課題の回答を、毎回出してもらう。ただし、これは「提出」したかどうかに主眼が

置かれ、回答の内容での評価はほとんど差をつけない。いわば出席カード代わりのもの。
学期末には、2000字～4000字の期末課題を出す。こちらについては、講義の理解と、どこまでの問題意識を持って取り組

んでいるかを精査する。
備考・関連ＵＲＬ
授業は「対面」でおこなう予定だが、新型コロナの感染状況次第でオンラインへの切り替えの可能性もゼロではない。新学期

が近づいたら、WasedaMoodleで確認してもらいたい。

科 目 名 現代文芸講義6 現代文芸コース・オムニバス講義

担当者名 岩川 ありさ 他／アスアヘアラモ マヌエル／市川 真人／小野 正嗣／菊池 有希／草野 慶子／小沼 純一／堀江 敏幸／松永 美穂
現代文芸コース ２単位 秋学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代文芸コースの教員によるオムニバス講義です。翻訳、世界文学、詩、批評、メディア論、ジェンダー研究など多岐にわた

る研究について講義を行います。現代文芸コースでは、さまざまな歴史的・社会的・文化的な事象と文学や文化をつなぎ思考を
深めることを目指しています。そのさい、重視するのは言葉です。講義をつうじて現代文芸について幅広い視野から学際的な学
びを行い、自らの言葉で思考する力を養います。また、各教員の専門分野についての講義を受講することで、自身の研究を行う
上での手がかりをつかむことができます。
授業の到達目標
・現代文芸や文化について幅広い知識をえること。
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・現代文芸や文化を分析する際の方法論を身につけること。
・受講生自身の研究についての新たな知見を見出すこと。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 100％ 各教員がそれぞれレポート課題を提示するので、2名の教員にそれぞれ1本ずつ（合計2本）の学期末
レポートを提出してください。2名の教員に提出した2本の論文をそれぞれ50点、50点で配分し、その合計100点満点で評価
します。必ず、2名の教員の課題について、合計2本のレポートを書き、提出するようにしてください。1本では成績が出ませ
んので気をつけてください。
●平常点 0％ なし
●その他 0％ なし

科 目 名 現代文芸講義9 小説／家を読む

担当者名 佐々木 敦
現代文芸コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
毎回、一人の小説家を指定し、ディスカッション形式で作品世界の分析を試みる。
授業の到達目標
現代文学のヴァリエーションを知り、さまざまな読解の方法を体得する。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％
●平常点 50％ 出席
●その他 0％

科 目 名 現代文芸講義10 金井美恵子と「書くことの起源」の問い――フロイト、ブランショ、デリダ

担当者名 守中 高明
現代文芸コース ２単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代日本文学の前線を牽引し続ける小説家・金井美恵子の厖大な営みのうち、書くこと＝エクリチュールの起源自体をめぐっ

て書かれた作品群を読む。
最初期の傑作『夢の時間』（1970年）から始め、ついでこの問いが圧縮された『くずれる水』（1981年）を構成する短編連

作を分析したのち、この問いの強度の漲る磁場そのものである長篇『岸辺のない海』（1974年刊、執筆：1971～73年）へと
遡行する。
その際、小説家自身による評論集『書くことのはじまりにむかって』（1978年）および『言葉と〈ずれ〉』（1983年）を併

読すると同時に、ジークムント・フロイト、モーリス・ブランショ、ジャック・デリダによる書くこと＝エクリチュールの発生
の現場についての思考を援用し、哲学的－精神分析学的読解を行う。
われわれが同時代に持ち得た最も鋭利な日本語作家の一人において「書くことの起源」という根源的な問いがどのように引き

受けられ、照射されているかを読み解くことを試みる。

文芸批評・文学研究を志す人々のためには、文学作品を論ずる際にどのように理論的参照項を求め、どのように援用すべきか、
その基本的技術を指南する機会ともするつもりである。文学を生きようとする人々のための生きたエクリチュールのレッスン。
授業の到達目標
すぐれた作品が、つねにみずからの成立の根拠の問いを内包し、かつその自己省察そのものを解体しつつ生成していくという

現代芸術の原理をリアルに感じ取ること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 50％ 学期末にレポートを提出してもらう。作品の分析力、文章の構成力、理論およびその歴史的文脈の理解
力などを総合的に評価する。
●平常点 50％ 発表の水準、および出席状況・教室での議論への参加の積極性を評価する。
●その他 0％ 特に考慮しない。
備考・関連ＵＲＬ
この科目の実施方法は「対面」を原則とするが、新型コロナウイルス感染症の状況を注視し、安全に充分に配慮した柔軟な対

応をする。

科 目 名 現代文芸講義11 大江健三郎と象徴天皇制の問い――戦後日本の表象空間

担当者名 守中 高明
現代文芸コース ２単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
戦後民主主義を代表する知識人を自認するノーベル賞作家・大江健三郎が、象徴天皇制を問題化した作品群を読む。

最初の明示的な試み『セヴンティーン』（初出＝1961年）から、その第2部『政治少年死す』（同前）――この短篇が右翼の
脅迫のため長く単行本化されなかったことはよく知られている――、そして「a 裏／b 表」という奇妙な構成の『父よ、あな
たはどこへ行くのか？』（1968年）を経て、三島由紀夫の割腹自殺の衝撃を受けて書かれた『みずから我が涙をぬぐいたまう日』
（1971年）と『月の男（ムーン・マン）』（同前）に至る行程において、作家は天皇制をめぐって、いったいなにをどのように
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描き出したか。その「批判」がどこで成功し、あるいはどこで挫折しているかを検証する。
新天皇が伝統（それは明治期に作られた「新たな伝統」だ）的儀式とともに即位し、「リベラル」な批評家たち（内田樹、白

井聡など）がこぞって「上皇」や「今上天皇」を賛美する状況下で、象徴天皇制というこの奇怪な制度に対する有益な批判を文
学はいかにして提示し得るだろうか。

文芸批評・文学研究を志す学生諸氏には、どのような場面でどのような理論的装置を参照し援用すればよいか、実践的なアド
ヴァイスをも行う場とするつもりである。社会の現実に介入し対峙する批評・研究のアクチュアリティとはなにかを問う場を作
り出したい。
授業の到達目標
すぐれた文学作品が必ず内包する「美学的なるもの」と「政治的なるもの」の交叉点を可視化する読解技術を身につけること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 50％ 学期末にレポートを提出してもらう。作品の分析力、文章の構成力、理論とその歴史的文脈の理解力な
どを総合的に評価する。
●平常点 50％ 発表の水準、および出席状況・教室内での議論への参加の積極性を評価する。
●その他 0％ 特に考慮しない。
備考・関連ＵＲＬ
この科目の実施方法は「対面」を原則とするが、新型コロナウイルス感染症の状況を注視し、安全に充分に配慮した柔軟な対

応をする。

科 目 名 現代文芸演習1-1 第1次世界大戦と20世紀文学̶̶島崎藤村『エトランゼエ』精読

担当者名 堀江 敏幸
現代文芸コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
島崎藤村（1872-1943）は、1913年から1916年までフランスに滞在しています。帰国を余儀なくされたのは、第1次

世界大戦が勃発したためですが、滞在先のパリでの見聞を日本の読者に伝える通信をまとめた散文集のなかから、『エトランゼ
エ 仏蘭西旅行者の群』（大正11年、春陽堂）に焦点を当て、戦乱との関わりや前後の作品との相関関係を探ります。
授業の到達目標
島崎藤村の仕事のなかで、戦乱時のフランス滞在がどのような意味を持ち、どのような形で同時代の文学性を獲得していく糧

となったかを理解する。
成績評価方法
担当回の発表内容、レジュメの提出、質疑応答等、主体的な参加度を総合的に評価する。

科 目 名 現代文芸演習1-2 島崎藤村の小品を読む

担当者名 堀江 敏幸
現代文芸コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代文芸演習1-1で精読した『エトランゼエ』には、外国文学・文化の素養が色濃く現れています。渡仏前に刊行された『新

片町にて』（明治42年）、『後の新片町にて』（大正2年）、そして帰国後にまとめられた『飯倉だより』（大正11年）には、滞仏
中の藤村の興味関心のありようを示す小品（スケッチ）が多く収められており、『エトランゼエ』の世界を逆照射するものとなっ
ていますが、この演習ではとくに文芸・芸術一般について語られた散文に焦点を絞り、世界文学とのゆるやかな接続を試みます。
授業の到達目標
藤村における世界文学への関心と、小品（スケッチ）という方法、および「通信」「便り」との親近性を理解する。
成績評価方法
発表、レジュメ、取り組みの姿勢を総合的に評価する。
備考・関連ＵＲＬ
本演習は対面で行いますが、出席確認と資料のやりとり等、MoodleおよびZoomを活用します。不測の事態が生じた場合は、

オンラインによるリアルタイム配信に切り替える場合があります。

科 目 名 現代文芸演習2-1 副題：20・21世紀の世界文学研究とポストコロニアル文学論

担当者名 アスアヘアラモ マヌエル
現代文芸コース ２単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この講義では、世界文学論(World Literature Studies)におけるポストコロニアリズムが課題として残っている現象につい

て考えて行く。『オリエンタリズム』(1978)の著者エドワード・サイドが 『イスラム報道――ニュースはいかにつくられるか』
(1994)などで示したように、テレビやラジオなどといった現代のメディアを通して＜世界＞が表象されている以上、その＜世
界像＞が、自国の文化空間で優越的な立場から君臨する様々な言説によって影響せざるを得なくなっているという。こうして、
アメリカから見た中東だけではなく、例えばヨーロッパから見たアフリカや中国から見たアメリカなど、他国の文化を同化し得
ない＜他者＞のものとする傾向があり、中立性をなくす危険が常に伴っている。
一方では、21世紀が明けてから文学研究において一層盛んに議論されている世界文学論は、グローバル時代における自国文

学と他国文学の関係について横断かつ学際的に考える試みとして生まれてきたのである。しかし、2010年にAamir Muftiが発
表した論考“Orientalism and the Institution of World Literatures”の中ですでに議論しているように、現在、世界文学につ
いて考えるためには、ポストコロニアリズムが残してくれた課題を忘れてはいけないという。
したがって、この講義では、世界文学論を成立させた比較文学者のデヴィッド・ダムロシュ、パスカル・カザノヴァ、フランコ・
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モレッティなどが提案した世界文学論の基礎知識を得た上で、エドワード・サイドをはじめ、ガヤトリ・C・スピヴァク、ホミ・
K・バーバ、アーミル・マフティの論考も取り入れる。
この講義では上述の枠組みを用いながら、植民者と被植民者という不平等な関係の中で生まれる世界文学作品について考える。

授業の初めに、上記の理論的な枠組みを説明してから、毎回世界各地で書かれたポスト・コロニアル文学の作品を受講生と読み
解いていきたい。
授業の到達目標
受講者に文学作品をポストコロニアル的に読むノウハウを養っていきたい。そして、世界各地からのポストコロニアル文学の

魅力を感じると共に、今もなお世界で必要とされているトランスカルチャー的な理解とは何かを考える授業にしたい。
成績評価方法
レポート: 40％ 期末レポートがあります。本授業で読む作家たちから二人を選んで比較し、自分の感想をアカデ

ミックな形式で述べること。

平常点評価： 30％ 授業参加や、他の受講生のプレゼン内容確認の質問への応答。

プレゼンテーション： 30％ 本授業で扱う作家たちやそれらの作品について、指定されるテーマに沿って発表する。

科 目 名 現代文芸演習2-2 グローバル・イングリッシュ」、翻訳研究、そして世界文学

担当者名 アスアヘアラモ マヌエル
現代文芸コース ２単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義で近年の翻訳研究におけるグロバール・イングリッシュGlobal Englishの問題を受講生たちと考えていきたい。具体的

に、Lawrence Venutiの『翻訳のスキャンダル』The Scandal of Translation, 水村美苗の『日本語が亡びる時:英語の世紀の
中で』、Aamir MuftiのForget English!: Orientalisms and World Literatures、Rebecca Walcowitzの『生まれつき翻訳：
世界文学時代の現代小説 Born Translated: The Contemporary Novel in an Age of World Literature、そしてMichael
EmmerichのThe Tale of Genji: Translation, Canonization, and World Literatureからの抜粋をゆっくりと精読し、批評的
に考える。これらの著書にある文学理論を把握しながら、翻訳の諸問題を念頭に置きなら文学作品の解読も実践する。
授業の到達目標
受講生たちに海外の文学作品を翻訳研究の視点から読み解くノウハウを養っていきたい。そして、世界各地からの文学を日本

語や、その他の言語で読むにあたって、トランスカルチャー的な理解とは何かを考えるようになってほしい。
成績評価方法
レポート: 40％ 期末レポートがあります。本授業で扱う研究者たちの論考を二つ取り上げ、比較した上で、自分の感想を

アカデミックな形式で述べる。

平常点評価: 30％ 授業参加や、他の受講生のプレゼン内容確認の質問への応答。

プレゼンテーション： 30％ 本授業で読む論考を批評的に取り上げ、自分の研究対象ないし関心領域での応用の可能性を
考察する。

科 目 名 現代文芸演習3-1 短篇小説を精読する

担当者名 Ph.D. パリ第8大 小野 正嗣
現代文芸コース ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
＃基本的に対面授業です。
主に海外の短篇小説を、それがどのように構成されているのかという観点から精読します。 基本的には翻訳を通じて読みま

すが、英語圏の作品の場合は英語で読む場合もあります。
毎回、担当者を決めて、その発表を受けて全員で議論します。
英語で読む場合、指定された部分の訳文を作ることが要求される場合があります。その場合は、訳文についても全員で議論し

ます。
授業の到達目標
1）短篇小説がどのように構成されているのかを客観的に分析できる。
2）理解した内容を、各自の問題意識につなげる。
3）他の受講生の見解について建設的なフィードバックを行なう。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席、発言、課題への取り組みを総合的に判断する。授業の性質上、欠席や遅刻、消極的な参加は、成
績評価に深刻な影響を及ぼします。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
授業の性質上、毎回出席と参加し、課題を提出することが必要です。
履修者でのディスカッションが中心となる授業です。
全員が安心して授業に参加できるよう以下の点には十分に注意してください。
・自分の分析を明確にていねいに説明する。
・他の参加者に対する敬意を忘れず、かりに自分の意見と異なる意見でも真摯に耳を傾ける。
・建設的なコメントを心がける（攻撃的あるいは否定的にコメントはしないでください）。
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受講者の人数や習熟度に応じて、また公衆衛生上の要因によって、授業のスケジュールや内容、授業の形態が変更されること
があります。

科 目 名 現代文芸演習3-2 短篇小説を精読する

担当者名 Ph.D. パリ第8大 小野 正嗣
現代文芸コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
＃基本的に対面授業です。
主に海外の短篇小説を、それがどのように構成されているのかという観点から精読します。 基本的には翻訳を通じて読みま

すが、英語圏の作品の場合は英語で読む場合もあります。
毎回、担当者を決めて、その発表を受けて全員で議論します。
英語で読む場合、指定された部分の訳文を作ることが要求される場合があります。その場合は、訳文についても全員で議論し

ます。
授業の到達目標
1）短篇小説がどのように構成されているのかを客観的に分析できる。
2）理解した内容を、各自の問題意識につなげる。
3）他の受講生の見解について建設的なフィードバックを行なう。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席、発言、課題への取り組みを総合的に判断する。授業の性質上、欠席や遅刻、消極的な参加は、成
績評価に深刻な影響を及ぼします。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
授業の性質上、毎回出席と参加し、課題を提出することが必要です。
履修者でのディスカッションが中心となる授業です。
全員が安心して授業に参加できるよう以下の点には十分に注意してください。
・自分の分析を明確にていねいに説明する。
・他の参加者に対する敬意を忘れず、かりに自分の意見と異なる意見でも真摯に耳を傾ける。
・建設的なコメントを心がける（攻撃的あるいは否定的にコメントはしないでください）。
受講者の人数や習熟度に応じて、また公衆衛生上の要因によって、授業のスケジュールや内容、授業の形態が変更されること

があります。

科 目 名 現代文芸演習4-1
担当者名 小沼 純一
現代文芸コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
実際に批評をおこなう心身があり、そのかたちとしての「批評文」がある。その双方を考えてゆく。
自らの生活のなかで、さまざまな批評的実践が「自然」化することをめざす。
たとえば石をなげて、その波紋がどう生じるか。出席者は水であり波紋であり、石は作品や教員のことばである。
そのインタラクティヴなありようを毎回に生かしたい。
授業の到達目標
自らの生活のなかで、さまざまな批評的実践が「自然」化することをめざす。
成績評価方法
参加度が成績に反映します。
備考・関連ＵＲＬ
自ら文章を書き、参加者に読んでもらい、講評する。
自分が発表するだけではなく、他者のものを読むことに意味がある。
そのため、出席は重視する。

科 目 名 現代文芸演習4-2
担当者名 小沼 純一
現代文芸コース ２単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
実際に批評をおこなう心身があり、そのかたちとしての「批評文」がある。その双方を考えてゆく。
自らの生活のなかで、さまざまな批評的実践が「自然」化することをめざす。
たとえば石をなげて、その波紋がどう生じるか。出席者は水であり波紋であり、石は作品や教員のことばである。
そのインタラクティヴなありようを毎回に生かしたい。
授業の到達目標
自らの生活のなかで、さまざまな批評的実践が「自然」化することをめざす。
成績評価方法
参加度が反映します。
備考・関連ＵＲＬ
自ら文章を書き、参加者に読んでもらい、講評する。
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自分が発表するだけではなく、他者のものを読むことに意味がある。
そのため、出席は重視する。

科 目 名 現代文芸演習5-1 海外における現代日本語作家の受容

担当者名 松永 美穂
現代文芸コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
近年、多和田葉子や柳美里の作品が英訳されて全米図書賞を受賞するなど、現代日本語作家の作品に注目が集まっている。村

上春樹の作品が世界でベストセラーとなる状況が15年近く続いたあとで、現在はむしろ女性作家の作品が盛んに受け入れられ
ている印象もある。日本語文学はもはや単なるエキゾチックな文学ではなく、グローバルな状況のなかで確固たる地位を占める
一ジャンルとして、世界文学のなかにも地歩を占めているのだろうか。どのような作家のどんな作品が翻訳され、どのように評
価されているのか、調査・検討を行う。
授業の到達目標
現代日本語文学の海外における受容を考える際に、翻訳者の存在や、出版のシステム、書評や文学賞の役割についても目配り

し、出版を取り巻くグローバルな状況について考察する。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません。
●レポート 0％ レポートの提出は必要ありません。
●平常点 100％ 出席プラス発表、授業への参加度
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 現代文芸演習5-2 1960年から90年までのノーベル文学賞について考える

担当者名 松永 美穂
現代文芸コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ノーベル文学賞は世界で一番注目される文学賞ともいえるだろう。日本でも毎年発表の時期になると関連の報道が増えてく

る。しかし、「誰が賞を獲るか」についての一過性の関心は高まっても、賞の選考のシステムや、これまでの賞の出し方について、
きちんと報じられることは少ない。本演習ではこれまで数回にわたって、ノーベル文学賞の歴史を30年毎に区切りながら、世
界情勢と受賞者の傾向などについて考察してきた。今年度は冷戦期から東欧での民主化要求の盛り上がりという流れのなかで、
どのような文学に注目が集まったのか、みていきたい。また、それらの作家たちの日本での受容についても検討する。
授業の到達目標
第二次世界大戦後のノーベル文学賞が、多様化する世界における「世界文学」のあり方にどのように関与してきたのか、自分

たちなりの調査や考察を行う。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はありません。
●レポート 0％ レポートの提出はありません。
●平常点 100％ 出席＋発表、授業への参加度
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 現代文芸演習6-1 戦争と文学

担当者名 博士(学術)東大 岩川 ありさ
現代文芸コース ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この演習では、『セレクション 戦争と文学6 イマジネーションの戦争』（集英社文庫、ヘリテージシリーズ、2019年）を

読み、戦争と文学について考える。
授業の到達目標
(1)戦争と文学について書かれた短編小説を分析的に読むことができる。
(2)テクストを正確に読み、具体例を示しながら、ディスカッションを行うことができるようになる。
成績評価方法
担当回の発表50%、期末レポート50%で総合的に判断する。

科 目 名 現代文芸演習6-2 戦争と文学

担当者名 博士(学術)東大 岩川 ありさ
現代文芸コース ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この演習では、『セレクション 戦争と文学6 イマジネーションの戦争』（集英社文庫、ヘリテージシリーズ、2019年）、

石原吉郎の詩やエッセイ、藤野可織の小説「戦争」を読み、戦争と文学について考える。
授業の到達目標
(1)戦争と文学について書かれた短編小説を分析的に読むことができる。
(2)テクストを正確に読み、具体例を示しながら、ディスカッションを行うことができるようになる。
成績評価方法
担当回の発表50%、期末レポート50%で総合的に判断する。
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科 目 名 現代文芸演習7-1
担当者名 市川 真人
現代文芸コース ２単位 春学期 土曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
実践的な批評の執筆をめぐるプラクティスを行なう。テキストと批評の関係はもとより、批評の／としてのメディアや、その

射程についてなど、複合的な要素を踏まえて書くこととは何かを実践に結びつけてゆく。
※対面ハイフレックスで行いますが、最大で7回、moodleを利用してのオンラインでの授業を行います。
授業の到達目標
批評と研究の差異をふまえた、各自の目標とする進路にのっとったテキストの完成
成績評価方法
発表、執筆物、出席状況を複合して評価する。
備考・関連ＵＲＬ
※対面ハイフレックスで行いますが、履修者とも協議のうえ、最大で7回、moodleを利用してのオンラインでの授業を行い

ます。
詳細は、初回授業（教室で行います）で伝えます。

科 目 名 現代文芸演習7-2
担当者名 市川 真人
現代文芸コース ２単位 秋学期 土曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
批評と研究の共通点と差異をふまえ、実践的な執筆をめぐるプラクティスを行なう。テキストと批評の関係はもとより、批評

の／としてのメディアや、その射程についてなど、複合的な要素を踏まえて書くこととは何かを実践に結びつけてゆく。
※最大で7回程度、moodleを利用してのオンラインでの授業を行います。
授業の到達目標
批評と研究の差異をふまえた、各自の目標とする進路にのっとったテキストの完成・
成績評価方法
発表、執筆物、出席状況を複合して評価する。
備考・関連ＵＲＬ
【オンライン授業の実施方法について】 オンラインまたはオンラインとオフラインを併用して授業を行います。
対面の場合も、ハイフレックス形式で同時配信を行いますので、履修者各自が選択しての受講が可能です。
初回授業はオフラインで行う予定ですが、変更の場合はアナウンスメントでお知らせします。

科 目 名 現代文芸演習8-1 塚本邦雄『水葬物語』を読む

担当者名 菊池 有希
現代文芸コース ２単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、戦後を代表する前衛短歌の歌人・塚本邦雄の第一歌集『水葬物語』（1951年）を精読する。塚本の詩的世界は、

古今東西の文学、芸術、宗教、文化の深い教養に裏打ちされているが、『水葬物語』もその例に漏れず、先行する世界のテクス
トを〈翻訳〉・吸収して構成された一篇の〈物語－詩〉となっている。本演習では、菱川善夫による『水葬物語』の評釈も参考
にしながら、関テクスト性に留意しつつ、一首一首の歌の意味、各パート及び全体の構成の意味について考察したことを受講者
に発表してもらい、全体の討議において理解を深めてゆく。
授業の到達目標
・評釈本を参考にして、塚本邦雄の詩的世界の一端を理解する。
・現代短歌を自分のことばで評釈し、読み解くことができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない
●レポート 50％ 学期末レポート課題を課す
●平常点 50％ 出席状況、発表内容、討議への参加度で評価を行う
●その他 0％ 特になし
備考・関連ＵＲＬ
本授業は基本的に対面で行うが、社会状況その他の事情でオンライン授業のかたちで行うこともあり得る。その際はMoodle

で告知を行う。

科 目 名 現代文芸演習8-2 宮沢賢治『春と修羅』を読む

担当者名 菊池 有希
現代文芸コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、宮沢賢治の詩集『春と修羅』（1924年）を精読する。『春と修羅』は、賢治の生前唯一刊行された詩集で、妹の

死に深く関わる彼岸のイメージや宇宙的感覚が東北方言や詩人固有の語法によって表現されたその独特な作品世界は、海外の文
学者をも惹きつけ、英語を始めとする諸外国語にその一部が翻訳され、世界文学として読まれている。本演習では、『春と修羅』
の評釈本や先行研究、また必要に応じて複数ある英訳をも参照しながら、各詩篇ないし『春と修羅』の作品世界全体について調
査・考察したことを受講者に発表してもらい、全体の討議を通して理解を深めてゆく。
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授業の到達目標
・評釈本、先行研究、英訳などを参照しながら、宮沢賢治の詩的世界の一端を理解する。
・日本の近代詩を自分のことばで評釈し、読み解くことができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない
●レポート 50％ 学期末レポートを課す
●平常点 50％ 出席状況、発表内容、討議への参加度で評価する
●その他 0％ 特になし
備考・関連ＵＲＬ
本授業は基本的に対面で行うが、社会状況その他の事情でオンライン授業のかたちで行うこともあり得る。その際はMoodle

で告知を行う。

科 目 名 現代文芸研究指導1-1 M
担当者名 堀江 敏幸
現代文芸コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の主題と執筆の進展に応じて、個別に指導する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 現代文芸研究指導1-2 M
担当者名 堀江 敏幸
現代文芸コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の主題と執筆の進展に応じて、個別に指導する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 現代文芸研究指導2-1 M 世界文学研究へのアプローチ 1

担当者名 アスアヘアラモ マヌエル
現代文芸コース ― 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向ける研究指導。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 現代文芸研究指導2-2 M 世界文学研究へのアプローチ 2

担当者名 アスアヘアラモ マヌエル
現代文芸コース ― 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の完成に向けて研究指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 現代文芸研究指導3-1 M 修士論文を完成させる

担当者名 Ph.D. パリ第8大 小野 正嗣
現代文芸コース ― 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の準備状況について、随時面接を行い、指導を行ないます。 また、Moodleを通じて進捗状況を確認します。
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授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とします。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席、発言、提出物から総合的に判断する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 現代文芸研究指導3-2 M 文芸翻訳について考える

担当者名 Ph.D. パリ第8大 小野 正嗣
現代文芸コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の準備状況について、随時面接を行い、指導を行ないます。 また、Moodleを通じて進捗状況を確認します。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とします。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 修士論文の進捗状況を見つつ総合的に判断する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 現代文芸研究指導4-1 M 多様な文化ジャンルに対する批評技法の研究

担当者名 小沼 純一
現代文芸コース ― 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
批評とは、任意の、自らが遭遇したものに対して抱く「なにか」がある言語的なかたちをなしたものであるから、さまざまな

遭遇をここでは提示し、それをめぐって話をしたいと考える。
授業の到達目標
修士論文の完成をめ
ざす。
成績評価方法
参加度が成績に反映します。
備考・関連ＵＲＬ
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 現代文芸研究指導4-2 M 多様な文化ジャンルに対する批評技法の研究

担当者名 小沼 純一
現代文芸コース ― 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
批評とは、任意の、自らが遭遇したものに対して抱く「なにか」がある言語的なかたちをなしたものであるから、さまざまな

遭遇をここでは提示し、それをめぐって話をしたいと考える。
授業の到達目標
修士論文の完成をめざす。
成績評価方法
参加度が反映します。
備考・関連ＵＲＬ
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 現代文芸研究指導5-1 M 世界文学と翻訳

担当者名 松永 美穂
現代文芸コース ― 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の準備状況について、随時面接を行い、指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
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成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 現代文芸研究指導5-2 M 世界文学と翻訳

担当者名 松永 美穂
現代文芸コース ― 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の準備状況について、随時面接を行い、指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 現代文芸研究指導6-1 M 現代文芸研究

担当者名 博士(学術)東大 岩川 ありさ
現代文芸コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の進展にあわせて、修士論文を書くための個別指導を行います。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とします。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 現代文芸研究指導6-2 M 現代文芸研究

担当者名 博士(学術)東大 岩川 ありさ
現代文芸コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の進展にあわせて、修士論文を書くための個別指導を行います。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とします。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 現代文芸研究指導7-1 M 現代メディアとそのコンテンツについての、構想及び批評をめぐる実践的指導

担当者名 市川 真人
現代文芸コース ― 春学期 土曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の研究計画にあわせて指導を行います。
※最大で7回、オンラインでの授業を行います。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
※原則として対面ハイフレックスで行いますが、履修者との協議などで最大で7回、moodleを利用してのオンラインでの授

業を行います。詳細は、初回授業（教室で行います）で伝えます。

科 目 名 現代文芸研究指導7-2 M 現代メディアとそのコンテンツについての、構想及び批評をめぐる実践的指導

担当者名 市川 真人
現代文芸コース ― 秋学期 土曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文とその準備について、随時面接と指導を行う。
※最大で7回、moodleを利用してのオンラインでの授業を行います。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指
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導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
【オンライン授業の実施方法について】 オンラインとオフラインを併用したハイフレックス型授業で行います。

実施予定については、履修者とも協議のうえ随時お知らせします。 初回授業は対面で行います。

科 目 名 現代文芸研究指導8-1 M 世界文学として日本の詩を読む（1）

担当者名 菊池 有希
現代文芸コース ― 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の準備状況について、随時面接を行い、指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成が到達目標である。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
本授業は基本的に対面で行うが、社会状況その他の事情でオンライン授業のかたちで行うこともあり得る。その際はMoodle

で告知を行う。

科 目 名 現代文芸研究指導8-2 M 世界文学として日本の詩を読む（2）

担当者名 菊池 有希
現代文芸コース ― 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
修士論文の準備状況について、随時面接を行い、指導を行う。
授業の到達目標
修士論文の完成が到達目標である。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
本授業は基本的に対面で行うが、社会状況その他の事情でオンライン授業のかたちで行うこともあり得る。その際はMoodle

で告知を行う。
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科 目 名 中東・イスラーム研究特論1 オスマン帝国近代史

担当者名 秋葉 淳
中東・イスラーム研究コース ２単位 春学期 水曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中東・イスラーム地域の近代史、とくにオスマン帝国近代史について、同時代史料（日本語訳）に依拠しながら、研究史上の

論点を整理しつつ講義する。日本語訳ではあるが同時代の現地史料を読むことを通じて、地域内部の視点から中東・イスラーム
地域の動態に接近することを試みる。受講者は毎回事前に配布される史料を読み、授業ではそれについて意見を述べることが求
められる。
授業の到達目標
中東・イスラーム地域の近代史を研究するために必要な専門的知識を身につけるとともに、研究史上の論点、歴史研究の枠組

みや視点、史料の解釈方法について学ぶ。
成績評価方法
●試験 0％ 行わない
●レポート 70％ 第13週に課題を出し、第14週に提出してもらう予定。
●平常点 30％ 毎回の授業における発言を評価する。
●その他 0％ なし。

科 目 名 中東・イスラーム研究特論2 中東の国際関係史の研究

担当者名 博士(国際関係論)オックスフォード大 佐藤 尚平
中東・イスラーム研究コース ２単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
中東・イスラーム研究の遂行に必要となる研究手法に慣れ親しみ、中東・イスラーム研究の最前線で国際発信する姿勢を涵養

する。特に、中東地域とイギリス帝国の関係に注目する。授業では資料の輪読と受講生による発表を重視する。このことを通じ
て、深い学識と専門的職業を担う能力を培い、日本のみならず国際社会で活躍しうる人材を養成することを目指す。下に示す授
業計画は一つの基本形であり、参加者と相談しながら、状況と希望に応じて授業を最適なものに作り上げていく。
授業の到達目標
中東・イスラーム研究の研究手法について自覚的に学習し、口頭発表を行い、学術的な著作の執筆や学術的な討議の仕方につ

いて実践的に学ぶ。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はありません。
●レポート 0％ レポートは課しませんが、適宜レジュメを用意して頂くことがありません。
●平常点 100％ 平常点により評価します。
●その他 0％ その他は特に想定していませんが、変更があった場合には授業内で通知します。
備考・関連ＵＲＬ
暴力や性にかかわる内容や表現を扱うことがあります。
授業の進捗状況や受講者の関心・状況に応じて、授業計画を適宜変更することがあります。

科 目 名 中東・イスラーム研究特論3 Medieval Islamic Historiography

担当者名 Ph.D. University of Edinburgh マレト アレクサンデル フィリップ ジョン
中東・イスラーム研究コース ２単位 春学期 水曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
When reconstructing the history of the medieval Islamic world, historical writings are the main type of source

material. Historical writing emerged in the centuries after the beginning of Islam, and grew out of the technique
employed by Muslims in fields of religious sciences, such as hadith studies. This course will explore the various
types of historical works, questions of how far the authors were free to composed history as they wanted or were
under certain pressures, and what kinds of literary techniques they employed. In each class, there will be an
overview study of modern scholarship on the class subject followed by a close reading of a related primary source
in order to help students understand some of themain issues involved in studyingmedieval Islamic historiography
and history.

This course assumes no prior knowledge or study of historiography, although some prior knowledge of medieval
history or Islamic history will be very useful. There a number of very useful introductory studies to the concept,
listed below under ‘textbooks’, and students should read at least one of these by the second week of the course in
order to gain an understanding of modern discussions surrounding the concept so that they can properly engage
with the material. For each class, students will be given a piece of primary source material to read beforehand and
related questions; these will form the basis of the class discussion.
授業の到達目標
By the end of the course, students will be expected to:
- Understand the main types of historical writing in the medieval Islamic world.
- Know the main modern theories on medieval Islamic historiography.
- Be able to critically and in detail engage with the primary sources.
- Be able to research, create, and give class presentations.
成績評価方法
●試験 0％ There is no examination
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●レポート 80％ A 3,000-word essay based on one of the questions that will be supplied at the beginning of
the course. The essay will be due by the end of the week of class 12.
●平常点 20％ This is for participation in the class discussions through active and intelligent contributions. It
is also based on evidence that the reading for each class has been done and understood.
●その他 0％ There are no other criteria

科 目 名 中東・イスラーム研究特論4 The Concept of Jihad

担当者名 Ph.D. University of Edinburgh マレト アレクサンデル フィリップ ジョン
中東・イスラーム研究コース ２単位 秋学期 水曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Jihad is a central concept in Islam, often referred to as the ‘sixth pillar’. It has its origins in pre-Islamic Arabia,

but was taken up by early Islam and has been employed ever since in Islamic discourse. This course will examine
the concept of jihad, focusing particularly on how and under what circumstances it has been employed over the
course of history from the beginning of Islam until today. This will include looking at the term as it appears in the
Quran, how it was used through the medieval period (including in relation to Byzantium, the Crusades, and Islamic
Spain) and globally in the early modern period (in the Ottoman Empire, Africa, and India), to the modern world in
both colonial and post-colonial societies. In each class, students will engage with relevant primary source
material at a close reading level in order to understand the term itself, and they will also become familiar with the
events of the time of composition so as to comprehend how they affected and impacted the employment and
development of the idea jihad.

This course assumes no prior knowledge or study of jihad, although some background in Islamic Studies will be
very useful. There a number of very useful introductory studies to the concept, listed below under ‘textbooks’, and
students should read at least one of these by the second week of the course in order to gain an understanding of
modern discussions surrounding the concept so that they can properly engage with the material. For each class,
students are expected to read a piece of primary source material that they will be given beforehand.
授業の到達目標
By the end of the course, students will be expected to:
- Have knowledge of the main ways in which the concept of jihad has been manifested over history.
- Be able to assess how political circumstances have altered how the term has been used and applied.
- Be able to critically and in detail engage with modern scholarship on the topics covered.
- Be able to research, create, and give class presentations.
- Show awareness of the influence of perspectives from the past on the contemporary world.
成績評価方法
●試験 0％ There is no examination
●レポート 80％ A 3,000-word essay based on one of the questions that will be supplied at the beginning of
the course. The essay will be due by the end of the week of class 12.
●平常点 20％ This is for participation in the class discussions through active and intelligent contributions. It
is also based on evidence that the reading for each class has been done and understood.
●その他 0％ There are no other criteria

科 目 名 イラン・トルコ研究 近世帝国と境域～サファヴィー朝イランを例として

担当者名 前田 弘毅
中東・イスラーム研究コース ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
現代イラン国家に継承された領域的一体性と宗教アイデンティティの源を築いたサファヴィー朝イラン（1501－1736年）

の歴史を学ぶ。ユーラシア史における政治構造と、近世という時代性について理解した上で、王朝の画期であるアッバース一世
の改革の内実を考察する。さらに改革の担い手となったコーカサス出身「王の奴隷」集団の実態を検討し、近世帝国と境域の関
係を探求する。ペルシア語およびジョージア（グルジア）語史料等についても適宜紹介する。
授業の到達目標
ユーラシア大陸の大きな政治変動を、様々な歴史理論・観点から理解すると同時に、そのような動きを実際に担った人びとの

実像について迫ることで、世界史像をよりニュアンスに富んだ総体として理解することができるようになる。
成績評価方法
●試験 60％ 第14回目の授業時間中に課題（論述式を含む）を実施する。
●レポート 0％ .
●平常点 40％ 理解度の確認のために小論述試験を授業中に複数回課す。
●その他 0％ .

科 目 名 南・東南アジアやアフリカのムスリム社会 ―南アジアのイスラームとムスリム―

担当者名 博士(文学)京大 二宮 文子
中東・イスラーム研究コース ２単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
南アジアは、世界最大のムスリム人口を抱える地域です。ムスリムが多数を占めるパキスタンやバングラデシュだけではなく、

インド共和国も日本の人口を越えるムスリム人口を擁しています。この演習では、南アジアのムスリム社会とその歴史を扱いま
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す。講義の前半では、現在の南アジアにおけるイスラームやムスリムの状況や、南アジアにイスラームが伝播してからの歴史の
概要を解説します。後半は、前近代から近代にかけての文献を講読し、講師が内容についての解説をします。受講者には必ず1
回発表を行ってもらいます。＃講義・文献購読共に、参加者の興味に応じて扱う時代を調整しながら進める予定です。
授業の到達目標
南アジアのイスラームやムスリム社会とその歴史について、基礎的な知識を獲得する。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません。
●レポート 30％ 期末レポート。
●平常点 70％ 文献講読の予習、授業内での発言・質問など。
●その他 0％ 特にありません。

科 目 名 中東・イスラームの宗教と思想1 神学派と宗教宗派の形成と発展

担当者名 菊地 達也
中東・イスラーム研究コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
本科目は、学派や宗派といった語彙自体を再考しつつ初期イスラム圏における神学派や宗教宗派の形成、変化、発展に注目し、

イスラム圏の思想文化の特質について考察するものであり、それにより人間・社会を歴史的に究明するというディプロマポリシー
の実現に寄与することを目指す。

より具体的に言えば、まずは7世紀における預言者ムハンマドの死とその後に起きた内乱の中、初期イスラム共同体内でいか
なる争点が成立し、それによって学派や宗派に関する枠組みがどのように設定されたのかを分析し、その枠組みに規定されつつ
11世紀までにシーア派などの宗派・学派がどのように変化、発展していったのかを考える。同時に、多種多様な見解を提示す
る宗派・学派が相次いで誕生する中で、それらを合わせ鏡として正統的とされる宗派や学派がどのように形成されたのかも考察
する。
授業の到達目標
初期イスラム思想史に関する基礎的な知識を身につけ、日本や西欧の思想との違いを理解できるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 90％ 複数のテーマの中から一つを選んで最終レポートを提出してもらう。
●平常点 10％ 授業時間内、あるいは授業終了後に小課題に取り組んでもらう（2、3回程度）。
●その他 0％ なし。

科 目 名 中東・イスラームの宗教と思想2 中東の歴史文化を現代アメリカのムスリムの視点からとらえる

担当者名 大川 玲子
中東・イスラーム研究コース ２単位 秋学期 金曜日 １時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
中東で生まれたイスラーム文化の基礎や歴史的背景、現代的問題をおさえつつ、現代アメリカのムスリムが中東（従来のイス

ラーム文化圏）をどうとらえているのか、その現在進行形のダイナミズムを考える。
授業の到達目標
主に次の3つの目標を設定する。1．中東を中心とするイスラーム文化圏について、思想文化や歴史、現代的問題を考える。2．

現代アメリカのムスリムの状況や諸問題を考える。3．中東を中心とするイスラーム文化圏が現代アメリカのムスリムからどう
とらえられているのかを考える。
成績評価方法
●試験 40％ 最終講義の時に試験を行う。
●レポート 0％ なし。
●平常点 60％ リアクションペーパー（振り返りシート）を授業中に4回書く。（15％x4回）
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
授業計画は変更する場合がある。

講師については以下のウェブサイトを参考にしていただきたい。

https://fis.meijigakuin.ac.jp/about/staff/okawareiko/

http://www.meijigakuin.ac.jp/~iism/member/okawa_profile.html

http://www.meijigakuin.ac.jp/~iism/en/member/okawa_e.html

https://acmcu.georgetown.edu/pr
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科 目 名 中東の移民とイスラームの拡大 アメリカにおけるイスラームの歴史

担当者名 高橋 圭
中東・イスラーム研究コース ２単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
この講義では、アメリカとの関係に注目しながら、中東の移民やイスラームの拡大の歴史を概観します。一般にイスラームと

いえば、西洋世界とは相いれないアジア・アフリカの宗教とみなされてきました。しかしながら、歴史的にみると、イスラーム
世界とヨーロッパ世界の間には絶えず交流があり、またそうした交流はそれぞれの地域の社会や文化などにも影響を与えてきま
した。そして、一見するとイスラームとはほとんど無関係に見えるアメリカについても、その歴史の様々な局面のこの宗教が関
わっていたことが明らかになっています。

講義では、アメリカにおけるイスラームの歴史の学習を通じて、まずはイスラームと西洋とを単純な二項対立でとらえるよう
な文明観を克服するための知識を身につけることを目標とします。そのうえで、両者の共存がこれまでどのように図られてきた
のか、その問題点や失敗の事例も含めて学ぶことで、今後受講者がイスラームに限らず多文化・多宗教の共存の問題を考える際
の視点や批判的な思考を養うことを目指します。
授業の到達目標
(1) イスラームと他の宗教との関係について、その理念と歴史的な実態を理解している。

(2) イスラーム世界とヨーロッパ世界との歴史的な関わりについて知識がある。

(3) アメリカにおけるイスラームの歴史的展開を一通り把握している。

(4) イスラームを含む多文化・多宗教の共存の問題を自分なりに考えるための知識や考え方を身につけている。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 30％ 期末レポート。
●平常点 10％ ＊授業態度や発言を通じた講義への貢献などを評価対象とします。
●その他 60％ コメントペーパー：40%
小テスト：20%
備考・関連ＵＲＬ
講義では基本的な事柄から説明しますが、できれば関連する他の授業の受講や、シラバスに挙げた参考書などを事前に読み、

中東・イスラーム史やヨーロッパ史・アメリカ史についての最低限の予備知識をつけて講義にのぞむことを強く推奨します。

科 目 名 中東・イスラームの社会研究 イスラーム・ジェンダー学と歴史学に基づきジェンダーと社会を考察する

担当者名 山崎 和美
中東・イスラーム研究コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
近現代イランのジェンダー史（女性史・教育史）を専門とする講師による講義です。

中東地域のイスラームやムスリム研究において、ジェンダーは関心の高い分野ですが、そこには歴史的に形成された「ジェン
ダー・オリエンタリズム（ジェンダー化されたオリエンタリズム）」の影響があります。歴史的・社会的文脈を明らかにしながら、
中東地域のジェンダー秩序やジェンダー規範がどのように変容し、現代社会においてどのように表れているのかについて「男女
の空間分離と性的名誉規範」「ヒジャーブ（ヴェール）」「イスラーム法と近代家族法」「近代化と女性運動」「女子近代教育」「現
代社会の変容と多様な結婚」「映画から見る婚姻や家族」などの事例を示しつつ論じ、受講生と共に考えていきます。
授業の到達目標
中東地域を対象とするイスラーム・ジェンダー学に対する基本的な知識を得る。ジェンダーという視角から中東諸国の社会・

文化を、ジェンダー史を主とする社会史（女性史・教育史・家族史）の視点により考察する方法論を身につける。
成績評価方法
●試験 50％ 持ち込み不可の記述式。
●レポート 0％ 0％ なし。イレギュラーに小レポート等を課した場合は平常点に含む。
●平常点 50％ 出席点と授業後に提出するコメントにより評価。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
出席している学生の皆さんの状況に応じながら、臨機応変に進めます（履修人数が少ない場合、後半を演習形式で実施する可

能性もあります）。対面授業ですが、効果的な授業の実施のために、一部オンライン（オンデマンド）でも実施します（初回の
ガイダンスの時に詳述）。中東・イスラーム研究コースの方は、同時並行でもいいので、ジェンダー系の授業をいくつか受講す
れば理解が深まるでしょう。それ以外のコース所属で、ジェンダー系の授業の受講経験はあるが、中東やイスラーム系の科目を
受講していない方は、必要に応じて岩波『イスラーム事典』な

科 目 名 中東・イスラームの政治経済 湾岸諸国をめぐる政治経済的研究

担当者名 堀拔 功二
中東・イスラーム研究コース ２単位 春学期 土曜日 １時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
本授業は、日本とエネルギー・経済関係の深い中東の湾岸諸国（クウェート、バハレーン、サウディアラビア、カタル、アラ

ブ首長国連邦、オマーン）について、政治経済学的な視点に基づき理解することを目的としています。湾岸諸国は豊富な石油・
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天然ガスの埋蔵量・生産量を誇っており、地政学的に重要な地域です。また資源収入が権威主義的な君主体制を支えているとい
う特徴もあります。一方で、資源依存が生む不安定性も抱えており、そこからの脱却を目指しています。授業では、前半にテキ
ストを用いて全体像や特徴を把握し、後半に事例研究を通じて分析を深めます。
授業の到達目標
湾岸諸国の経済の成り立ちを把握し、政治との相互関係によって生み出される国家運営メカニズムを理解すること。
成績評価方法
●試験 60％ 第14回目の授業で、授業内容の理解度の到達を確認するための試験を実施します。
●レポート 25％ 小レポートの提出（課題内容については授業中に提示）
●平常点 15％ 出席状況・コメントペーパーの提出
●その他 0％

科 目 名 中東・イスラームの芸術と文学 『アラビアン・ナイト』の国の芸術と文学

担当者名 小林 一枝
中東・イスラーム研究コース ２単位 秋学期 水曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
講義実施方法
教室での対面講義 8回/14回
オンデマンド動画講義 6回/14回
初回のガイダンスはオンデマンド動画。基本的にコース後半の絵画史の部分で、インターネットを利用、海外の図書館所蔵の

画像データベースを参照しながら考察していくためオンデマンド動画講義にする予定。
教室講義では可能ならば紙や画材のワークショップを開催予定（ただし登録人数よっては通常授業）。
講義内容やスケジュールの詳細は初回のガイダンスにて公表する。

授業内容
2019年に公開されたディズニーの実写版「アラジン」は、27年を経てアニメ版から大きな変貌を遂げた。しかし、未だ「オ

リエンタリズム」を背景とする虚像のアラブ世界を払拭するには至っていない。実際、正式名称を『千夜一夜物語』という『ア
ラビアン・ナイト』は、アラビア語文学の金字塔のように思われているが、実は中世ペルシア語（パフラヴィ―語）の『千物語』
を起源とし、主人公二人もササン朝ペルシアの王とその宰相の娘であることは知られていない。本講座では、『アラビアン・ナ
イト』と、イランの民族叙事詩である『王書（シャー・ナーメ）』という2つの文学作品を大きな軸として、イラク、シリア、エ
ジプトを中心としたアラブ美術、および中央アジアやムガル時代のインドを含むペルシア語文化圏の芸術を文学（テキスト）と
その視覚化を中心に概説していく。
授業の到達目標
最近の研究は、細分化された各国美術史を扱うことが多いが、地域・時代を超えて偏在するイスラーム美術の特質を理解する

ことを第一義とする。
生物描写の禁忌の実態やその影響を、イラン・イラクを中心とした東方イスラーム世界における建築装飾や工芸の絵付け、絵

画を概観することによって考察し、学期末には各自が問題意識をもってレポートを作成する。
また、ミクロの芸術である写本挿絵は、文学とも密接な関連をもつもで、講義後半は挿絵史を通して中東の文学に親しみ、視

覚芸術と併せて基礎知識を習得することを目標とする。
成績評価方法
出席確認小テスト
（各回、正誤問題、選択肢のある問題2-5題が中心。数行程度の記述式問題も含む） 60%
学期末レポート（註・参考文献含めて 2000字～3000字程度） 40%
備考・関連ＵＲＬ
授業形態は、ハイブリッド。教室で対面講義とオンデマンド動画による講義の両方 オンデマンドの場合、講義ビデオや講義

資料などは、本来の講義時間に公開開始。
ワークシート(PPTスライドの簡略版PDF)、参考資料などは、Moodle上にアップロード予定。講師側では印刷しないので各

自、事前に準備すること。
教室での対面、オンデマンド動画による講義ともに出席は、講義最後の10分間に講義内容の非常に簡単な質問数題（2－4題

程度。正誤問題、穴埋め式問題中心）をMoodle上で解答、提出することによって確認する。ただし小テストの解答締め切りは
当該講義日23:55まで。＊出席カードによる出欠は取らない。オンデマンド動画講義の場合は、公開から5日後の夜まで。
講義内容や評価方法については初回のガイダンスにて、詳細を伝達する。
また、昨年に続き今期も出席確認小テストの比重を大きくしたので、レポート課題（2000字－3000字程度）は学期末のみ

実施。
＊講義内容に大きな変更はないが、今後の状況に応じて細かな変更はありえる。
登録学生の希望があれば、写本の制作技術に関連した画材のワークショップ、または美術館見学会を実施する。

科 目 名 中東・イスラーム研究演習1-1 アラビア語史料研究・・・文書からみた歴史研究

担当者名 博士(文学)東大 大稔 哲也
中東・イスラーム研究コース ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
アラビア語の手書き史料を厳密に読解し、その結果を用いた歴史研究を遂行するための総合的な力を涵養する。とりわけ本演

習では、現在の研究の最前線で用いられるアラビア語文書史料を使用する。文書史料としては、オスマン朝期のシャリーア法廷
台帳、マムルーク朝期のワクフ文書、外交文書などを想定している。ただし、参加者の顔ぶれに鑑みて、使用する史料は変更す
ることも考えている。また、学期の冒頭に、方法論を意識するため、英語による研究論文の輪読も考えている。同時に、出席者
や教員による研究発表の場も設ける。さらに、海外からゲストを招いて、講演と討論の場を設ける。
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授業の到達目標
アラビア語など、中東の諸言語による史資料を用いて、学術論文を作成したり口頭発表を行うなどするためのスキルを身につ

けることを目標とする。また、中東の歴史を研究するにあたっての問題点を見出す能力や、独創性につながる研究能力を涵養す
る。
成績評価方法
平常点による。その際には、参加の積極性、アラビア語による手書き文書の読解能力、英語・アラビア語の研究文献の理解度、

文書を用いた歴史像の構築能力、歴史的な社会全体への理解、複数言語による発表能力、研究視座の独創性、研究方法論の理解
などが考慮される。
備考・関連ＵＲＬ
・なお、この授業は、大学教室での対面形式を予定しています。

科 目 名 中東・イスラーム研究演習1-2 アラビア語史料研究2

担当者名 博士(文学)東大 大稔 哲也
中東・イスラーム研究コース ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
アラビア語の手書き史料を厳密に読解し、その結果を用いた歴史研究を遂行するための総合的な力を涵養する。とりわけ本演

習では、現在の研究の最前線で用いられるアラビア語写本・文書史料を使用する。写本史料としては、幾つかのジャンルのもの
を予定しており、文書史料としては、オスマン朝～マムルーク朝期のワクフ文書、外交文書などを想定している。また、学期の
冒頭に、方法論を意識するため、欧文の研究論文を輪読することも考えている。さらに、参加者・教員が研究発表を行ったり、
海外からゲストを招いて、講演と討論の場を設ける。
授業の到達目標
アラビア語など、中東の諸言語による史資料を用いて、学術論文を作成したり、口頭発表を行うなどするためのスキルを身に

つけることを目標とする。また、中東の歴史を研究するにあたっての問題点を見出す能力や、独創性につながる研究能力を涵養
する。
成績評価方法
平常点による。その際には、参加の積極性、アラビア語による手書き文書の読解能力、英語・アラビア語の研究文献の理解度、

文書を用いた歴史像の構築能力、歴史的な社会全体への理解、複数言語による発表能力、研究視座の独創性、研究方法論の理解
などが考慮される。
備考・関連ＵＲＬ
・なお、この授業は、対面形式を予定しています。

科 目 名 中東・イスラーム研究演習2-1 中東の国際関係史

担当者名 博士(国際関係論)オックスフォード大 佐藤 尚平
中東・イスラーム研究コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、中東の国際関係史を扱う。基礎的なテキストを輪読した後で、最新の研究状況を調査する。可能な限り参加者自

身の研究の研究の進展にも資する形で進める。発展段階では、一次史料も検討する。学生による発表が中心となるが、随時、研
究の現場を共有する。下に示す授業計画は一つの基本形であり、参加者と相談して適宜修正しながら最適なものを作り上げてい
く。
こうした作業を通じて、深い学識と専門的職業を担う能力を培い、日本のみならず国際社会で活躍しうる人材を養成すること

を目指す。また、博士後期課程の参加者については、研究者として自立するための礎を築くことを目指す。
授業の到達目標
学術論文を作成するための基礎的な方法論と作法を習得することを目的とする。まず中東の国際関係史についての研究の基礎

的な知識を確認上で、最新の研究状況を調査する方法を学ぶ。さらに進捗状況に応じて一次史料を検討する研究能力を養う。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はありません。
●レポート 0％ レポートを設定する場合には授業内で通知します。
●平常点 100％ 発表を含む平常点により評価します。
●その他 0％ その他は特に想定していませんが、変更がある場合には授業内で通知します。
備考・関連ＵＲＬ
暴力や性にかかわる内容や表現を扱うことがあります。
状況に応じて一部の回をオンラインで行うことがあります。
授業の進捗や受講者の関心・状況に応じて、授業計画を適宜修正することがあります。

科 目 名 中東・イスラーム研究演習2-2 中東の国際関係史

担当者名 博士(国際関係論)オックスフォード大 佐藤 尚平
中東・イスラーム研究コース ２単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習では、中東の国際関係史を扱う。基礎的なテキストを輪読した後で、最新の研究状況を調査する。可能な限り参加者自

身の研究の研究の進展にも資する形で進める。発展段階では、一次史料も検討する。学生による発表が中心となるが、随時、研
究の現場を共有する。下に示す授業計画は一つの基本形であり、参加者と相談して適宜修正しながら最適なものを作り上げてい
く。
こうした作業を通じて、深い学識と専門的職業を担う能力を培い、日本のみならず国際社会で活躍しうる人材を養成すること

を目指す。また、博士後期課程の参加者については、研究者として自立するための礎を築くことを目指す。
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授業の到達目標
学術論文を作成するための基礎的な方法論と作法を習得することを目的とする。まず中東の国際関係史についての研究の基礎

的な知識を得た上で、最新の研究状況を調査する方法を学び、さらに一次史料を検討する研究能力を養う。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はありません。
●レポート 0％ レポートを設定する場合には授業内で通知します。
●平常点 100％ 発表を含む平常点により評価します。
●その他 0％ その他は特に想定していませんが、変更がある場合には授業内で通知します。
備考・関連ＵＲＬ
暴力や性にかかわる内容や表現を扱うことがあります。
状況に応じて一部の回をオンラインで行うことがあります。
授業の進捗や受講者の関心・状況に応じて、授業計画を適宜修正することがあります。

科 目 名 中東・イスラーム研究演習3-1 中世アラブ・イスラーム史演習

担当者名 博士(史学)中大 五十嵐 大介
中東・イスラーム研究コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習は、中世アラブ・イスラーム史を研究する大学院生が、修士論文あるいは博士論文の執筆に必要な専門的な知識・技術

を身につけることを目的とする。具体的には、①中世アラブ・イスラーム史に関するアラビア語の一次資料（歴史書・年代記）
を講読し、史料の読み方を学ぶ、②中世アラブ・イスラーム史に関する英語の研究書を講読し、現在の研究動向と研究文献の読
み方・まとめ方・発表の仕方を学ぶ。iこれらを通じて、専門の知識を体系的に習得し、それを実践に結びつける力を養うととも
に、研究能力を研鑽し、修士論文／博士論文を完成させる素地を身につける。
授業の到達目標
中世アラブ・イスラーム史研究を深めるための知識・技術を身につける。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 担当部分の発表、史料・文献の理解度、および授業への貢献度によって評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 中東・イスラーム研究演習3-2 中世アラブ・イスラーム史演習

担当者名 博士(史学)中大 五十嵐 大介
中東・イスラーム研究コース ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本演習は、中世アラブ・イスラーム史を研究する大学院生が、修士論文あるいは博士論文の執筆に必要な専門的な知識・技術

を身につけることを目的とする。具体的には、①中世アラブ・イスラーム史に関するアラビア語の一次資料（寄進文書）を講読
し、史料の読み方を深める、②中世アラブ・イスラーム史に関する英語の研究書（社会史関連）を講読し、現在の研究動向と研
究文献の読み方・まとめ方・発表の仕方を深める。これらを通じて、専門の知識を体系的に習得し、それを実践に結びつける力
を養うとともに、研究能力を研鑽し、修士論文／博士論文を完成させる素地を身につける。
授業の到達目標
中世アラブ・イスラーム史研究のための知識・技術を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 担当部分の発表、史料・文献の理解度、および授業への貢献度によって評価する。
●その他 0％ なし

科 目 名 中東・イスラーム研究演習4-1 オスマン帝国史研究

担当者名 博士(文学)東大 小松 香織
中東・イスラーム研究コース ２単位 春学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
オスマン帝国史研究のための関連資・史料の収集と分析方法を学ぶ。歴史研究とは何か、史料の性格・取り扱い方、分析上の

視点・方法についても総合的に指導する。履修者は各自の問題関心に応じて交互に研究発表を行い、その内容について全員で討
議・検討する。
授業の到達目標
オスマン帝国史研究のための参考文献・史料の収集、解読、分析の方法を習得する。修士論文のテーマを選定する。
成績評価方法
研究発表の内容と討論時の発言について総合的に評価する。
備考・関連ＵＲＬ
自分の専門分野の研究だけでなく、できるだけ広い視野と柔軟な考え方を持って、ものごとを総合的に判断してゆくことが必

要である
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科 目 名 中東・イスラーム研究演習4-2 オスマン帝国史研究

担当者名 博士(文学)東大 小松 香織
中東・イスラーム研究コース ２単位 秋学期 木曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
オスマン帝国史研究のための関連資・史料の収集と分析方法を学ぶ。歴史研究とは何か、史料の性格・取り扱い方、分析上の

視点・方法についても総合的に指導する。履修者は各自の問題関心に応じて交互に研究発表を行い、その内容について全員で討
議・検討する。
授業の到達目標
オスマン帝国史研究のための参考文献・史料の収集、解読、分析の方法を習得する。修士論文のテーマを選定する。
成績評価方法
研究発表の内容と討論時の発言について総合的に評価する。
備考・関連ＵＲＬ
自分の専門分野の研究だけでなく、できるだけ広い視野と柔軟な考え方を持って、ものごとを総合的に判断してゆくことが必

要である

科 目 名 中東・イスラーム研究演習5-1 現代アラブ文学研究

担当者名 岡 真理
中東・イスラーム研究コース ２単位 春学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要

現代アラブ世界のアラビア語で書かれた文学作品（とくに小説作品）について、それを文学作品として読解し、専門的に論
じることができるようになるための、アラビア語の文献読解の力と、アラビア語の文学批評を理解する力を養います。具体的な
作家や作品については、参加者の関心に沿って決めたいと思います。基本的な進め方として、最初の3回程度は、当該作家ない
し作品について書かれた英語の文献を読み、基本的な理解をシェアし、そののち、前半は、アラビア語で書かれた評論等を2、
3本読んで、後半、原典講読（精読）をしたいと考えています。
授業の到達目標
現代アラブ文学（とくに小説）を文学的に読み解くアラビア語の読解力と、それを文学的に論じるための知見や表現力を修得

する。
成績評価方法
授業におけるテクスト読解への取り組み姿勢で評価します。

科 目 名 中東・イスラーム研究演習5-2 現代アラブ文学研究

担当者名 岡 真理
中東・イスラーム研究コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要

現代アラブ世界のアラビア語で書かれた文学作品（とくに小説作品）について、それを文学作品として読解し、専門的に論
じることができるようになるための、アラビア語の文献読解の力と、アラビア語の文学批評を理解する力を養います。具体的な
作家や作品については、参加者の関心に沿って決めたいと思います。基本的な進め方として、最初の3回程度は、当該作家ない
し作品について書かれた英語の文献を読み、基本的な理解をシェアし、そののち、前半は、アラビア語で書かれた評論等を2、
3本読んで、後半、原典講読（精読）をしたいと考えています。
授業の到達目標
現代アラブ文学（とくに小説）を文学的に読み解くアラビア語の読解力と、それを文学的に論じるための知見や表現力を修得

する。
成績評価方法
授業におけるテクスト読解への取り組み姿勢で評価します。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導1-1 M 中東・イスラーム社会史研究

担当者名 博士(文学)東大 大稔 哲也
中東・イスラーム研究コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
優れた修士論文を作成する能力を涵養するため、できる限りきめ細やかに、かつ個別的に指導を行う。
授業の到達目標
良質の修士論文の完成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導1-2 M 中東・イスラーム社会史研究

担当者名 博士(文学)東大 大稔 哲也
中東・イスラーム研究コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
優れた修士論文を作成する能力を涵養するための研究指導を行う。
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授業の到達目標
良質の修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導2-1 M 中東の国際関係史

担当者名 博士(国際関係論)オックスフォード大 佐藤 尚平
中東・イスラーム研究コース ― 春学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究発表、受講者による討論、論文執筆指導などによって、修士論文の完成に向けた指導を行う。このことを通じて、深い学

識と専門的職業を担う能力を培い、日本のみならず国際社会で活躍しうる人材を養成することを目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
暴力や性にかかわる内容や表現を扱うことがあります。
状況に応じて一部の回をオンラインで行うことがあります。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導2-2 M 中東の国際関係史

担当者名 博士(国際関係論)オックスフォード大 佐藤 尚平
中東・イスラーム研究コース ― 秋学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究発表、受講者による討論、論文執筆指導などによって、修士論文の完成に向けた指導を行う。このことを通じて、深い学

識と専門的職業を担う能力を培い、日本のみならず国際社会で活躍しうる人材を養成することを目指す。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
暴力や性にかかわる内容や表現を扱うことがあります。
状況に応じて一部の回をオンラインで行うことがあります。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導3-1 M イスラーム中世史研究

担当者名 博士(史学)中大 五十嵐 大介
中東・イスラーム研究コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は、文学研究科中東・イスラーム研究コース修士課程の研究指導である。中世アラブ・イスラーム史を志す学生が、自

らの研究テーマに関する様々なトピックについて持ち回りで報告する。受講者は修士論文執筆までの全体的な研究スケジュール
を作成し、それに基づいて先行研究のサーベイ、重要な研究文献の批評・紹介、史料の講読、修士論文構想発表と順を追って報
告し、皆で議論する。iこれらを通じて、専門の知識を体系的に習得し、それを実践に結びつける力を養うとともに、修士論文を
完成させる素地を身につける。それを通じ、専門の知識を体系的に習得し、それを実践に結び付ける力を形成することを目的と
する。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導3-2 M イスラーム中世史研究

担当者名 博士(史学)中大 五十嵐 大介
中東・イスラーム研究コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は、文学研究科中東・イスラーム研究コース修士課程の研究指導である。中世アラブ・イスラーム史を志す学生が、自

らの研究テーマに関する様々なトピックについて持ち回りで報告する。受講者は修士論文執筆までの全体的な研究スケジュール
を作成し、それに基づいて先行研究のサーベイ、重要な研究文献の批評・紹介、史料の講読、修士論文構想発表と順を追って報
告し、皆で議論する。iこれらを通じて、専門の知識を体系的に習得し、それを実践に結びつける力を養うとともに、修士論文を
完成させる素地を身につける。それを通じ、専門の知識を体系的に習得し、それを実践に結び付ける力を形成することを目的と
する。
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授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導4-1 M トルコ近代史研究

担当者名 博士(文学)東大 小松 香織
中東・イスラーム研究コース ― 春学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
主にトルコ近代史を研究対象として、受講者の問題関心や研究テーマを考慮しつつ、さまざまな種類のトルコ語・オスマン語

史料を読み、修士論文作成に向けて指導を行う。
担当者の専門分野はトルコ近現代史であるが、研究指導においては、主要史料言語がオスマン語、トルコ語であるオスマン帝

国、トルコ共和国、一部中央アジアのトルコ系諸民族の歴史であれば、近現代史に限らず、政治史、社会経済史、文化史、思想
史などといったジャンルを問わず、広く院生各自の問題関心に対応する。
授業の到達目標
修士論文作成に必要な一次史料の読解力を習得する。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導4-2 M トルコ近代史研究

担当者名 博士(文学)東大 小松 香織
中東・イスラーム研究コース ― 秋学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
主にトルコ近代史を研究対象として、受講者の問題関心や研究テーマを考慮しつつ、さまざまな種類のトルコ語・オスマン語

史料を読み、修士論文作成に向けて指導を行う。
担当者の専門分野はトルコ近現代史であるが、研究指導においては、主要史料言語がオスマン語、トルコ語であるオスマン帝

国、トルコ共和国、一部中央アジアのトルコ系諸民族の歴史であれば、近現代史に限らず、政治史、社会経済史、文化史、思想
史などといったジャンルを問わず、広く院生各自の問題関心に対応する。
授業の到達目標
修士論文作成に必要な一次史料の読解力を習得する。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導5-1 M 現代アラブ中東文学研究

担当者名 岡 真理
中東・イスラーム研究コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代アラブ文学および中東文学をテーマに修士論文を執筆される方を対象に、研究発表や討議、論文指導などの研究指導をお

こないます。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導5-2 M 現代アラブ中東文学研究

担当者名 岡 真理
中東・イスラーム研究コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代アラブ文学および中東文学をテーマに修士論文を執筆される方を対象に、研究発表や討議、論文指導などの研究指導をお

こないます。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 中東・イスラーム研究指導1-1 D 中東・イスラーム社会史研究

担当者名 博士(文学)東大 大稔 哲也
中東・イスラーム研究コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
優れた博士論文を完成させる能力を涵養すべく、できる限りきめ細やかに個別的な指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導1-2 D 中東・イスラーム社会史研究

担当者名 博士(文学)東大 大稔 哲也
中東・イスラーム研究コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
優れた博士論文を完成させる能力を涵養すべく、できる限りきめ細やかに個別的な研究指導を行う。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導2-1 D 中東の国際関係史

担当者名 博士(国際関係論)オックスフォード大 佐藤 尚平
中東・イスラーム研究コース ― 春学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究発表と論文執筆指導などによって、博士論文の完成に向けた指導を行う。このことを通じて、参加者が研究者として自立

するための礎を築くことを目指す。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
暴力や性にかかわる内容や表現を扱うことがあります。
状況に応じて一部の回をオンラインで行うことがあります。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導2-2 D 中東の国際関係史

担当者名 博士(国際関係論)オックスフォード大 佐藤 尚平
中東・イスラーム研究コース ― 秋学期 金曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究発表と論文執筆指導などによって、博士論文の完成に向けた指導を行う。このことを通じて、参加者が研究者として自立

するための礎を築くことを目指す。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
備考・関連ＵＲＬ
暴力や性にかかわる内容や表現を扱うことがあります。
状況に応じて一部の回をオンラインで行うことがあります。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導3-1 D イスラーム中世史研究

担当者名 博士(史学)中大 五十嵐 大介
中東・イスラーム研究コース ― 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は、文学研究科中東・イスラーム研究コース博士課程の研究指導である。中世アラブ・イスラーム史を志す学生が、自

らの研究テーマに関する様々なトピックについて持ち回りで報告する。受講者は博士論文執筆までの全体的な研究スケジュール
を作成し、それに基づいて先行研究のサーベイ、重要な研究文献の批評・紹介、史料の講読、博士論文構想発表と順を追って報
告し、皆で議論する。それらを通じ、研究能力を研鑽し、専門性の高い知識を身に着けながら、最終的には博士論文の作成につ
なげる。
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授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導3-2 D イスラーム中世史研究

担当者名 博士(史学)中大 五十嵐 大介
中東・イスラーム研究コース ― 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業は、文学研究科中東・イスラーム研究コース博士課程の研究指導である。中世アラブ・イスラーム史を志す学生が、自

らの研究テーマに関する様々なトピックについて持ち回りで報告する。受講者は博士論文執筆までの全体的な研究スケジュール
を作成し、それに基づいて先行研究のサーベイ、重要な研究文献の批評・紹介、史料の講読、博士論文構想発表と順を追って報
告し、皆で議論する。それらを通じ、研究能力を研鑽し、専門性の高い知識を身に着けながら、最終的には博士論文の作成につ
なげる。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導4-1 D オスマン帝国近代史研究

担当者名 博士(文学)東大 小松 香織
中東・イスラーム研究コース ― 春学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
オスマン帝国近代史を研究対象として、院生各自の問題関心や研究テーマを考慮しつつ公文書や定期刊行物などさまざまな種

類のオスマン・トルコ語史料を読み、博士論文作成に向けて指導をおこなう。
授業の到達目標
※博士論文作成に必要な一次史料の読解力を修得する。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導4-2 D オスマン帝国近代史研究

担当者名 博士(文学)東大 小松 香織
中東・イスラーム研究コース ― 秋学期 金曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
オスマン帝国近代史を研究対象として、院生各自の問題関心や研究テーマを考慮しつつ公文書や定期刊行物などさまざまな種

類のオスマン・トルコ語史料を読み、博士論文作成に向けて指導をおこなう。
授業の到達目標
※博士論文作成に必要な一次史料の読解力を修得する。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導5-1 D 現代アラブ中東文学研究

担当者名 岡 真理
中東・イスラーム研究コース ― 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代アラブ文学および中東文学をテーマに博士論文を執筆される方を対象に、研究発表や討議、論文指導などの研究指導をお

こないます。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 中東・イスラーム研究指導5-2 D 現代アラブ中東文学研究

担当者名 岡 真理
中東・イスラーム研究コース ― 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
現代アラブ文学および中東文学をテーマに博士論文を執筆される方を対象に、研究発表や討議、論文指導などの研究指導をお
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こないます。
授業の到達目標
博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 Critical Approaches to Japanese Studies
担当者名 Ph.D. コロンビア大 ピタルク パウ

国際日本学コース ２単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This class will explore current critical trends in Japanese Studies with a strong focus on literary and cultural

studies both in Japan and abroad, through extensive reading of recent monographs and scholarly articles in the
field, as well as background reading into the foundational texts these recent works enter in theoretical dialogue
with.

Readings will be in Japanese or in English, but class discussion and written assignments will be entirely in
English. You will need a high level of both Japanese and English to take this class.
授業の到達目標
1. Become familiar with current critical trends in Japanese Studies.
2. Understand how current trends in Japanese Studies fit within the larger context of contemporary

theoretical debates in the Humanities.
3. Incorporate new theoretical ideas and conceptual frameworks to one ’s methodological arsenal, and

practice deploying them in working with specific primary sources.
成績評価方法
40% Written Assignments
30% Attendance and Class Participation
30% Weekly Responses and Presentations
備考・関連ＵＲＬ
You will need passing grades in all categories (Written Assignments / Attendance & Class Participation /

Weekly Responses & Presentations) in order to obtain a grade for the course.

科 目 名 Research Methods Working Towards Writing a Graduate-Level Paper

担当者名 Ph.D. コロンビア大 リーブズ クリストファー
国際日本学コース ２単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course is meant to serve as a workshop-type arrangement in which students will be guided through the

process of researching and writing a graduate-level paper. Once you have completed this course, you will have a
clear picture of what sort of paper you ought to write, and how to go about writing it properly.
授業の到達目標
It is hoped, firstly, that students will cultivate a more refined appreciation of the art of close reading for the sake

of pursuing research in the field of Japanology, and, secondly, that students will become familiar with the various
resources currently available to them as burgeoning scholars in the field. Note that this course is for all students
within the department, and therefore, we will be looking at research pertaining to both premodern as well as
modern Japanology. It is not so much the specific content of our weekly readings that matters, but rather the
critical approach used to analyze those materials. It is this critical approach, more than anything else, that I wish
to foster during our sessions together.
成績評価方法
Attendance, participation, and presentations: 50%
Homework assignments and other work: 50%
備考・関連ＵＲＬ
Students are expected to have a solid understanding of both the English as well as the Japanese language;

they should be able to reasonably make their way through both premodern and modern texts. Reading material for
this course will be in both Japanese and English, while class discussions will be held primarily in English.

科 目 名 Introduction to Japanese Kanbun Readings In and About Kanbun

担当者名 Ph.D. コロンビア大 リーブズ クリストファー
国際日本学コース ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course is intended to give students an acquaintance with the world of Japanese Sinitic (kanbun 漢文)

literacy. Please note that I will NOT be teaching you grammar, but rather will walk you through various kanbun
readings, helping you understand them as we go along.
授業の到達目標
Students should come away from this course with an appreciation of the complexities and beauty of Japanese

kanbun.
成績評価方法
You will be marked based on the following two factors: (1) Attendance and in-class participation = 50% AND

(2) A number of written homework assignments = 50%. There will be NO final examination.
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科 目 名 Readings in Classical Japanese
担当者名 Ph.D. (日本文学)ソフィア大、博士(学術)東大 クリステワ ツベタナ

国際日本学コース ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
The course is an introduction to both, classical Japanese Language and classical Japanese Literature. The

ultimate goal will be to increase the pleasure of reading and to enhance the understanding of Japan ’s
belles-lettres. The main focus will be on the close reading of selected passages from exemplary classical texts in
the original. The work in class will comprise lectures and collective reading=interpretation. The students will also
receive different additional materials for individual reading, which will unable them to participate actively in the
class work.
授業の到達目標
1. To provide basic knowledge of classical grammar and vocabulary:
2. To deepen the knowledge of classical Japanese Literature;
3. To provide a model for students’ indivudual work with classical texts;
4. To enhance the understanding of Japan’s cultural traditions and identity;
5. To stimulate the development of students’ critical thinking and writing skills
成績評価方法
●試験 40％ The criteria will be explained in class
●レポート 30％
●平常点 30％
●その他 0％

科 目 名 Special Topics in Japanese Literature and Culture I Writing Women in Japanese Literature, 1600-1900
担当者名 博士(文学)ケンブリッジ大 ローリー ゲイ

国際日本学コース ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Japanese literature is unusual in world history for the importance of women writers to its development. Its

long-acknowledged masterpiece, The Tale of Genji, is the work of a woman; and many of the greatest writers of
the Nara, Heian, Kamakura, and Muromachi periods are women̶Princess Nukata, Sei Shōnagon, Izumi Shikibu,
Abutsu, “Lady Nijō,” to name but a few. Thereafter, women seem to disappear from the history of Japanese
literature, at least as it is written nowadays. Surely women did not stop writing. But who are the women writers
between Towazugatari ( The Confessions of Lady Nijo, ca. 1306 ) and the fictions of Higuchi Ichiyō
(1872-1896)? The aim of this course is to explore what women wrote, and how and why, during Japan’s early
modern period, between 1600 and the late nineteenth century. Texts will include auto/biographies, stories,
poetry, and travel writing. Explicit comparisons will be made with the work of some canonical male writers.
Students in previous years suggested that we also devote some class time each week to translating a single
short text from the period.
授業の到達目標
Students should expect to:
1. Become familiar with a wide range of Japanese literature written between 1600 and 1900.
2. Develop an understanding of the historical and social contexts in which early modern literature was written.
3. Read more analytically and express their understanding of the texts in more sophisticated English.
4. Situate early modern Japanese literature in a global context.
成績評価方法
●試験 0％ There is no examination for this course.
●レポート 40％ The final essay of about 2000 words should be either an interpretive essay concerning one
or more of the texts considered in this course, OR an annotated translation of a passage from one of them or from
a similar work. Final projects should be typewritten in a 12-point font, double-spaced, and submitted online.
●平常点 40％ The course is a seminar and the active participation of all students is expected. In-class
discussions of texts will be the heart of each class. Commitment to reading and thinking carefully about the texts
and a willingness to share ideas in class are vital. Make notes of your answers to the discussion questions
(include page numbers!) and come to class prepared to listen and to talk.
●その他 20％ One or two short research assignments; presentation on your final research project.
備考・関連ＵＲＬ
For a bibliography of English-language translations and studies of Japanese women’s writing, see my website:

https://www.gayerowley.com/teaching/women-writers-bibliography/.

科 目 名 Special Topics in Japanese Literature and Culture II
担当者名 Doctorate in Modern and Contemporary Japanese Literatureパリ・ディドロ大 ラヴェル イザベル

国際日本学コース ２単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
What makes a text belong to Japanese literature? How can “ Japanese literature ” be understood as a

categorical concept? In this seminar, we discuss the socio-historical changes that shaped the modern concept
of literature in the Meiji era. We read literary and theoretical texts from the late 19th century to the early 20th
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century that built and defined what literature meant for Japanese authors and readers. We look at Japanese
literature as part of world literature and discuss the textual and cultural exchanges that characterized the Meiji
era, with a particular emphasis on translation and poetry. The focus and readings of this graduate seminar can be
tailored to the students’ needs and interests.
The classes will be held on-site. Please check moodle for updates.
授業の到達目標
The course goal is to contribute to the knowledge building of students preparing a master’s thesis in Japanese

Studies and the humanities in general. Students should:
(1) Achieve a general understanding of the cultural and social functions of literature;
(2) Be able to discuss some of the key problematics posed by Meiji and Taishō era literature;
(3) Gain some theoretical and practical understanding of intertextuality across languages and cultures.
成績評価方法
●試験 40％ Final essay of around 1200 words on a topic that will be announced in class, to be submitted
online by the end of the semester.
●レポート 40％ Individual presentation (around 20-30 mins). The topic is to be decided with the student.
●平常点 20％ Regular attendance and active participation in class discussions.
●その他 0％ 0

科 目 名 Special Topics in Japanese Literature and Culture III Japanese Cinema and Modernity
担当者名 博士(文学)早大 ノルドストロム K. ヨハン

国際日本学コース ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
How did cinema negotiate and help shape Japanese modernity, and the increasing mediation of modern life in

the 20th century? This course examines how Japanese cinema has engaged with and represented important
social issues of pre- and post-war Japan. Through the lens of film analysis, the course readings and screenings
will examine from various historiographic perspectives how cinema has both reflected and critically engaged with
key issues such as the advent of modernity and westernization, the construction of tradition, war memory and
national identity, center and periphery. A particular focus will be given to the cinema of the 1930s, 1950s and
1960s.

* Readings will be in both English and Japanese, but class discussion and written assignments will be entirely in
English. You will need a high level of both Japanese and English to take this class.

* The course will be offered in-person. Some sessions may be conducted on-demand.
授業の到達目標
1. Analyze the styles, structures, and thematic concerns of Japanese cinema, through an active engagement

with primary and secondary materials.

2. Understand the historical, social, and cultural developments that have shaped modern Japan.

3. Assess the position of Japanese culture within a larger global framework.
成績評価方法
1. Attendance, Class Participation, Presentation (30%)
Regular reading, attendance, and participation are required. Since this class consists of informed active

discussions of each week’s readings, it is essential that students come to class having read all of the assigned
materials carefully and be prepared to engage actively in the discussion. Students are expected to take an active
role by critically engaging with assigned works and by discussing their views on the readings with fellow students
and the instructor.
Every other session, a student will be required to lead the class discussion on the film/text(s) assigned. You

will be expected to present background information on the director, the historical context, your interpretations
and comments based on in-depth reading of the texts, and further issues or questions you would like to discuss.

2. Weekly Response Papers (30%)
You will be required to write a response paper (minimum 400 words) each week that reflects a thoughtful

engagement with the assigned readings. The instructor may suggest questions for students to respond to, but
students are also encouraged to pose new questions, address questions raised by classmates, and discuss any
other aspect of the material.

3. Final Paper (40%)
The final paper will be a research paper on the topic of your choice, involving at least one text/film that we have

encountered during the semester. You will be expected to consult historical or critical references. If you wish to
discuss an additional text or film that was not covered in class, you may do so with the approval of the instructor.
備考・関連ＵＲＬ
* Readings will be in both English and Japanese, but class discussion and written assignments will be entirely in

English. You will need a high level of both Japanese and English to take this class.
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科 目 名 Special Topics in Japanese Literature and Culture IV Not-So-Blank Generation: Media, Art, and Critical Theory in Japan’s 1980s

担当者名 Ph.D. New York University アコスタ アリエル キャサリン
国際日本学コース ２単位 秋学期 水曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Japan’s 1980s is often referred to as ’suka,’ or empty and pointless, void of the political passions and cultural

ferment of the 1960s and the 1970s, instead just a time of the hollow consumer culture of the Bubble-era
economy. But was this really the case? This course examines the media, art, and intellectual production of the
1980s in Japan. We will investigate questions around postmodernism, both in the world of critical theory and in
the art and music world; debates around the politics of consumption and coolness; the emergence of ’otaku’
discourse; and the ways that the questions raised by the 1980s, such as the relationship between identity and
consumerism, the role of technology in everyday life and popular culture, etc., are still with us today. Discussing
everything from the synth music of YMO to the critical theory of Asada Akira to the emergence of various
subcultures to contemporary art, we will examine a rich variety of texts and media and ask, was the 1980s really
so empty?
There will be space left in the class syllabus for us to discuss topics and/or media from the 1980s that are of

particular interest to the students in the class. We will discuss in the first class session what wemay want to add
into the course plan.
授業の到達目標
Students will learn to use a variety of sources as a means of telling and understanding history, critical theory,

and cultural studies. We will use primary source documents, fiction, mass media, print culture, music, and visual
culture in order to understand and analyzing the past. The course will be conducted in English, but as this course
emphasizes reading primary source documents in Japanese, students are encouraged to seek out and consult
sources in Japanese as well. Students will hone their analytical and descriptive skills through in-depth class
discussions, and work on academic writing and research skills, as well as academic presentation skills.
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 60％ Students will write a final research paper on the topic of their choice (related to the class
topic), to be decided on in consultation with the professor. There is also the possibility for the final project to be a
creative project, such as a zine, video essay, or otherwise, again to be decided in discussion with the professor.
This grade also includes a final presentation of this paper.
●平常点 40％ Class participation includes both regular attendance of class sessions, as well as active
participation in class and small-group discussions and in-class presentations. This seminar will be discussion-in-
tensive, and this portion of the grade reflects attendance, preparedness, and active participation
●その他 0％

科 目 名 国際日本学演習1-1 Global Japanese Literary and Cultural Studies 1-1: Seminar

担当者名 高井 詩穂 他／リーブズ クリストファー
国際日本学コース ２単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course serves to provide a sampling of premodern Japanese literature and various performative genres

produced and performed from the eighth through to the nineteenth century. Through close readings and in-class
discussions of selected texts, we will explore literary, sociocultural, and philosophical issues as revealed within a
number of historical contexts. It is hoped that, by examining several different genres of Japanese literature and
the performative arts, students will foster critical skills necessary for both the deeper analysis of literary and
performative texts, as well as the development of more sophisticated scholarly arguments.
授業の到達目標
1. Analyze the styles, structures, and thematic concerns of Japanese literature and performative texts, through

an active engagement with primary and secondary materials.
2. Understand the historical, social, and cultural developments that shaped the literary tradition in premodern

Japan.
3. Appreciate the significance of premodern Japanese culture within a larger global perspective.
成績評価方法
1. Attendance, Class Participation, Presentations (50%)
2. Homework assignments (50%)
備考・関連ＵＲＬ
IMPORTANT: Readings will often be in the original Japanese, but class discussion and written assignments will

be almost entirely in English. You will need a high level of both Japanese and English to take this class.

科 目 名 国際日本学演習1-2 Global Japanese Literary and Cultural Studies 1-2: Seminar

担当者名 高井 詩穂 他／リーブズ クリストファー
国際日本学コース ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course serves to provide a sampling of premodern Japanese literature and various performative genres

produced and performed from the eighth through to the nineteenth century. Through close readings and in-class
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discussions of selected texts, we will explore literary, sociocultural, and philosophical issues as revealed within a
number of historical contexts. It is hoped that, by examining several different genres of Japanese literature and
the performative arts, students will foster critical skills necessary for both the deeper analysis of literary and
performative texts, as well as the development of more sophisticated scholarly arguments.
授業の到達目標
1. Analyze the styles, structures, and thematic concerns of Japanese literature and performative texts, through

an active engagement with primary and secondary materials.
2. Understand the historical, social, and cultural developments that shaped the literary tradition in premodern

Japan.
3. Appreciate the significance of premodern Japanese culture within a larger global perspective.
成績評価方法
1. Attendance, Class Participation, Presentation (30%)
2. Weekly Response Papers (40%)
3. Final Paper (30%)
備考・関連ＵＲＬ
IMPORTANT: Readings will be in the original Japanese, but class discussion and written assignments will be

almost entirely in English. You will need a high level of both Japanese and English to take this class.
The class will incorporate some online sessions and allow online participation throughout the semester. The

first class will be conducted in-person. If you need to attend online, please notify the instructor in advance.

科 目 名 国際日本学演習2-1
担当者名 Ph.D. コロンビア大 ピタルク パウ

国際日本学コース ２単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
In this course, we will read selected works of Japanese literature and criticism. Through close readings and

in-class discussions of selected texts and print media, we will explore literary, sociocultural, and philosophical
issues as revealed within a number of historical contexts. It is hoped that, by examining several different genres of
Japanese literature, students will foster critical skills necessary for both the deeper analysis of literary texts, as
well as the development of more sophisticated scholarly arguments.
The course also aims to provide graduate students with special research methods related to specific topics in

Japanese literary studies. Topics vary each year.
授業の到達目標
1. Analyze the styles, structures, and thematic concerns of Japanese literature, through an active

engagement with primary and secondary materials.
2. Understand the historical, social, and cultural developments that have shaped modern and contemporary

Japan.
3. Assess the position of Japanese culture within a larger global framework.
成績評価方法
1. Attendance, Class Participation, Presentation (30%)
2. Weekly Response Papers (30%)
3. Final Paper (40%)
備考・関連ＵＲＬ
* Readings will be in the original Japanese, but class discussion and written assignments will be entirely in

English. You will need a high level of both Japanese and English to take this class.

科 目 名 国際日本学演習2-2 Text and Paratext: From Woodblock Print to the Internet

担当者名 ピタルク パウ 他／由尾 瞳
国際日本学コース ２単位 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
In this course, we will read selected works of Japanese literature and criticism. Through close readings and

in-class discussions of selected texts and print media, we will explore literary, sociocultural, and philosophical
issues as revealed within a number of historical contexts. It is hoped that, by examining several different genres of
Japanese literature, students will foster critical skills necessary for both the deeper analysis of literary texts, as
well as the development of more sophisticated scholarly arguments. The course also aims to provide graduate
students with special research methods related to specific topics in Japanese literary studies. Topics vary each
year.

This semester, we will visit the Bound Periodical Collections in Waseda Central Library and examine a variety
of magazines, books, and anthologies based on student interests. We will read not only the so-called “literary
works” that appear in these publications, but also consider the paratextual elements such as the cover design,
table of contents, illustrations, advertisements, and so on. By approaching the study of literature through the idea
of paratext, we will explore the materiality of book production, publication, and circulation, and get a deeper view
into the way literary works have been historically produced and consumed. The source can range from traditional
woodblock prints to digital media. For your final paper, you will develop a research paper focused on a specific
publication that you encountered over the course of the semester.
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授業の到達目標
1. Analyze the styles, structures, and thematic concerns of Japanese literature, through an active

engagement with primary and secondary materials.
2. Understand the historical, social, and cultural developments that have shaped modern and contemporary

Japan.
3. Assess the position of Japanese culture within a larger global framework.
成績評価方法
1. Attendance, Class Participation, Presentation (30%)
2. Online Postings (20%)
3. Final Presentation (10%)
4. Final Paper (40%)
備考・関連ＵＲＬ
* Readings will be in the original Japanese, but class discussion and written assignments will be entirely in

English. You will need a high level of both Japanese and English to take this class.

科 目 名 Adaptations of Classical Japanese Literature
担当者名 Ph.D. コロンビア大 高井 詩穂

国際日本学コース ２単位 冬クォーター 月２時限 木２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
Japanese classics have been constantly revisited and remade into new works throughout the history of

Japanese literature. This class will examine modern adaptations of classical Japanese works.We will examine
literature, theater, and film, paying attention to how the Japanese past is revisited and reimagined in various
genres, and for what purposes. The class explores themes such as genre conventions, authorship, the modes of
reception, and media.

All readings are in English. No knowledge of Japanese is required.
授業の到達目標
1. To learn about adaptations of classical Japanese literature in various time periods and genres.
2. To understand classical Japanese literature as it relates to modern society through the theme of adaptation.
成績評価方法
●試験 0％ -
●レポート 30％ Final paper
●平常点 30％ Attendance and class participation
●その他 40％ Presentations, Response Papers

科 目 名 Japan’s Living Theater
担当者名 Ph.D. コロンビア大 高井 詩穂

国際日本学コース ２単位 春クォーター 月４時限 木４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
In this course, we will consider the representations of different types of women depicted in Japanese theater

from the fourteenth through nineteenth centuries, mainly focusing on the three major traditional Japanese
theatrical forms, nō, jōruri, and kabuki, and how they are adapted into modern stories, movies, and contemporary
performances. The class will be conducted in English.
授業の到達目標
By the end of the course, students will be able to:
1) Understand the key elements of the three major traditional Japanese theatrical forms, nō, jōruri, and kabuki,

through exploring the issues of gender and women in these theatrical traditions.
2) Become familiar with the transformations of major topical themes across genre and time.
3) Appreciate traditional Japanese theater as a living art that inspired modern Japanese literature and art, and

is still appreciated in theaters today.
成績評価方法
30% Final Project

30% Attendance and Class Participation

40% Weekly Assignments and Presentations

科 目 名 Contemporary Japanese Fiction in English Translation
担当者名 Ph.D. New York University アコスタ アリエル キャサリン

国際日本学コース ２単位 夏クォーター 火４時限 金４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
We will read contemporary Japanese fiction in this class, predominately short stories and novellas, in English

translation. We will cover a variety of authors, including Medoruma Shun, Kawakami Mieko, Usami Rin, Matsuda
Aoko, Ogawa Yoko and others. Combining a close reading of the selected texts, and detailed examination of the
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historical and cultural contexts, both in Japan and globally, this course will explore a variety of voices and styles in
contemporary Japanese fiction. and
There is no Japanese language requirement for this class, but there will be opportunities for students with

Japanese-language ability to read the texts in the original and discuss issues around literary translation. We will
consider how and why certain Japanese texts and authors are translated and discussed in the Anglosphere,
授業の到達目標
1. Become familiar with a selection of contemporary Japanese fiction texts in English translation
2. Become comfortable approaching fiction from a variety of perspectives, including close reading and analysis,

historical and cultural perspectives, and comparative translation analysis.
3. Explore international literary journals and media and their roles in circulating contemporary Japanese fiction
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 40％ Final paper
●平常点 40％ Attendance, participation in class discussions,
●その他 20％ In-class Presentation

科 目 名 Women’s Coming-of-Age Narratives
担当者名 Ph.D. コロンビア大 由尾 瞳

国際日本学コース ２単位 秋クォーター 火１時限 金２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
This class will explore coming-of-age narratives by a diverse group of women writers and artists from around

the world. Through a close analysis of short stories, novellas, films, and visual arts, we will address themes such
as gender roles, puberty, sexuality, socialization, romance, marriage, and family. We will consider how some
themes are shared across cultures, while other are tied to their cultural contexts. Through the course, we will
explore how coming-of-narratives have represented women ’s lives, constructed or deconstructed ideals of
girlhood and womanhood, and played a role in the development of feminism.

The course will be conducted in English. Although the readings will be offered in English, you are encouraged to
consult the material in the original languages whenever available.

* This is a hybrid course. Tuesdays sessions will be on-demand, and Friday sessions will be in-person.
授業の到達目標
1) Acquire exposure to coming-of-age narratives written by women.
2) Critically analyze literary works by exploring issues of gender, sexuality, identity, and race.
3) Understand how literary works have critiqued or shaped women’s gender roles.
4) Situate the coming-of-age narratives in their local and global contexts.
成績評価方法
1. Attendance & Class Participation (25%)
2. Weekly Postings (25%)
3. Final Project (50%)
備考・関連ＵＲＬ
* This is a hybrid course. Tuesdays sessions will be on-demand, and Friday sessions will be in-person.

科 目 名 Global Genre Fiction Horror

担当者名 Ph.D. コロンビア大 ピタルク パウ
国際日本学コース ２単位 秋クォーター 月２時限 木２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
This is a reading-intensive course. You will be expected to read and discuss relevant fiction and academic

articles every week.
In this course we will consider how horror fiction works at the aesthetic, ideological, emotional and moral levels

across media, cultures, and historical periods. We will pay special attention to the development of the genre in
Japan and East Asia.

Many of the readings will include depictions or discussion of frightening and upsetting events. Please be aware
of that when you decide if this course is suitable for you.

All readings will be available in English.
授業の到達目標
1. Become familiar with the development of horror as a genre, and its main topics.
2. Appreciate the specificity and commonalities of horror imagery in diverse media.
3. Practice analyzing literary and visual texts, paying attention to the interplay of the thematic and the formal.
成績評価方法
40% Final Project
30% Attendance and Class Engagement
30% Weekly Responses and Presentations
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備考・関連ＵＲＬ
You will need passing grades in all categories (Final Project / Attendance & Class Engagement / Weekly

Responses & Presentations) in order to obtain a grade for the course.

科 目 名 Storytelling and Media
担当者名 Ph.D. コロンビア大 ピタルク パウ

国際日本学コース ２単位 冬クォーター 月２時限 木２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
This is a reading-intensive course. You will be expected to read and discuss relevant fiction and academic

articles every week.

This course will explore how storytelling works in different media such as prose, film, comics, audio and games,
among others. Starting from a thorough grounding in Narratology, we will work together to identify what narrative
structures and techniques are common across media, and understand how they are developed uniquely in each
medium.

All readings for this course will be available in English.
授業の到達目標
1. Become familiar with the tools of Narratology as applied to diverse media.
2. Understand the commonalities and particularities of storytelling in each medium.
3. Incorporate complex and nuanced narrative analysis techniques into one’s interpretation of different media

texts.
成績評価方法
40% Final Project
30% Attendance and Class Engagement
30% Weekly Responses and Presentations
備考・関連ＵＲＬ
You will need passing grades in all categories (Final Project / Attendance & Class Engagement/ Weekly

Responses & Presentations) in order to obtain a grade for the course.

科 目 名 国際日本学コースワーク1 Coursework with Japanese Language Materials

担当者名 リーブズ クリストファー 他／高井 詩穂／ピタルク パウ
国際日本学コース ― 春学期 水曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course aims at providing students with the necessary knowledge and skills with which to engage in

high-level research, using both Japanese- and English-language materials, with other scholars on an
international scale. To this end, students participating in this course will be introduced to a broader, more
far-ranging understanding of both their own as well as other related fields. Examination of a number of different
approaches and methodologies to the study of Japanese literature and culture will serve as a means of
encouraging students to become more adaptable and dynamic in their own research. Moreover, an intimate
acquaintance with Japanese-language materials will supply students with a rich set of skills that will be of
immense value in their future work.
授業の到達目標
This course aims at fostering in students the knowledge, methodology, and relevant skills necessary to engage

in international research and other scholarly activities.
成績評価方法
Students will be evaluated based on the following three factors:

1. Weekly attendance and active participation in class discussions: 30%
2. Weekly in-class short (10 minute) presentations, or other similar assignments: 30%
3. Written reports, or other assignments determined by instructors: 40%

In exceptional cases, such as unavoidable absence from class, students will be given the opportunity to submit
extra work in order to make up for lost marks. Such arrangements may be made on an individual basis with the
instructor.

科 目 名 国際日本学コースワーク2 Coursework with Japanese Language Materials

担当者名 リーブズ クリストファー 他／高井 詩穂／ピタルク パウ／由尾 瞳
国際日本学コース ― 秋学期 水曜日 ６時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
This course aims at providing students with the necessary knowledge and skills with which to engage in

high-level research, using both Japanese- and English-language materials, with other scholars on an
international scale. To this end, students participating in this course will be introduced to a broader, more
far-ranging understanding of both their own as well as other related fields. Examination of a number of different
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approaches and methodologies to the study of Japanese literature and culture will serve as a means of
encouraging students to become more adaptable and dynamic in their own research. Moreover, an intimate
acquaintance with Japanese-language materials will supply students with a rich set of skills that will be of
immense value in their future work.
授業の到達目標
This course aims at fostering in students the knowledge, methodology, and relevant skills necessary to engage

in international research and other scholarly activities.
成績評価方法
Students will be evaluated based on the following three factors:

1. Weekly attendance and active participation in class discussions: 30%
2. Weekly in-class short (10 minute) presentations, or other similar assignments: 30%
3. Written reports, or other assignments determined by instructors: 40%

In exceptional cases, such as unavoidable absence from class, students will be given the opportunity to submit
extra work in order to make up for lost marks. Such arrangements may be made on an individual basis with the
instructor.
備考・関連ＵＲＬ
Students in this course will be given either a P (pass) or a Q (fail). Those students who complete all assigned

work in a timely manner and demonstrate sufficient understanding of the material dealt with throughout the
course will receive a P.

科 目 名 国際日本学コースワーク3 日本語によるコースワーク

担当者名 河野 貴美子 他／児玉 竜一／榊原 理智／陣野 英則／十重田 裕一
国際日本学コース ― 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
このコースワークでは、日本学研究を国際的ステージにおいて牽引してゆくために必要な幅広い知識、柔軟な応用力、豊かな

スキルを日本語により習得させる。
授業の到達目標
国際的に通用するような研究上の知識、応用力、スキルの習得を到達目標とする。
成績評価方法
コースワークの成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定のコースワークを登

録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学コースワーク4 日本語によるコースワーク

担当者名 河野 貴美子 他／児玉 竜一／榊原 理智／陣野 英則／十重田 裕一
国際日本学コース ― 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
このコースワークでは、日本学研究を国際的ステージにおいて牽引してゆくために必要な幅広い知識、柔軟な応用力、豊かな

スキルを日本語により習得させる。
授業の到達目標
国際的に通用するような研究上の知識、応用力、スキルの習得を到達目標とする。
成績評価方法
コースワークの成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定のコースワークを登

録して指導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導1-1 M 《リーブズ クリストファー》Heian Literature, Intellectual History, Poetry, Comparative Culture 平安文学・思想史・詩・比較文化 《高井 詩穂》Classical Literature, Performing Arts Culture, Adaptation 古典文学・芸能・翻案

担当者名 高井 詩穂 他／リーブズ クリストファー
国際日本学コース ― 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究指導。
授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導1-2 M 《リーブズ クリストファー》Heian Literature, Intellectual History, Poetry, Comparative Culture 平安文学・思想史・詩・比較文化 《高井 詩穂》Classical Literature, Performing Arts Culture, Adaptation 古典文学・芸能・翻案

担当者名 高井 詩穂 他／リーブズ クリストファー
国際日本学コース ― 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
研究指導。
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授業の到達目標
修士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導2-1 M 《ピタルク パウ》Modern Japanese Literature, Media Studies, Narratology 日本近代文学・メディア研究・物語論《由尾 瞳》Modern and Contemporary Japanese Literature, Gender Studies, Translation 日本近現代文学・ジェンダー研究・翻訳

担当者名 Ph.D. コロンビア大 ピタルク パウ
国際日本学コース ― 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Students will be advised on their MA thesis research and writing process.
授業の到達目標
Conduct the necessary research and writing tasks to produce an MA thesis manuscript.
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導2-2 M 《ピタルク パウ》Modern Japanese Literature, Media Studies, Narratology 日本近代文学・メディア研究・物語論《由尾 瞳》Modern and Contemporary Japanese Literature, Gender Studies, Translation 日本近現代文学・ジェンダー研究・翻訳

担当者名 ピタルク パウ 他／由尾 瞳
国際日本学コース ― 秋学期 火曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Students will be advised on their MA thesis research and writing process.
授業の到達目標
Conduct the necessary research and writing tasks to produce an MA thesis manuscript.
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導1-1 D 《ピタルク パウ》Modern Japanese Literature, Media Studies, Narratology 日本近代文学・メディア研究・物語論《由尾 瞳》Modern and Contemporary Japanese Literature, Gender Studies, Translation 日本近現代文学・ジェンダー研究・翻訳

担当者名 Ph.D. コロンビア大 ピタルク パウ
国際日本学コース ― 春学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英語・日本語両言語により、課程内で博士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導1-2 D 《ピタルク パウ》Modern Japanese Literature, Media Studies, Narratology 日本近代文学・メディア研究・物語論《由尾 瞳》Modern and Contemporary Japanese Literature, Gender Studies, Translation 日本近現代文学・ジェンダー研究・翻訳

担当者名 由尾 瞳 他／ピタルク パウ
国際日本学コース ― 秋学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英語・日本語両言語により、課程内で博士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導2-1 D Modern and Contemporary Japanese Literature and Culture 日本近現代文学・文化

担当者名 十重田 裕一 他／榊原 理智
国際日本学コース ― 春学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英語・日本語両言語により、課程内で博士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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科 目 名 国際日本学研究指導2-2 D Modern and Contemporary Japanese Literature and Culture 日本近現代文学・文化

担当者名 十重田 裕一 他／榊原 理智
国際日本学コース ― 秋学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英語・日本語両言語により、課程内で博士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導3-1 D 《エメリック マイケル》Japanese Literature 日本文学 《陣野 英則》Heian literature 平安時代文学

担当者名 陣野 英則 他／エメリック マイケル
国際日本学コース ― 春学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英語・日本語両言語により、課程内で博士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導3-2 D 《エメリック マイケル》Japanese Literature 日本文学 《陣野 英則》Heian literature 平安時代文学

担当者名 陣野 英則 他／エメリック マイケル
国際日本学コース ― 秋学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英語・日本語両言語により、課程内で博士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導4-1 D 《ルーリー ディヴィッド》Japanese History and Literature 上代日本文学、前近代日本文化史《河野 貴美子》Comparative literature, ancient Chinese books in Japan 和漢比較文学、和漢古文献研究

担当者名 河野 貴美子 他／ルーリー ディヴィッド
国際日本学コース ― 春学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英語・日本語両言語により、課程内で博士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導4-2 D 《ルーリー ディヴィッド》Japanese History and Literature 上代日本文学、前近代日本文化史《河野 貴美子》Comparative literature, ancient Chinese books in Japan 和漢比較文学、和漢古文献研究

担当者名 河野 貴美子 他／ルーリー ディヴィッド
国際日本学コース ― 秋学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
英語・日本語両言語により、課程内で博士論文を仕上げられるよう、個別指導を中心に進める。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導5-1 D 《嶋崎 聡子》Japanese theater and literature 日本演劇、文学《児玉 竜一》Theater studies, history of performing arts 演劇学、芸能史

担当者名 児玉 竜一 他／嶋崎 聡子
国際日本学コース ― 春学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
演劇学、芸能史の領分に関わる博士論文執筆の指導を行う。
日米双方での方法論を参照しながら、原資料を解読する力量を涵養し、幅広い視野の獲得をめざす。
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授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。

科 目 名 国際日本学研究指導5-2 D 《嶋崎 聡子》Japanese theater and literature 日本演劇、文学《児玉 竜一》Theater studies, history of performing arts 演劇学、芸能史

担当者名 児玉 竜一 他／嶋崎 聡子
国際日本学コース ― 秋学期 水曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
演劇学、芸能史の領分に関わる博士論文執筆の指導を行う。
日米双方での方法論を参照しながら、原資料を解読する力量を涵養し、幅広い視野の獲得をめざす。
授業の到達目標
修業年限以内での博士論文の完成を到達目標とする。
成績評価方法
研究指導の成績評価については、その成績をPQの二級に分かち、Pを合格、Qを不合格とする。所定の研究指導を登録して指

導を受けることをもってP（合格）とする。
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共通科目（講義）
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科 目 名 ギリシャ・ラテン文学1 文学の中の英雄伝説とギリシャ神話

担当者名 博士(文学)京大 宮城 徳也
共通授業科目 ２単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
西洋文学の根幹である西洋古典文学（ギリシャ・ラテン文学）の概要を理解した上で、「英雄伝説」を中核として、ギリシャ

神話、叙事詩、悲劇、喜劇、ローマ文学における「英雄伝説」の意味と後世への影響を考える。有名な「英雄」を取り上げ，彼
らがどのように文学で扱われているかを整理し，後世への影響を考察する。
授業の到達目標
「英雄伝説」を通して、ギリシャ・ラテン文学の全体を視野に入れつつ、その後世への影響をも考察する。
成績評価方法
●試験 0％ レポートと平常点で評価
●レポート 40％ 学期末に3000字程度で、学習と研究の成果の報告を求める
●平常点 60％ 授業での、学習と議論を平常点として評価する
●その他 0％ レポートと平常点で評価
備考・関連ＵＲＬ
関連URL:
http://www.f.waseda.jp/tokuyam/index.htm

科 目 名 ギリシャ・ラテン文学2 「英雄伝説と「歴史」，「伝記」
担当者名 博士(文学)京大 宮城 徳也
共通授業科目 ２単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ギリシャ神話の英雄伝説が、ギリシャ文学、ローマ文学おいてどのように取り上げられたかを，「歴史」、「伝記」を通じて考

える。その際に，伝説上の人物と実在の歴史的人物の両方を取り上げ、「歴史」、「伝説」、「神話」が古代人にそれぞれどのよう
に意識されていたかも合わせて考察する。古代陶器，古代彫刻をも資料として、文学と視覚芸術の双方に取り上げられた「英雄」
たちの姿を可能な限り浮き彫りにする。
授業の到達目標
古代文学と視覚芸術（陶器画と彫刻）に表現された「神話」、「伝説」、「歴史」を考察する。
成績評価方法
●試験 0％ レポートと平常点で評価
●レポート 40％ 学期末に3000字程度で、学習と研究の成果の報告を求める
●平常点 60％ 授業での、学習と議論を平常点として評価する
●その他 0％ レポートと平常点で評価
備考・関連ＵＲＬ
授業実施方法：オンデマンド（パワーポイントによる録画講義の視聴，学期末レポート）で行ないます．
関連URL:
http://www.f.waseda.jp/tokuyam/index.htm

科 目 名 比較文学1 二葉亭四迷の仕事

担当者名 源 貴志
共通授業科目 ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
日本近代文学へのロシア文学の影響について、二葉亭四迷の仕事を詳しく見ることによって総合的な検討を行なう。
とくに、二葉亭による翻訳作品の選定の問題を、二葉亭の生涯や、ロシアの文学史、同時代のヨーロッパ文学との関係などか

ら多角的に検討する。なお、翻訳作品選定の問題に関しては、森鴎外によるヨーロッパ文学の翻訳の仕事にも注目する。
さらに広く、ヨーロッパ文学の翻訳が日本近代文学のなかに占めた重要性についてもできるだけ考察を及ぼしたい。
授業の到達目標
比較文学研究のなかの重要なテーマとしての、外国文学の日本文学への影響の問題を、できるだけ多角的に理解できるように

する。また、研究上の文献の取扱いの問題についても、基本的な理解が得られるようにする。
成績評価方法
各自執筆中の修士論文のテーマに添って、講義に触発された内容でのレポートを提出してもらう。
備考・関連ＵＲＬ
ロシア語の知識は必要なし。西洋文学の日本文学への影響について関心ある人ならば歓迎します。

科 目 名 比較文学2 日本の「現代詩」を読む

担当者名 堀内 正規
共通授業科目 ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業は、演習形式で、参加するみなさんといっしょに、日本の第二次大戦後の詩、いわゆる「現代詩」と呼ばれるジャン

ルの詩の作品を、実際に読んでゆくクラスです。
日本文学に関心のある方で、現代詩はちょっと苦手、とかいままであまり縁がなかった、とかといった方たちにも、予備知識

を必要とせずに、自由に言葉を読んで、感じたことや考えたことを、臆せず話してもらい、ともに考えたいと思っています。（詩
に深い関心がある方や、現代詩にも精通している方はもちろん大歓迎です。）修士課程のコースでは日文、文ジャ、表象メディ
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アなどの方に特にお勧めします。

毎週、一人の詩人を取り上げて、事前にpdfによって掲示しておいた幾つかの詩を、みなさんにも教室に来る前に読んできて
いただいて、ディスカッションができればいいと考えています。どんな稚拙なことでも、素朴なことでも大丈夫です。

第二次大戦終了が1945年、もう遥か昔の時代になりましたが、日本の詩の伝統というか、ある種の影響関係にもとづくつな
がりは、現代にまで及んでいます。とりあえず「荒地派」の鮎川信夫、田村隆一あたりから始めて、そうですね、1960年代に
デビューした重要な詩人たちの代表的な詩を読んでいきましょう。時代について、戦後日本について、詩とは何かについて、あ
るいはひとの生をどう捉えるかなどなど、様々な問題にアプローチできるような授業にしましょう。
（以下の予定は仮のものなので、実際には変更の可能性もあります。受講者の希望も聞いて、読む詩人を変更することもあり
得ます。）
授業の到達目標
戦後日本の詩について、読みの実践を通じて、理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 教室での参加度。毎回の発言。
出席は10回以上を必須とします。

●その他 0％ なし

科 目 名 美学特論1 芸術と生Ⅰ

担当者名 島村 幸忠
共通授業科目 ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、江戸時代後期を代表する文人画家・田能村竹田（1777～1835）の『山中人饒舌』（1835）および『自画題語』

（1839）をひもとき、竹田の文人画論の解明を行うとともに、竹田における画業と竹田の生き方、すなわち生の様式との関係
について考察していきます。 その際、竹田の文人画論の射程をより明確にするために、桑山玉洲（1746～1799）の『絵事
鄙言』（1799）、中林竹洞（1776～1853）の『竹洞画論』（1802）、浦上春琴（1779～1846）の『論画詩』（1842～3
成立）等による文人画論との比較を行います。
授業の到達目標
（1）文献を正確に読解する力を身につける。
（2）文人画についての理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 講義内容が理解できているか、自己の見解が適切に提示できているかなどによって評価します。
●平常点 50％ 出席、議論への参加度などによって評価します。
●その他 0％

科 目 名 美学特論2 芸術と生Ⅱ

担当者名 島村 幸忠
共通授業科目 ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、江戸時代後期を代表する文人画家の一人である田能村竹田（1777～1835）の作品が竹田の生き方、すなわち

生の様式にいかに関係しているのかについて考察していきます。その際、竹田の作品の特徴を明確にするために、作品の主題だ
けでなく構図や筆の運びなど技術的な部分に触れ、また、桑山玉洲（1746～1799）、中林竹洞（1776～1853）、浦上春琴
（1779～1846）等の同時代の文人画家たちの作品との比較を行います。
授業の到達目標
（1）文献を正確に読解する力を身につける。
（2）文人画についての理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 講義内容が理解できているか、自己の見解が適切に提示できているかなどによって評価します。
●平常点 50％ 出席、議論への参加度などによって評価します。
●その他 0％

科 目 名 宗教学特論1 宗教哲学の古典を精読する

担当者名 博士(学術)東大 小村 優太
共通授業科目 ２単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では宗教哲学にかんする古典文献を原典において精読する。どの文献を読むかは受講者と相談の上決定する。
古典文献は場合によって和訳が存在するものもあるが、往々にして現代語とまったく異なる精神で書かれている。そのため、

現代の文献を読むときのようにスラスラと読めないのが普通である。むしろ、テクストのうちにある躓きの石を自らの読解力向
上のための機会として役立てて欲しい。
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授業の到達目標
・古典文献の原典を精読することにより、古典の精神を直接的に理解する。
・テクストの精読を通して、原典を読み込むための基礎体力を身に付ける。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業の参加度によって評価する。
●その他 0％

科 目 名 宗教学特論2 宗教哲学の古典を精読する

担当者名 博士(学術)東大 小村 優太
共通授業科目 ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
この授業では宗教哲学にかんする古典文献を原典において精読する。どの文献を読むかは受講者と相談の上決定する。
古典文献は場合によって和訳が存在するものもあるが、往々にして現代語とまったく異なる精神で書かれている。そのため、

現代の文献を読むときのようにスラスラと読めないのが普通である。むしろ、テクストのうちにある躓きの石を自らの読解力向
上のための機会として役立てて欲しい。
授業の到達目標
・古典文献の原典を精読することにより、古典の精神を直接的に理解する。
・テクストの精読を通して、原典を読み込むための基礎体力を身に付ける。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業の参加度によって評価する。
●その他 0％

科 目 名 言語学特論1 科学としての言語の探求の誕生とその展開を見る

担当者名 森田 彰
共通授業科目 ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本特論は、言語（学）を専攻しようとする学生だけでなく、特に言語（学）を専攻はしていないが、言語と関係する研究分野

を専攻する、あるいは専攻しようとしている学生を対象に、言語を対象とした比較の方法論、構造分析の手法について解いてい
く。この二つの方法は、いかなる科学的分析にも必要な方法である。
具体的には、近代的言語学発祥とともに始まった「印欧語比較文法」あるいは、「印欧語比較言語学」の概要を見ることによっ

て、言語探求とそこにおける比較の方法について学ぶ。次に、その印欧語比較言語学から発展した「歴史言語学」つまり、通時
的言語の研究の諸分野について学ぶ。その中心となるのは、言語の変化であるが、さらには、その言語変化の結果とその要因、
言語とその変種 (dialect あるいは variation）、標準語 (standard dialect/variation) とその形成、言語の消滅、言語接触
(language contact) などについて考えていく。なお、言語に内在する変化の要因については、秋学期の「言語学特論2」のテー
マの一つとなる。なお、言語の変化については、履修者全員が知識を持つであろう英語を中心に見ていく。これは、英語が比較
的短い間に、急激に変化し、今や、欧州における孤立言語と言って良いほど、他の欧州の同族諸語（ヨーロッパにおける印欧諸語）
と違ってしまった言語変化の格好の事例であるからである。
以下に授業計画を示すが、大学院の特論 (本講座の英語名 Topics in Linguistics) なので、履修者が言語に対して、観察と

探求する心を持ち、講座に積極的に関わってくれれば、柔軟に対処したい。また、後半の教科書とする Trask, R.L. (1994)
Language Change には、もちろん英語以外の言語への言及、関連の Exercise があるので、興味のある学生は、それらを議
論に取り上げても良い。「言語学特論2」との通年の履修が望ましい。
授業の到達目標
言語における科学的見方とは何かを理解する。
科学の中おける比較の手法について理解する。
言語の通時的探求と歴史言語学の在り方に理解を深める。
常にそこにある言語の一側面を自らに引き付けて観察する態度を養う。
成績評価方法
評価の方法は、履修者の人数、基礎知識の程度によって異なるが、毎回の講義への参加度が重要な評価の対象となる。また、

レポートを課すので、これも大切な評価対象である。
備考・関連ＵＲＬ
事前の知識は特に必要としないが、言語に対し興味を持続して欲しい。言語事実を理解した上で、理論を身につけるようにし

て欲しい。第1回の講座には必ず出席してください。かなわぬ場合は、Moodle または、moritaforstudents@gmail.com に
連絡してください。
授業計画に示した項目は、主たる話題であって、これも履修者によって柔軟な対応があり得ます。
なお、履修者の人数等によりますが、11号館13階の森田研究室で講義を行う予定です。新型コロナウィルスの感染状況によ

って変更があり得ます。いずれにせよ、早稲田キャンパスで行われる予定です。
機会を得て、他学年、他校学生との交流会も設ける予定ですが、これも未確定です。
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科 目 名 言語学特論2 近代言語学の視点と方法論 de Saussure を中心に

担当者名 森田 彰
共通授業科目 ２単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本特論は、言語（学）を専攻しようとする学生だけでなく、特に言語（学）を専攻はしていないが、言語に関係する研究分野

を専攻する、あるいは専攻しようとしている学生を対象に、近代の言語学の誕生と発展過程、そこで得られた成果について概観
する。そのため、まず19世紀に発展を見た「比較文法/言語学 (Comparative Grammar/Linguistics)」に始まる、言語の比
較による史的研究の方法論と成果について概観する。次に、その成果と限界に基づいた言語の構造分析について考える。そこで、
その後の近代言語学への breakthrough をもたらしたFerdinand de Saussure の考えたことを整理しながら、その後の言語学
への展開を見、現在の言語学（言語への迫り方）への流れを追っていく。言語学の発展の姿を振り返りながら、一つの探求分野
がどのように生まれ、発展していったかを理解していく。また、科学とは何かについての理解を言語を例に深める。
授業の到達目標
・科学とは何か、科学的手法とは何かを理解する。
・20世紀後半までの言語学の流れを知る。
・言語学の中心的方法論について理解する。
・言語の構造と構造分析とは何かが理解できる。
・構造の記述方法について理解する。
・言語学の中の科学性を知る。
成績評価方法
評価の方法は、履修者の人数、基礎知識の程度によって異なるが、毎回の講義への参加度が重要な評価の対象となる。また、

講座のまとめ（輪番制）やレポートを課すので、これも大切な評価対象である。
備考・関連ＵＲＬ
事前の知識は特に必要としないが、言語に対し興味を持続して欲しい。「言語学特論1」からの継続履修が望ましいが、この講

座のみの履修を妨げるものではありません。言語事実を理解した上で、理論を身につけるようにして欲しい。第1回の講座には
必ず出席すること。かなわぬ場合は、Moodle または moritaforstudents@gmail.com に連絡してください。
授業計画に示した項目は、主たる話題であって、これも履修者によって柔軟な対応があり得ます。
なお、履修者の人数等にもよりますが、11号館13階の森田研究室で講義を行う予定です。が、新型コロナウィルスの感染状

況によって教室等の変更があり得ます。いずれにせよ、早稲田キャンパスで行われる予定。
機会を得て、他学年、他校学生との交流会も設ける予定ですが、これも未確定です。

科 目 名 倫理学特論1
担当者名 村松 聡
共通授業科目 ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
倫理学・応用倫理学の研究にとっての必須な哲学論文を取り上げ、生命、環境、社会などの広範なテーマについて考える。
今年は、徳倫理学を取上げ、徳倫理学についてのテキストを読みながら検討する。

徳倫理学は、義務論、功利主義と並んで、倫理学の基本的な考え方を形成している。

前期は、マッキンタイアの『美徳なき時代』の10章からはじめ、西欧の様々な時代における徳理解の変遷を概観する。

(10章からでも比較的独立しているので充分理解可能である）

日本語訳を主とするが、邦訳のない英語論文も取上げる予定。
授業の到達目標
現代の具体的な倫理的問題にどのように哲学的理解が資することができるかを学ぶことが大きな目標である。
成績評価方法
まず、授業に三分の二以上出ていることが必須条件。その上で、日常点50%、レポート50%で評価する。
備考・関連ＵＲＬ
倫理学、哲学についての専門的な知識と理解についてはその都度説明するので、前提としない。

哲学的に理解する力、合理的に考える能力があれば理解に困難なことはないだろう。

基本的に対面での授業を予定しているが、状況と参加人数によってはオンライン(zoomを使用）になる可能性もある。

その旨予定していてほしい。

科 目 名 倫理学特論2
担当者名 村松 聡
共通授業科目 ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
倫理学・応用倫理学の研究にとっての必須な哲学論文を取り上げ、生命、環境、社会などの広範なテーマについて考える。
前期に引き続き、徳倫理学を取上げ、徳倫理学についての諸論文を丹念に読みながら検討する。
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前期倫理学特論1を履修していないでも、履修は可能である。最初の1～2回、前期のまとめを行う。

したがって履修が困難になることはないだろう。

徳倫理学は、義務論、功利主義と並んで、倫理学の基本的な考え方を形成している。この徳倫理学の基本的な論文を選んで

読みながら、検討する。その際、応用倫理で問題になる生命倫理のトピックなど、具体的なケーススタディーを重視する。

日本語訳を主とするが、邦訳のない英語論文も取上げる。
授業の到達目標
現代の具体的な倫理的問題にどのように哲学的理解が資することができるかを学ぶことが大きな目標である。
成績評価方法
まず、授業に三分の二以上出ていることが必須条件。その上で、日常点50%、レポート50%で評価する。
備考・関連ＵＲＬ
倫理学、哲学についての専門的な知識と理解についてはその都度説明するので、前提としない。

哲学的に理解する力、合理的に考える能力があれば理解に困難なことはないだろう。

基本的に対面での授業を予定しているが、状況と参加人数によってはオンライン(zoomを使用）になる可能性もある。

その旨予定していてほしい。

科 目 名 人類学特論1 文化人類学の視座：移動への眼差し

担当者名 博士(文学)東北大 松本 尚之
共通授業科目 ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、今日の文化人類学の諸関心について、移動をテーマとした民族誌の輪読を通じて検討します。「民族誌」（エスノ

グラフィー）とは、文化人類学や社会学における研究手法であり、その成果物を指します。もともとは特定の民族や社会集団の
「文化」を体系的に記述した文書を指しましたが、現在では幅広い領域、対象に対し用いられています。講義では、今日の人や
モノの移動をめぐる研究動向について概括するとともに、近年研究関心がますます多様化する文化人類学の理論的展開について、
移動を事例として学ぶことが目的です。さらに、フィールドワークにもとづき記述されたモノグラフを購読することで、調査か
ら論文執筆に至る研究過程について考えていきます。
授業の到達目標
移動をテーマとした諸研究の購読を通して、文化人類学における近年の諸議論の基本的な知識を習得します。加えて、民族誌

の購読を通して、フィールドデータの分析の仕方、論文の書き方について学んで欲しいと思います。
成績評価方法
各講義での発表と討論への参加度をもとに評価します。

科 目 名 人類学特論2 文化人類学の視座：民族誌を読む

担当者名 博士(文学)東北大 松本 尚之
共通授業科目 ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、今日の文化人類学の諸関心について、アフリカ地域をフィールドとした代表的な民族誌の輪読を通じて検討しま

す。「民族誌」（エスノグラフィー）とは、文化人類学や社会学における研究手法であり、その成果物を指します。もともとは特
定の民族や社会集団の「文化」を体系的に記述した文書を指しましたが、現在では幅広い領域、対象に対し用いられています。
講義では、今日のアフリカ諸社会をめぐる研究動向について概括するとともに、近年研究関心がますます多様化する文化人類学
の理論的展開について、アフリカ地域を事例として学ぶことが目的です。さらに、フィールドワークにもとづき記述されたモノ
グラフを購読することで、調査から論文執筆に至る研究過程について考えていきます。
授業の到達目標
アフリカ地域の諸研究の購読を通して、文化人類学における近年の諸議論の基本的な知識を習得します。加えて、民族誌の購

読を通して、フィールドデータの分析の仕方、論文の書き方について学んで欲しいと思います。
成績評価方法
各講義での発表と討論への参加度をもとに評価します。

科 目 名 金石文特論1
担当者名 徳泉 さち
共通授業科目 ２単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
金石文とは、金属や石に文字や画像を鋳込んだり、刻したりしたもの、およびそれを拓本にとったもののことを指します。こ

の授業では、中国の書の歴史に沿いながら、各時代の金石文について概観していきます。
金石文があらわされた媒体は多岐に渡ります。たとえば、青銅器や鏡、印や瓦磚、石刻であれば石碑や墓誌などが挙げられる

でしょう。それら、そのものの造形や意匠にも着目し、なぜそこに文字が表されなければならなかったのか、そして、その意味
や内容、文字の様式などを拓本資料や実物資料を実際にみながら考えてみたいと思います。なお、受講者の興味関心や授業期間
中に開催される展覧会などに合わせて授業の内容を変更する可能性があります。
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授業の到達目標
金石文とはどのようなものであるか知り、その研究蓄積や研究方法を理解し身につける。
また、受講者それぞれの興味関心に引きつけて、自身の研究に活用していける力を養う。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 40％ 講義の内容をヒントに自分が課題とした対象についてレポートを作成し、その内容を評価する。
●平常点 60％ 授業に対する取り組みの姿勢や出席等についてみていく。
●その他 0％

科 目 名 金石文特論2
担当者名 徳泉 さち
共通授業科目 ２単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
金石文とは、金属や石に文字や画像を鋳込んだり、刻したりしたもの、およびそれを拓本にとったもののことを指します。金

石文があらわされた媒体は多岐に渡ります。たとえば、青銅器や鏡、印や瓦磚、石碑や墓誌などが挙げられるでしょう。本講義
では漢代に流行した墓碑からはじめ、南北朝時代、隋唐時代の著名な石刻資料を紹介しながら、金石文の調査研究の方法を説明
していきます。また、回によっては金石文字を毛筆で書く書法実技を行います。
授業の到達目標
金石文とはどのようなものであるか知り、その研究蓄積や研究方法を理解し身につける。
また、受講者それぞれの興味関心に引きつけて、自身の研究に活用していける力を養う。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 授業内での、取り組みや理解度を平常点とします。また、授業中に各自の興味にひきよせたテーマで発
表を予定しています。その発表の内容も評価の対象とします。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
開講期間中に開催される博物館、美術館の展覧会の見学などを授業の一環として行う可能性があります。
また、受講者の興味関心により計画の変更が生じる可能性もあります。

科 目 名 地理学特論1 平野の地形と環境変化(1)

担当者名 博士(理学)都立大 久保 純子
共通授業科目 ２単位 春学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
平野の地形、先史・歴史時代の環境復元などを中心に、受講生の専門分野を考慮しながら、関連するテーマの文献輪読、研究

発表・討論などをおこなう。また、野外巡検（フィールドにおける現地討論）を実施する。
おもに考古学専攻者を対象に想定するが、それ以外の分野の専攻者でも関心があれば歓迎する。
特論1では東京～関東平野を中心に取りあげる。
授業の到達目標
人類の活動の舞台としての地形の特質と由来を、身近な地域により理解する。
成績評価方法
平常点により評価

科 目 名 地理学特論2 平野の地形と環境変化(2)

担当者名 博士(理学)都立大 久保 純子
共通授業科目 ２単位 秋学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
平野の地形、先史・歴史時代の環境復元などを中心に、受講生の専門分野を考慮しながら、関連するテーマの文献輪読、研究

発表・討論などをおこなう。また、野外巡検（フィールドにおける現地討論）を実施する。
おもに考古学専攻者を対象に想定するが、それ以外の分野の専攻者でも関心があれば歓迎する。
特論2では国内外の平野について取り上げるほか、サンプル地域を選び、図上作業や実習もおこないたい。
授業の到達目標
人類の活動の舞台である平野の地形とその変化を学ぶ手法を理解する。
成績評価方法
平常点により評価
備考・関連ＵＲＬ
フィールドワークの日程および対象地は受講生と相談の上決定する。

科 目 名 比較文化論1 データと理論の間を埋める考古学

担当者名 小川 英文
共通授業科目 ２単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
授業の目的：
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①考古学研究のための問題発見のしかたについて、受講者自身のテーマに沿って、発表や課題論文執筆をとおして学んで行く。
②考古学の論文を執筆する際の理論とデータの使い方を、幅広く人文・社会科学の研究方法に学び、実践する。
授業の概要：
①考古学のさまざまな問題を抱える受講生各自が、問題設定と主張、論拠を展開する論文にまとめることを
念頭に入れながら、ゼミを進めていく
②毎回の授業では、受講生各自がその問題意識にしたがって、論文を紹介し、発表する。
③各回の発表者は、紹介する論文の概要と、自分の問題との接点を説明することから始め、さらに教室で
議論すべきトピックを調べ、整理し、レジュメにまとめ、事前に配布し、司会進行役として議論を実りあ
ものとすべく努めてほしい。
④各自の問題意識に沿った発表を行い、期末に課題論文を提出してもらう。

なお、今年度の授業はリアルタイム配信で実施します（3/15追記）
授業の到達目標
各自が抱える考古学の問題について、授業時のレジュメ作成と発表、そして期末の課題論文作成をとおして、
この授業の目的である、データと理論の間隙を埋めることを目的とする。
成績評価方法
口頭発表および課題論文を評価の基準とする。
評価配分は、発表・テスト50%、積極的発言30%、レポート20%。
課題論文の評価ポイントは以下です；
①課題論文で、あなたの問い、主張と論拠が展開され、『論文の形式』にしたがって書かれているか。
②まずあなたが、小川HPの『論文の形式』を理解し、あなたの論文が形式を守って作成されているか。
③次に「はじめに」で、あなたが読者に訴えたい問い(問題設定)がしっかり議論されており、
「はじめにの書き方」の形式である赤字部分をすべて使って書き、結論を「はじめに」に書いているか。
④自分の主張をかたち作っていく上で、多くの文献を渉猟しているか。
⑤他人の意見を雑誌論文等で調べ、それらを咀嚼して、理解し、そして自分の主張を展開できているか。
⑥「結論の書き方」の形式にしたがって、「はじめに」で展開した問題設定をまずふり返り、そして各章で検討したことをま

とめているか。
⑦文献目録が形式どおりに作成されているか。
備考・関連ＵＲＬ
http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/kidlat/Thesis%20Writing/thesis.htm
上のURLのページ：論文リテラシーに行って、以下の論文の形式を整えるための参考にしてください；
①論文の形式：論文のテンプレート
②論文はどう書くのか
③文献提示のしかた：歴史学の文献提示方法であるハーバード方式
④論文の形式のテンプレートが壊れたとき：wordの書式設定のしかたを以下に図解しましたので、レポート・論文の書式設

定はこれらにしたがってください。
◎ページ設定：1-1．文字数と行数、1-2．余白設定、1-3．用紙設定：A4
◎書式設定：2-1．行間設定①：本文の行間設定、2-2．行間設定②：註、文献目録の行間設定、2-3．体裁設定：禁則処理

や間隔調整、2-4．タブ設定

科 目 名 比較文化論2 データと理論の間を埋める考古学

担当者名 小川 英文
共通授業科目 ２単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
授業の目的：
①考古学研究のための問題発見のしかたについて、受講者自身のテーマに沿って、発表や課題論文執筆をとおして学んで行く。
②考古学の論文を執筆する際の理論とデータの使い方を、幅広く人文・社会科学の研究方法に学び、実践する。
授業の概要：
①考古学のさまざまな問題を抱える受講生各自が、問題設定と主張、論拠を展開する論文にまとめることを
念頭に入れながら、ゼミを進めていく
②毎回の授業では、受講生各自がその問題意識にしたがって、論文を紹介し、発表する。
③各回の発表者は、紹介する論文の概要と、自分の問題との接点を説明することから始め、さらに教室で
議論すべきトピックを調べ、整理し、レジュメにまとめ、事前に配布し、司会進行役として議論を実りあ
ものとすべく努めてほしい。
④各自の問題意識に沿った発表を行い、期末に課題論文を提出してもらう。

なお、今年度の授業はリアルタイム配信で実施します（3/15追記）
授業の到達目標
各自が抱える考古学の問題について、授業時のレジュメ作成と発表、そして期末の課題論文作成をとおして、
この授業の目的である、データと理論の間隙を埋めることを目的とする。
成績評価方法
口頭発表および課題論文を評価の基準とする。
評価配分は、発表・テスト50%、積極的発言30%、レポート20%。
課題論文の評価ポイントは以下です；
①課題論文で、あなたの問い、主張と論拠が展開され、『論文の形式』にしたがって書かれているか。
②まずあなたが、小川HPの『論文の形式』を理解し、あなたの論文が形式を守って作成されているか。
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③次に「はじめに」で、あなたが読者に訴えたい問い(問題設定)がしっかり議論されており、
「はじめにの書き方」の形式である赤字部分をすべて使って書き、結論を「はじめに」に書いているか。
④自分の主張をかたち作っていく上で、多くの文献を渉猟しているか。
⑤他人の意見を雑誌論文等で調べ、それらを咀嚼して、理解し、そして自分の主張を展開できているか。
⑥「結論の書き方」の形式にしたがって、「はじめに」で展開した問題設定をまずふり返り、そして各章で検討したことをま

とめているか。
⑦文献目録が形式どおりに作成されているか。
備考・関連ＵＲＬ
http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/kidlat/Thesis%20Writing/thesis.htm
上のURLのページ：論文リテラシーに行って、以下の論文の形式を整えるための参考にしてください；
①論文の形式：論文のテンプレート
②論文はどう書くのか
③文献提示のしかた：歴史学の文献提示方法であるハーバード方式
④論文の形式のテンプレートが壊れたとき：wordの書式設定のしかたを以下に図解しましたので、レポート・論文の書式設

定はこれらにしたがってください。
◎ページ設定：1-1．文字数と行数、1-2．余白設定、1-3．用紙設定：A4
◎書式設定：2-1．行間設定①：本文の行間設定、2-2．行間設定②：註、文献目録の行間設定、2-3．体裁設定：禁則処理

や間隔調整、2-4．タブ設定
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科 目 名 フランス語1
担当者名 小出石 敦子
外国語科目 １単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランス古典期を代表するジャン＝ジャック・ルソーの『人間不平等起源論』を読みます。
18世紀の文章ですが、補語代名詞の位置や接続法半過去の頻用等若干異なる部分はあるものの、現代フランス語とそれほど

変わりません。
講読にあたり，前もって読解に役立つ文法説明を施した補助プリントを配布します。
また各種翻訳を参考にしてもよいでしょう。
授業の到達目標
辞書を引きながら、中・上級程度のフランス語テクストを読むための語学力・読解力を身につけること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません
●レポート 50％ 授業で学習した内容が反映されているかを確認します
●平常点 50％ 予習の状況を見ます
●その他 0％ 上記のとおりです
備考・関連ＵＲＬ
Discours sur l’origine et les fondements de l’inégalité parmi les hommes de Jean-Jacques Rousseau - Editions

Flammarion

科 目 名 フランス語2
担当者名 小出石 敦子
外国語科目 １単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
フランス古典期を代表するジャン＝ジャック・ルソーの『人間不平等起源論』を読みます。春学期の続きから講読を再開しま

すが、秋学期からの受講も可能です。
18世紀の文章ですが、補語代名詞の位置や接続法半過去の頻用等若干異なる部分はあるものの、現代フランス語とそれほど

変わりません。
講読にあたり，前もって読解に役立つ文法説明を施した補助プリントを配布します。
また各種翻訳を参考にしてもよいでしょう。
授業の到達目標
辞書を引きながら、中・上級程度のフランス語テクストを読むための語学力・読解力を身につけること。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行いません
●レポート 50％ 授業で学習した内容が反映されているかを確認します
●平常点 50％ 予習の状況を見ます
●その他 0％ 上記のとおりです
備考・関連ＵＲＬ
Discours sur l’origine et les fondements de l’inégalité parmi les hommes de Jean-Jacques Rousseau - Editions

Flammarion

科 目 名 ドイツ語1
担当者名 荒井 訓
外国語科目 １単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
読解に徹し、詳細な解説をする
受講生の発表にもとづき、発音・抑揚も矯正しながら授業を進める
授業の到達目標
ドイツ語文献を正確に読み解く力を養う
構文把握はもとより、不変化詞ひとつの意味もおろそかにしない読み方を身につける
成績評価方法
●試験 50％ 必要に応じて試験を実施し、理解度を確認する
履修者が少数の場合は、毎回の授業での発表が試験に相当するため実施しない

●レポート 0％ 課さない
●平常点 50％ 授業中の発表を評価する
●その他 0％ 無し

科 目 名 ドイツ語2
担当者名 荒井 訓
外国語科目 １単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
読解に徹し、詳細な解説をする
受講生の発表にもとづき、発音・抑揚も矯正しながら授業を進める
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授業の到達目標
ドイツ語文献を正確に読み解く力を養う
構文把握はもとより、不変化詞ひとつの意味もおろそかにしない読み方を身につける
成績評価方法
●試験 50％ 必要に応じて試験を実施し、理解度を確認する
履修者が少数の場合は、毎回の授業での発表が試験に相当するため実施しない

●レポート 0％ 課さない
●平常点 50％ 授業中の発表を評価する
●その他 0％ 無し

科 目 名 ドイツ語3 Sprech- und Schreibkurs
会話・作文のコース

担当者名 Ph.D. ロストック大 クラヴィッター アルネ
外国語科目 １単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Die Studenten üben das Bewältigen alltäglicher Situationen aufbauend auf A2 auf höherem Niveau. Es werden

die Grundfertigkeiten Sprechen, Hören, Lesen, Schreiben gleichermaßen geübt. Durch ergänzende Übungen
erweitern die Studierenden ihren Wortschatz und erlernen die Routinen der Alltagskommunikation
この授業は、既にドイツ語レベルA2（初中級）に達している人を対象として、ドイツ人ネイティヴの教員が日常生活に必要

なドイツ語の会話などの実践練習を行います。毎回、自己紹介、趣味、留学、ドイツ文化などをテーマにして、語彙を増やし、
日常的なコミュニケーションに必要な定型表現を身につけます。ロールプレイをして対話練習を行なったり、ディスカッション
をしたりします。毎回の出席と授業への積極的な参加を重視して評価します。Der Kurs findet aufgrund der Corona
Pandemie je nach aktueller Lage in Präsenz, hybrid oder online statt. Multimediale Übungen werden auf der
Moodle-Plattform online zur Verfügung gestellt.
この授業は、その都度のコロナウィルス感染状況に応じて、教室対面、ハイブリッドもしくはオンラインで行います。マルチ

メディア課題を動画コンテンツとして用意してあります。
授業の到達目標
Die erworbenen Grundkenntnisse Niveau A1-A2 werden gefestigt und erweitert. Dazu werden alle vier

Fähigkeiten Lesen, Hören, Sprechen und Schreiben ausgebaut. Besonderes Gewicht wird darauf gelegt, dass die
Studierenden mit Hilfe von Stichworten (und ohne elektronische Wörterbücher) möglichst frei sprechen.
ドイツ語のA1からA2（初級から初中級）レベルの基礎固めをして、次のレベルへ進んでもらうのが目標です。スピーキング、

リスニング、リーディング、ライティングの訓練を行いますが、重点が置かれるのは、キーワードを与えられただけで、（辞書
を使わずに）自由に会話を行えるようになることです。
成績評価方法
●試験 50％ Ergebnis der Prüfung
期末テスト

●レポート 0％ no
●平常点 50％ 出席（25％）、授業への参加度（25％）
●その他 0％ no

科 目 名 ドイツ語4 Sprech- und Schreibkurs
会話・作文のコース

担当者名 Ph.D. ロストック大 クラヴィッター アルネ
外国語科目 １単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
Die Studenten üben das Bewältigen alltäglicher Situationen aufbauend auf A2 auf höherem Niveau. Es werden

die Grundfertigkeiten Sprechen, Hören, Lesen, Schreiben gleichermaßen geübt. Durch ergänzende Übungen
erweitern die Studierenden ihren Wortschatz und erlernen die Routinen der Alltagskommunikation
この授業は、既にドイツ語レベルA2（初中級）に達している人を対象として、ドイツ人ネイティヴの教員が日常生活に必要

なドイツ語の会話などの実践練習を行います。毎回、自己紹介、趣味、留学、ドイツ文化などをテーマにして、語彙を増やし、
日常的なコミュニケーションに必要な定型表現を身につけます。ロールプレイをして対話練習を行なったり、ディスカッション
をしたりします。毎回の出席と授業への積極的な参加を重視して評価します。Der Kurs findet aufgrund der Corona
Pandemie je nach aktueller Lage in Präsenz, hybrid oder online statt. Multimediale Übungen werden auf Moodle
online zur Verfügung gestellt.
この授業は、その都度のコロナウィルス感染状況に応じて、教室対面、ハイブリッドもしくはオンラインで行います。マルチ

メディア課題を動画コンテンツとして用意してあります。
授業の到達目標
Die erworbenen Grundkenntnisse Niveau A1-A2 werden gefestigt und erweitert. Dazu werden alle vier

Fähigkeiten Lesen, Hören, Sprechen und Schreiben ausgebaut. Besonderes Gewicht wird darauf gelegt, dass die
Studierenden mit Hilfe von Stichworten (und ohne elektronische Wörterbücher) möglichst frei sprechen.
ドイツ語のA1からA2（初級から初中級）レベルの基礎固めをして、次のレベルへ進んでもらうのが目標です。スピーキング、

リスニング、リーディング、ライティングの訓練を行いますが、重点が置かれるのは、キーワードを与えられただけで、（辞書
を使わずに）自由に会話を行えるようになることです。
成績評価方法
●試験 50％ Ergebnis der Prüfung
期末テスト

●レポート 0％ no
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●平常点 50％ 出席（25％）、授業への参加度（25％）
●その他 0％ no

科 目 名 ロシア語1 ロシア語のさまざまな文体

担当者名 博士(文学)ボッフム大 ヴァレリー・グレチュコ
外国語科目 １単位 春学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
ロシア語のさまざまな文体（日常会話、新聞や雑誌、文学作品、学術論文など）に触れてそれぞれの特徴を学ぶ。受講生には

それぞれの文体で書かれた文章を読み、それらを分析して、発表してもらう。また、それぞれの文体で実際にロシア語の文章を
書く練習をするが、特にアカデミックなスタイルで口頭発表したり文章を書いたりすることに重点を置く。
教材としては書かれたテクストだけでなく、ビデオなどのメディアも用いる。
授業の到達目標
ロシア語運用能力をさらに高めて、学術的な内容を持つレポートや論文をロシア語で書いたり、口頭発表したりする能力を身

につける。また、さまざまなスタイルの文章に触れることを通じて、ロシア文化・ロシア事情に対する理解を深めることを目指
す。
成績評価方法
●試験 0％ 期末試験は行わない。
●レポート 40％ 授業で扱ったテーマのうちひとつを選んで、ロシア語でレポートを提出する。
●平常点 60％ 授業への参加態度、議論への貢献度、宿題の提出状況。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 ロシア語2 ロシア語のさまざまな文体

担当者名 博士(文学)ボッフム大 ヴァレリー・グレチュコ
外国語科目 １単位 秋学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
前期に引き続き、ロシア語のさまざまな文体（日常会話、新聞や雑誌、文学作品、学術論文など）に触れてそれぞれの特徴を

学ぶ。受講生にはそれぞれの文体で書かれた文章を読み、それらを分析して、発表してもらう。また、それぞれの文体で実際に
ロシア語の文章を書く練習をするが、特にアカデミックなスタイルで口頭発表したり文章を書いたりすることに重点を置く。
教材としては書かれたテクストだけでなく、ビデオなどのメディアも用いる。
授業の到達目標
ロシア語運用能力をさらに高めて、学術的な内容を持つレポートや論文をロシア語で書いたり、口頭発表したりする能力を身

につける。また、さまざまなスタイルの文章に触れることを通じて、ロシア文化・ロシア事情に対する理解を深めることを目指
す。
成績評価方法
●試験 0％ 期末試験は行わない。
●レポート 40％ 授業で扱ったテーマのうちひとつを選んで、ロシア語でレポートを提出する。
●平常点 60％ 授業への参加態度、議論への貢献度、宿題の提出状況。
●その他 0％ 特になし。

科 目 名 ラテン語1 ラテン語で読むキケロ『カティリーナ弾劾』第1演説，第に演説

担当者名 博士(文学)京大 宮城 徳也
外国語科目 １単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
古代，中世、ルネサンスのラテン語を読むためにも、今年度はローマ古典でもとりわけ有名なキケロ『カティリーナ弾劾』の

第一演説，第二演説を読みます．初心者にも配慮して、文法を丁寧に確認しながら読み進めます．
授業の到達目標
キケロのラテン語散文を読解することにより、古典古代、中世、ルネサンスの文献を読む力の獲得を目指します。
成績評価方法
●試験 0％ 平常点で評価
●レポート 0％ 平常点で評価
●平常点 100％ 原典講読のための予習と努力を平常点として評価する
●その他 0％ 平常点で評価
備考・関連ＵＲＬ
ラテン語の初歩以上を学び、古代、中世、ルネサンスの思想，文学，歴史，文化、言語一般に興味のある人の参加を期待します。

http://www.f.waseda.jp/tokuyam/index.htm

科 目 名 ラテン語2 ラテン語で読キケロ『カティリーナ弾劾』第三演説，第四演説

担当者名 博士(文学)京大 宮城 徳也
外国語科目 １単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
春学期にの「ラテン語1」に引き続き，古代，中世、ルネサンスのラテン語を読むためにも、ローマ古典でもとりわけ有名な

キケロ『カティリーナ弾劾』の第三演説，第四演説を読みます．初心者にも配慮して、文法を丁寧に確認しながら読み進めます．
初心者にも配慮して、文法を丁寧に確認しながら読み進めます．
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授業の到達目標
ネポスのラテン語散文を読解することにより、古典古代、中世、ルネサンスの文献を読む力の獲得を目指す。
成績評価方法
●試験 0％ 平常点で評価
●レポート 0％ 平常点で評価
●平常点 100％ 原典講読のための予習と努力を平常点として評価します．
●その他 0％ 平常点で評価
備考・関連ＵＲＬ
ラテン語の初歩以上を学び、古代、中世、ルネサンスの思想，文学，歴史，文化、言語一般に興味のある人の参加を期待します。

http://www.f.waseda.jp/tokuyam/index.htm

科 目 名 ギリシャ語1 プラトン対話篇講読

担当者名 Ph.D. ケンブリッジ大 納富 信留
外国語科目 １単位 春学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
古典ギリシア語の読解を行います。紀元前4世紀前半に執筆されたプラトン対話篇『プロタゴラス』は古典哲学・文学の代表

作とされています。そのテクストを途中（前年度の続き）から読み進めながら、古代ギリシアの文明、とくに古典文献学、哲学、
文学、歴史を実地に学んでいきます。
授業の到達目標
古典ギリシア語の初等文法の知識を学んだ者を対象に、生きた文章を読む練習をしていきます。古典文献を読む語学力だけで

なく、文献学の基礎知識、注釈書や辞書の使い方を習得し、自力でギリシア語文献を読み解く能力を身につけるのが目標です。
成績評価方法
原典講読の演習のため、基本的に平常点評価（授業出席、講読担当、議論参加）で行い、まとめレポートを出してもらいます。

科 目 名 ギリシャ語2 プラトン対話篇講読

担当者名 Ph.D. ケンブリッジ大 納富 信留
外国語科目 １単位 秋学期 金曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
古典ギリシア語の読解を行います。紀元前4世紀前半に執筆されたプラトン対話篇『プロタゴラス』は古典哲学・文学の代表

作とされています。そのテクストを前期に読み終えた後の箇所から読み進めながら、古代ギリシアの文明、とくに古典文献学、
哲学、文学、歴史を実地に学んでいきます。
授業の到達目標
古典ギリシア語の初等文法の知識を学んだ者を対象に、生きた文章を読む練習をしていきます。古典文献を読む語学力だけで

なく、文献学の基礎知識、注釈書や辞書の使い方を習得し、自力でギリシア語文献を読み解く能力を身につけるのが目標です。
成績評価方法
原典講読の演習のため、基本的に平常点評価（授業出席、講読担当、議論参加）で行い、学期末にまとめレポートを提出して

もらいます。

科 目 名 中国古典語1 韓愈の文を読む

担当者名 博士(文学)北京大 丸井 憲
外国語科目 １単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「韓文の全集、篇として佳ならざるは無し（韓文全集、無篇不佳）」とは、清代の学者で『韓文起』の編著者である林雲銘（1628
－1697）の言葉である。実際、近代以前の中国において、韓愈の文は長らく綴り方の手本とされてきた。一方、現代の私たち
にとって、それは中唐士大夫たちの生活ぶりや交遊の有り様を知る上で、高い資料的価値を有する。とりわけ韓愈の書状・送序・
雑記・碑誌・祭文などには、彼を取り巻く親族・友人に対する温かな情愛が溢れている。これらを丹念に訓読しながら味読し、
さらに中唐という時代にも思いを馳せることが、本講座の目的である。
授業の到達目標
（1）原文の中国古典語に、精確な日本古典語を当てはめる作業を丹念に行なうことで、訓読力を高める。
（2）訓読文の作成を通じて、中国古典を読解する力を養う。
（3）作成された訓読文を通じて、中唐という時代の雰囲気を感じ取る。
成績評価方法
●試験 0％ 行なわない。
●レポート 0％ 行なわない。
●平常点 100％ 訓読文の作成作業の成果（発表）を中心に、授業に対する積極性（討論）なども踏まえて評価する。
●その他 0％ とくになし。
備考・関連ＵＲＬ
授業は日本語で行なうので、中国語を履修していない者でも心配は要らない。質問は随時、所定のメールアドレス宛てに行な

うことができる。
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科 目 名 中国古典語2 韓愈の文を読む

担当者名 博士(文学)北京大 丸井 憲
外国語科目 １単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
「韓文の全集、篇として佳ならざるは無し（韓文全集、無篇不佳）」とは、清代の学者で『韓文起』の編著者である林雲銘（1628
－1697）の言葉である。実際、近代以前の中国において、韓愈の文は長らく綴り方の手本とされてきた。一方、現代の私たち
にとって、それは中唐士大夫たちの生活ぶりや交遊の有り様を知る上で、高い資料的価値を有する。とりわけ韓愈の書状・送序・
雑記・碑誌・祭文などには、彼を取り巻く親族・友人に対する温かな情愛が溢れている。これらを丹念に訓読しながら味読し、
さらに中唐という時代にも思いを馳せることが、本講座の目的である。
授業の到達目標
（1）原文の中国古典語に、精確な日本古典語を当てはめる作業を丹念に行なうことで、訓読力を高める。
（2）訓読文の作成を通じて、中国古典を読解する力を養う。
（3）作成された訓読文を通じて、中唐という時代の雰囲気を感じ取る。
成績評価方法
●試験 0％ 行なわない。
●レポート 0％ 行なわない。
●平常点 100％ 訓読文の作成作業の成果（発表）を中心に、授業に対する積極性（討論）なども踏まえて評価する。
●その他 0％ とくになし。
備考・関連ＵＲＬ
授業は日本語で行なうので、中国語を履修していない者でも心配は要らない。質問は随時、所定のメールアドレス宛てに行な

うことができる。オンライン授業（リアルタイム配信）をおこないます。

科 目 名 現代中国語1
担当者名 小島 瑞紀
外国語科目 １単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【オンライン】リアルタイム配信
授業概要
授業は7回が対面、7回がzoomによるリアルタイムオンライン授業とする予定である。授業時間は1時間20分程度を想定し

ている。

クラスのレベルがまったく分からないため、1回目の授業を終えてからテキストの具体的な進度を決める。

会話中心の授業を行う予定だが、まずは初級文法を学びなおしつつ、速いスピードで初級会話ができるよう練習を重ねていく。
発音は会話の基礎であるため、厳しくチェックする。テキストに沿った形で作文も少し取り入れる。

授業内容は「本文・例文の朗読」、「質問文のリスニング」、「質問文の回答確認」、「会話練習（問答練習）」である。
授業の到達目標
極力美しい発音を心がける、少なくとも聞きやすい発音を身につけることを最低限の目標とする。
その上で、簡単な会話を流暢に進められることを最大の目標とする。
成績評価方法
●試験 60％ 中間試験（口頭） 30％
期末到達度確認（口頭） 30％

●レポート 0％ なし
●平常点 40％ 課題の提出 40％
●その他 0％ 特になし
備考・関連ＵＲＬ
必ず家庭学習の時間を設けること。
マメにMoodleをチェックすること。

春学期・秋学期あわせて受講することが望ましい。

科 目 名 現代中国語2
担当者名 小島 瑞紀
外国語科目 １単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【オンライン】リアルタイム配信
授業概要
授業は7回が対面、7回がzoomによるリアルタイムオンライン授業とする予定である。授業時間は1時間20分程度を想定し

ている。
春学期に使用したテキストの続きから入る。
1回の授業で数項目進める。授業で取り上げられない項目については、できれば自習をしてほしい。
課題の提出は、「単語を覚えること」と「本文のディクテーション」である。
授業時に本文・例文の朗読、日文中訳の答え合わせ、質問文のリスニングと会話練習を行う。
授業の到達目標
正確な発音で、少し難しい言い回しができるようになることを最大の目標とする。
成績評価方法
●試験 60％ 中間（口頭） 30％
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期末（口頭） 30％
●レポート 0％ なし
●平常点 40％ 毎回の課題の提出 40％
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
なるべく春学期・秋学期ともに履修してもらいたい。授業は初級の会話能力があることを前提に進む。
Moodleのアナウンスや配布資料を必ずチェックしてもらいたい。

科 目 名 サンスクリット語1 『維摩経』講読
担当者名 Ph.D. Yale大 山部 能宜
外国語科目 １単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
梵文『維摩経』の「観衆生品」を読む。『維摩経』は特に東アジアで大きな影響力をもったことで著名な経典で、サンスクリッ

ト語原典が公刊されたことにより新たな視点での研究が可能になってきている。本経典を学生諸君と一緒に熟読したい。サンス
クリット語の基礎知識のある学生であれば、インド仏教を専攻しない学生でも参加できるよう配慮するので、幅広い参加を歓迎
する。
授業の到達目標
インド大乗経典を原典で読解できる能力を身につける。
成績評価方法
●試験 0％ 今回は課さない。
●レポート 50％ 授業内容に応じたレポートを求める。
●平常点 50％ 授業への積極的な参加により評価する。
●その他 0％ 今回は課さない。
備考・関連ＵＲＬ
授業は基本的に対面で行う。

科 目 名 サンスクリット語2 『維摩経』講読
担当者名 Ph.D. Yale大 山部 能宜
外国語科目 １単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
梵文『維摩経』の「香積仏品」を読む。『維摩経』は特に東アジアで大きな影響力をもったことで著名な経典で、サンスクリッ

ト語原典が公刊されたことにより新たな視点での研究が可能になってきている。本経典を学生諸君と一緒に熟読したい。サンス
クリット語の基礎知識のある学生であれば、インド仏教を専攻しない学生でも参加できるよう配慮するので、幅広い参加を歓迎
する。
授業の到達目標
インド大乗経典を原典で読解できる能力を身につける。
成績評価方法
●試験 0％ 今回は課さない。
●レポート 50％ 授業内容に応じたレポートを求める。
●平常点 50％ 授業への積極的な参加により評価する。
●その他 0％ 今回は課さない。
備考・関連ＵＲＬ
授業は基本的に対面で行う。また、テキストに関しては受講者と協議の上変更する可能性がある。

科 目 名 研究のための日本語表現1（アカデミックスキル）
担当者名 川端 芳子
外国語科目 １単位 春学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大学院における研究レポートや論文作成に必要な日本語表現のスキルを学ぶ。学期前半では、正確な日本語表現を意識して、

情報収集や全体の構成の立て方、及び、引用、資料解説などの基本的な表現を学び、小レポートを作成し、提出する。学期後半
では修論執筆へのステップとして、時事問題などの中から各自がテーマを決定し、研究レポートを作成する（レジュメの作成、
口頭発表を含む）。口頭発表、クラスでの意見交換を通して、説得力のある論理的な文章、発表の方法について考え、そのスキ
ルを習得することを目的とする。
授業の到達目標
正確な日本語表現による論理的な研究レポート・研究論文を書けるようにすること、聞き手が理解しやすい口頭発表のスキル

を身に付けることを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験を実施しない。
●レポート 50％ 研究（学期末）レポート30%、小レポート20%。
評価のポイント ①学期中に学んだ表現が適切に正しく使用されているか。②引用文献、先行研究、情報収集の妥当性。③全

体の構成（アウトライン）、論理性。④意見交換による指摘が内容に反映されているか。
●平常点 35％ 出席状況・参加態度10%、レポート以外の提出課題の内容と提出状況25%
●その他 15％ 口頭発表の準備・発表態度、発表者への意見述べ
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科 目 名 研究のための日本語表現2（アカデミックスキル）
担当者名 川端 芳子
外国語科目 １単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
大学院における研究レポートや論文作成に必要な日本語表現のスキルを学ぶ。学期前半では、日本語に関する研究論文を読み、

内容や論の展開の妥当性を考えると共に、情報収集や全体の構成の立て方、及び、引用、資料解説などの基本的な表現を復習す
る。また、クラスでテーマを決めて、それに関するレポートを作成し、発表する。学期後半では、修論を踏まえて、各自がテー
マを決定し、修論に関する研究レポートを作成する（口頭発表を含む）。口頭発表、クラスでの意見交換を通して、読み手にとっ
て理解しやすい文章、説得力のある論理的な展開について考え、そのスキルを習得することを目的とする。
授業の到達目標
正確な日本語表現による論理的な研究論文を書けるようにすること、他者の書いた学術論文を読み、内容を客観的、批判的に

捉え、問題点を指摘できるようにすることを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 50％ 研究（学期末）レポート（中間報告を含む）25% 評価のポイント①学期中に学んだ表現が適切に正し
く使用されているか。②引用文献、先行研究、情報収集の妥当。
③全体の構成、論理性。④意見交換による指摘が内容に反映されているか。
日本語に関する(あるいはクラスで決めたテーマの）レポート25%（発表を含む）

●平常点 35％ 出席状況・参加態度10% レポート以外の提出課題25%（提出状況を含む）
●その他 15％ 口頭発表の準備・発表態度、発表者への意見述べ

科 目 名 研究のための日本語表現3（研究発表のための日本語） 学術的な論文の書き方を身につける―基本とルール

担当者名 博士(文学)早大 三原 裕子
外国語科目 １単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では以下の2つについて学ぶ。
1.わかり易い論文、明解な論点をもつ論文を書くために必要な表現力(技術)を身に着けることが第一の学習内容である。当然

のことではあるが、文章執筆にあたってのルールを知る。

2.大学院の成果として発表の機会が沢山ある。聴衆に理解してもらうための発表の組み立てやアピールの方法を(声・身振り・
視線他)を学習する。ールを知る。

このために、構成の立て方、ことばの選択や表記、文体などを学んでいく。さまざまな文章を読んでその表現法を会得する。
担当した文章について検討し、自身でも同様のテーマで文章を書くなどの実践をおこなう。発表時にには「話し方」も重要な

ポイントとなる。
授業の到達目標
論文を書くことは、自分の考えを相手に知ってもらうことことであり、発信能力が問われる。
骨格のしっかりとした、読んでわかる文章、明解な文章を書く日本語の表現を身に付けることが目標になる。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
●レポート 20％ 検討結果についてのレポート、学習した日本語表現を用いたレポートについて、評価する。
基準は予め明示した「作成の際の論点」が明確かどうかを重視する。

●平常点 40％ 意見交換に積極的に参加したか、建設的な意見を提出できたかどうかを評価の基準にする。
●その他 40％ 担当した内容の発表。

科 目 名 研究のための日本語表現4（研究発表のための日本語） 学術的な論文の書き方を身につける―基本とルール

担当者名 博士(文学)早大 三原 裕子
外国語科目 １単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本授業では以下の2つについて学ぶ。
1.わかり易い論文、明解な論点をもつ論文を書くために必要な表現力(技術)を身に着けること。当然のことではあるが論文作

成のためのルールを熟知する

2.大学院の成果として発表の機会が沢山ある。聴衆に理解してもらうための発表の組み立てやアピールの方法を(声・身振り・
視線他)を学習する。

このために、構成の立て方、ことばの選択や表記、文体などを学んでいく。さまざまな文章を読んでその表現法を会得する。
担当した文章について検討し、自身でも同様のテーマで文章を書くなどの実践をおこなう。発表時にには「話し方」も重要な

ポイントとなる。
授業の到達目標
論文を書くことは、自分の考えを相手に知ってもらうことことであり、発信能力が問われる。
骨格のしっかりとした、読んでわかる文章、明解な文章を書く、日本語の表現を身に付けることがを目標とする。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は行わない。
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●レポート 20％ 検討結果についてのレポート、学習した日本語表現を用いたレポートについて、評価する。
基準は予め明示した「作成の際の論点」が明確かどうかを重視する。

●平常点 40％ 意見交換に積極的に参加したか、建設的な意見を提出できたかどうかを評価の基準にする。
●その他 40％ 担当した内容の発表。
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共通科目(外国語)(学部合併科目)
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科 目 名 Academic Skills (Writing) Us A
担当者名 D. J. ウェブスター
英語 １単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
This course will develop upper-intermediate and advanced writing skills for students in academic writing in

English.
[CEFR level C2]
授業の到達目標
Developing logical paragraphs
Paraphrasing, summarizing, and quotation
Writing strong, descriptive sentences
Using intensifiers and transitional words and phrases
成績評価方法
●試験 0％ -
●レポート 40％ There will be 4 written assignments graded as part of the final grade.
●平常点 60％ Active online class participation will be assessed.
●その他 0％ -
備考・関連ＵＲＬ
All classes will be conducted online in real time

科 目 名 Academic Skills (Writing) Us B
担当者名 カーリン オマール
英語 １単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
This course will develop upper-intermediate and advanced writing skills for students in academic writing in

English.
[CEFR level C2]
授業の到達目標
Developing logical paragraphs
Paraphrasing, summarizing, and quotation
Writing strong, descriptive sentences
Using intensifiers and transitional words and phrases
成績評価方法
●試験 0％ -
●レポート 40％ There will be 4 written assignments graded as part of the final grade.
●平常点 60％ Active online class participation will be assessed.
●その他 0％ -
備考・関連ＵＲＬ
All classes will be conducted online in real time

科 目 名 Academic Skills (Writing) Us C
担当者名 Doctor of EducationUniversity of Liverpool 塚本 瑞香
英語 １単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
This course will develop upper-intermediate and advanced writing skills for students in academic writing in

English.
[CEFR level C2]
授業の到達目標
Developing logical paragraphs
Paraphrasing, summarizing, and quotation
Writing strong, descriptive sentences
Using intensifiers and transitional words and phrases
成績評価方法
●試験 0％ -
●レポート 40％ There will be 4 written assignments graded as part of the final grade.
●平常点 60％ Active online class participation will be assessed.
●その他 0％ -
備考・関連ＵＲＬ
All classes will be conducted online in real time
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科 目 名 Academic Skills (Writing) Us D
担当者名 カラン ポール
英語 １単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
This course will develop upper-intermediate and advanced writing skills for students in academic writing in

English.
[CEFR level C2]
授業の到達目標
Developing logical paragraphs
Paraphrasing, summarizing, and quotation
Writing strong, descriptive sentences
Using intensifiers and transitional words and phrases
成績評価方法
●試験 0％ -
●レポート 40％ There will be 4 written assignments graded as part of the final grade.
●平常点 60％ Active online class participation will be assessed.
●その他 0％ -
備考・関連ＵＲＬ
All classes will be conducted online in real time

科 目 名 Academic Skills (Writing) Uf A
担当者名 D. J. ウェブスター
英語 １単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
This course in academic writing is suitable for higher level, upper-intermediate writers. The course will focus on

essay writing.
[CEFR level B1-B2]
授業の到達目標
Develop skills in creating and organizing essays
Acquire high-level academic vocabulary
Develop skills in editing writing
成績評価方法
●試験 0％ -
●レポート 40％ 4 written assignments will be graded as part of the final grade.
●平常点 60％ Active online class participation will be assessed.
●その他 0％ -
備考・関連ＵＲＬ
All classes will be conducted online in real time.

科 目 名 Academic Skills (Writing) Uf B
担当者名 カーリン オマール
英語 １単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
This course in academic writing is suitable for higher level, upper-intermediate writers. The course will focus on

essay writing.
[CEFR level B1-B2]
授業の到達目標
Develop skills in creating and organizing essays
Acquire high-level academic vocabulary
Develop skills in editing writing
成績評価方法
●試験 0％ -
●レポート 40％ 4 written assignments will be graded as part of the final grade.
●平常点 60％ Active online class participation will be assessed.
●その他 0％ -
備考・関連ＵＲＬ
All classes will be conducted online in real time.

科 目 名 Academic Skills (Writing) Uf C
担当者名 Doctor of EducationUniversity of Liverpool 塚本 瑞香
英語 １単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
This course in academic writing is suitable for higher level, upper-intermediate writers. The course will focus on
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essay writing.
[CEFR level B1-B2]
授業の到達目標
Develop skills in creating and organizing essays
Acquire high-level academic vocabulary
Develop skills in editing writing
成績評価方法
●試験 0％ -
●レポート 40％ 4 written assignments will be graded as part of the final grade.
●平常点 60％ Active online class participation will be assessed.
●その他 0％ -
備考・関連ＵＲＬ
All classes will be conducted online in real time.

科 目 名 Academic Skills (Writing) Uf D
担当者名 カラン ポール
英語 １単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
This course in academic writing is suitable for higher level, upper-intermediate writers. The course will focus on

essay writing.
[CEFR level B1-B2]
授業の到達目標
Develop skills in creating and organizing essays
Acquire high-level academic vocabulary
Develop skills in editing writing
成績評価方法
●試験 0％ -
●レポート 40％ 4 written assignments will be graded as part of the final grade.
●平常点 60％ Active online class participation will be assessed.
●その他 0％ -
備考・関連ＵＲＬ
All classes will be conducted online in real time.

科 目 名 Academic Skills (Reading) Us A
担当者名 J. チャールズ
英語 １単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course will develop skills in vocabulary, reading and critical thinking for upper-intermediate students.
[CEFR Level B2-C1]
授業の到達目標
Acquire and improve reading skills
Build academic vocabulary
Develop critical thinking skills
Learn techniques of scanning and skimming texts
Learn techniques of identifying parts of texts, topics, evidence and opinions
成績評価方法
●試験 30％ 2 written tests, each worth 15 points.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active class participation will be assessed.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Reading) Us B
担当者名 小林 亜紀子
英語 １単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course will develop skills in vocabulary, reading and critical thinking for upper-intermediate students.
[CEFR Level B2-C1]
授業の到達目標
Acquire and improve reading skills
Build academic vocabulary
Develop critical thinking skills
Learn techniques of scanning and skimming texts
Learn techniques of identifying parts of texts, topics, evidence and opinions
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成績評価方法
●試験 30％ 2 written tests, each worth 15 points.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active class participation will be assessed.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Reading) Us C
担当者名 カラン ポール
英語 １単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course will develop skills in vocabulary, reading and critical thinking for upper-intermediate students.
[CEFR Level B2-C1]
授業の到達目標
Acquire and improve reading skills
Build academic vocabulary
Develop critical thinking skills
Learn techniques of scanning and skimming texts
Learn techniques of identifying parts of texts, topics, evidence and opinions
成績評価方法
●試験 30％ 2 written tests, each worth 15 points.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active class participation will be assessed.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Reading) Us D
担当者名 J. チャールズ
英語 １単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course will develop skills in vocabulary, reading and critical thinking for upper-intermediate students.
[CEFR Level B2-C1]
授業の到達目標
Acquire and improve reading skills
Build academic vocabulary
Develop critical thinking skills
Learn techniques of scanning and skimming texts
Learn techniques of identifying parts of texts, topics, evidence and opinions
成績評価方法
●試験 30％ 2 written tests, each worth 15 points.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active class participation will be assessed.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Reading) Uf A
担当者名 J. チャールズ
英語 １単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course will develop reading skills and academic vocabulary for upper-intermediate students.
[CEFR level C1]
授業の到達目標
Develop reading skills
Acquire vocabulary from Oxford English Corpus
Develop skills in Previewing, Scanning, Inference
Distinguish between causes and effects
Understand use of analogies
成績評価方法
●試験 30％ 2 written tests, each worth 15 points.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active class participation will be assessed.
●その他 0％ -
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科 目 名 Academic Skills (Reading) Uf B
担当者名 小林 亜紀子
英語 １単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course will develop reading skills and academic vocabulary for upper-intermediate students.
[CEFR level C1]
授業の到達目標
Develop reading skills
Acquire vocabulary from Oxford English Corpus
Develop skills in Previewing, Scanning, Inference
Distinguish between causes and effects
Understand use of analogies
成績評価方法
●試験 30％ 2 written tests, each worth 15 points.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active class participation will be assessed.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Reading) Uf C
担当者名 カラン ポール
英語 １単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course will develop reading skills and academic vocabulary for upper-intermediate students.
[CEFR level C1]
授業の到達目標
Develop reading skills
Acquire vocabulary from Oxford English Corpus
Develop skills in Previewing, Scanning, Inference
Distinguish between causes and effects
Understand use of analogies
成績評価方法
●試験 30％ 2 written tests, each worth 15 points.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active class participation will be assessed.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Reading) Uf D
担当者名 J. チャールズ
英語 １単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course will develop reading skills and academic vocabulary for upper-intermediate students.
[CEFR level C1]
授業の到達目標
Develop reading skills
Acquire vocabulary from Oxford English Corpus
Develop skills in Previewing, Scanning, Inference
Distinguish between causes and effects
Understand use of analogies
成績評価方法
●試験 30％ 2 written tests, each worth 15 points.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active class participation will be assessed.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Discussion) Us A
担当者名 ローソン アンドリュー
英語 １単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course uses realistic audio and video materials to practice academic skills of listening, taking notes and

discussion. This course is for upper-intermediate students.
[CEFR level B2]
授業の到達目標
Acquire and improve listening skills
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Build academic vocabulary
Focus attention
Discussion of reading and listening materials
Note-taking and reviewing
成績評価方法
●試験 30％ Two tests, mid and final, worth 15 points each.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active participation will be expected for each class.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Discussion) Us B
担当者名 博士(文学)早大 馬 玉晶
英語 １単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course uses realistic audio and video materials to practice academic skills of listening, taking notes and

discussion. This course is for upper-intermediate students.
[CEFR level B2]
授業の到達目標
Acquire and improve listening skills
Build academic vocabulary
Focus attention
Discussion of reading and listening materials
Note-taking and reviewing
成績評価方法
●試験 30％ Two tests, mid and final, worth 15 points each.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active participation will be expected for each class.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Discussion) Us C
担当者名 小林 亜紀子
英語 １単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course uses realistic audio and video materials to practice academic skills of listening, taking notes and

discussion. This course is for upper-intermediate students.
[CEFR level B2]
授業の到達目標
Acquire and improve listening skills
Build academic vocabulary
Focus attention
Discussion of reading and listening materials
Note-taking and reviewing
成績評価方法
●試験 30％ Two tests, mid and final, worth 15 points each.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active participation will be expected for each class.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Discussion) Us D
担当者名 ホンマ ジメナ ベノサ
英語 １単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course uses realistic audio and video materials to practice academic skills of listening, taking notes and

discussion. This course is for upper-intermediate students.
[CEFR level B2]
授業の到達目標
Acquire and improve listening skills
Build academic vocabulary
Focus attention
Discussion of reading and listening materials
Note-taking and reviewing
成績評価方法
●試験 30％ Two tests, mid and final, worth 15 points each.
●レポート 0％ -
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●平常点 70％ Active participation will be expected for each class.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Discussion) Uf A
担当者名 ローソン アンドリュー
英語 １単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course uses realistic audio and video materials to practice academic skills of listening, taking notes and

discussion. This course is for upper-intermediate students.
[CEFR level B2]
授業の到達目標
Develop listening skills
Develop note-taking skills
Develop academic discussion skills
Develop presentation skills
成績評価方法
●試験 30％ Two tests, mid and final, worth 15 points each.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active participation will be expected for each class.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Discussion) Uf B
担当者名 博士(文学)早大 馬 玉晶
英語 １単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course uses realistic audio and video materials to practice academic skills of listening, taking notes and

discussion. This course is for upper-intermediate students.
[CEFR level B2]
授業の到達目標
Develop listening skills
Develop note-taking skills
Develop academic discussion skills
Develop presentation skills
成績評価方法
●試験 30％ Two tests, mid and final, worth 15 points each.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active participation will be expected for each class.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Discussion) Uf C
担当者名 小林 亜紀子
英語 １単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course uses realistic audio and video materials to practice academic skills of listening, taking notes and

discussion. This course is for upper-intermediate students.
[CEFR level B2]
授業の到達目標
Develop listening skills
Develop note-taking skills
Develop academic discussion skills
Develop presentation skills
成績評価方法
●試験 30％ Two tests, mid and final, worth 15 points each.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active participation will be expected for each class.
●その他 0％ -

科 目 名 Academic Skills (Discussion) Uf D
担当者名 ホンマ ジメナ ベノサ
英語 １単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course uses realistic audio and video materials to practice academic skills of listening, taking notes and

discussion. This course is for upper-intermediate students.
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[CEFR level B2]
授業の到達目標
Develop listening skills
Develop note-taking skills
Develop academic discussion skills
Develop presentation skills
成績評価方法
●試験 30％ Two tests, mid and final, worth 15 points each.
●レポート 0％ -
●平常点 70％ Active participation will be expected for each class.
●その他 0％ -

科 目 名 Intensive Studies 1 (Philosophy 1) Ethical Issues 1

担当者名 Ph.D. University of St Andrews モリス ジェームズ ハリー
英語 １単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course is an introduction to the study of ethics. We will explore various ethical theories, including

consequentialism, deontology, and virtue ethics, by examining how these theories are applied to real-world issues
such as poverty, war, and the environment. We will also consider the ethical implications of new technologies,
such as artificial intelligence and biotechnology. Each class will focus on an ethical issue involving a
presentation, some reading, and discussion.
授業の到達目標
Through participating in the course students will:

• Gain knowledge of the key concepts and theories of ethics as applied to different issues.
• Develop critical thinking skills in evaluating and applying ethical arguments.
• Reflect on one’s own moral beliefs and practices.
• Develop transferable research and presentation skills.
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 30％ A number of short written reflections will be assigned relating to readings.
●平常点 30％ Worksheets will be assigned to review materials. Some class discussions will be graded.
●その他 40％ Graded group presentations aimed to introduce the class to the readings will take place each
week (between Class 5 and Class 14).
備考・関連ＵＲＬ
The way in which assignments are graded will be explained during classes.
The course content and readings are subject to potential change.

科 目 名 Intensive Studies 2 (Philosophy 2) Ethical Issues 2

担当者名 Ph.D. University of St Andrews モリス ジェームズ ハリー
英語 １単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course is an introduction to the study of ethics. We will explore various ethical theories, including

consequentialism, deontology, and virtue ethics, by examining how these theories are applied to real-world issues
such as poverty, war, and the environment. We will also consider the ethical implications of new technologies,
such as artificial intelligence and biotechnology. Each class will focus on an ethical issue involving a
presentation, some reading, and discussion. The course builds on the themes explored in Intensive Studies 1
(Philosophy 1): Ethical Issues 1, but having taken that course is not a prerequisite.
授業の到達目標
Through participating in the course students will:

• Gain knowledge of the key concepts and theories of ethics as applied to different issues.
• Develop critical thinking skills in evaluating and applying ethical arguments.
• Reflect on one’s own moral beliefs and practices.
• Develop transferable research and presentation skills.
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 30％ A number of short written reflections will be assigned relating to readings.
●平常点 30％ Worksheets will be assigned to review materials. Some class discussions will be graded.
●その他 40％ Graded group presentations aimed to introduce the class to the readings will take place each
week (between Class 3 and Class 13).
備考・関連ＵＲＬ
The way in which assignments are graded will be explained during classes.
The course content and readings are subject to potential change.
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科 目 名 Intensive Studies 3 (Philosophy 3) Issues in Theology and the Philosophy of Religion 1

担当者名 Ph.D. University of St Andrews モリス ジェームズ ハリー
英語 １単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course is an introduction to issues in theology and the philosophy of religion. During the course we will

explore various theological and philosophical ideas related to religion ( both historical and contemporary )
examining how these ideas have shaped religious traditions and understandings of the divine. The course will
primarily focus on European and Christian traditions. Each class will focus on a different issue involving a
presentation, some reading, and discussion.
授業の到達目標
Through participating in the course students will:

• Gain knowledge of the key concepts and theories of theology and the philosophy of religion.
• Develop critical thinking skills in evaluating and applying theological and philosophical ideas and arguments.
• Reflect on people’s religious beliefs and how these have shaped the world.
• Develop transferable research and presentation skills.
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 30％ A number of short written reflections will be assigned relating to readings.
●平常点 30％ Worksheets will be assigned to review materials. Some class discussions will be graded.
●その他 40％ Graded group presentations aimed to introduce the class to the readings will take place each
week (between Class 6 and Class 13).
備考・関連ＵＲＬ
The way in which assignments are graded will be explained during classes.
The course content and readings are subject to potential change.

科 目 名 Intensive Studies 4 (Philosophy 4) Issues in Theology and the Philosophy of Religion 2

担当者名 Ph.D. University of St Andrews モリス ジェームズ ハリー
英語 １単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course is an introduction to issues in theology and the philosophy of religion. During the course we will

explore various theological and philosophical ideas related to religion ( both historical and contemporary )
examining how these ideas have shaped religious traditions and understandings of the divine. The course will
primarily focus on European and Christian traditions. Each class will focus on a different issue involving a
presentation, some reading, and discussion. The course is designed to follow Intensive Studies 3 (Philosophy 3):
Issues in Theology and the Philosophy of Religion 1, however this is not a prerequisite for this course.
授業の到達目標
Through participating in the course students will:

• Gain knowledge of the key concepts and theories of theology and the philosophy of religion.
• Develop critical thinking skills in evaluating and applying theological and philosophical ideas and arguments.
• Reflect on people’s religious beliefs and how these have shaped the world.
• Develop transferable research and presentation skills.
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 30％ A number of short written reflections will be assigned relating to readings.
●平常点 30％ Worksheets will be assigned to review materials. Some class discussions will be graded.
●その他 40％ Graded group presentations aimed to introduce the class to the readings will take place each
week (between Class 3 and Class 13).
備考・関連ＵＲＬ
The way in which assignments are graded will be explained during classes.
The course content and readings are subject to potential change.

科 目 名 Intensive Studies 5 (Literature 1) Critical Theory (Part 1)

担当者名 博士(文学)マンチェスター大 鈴木 理恵子
英語 １単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course on critical theory consists of two parts. Part 1 offered during the spring semester will focus on

text-centered criticisms that emerged around the first half of the twentieth century. While the main objective of
this course is to understand how theory came to being in the twentieth century, which distinguished itself from
the kind of literary criticisms that were prevalent in the nineteenth century, it also aims to look at various schools
of thought with their differing manifestations dependent on the institutions and the national milieus. They overlap
and interact in ways that make the trend of critical theory of the first half of the twentieth century discussable as
methodological formations of a certain kind. This is not to say that what follows in Part 2 that examines the
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contextualized criticisms of the latter twentieth century is a severance from the text-centered criticisms of Part
1. Rather, they build on the linguistic or/and psychoanalytic-based criticisms that dominated the critical theory
covered in the spring semester. Although the focus of each class is provided below by the methodology and an
individual theorist most associated with it, this does not mean that the approach is on the individual per se
necessarily but rather on the texts that are relevant to the methodology in question.

Given the diversity of student academic background and their levels, I have maintained a fairly flexible and open
manner in which to conduct the classes. While covering the main texts for discussion, I welcome the different
perspectives and motives students bring to understanding and applying these theories. Therefore, it is not my
intention to adhere to a strict and rigorous application of these theories to literature/film/the arts as one might
expect of a critical theory course; but instead the course will focus on how these theories bear relevance to the
disciplines in which respective students are studying and researching.
授業の到達目標
This course maintains several objectives. One is to historically situate texts produced within various schools of

thought so as to enable better appreciation and understanding of their emergences. Secondly, to encourage
students to become more attentive to the text; not only in the limited sense of the word pertaining to the literary,
but also to the text understood in its broadest sense to include anything that manifests a semiotic system. By
understanding the text, not in its limited application, but in its permeating effects on our everyday life, it is hoped
that students will acquire a critical and discriminating eye to interpreting texts, society and life as lived in the
private and public spheres.
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 30％ A 1500-word essay must be submitted at the end of the course.
●平常点 40％ Regular attendance and active participation will be required.
●その他 30％ A 20-minute presentation on a given topic is mandatory.

科 目 名 Intensive Studies 6 (Literature 2) Critical Theory (Part 2)

担当者名 博士(文学)マンチェスター大 鈴木 理恵子
英語 １単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course is a sequel to the critical theory course offered in the spring semester. While Part 1 focusses on the

text-centered criticisms of the first half of the twentieth century with a significant emphasis on linguistics and
psychoanalysis, Part 2 offered in the fall semester examines various schools of thought that emerged most
prominently in the latter half of the twentieth century and beyond as historically oriented and socio-linguistically
based criticisms. Just to name some of the prominent schools of thought - Marxism, (new) historicism, feminism,
post-colonialism, queer studies and eco-criticism - we have seen a plethora of critical theories that have
contributed to the further understanding and uncovering of overlooked, suppressed and unidentified ways of
analyzing texts; they have also led to our realization that contextualizing texts within the socio-political enable us
to appreciate what it means to produce a text and what we as readers and critics can gain from that pastness of a
text by projecting our reading into the future, which makes the act of reading a much more dynamic and dialogical
exercise. The polemic aspect of critical theory cannot be overlooked either, opening new ways of conceiving
class, sexuality, race and the environment, just to name a few concepts, which inevitably brings such
subject-matters into a sharp relief against previously held conceptions and beliefs. This aspect is an encouraging
and hopeful aspect of critical theory that can at times seem somewhat insular and cerebral.
This course offers an overview of literary theory that focuses primarily on the social context of a literary work.

Students will familiarize themselves with the various schools of thought and theoretical practices that have
dominated literary criticism of the twentieth to the twenty-first century. Depending on the critical perspective
from which one examines the text, the outcome of criticism varies significantly. While close reading of text is still
valued in literary criticism, theoretical practice cannot be ignored in the academic world today. Such being the
case, it is vital and also useful to become acquainted with the various schools of thought that have left a mark in
the landscape of literary criticism.
授業の到達目標
The focus of this course is to become attuned to the way in which language engages with reality (by this word I

mean the social norms and conventions that provide a common sense by which we abide in a given society): how
language serves to represent and also to destabilize the reality as we know it. The implications of many of these
critical theories dealt with in this course go beyond the confinement of a text to question and interrogate some of
the strongly held beliefs and conceptions of a given society. Reading becomes a social act, which by being
implicated in the very social fabric of words and actions, we as readers are invited to not simply engage in it but to
reflect and renegotiate the very reality we had taken for granted. For this very reason, students are expected to
become more critical and reflective of their living environment, the very site in which these texts interrogate and
debunk reality as an illusionary construction of man.
成績評価方法
●試験 0％ There are no exams for this course.
●レポート 30％ A 1500-word essay must be submitted at the end of the course.
●平常点 40％ Regular attendance and active participation will be required.
●その他 30％ A 20-minute presentation on a given topic is mandatory.
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科 目 名 Intensive Studies 7 (American Studies 1) Popular Culture and Globalization

担当者名 アラバスター ジェイ フェリックス
英語 １単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course will explore ways in which popular culture has become globalized. Topics for the spring semester will

include advertising, art, attitudes, beverages, celebrity icons, cyberculture, dancing, fashion, foodways, and
leisure. Topics for the fall semester will include language, literature, movies, music, slang, sports, technology,
toys, television, and video games (see specific examples in the course schedule). The course will be conducted
entirely in English. Students should be prepared to actively participate in class discussion. Active participation
means that each student will be expected to speak in English about her or his ideas and understanding of
readings and presentations every week. Students must complete all assignments to pass the course.
授業の到達目標
Through intensive use of various English language skills (reading, listening, speaking, presenting, and writing),

students will improve their English usage. Students will also learn about academic approaches to popular culture.
成績評価方法
Reading quizzes (5 points x 10) 50
Group presentation* 20
Individual presentation* 20 (Graduate students will do final paper instead)
In-class activities / participation 10
TOTAL 100 points
(* = required to pass the course for undergraduate students)

科 目 名 Intensive Studies 8 (American Studies 2)
担当者名 ケルツ ローランド ノゾム
英語 １単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本項目の情報はWebシラバスを参照ください

授業の到達目標
本項目の情報はWebシラバスを参照ください

成績評価方法
本項目の情報はWebシラバスを参照ください

科 目 名 Intensive Studies 9 (Survey of Japanese Literature 1)
担当者名 Ph.D. (日本文学)ソフィア大、博士(学術)東大 クリステワ ツベタナ
英語 １単位 秋クォーター 火３時限 金３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
The course will cover a long period of the history of Japanese Literature ‒ from ancient times to the Early

Modern period. After a short survey of the major developments and genres, the course will focus on the most
representative texts and cultural phenomena. A special emphasis will be made on the literature of the Heian
period (the end of the 8th C. until the end of the 12th C.), which is justly considered to be “the Golden Age” of
Japanese Literature, both because it laid the foundations of the Japanese cultural identity, and because it
produced such unsurpassed masterpieces as Makura-no soshi (“The Pillow Book”) and Genji monogatari (“The
Tale of Genji”).
Some changes will be possible according to the interest of the students enrolled in the course.
The working language is English. However, the final essays will be accepted both in English and in Japanese

(with an abstract in English).
授業の到達目標
1. To provide basic knowledge of classical Japanese Literature ( genres, texts, etc. ) and to stimulate

students’ interest in it;
2. To develop an apprehension of classical Japanese Literature as a significant element of Japanese

intellectual history;
3. To outline the possibility of an inter-disciplinary approach to classical Japanese Literature;
4. To enhance students’ critical thinking;
5. Last but not least, to increase the pleasure of reading.
成績評価方法
●試験 50％ The numbers are not absolute.
Any outstanding performance in any of the three categories will be appreciated and will result in a high final

score.
●レポート 30％
●平常点 20％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
For those students who are interested in the course but lack confidence in their knowledge of English:
if you were able to read and understand the syllabus, you may consider enrolling in the course.
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科 目 名 Intensive Studies 10 (Survey of Japanese Literature 2)
担当者名 Ph.D. コロンビア大 高井 詩穂
英語 １単位 冬クォーター 火３時限 金３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Edo Period Literature
This course provides an introduction to a variety of literary genres of the Edo period (1600-1868), examining

works of major writers. With the advent of mass printing, a higher standard of living, and the availability of basic
education, the Edo period saw a rise of popular literature and theater. At the same time, a long period of peace led
educated samurai to engage in more refined elite literary pursuits. The class examines both elite and popular
literature, together with some visual materials. Through encounters with primary works, we will consider the
cultural, social, and historical background of the time. Students are expected to prepare for the class by reading
the assigned texts carefully and to participate actively in online class discussions.
授業の到達目標
1. To have a solid grasp of important authors, genres, texts, and themes of Edo period literature.
2. To be able to critically analyze texts and visual materials from the Edo period in their context.
3. To grasp the historical development of Edo period literature, and be able to place it within the larger picture of

Japanese literature and/or world literature.
成績評価方法
Attendance and Participation: 30%
Assignments and Quizzes: 40%
Exam: 30%

科 目 名 Intensive Studies 11 (Survey of Japanese Literature 3) Modern and Contemporary Japanese Literature

担当者名 Ph.D. コロンビア大 ピタルク パウ
英語 １単位 春クォーター 火３時限 金３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
In this course we will read representative works of modern and contemporary Japanese fiction in translation. By

working together through the readings we will aim towards two objectives. First, to gain a glimpse at the
Japanese experience of the 20th century, including modernization, colonialism, postwar democratization and
globalization. Second, to develop tools to critically analyze texts as literary narratives, focusing on howmeaning is
rhetorically created. We will strive to understand how these two dimensions (thematic and formal) shape and
enrich each other, and how they inform the fiction that Japanese writers have created to try and make sense of
the world they live(d) in.
All readings are in English translation. No knowledge of Japanese is required.
授業の到達目標
1. Read some of the most representative and well-known Japanese fiction written since the Meiji era.
2. Situate specific works in their historical and cultural contexts.
3. Appreciate the diversity of modern Japanese fiction.
4. Use the tools of literary analysis to interpret the readings.
成績評価方法
40% Midterm and Final Exams
30% Attendance and Class Engagement
30% Weekly Responses and Presentations
備考・関連ＵＲＬ
You will need passing grades in ALL categories (Exams / Attendance & Class Engagement / Responses &

Presentations) in order to obtain a grade for the course.

科 目 名 Intensive Studies 12 (Introduction to Japanese Culture and Civilization 1) Culture and Civilization from Prehistory to the Muromachi Period

担当者名 Ph.D. コロンビア大 リーブズ クリストファー
英語 １単位 秋クォーター 火４時限 金４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course will serve as an introductory survey of Japanese culture and civilization from prehistory through to

the end of the Muromachi period, that is, roughly, from the fourth to the sixteenth century. We will look at both
secondary material―writing about the history and culture of Japan by modern scholars―as well as English
translations of a selection of representative primary sources―premodern texts written by Japanese authors in
the period under consideration―and discuss their historical background, as well as their cultural and intellectual
significance.

All reading materials looked at in this course will be provided in English. No previous knowledge of Japanese
language or history is required.
授業の到達目標
This course seeks to achieve two objectives. First, students will be able to gain a broad understanding of the

historical development of Japanese culture and thought. Second, by studying Japanese cultural history through
English sources and translations, students will learn to reconsider Japanese culture from the outside, thereby
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encouraging new interpretations.
成績評価方法
Attendance and participation: 50%
Homework assignments: 50%
備考・関連ＵＲＬ
Students are not expected to have any previous knowledge of either Japanese literature or the Japanese

language. All readings and discussions will be in English.

科 目 名 Intensive Studies 13 (Introduction to Japanese Culture and Civilization 2) Japanese History: From Tokugawa to Meiji

担当者名 ブルチャー ミヒャエル
英語 １単位 冬クォーター 火４時限 金４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This class will consider Japan’s emergence as amodern state with a focus on the transition from the Tokugawa

to the Meiji era. In studying societal and political change from the sixteenth to the turn of the twentieth century,
particular attention will be paid to conceptual shifts in the political and intellectual lexicon of the Japanese
language.
授業の到達目標
The purpose of this class is to serve as an introduction to the history and political culture of modern Japan.

Proceeding roughly chronologically in laying the narrative groundwork, each lecture will apply a topical focus
designed to bring larger questions into view. While this class will study the emergence of new ways of thinking in
response to the impact of Western encroachments and ideas, it will emphasize the extent to which this response
could draw on preexisting conceptual resources. A further focus of this class will be on the role of the imperial
institution in attempts at defining, or contesting, Japanese culture in national terms.
Students will not only arrive at a deepened understanding of the historical origins of modern Japan, but also

gain new perspectives on modern state formation in general, on linguistic dimensions of politics and "culture,"
varieties of "nationalism," and the historically formative role of international exchange.
成績評価方法
Two in-class tests (30% each) 60％
One take-home assignment 30％
Attendance and participation 10％

科 目 名 Intensive Studies 14 (Introduction to Japanese Culture and Civilization 3) Introduction to Modern Japanese History

担当者名 Ph.D. New York University アコスタ アリエル キャサリン
英語 １単位 春クォーター 火４時限 金４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course is a survey of Japanese modern history, beginning with the Meiji Restoration in the 19th century

and ending with the turn of the 21st century. While covering the major political, cultural, and social trends of the
modern era, we will investigate questions about what constitutes “Japanese-ness,” and Japan’s place in the
world, and consider how answers to these questions have changed over time. Students will gain an overview of
major areas of modern Japanese history, including the ideology of nation building in the Meiji period, tensions
between country and city in the interwar period, colonization and imperialism, postwar economic expansion and
environmental issues, among many other topics.
授業の到達目標
At the end of the course, students will have an understanding of the major events of modern Japanese political,

economic, social, and cultural history. Students will learn to use a variety of sources, not just history textbooks,
including print media, music, and film and popular culture, as a means of telling and understanding history. We will
discuss the use of primary source documents, fiction, mass media, print culture, and visual culture in
understanding and analyzing the past. The course will be conducted in English, and all readings will be in English
but students are encouraged to seek out and consult sources in Japanese or other languages as well. This class
emphasizes a critical approach to Japanese history, and asks students to interrogate their own pre-conceptions
of Japanese history, Japanese identity, and Japanese culture.
成績評価方法
●試験 10％ There will be a short exam, worth 10% of the total grade.
●レポート 50％ The final writing assignment is worth 40% percent of the grade, and the preparatory
Assignments for the final are worth 10%

●平常点 40％ Class participation includes both attendance and active participation in class, and the
submission of required
reading responses.

●その他 0％
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科 目 名 Intensive Studies 15 (Introduction to Japanese Thought and Religion 1)
担当者名 博士(社会人類学)オックスフォード大 グラハム フィオナ
英語 １単位 秋クォーター 火５時限 金５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本項目の情報はWebシラバスを参照ください

授業の到達目標
本項目の情報はWebシラバスを参照ください

成績評価方法
本項目の情報はWebシラバスを参照ください

科 目 名 Intensive Studies 16 (Introduction to Japanese Thought and Religion 2)
担当者名 Ph.D. ロンドン大 眞野 新也
英語 １単位 冬クォーター 月５時限 木５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course provides an introduction of Japanese Buddhist doctrine, and devotes attention to various themes,

such as art and ritual. This class will involve interactive lectures, and seminar-like discussions. Students are
expected to participate actively, express their thoughts and critically evaluate the sources they study.

本科目は、日本仏教教学の基礎を学びつつ、美術や儀礼に関する諸問題にも注目していく。ティーチングスタイルは講義とセ
ミナー形式のディスカッションとを採用する。学生には授業で用いるテキストを批判的に評価することや、授業に積極的に参加
し自分の考えを表明することなどが求められる。
授業の到達目標
At the end of the course, students will acquire;

1) a basic knowledge of Japanese Buddhist Doctrine
2) skills for describing Japanese Buddhism in English
3) an understanding of English necessary for post-graduate studies (for MA students)

本コースの終了時までに、

1) 日本仏教教学の基礎知識
2) 英語で日本仏教思想を解説する技術
3) 大学院レベルの英語力 (修士の学生)

を習得することが見込まれる。
成績評価方法
Final Essay 60%
Attendance 40%

科 目 名 Intensive Studies 17 (Introduction to Japanese Thought and Religion 3)
担当者名 Ph.D. (日本文学)ソフィア大、博士(学術)東大 クリステワ ツベタナ
英語 １単位 春クォーター 火５時限 金５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
The course will cover a long period in the history of Japanese Religion and Intellectual Thought ‒ from ancient

times to the Early Modern Period. The range of approaches will also be vast: from introduction of the traditional
views to an attempt “to deconstruct deconstruction”. In other words, on the one hand, the course will provide
basic knowledge on Japanese religion, whereas on the other, it will dwell upon the specific forms of development
of the intellectual thought in Japan, which deviate from the stereotypes based on the Western tradition with its
focus on philosophy.
Some changes will be possible according to the interest of the students enrolled in the course.
The working language is English. However, final essays will be accepted both in English and in Japanese (with

an abstract in English).
授業の到達目標
1. To provide basic knowledge on the history of Japanese religion;
2. To outline the specific development of the intellectual thought in Japan by challenging the stereotypes;
3. To enhance students’ critical thinking and understanding of cultural diversity
成績評価方法
●試験 50％ The numbers are not absolute.
Any outstanding performance in any of the three categories will be appreciated and will result in a high final

score.
●レポート 0％
●平常点 30％
●その他 20％
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備考・関連ＵＲＬ
For those students who are interested in the course but lack confidence in their knowledge of English:
if you were able to read and understand the syllabus, you may consider enrolling in the course.

科 目 名 Intensive Studies 18 (Introduction to Japanese Visual and Performing Arts 1) Japanese Cinema

担当者名 博士(文学)早大 ノルドストロム K. ヨハン
英語 １単位 秋クォーター 土１時限 土２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course will explore the development of the Japanese cinema from the pre-war period to contemporary

times, through the lens of canonical films and filmmakers. The course will draw on a rich body of texts as well as
screenings of films to highlight the Japanese cinema’s artistic as well as industrial development, while situating
these in the context of the sociopolitical and economic issues. Special emphasis will be given to issues of
modernity, genre formation, nationalism, cinema as propaganda, the post-war period, urbanity, as well as more
recent developments during the late Showa- and Heisei-period. The students will develop their critical
understanding of the films through close analysis of the films as well as the course readings. The class will be
conducted in English, and all films screened will be with English subtitles.
授業の到達目標
- Acquire exposure to major works of Japanese cinema.
- Cultivate the tools to critically analyze cinematic texts.
- Develop an understanding of the historical, cultural, and social backgrounds.
- Situate Japanese cinema in a global context.
成績評価方法
Presentations (30%)
Each student is required to give two to three (depending on class size) 5-10 minute oral presentation on that

week ’s text/film(s), addressing the issues raised by the assigned material and proposing topics for class
discussion. The presentation should be focused on your interpretation of the relevant material, based on an
in-depth reading of the text/film(s) as well as further issues or questions you would like to discuss. Please select
specific theoretical issues or parts of the text/film(s) that you deem suitable for discussion and can act as
springboards for discussion.

Response Papers (30%)
You will be required to write a weekly response paper ( at least 350 words ) that reflect a thoughtful

engagement with the assigned films and readings. The instructor will suggest a starting question for the
students to respond to, but students are also encouraged to pose and address further questions related to the
relevant material. Each response paper is to be submitted after the subsequent weeks class.

Final Paper (40%)
In the final essay paper, the student will analyze a historical event, and its representation in a Japanese film

and/or novel. Your essay should include a main argument, which needs to made through detailed analysis of the
textual and visual material, which in turn needs to be fully documented (Chicago style is preferred, but other
formats accepted). The essay should be 2000-3000 words long (12pt Times New Roman, double- spaced,
1-inch margins). Indicate the word count on your paper. Actively/critically use at least 3 different written sources
(texts discussed in class are okay to use). Late papers will be downgraded at the discretion of the instructor.

科 目 名 Intensive Studies 19 (Introduction to Japanese Visual and Performing Arts 2)
担当者名 梅宮 悠
英語 １単位 秋クォーター 火１時限 金１時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
With the spread of COVID-19, the world of stage is facing various hardships. However, the situation is certainly

not new. Due to the pandemic of plague, the theatres in London were closed in the early 17th century during their
prime. It did not destroy the culture of theatregoing, but more plays were created when the circumstance allowed.
In Japan, plays written in those days were enthusiastically translated and studied in Meji era as one of the means
to learn about the Western civilization. The series of plays by William Shakespeare was eagerly explored by Shoyo
Tsubouchi（坪内逍遥）, and some plays were made into Japanized versions. Since then, there are various
adaptations of Shakespearean plays in Japan. After being translated, the culture of adaptation did not limit itself
to books. It later reached the stage in different format but also transformed into films and even modern manga. In
this module, we will consider how people mixed the Western culture and Japanese culture by observing several
distinctive Shakespearean adaptations, including some of the favoured productions by Takarazuka (宝塚歌劇団),
Yukio Ninagawa（蜷川幸雄）, Mansai Nomura（野村萬斎）, Shiki Company（劇団四季）, and more recent Shinkansen
Compnay（劇団新感線）. Through our comparative comprehension, we shall understand their effects and margin of
improvement.
授業の到達目標
By the end of the module, students will be able to:
1) understand the key elements of Japanese theatre: noh, kabuki, musical, commercial theatre, etc.
2) become familiar with several plays by Shakespeare.

共
通
科
目
(外
国
語
)

(
学
部
合
併
科
目
)

― 405 ―



3) appreciate traditional Japanese theatre and Shakespearean adaptation as living art that keeps transforming
and evolving.
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 20％ The final project should be in the form of an individual or group presentation.
●平常点 60％ It is vital to show active enrolment in group discussions in class when requested. Submitting
considerate comment at the end of each session will be valued.
●その他 20％ Regular participation is recommended for lineal understanding of the topic. To encourage such
attitude, the point should be given to those with good attendance.
備考・関連ＵＲＬ
Although themodule is conducted fully in English, the visual materials shown during each classmay not contain

subtitles. The content will be explained before and after, but students are advised to know the gist of the play for
their swift understanding.

科 目 名 Intensive Studies 20 (Introduction to Japanese Visual and Performing Arts 3) Seeing, Thinking and Talking about Japan through Visual Culture

担当者名 博士(文学)コロンビア大 土金 康子
英語 １単位 春クォーター 月２時限 木２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
The course is an introduction of the history of art and visual culture, dealing with Japan as a changing and

expanding idea and definition. The class will be conducted in person, but may involve a few meetings that require
online participation via Zoom (scheduled to be no more than 2meetings, such as for guest speakers’ appearance
via Zoom). This class is designed to encourage our collective and individual visual experiences, exploring the
diversity of Japanese visual cultures through the students’ active participation in museum visits on campus and
off-campus via assignments on their own ) as well as international visits through multiple museum online
sources. Students are encouraged to focus on specific objects/images/sites to observe them and think about
the following questions that each art work/visual material may raise from art historical points of view. What (if
anything ) is specifically " Japanese" about a style, material, manner of creation, appreciation and practice,
regarding each work that exists within and outside of Japan? Is such a national framework of Japan applied to
visual art universally fixed or fluid? Our class will explore this set of large questions regarding various media of
visual art, such as painting, graphic art, design, sculpture, calligraphy, ceramics, architecture, gardens,
photography and fashion through the following two venues: 1) an introductory historical survey of the rise of new
artistic tendencies of such a visual culture from the prehistoric period to the present within the current
geopolitical territory of Japan, with some major considerations on how Japan’s visual culture has interacted with
the rest of the world over time; and 2) a thematic approach, highlighting selected visual conventions in Japanese
society across time that privilege certain materials, aesthetics, beliefs, and collecting and displaying customs,
such as tea ceremony and Zen meditation.
授業の到達目標
1) Introduce the methods of art history to visually examine art works through exploring museums on campus,

individual museum visits outside of the classroom, and various domestic and international museum websites
while learning the historical backgrounds of art works and integrating them with visual information about the
works
2) Introduce major artistic phenomena from Japan’s prehistoric to modern/contemporary periods
3) Discussmajor works, sites, individuals, and institutions within the large historical context of Japanese visual

culture (the emphasis is on discussion and analysis, not on the memorization of dates and names)
4) Analyze major typologies and visual strategies from historical, artistic and conceptual points of view
5) Examine the historical background of various notions of "Japan" in visual culture available in Japan and

elsewhere by referring to examples from both premodern and modern/contemporary periods
6) Cultivate cultural sensitivity toward premodern examples of Japanese visual culture (before the beginning of

the Meiji period in 1868) and compare it with modern/contemporary developments
成績評価方法
●試験 10％ 2 Short Take-Home Quizzes (short essays). The criteria for grading are based primarily on
understanding the contents of the readings, class lectures and discussions, not on the memorization of dates
and names.
●レポート 30％ 5 Short Pre-Class Comments; 5 Short Post-Class Response Reports; 2 Reports based on
the 2 Orial Presentations (see below). The criteria for grading are the same as above.
●平常点 50％ Attendance and Class Discussions （which include very short writings during class sessions)
●その他 10％ 2 Short Oral Presentations

科 目 名 Intensive Studies 21 (Education 1) Culture and Society

担当者名 博士(教育学)ICU ホサイン タニア
英語 １単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Every society has its own culture, how people live and express themselves, and how they value objects and

thoughts. This course aims to discuss the role of language and language use in a series of societal challenges
and various cultural contexts. This course looks at the service of language in society and its relationship to its
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speakers’ culture(s). The course studies language variation across regions, ethnicity, social class, gender, age,
religion, level of education, etc. A significant focus will be on how different languages and language varieties
co-exist, complement, or replace other languages and language varieties or even result in new languages. The
course will be activity-based and encourage students to observe language as it is used around them. This course
will teach how language reflects and creates thought, culture, identity, and power relations. Students will also
learn to apply the concepts they study to their everyday language experiences. We all engage and utilize
language daily, whether through conversation, reading, or writing. We also use it to define our identities, social
relations, and interpretations of our own and others’ behavior. Language is one of the features unique to our
species, and meaning-making through language is a central human history project. At the same time, it will focus
on how cultures are changing with globalization.
授業の到達目標
Students will develop their academic speaking, listening, reading, and writing skills in this course by studying

and discussing English lectures of varying lengths. The main focus would be education and culture in different
countries. Activities will include listening to lectures in class, taking structured notes, discussing, answering
questions, and writing summaries. Students will also develop their communication skills through various pair,
group, and class activities. Emphasis will be placed on developing a deep understanding of sentence and text
structure and micro-and macro-reading skills. Students will learn how to get the text’s main points quickly and
effectively, without the need for translation into the native language. They will also be encouraged to read related
reading with the referred textbook to understand the covered topics better. Students will also develop writing
skills in English. In addition, students are required to master academic words, including their meaning and
collocations, by studying the words from the textbook. Students are expected to do 90 minutes of homework on
weekly assignments.
成績評価方法
Book Report……20%
In-class short test……20%
Paper…………………40%
Final Assessment/ Presentations……20%

科 目 名 Intensive Studies 22 (Education 2) Culture and Society

担当者名 博士(教育学)ICU ホサイン タニア
英語 １単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Every society has its own culture, how people live and express themselves, and howthey value objects and

thoughts. This course aims to discuss the role oflanguage and language use in a series of societal challenges
and various cultural contexts. This course looks at the service of language in society and its relationship to its
speakers’ culture(s). The course studies language variation across regions, ethnicity, social class, gender, age,
religion, level of education, etc. A significant focus will be on how different languages and language varieties
co-exist, complement, or replace other languages and language varieties or even result in new languages. The
course will be activity-based and encourage students to observe language as it is used around them. This course
will teach how language reflects and creates thought, culture, identity, and power relations. Students will also
learn how to apply the concepts they study to their everyday language experiences. We all engage and utilize
language daily, whether through conversation, reading, or writing. We also use it to define our identities, social
relations, and interpretations of our own and others’ behavior. Language is one of the features unique to our
species, and meaning-making through language is a central human history project. At the same time, it will focus
on how cultures are changing with globalization.
授業の到達目標
In this course, students will develop their academic speaking, listening, reading, and writing skills by studying

and discussing English lectures of varying lengths. The main focus would be education and culture in different
countries. Activities will include listening to lectures in class, taking structured notes, discussing, answering
questions, and writing summaries. Students will also develop their communication skills through various pair,
group, and class activities. Emphasis will be placed on developing a deep understanding of sentence and text
structure and micro-and macro-reading skills. Students will learn how to get the text’s main points quickly and
effectively, without the need for translation into the native language. They will also be encouraged to read related
reading with the referred textbook to understand the covered topics better. Students will also develop writing
skills in English. In addition, students are required to master academic words, including their meaning and
collocations, by studying the words from the textbook. Students are expected to do 90 minutes of homework on
weekly assignments.
成績評価方法
Book Report……20%
In-class short test……20%
Paper…………………40%
Final Assessment/ Presentations……20%
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科 目 名 Intensive Studies 23 (European Thought 1) British and European Landscape and Garden Interactions, 1680-1950

担当者名 PhD in Intellectual Historyサセックス大 ロビンソン ピーター
英語 １単位 春学期 無 フルOD １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】フルオンデマンド

授業概要
The process by which landscapes are shaped, whether in the form of medieval royal hunting forests, aristocratic

pleasure grounds, public parks, or intimate private gardens, tells us a lot about national identity, cultural priorities,
and aesthetic values. This course introduces students to key principles, developments, and transitions in the
British and European landscape tradition, spanning the Baroque period to the end of WWII. By studying a range of
key concepts, important examples of landscapes, gardens, and their designers as well as the ideals and
principles that lay behind them, we will see how the land has been a rich site for political, philosophical, and artistic
expression, rivalling other mediums in which ideas are born, develop, and reach maturity. The course is entirely
ON-DEMAND and taught in English.
授業の到達目標
By the end of the course you will understand the key philosophical and aesthetic ideas that underpinned

attitudes towards landscape in Britain and Europe from the mid-seventeenth century to the mid-twentieth
century, recognize the importance of specific gardens in the process of development and place landscape within
the wider intellectual and social framework of the Western Tradition.
成績評価方法
1) Weekly reaction papers (40%)
2) End-of-term paper (60%)
備考・関連ＵＲＬ
Attendance will be taken based on completion of the weekly reaction papers/class tasks. ALL CLASSES

ON-DEMAND. All materials and tasks via Moodle.

科 目 名 Intensive Studies 24 (European Thought 2) A Cultural History of Collecting

担当者名 PhD in Intellectual Historyサセックス大 ロビンソン ピーター
英語 １単位 秋学期 無 フルOD １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】フルオンデマンド

授業概要
This course explores the cultural importance of collecting in the Anglophone world. From important institutional

collections of plants in botanical gardens and vast museums containing millions of artefacts, to small private
‘cabinets of curiosities’ first popularized in the 17th century, the desire to collect is timeless. Collections have
satisfied inquiring minds throughout the ages, become obsessions and fetishes, and been used to project
political power and status. Collections undoubtedly remain important, but are transforming. Many of the insights
into the cultures of past societies that we have today, and a whole range of scientific break-throughs, are the
result of the existence of collections. This course will address the motivation behind collecting and consider both
the great harm collections have done, but also the great benefits they have brought us. A range of indicative
collections will be introduced, such as plants, antiques, fossils, natural history, art, as well as examples of popular
culture such as American comics. The course is entirely ON-DEMAND and taught in English.
授業の到達目標
By the end of the course you will have a solid understanding of the importance of collecting, its social and

intellectual impact on the Anglophone world, and be familiar with some of the most important collections in their
respective fields. The roles played by the concepts of curatorship (the construction of narratives), display,
classification, and the impact of digitalization and technology will also be explored.
成績評価方法
1. A short (750 word) paper responding to an assigned question [40% of grade]
2. A time limited unseen essay question [60%] during final class day.
備考・関連ＵＲＬ
This CLASS will be an ON-DEMAND CLASS conducted via MOODLE.
Regular attendance via short reaction papers submitted through MOODLE on the week of the scheduled class

is a requirement of the course.

科 目 名 Intensive Studies 25 (Critical Theory)
担当者名 Doctorate in Modern and Contemporary Japanese Literatureパリ・ディドロ大 ラヴェル イザベル
英語 １単位 秋学期 金曜日 １時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course introduces literary and cultural critical theory from the 20th century to the present. This course is

organized around 4 main themes: Text, World, Technology, and Gender. Each week, we look at a key-text relevant
to the theme and discuss its ideas, concepts and background. Students will be encouraged to think critically and
creatively about any theoretical arguments or issues that emerge in the course of our readings and discussions.
All readings for this course will be in English.
The classes will be onsite. Students participate in interactive discussions, have their understanding checked

through online assignments, take part in question-and-answer sessions, and exchange opinions with other
enrolled students.
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授業の到達目標
Students should:
(1) Build reading skills in analytical texts;
(2) Achieve a general understanding of problematics of literary and cultural theory;
(3) Be able to discuss and express opinions on these problematics.
成績評価方法
●試験 20％ Writing during classes. Every session will start with a short writing exercise based on the
content of that day’s readings.
●レポート 60％ Three essays of around 600 words on a topic that will be announced in class, to be
submitted online on Week 5, 9, and14.
●平常点 20％ Regular attendance and active participation in class discussions.
●その他 0％ 0

科 目 名 Intensive Studies 26 (Japanese Culture and Society 1) Diverse forms of care in Japanese society

担当者名 高橋 薫
英語 １単位 夏クォーター 火２時限 金２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course will explore different forms of care observed in everyday life in Japanese society to unpack a

complex interplay among care, culture and place. It aims to develop a nuanced understanding about how culture is
neither static nor neatly embedded in geographical locations but rather mobile and flexibly reinterpreted and
reconstructed in different times, spaces and relationships. Through observations on care, topics such as gender,
family, lifestyle and transnationalism will be discussed.

Each class consists of a short lecture by an instructor, a presentation by one of the students and group
discussion. Student are expected to actively participate in classes by sharing own ideas and understanding of
readings and lectures as well as presentations at every session.
授業の到達目標
Having successfully completed this course, students will be able to:

Understand the diversity of care observed in society and analyse its socio-cultural background.

Become sensitive to the role of culture that shapes our everyday caring practice and soc
成績評価方法
●試験 30％ In-class exam to write a short essay
●レポート 0％ Reports
●平常点 40％ Class Participation ( includes attendance, participation in discussions and submission of
reflective notes after each session)
●その他 30％ Presentations (Students will give a presentation on one of the topics they are interested in)

科 目 名 Intensive Studies 27 (Japanese Culture and Society 2) Rural Space in a Cosmopolitan Time: The Countryside in 20th Century Japan

担当者名 Ph.D. New York University アコスタ アリエル キャサリン
英語 １単位 夏クォーター 火３時限 金３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
What does the countryside mean in modern and contemporary Japan? Is it a site of agricultural production, a

place for rustic retreat from the busy urban center, a repository of local and national tradition? What is the
relationship between art, literature, and the rural? This course begins by investigating the discourses around the
rural Japan in pre-war Japan, when ultra-nationalists argued that agricultural production was intricately tied to
Japan’s emperor system, while leftists argued that the rural village could be a site of revolutionary community,
and artists and writers created utopian communes to bring together art and agriculture. We will then look into the
role of the rural during the era of high-economic growth in the postwar, especially through the lens of film and
literature that explored the cultural clashes between the cosmopolitan city and provincial areas, and the
exploration of landscape in Japanese art. Finally, we will look at contemporary meanings of the countryside,
including back-to-the-land movements, ’datsu-sara’ (escaping salaryman life) trends, and post-disaster art and
media. We will read examples of peasant literature, essays on the countryside and culture, academic articles, and
critical theory that explores the relationship between the urban and the rural. Additionally, we will watch at least
two films that are related to these issues.
授業の到達目標
Students will learn to use a variety of sources as a means of telling and understanding history, critical theory,

and cultural studies. Wewill use primary source documents, fiction, massmedia, print culture, and visual culture in
understanding and analyzing the past. The course will be conducted in English, but as this course emphasizes
primary source documents, students are encouraged to seek out and consult sources in Japanese as well.
Students will hone their analytical and descriptive skills through in-depth class discussions, and work on
academic writing and research skills.
成績評価方法
●試験 0％
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●レポート 50％ Students will write one final research paper on a topic of their choice, to be decided in
consultation with the professor, worth 30% of the grade. The weekly written response papers will be worth 20%
of the grade.
●平常点 40％ Class participation includes both regular attendance of class sessions, as well as active
participation in class and small-group discussions and in-class presentations. This seminar will be discussion-in-
tensive, and this portion of the grade reflects attendance, preparedness, and active participation.
●その他 10％ Students will give a short(10-15 minute) presentation on one reading. The presentation
schedule will be decided in the beginning of the class.

科 目 名 Intensive Studies 28 (Japanese Culture and Society 3) Sociolinguistic dynamics in Japanese languages

担当者名 言語学(副専攻・認知科学)インディアナ大 吉田 健二
英語 １単位 冬クォーター 火５時限 金５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
In this course, we will review and discuss current issues in socio-linguistics. In each class meeting, we focus on

one topic about language and society (as listed in the class schedule). The instructor introduces the issues and
problems in the Japanese languages and dialects and discusses their theoretical implications. One of the
students will be assigned a presentation on the topic.
授業の到達目標
This course will help the students to gain a solid understanding of socio-linguistic theory and analysis and to

deepen their insight into the important and interesting issues related to language and society. The course also
provides us with opportunities for cross-linguistic and cultural comparisons.
成績評価方法
●試験 0％ .
●レポート 50％ A term paper up to 5 pages (double space) on any aspects of language
●平常点 50％ Two in-class presentations will be assigned
1) Introduction of your linguistic background, the socio-linguistic situation of your country (or the countries you

have been in), and discussion on the topic of the day
2) A progress report of the term paper

●その他 0％ .
備考・関連ＵＲＬ
Contact: kenjiyo.work@gmail.com

科 目 名 Intensive Studies 29 (Japanese Visual Culture and Media 1) Japanese Cinema and Literature

担当者名 博士(日本文学)コロンビア大 ハートマン ナン
英語 １単位 夏クォーター 月１時限 木１時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
This course examines visual adaptations of Japanese literary works. Through comparative analysis of textual

and visual media we will discuss issues including the relationship between content and style, politics of
representation (such as hyper femininity/masculinity), intended readership/audience, aesthetics, and genre
characteristics. Students will learn about Japanese cinema as the artistic expression of individual directors and
gain a better understanding of the history of Japanese society as reflected and documented in literature and
popular culture.
授業の到達目標
- practice discussing film with reference to story, character, image, and narration
- learn about some of the major directors of Japanese cinema and auteurism
- improve analytical skills by reading primary texts and critical essays on films viewed
- improve writing skills, particularly description, analysis, and refining of arguments about films/stories in

question
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 60％ Six short written responses 6 x 10%
●平常点 30％ Attendance (15%) and participation in discussion (15%)
●その他 10％ Final presentation

科 目 名 Intensive Studies 30 (Japanese Visual Culture and Media 2) Anime: The Face of Japanese Popular Culture

担当者名 ケルツ ローランド ノゾム
英語 １単位 夏クォーター 無 フルOD １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】フルオンデマンド

授業概要
This course provides a critical perspective on Japanese animation (’anime’) and its relationship to postwar

Japanese history and popular culture. The focus of this course is to develop a nuanced understanding of anime,
not only as an aesthetic discipline and form of expression, but also as a cultural product informed by native
economic and societal conditions. Through screenings, readings, lectures, discussions and collaborative
projects, students will gain a broader and deeper awareness of what lies behind the curtain of such a profoundly
hybridized and influential medium ― and how it may evolve in the future. The class will be conducted fully
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on-demand. Any live Zoom sessions will be optional.
授業の到達目標
- Acquire exposure to major works in the history of anime.

- Cultivate the tools to critically analyze anime narratives and visuals.

- Develop an understanding of historical, cultural and social backgrounds.

- Situate anime in a global context.
成績評価方法
1. Class Participation 30%
2. Homework/Class Preparation 30%
3. Presentations 20%
4. Papers 20%
備考・関連ＵＲＬ
*If you miss more than 5 classes, the university will not grant you credit for the course.

科 目 名 Intensive Studies 31 (Japanese Visual Culture and Media 3) Reading and Translating Classical Japanese Waka Poetry

担当者名 博士(日本語・日本文化)阪大 フィットレル アーロン
英語 １単位 春クォーター 火４時限 金４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
In this class, students will attempt to translate classical Japanese literary works into English. In the first seven

lessons, lectures are given on various problems in translating classical Japanese waka poems into foreign
languages through some examples of earlier translations, then, followed by a group discussion, from the ninth
lesson onwards, students translate waka poems into English and discussing about the various methods and
innovations in their translation. (An advanced level of Japanese and an intermediate level of English is required for
this course.)
授業の到達目標
1. Understand the translation methods of classical Japanese waka poetry into foreign languages and various

aspects of the transmission of traditional Japanese culture.
2. Improve one’s ability to produce accurate translations of classical Japanese literary texts into English.
3. Evaluate the quality of a translation and identify areas of improvement.
成績評価方法
試験: 0％
レポート: 40％ Final Project (A report on the translation of one waka poem and an explanation of its

ingenuity.)
平常点評価: 60％ Attendance and Class Participation: 20%, Weekly Responses and Presentations: 40%
その他: 0％

科 目 名 Intensive Studies 32 (Comparative Perspectives in Japanese Literature) Intellectual History from a Comparative Perspective

担当者名 Ph.D. コロンビア大 リーブズ クリストファー
英語 １単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
【注意】 この授業は英語で行うもので、母語話者なみの英語力を前提としている。各回の宿題は英文30-40ページ程度。英
語に自信のない学生は履修することをご遠慮ください。
( Note: Thiscourse will be taught exclusively in English, for which reason students arerequired to have

more-or-less native-like English ability. Homework for eachsession will be about 30-40 pages of English reading.
Students who are notconfident in their English ability should refrain from registering for thiscourse.)

In this course, we will explore a wide variety of texts embracing an assortment of time-periods and genres, in
hopes of gaining a deeper appreciation of some of the perennial topics and questions in the tradition of Japanese
literature. Aside from primary texts ( all in English translations ), we will also read a number of articles by
modern-day scholars, which will help us make connections between premodern texts and modern concerns.
授業の到達目標
It is hoped that students will gain amore nuanced understanding of the Japanese intellectual tradition, and that

they will be able to make connections between this tradition and more modern issues from a global perspective.
成績評価方法
Attendance and participation: 50%
Homework assignments: 50%
備考・関連ＵＲＬ
Students are not expected to have any previous knowledge of either Japanese literature or the Japanese

language. All readings and discussions will be in English.
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科 目 名 Intensive Studies 51 (Seminar: Topics in Japanese Literature 1) Classical Japanese

担当者名 Ph.D. コロンビア大 高井 詩穂
英語 １単位 春クォーター 火２時限 金２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Classical Japanese (bungo or kogo) is not so remote and foreign as one may think ‒ it was a standard written

language in Japan until well into the twentieth century, and has direct connections to modern Japanese
language. This class will introduce students to the basic grammar of classical Japanese and we will read
together a wide range of original Japanese texts from the eighth to mid-twentieth centuries.The texts are picked
on the basis of grammatical points, but they are also selected from representative interesting classical texts,
including poetry, tales, legal writings, etc. You will open doors to the rich breadth of historical texts that are only
accessible through knowledge of classical Japanese.

The grammatical points for the next class will be provided in each class. Students are required to look up the
vocabulary and prepare their own translation for a short historical passage before each class. In class, students
and the instructor discuss the grammatical points and the translation of the historical texts for the class.

Language requirement:
The class is conducted in English. Since this class involves translation from classical Japanese into English,

fluent English and a minimum of an intermediate level modern Japanese (about 2 years of Japanese) is required,
and a higher level is recommended. Please consult with the instructor if you are unsure about your language level.
授業の到達目標
1. To learn the basic grammar of classical Japanese in different time periods.
2. To be able to read and understand some historical Japanese texts with the help of a dictionary.
3. To appreciate how the knowledge of classical Japanese may enrich your understanding of Japanese

literature.
成績評価方法
50% Class Participation, quizzes, written assignments

25% Midterm

25% Final

科 目 名 Intensive Studies 52 (Seminar: Topics in Japanese Literature 2)
担当者名 博士(日本文学)コロンビア大 ハートマン ナン
英語 １単位 夏クォーター 月２時限 木２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本項目の情報はWebシラバスを参照ください

授業の到達目標
本項目の情報はWebシラバスを参照ください

成績評価方法
本項目の情報はWebシラバスを参照ください

科 目 名 Intensive Studies 53 (Seminar: Topics in Japanese Literature 3) Challenging Thoughts: Provocative Proposals and Controversial Ideas Throughout the Japanese Intellectual Tradition

担当者名 Ph.D. コロンビア大 リーブズ クリストファー
英語 １単位 冬クォーター 月２時限 木２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
【注意】 この授業は英語で行うもので、母語話者なみの英語力を前提としている。各回の宿題は英文30-40ページ程度。英
語に自信のない学生は履修することをご遠慮ください。
( Note: Thiscourse will be taught exclusively in English, for which reason students arerequired to have

more-or-less native-like English ability. Homework for eachsession will be about 30-40 pages of English reading.
Students who are notconfident in their English ability should refrain from registering for thiscourse.)

In this course, we will be looking at a large variety of texts, both premodern and modern, both those produced
within Japan and those produced outside of Japan, in order to explore together a number of provocative proposals
and controversial ideas which have been voiced by thinkers throughout the Japanese intellectual and literary
tradition. These ideas and proposals are controversial insofar as they go against many of the implicit
assumptions modern people tend to hold.

Here are a few of the questions we will be considering together:

1. What are some of the central assumptions shared by past thinkers within the Japanese intellectual and
literary tradition?
2. How might these ideas, if taken seriously, transform our modern ways of thinking?
3. How are these provocative proposals expressed in different genres of writing? For example, what role does
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fiction play in conveying these ideas?

Our general approach in this course may be summarized as follows:

1. We will explore Japanese culture, literature, intellectual history, mythology, and other related topics, in the
broader context of East Asia and the world.
2. We will strive to cultivate a comparative perspective, bringing in material from other cultures and different

historical periods.
3. We will consider the effects of translation on our own understanding of the materials and ideas discussed in

class.
授業の到達目標
This course will provide students with an opportunity to acquaint themselves with, and actively discuss, a

variety of texts, as well as a variety of (hopefully) new ideas. It is hoped that students will come away from this
course with a broader and more creative understanding of Japanese literature, culture, and intellectual history.
成績評価方法
You will be marked based on the following two factors: (1) Attendance and in-class participation = 50% AND

(2) A number of written homework assignments = 50%. There will be NO final examination.
備考・関連ＵＲＬ
Please be aware that my courses generally require a fair amount of reading (about 25-40 pages per lecture). If

you are not keen on reading, you had better choose a different course. All of the reading material will be in English,
unless otherwise noted. All lecturing and in-class (or on-line) discussions will be conducted in English.

科 目 名 Intensive Studies 54 (Seminar: East Asian Cultures in Global Perspective 1)
担当者名 博士(芸術学)日大 パルナス アナト
英語 １単位 冬クォーター 火１時限 金１時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本項目の情報はWebシラバスを参照ください

授業の到達目標
本項目の情報はWebシラバスを参照ください

成績評価方法
本項目の情報はWebシラバスを参照ください

科 目 名 Intensive Studies 55 (Seminar: East Asian Cultures in Global Perspective 2) A Strange Mixture of Curious Thoughts

担当者名 Ph.D. コロンビア大 リーブズ クリストファー
英語 １単位 春クォーター 月４時限 木４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
【注意】 この授業は英語で行うもので、母語話者なみの英語力を前提としている。各回の宿題は英文30-40ページ程度。英
語に自信のない学生は履修することをご遠慮ください。
( Note: Thiscourse will be taught exclusively in English, for which reason students arerequired to have

more-or-less native-like English ability. Homework for eachsession will be about 30-40 pages of English reading.
Students who are notconfident in their English ability should refrain from registering for thiscourse.)

In this course, we will explore a wide variety of texts embracing an assortment of time-periods and genres, in
hopes of gaining a deeper appreciation of some of the perennial topics and questions in the tradition of Japanese
literature. Aside from primary texts ( all in English translations ), we will also read a number of articles by
modern-day scholars, which will help us make connections between premodern texts and modern concerns.
授業の到達目標
It is hoped that students will gain amore nuanced understanding of the Japanese intellectual tradition, and that

they will be able to make connections between this tradition and more modern issues from a global perspective.
成績評価方法
Attendance and participation: 50%
Weekly homework assignments: 50%
備考・関連ＵＲＬ
Students are not expected to have any previous knowledge of either Japanese literature or the Japanese

language. All readings and discussions will be in English.

科 目 名 Intensive Studies 56 (Seminar: East Asian Cultures in Global Perspective 3) Performing Gender in East Asia

担当者名 Ph.D. コロンビア大 高井 詩穂
英語 １単位 秋クォーター 月２時限 木２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
How were male and female understood on-stage and off-stage at various times and locations within

early-modern to modern East Asia? This class is a discussion-based seminar that focuses on early-modern and
modern East Asian culture through the lens of gender studies and performance theory. We will begin the quarter
with an introduction to theories of gender and performance. Throughout the quarter, we will juxtapose these
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approaches with contemporary instructions for and accounts of performance from 17C-20C East Asia (primarily
China and Japan). Primary materials include play scripts, edicts about costumes and clothing, treatises on
acting, films, and visual and verbal depictions of various performance genres.

This course will be conducted in English. No knowledge of Japanese or Chinese is required.
授業の到達目標
1. To be acquainted with some gender and performance theory.
2. To be able to critically analyze primary sources in their contexts and in comparison to each other.
3. To be able to communicate one’s ideas effectively in class and in writing.
成績評価方法
30% Final Project
30% Attendance and Class Participation
40% Weekly Assignments, and Presentations

科 目 名 フランス語を読む1（文学1）
担当者名 福山 智
仏語 １単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
フランス語既修者（一般的には2年生以上、ただし独学や高校以前の既習者はその限りではない）が対象となります。
特に2年生は文法事項を修めたばかりで実際に読むためにその知識を運用した経験がほとんどないでしょう。また3年生以上

でもしばらくブランクがある場合も考えられます。したがって前期は、文字数の少ない韻文詩を読みましょう（だからといって
簡単に読めるとは限りませんが）。

前半は比較的読みやすい20世紀の作品をいくつか取り上げます。それから、せっかく韻文を読む機会なので、後半は、フラ
ンス詩法のイロハにも目くばせしつつ、19世紀近代史の幕開けを告げる詩人たち、ボードレール、ランボー等の代表的な韻文
作品を読みます。時には、実際に読んだ作品とゆかりのある映像なども観る予定です。

どれも知っておいて損のない作品ばかりです。フランス語力のみならず知識としても還元できればと思います。

フランス語を読む楽しみ、原文でしかわからない味わいを感じること、またそれだけではなく、作品の背後にある、それぞれ
の歴史、文化にもふれることでより豊かにテキストに接すること、これが当講義の主眼となります。従って、2年生のみならず、
3年生、4年生、さらに上の学生の受講も、もちろん歓迎です。またオープン科目でもあります。他学部からの受講生もおおい
に歓迎します。このようにダイレクトにひたすら文学的な作品を読むという講義は他学部ではなかなかお目にかかれるものでは
ないかもしれません。そうした機会を逃さずに、臆することなく参加してください。

2，3週に1度、計5回の課題文を出題する。和訳の問題で、ムードル上で添削、コメントを付して返却する。
最終日に教場試験をおこなう（昨年度までと異なるので、また別枠のフランス語を読む（文学2）の方はテストをおこなわ

ないという違いにも注意してください）。
形式は、辞書持ち込み不可の和訳問題の予定。もちろん問題文は、課題を含む授業で扱った作品のみに限る。
以上2点をおもな評価基準とします。
とはいえ、
フランス語歴が浅い受講者はハンディとなる恐れがあるので、成長度も加味した評価とします。
課題文は未定なところがあります。最初のオリエンテーションで受講者の皆さんと言葉をかわして授業のながれに応じてボチ

ボチ決められればと思っています。リクエストも歓迎です。名案ならば、計画を変更してもいいと思っています。
授業の到達目標
フランス語で読む楽しみ、継続して読もうという意欲を感じるようになること。また文化一般にも興味を抱くようになること。
成績評価方法
●試験 60％ 仏文和訳（授業及び課題文から出題）。
辞書持ち込み不可。

●レポート 0％ 特になし。
●平常点 10％ 授業での積極性。
●その他 30％ 仏文和訳の課題。
備考・関連ＵＲＬ
問題文は、文法的なウィークポイントから、またただ単純に面白い文章だからという観点で選択します。
評価は、クオリティーだけではなく、成長率もおおいに考慮したいと思っています。おそれずに、ひるまずに、めげずにチャ

レンジしてください。

科 目 名 フランス語を読む2（哲学）【オンライン授業（リアルタイム配信）】キャラクターについて考える
担当者名 博士(文学)早大 立花 史
仏語 １単位 春学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
本講座では、フランスでの最近の著作をひもといて、ロラン・バルトの言葉を出発点として、映画や文学からビデオゲーム

まで参照した、キャラクター論を読んでゆこうと思います。哲学味は多少うすいかもしれません。

20頁ちょっとの内容です。1回の授業で、だいたい1頁、予習すればよい感じになります。ゆっくり読んで、内容を楽しみま
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しょう。春学期は、内容の面白さで選んでいます。テクストをめくってみて、もっと平易なテクストを講読したい人は、秋学期
の方を検討してみてください。

中級者を主な対象としていますが、学部生から院生まで、学年や所属は幅広く歓迎します。

準備・環境がととのえば、視聴覚教材も利用したいと思います。
授業の到達目標
本講座の到達目標は、論述のフランス語に慣れることです。論述文は、初級のフランス語からすると、堅苦しく見えますが、

一人の書き手に特化した場合、語彙、熟語、文構造はかなり限定されているので、読んでいるうちに、パターンがつかめてくる
と思います。

もちろん本講座は、フランス語圏の思想・哲学その他の学問に関する教養を深め、さまざまなテーマに関して自主的に考える
機会を提供する場となることも目指しています。（ただし学問内容そのものを専門的に講ずる授業ではないのであしからず。）
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 最終週の前週に、課題を提示します。既習箇所と未習過疎から一箇所ずつ。最終週の当日までに、課題
として提出してもらうと同時に、最終週のなかで、課題箇所の訳を確認します。
●平常点 50％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ

本講座は、リアルタイム配信でおこないます。

オープン科目なので、いろんな学部の人が集まります。

初回はテクストの配布をおこないます。登録を検討している人は、接続環境の確認もあるので、なるべく初回から参加しても
らえると助かりますが、もちろん二次、三次登録からの参加も歓迎します。

科 目 名 フランス語を読む3（芸術・文化） フランスの文学作品をとにかく読んでいくうちに、フランス語が自力で読めるようになる

担当者名 中島 万紀子
仏語 １単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
フランスの、おもに文学のテクストをとりあげて、とにかく辞書さえあれば自力でフランス語の本格的な文章を読むことがで

きるようになる。
フランス文学の有名な作品を、読むにたやすいものから順に取り上げて、数多く読んでいくので、フランス文学の名作につい

て知る機会も兼ねている。
フランス語をひととおり学習した人を対象としているが、フランス語に少々自信のない人でも、文法事項も復習しながらフラ

ンス語読解のコツをおさえていくので、じっさいのフランス語の文章を自分で読めるようになる……はずである。
取りあげるテーマに関しては、学期の初めにアンケートをおこなうので、可能な限り皆さんの希望にも添いたいと考えている。
毎回短めの文章を読みきりというかたちで取りあげる。新型コロナウイルスの感染状況によるが、基本的には対面で授業をお

こなう予定である。
授業の到達目標
じっさいのフランス語の文章を、自分で辞書をひいて読めるようになること。
名作に触れるうちに、フランス文学・文化への興味も増すことが期待される（というか、当方はそれを大いに期待している！）。
成績評価方法
●試験 60％ 学期末に、その学期に授業で読んだ文章の日本語訳を、辞書なしでおこなう試験を課す。1文2点として30
文の日本語訳を出題して60点満点とする。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 40％ 出席点を1回2点として30点、そのほか課題（次の週に読む文章の日本語訳）提出を1回2点、上限を5回
提出10点として合わせて40点とする。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
新型コロナウイルスの感染が拡大した場合には、オンデマンドビデオ視聴によるオンライン授業に切り替える。その場合は成

績評価については、課題（日本語訳）提出の配点を高くし、学期末の試験の代わりにフランス文学作品の読後感想文提出を課す
こととする。

科 目 名 フランス語を読む4（現代文明） 現代の人種差別

担当者名 博士(文学)早大 梶田 裕
仏語 １単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
フランスに限らず、世界中で、極右の台頭が叫ばれるようになって、久しい年月が経っています。この現象は、しばしばグロー

バリゼーションに対する反動として説明されます。今日の人種差別主義者は、グローバリズムの波に乗ることのできなかった「遅
れた人々」であり、この「下からの」人種差別に呼応して、自国民第一主義や移民排斥などを唱える極右政党への支持が広がり、
そしてまた、そうした政党の支持層からの票を狙った既存の政党が右傾化していくのだというわけです。ところで、移民による
雇用の奪取やイスラム教徒移民によるフランスの「乗っ取り」といった主張は誤りであることが統計学的に明らかになっていま
す。したがって、グローバリゼーションによる何らかの損害を被った人々が人種差別主義者になるとしても、それは彼らがその
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損害を移民が原因のものとして実際に経験したからではないのです。そうした損害の責任の少なくとも一端が移民にあると吹き
込んだのは、メディアやメディア向けの知識人および政治家なのです。実のところ、「下からの」人種差別は「上からの」人種
差別の結果に過ぎません。だとすれば、わたしたちは解読をひっくり返さなければならないのかもしれません。今日の人種差別
は、グローバリズムに対する反動なのではなく、むしろグローバリズムが、さらには資本主義そのものが、その支配を確かなも
のにするために、人種差別を必要とし、常に必要としてきたのではないかということです。この授業では、Ugo Palhetaと
Omar Slaoutiの対談形式の書物Défaire le racisme, affronter le fascisme（『人種差別を解体し、ファシズムに立ち向かう』）
の抜粋を読んで、今日における人種差別の理解を深めたいと思います。
授業の到達目標
中級から上級程度のフランス語を読むための語学力・読解力を身につけること。また、現代社会が抱えている様々な問題をよ

り深く理解すること。
成績評価方法
毎回の予習や授業への参加50%、筆記試験50%で評価する。
備考・関連ＵＲＬ
初回の授業の際、仏和辞書を持参すること。

科 目 名 フランス語を読む5（高度な読解力の養成）
担当者名 小出石 敦子
仏語 １単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
このクラスは、高度なフランス語の読解力を身につけることを目的としています。原則、1年以上のフランス語学習歴があれ

ば履修できます。とはいえ、初級文法の教科書に出てくるような短い文ではなく、ある程度まとまりのある、難度をもったフラ
ンス語の文章が読めるようになることを目指します。授業で扱う予定のテクストも中級以上のものになります。初級文法では出
てこない文法事項も出てくると思いますが、解説プリント等を使って適宜説明していきますので安心してください。大学院受験
にそなえたい人、将来的にフランス語を使って仕事をしたい人、フランス語の文献を読みたい人、フランス留学を考えている人、
フランス語検定試験対策をしたい人など、それぞれのニーズに合わせてこの授業を活用してもらえると思います。
テクストは前もって毎回こちらで配布します。予習をしてきてもらい、授業で訳を行い、文法を確認していくという流れにな

ります。一つの作品をじっくり読むのではなく、毎回さまざまに異なったジャンルのテクストを取り上げる予定です。古典から
現代にいたる小説の一遍、文学評論の一節、社会学や文化についての評論文、随筆等、多くのフランス語のテクストと接するこ
とで、フランス人特有の感性や考え方についての知見を広げることができると思います。また、入試対策も考えて主要大学院の
過去問題も積極的に取り上げていきます。
テクストあるいは作品など、学期の初めに参加者の意見を聞いて詳しいことを決めるつもりです。
授業の到達目標
ある程度まとまりのあるフランス語の文章を読んで、語彙、表現の使い方、文法の内容を理解し、日本語に訳すことができる

ようになること。
成績評価方法
●試験 50％ 学期末の記述試験の内容が評価対象。
●レポート 0％ レポートは実施しません。
●平常点 50％ 出席状況と予習の状況が評価対象。
●その他 0％ 特にありません。
備考・関連ＵＲＬ
毎回必ず辞書を携行してください。

科 目 名 フランス語を読む6（文学1）
担当者名 福山 智
仏語 １単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
前期（春期）での自信や興味を糧に、後期はより多くのフランス語を読むことを目指します(とはいえ、後期(秋期)からの履

修でもまったく問題ありません)。
散文詩や小説作品を中心に徐々に難易度の高いテクストへとステップ・アップしていきましょう。名文の誉れ高い作品や、原

文で読んでこそ魅力が伝わる文章を取り上げます。時には作品が引用されている映画、映像にも時間が許す限り目を通す予定で
す。当講義はテクストのつまみぐいのようなものです。フランス語力を培うのみならず、今後の個人的な興味や研究対象を選ぶ
ヒントになるよう期待しています。

対象は、フランス語既修者です。またオープン科目でもあります。文学作品を読むことに垣根は有りません。他学部からの受
講生もおおいに歓迎します。

後期に関しても、カリキュラムが未定のところがあります。というのも、一部、受講者からのリクエストを優先してテクスト
を選定しているからです。あくまでも一部なので、全員のリクエストにこたえることはできませんが、どしどし読みたいテクス
トを提案してください。フランス人による作品ではないもの、フランス語「訳」作品を読むこともやぶさかではありません。必
ず取り上げるテクストのみを授業計画欄に明記しています（授業計画欄を参考にしてください）が、リクエストが名案なら計画
をかえたってかまわないとさえ思っています。
フランス語を読む楽しみ、原文でしかわからない味わいを感じること、またそれだけではなく、作品の背後にある、それぞれ

の歴史、文化にもふれることでより豊かにテキストに接すること、これが当講義の主眼となります。従って、2年生のみならず、
3年生、4年生、さらに上の学生の受講も、もちろん歓迎です。またオープン科目でもあります。他学部からの受講生もおおい
に歓迎します。このようにダイレクトにひたすら文学的な作品を読むという講義は他学部ではなかなかお目にかかれるものでは
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ないかもしれません。そうした機会を逃さずに、臆することなく参加してください。

2，3週に1度、計5回の課題文を出題する。和訳の問題で、ムードル上で添削、コメントを付して返却する。
最終日に教場試験をおこなう（昨年度までと異なるので、また別枠のフランス語を読む（文学2）の方はテストをおこなわ

ないという違いにも注意してください）。
形式は、辞書持ち込み不可の和訳問題の予定。もちろん問題文は、課題を含む授業で扱った作品のみに限る。
以上2点をおもな評価基準とします。
とはいえ、
フランス語歴が浅い受講者はハンディとなる恐れがあるので、成長度も加味した評価とします。
課題文は未定なところがあります。最初のオリエンテーションで受講者の皆さんと言葉をかわして授業のながれに応じてボチ

ボチ決められればと思っています。
授業の到達目標
フランス語で読む楽しみ、継続して読もうという意欲を感じるようになること。また文化一般にも興味を抱くようになること。
成績評価方法
●試験 60％ 仏文和訳（授業及び課題文から出題）。
辞書持ち込み不可。

●レポート 0％ 特になし。
●平常点 10％ 授業での積極性。
●その他 30％ 仏文和訳の課題。
備考・関連ＵＲＬ
問題文は、文法的なウィークポイントから、またただ単純に面白い文章だからという観点で選択します。
評価は、クオリティーだけではなく、成長率もおおいに考慮したいと思っています。おそれずに、ひるまずに、めげずにチャ

レンジしてください。

科 目 名 フランス語を読む7（哲学）【オンライン授業（リアルタイム配信）】平易な論述文に慣れよう
担当者名 博士(文学)早大 立花 史
仏語 １単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
本講座では、フランス語について一般向けに書かれた平易な解説書を読みます（春学期よりかなり平易です）。フランス語

について、心理学の知見を用いた新しい情報を知ることができます。哲学味はかなり薄いかもしれません。

著者にとってフランス語は第二言語くらいなのかなという感じで、シンプルな構文で論述されています。初級文法を終えたく
らいの人でも、なんとかついていけるくらいで、中級の科目を取ったことのある人には、かなりやさしめの内容かもしれません。
そのくらいの感じで、気楽に受講してください。

※春学期（フランス語をを読む2）のテクストがむずかしいと感じた人でも、こちらのテクストはだいぶ読みやすいと思うので、
あきらめずに取り組んでみてください。

中級者を主な対象としていますが、学部生から院生まで、学年や所属は幅広く歓迎します。
授業の到達目標
本講座の到達目標は、論述のフランス語に慣れることです。一人の書き手に特化した場合、語彙、熟語、文構造はかなり限定

されているので、読んでいるうちに、パターンがつかめてくると思います。

もちろん本講座は、フランス語圏の思想・哲学その他の学問に関する教養を深め、さまざまなテーマに関して自主的に考える
機会を提供する場となることも目指しています。（ただし学問内容そのものを専門的に講ずる授業ではないのであしからず。）
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 最終週の前週に、課題を提示します。既習箇所と未習過疎から一箇所ずつ。最終週の当日までに、課題
として提出してもらうと同時に、最終週のなかで、課題箇所の訳を確認します。
●平常点 50％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ

本講座は、リアルタイム配信でおこないます。

オープン科目なので、いろんな学部の人が集まります。

初回はテクストの配布をおこないます。登録を検討している人は、接続環境の確認もあるので、なるべく初回から参加しても
らえると助かりますが、もちろん二次、三次登録からの参加も歓迎します。

科 目 名 フランス語を読む8（芸術・文化） フランスの文学作品をとにかく読んでいくうちに、フランス語が自力でサクサク読めるようになる

担当者名 中島 万紀子
仏語 １単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
基本的には、春学期の「フランス語を読む3（芸術・文化）」のつづきであるが、秋学期だけ単独で受講することもできる。（し

かし、春学期のつづきではあるので、春学期から履修している人はレベルアップしているはずである。したがって、秋学期から
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履修する人は、周りのレベルに合わせて自助努力する必要が出てくるかもしれない。）
春学期と同様、フランスの、おもに文学のテクストをとりあげて、とにかく辞書さえあれば自力でフランス語の本格的な文章

を読むことに慣れていく。フランス語の有名な作品を、できるだけ難易度順に数多く読んでいくので、フランス文学の名作につ
いて知る機会も兼ねている。
フランス語をひととおり学習した人を対象としているが、フランス語に少々自信のない人でも、文法事項も復習しながらフラ

ンス語読解のコツをおさえていくので、じっさいのフランス語の文章を自分で読めるようになる……はずである。
取りあげるテーマに関しては、学期の初めにアンケートをおこなうので、可能な限り皆さんの希望にも添いたいと考えている。
毎回短めの文章を読みきりというかたちで取りあげる。

新型コロナウイルスの感染状況によるが、基本的には対面で授業をおこなう予定である。
授業の到達目標
じっさいのフランス語の文章を、自分で辞書をひいて読むのに慣れること。
名作に触れるうちに、フランス文学・文化への興味も増すことが期待される（というか、当方はそれを大いに期待している！）。
成績評価方法
●試験 60％ 学期末に、その学期に授業で読んだ文章の日本語訳を、辞書なしでおこなう試験を課す。1文2点として30
文の日本語訳を出題して60点満点とする。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 40％ 出席点を1回2点として30点、そのほか課題（次の週に読む文章の日本語訳）提出を1回2点、上限を5回
提出10点として合わせて40点とする。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
新型コロナウイルスの感染が拡大した場合には、オンデマンドビデオ視聴によるオンライン授業に切り替える。
その場合は成績評価については、課題（日本語訳）提出の配点を高くし、学期末の試験の代わりにフランス文学作品の読後感

想文提出を課すこととする。

科 目 名 フランス語を読む9（現代文明） チョコレートから考える現代資本主義

担当者名 博士(文学)早大 梶田 裕
仏語 １単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
チョコレートは、現代のグローバル化した資本主義が表向きの繁栄の背後で見えなくしているものを明るみに出す、資本主義

の典型的な商品の一つです。つまり、資本主義は、労働者の身体と精神の搾取および天然資源の破壊によってしか、富を生み出
すことができないということです。チョコレート製造に必要なカカオの栽培においては、植民地主義の継続とも言われる現地労
働者の搾取（さらには児童の強制労働）や、森林の伐採による環境破壊といった問題があります。また、カカオを栽培する発展
途上国の多くは、世界銀行やIMFからの借金を返済すべく輸出向けの作物を優先的に作ることを余儀なくされた上に、しばしば
それらを不当に安い価格で買い取られることで、ますます経済的に困窮していきます。このように、チョコレートという私たち
の身近な食品を掘り下げて調べてみることで、現代資本主義の真実が浮き彫りになります。この授業では、Frédéric Amielの
Petite histoire de la mondialisation à l’usage des amateurs de chocolat（『チョコレート愛好家のためのグローバル化小
史』）の抜粋を読んで、チョコレート産業を通して見えてくる現代資本主義の問題点を考えていきたいと思います。
授業の到達目標
中級から上級程度のフランス語を読むための語学力・読解力を身につけること。また、現代社会が抱えている様々な問題をよ

り深く理解すること。
成績評価方法
毎回の予習や授業への参加50%、筆記試験50%で評価する。
備考・関連ＵＲＬ
初回の授業の際、仏和辞書を持参すること。

科 目 名 フランス語を読む10（高度な読解力の養成）
担当者名 小出石 敦子
仏語 １単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
このクラスは、高度なフランス語の読解力を身につけることを目的としています。原則、1年以上のフランス語学習歴があれ

ば履修できます。とはいえ、初級文法の教科書に出てくるような短い文ではなく、ある程度まとまりのある、難度をもったフラ
ンス語の文章が読めるようになることを目指します。授業で扱う予定のテクストも中級以上のものになります。初級文法では出
てこない文法事項も出てくると思いますが、解説プリント等を使って適宜説明していきますので安心してください。大学院受験
にそなえたい人、将来的にフランス語を使って仕事をしたい人、フランス語の文献を読みたい人、フランス留学を考えている人、
フランス語検定試験対策をしたい人など、それぞれのニーズに合わせてこの授業を活用してもらえると思います。
テクストは前もって毎回こちらで配布します。予習をしてきてもらい、授業で訳を行い、文法を確認していくという流れにな

ります。一つの作品をじっくり読むのではなく、毎回さまざまに異なったジャンルのテクストを取り上げる予定です。古典から
現代にいたる小説の一遍、文学評論の一節、社会学や文化についての評論文、随筆等、多くのフランス語のテクストと接するこ
とで、フランス人特有の感性や考え方についての知見を広げることができると思います。また、入試対策も考えて主要大学院の
過去問題も積極的に取り上げていきます。
テクストあるいは作品など、学期の初めに参加者の意見を聞いて詳しいことを決めるつもりです。
授業の到達目標
ある程度まとまりのあるフランス語の文章を読んで、語彙、表現の使い方、文法の内容を理解し、日本語に訳すことができる

ようになること。
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成績評価方法
●試験 50％ 学期末の記述試験の内容が評価対象。
●レポート 0％ レポートは実施しません。
●平常点 50％ 出席状況と予習の状況が評価対象。
●その他 0％ 特にありません。
備考・関連ＵＲＬ
毎回必ず辞書を携行してください。

科 目 名 フランス語で表現する2（会話中級） A 日常生活の表現から意見の発表までフランス語で言う

担当者名 ヴァンシンテヤン カティ
仏語 １単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
フランス語の発音を個人的に上達しつつ、文書、オーディオ、AV資料などに 基づいて、ロールプレーと会話を実施する。 言

葉の自然度を高めるため、日常生活の言葉を習ったり、限られた表現を 使いこなせるように練習します。
授業の到達目標
日常生活の語彙を増やせて、身につける。表現したいことを分かりやすく伝える。
成績評価方法
●試験 20％
●レポート 30％
●平常点 50％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
La notation sera essentiellement basée sur la présence, la préparation des cours, les devoirs. L’examen servira

d’appoint.

科 目 名 フランス語で表現する2（会話中級） B
担当者名 クーショ マリナ
仏語 １単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
「フランス語で表現する1（会話初級）A」クラスに引き続き、教科書『TOTEM 3』のビデオ（字幕付き）に基づいて行われ
る授業です。
中級編のビデオはほとんど、フランスのTVプログラム（コマーシャルなど）からの動画です。流行語、慣用表現などがたく

さん出てきますので、普段あまり触れる機会のない仏語を身につけましょう。
また取り上げたテーマについて話し、新しい表現を再現できる力を養います。
授業の到達目標
―自然なフランス語に慣れていくこと。
―自分の感想をより豊かに、自然に述べること。
―意見をかわす力を得ること。
成績評価方法
●試験 60％ 会話テスト（2回）
●レポート 0％ なし
●平常点 20％ 参加態度
●その他 20％ 出席

科 目 名 フランス語で表現する4（作文中級） Traduire, écrire, composer

担当者名 O. デュスッド
仏語 １単位 春学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Traduire, c’est-à-dire chercher l’équivalent français le plus juste aux expressions japonaises, est spéciale-

ment intéressant puisque cela vous permettra de découvrir votre langue maternelle sous un nouvel angle.

Composer directement en français vous donnera une expérience d’étrangeté et de liberté en vous obligeant
à vous détacher un moment des modes de pensée liés au japonais.

翻訳すること、つまり日本語の表現に相当する最も正確なフランス語を探すことは、母語を新しい角度から発見できるという
意味で、とりわけ興味深いものです。

また直接フランス語で書くことは、みなさんを日本語と結びついた考え方から引き離し、不可思議で自由な体験を与えてくれ
るに違いありません。

Deux types d’exercices seront alternativement proposés :
-la traduction en français d’un court texte japonais
-la rédaction d’un texte directement en français à partir d’un texte français lu en classe.
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Toutes les deux semaines, nous reprendrons les traductions faites à la maison (exercices de vocabulaire et
exercices de grammaire portant sur des points spécifiques). Un nouveau texte japonais sera donné. La traduction
sera remise dix jours après.
La semaine suivante, les étudiants liront un texte français et commenceront à rédiger leur propre texte en

français, d’après les consignes proposées. Ce texte sera remis dix jours plus tard.

2種類の演習が交互に提案されます。
-短い日本語テキストのフランス語への翻訳、
-クラスで読んだフランス語のテキストから直接フランス語で書かれたテキストを書くこと。

2週間ごとに、自宅で行われた翻訳を再開します (語彙演習と特定のポイントに関する文法演習)。 そして、新しい日本語テ
キストが提供されます。翻訳は10日後に提出されます。

翌週、生徒はフランス語のテキストを読み、提案された指示に従ってフランス語で自分のテキストを書き始めます。このテキ
ストは10日後に提出されます。

この授業は作文のレベルⅢに当たる授業ですが、レベルⅡの授業（作文初級）を終えていないと受講できないわけではありま
せん。レベルI（基礎外国語）を終えた段階の人でも、集中的にフランス語力を伸ばしたい方は、 ぜひ積極的に受講してみてく
ださい。それぞれのレベルに合わせた参加のし方を提案できるように工夫するつもりです。
授業の到達目標
Révision des points de grammaire principaux
Entraînement à l’écriture et à la composition
成績評価方法
présence 30%
production écrite 70%

科 目 名 フランス語で表現する5（会話・作文総合） S’exercer à la discussion en français, dans des conversations ou par écrit.

担当者名 O. デュスッド
仏語 １単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Apprendre à faire connaître à des Français la vie quotidienne, la culture et les préoccupations actuelles des

Japonais, apprendre à connaître celles des Français par la presse, les actualités télévisées, ou la consultation de
sites sur Internet.

Expliquer son point devue dans un exposé ou une discussion orale et l’écrire dans un texte composé.

Ce cours sera particulièrement profitable aux étudiants qui souhaitent faire un voyage ou un séjour dans un
pays francophone ou encore discuter en français avec des correspondants.

「この授業は会話と作文のレベルⅣに当たる授業ですが、レベルⅢの授業（会話中級や作文中級）を終えていないと受講でき
ないわけではありません。レベルⅡ（会話初級や作文初級）を終えた段階の人でも、集中的に会話や作文の力を伸ばしたい方は、
ぜひ積極的に受講してみてください。それぞれのレベルに合わせた参加のし方を提案できるように工夫するつもりです。」
授業の到達目標
S’exercer à la conversation orale
S’exercer à lire des articles ou à regarder de petites vidéos francophones en comprenant l’essentiel.
Composer un texte écrit

Chaque thème abordé sera l’occasion de se familiariser avec le vocabulaire et les formes grammaticales qui lui
sont le plus adaptés.

Trois devoirs écrits au cours du semestre.
成績評価方法
レポート50％
ディスカシオン50％

科 目 名 フランス語で表現する7（会話中級） A 日常生活の表現から意見の発表までフランス語で言う

担当者名 ヴァンシンテヤン カティ
仏語 １単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
発音の復習をしてから、文書、オーディオ、AV資料などに 基づいて、ロールプレーと会話を実施する。 言葉の自然度を高め

るため、日常生活の言葉を習ったり、限られた表現を 使いこなせるように練習します。
授業の到達目標
日常生活の語彙を身につけて、表現したいことを分かりやすく伝えられるようになる。
成績評価方法
●試験 20％
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●レポート 30％
●平常点 50％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
La notation sera essentiellement basée sur la présence, la préparation des cours, les devoirs. L’examen servira

d’appoint.

科 目 名 フランス語で表現する7（会話中級） B
担当者名 クーショ マリナ
仏語 １単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
「フランス語で表現する6（会話初級）A」クラスに引き続き、教科書『TOTEM 3』のビデオ（字幕付き）に基づいて行われ
る授業です。
中級編のビデオはほとんど、フランスTVプログラム（コマーシャルなど）からの動画です。流行語、慣用表現などがたくさ

ん出てきますので、普段あまり触れる機会のない仏語を身につけましょう。
また取り上げたテーマについて話し、新しい表現を再現できる力を養います。
授業の到達目標
―自然なフランス語に慣れていくこと。
―自分の感想をより豊かに、自然に述べること。
―意見をかわす力を得ること。
成績評価方法
●試験 60％ 会話テスト（2回）
●レポート 0％ なし
●平常点 20％ 参加態度
●その他 20％ 出席

科 目 名 フランス語で表現する9（作文中級） Traduire, écrire, composer

担当者名 O. デュスッド
仏語 １単位 秋学期 木曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Traduire, c’est-à-dire chercher l’équivalent français le plus juste aux expressions japonaises, est spéciale-

ment intéressant puisque cela vous permettra de découvrir votre langue maternelle sous un nouvel angle.

Composer directement en français vous donnera une expérience d’étrangeté et de liberté en vous obligeant
à vous détacher un moment des modes de pensée liés au japonais.

翻訳すること、つまり日本語の表現に相当する最も正確なフランス語を探すことは、母語を新しい角度から発見できるという
意味で、とりわけ興味深いものです。

また直接フランス語で書くことは、みなさんを日本語と結びついた考え方から引き離し、不可思議で自由な体験を与えてくれ
るに違いありません。

Deux types d’exercices seront alternativement proposés :
-la traduction en français d’un court texte japonais
-la rédaction d’un texte directement en français à partir d’un texte français lu en classe.

Toutes les deux semaines, nous reprendrons les traductions faites à la maison (exercices de vocabulaire et
exercices de grammaire portant sur des points spécifiques). Un nouveau texte japonais sera donné. La traduction
sera remise dix jours après.
La semaine suivante, les étudiants liront un texte français et commenceront à rédiger leur propre texte en

français, d’après les consignes proposées. Ce texte sera remis dix jours plus tard.

2種類の演習が交互に提案されます。
-短い日本語テキストのフランス語への翻訳、
-クラスで読んだフランス語のテキストから直接フランス語で書かれたテキストを書くこと。

2週間ごとに、自宅で行われた翻訳を再開します (語彙演習と特定のポイントに関する文法演習)。 そして、新しい日本語テ
キストが提供されます。翻訳は10日後に提出されます。

翌週、生徒はフランス語のテキストを読み、提案された指示に従ってフランス語で自分のテキストを書き始めます。このテキ
ストは10日後に提出されます。

この授業は作文のレベルⅢに当たる授業ですが、レベルⅡの授業（作文初級）を終えていないと受講できないわけではありま
せん。レベルI（基礎外国語）を終えた段階の人でも、集中的にフランス語力を伸ばしたい方は、 ぜひ積極的に受講してみてく
ださい。それぞれのレベルに合わせた参加のし方を提案できるように工夫するつもりです。
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授業の到達目標
Reprise détaillée des révisions de grammaire et d’expression à l’aide de nouveaux thèmes et de nouveaux

exercices de production.
成績評価方法
présence 30%
production écrite 70%

科 目 名 フランス語で表現する10（会話・作文総合） S’exercer à la discussion en français, dans des conversations ou par écrit.

担当者名 O. デュスッド
仏語 １単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Apprendre à faire connaître à des Français la vie quotidienne, la culture et les préoccupations actuelles des

Japonais, apprendre à connaître celles des Français par la presse, les actualités télévisées, ou la consultation de
sites sur Internet.

Expliquer son point de vue dans un exposé ou une discussion orale et l’écrire dans un texte composé.

Ce cours sera particulièrement profitable aux étudiants qui souhaitent faire un voyage ou un séjour dans un
pays francophone ou encore discuter en français avec des correspondants.

「この授業は会話と作文のレベルⅣに当たる授業ですが、レベルⅢの授業（会話中級や作文中級）を終えていないと受講でき
ないわけではありません。レベルⅡ（会話初級や作文初級）を終えた段階の人でも、集中的に会話や作文の力を伸ばしたい方は、
ぜひ積極的に受講してみてください。それぞれのレベルに合わせた参加のし方を提案できるように工夫するつもりです。」
授業の到達目標
S’exercer à la conversation orale
S’exercer à lire des articles ou à regarder de petites vidéos francophones en comprenant l’essentiel.
Composer un texte écrit

Chaque thème abordé sera l’occasion de se familiariser avec le vocabulaire et les formes grammaticales qui lui
sont le plus adaptés.
成績評価方法
レポート50％
ディスカシオン50％

科 目 名 フランス語の資格をめざす2（中級） 資格を受ける自信をつけましょう

担当者名 ヴァンシンテヤン カティ
仏語 １単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
文法の復習をしながら、仏験やDELFの資格を目指して、練習をします。
受講生のレベルの前後に合わせますので、自分の進歩を計ることができます。
授業の到達目標
フランス語の資格をとる自信をつける。聞く・読む・書く・話すの4スキルを発展できます。
成績評価方法
●試験 20％
●レポート 30％
●平常点 50％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
La notation est essentiellement basée sur la présence, la préparation au cours, les devoirs; l’examen comptera

pour les reste.

科 目 名 フランス語の資格をめざす4（中級） 資格を受ける自信をつけましょう

担当者名 ヴァンシンテヤン カティ
仏語 １単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
文法の復習をしながら、仏験やDELFの資格を目指して、練習をします。
受講生のレベルの前後に合わせますので、自分の進歩を計ることができます。
授業の到達目標
フランス語の資格をとる自信をつける。聞く・読む・書く・話すの4スキルを発展できます。
成績評価方法
●試験 20％
●レポート 30％
●平常点 50％
●その他 0％
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備考・関連ＵＲＬ
La notation est essentiellement basée sur la présence, la préparation au cours, les devoirs; l’examen comptera

pour les reste.

科 目 名 ドイツ語で表現する11（上級の会話・作文）
担当者名 Ph.D. ロストック大 クラヴィッター アルネ
独語 １単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Die Studenten üben das Bewältigen alltäglicher Situationen aufbauend auf dem Niveau A1-A2 auf höherem

Niveau. Es werden die Grundfertigkeiten Sprechen, Hören, Lesen, Schreiben gleichermaßen geübt. Durch
ergänzende Übungen erweitern die Studierenden ihren Wortschatz und erlernen die Routinen der
Alltagskommunikation.
この授業は、既にドイツ語レベルA1からA2（初級から初中級）に達している人を対象として、ドイツ人ネイティヴの教員が

日常生活に必要なドイツ語の会話などの実践練習を行います。

Der Kurs findet aufgrund der Corona-Pandemie je nach aktueller Lage in Präsenz oder online statt. Es werden
On demand-Videos mit multimedialen Übungen auf Moodle bereitgestellt. 授業はその都度のコロナウィルス感染状況
に応じて、教室対面、ハイブリッドもしくはオンラインで実施します。マルチメディア課題を動画コンテンツとして用意してあ
ります。
授業の到達目標
Die erworbenen Grundkenntnisse Niveau A1-A2 werden gefestigt und erweitert.
Dazu werden alle vier Fähigkeiten Lesen, Hören, Sprechen und Schreiben ausgebaut.
Besonderes Gewicht wird darauf gelegt, dass die Studierenden mit Hilfe von Stichworten
(und ohne elektronische Wörterbücher) möglichst frei sprechen.
ドイツ語のA1からA2（初級から初中級）レベルの基礎固めをして、次のレベルへ進んでもらうのが目標です。スピーキング、

リスニング、リーディング、ライティングの4技能の訓練をまんべんなく行います。キーワードを与えられただけで、（辞書を使
わずに）自由に会話を行えるようになることに重点がおかれています。
成績評価方法
●試験 40％ Ergebnis der Prüfung am Ende des Semesters 学期末試験の成績
●レポート 0％ no
●平常点 60％ Häufigkeit der Teilnahme (30%), aktive Teilnahme (30%) 出席（30％）、授業への参加度（30％）
●その他 0％ no

科 目 名 ドイツ語で表現する12（上級の会話・作文）
担当者名 Ph.D. ロストック大 クラヴィッター アルネ
独語 １単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Die Studenten üben das Bewältigen alltäglicher Situationen auf höherem Niveau. Es werden die

Grundfertigkeiten Sprechen, Hören, Lesen, Schreiben gleichermaßen geübt. この授業では、日常の場面において上級
レベルのドイツ語で対応できるよう練習し、会話・聴解・読解・作文の4技能を総合的に学んでもらう.

Der Kurs findet aufgrund der Corona-Pandemie je nach aktueller Lage in Präsenz oder online statt. Multimediale
Übungen werden auf der Moodle-Plattform online zur Verfügung gestellt. この授業は、その都度のコロナウィルス感染
状況に応じて、教室対面、ハイブリッドもしくはオンラインで行います。マルチメディア課題を動画コンテンツとして用意して
あります。
授業の到達目標
Besonderes Gewicht wird darauf gelegt, dass die Studierenden mit Hilfe von Stichworten ( und ohne

elektronische Wörterbücher) möglichst frei sprechen. Durch ergänzende Übungen erweitern die Studierenden
ihren Wortschatz und erlernen die Routinen der Alltagskommunikation. 学生がキーワードを手掛かりにして(電子辞書
を使わずに)自由に話せるようになることを到達目標とする。補足的な課題を通して語彙を増やし、日常のコミュニケーション
における定型表現を習得してもらう.
成績評価方法
●試験 40％ Ergebnis der Prüfung am Ende des Semesters
学期末試験の成績

●レポート 0％ no
●平常点 60％ Häufigkeit der Teilnahme (30%), aktive Teilnahme (30%)
出席率(30%)、積極的な授業参加(30%)

●その他 0％ no

科 目 名 ドイツ語をじっくり読む1 トーマス・マン『ヴェニスに死す』を読む

担当者名 村井 翔
独語 １単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
トーマス・マンの著作は手紙などを除いて、ほぼ残らず邦訳されていますが、著者自身の思考を追いながら、副文また副文の
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難しいドイツ語を、まるでクロスワード・パズルを解くように、解きほぐして読んでゆくのは、邦訳では味わえない楽しみです。
ヴェニスを訪れた初老の作家が美少年に夢中になるが、彼に自分の気持ちを伝えることもできぬうちにコレラで死んでしまうと
いう『ヴェニスに死す』（1911）。かつては「芸術家と市民」など、トーマス・マンおなじみのメインテーマを反映してはいる
ものの、彼の作品系列の中ではやや耽美主義に傾いた傍流の小説と見られていました。しかし、公開を禁じられていた作家自身
の日記が死後20年の1975年に解禁され、配偶者との間に6人の子供を作っている彼がどちらかと言えば同性愛寄りのバイセ
クシュアルであったことが判明して、逆に「ストレートど真ん中」の、ある意味では自伝的ですらある作品だということが明ら
かになりました。無理をすれば実質13回の授業で読みきれないこともない分量の中編小説なのですが、トーマス・マンの文体
そのものが難しいですから、無理を避け、かなり原作をカットして注つきの授業用テキストを自作しました。実際に読むのは原
作小説の4割ほどの分量です。
また、この作品は名作の誉れ高いルキノ・ヴィスコンティ監督の映画(1971)、ベンジャミン・ブリテン作曲のオペラ(1973)、

ジョン・ノイマイヤー振り付けのバレエ(2003)など、繰り返し舞台化、映像化されていますので、それらも授業中にご紹介し
ましょう。
授業の到達目標
副文を多用した入り組んだ構造を持ち、同じ対象を絶えず言い換えてゆくことを好むため、語彙もまたきわめて豊富なトーマ

ス・マンのドイツ語の難しさは第一級品、はっきり言って大学院レベルです(この授業は大学院共通科目でもあります)。テキス
トには語学的な注も豊富に付けていますので、初級文法修了直後の人も、翻訳の助けを借りれば何とか食いつけるとは思います
が、本音を言えば、ドイツ語学習三年目以降の人にお薦めします。
成績評価方法
●試験 43％ 最終回の授業(7月18日)が試験。オール持込み可で『ヴェニスに死す』について書かれた別の独文(小説本
文ではなく、小説よりはずっと平易なドイツ語です)を訳していただくという試験です。100点満点。問題文をスマホやパソコ
ンに取り込んで、機械翻訳にかけるのだけは禁止。
●レポート 0％
●平常点 57％ 初回から第13回の授業まで、独文和訳を行った人に1授業につき10点ずつの出席点を差し上げます。全
部出席すると130点。
●その他 0％

科 目 名 ドイツ語をじっくり読む2 ドイツ語の掌編小説を読む

担当者名 村井 浩一
独語 １単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
文学作品を味読しながらドイツ語の読解力の向上を目指す授業です。
短編作品の中でも特に短いもの（長くても4ページ程度、短いものは1ページで終わる「掌編」）を教材にします。19世紀か

ら現代に至るまでの作家の小品から、趣向も文体も異なる何篇かを選んで読みます。Bertolt Brecht (1898-1956)のような
有名作家の他、日本ではあまり馴染みのない作家の「名品」も取り上げたいと思っています。必要に応じて文法の復習もまじえ
ながら、丁寧に読み進めていきます。
授業の到達目標
辞書を用いて一般的なドイツ語の文章をなんとか自力で読める力を身につける。
成績評価方法
●試験 60％ 学期末（第14回）に筆記試験を実施し、理解度を確認します。
●レポート 0％
●平常点 40％ 授業中に随時指名し、きちんと授業準備ができているかどうかを確認します。授業への真摯な取り組みを
評価します。
●その他 0％

科 目 名 ドイツ語をじっくり読む3 ロベルト・ムージル『生前の遺稿』を読む

担当者名 戸嶋 匠
独語 １単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
今は亡き古井由吉がドイツ文学者として研究していたロベルト・ムージルは、宇宙人が書いたのか？と思われるほど恐ろしく

難解で長大な未完の小説『特性のない男』で知られる、オーストリアの作家です。しかし今回読む『生前の遺稿（Nachlaß zu
Lebzeiten）』（1936）は、小説とは違って肩の力を抜いて読める雑文集です。元気なときに読むとハエ取り紙の話だとか犬が
主人の手と遊ぶ話だとか、とりとめない話ばかり集めた変てこな本でしかありません。ところが定型文をひっさげて生きている
うちに、精神がしゃちこばったり気がくさくさしたりするときに読むと、全編に漂う少しメランコリックで乾いたユーモアがく
せになり、救われる感じはまったくないのですが、ちょっと吹っ切れた気分になれます。「文学ってこれくらいの温度でちょう
どいいんだよ…」とつぶやきたくなる本です。
授業の到達目標
著名な作家の書いたエッセイを読むことで、ドイツ語読解力を身につけることを目指します。
成績評価方法
●試験 60％ 最終回に理解度の確認テストを行います。辞書持ち込み可。
●レポート 0％
●平常点 40％ 授業への参加度に応じて評価します。
●その他 0％
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科 目 名 ドイツ語をじっくり読む4 カール・シュミット『政治的ロマン主義』を読む

担当者名 戸嶋 匠
独語 １単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
ある思想を主張するとき、その思想単体で語るよりも、自分とは似て非なる思想との差異化によってみずからの優位を示す方

が、レトリックとして有効ということがあります。ヴァルター・ベンヤミン、ジャック・デリダ、ジョルジョ・アガンベンらの
現代思想に影響を与えた政治学者カール・シュミットの、初期の著作『政治的ロマン主義』（1919）もその一例です。同書は
カトリック保守主義の立場から、自分たちの思想と混同されやすい、フリードリヒ・シュレーゲルやアダム・ミュラーらの「政
治的ロマン主義」の問題を剔抉します。現実や自己限定よりも可能性を重視し、精神的な革命主義者を自認していた初期ロマン
主義者は、なぜ政治的反動に関わっていったのか。知識人の変節自体は古今東西よくあることですが、シュミットのこの本は、
ロマン主義の思想を深く理解した上でこの逆説を実に明快に解説するので、ドイツ・ロマン主義の入門書としても読めます。も
ちろんその後の彼のナチスへの接近を知っている我々は、この危険な思想家が、ヒトラーの『わが闘争』などとは一線を画する
その犀利な筆致によって知的な読者を誘う「決断主義」に、全く無批判でいることはできません。この授業では1925年の第二
版に基づく第五版（1991）をテクストとし、第二章「ロマン主義精神の構造（Die Struktur des romantischen Geistes）」
を講読します。
授業の到達目標
ドイツ・ロマン主義ならびにカール・シュミットの思想への理解を深めるとともに、高度なドイツ語読解力を身につけること

を目指します。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席：30%、日本語訳：70％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
ドイツ語既習者であればどなたでも受講いただけますが、テクストのレベルは二年以上の学習歴の方を想定しています。

科 目 名 ドイツ語をじっくり読む5 ナチ＝ドイツと言語

担当者名 村井 浩一
独語 １単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
独裁的な政権が国民をコントロールしようとするとき効力を発揮するのは、物理的・身体的脅迫もさることながら、言葉の力

です。言葉を通じて人々を煽り、「民族」としての一体感を演出し、単純な二者択一を迫って合理的判断力を奪い、特定のイデ
オロギーを個々人の内面にまで浸透させていく。そのような戦略は残念ながらいまなお「有効」なのかもしれません。だからこ
そ、おぞましい結果を招いた過去を検証することが、我々の変わらぬ課題としてあるのだとも言えます。
この授業では、ナチ統治下のドイツの人々を「魅了」してしまった様々な「言葉」も教材とします。たとえば、ナチ党大会を

記録したリーフェンシュタール監督の映画『意志の勝利』の中でのヒトラーの演説などを取り上げます。一方でナチ政権に対す
る人々の距離感をうかがわせるようなジョークにも目を向けます。そのうえで、ナチ時代に独特の意味を付与されてしまった語
彙を現代人がどう扱うべきかを論じた文章も読みたいと思っています。それらのテクストを訳読し、批判的な目で検証しながら、
基本文法を学び終えた受講生を対象にドイツ語の読解力をさらに高めていこうというわけです。あくまで「ドイツ語の読解力」
向上を第一目標とする授業ではありますが、プロパガンダに惑わされない、広い意味での「読む力」を養う一助になればと願い
ます。
授業の到達目標
辞書を用いて一般的なドイツ語の文章をなんとか自力で読解する能力を身につける。
成績評価方法
●試験 60％ 学期末（第14回）に筆記試験を実施し、理解度を確認します。
●レポート 0％
●平常点 40％ 授業中に随時指名して授業準備をきちんとしてあるか確認します。授業への真摯な取り組みを評価します。
●その他 0％

科 目 名 ドイツ語をじっくり読む6 中級レベルで読める子ども向けの作品を、口語表現などに気をつけ、文法の復習をしながらじっくり読んでみます。

担当者名 松永 美穂
独語 １単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
この授業では、子ども向けの作品をたくさん読むことで「読解」の経験を積むと同時に、ドイツの児童書の世界に触れていき

たいと思います。
授業の到達目標
辞書を引きながらきちんと文章が読めるようになること。初歩的な翻訳の訓練をすること。ドイツの子どもたちの世界に触れ

ること。
成績評価方法
●試験 50％ 辞書持ち込みで翻訳の試験を行います。
●レポート 0％ なし
●平常点 50％ 出席及び授業への参加度（予習状況など）により評価を行います。
●その他 0％ なし
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科 目 名 ドイツ語をじっくり読む7 書評を読んで新作小説を読んだ気になってみよう

担当者名 山本 浩司
独語 １単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
ドイツ語で文学作品を読む動機として、好きな小説を原文で味わってみたいというのもあれば、日本でまだ誰も読んでない小

説を他に先駆けて読んでみたいというのもあるはず。でも、出たばかりの小説を片っ端から読むなどどだい不可能。そこで書評
で読んだ気になってみるのはどうだろう。フランクフルトやライプチッヒのブックフェアなどドイツ語圏では年に数回大きな文
学イベントがあって各紙の文芸欄が賑わいを見せる。ただし、ドイツの新聞の書評は日本みたいにコンパクトでないので、それ
をさらに簡単に要約したサイトも活用して各紙の書評にあたり、良さそうだったら出版社が出している小説の抜粋見本に手を伸
ばすというのがこの授業のコンセプトです。 初級文法を終えたばかりの人でも、やる気さえあれば、ついていけるはずです。
授業の到達目標
ドイツ語読解力の飛躍的向上（ドイツの新聞文芸欄を辞書片手に読めるレベル）
文学テキストの論じ方を書評を手がかりにして学びとる。
小説のサンプルテキストを読んで、文学ドイツ語を読む力も養う。
成績評価方法
●試験 30％ 確認テストでドイツ語力を測ります。
●レポート 0％ なし
●平常点 70％ 普段の訳読を評価します。
●その他 0％ なし

科 目 名 ドイツ語をじっくり読む8 『悲劇の誕生』を訳読する
担当者名 博士(文学)早大 前川 一貴
独語 １単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
ニーチェの『悲劇の誕生』（1872）を講読します。この著作はギリシア悲劇論という体裁を取っていますが、美学的な問題

を孕みながら音楽論にも踏み込み、ヴァーグナーへの賛辞も含んでいます。また、体系的な構成や歴史的な論証を避けるような
書き方にも注目すべきでしょう。本授業ではこのようなニーチェの処女作を一文ずつ味わい、この書物の魅力に触れます。
授業の到達目標
・ニーチェに関する入門知識を身に付ける。
・翻訳を補助にして、難易度の高いドイツ語も読解できるようにする。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 出席：30%、日本語訳：70%
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
単位を取得するには、合計で3分の2以上の出席が必要です。

科 目 名 ドイツ語で表現する5（中級の会話・作文） ドイツ語で簡単な話をしよう、簡単な文章を書こう

担当者名 E・ヘルメル
独語 １単位 春学期 水曜日 １時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
この授業ではドイツ語圏の文化を紹介する短いテキストを読み、そのテキストを口頭と作文で纏める練習します。
同時に1年生の時に習ったものの、まださほど定着していない文法、例えば副文の接続詞、zu不定句、接続法なども練習問題

で復習します。
話す、書く練習以外に聴き取りの練習も頻繁に行います。
教材としてはドイツ語圏についての知識を広げる面白いテキストを選びます。
次のテーマを授業で扱います：
1.グリム童話(Die Märchen der Gebrüder Grimm)
2.オーストリア＝ハンガリー帝国の皇后。「シシィ」（Sissi）の伝記(Sissi:Ein Leben wie im Märchen)シシィの人生を扱

う映画も鑑賞する予定です。
3．Ödön von Horváth（オーストリアの作家）の滑稽な自伝
5．シルダという町の愚行(Schildbürgerstreiche) （シルダは、市民の愚行で有名になった伝説の町）
語彙と文法は日本語で説明します。
授業の到達目標
この講座はドイツ語の文法知識をさらに深め、ドイツ語での発言力や筆記表現力や聴解力を育てること、すなわち受講生のド

イツ語の語感を発達させ、学生が自主的に簡単な作文を書けることが目標です。
成績評価方法
平常点（50%）と課題（50%）。
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科 目 名 ドイツ語で表現する6（中級の会話・作文）
担当者名 Ph.D. ロストック大 クラヴィッター アルネ
独語 １単位 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Geübt wird das Bewältigen alltäglicher Kommunikationssituationen und das Abfassen einfacher Texte

unterschiedlicher Textsorten auf mittlerem Niveau.
日常場面において、中級レベルのドイツ語で対応できるよう会話を学び、様々なタイプの簡単な作文練習を行う。

Der Kurs findet aufgrund der Corona-Pandemie je nach aktueller Lage in Präsenz, hybrid oder online statt.
Multimediale Übungen werden auf der Moodle-Plattform online zur Verfügung gestellt.
この授業は、その都度のコロナウィルス感染状況に応じて、教室対面、ハイブリッドもしくはオンラインで行います。マルチ

メディア課題を動画コンテンツとして用意してあります。
授業の到達目標
Die erworbenen Grundkenntnisse Niveau A1 werden gefestigt und erweitert.
Dazu werden alle vier Fähigkeiten Lesen, Hören, Sprechen und Schreiben ausgebaut.
Besonderes Gewicht wird darauf gelegt, dass die Studierenden mit Hilfe von Stichworten
(und ohne elektronische Wörterbücher) möglichst frei sprechen.
ドイツ語のA1（初級）レベルの基礎固めをして、次のレベルへ進んでもらうのが目標です。スピーキング、リスニング、リー

ディング、ライティングの能力を鍛えますが、特に会話力の養成に力を入れます。キーワードを与えられただけで、（辞書を使
わずに）自由に会話を行えるようになることに重点がおかれています。
成績評価方法
●試験 40％ Ergebnis der Prüfung am Ende des Semesters
学期末試験の成績

●レポート 0％ no
●平常点 60％ Häufigkeit der Teilnahme (30%), aktive Teilnahme (30%)
出席率(30%)、授業への積極的参加(30%)

●その他 0％ no

科 目 名 ドイツ語で表現する7（中級の会話・作文） ドイツ語を読む、ドイツ語を話す、ドイツ語を書く

担当者名 E・ヘルメル
独語 １単位 春学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
ドイツ語の読解力と表現力を向上させるために、テーマ性のあるテキストを読みながら、その語彙や文法を説明し、その後テ

キストの内容について自分の意見を口頭と筆記で表現できるように練習を行います。
教科書では、ドイツ語圏の有名な人物の伝記の紹介（作家、地理学者、音楽家など）、外国語の勉強の仕方、Wien, Berlin,

München についての色々な人たちの印象、消費社会と貧困、未来とユートピアなどのテーマが扱われています。
表現力と読解力をさらに高めるために文法の復習を盛り込みます。
授業のペースは受講者に合わせ、ドイツ語の問題点を細かく、日本語で丁寧に説明していきます。
授業の到達目標
この授業の目標は一年生の時に学んだ文法を復習し、多岐にわたる分野に必要な基礎語彙を身につけながら、それぞれのテー

マについて口頭で簡単な発言ができ、筆記で簡単な文章が書けるようになることです。さらにテキストの読解を通してドイツ語
圏への知識をさらに広げていきます。
成績評価方法
平常点（50%）と課題（50%）。

科 目 名 ドイツ語で表現する8（中級の会話・作文） ドイツ語で簡単な話をしよう、簡単な文章を書こう！

担当者名 E・ヘルメル
独語 １単位 秋学期 水曜日 １時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
この授業ではドイツ語圏の文化を紹介する短いテキストを読み、そのテキストを口頭と作文で纏める練習をします。同時に1

年生の時に学習したものの、十分に定着していない文法、例えばzu不定句、現在完了形、接続法II、前置詞的な目的語なども練
習問題で復習します。または、話す、書く練習以外に聴き取りの練習も頻繁に行います。教材としてはドイツ語圏についての知
識を広げる面白いテキストを選びます。
授業では次のテーマを扱います：
1. ドイツ人の権利意識
2. 実の親と里親の葛藤 B．BRECHT:Der Augsburger Kreidekreis
3. 日常生活におけるコンピュータ・メディア
4. ドイツ人の食生活と健康についての考え
5．健康的な食事という神話
6. 紙の本にはまだ将来があるのか。
語彙と文法は日本語で説明します。
授業の到達目標
この講座はドイツ語の文法知識をさらに深め、ドイツ語での発言力や筆記表現力や聴解力を育てること、さらには受講生のド

イツ語の語感を発達させ、学生が自主的に簡単な作文を書けることが最終的な目標です。
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成績評価方法
平常点（50%）と課題（50%）。

科 目 名 ドイツ語で表現する9（中級の会話・作文） Konversation Deutsch

担当者名 Ph.D. ウィーン大 シュレンドルフ レオポルト
独語 １単位 春学期 木曜日 １時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Der Kurs stellt die kommunikativen Fertigkeiten ins Zentrum. Dazu werden vor allem Video- und Hörübungen

herangezogen. Der Kurs wird an die vorhandenen Kenntnisse der Studierenden angepasst, wobei grundsätzlich
Mittelstufeniveau (B1) erwartet wird. Besondere Berücksichtigung finden Gruppen- und Partnerarbeiten, auch im
Rahmen der Hausarbeiten.
授業の到達目標
Aufbau komplexer kommunikativer Fertigkeiten in Alltag, Studium und Beruf. Es wird aktive (verbale) Mitarbeit

im Unterricht erwartet!
成績評価方法
●試験 50％ Abschlusstest/Abschlusspräsentation
●レポート 0％ none
●平常点 20％ Mitarbeit
●その他 30％ Hausaufgaben

科 目 名 ドイツ語で表現する10（中級の会話・作文） Konversation Deutsch

担当者名 Ph.D. ウィーン大 シュレンドルフ レオポルト
独語 １単位 秋学期 木曜日 １時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Der Kurs stellt die kommunikativen Fertigkeiten ins Zentrum. Dazu werden vor allem Video- und Hörübungen

herangezogen. Der Kurs wird an die vorhandenen Kenntnisse der Studierenden angepasst, wobei grundsätzlich
Mittelstufeniveau (B1) erwartet wird. Besondere Berücksichtigung finden Gruppen- und Partnerarbeiten, auch im
Rahmen der Hausarbeiten.
授業の到達目標
Aufbau komplexer kommunikativer Fertigkeiten in Alltag, Studium und Beruf. Es wird aktive (verbale) Mitarbeit

im Unterricht erwartet!
成績評価方法
●試験 50％ Test, Präsentation
●レポート 0％ none
●平常点 20％ Mitarbeit
●その他 30％ Hausaufgaben

科 目 名 ロシア語力を磨く1（進学・留学のためのロシア語） 生きたロシア語を身につける

担当者名 博士(文学)早大 上田 洋子
露語 １単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
大学院への進学、ロシア語圏の大学への留学、ロシア語を使う就職、情報の発信や受信、ほか、なんらかのかたちで今後もロ

シア語に関わっていきたいと考えている学生を対象とします。ロシア語圏の文化や社会のいまを、自分の力で知ることができる
語学力をつけることがこの授業の目標です。具体的には、現在と歴史をつなぐような新しい文学・芸術作品、エッセイ、インタ
ビューやニュース記事などの講読を通じて、読解力と語彙力、そしてロシア語のセンスを養い、実際に使えるロシア語を身につ
けることを目指します。そのロシア語を日本語に置き換えるとなににあたるのか。論理的かつ柔軟に言葉に対峙する術を身につ
けましょう。テクストは異なる文体、異なる語彙に触れられるように選びます。授業内で扱うもの以外についても、現在ロシア
語圏で起こっている重要なニュースやいま見るべき映像などについて、適宜紹介したいと思います。
授業の到達目標
自分のロシア語の知識に自信を持ち、読みたいと思うロシア語の文章にどんどんチャレンジできるような語彙力と読解力をつ

けることを目標とします。
成績評価方法
●試験 0％ 評価はレポートになります。
●レポート 50％ 授業で学んだことを、言葉のレベルと内容のレベルで確認します。
●平常点 50％ 予習復習をきちんとやってきているか、これまでに学んだことを身につけて力を伸ばしているかを確認し
ます。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
授業内容は受講者のレベルや理解度、また、扱うトピックの鮮度に合わせて調整します。授業計画通りに進むとは限りません。
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科 目 名 ロシア語力を磨く2（上級会話）
担当者名 岡野 エレナ
露語 １単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
ロシア語の基本会話を修得したが、さらに磨きをかけたい人のためのクラスです。通じるだけでなく、周囲の人々に不快感を

与えない、洗練された振る舞いに裏打ちされた会話を目指します。そのためには、ロシアの生活慣習や常識を十分に身に付けな
ければなりません。
最初にロシアの生活慣習や常識を、興味深い内容のビデオとテキストを用いて学びます。次にその知識を背景に、より洗練さ

れた実際的なロシア語会話を修得します。
一通りテキストを理解した後に、テキストの内容に沿った会話練習を行います。基本をマスターした後に、実地で応用できる

よう一対一あるいは複数人で自由会話を行います。絵なども多用し、楽しく進めます。使用できる単語数を確実に増やす一方、
聞き取り能力もバランスよく向上するよう授業を進めます。基本文法の理解度チェックも適宜行います。
なお、毎回関連の課題を出し、次回の授業で解説し、理解を深めます。
授業の到達目標
ネイティブにも違和感のない洗練されたロシア語をマスターします。ロシア語圏への留学やビジネスにも役立つことも目標と

します。そのために必要となるロシアの慣習や常識を身に付け、関連の基本単語とより洗練した言い回しをマスターするととも
に、正しい発音と聞き取り能力を一段と向上させます。
成績評価方法
●試験 0％ 期末試験的な試験はなし。
●レポート 0％ レポートは課さない。
●平常点 100％ 出席状況、宿題・事前学習の状況、授業中の活動状況で評価。受け身でなく、積極的で活発な授業参加
を期待。
●その他 0％ 特になし。
備考・関連ＵＲＬ
この授業はzoomによるリアルタイム配信授業になります。 また、上記「授業計画」はあくまで目安であり、会話力の向上を

目指すというこうした授業の性質上、受講者数や受講者それぞれのロシア語力にしたがって、受講生にとってより良いかたちに
なるよう授業を運営したいと考えています。したがって、「計画」は臨機応変に変更される可能性があります。

科 目 名 ロシア語力を磨く3（さまざまな文体を身につける） Учимся выражать себя по-русски
さまざまなスタイルのロシア語で自分の考えを表現してみよう

担当者名 東井 ナジェージュダ
露語 １単位 秋学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
Смотрим вместе, играем сцены из фильма, читаем и комментируем сценарий.映画「ピーターFM」の脚本とビデオを

使って、現代の話し言葉（若者のスラング、ラジオや警察などでの専門的な表現）、非言語的な言葉（顔の表現、ジェスチャー）
を学びます。映画から得た知識に基づいて、口頭や書面でも分析し、意見をロシア語で表明します。
授業の到達目標
Учимся думать по-русски

1 1. 行政、警察、ラジオの聴取者と話す表現を学びます。
2.サンクトペテルブルクで若者が何を考え、どのような問題を解決するかを調べます。
3.サンクトペテルブルクの人気のある音楽グループとその曲に精通します。
4.メモ、注釈、エッセイ、レビューをロシア語で書くことを学びます。
成績評価方法
評価は、書面による作業とクラスでの学生のプレゼンテーションに基づいて行われます。
備考・関連ＵＲＬ
Можно предварительно посмотреть весь фильм по этой ссылке.
https://www.youtube.com/watch?v=B3lhqW7ILLE

科 目 名 ロシア語力を磨く4（上級会話） コミュニケーション能力を鍛える

担当者名 V. フィラトフ
露語 １単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
話す力、聞く力というレベルにおいて、コミュニケーション能力をより完璧なものへと導きます。モノローグ、ダイアローグ

の能力を鍛え、具体的なもの、抽象的なものについて叙述する方法、さらには互いの質問や意見交換の中で、判断したり、論証
したり、評価したりする方法を学んでいきます。
授業の到達目標
受講者には、講義終了までにさまざまな場（家庭、職場、レジャー、私生活、親と子、男性と女性、芸術、政治、社会、自由

時間、趣味、旅行）に対応できるコミュニケーション能力の獲得を目指します。
＊この授業は、全回、リアルタイム配信型授業で実施する予定です。
成績評価方法
●試験 50％ 教場試験。
●レポート 0％
●平常点 50％ 授業への主体的な参加態度。
●その他 0％
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科 目 名 ロシア語力を磨く5（上級講読） 現代ロシアを読む

担当者名 博士(文学)早大 上田 洋子
露語 １単位 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
ロシア語力を着実に高めたい人向けの授業です。文章を読んで意味が取れるだけでなく、その内容をしっかり把握し、それに

ついて自分の言葉で考えられるようになることを目指します。
現代ロシアを捉えようとするとき、わたしたちは何を読めばよいのでしょうか。ネット時代になって文学や言語は多様化し、

また、その社会における位置も変わってきているように思います。この授業では現代の思想家、エッセイスト、ジャーナリスト、
劇作家、作家らの文章を精読します。また、インターネット上で公開されている現代ロシアを考えるためのプロジェクトなども
紹介し、それらを読んだり視聴したりする機会を設けます。
ロシアは昨年ウクライナに侵攻しました。ソ連崩壊後、あらたなアイデンティティを模索し続けるなかで、どんな思考がなさ

れ、いまの戦争に至ったのか。また、厳しい言論弾圧のもとで、どのような反戦運動や市民同士の助け合いが行われているのか。
そうしたことを探ることのできるテクストを読みたいと思います。
授業の到達目標
ロシア語のテクストを読みながら、論理や思考の流れを正確に追えるようになることが目標です。
成績評価方法
●試験 0％ 試験はレポートになります。
●レポート 50％ ロシア語が読めるか、日本語にできるか、内容を理解しているかの3点を確認します。
●平常点 50％ 予習をやってきているか、これまでに学んだことを理解しているかを確認します。
●その他 0％ なし。

科 目 名 中国語ヒアリング（上級）-ニュース・スピーチを聞く
担当者名 南 勇
中語 １単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
今までマスターした中国語文法知識を活用して、より高い次元で中国語聴力の実力をレベルアップします。そのため、さまざ

まなジャンルの音声(映像)を素材に、聞く・話す・読む・書くなど多様な練習を通じて、聴覚イメージを総合的に形成します。
特に、ネイティブスピーカーの発話で「耳」を刺激し、単語・文法・表現などの知識を内面化します。
授業の到達目標
HSK6級の合格(あるいは同等なレベルの達成)を目指します。中国語のテレビ番組、映画、演説などを聞き取れる、理解でき

る、また言いたいことを伝えることができることを目指します。
成績評価方法
●試験 60％ 第14回目の授業時間中に試験を実施し、理解度の確認を行います。
●レポート 0％ なし。
●平常点 40％ 授業参与の積極性を評価します。また、様々な課題の完成度も評価のポイントにします。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
履修する学生の実際レベルに合わせて授業内容と方法を調整することがある。

科 目 名 中国語翻訳1 中文翻訳の技法 レベル4

担当者名 土屋 文子
中語 １単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
中文の基礎的な読解力（ツールを用いてニュース記事などが読めるレベル）がすでに身についており、そのうえで中日翻訳の

具体的な技法を学びたい方を対象とするクラスです。小説・散文などさまざまなジャンルの文章を題材に、演習方式で読解と翻
訳の訓練を行います。
授業の到達目標
単なる読解手法としての中文和訳を脱し、文意の正確な伝達と日本語として違和感のない表現の両立について、自分なりの方

法論あるいはその端緒を見いだすこと。
成績評価方法
1.試訳提出
2.グループワークへの参加
3.ディスカッションへの参加
4.レポート（訳文の完成度）

1-3を平常点とし、平常点70%：レポート30%にて評価を行います。
備考・関連ＵＲＬ
1つめの課題は担当教員が用意しますが、2つめ以降は可能な限り履修者の希望を取り入れます。第2週の授業で扱いたいジャ

ンルや作家について伺いますので、それまでに考えておいて下さい。
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科 目 名 中国語字幕翻訳1 中国語映画のセリフを翻訳する

担当者名 樋口 裕子
中語 １単位 春学期 無 フルOD １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】フルオンデマンド

授業概要
本授業は、今学期より全回オンデマンド授業として実施します。 教室での対面授業はありません。 定期配信として、原則、

毎週月曜日にWaseda Moodleに掲載しますので、その週内（土曜日まで）に視聴してください。

講義動画は、毎回、解説と映像を合わせて7本～10本ほどWaseda Moodleに掲載されるので、
解説と映像を順番通り、交互に視聴し、解説動画に示された中国語を見て、
登場人物やシーンにふさわしい日本語訳を考えていきます。
中国語のセリフを自分で訳してみて、その後に、講師が示す参考字幕を確認します。

字幕翻訳のルールに則して日本語字幕を作る練習をします。
また、講師の実務経験に基づいた映画製作の裏話や新作映画の情報もお話します。

ただし、著作権上の制限があるため、新しい作品は取り上げません。
授業の到達目標
字幕翻訳についての基礎知識を習得し、
登場人物に合ったこなれた日本語に訳す。
各地の方言から中国語の多様性に触れ、
中国の歴史や社会的背景を理解する。
成績評価方法
提出課題（字幕翻訳）を2回、作品の内容や字幕に対する感想文など複数回、
および出席（指定週内での視聴）で総合評価します。

科 目 名 中国語ヒアリング（上級）-バラエティ・トークショーを聞く
担当者名 南 勇
中語 １単位 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
今までマスターした中国語文法知識を活用して、より高い次元で中国語聴力の実力をレベルアップします。そのため、さまざ

まなジャンルの音声(映像)を素材に、聞く・話す・読む・書くなど多様な練習を通じて、聴覚イメージを総合的に形成します。
特に、ネイティブスピーカーの発話で「耳」を刺激し、単語・文法・表現などの知識を内面化します。
授業の到達目標
HSK6級の合格(あるいは同等なレベルの達成)を目指します。中国語のテレビ番組、映画、演説などを聞き取れる、理解でき

る、また言いたいことを伝えることができることを目指します。
成績評価方法
●試験 60％ 第14回目の授業で試験を実施し、理解度の確認を行います。
●レポート 0％ なし。
●平常点 40％ 授業参与の積極性を評価します。また、様々な課題の完成度も評価のポイントにします。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
履修する学生の実際レベルに合わせて授業内容と方法を調整することがある。

科 目 名 中国語翻訳2 中文翻訳の技法 レベル4

担当者名 土屋 文子
中語 １単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
中文の基礎的な読解力（ツールを用いてニュース記事などが読めるレベル）がすでに身についており、そのうえで中日翻訳の

具体的な技法を学びたい方を対象とするクラスです。
小説・散文などさまざまなジャンルの文章を題材に、演習方式で読解と翻訳の訓練を行います。
授業の到達目標
単なる読解手法としての中文和訳を脱し、文意の正確な伝達と日本語として違和感のない表現の両立について、自分なりの方

法論あるいはその端緒を見いだすこと。
成績評価方法
1.試訳提出
2.グループワークへの参加
3.ディスカッションへの参加
4.レポート（訳文の完成度）

1-3を平常点とし、平常点70%：レポート30%にて評価を行います。
備考・関連ＵＲＬ
1つめの課題は担当教員が用意しますが、2つめ以降は可能な限り履修者の希望を取り入れます。
第2週の授業で扱いたいジャンルや作家について伺いますので、それまでに考えておいて下さい。

共
通
科
目
(外
国
語
)

(
学
部
合
併
科
目
)

― 431 ―



科 目 名 中国語字幕翻訳2 中国語映画のセリフを翻訳する

担当者名 樋口 裕子
中語 １単位 秋学期 無 フルOD １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】フルオンデマンド

授業概要
本授業は、今学期より全回オンデマンド授業として実施します。 教室での対面授業はありません。 定期配信として、原則、

毎週月曜日にWaseda Moodleに掲載しますので、その週内（土曜日まで）に視聴してください。

講義動画は、毎回、解説と映像を合わせて7本～10本ほどWaseda Moodleに掲載されるので、
解説と映像を順番通り、交互に視聴し、解説動画に示された中国語を見て、
登場人物やシーンにふさわしい日本語訳を考えていきます。
中国語のセリフを自分で訳してみて、その後に、講師が示す参考字幕を確認します。

字幕翻訳のルールに則して日本語字幕を作る練習をします。
また、講師の実務経験に基づいた映画製作の裏話や新作映画の情報もお話します。

ただし、著作権上の制限があるため、新しい作品は取り上げません。
授業の到達目標
字幕翻訳についての基礎知識を習得し、
登場人物に合ったこなれた日本語に訳す。
各地の方言から中国語の多様性に触れ、
中国の歴史や社会の背景を理解する。
成績評価方法
提出課題（字幕翻訳）を2回、作品の内容や字幕に対する感想文など複数回、
および出席（指定週内での視聴）で総合評価します。

科 目 名 スペイン語中上級（作文力をつける）1 スペイン語での発信力を高める！

担当者名 四宮 瑞枝
西語 １単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
基本的な作文力を充実させ、スペイン語による「発信力」「伝える力」を高めることを目的とするクラスです。授業は以下の

活動を組み合わせて進めていきます。
1.メール文⇒日常的にやり取りされるテーマのメール文をスペイン語に翻訳します。
パターン化した文の暗記や逐語訳ではなく、状況に応じた表現や相手を気遣う書き方、簡潔に伝えるストラテジーについて

も学びます。
2.DELE（外国語としてのスペイン語認定試験）のA2～B1に準拠した練習問題⇒語彙力・表現力を高めます。
3.社会生活の身近な話題を扱った短い教材（問題提起の文）⇒意見交換の材料として読み、互いに自分の考えや経験を伝えあ

い、コミュニケーション力を高めます。
（必要に応じて基礎文法や間違い易い語法の補足説明を加えていきます。）
授業の到達目標
1．基本的な文法を理解して、目的に合ったメール文を書ける。
2．身近な社会生活に関するテーマであれば、相手の話に反応したり、

自分の意見や考えを簡潔に伝えたりして、話を展開できる。
3. DELE A2～B1レベルの語彙力・表現力を身に着ける。
成績評価方法
●試験 25％ 「学んだ表現を使って文を書く」「提示されたメールに返事を書く」という小テストを行う。
●レポート 15％ 授業で扱った意見交換のテーマから特に関心を持ったテーマについて、スペイン語で意見をまとめたも
のを提出する。
●平常点 60％ 出席率、課題の達成度、自らの意見や疑問を積極的に表現する態度を総合的に判断します。
●その他 0％ 該当しません。
備考・関連ＵＲＬ
選択スペイン語（中級）を履修した人を対象とするクラスですが、基礎スペイン語を終えただけでも、やる気があれば歓迎し

ます。
クラスでは積極的に発言して、互いに学べる貴重な場を有効に使いましょう。
教室でのペアやグループによる協働学習の時間を効果的なものにするために、作文や教材など毎回の授業準備はきちんと行っ

てください。
フィードバックは授業中に行います。

科 目 名 スペイン語中上級（作文力をつける）2 スペイン語での発信力を高める!

担当者名 四宮 瑞枝
西語 １単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
表現力を充実させ、スペイン語による「発信力」「伝える力」を高めることを目的とするクラスです。

授業は以下の活動を適宜組み合わせて進めます。
1.メール文: 様々な場面でよくやり取りされるテーマのメール文をスペイン語に翻訳します。
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パターン化した文の暗記や逐語訳ではなく、相手を気遣う書き方や簡潔に伝えるストラテジーについても学びます。
2.DELE（外国語としてのスペイン語認定試験）のB1～B2に準拠した練習問題：語彙力・表現力を高めます。
3.社会生活の身近な話題を扱った問題提起の文：意見交換の材料として読み、
互いに自分の考えや経験を伝え合い、コミュニケーション力を高めます。

4.接続法過去や条件文など、間違い易い文法事項の復習を適宜導入します。
授業の到達目標
1.身近な社会生活のテーマであれば、目的に合ったメール文を書ける。
2.話題を提供する、相手の話に反応する、自分の意見や考えを簡潔に伝えるなど、
その場に相応しいコミュニケーション・ストラテジーを使える。

3. DELEのB1～B2レベルの語彙力・表現力を身に着け、必要に応じて使える。
成績評価方法
●試験 25％ 文章構成力・語彙力・表現力の習得度を確認する小テストを行います。
●レポート 15％ 授業で扱った意見交換のためのテーマから一つを選び、スペイン語で意見を簡潔にまとめて提出しても
らいます。
●平常点 60％ 出席率、課題の達成度、自らの意見・関心・疑問を積極的に表現する態度を総合的に判断します。
●その他 0％ 行いません。
備考・関連ＵＲＬ
授業時間を効果的なものにするために、作文問題やDELE対策の練習問題など、毎回の授業準備はきちんと行ってください。
クラスではペア活動やグループ活動の時間を作るので、積極的にやり取りし、間違いに自ら気づいたり、考え方・感じ方をク

ラスメートと共有するなどして、相互学習の場を有効に使い、コミュニケーション力を高めることを目指しましょう。
春学期までにいずれかの中級選択スペイン語を履修した人を対象とするクラスですが、基礎スペイン語を終えただけでも、や

る気があれば歓迎します。
フィードバックは授業中に行うか、あるいはMoodleを通じて行います。

科 目 名 スペイン語上級（読む）1 スペインの現代社会事情を読み解く

担当者名 四宮 瑞枝
西語 １単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
スペインの近現代の出来事や社会事情の変化に関する様々な記事を読んで色々な文体に慣れるとともに、歴史的背景に目を向

けて現代スペインへの理解を深めながら、スペイン語力、特に読解力のアップを図ります。日本や諸外国の出来事や社会事情と
対比するなどして、批判的に読み解く能力を高めることも目指します。
授業活動としては、異なる語や表現を使って内容を言い換えるなどして語彙力、表現力を高めながら記事の内容を理解した後、

関連資料などを紹介して背景的知識を補います。QAシートを使って内容確認をする他、興味を持ったこと・疑問に思ったこと
について意見を交換したり、キーワードやキーセンテンスを探したりして理解を深めます。
履修者の希望や状況に応じて、テーマの調整など適宜入れていきます。
授業の到達目標
1．スペインの現代社会事情とその歴史的背景に関心を持つ。
2．辞書を使えば、ある程度まとまった内容のスペイン語の記事や資料の概要を把握し、

キーワード・キーセンテンスを認識できる。
3．情報を多角的にとらえ、比較し、批判的に読み解く態度を身に付ける。
成績評価方法
●試験 0％ 行いません。
●レポート 30％ 1. 授業を振り返って関心のあるテーマを選び、概要をまとめる課題を出します。
2. 授業で自分が関心を持ったことについて補足情報を調べ、簡単な報告をします。

●平常点 70％ 出席率、授業参加度（自らの疑問・意見・関心を積極的に発言する態度）、授業の準備などを総合的に判断
します。
●その他 0％ ありません。
備考・関連ＵＲＬ
歴史的経緯をたどりながら色々なテーマを扱っていくので、様々な角度からのアプローチを楽しむ一方、自分が深めたいと思

うテーマに巡りあうきっかけになればと思います。身近な問題と比べるなどして積極的に発言する態度を歓迎します。教室での
活動を効果的なものにするために、教材の予習はきちんと行ってください。
フィードバックは授業中に行うか、あるいはMoodleを通じて行います。

科 目 名 スペイン語上級（読む）2 ラテンアメリカ諸国の社会文化事情を読み解く

担当者名 四宮 瑞枝
西語 １単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
ラテンアメリカ諸国は歴史的背景を共有しながらも多様性に富む社会です。各国の社会事情に関する様々な記事を読んで色々

な文体に触れるとともに、歴史背景にも目を向けて理解を深めながら、スペイン語力、特に読解力のアップを図ります。日本や
諸外国の出来事や社会事情と対比するなどして、批判的に読み解く能力を高めることも目指します。
授業活動としては、異なる表現を使って内容を言い換えるなどして語彙力、表現力を高めながら記事の内容を理解した後、関

連資料（映画や写真などの映像資料、新聞やネットの記事など）を紹介して背景的知識を補います。QAシートを使って内容確
認する他、興味を持ったこと・疑問に思ったことについて意見を交換したり、キーワードやキーセンテンスを探したりして理解
を深めます。
履修者の希望や状況に応じて、テーマの調整や補足学習を適宜取り入れていきます。
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授業の到達目標
1．ラテンアメリカ諸国の社会文化事情とその歴史恵的背景に興味を持つ。
2．辞書を使えば、ある程度まとまった内容のスペイン語の記事や資料の概要を把握し、キーワード・キーセンテンスを認識

できる。
3．情報を多角的にとらえ、比較し、批判的に読み解く態度を身に付ける。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しません。
●レポート 30％ 1. 授業を振り返り、関心をもった教材を読み直して概要をまとめる。
2. 授業で疑問を持ったことについて補足情報を調べ、簡単な報告をする。

●平常点 70％ 出席率、教材の予習、授業参加度（自らの疑問・意見・関心を積極的に表現する態度）、事後学習などを総
合的に判断します。
●その他 0％ 特に無し
備考・関連ＵＲＬ
色々な国のテーマを扱っていくので、各国の事情に関心を向けて世界を広げる一方、自分が深めたいと思うテーマに巡りあう

きっかけになればと思っています。身近な問題と比べるなどして積極的に発言する態度を歓迎します。教室での活動を効果的な
ものにするために、教材の予習などはきちんと行ってください。
フィードバックは授業中に行うか、あるいはMoodleを通じて行います。

科 目 名 スペイン語中級（文法・実践）1 A スペイン語力をアップしましょう！

担当者名 アスティゲタ ベルナルド
西語 １単位 春学期 火曜日 １時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
「1年スペイン語」「初級スペイン語」を終えた学習者を対象に、1年次に学習した基本的な文法を復習しながら「聞く・読む・
書く・話す」の4技能の運用力を高める演習をする。この授業では特に、スペイン語が使用されていない環境で学ぶ日本人学生
などが不得意な傾向にある聴く力と語彙・表現力アップを重視する。
課題や試験範囲などの指定・説明は日本語で行うが、授業は平易なスペイン語を使って行い、スペイン語でスペイン語を理解

する訓練を実施する。文法の説明は必要に応じて英語も利用する。
授業の到達目標
・ヨーロッパ言語共通参照枠A2レベルの短文を場面に適切な形でアウトプットできるようになる。
・A2～B1レベルの文法項目が入っている聞き取りを日本語の逐語訳に頼らないで理解できるようになる。
・日常生活で使える表現を文脈の中から自分で獲得していく学習態度を身につける。
成績評価方法
●試験 50％ 理解度の確認（最終試験） 50%
●レポート 0％
●平常点 50％ 小テスト・授業参加・課題など
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
授業では毎回Wadesa Moodleを使用する。スマートフォンではなくPCから参加すること。
指定された範囲の授業準備及び復習は必ず行うこと。
本授業は全回リアルタイム配信型授業として実施する。
中級（文法・実践）1Bとは同一科目になるので重複履修は出来ない。
フィードバックは授業中に行うか、あるいはMoodleを通じて行う。
授業計画の内容は授業の進度によって変更する場合がある。

科 目 名 スペイン語中級（文法・実践）1 B 聴解力を高めながら文法を学ぶ

担当者名 政岡 潔子
西語 １単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
「基礎スペイン語」「初級スペイン語」を終えた学習者が対象です。この授業は、スペインの様々な文化的側面を扱う動画など
の素材を用いて聴解力を高めながら既習文法の復習、及び未習文法の学習を行い、文法の運用能力を高めることを目的としてい
ます。
例文や練習問題などを用いた文法学習に加えて視覚や聴覚からの大量のインプット活動を実施し、それをペア及びグループ

ワークを交えた様々なアクティビティを通じて再現したり、文章読解、音読などを通して、単語習得も含めた文法を取り巻くス
ペイン語の総合的な理解を促します。

この授業は教場で行いますが、教育的効果などを考慮し、オンラインのセッションも取り入れることを予定しています。
授業の到達目標
・1年次に学習した基礎文法を確認し、新しい文法事項も習得してゆく中で、特に、再帰動詞、点過去、線過去、未来、過去

未来、接続法現在、接続法過去、命令法などにそれぞれふさわしい場面で触れ、ヨーロッパ言語共通参照枠B2までのレベルの
文法が理解できるようになる。
・文脈の中でスペイン語の発音やイントネーションに慣れ、それを再現できるようになる。
・各テーマの活動に必要な語彙・表現を習得する。
成績評価方法
●試験 50％ 毎回の小テスト（前回の授業の確認チェックテスト）と最終試験
ー小テストは授業の開始時に行います。
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●レポート 0％ -
●平常点 50％ 活動成果発表の達成度、授業への参加度、提出物（Moodle各種小テスト、ビデオ起こしなどを含む）
●その他 0％ -
備考・関連ＵＲＬ
・ 教材配布、各種小テスト、課題提出、その他の連絡などに、Waseda Moodleを使用します。
・ パソコンもしくはスマートフォンを持参してください。
・ 学生がスペイン語に慣れることを目的とし、教員はスペイン語・日本語を使って授業を行います。
・ リアルタイム配信で行う授業日は、授業内やMoodleを通じて事前に通知します。
・ 中級（文法・実践）1Aとは同一科目になるので重複履修はできません。
・ 授業の内容は、受講者数により多少変更する場合があります。
・ フィードバックは授業中もしくはMoodleを通じで行います。

科 目 名 スペイン語中級（社会文化事情を知る）1 A 読んで観て聴いて、ラテンアメリカ諸国について学ぼう

担当者名 杉守 慶太
西語 １単位 春学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
この授業は「基礎スペイン語」「初級スペイン語」を終えた学習者を対象にしています。既習のスペイン語の基礎文法事項の

定着をはかるとともに、それを応用した読解力・リスニング力を養うことを目的にしています。また、読解力・リスニング力が
身につくだけではなく、スペイン語圏（特にラテンアメリカ諸国）の社会文化事情についての理解を深めることができます。授
業では、スペイン、ラテンアメリカ諸国に関する映像教材（映画、ニュース番組、音楽など）を毎回使用する予定です。
スペイン語力に自信がない人でも十分についていける授業です。スペイン語圏の社会文化事情に少しでも興味がある人は大歓

迎です。スペイン語の読解力、リスニング力を少しずつ養っていきましょう！
授業の到達目標
1. スペイン語の文章の内容を正しく理解し、読めるようにする。
2. スペイン語圏（特にラテンアメリカ諸国）の社会文化事情について知る。
3. スペイン語の多様性を知る。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 予習、提出物、授業態度などを総合的に評価する。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
第1回「イントロダクション」にて授業を受ける上での注意事項を詳しく説明しますので、必ず出席すること。
授業の進行は学生の習熟度によって変更することがあります。
中級(社会文化事情を知る）1Bとは同一科目になるので、重複履修はできません。
フィードバックは授業中、あるいはMoodleを通じて行います。

科 目 名 スペイン語中級（社会文化事情を知る）1 B スペイン語を用いて、スペイン語圏の社会と文化を学ぶ

担当者名 アスティゲタ ベルナルド
西語 １単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
本講座は、ヨーロッパ言語共通参照枠A1レベル程度の基本的なスペイン語を既に学習した学生を対象に、スペイン語圏の社

会と文化についてより幅広く深く学ぶ機会を提供することを通じてスペイン語圏に関する基礎的な知識を獲得し、理解を深める
と同時に、スペイン語で情報を取捨探選択し、伝える運用能力を高めること目的とする。
講座は教員の講義形式のインプットと学生のプレゼンテーションの回から成り、学生は教員からのコメント、スペイン語のチ

ェック、発音、イントネーションの指導などを受けながら個人、あるいはペア・グループでそれぞれ関心のある内容についてプ
レゼンテーションを行う。
授業の到達目標
1．スペイン語圏、特にスペインの言語、歴史、社会などに関する基礎的な知識を獲得し、スペイン語圏の文化に関する理解

を深める。
2．自分が関心のあるテーマについてスペイン語で情報を取捨探選択し、A2レベル程度までのスペイン語で短いプレゼンテー

ションができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない
●レポート 0％ 実施しない
●平常点 60％ プレゼンテーションの準備（20％）と発表（40％）
●その他 40％ 課題提出、小テスト、授業参加など
備考・関連ＵＲＬ
プレゼンの長さや回数や方法は履修する学生の人数で調整する。
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科 目 名 スペイン語中級（文法・実践）2 A スペイン語力をアップしましょう！

担当者名 アスティゲタ ベルナルド
西語 １単位 秋学期 火曜日 １時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
「1年スペイン語」「初級スペイン語」を終えた学習者を対象に、1年次に学習した基本的な文法を復習しながら「聞く・読む・
書く・話す」の4技能の運用力を高める演習をする。この授業では特に、スペイン語が使用されていない環境で学ぶ日本人学生
などが不得意な傾向にある聴く力と語彙・表現力アップを重視する。
課題や試験範囲などの指定・説明は日本語で行うが、授業は平易なスペイン語を使って行い、スペイン語でスペイン語を理解

する訓練を実施する。文法の説明は必要に応じて英語も利用する。
授業の到達目標
・ヨーロッパ言語共通参照枠A2レベルの短文を場面に適切な形でアウトプットできるようになる。
・B1～B2レベルの文法項目が入っている聞き取りを日本語の逐語訳に頼らないで理解できるようになる。
・日常生活で使える表現を文脈の中から自分で獲得していく学習態度を身につける。
成績評価方法
●試験 50％ 理解度の確認（最終試験）50%
●レポート 0％
●平常点 50％ 確認チェックテスト・授業参加・課題など
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
授業では毎回Wadesa Moodleを使用する。スマートフォンではなくPCから参加すること。
指定された範囲の授業準備及び復習は必ず行うこと。
本授業は全回リアルタイム配信型授業として実施する。
中級（文法・実践）1Bとは同一科目になるので重複履修は出来ない。
フィードバックは授業中に行うか、あるいはMoodleを通じて行う。
授業計画の内容は授業の進度によって変更する場合がある。

科 目 名 スペイン語中級（文法・実践）2 B 聴解力を高めながら文法を学ぶ

担当者名 政岡 潔子
西語 １単位 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
「基礎スペイン語」「初級スペイン語」を終えた学習者が対象です。この授業は、スペインやスペイン語圏の国の様々な文化的
側面を扱う動画などの素材を用いて聴解力を高めながら既習文法の復習、及び未習文法の学習を行い、文法の運用能力を高める
ことを目的としています。
例文や練習問題などを用いた文法学習に加えて視覚や聴覚からの大量のインプット活動を実施し、それをペア及びグループ

ワークを交えた様々なアクティビティを通じて再現したり、文章読解、音読などを通して、単語習得も含めた文法を取り巻くス
ペイン語の総合的な理解を促します。

この授業は教場で行いますが、教育的効果などを考慮し、オンラインのセッションも取り入れることを予定しています。
授業の到達目標
・1年次に学習した基礎文法を確認し、新しい文法事項も習得してゆく中で、特に、再帰動詞、点過去、線過去、未来、過去

未来、接続法現在、接続法過去、命令法などをそれぞれふさわしい場面で学習し、ナチュラルスピードの動画で理解できるよう
になること。
・各テーマの活動に必要な語彙・表現を習得すること。
成績評価方法
●試験 50％ 毎回の小テスト（前回の授業の確認チェックテスト）と最終試験
ー小テストは授業の開始時に行います。

●レポート 0％ -
●平常点 50％ 活動成果発表の達成度、授業への参加度、提出物（Moodle各種小テスト、ビデオ起こしなどを含む）
●その他 0％ -
備考・関連ＵＲＬ
・ 教材配布、各種小テスト、課題提出、その他の連絡などに、Waseda Moodleを使用します。
・ パソコンもしくはスマートフォンを持参してください。
・ 学生がスペイン語に慣れることを目的とし、教員はスペイン語・日本語を使って授業を行います。
・ リアルタイム配信で行う授業日は、授業内やMoodleを通じて事前に通知します。
・ 中級（文法・実践）2Aとは同一科目になるので重複履修はできません。
・ 授業の内容は、受講者数により多少変更する場合があります。
・ フィードバックは授業中もしくはMoodleを通じで行います。

科 目 名 スペイン語中級（社会文化事情を知る）2 A 読んで観て聴いて、さらにラテンアメリカについて知ろう。

担当者名 杉守 慶太
西語 １単位 秋学期 月曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
この授業は「基礎スペイン語」、「中級スペイン語」を終えた学習者を対象にしています。既習の文法事項を確認しながら、読

解力・リスニング力をさらに養うことを目的にしています。スペイン語の新聞・雑誌記事を読めるようになることを目指します。
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また、様々な内容を扱ったテキストの読解を通じて、「読む」力が身につくだけではなく、スペイン語圏（特にラテンアメリカ）
の社会文化事情についての理解を深めることができます。授業では、スペイン、ラテンアメリカ諸国に関する映像教材（映画、
ニュース番組、音楽など）を毎回使用する予定です。
スペイン語力に自信がない人でも十分についていける授業です。スペイン語圏の社会文化事情に少しでも興味がある人は大歓

迎です。スペイン語の読解力、リスニング力を少しずつ養っていきましょう。
授業の到達目標
1. スペイン語で新聞・雑誌の記事、論文を読めるようになる。
2. スペイン語圏（特にラテンアメリカ諸国）の社会文化について知る。
3. スペイン語の多様性を知る。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 予習、提出物、授業態度などを総合的に評価する。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
第1回「イントロダクション」にて授業を受ける上での注意事項を詳しく説明しますので、必ず出席すること。
授業の進行は学生の習熟度によって変更することがあります。履修者の希望をできるだけ取り入れて進めていく予定です。
中級(社会文化事情を知る）2Bとは同一科目になるので、重複履修はできません。
フィードバックは授業中、あるいはMoodleを通じて行います。

科 目 名 スペイン語中級（社会文化事情を知る）2 B スペイン語を用いて、スペイン語圏の社会と文化を学ぶ

担当者名 アスティゲタ ベルナルド
西語 １単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
本講座は、ヨーロッパ言語共通参照枠A1レベル程度の基本的なスペイン語を既に学習した学生を対象に、スペイン語圏の社

会と文化についてより幅広く深く学ぶ機会を提供することを通じてスペイン語圏に関する基礎的な知識を獲得し、理解を深める
と同時に、スペイン語で情報を取捨探選択し、伝える運用能力を高めること目的とする。

講座は教員の講義形式のインプットと学生のプレゼンテーションの回から成り、学生は教員からのコメント、スペイン語のチ
ェック、発音、イントネーションの指導などを受けながら個人、あるいはペア・グループでそれぞれ関心のある内容についてプ
レゼンテーションを行う。
授業の到達目標
1．スペイン語圏、特にスペインの言語、歴史、社会などに関する基礎的な知識を獲得し、スペイン語圏の文化に関する理解

を深める。
2．自分が関心のあるテーマについてスペイン語で情報を取捨探選択し、A2レベル程度までのスペイン語で短いプレゼンテー

ションができるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しない
●レポート 0％ 実施しない
●平常点 60％ プレゼンテーションの準備（20％）と発表（40％）
●その他 40％ 課題提出、小テスト、授業参加など
備考・関連ＵＲＬ
プレゼンの長さや回数や方法は履修する学生の人数で調整する。

科 目 名 スペイン語中上級（ニュースで学ぶ）1 スペイン語中級 (ニュースで学ぶ)

担当者名 高山 パトリシア ベレン
西語 １単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
En cada lección se presentará un tema de actualidad por medio de artículos de prensa, vídeos o audios. Una vez

comprendido el contenido y adquirido el vocabulario, se iniciará una conversación entre los alumnos y el profesor.

毎回よく話題に上る今日的テーマについて紹介します。新聞記事を読んだり、映像を見たり、音声を聞いたりして内容への理
解を深め、用語を身に付けた後、会話活動を行います。
本授業は全回リアルタイム配信型授業として実施します。
授業の到達目標
El objetivo principal es mejorar la comprensión lectora y la capacidad comunicativa.
Los estudiantes se familiarizarán con el vocabulario básico de temas de actualidad ( economía, política,

medioambiente, deporte, etc.) y adquirirán las destrezas necesarias para explicar en español diversos temas.

読解力やコミュニケーション力を高める。
経済、政治、環境、スポーツ等よく話題に上るテーマの用語に慣れ親しむ。
様々なテーマを紹介するための技能を身につける。
成績評価方法
●試験 30％ 課題
●レポート 0％
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●平常点 40％ 授業内ワーク
●その他 30％ プレゼンテーション
備考・関連ＵＲＬ
Es importante tener interés en las noticias y participar activamente durante la clase. Es posible que haya

cambios en el orden de los temas según el desarrollo de la clase.

ニュースに対して興味を持ち、積極的に授業に参加する学生が望ましい。
状況に応じて、扱うテーマの内容を調整していきます。
フィードバックは授業中、あるいはMoodleを通じて行います。

科 目 名 スペイン語中上級（ニュースで学ぶ）2 スペイン語中上級 (ニュースで学ぶ)

担当者名 高山 パトリシア ベレン
西語 １単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
En cada lección se presentará un tema de actualidad por medio de artículos de prensa, vídeos o audios. Una

vez comprendido el contenido y adquirido el vocabulario, se iniciará una conversación entre los alumnos y el
profesor.
毎回よく話題に上る今日的テーマについて紹介します。新聞記事を読んだり、映像を見たり、音声を聞いたりして内容への理

解を深め、用語を身に付けた後、会話活動を行います。
本授業は全回リアルタイム配信型授業として実施します。
授業の到達目標
El objetivo principal es mejorar la comprensión lectora y la capacidad comunicativa.
Los estudiantes se familiarizarán con el vocabulario básico de temas de actualidad ( economía, política,

medioambiente, deporte, etc.) y adquirirán las destrezas necesarias para explicar en español diversos temas de
actualidad.

読解力やコミュニケーション力を高める。
経済、政治、環境、スポーツ等よく話題に上るテーマの用語に慣れ親しむ。
様々なテーマを紹介するための技能を身につける。
成績評価方法
●試験 30％ 課題
●レポート 0％
●平常点 40％ 授業内ワーク
●その他 30％ プレゼンテーション
備考・関連ＵＲＬ
Es importante tener interés por el mundo de las noticias y participar activamente durante la clase. Es posible

que haya cambios en el orden de los temas según el desarrollo de la clase.

ニュースに対して興味を持ち、積極的に授業に参加する学生が望ましい。 状況に応じて、扱うテーマの内容を調整していき
ます。
フィードバックは授業中、あるいはMoodleを通じて行います。

科 目 名 歴史で学ぶイタリア語 イタリア史への招待

担当者名 三森 のぞみ
伊語 １単位 春学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
都市や地域によって歴史の歩みが大きく異なるイタリア。1861年の「イタリア王国」成立まで、イタリアには統一国家が存

在しませんでした。イタリアの文化や社会をより深く知るためには、こうしたイタリア史への理解が欠かせません。そのための
一歩として、いくつか種類の異なるテキストを丁寧に読みながら、古代ローマ世界の伝統、中世都市社会、ルネサンス、そして
イタリアという「国家」が作られる過程を学んでいきます。これまでのイタリア語の知識の応用、新たな文法や語彙の習得に加
え、イタリア語の文章に慣れ、読み方のコツを身につけることで、「読む」のみならず、「聴く」「話す」「書く」力も高めること
ができるでしょう。また授業では、視覚資料によってできるだけ具体的に歴史を捉える作業を行います。さらに学期末には、イ
タリア史に関連する映画作品を観賞し、その時代背景を考えてみます。
授業の到達目標
「1年イタリア語」既習者あるいはそれと同等の語学力を持つ学生が、リーディングの効果的なトレーニングを行うことで総合
的な語学能力を向上させること、また、「イタリア語を学ぶ」という単純な語学学習にとどまることなく、「イタリア語で学ぶ」
ために必要なスキルを身につけ、イタリアの歴史や思想、文化、社会に対する理解を深めることを目的とします。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 30％ 指定されたイタリア語テキストの和訳を学期末に提出して下さい（提出のない場合、単位を修得するこ
とはできません）。
●平常点 70％ 通常の授業への参加度（出席、授業態度、予習など）によって評価します。期末試験は行いません。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
イタリアの歴史、思想、文化、社会に関心を持ち、イタリア語を通してその理解を深めたいと思う人であれば、誰でも歓迎し
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ます。異なる分野を学ぶ人たちが集まり、楽しく活気にあふれた授業の場ができることを期待しています。

科 目 名 資格を目指すイタリア語 レベルA1～B2（初級～中級）－ 学ぶ、働く、遊ぶ。様々な局面での実践的イタリア語

担当者名 F. ウジッコ
伊語 １単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
このクラスでは、入門レベルから中級レベルまで自分に合った水準の資格試験の練習を行います（14回の授業を通じて1つ

の水準の試験練習であり、全ての水準をこなすのではありません）。イタリア語検定試験CILS（シエナ外国人大学）、CELI （ペ
ルージャ外国人大学）または実用イタリア語検定（イタリア語検定協会）の受験準備が行われます。イタリア政府認定のイタリ
ア語検定試験CILSとCELIは、外国語としてのイタリア語のコミュニケーション能力を証明する試験で、実用イタリア語検定は
日本における代表的なイタリア語検定試験です。この授業中に練習問題「レベルA1-A2」（初級）と「レベルB1-B2」（中級）
の解答をし、必要に応じて試験項目を検証します。言語およびコミュニケーション能力に関するすべての試験内容についてレッ
スンを行います。検定試験を受けない方も受講可です。授業の始めにオリエンテーションを実施し、各人のレベルに合わせた
ワークショップに分類して授業を進めて行く（例：レベルA1、レベルA2等）ので、無理せずに自分の習熟度合いに合わせた学
習が可能です。＊この科目は主として実践的な教育が行われる科目です。
＊C1以上の資格試験を目指す学生さんも受講可能です。
授業の到達目標
イタリア語検定試験CILSとCELIは、イタリア語のコミュニケーションの能力を客観的に測る試験です。この授業では、

CILS/CELI「レベルA1-A2-B1-B2」（*）の受験準備を目指し、語彙力の増強、文法事項の把握、聴き取り及び読解の能力の
向上を図ります。必要があれば、基本的な文法や語法を復習するためのプリントを課題として配布します。
*この「A1-A2」及び「B1-B2」（初級/中級）レベルはEU（欧州連合）においての語学教育レベル基準と同等であり、詳し

くは『ヨーロッパ言語共通参照枠組み』で参照できます。『ヨーロッパ言語共通参照枠組み』（CEFR）とはEU評議会が作成した、
言語能力を測る共通の基準や枠組みです。
実用イタリア語検定は5級から1級までイタリア語検定協会の定めた基準で分類されており、5級から2級くらいがCEFRの

「A1-B2」に該当します。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出欠席、授業への参加意欲、提出物などによって総合的に評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
学習に役立つお奨めサイト：
・イタリア文化会館 東京 イタリア語検定試験 https://iictokyo.jp/italian-proficiency-test/
・イタリア文化会館 東京 https://iictokyo.esteri.it/iic_tokyo/ja/
イタリア文化会館は美術、音楽、映画、演劇、ダンス、ファッション、デザイン、写真等の多様な分野で文化催事を多数企画・

開催しています（年間150以上のイベント）。また、日本の様々な大学や教育機関などとの長年にわたる協力関係のもとで、学
術的な催事・講演会を共催し、日本の諸機関や企業などが主催するイタリア関連イベントの積極的な後援も行っています。

科 目 名 イタリア文化を知る1（美術） ルネサンス、バロックの美術を中心に

担当者名 高津 美和
伊語 １単位 春学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
ルネサンス、バロック期のイタリアでは、現代の私たちをもなお魅了する、数々の華やかな美術作品が制作されました。授業

では、イタリア語資料の講読を通じて、この時期を代表する美術家たちの生涯や作品について学びます。作品が制作された背景
として、美術家とパトロンの関係や美術家の地位、作品の機能など、当時の社会と美術のあり方についても考えてみたいと思い
ます。これまでに学んだイタリア語の語学力をもとに、新たな文法の知識や表現を習得して、イタリア語の文章を読み解く力を
つけていきましょう。
授業の到達目標
この授業の到達目標は以下の三つです。
1．新しい単語、熟語表現の習得
2．既存の文法知識の応用、読解力の向上
3．ルネサンス、バロック期のイタリア美術に関する知識の習得
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 40％ イタリア語の文章を日本語に翻訳する課題を提出してもらいます。
●平常点 60％ 出席や予習など授業への参加意欲によって評価します。
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
受講者数や進度に応じて授業内容を変更する場合があります。
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科 目 名 イタリア文化を知る2（芸術・文化） 海の都の物語からルネサンス、イタリア語で旅してみよう

担当者名 F. ウジッコ
伊語 １単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
イタリア語を学ぶということは、ローマ帝国から続く西欧文化の根源でもあるイタリアの芸術、文化を学習の題材に使うとい

う贅沢を堪能できます。言葉の学習の過程で息を呑むような思いをされることでしょう。
この講義では、魅惑的な作品とその背景説明を通し、イタリアの芸術と文化を探求し、その千年の歴史に夢中になることがで

きます。
何故、どうやってラグーナ（潟）の中にヴェネチアの町が誕生したのかから始まり、ローマやポンペイの遺跡、ヴィチェンツァ

の壮大な古典ローマ時代の建築物など、イタリアに溢れかえる芸術と文化を学んでいきます。歴史的名所や多くのユネスコ世界
遺産は勿論、それに関わった貢献してきた多くの画家、彫刻家、建築家についても題材としていきます（ダ・ヴィンチ等）。
外国語の習得は多くの場合、好きな文化、自分の感性に訴えかける文化に近づきたいという気持ちがあることでしょう。言葉

を学ぶのはコミュニケーションをとる手段を得るためですが、同時に知らなかった文化に触れ、学んでいく過程でもあります。
ビデオ教材・マルチメディア教材と講師配布資料の内容を中心に、学生が楽しく参加できる形で授業を行います。イタリア語

の間違いを恐れず積極的に参加して下さい。
全14回で構成される授業は授業計画に沿って進めていきますが、進行状況と新たな題材の発掘等により一部修正する場合も

想定されます。
授業の到達目標
この講義では「A2」（初級）及び「B1」（準中級）レベルの教材を使用し、学習したイタリア語の基礎的な内容を土台にして

常用表現と語彙を増やしながら、文法知識の活用をはかります。この授業の目標は以下の三点です。
1．既習の文法事項の反復練習
2．語彙の増強
3．イタリア語をとりまく文化的背景への理解
成績評価方法
●試験 20％ 学習成果や理解度の確認のため、学期末試験を実施します。詳細は授業内で説明します。
●レポート 0％
●平常点 80％ 出欠席、授業への参加意欲、提出物などによって総合的に評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
学習に役立つお奨めサイト：
イタリア文化会館 東京 https://iictokyo.esteri.it/iic_tokyo/ja/
イタリア文化会館は美術、音楽、映画、演劇、ダンス、ファッション、デザイン、写真等の多様な分野で文化催事を多数企画・

開催しています（年間150以上のイベント）。また、日本の様々な大学や教育機関などとの長年にわたる協力関係のもとで、学
術的な催事・講演会を共催し、日本の諸機関や企業などが主催するイタリア関連イベントの積極的な後援も行っています。

科 目 名 イタリア語中級1（文法・実践） イタリア語の泉に飛び込んでみましょう。

担当者名 F. ウジッコ
伊語 １単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
「1年イタリア語」を受講された（及び初級レベルの）学生を対象とした準中級レベルのイタリア語講座です。週2コマ履修【春
期・イタリア語中級1（文法・実践）＋イタリア語中級2（会話）】が可能です。
「読む」と「書く」ことを重視しますが、イタリア人講師により「聞く」と「話す」の能力養成も同時に狙います。文法等、
授業中の説明、質問への回答は日本語で行いますので、まだイタリア語力に自信なくても問題ありません。「質」を重視し、ビ
デオ教材・マルチメディア教材と教科書の内容を中心に、学生が楽しく参加できる形で授業を行います。イタリア語の間違いを
恐れず積極的に参加してみましょう。
実用的なコミュニケーションに必要な文法と表現を、段階を追いながら学びます。日常的な場面を想定した会話のトレーニン

グが主ですが、読解力とリスニングの能力の練習もします。また、ペアワーク、グループワークやスキット作りなど、学生が参
加して作り上げる練習を行います。学習を通じてイタリアの社会的や文化的な知識も深まることでしょう。過去に基礎イタリア
語の授業を履修し、その後イタリア語学習を中断していた方がこの授業で勉強再開されることも歓迎します。
授業の到達目標
この講義では「A2」（初級）及び「B1」（準中級）レベルの教材を使用し、イタリア人講師のもとで特に文法、会話力、リス

ニング力と読解力等のステップアップを図ります。教科書は「1年イタリア語」のテキストを継続して使用し、初級クラスで学
習した文法事項・語彙と表現を復習しながら、より高度な語学力を養成します。
成績評価方法
●試験 20％ 学習成果や理解度の確認のため、学期末試験を実施します。詳細は授業内で説明します。
●レポート 0％
●平常点 80％ 出欠席、授業への参加意欲、提出物などによって総合的に評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
学習に役立つお奨めサイト：
イタリア文化会館 東京 https://iictokyo.esteri.it/iic_tokyo/ja/
イタリア文化会館は美術、音楽、映画、演劇、ダンス、ファッション、デザイン、写真等の多様な分野で文化催事を多数企画・

開催しています（年間150以上のイベント）。また、日本の様々な大学や教育機関などとの長年にわたる協力関係のもとで、学
術的な催事・講演会を共催し、日本の諸機関や企業などが主催するイタリア関連イベントの積極的な後援も行っています。
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科 目 名 イタリア語中級2（会話） 基本表現を使って、イタリア人に話してみましょう

担当者名 マッジャ フェデリカ
伊語 １単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本科目はレベル2（準中級）で「1年イタリア語」の続きとなるクラスです。週2コマの履修（春期／イタリア語中級1＋イタ

リア語中級2）が可能です。この授業の目標は次の二つです。一つは1年生で学んだ内容をしっかりと自分のものにすること、
もう一つは新たな知識を吸収することです。そのため、会話、リスニング、作文、読解を総合的に学習します。グループワーク
を中心にイタリア語で積極的に会話することで、イタリア語の能力を総合的に向上させ、イタリアについての知識を深めます。
語学力の向上に真剣に取り組みたい人には、週2コマの履修をお勧めします。
授業の到達目標
「イタリア語中級」クラスは、特に留学を考えている学生、現代イタリアの文化と日常生活に触れながらイタリア語能力の総
合的な上達を希望する人、そしてイタリア語の資格の取得を目指している人を対象とします。この講義では、「A2＊」および「B1
＊」レベル（準中級）の教材を使用し、イタリア人講師のもとで、特に会話力、リスニング力と読解力等のステップアップを図
ります。教科書は「1年イタリア語」のテキストを継続して使用し、初級クラスで学習した文法事項や語彙、表現を復習しながら、
より高度な語学力を養成します。また、教科書の練習問題の一部はCILSというイタリア政府認定のイタリア語検定試験問題の
構成、レベルに合わせて設定されていますので、希望者はイタリア語能力試験を受験できます。
＊この「A2」（初級）および「B1」（準中級）レベルはEU（欧州連合）においての語学教育レベル基準と同等であり、詳し

くは「ヨーロッパ言語共通参照枠組み」で参照できます。「ヨーロッパ言語共通参照枠組み」（CEFR）とは、EU評議会が作成
した、言語能力を測る共通の基準や枠組みです。
成績評価方法
●試験 30％ 学習成果や理解度の確認のために、学期末試験を実施します。
●レポート 0％
●平常点 70％ 出席、授業への参加意欲など総合的に評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
イタリアの協定大学への交換留学プログラムに興味がある方は、留学センターへお問い合わせください。http://www.wase-

da.jp/inst/cie/from-waseda/abroad

科 目 名 イタリア語中級3（文法・実践） イタリア語の泉に飛び込んでみましょう。

担当者名 F. ウジッコ
伊語 １単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
「イタリア語中級1・2」を受講された（及び同等レベルの）学生を対象とした準中級レベルのイタリア語講座です。週2コマ
履修【秋期・イタリア語中級3（文法・実戦）＋イタリア語中級4（会話）】が可能な授業です。
「読む」と「書く」ことを重視しますが、イタリア人講師により「聞く」と「話す」の能力養成も同時に狙います。文法等、
授業中の説明、質問への回答は日本語で行いますので、まだイタリア語力に自信なくても問題ありません。「質」を重視し、ビ
デオ教材・マルチメディア教材と教科書の内容を中心に、学生が楽しく参加できる形で授業を行います。イタリア語の間違いを
恐れず積極的に参加してみましょう。
実用的なコミュニケーションに必要な文法と表現を、段階を追いながら学びます。日常的な場面を想定した会話のトレーニン

グが主ですが、読解力とリスニングの能力の練習もします。また、ペアワーク、グループワークやスキット作りなど、学生が参
加して作り上げる練習を行います。学習を通じてイタリアの社会的や文化的な知識も深まることでしょう。過去に基礎イタリア
語の授業を履修し、その後イタリア語学習を中断していた方がこの授業で勉強再開されることも歓迎します。
授業の到達目標
この講義では「B1」（準中級）レベルの教材を使用し、イタリア人講師のもとで特に文法、会話力、リスニング力と読解力等

のステップアップを図ります。
成績評価方法
●試験 20％ 学習成果や理解度の確認のため、学期末試験を実施します。詳細は授業内で説明します。
●レポート 0％
●平常点 80％ 出欠席、授業への参加意欲、提出物などによって総合的に評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
学習に役立つお奨めサイト：
イタリア文化会館 東京 https://iictokyo.esteri.it/iic_tokyo/ja/
イタリア文化会館は美術、音楽、映画、演劇、ダンス、ファッション、デザイン、写真等の多様な分野で文化催事を多数企画・

開催しています（年間150以上のイベント）。また、日本の様々な大学や教育機関などとの長年にわたる協力関係のもとで、学
術的な催事・講演会を共催し、日本の諸機関や企業などが主催するイタリア関連イベントの積極的な後援も行っています。

科 目 名 イタリア語中級4（会話） 基本表現を使って、イタリア人に話してみましょう

担当者名 マッジャ フェデリカ
伊語 １単位 秋学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本科目はレベル2（準中級）で「イタリア語中級1，2」の続きとなるクラスです。週2コマの履修（秋期／イタリア語中級3

＋イタリア語中級4）が可能です。この授業の目標は次の二つです。一つは1年生で学んだ内容をしっかりと自分のものにする
こと、もう一つは新たな知識を吸収することです。そのため、会話、リスニング、作文、読解を総合的に学習します。グループ
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ワークを中心にイタリア語で積極的に会話することで、イタリア語の能力を総合的に向上させ、イタリアについての知識を深め
ます。
語学力の向上に真剣に取り組みたい人には、週2コマの履修をお勧めします。
授業の到達目標
「イタリア語中級」クラスは、特に留学を考えている学生、現代イタリアの文化と日常生活に触れながらイタリア語能力の総
合的な上達を希望する人、そしてイタリア語の資格の取得を目指している人を対象とします。この講義では、「B1＊」レベル（準
中級）の教材を使用し、イタリア人講師のもとで、特に会話力、リスニング力と読解力等のステップアップを図ります。教科書
は「1年イタリア語」で使用したテキストのレベルアップを図るもので初級クラスで学習した文法事項や語彙、表現を復習しな
がら、より高度な語学力を養成します。また、教科書の練習問題の一部はCILSというイタリア政府認定のイタリア語検定試験
問題の構成、レベルに合わせて設定されていますので、希望者はイタリア語能力試験を受験できます。
＊「B1」（準中級）レベルはEU（欧州連合）においての語学教育レベル基準と同等であり、詳しくは「ヨーロッパ言語共通

参照枠組み」で参照できます。「ヨーロッパ言語共通参照枠組み」（CEFR）とは、EU評議会が作成した、言語能力を測る共通
の基準や枠組みです。
成績評価方法
●試験 30％ 学習成果や理解度の確認のために、学期末試験を実施します。
●レポート 0％
●平常点 70％ 出席、授業への参加意欲など総合的に評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
イタリアの協定大学への交換留学プログラムに興味がある方は、留学センターへお問い合わせください。http://www.wase-

da.jp/inst/cie/from-waseda/abroad

科 目 名 イタリア語中上級 イタリア語を自分の言葉として使えるようになりましょう

担当者名 マッジャ フェデリカ
伊語 １単位 春学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
「イタリア語中級3・4」を受講された（及び同等レベルの）学生を対象とした中級レベルのイタリア語講座です。
「読む」と「書く」ことを重視しますが、イタリア人講師により「聞く」と「話す」の能力養成も同時に狙います。文法等、
授業中の説明、質問への回答は日本語で行いますので、まだイタリア語力に自信なくても問題ありません。
「質」を重視し、ビデオ教材・マルチメディア教材と教科書の内容を中心に、学生が楽しく参加できる形で授業を行います。
イタリア語の間違いを恐れず積極的に参加してみましょう。
実用的なコミュニケーションに必要な文法と表現を、段階を追いながら学びます。日常的な場面を想定した会話のトレーニン

グが主ですが、読解力とリスニングの能力の練習もします。また、ペアワーク、グループワークやスキット作りなど、学生が参
加して作り上げる練習を行います。学習を通じてイタリアの社会的や文化的な知識も深まることでしょう。
授業の到達目標
この講義では「B1」及び「B2」レベルの教材を使用し、イタリア人講師のもとで特に会話力、リスニング力と読解力等のス

テップアップを図ります。中級クラスで学習した文法事項・語彙と表現を復習しながら、より高度な語学力を養成し、楽しく、
自分のイタリア語に少しずつ自信を持てるようになりましょう。
成績評価方法
●試験 20％ 学習成果や理解度の確認のため、学期末試験を実施します。詳細は授業内で説明します。
●レポート 0％
●平常点 80％ 出欠席、授業への参加意欲、提出物などによって総合的に評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
学習に役立つお奨めサイト：イタリア文化会館東京 https://iictokyo.esteri.it/iic_tokyo/ja/ イタリア文化会館は美術、

音楽、映画、演劇、ダンス、ファッション、デザイン、写真等の多様な分野で文化催事を多数企画・開催しています。また、日
本の様々な大学や教育機関などとの長年にわたる協力関係のもとで、学術的な催事・講演会を共催し、日本の諸機関や企業など
が主催するイタリア関連イベントの積極的な後援も行っています。

科 目 名 イタリア語上級 イタリア語を自分の言葉として使えるようになりましょう

担当者名 マッジャ フェデリカ
伊語 １単位 秋学期 火曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
「イタリア語中上級」を受講された（及び同等レベルの）学生を対象とした中上級レベルのイタリア語講座です。
「読む」と「書く」ことを重視しますが、イタリア人講師により「聞く」と「話す」の能力養成も同時に狙います。文法等、
授業中の説明、質問への回答は日本語で行いますので、まだイタリア語力に自信なくても問題ありません。
「質」を重視し、ビデオ教材・マルチメディア教材と教科書の内容を中心に、学生が楽しく参加できる形で授業を行います。
イタリア語の間違いを恐れず積極的に参加してみましょう。
実用的なコミュニケーションに必要な文法と表現を、段階を追いながら学びます。日常的な場面を想定した会話のトレーニン

グが主ですが、読解力とリスニングの能力の練習もします。また、ペアワーク、グループワークやスキット作りなど、学生が参
加して作り上げる練習を行います。学習を通じてイタリアの社会的や文化的な知識も深まることでしょう。
授業の到達目標
この講義では「B2」レベルの教材を使用し、イタリア人講師のもとで特に会話力、リスニング力と読解力等のステップアッ

プを図ります。教科書は「イタリア語中上級」で使用したテキストのレベルアップを図るもので、中上級クラスで学習した文法
事項・語彙と表現を復習しながら、より高度な語学力を養成し、楽しく、自分のイタリア語に自信を持てるようになりましょう。

共
通
科
目
(外
国
語
)

(
学
部
合
併
科
目
)

― 442 ―



成績評価方法
●試験 20％ 学習成果や理解度の確認のため、学期末試験を実施します。詳細は授業内で説明します。
●レポート 0％
●平常点 80％ 出欠席、授業への参加意欲、提出物などによって総合的に評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
学習に役立つお奨めサイト：イタリア文化会館東京 https://iictokyo.esteri.it/iic_tokyo/ja/
イタリア文化会館は美術、音楽、映画、演劇、ダンス、ファッション、デザイン、写真等の多様な分野で文化催事を多数企画・

開催しています。また、日本の様々な大学や教育機関などとの長年にわたる協力関係のもとで、学術的な催事・講演会を共催し、
日本の諸機関や企業などが主催するイタリア関連イベントの積極的な後援も行っています。

科 目 名 イタリア文化を知る3（都市を巡る） イタリアの町のバーチャルツアー

担当者名 L. トゥッチ
伊語 １単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
イタリア都市の魅力は、その古く豊かで複雑な歴史にあります。エトルリア人、古代イタリア民族、フェニキア人、ギリシャ

人、古代ローマ人など、何十もの異なる民族、言語、文化がイタリア文化の形成に貢献したのです。その豊かさは、多様性にあ
ります。ミルフィーユケーキのように、イタリアの都市にはその層が多く残されており、このバーチャルツアーで楽しむことが
できるのです。読み物、スライド、画像などで、歴史、芸術、食文化など、あまり知られていない側面を発見していきましょう。
同時に、イタリア語の知識も深めていきます。
授業の到達目標
1．イタリア語の上達。
2．イタリアの歴史や文化に関する知識の習得。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 70％ 授業への参加意欲（出席、積極的な参加）によって評価します。
●その他 30％ 最後の授業で学生はグループで都市のプレゼンをします。
備考・関連ＵＲＬ
毎回ペア又はグループで読解や会話練習をする機会があります。楽しみながら学ぶことが大切なので、文法はあまり気にせず、

楽しいコミュニケーションツールとしてイタリア語を使いましょう。
資料配布などについてはWaseda Moodleを使用します。

科 目 名 イタリア文化を知る4（都市を巡る） イタリアの都市の多様性と魅力

担当者名 マッジャ フェデリカ
伊語 １単位 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本講義では、すでに学んだものを異なる角度から学び直し、しっかりと定着させることで、イタリア語の中級レベルの力をさ

らに向上させ、イタリア文化の理解を一層深めることを目的としています。実践的なコミュ二カティブ・アプローチを通じて、
イタリアの都市の多様性や魅力（地理、美術や建築、音楽、伝統、食文化など）について学びます。
ペアワーク、ロールプレイ、ビデオ、スライドなどのマルチメディアを使い、イタリア旅行等でも役に立ついろいろな表現を

楽しく身に付けます。
イタリアへの扉を開き、美しい街を散歩しましょう。
授業の到達目標
1. 新しい会話表現を習得し、自分のことを自分の言葉で話せるようになること
2. 既習の文法知識の応用
3. イタリア文化の理解を一層深めること
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 70％ 出欠席、授業への参加意欲、提出物などによって総合的に評価します。
●その他 30％ 最後の授業で学生はグループで都市のプレゼンをします。
備考・関連ＵＲＬ
学習に役立つお奨めサイト：イタリア文化会館東京 https://iictokyo.esteri.it/iic_tokyo/ja/

イタリア文化会館は美術、音楽、映画、演劇、ダンス、ファッション、デザイン、写真等の多様な分野で文化催事を多数企画・
開催しています。また、日本の様々な大学や教育機関などとの長年にわたる協力関係のもとで、学術的な催事・講演会を共催し、
日本の諸機関や企業などが主催するイタリア関連イベントの積極的な後援も行っています。

科 目 名 文学で学ぶイタリア語 言葉の壁を乗り越える

担当者名 横山 修一郎
伊語 １単位 秋学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
せっかくイタリア語の基礎を学んだのだから、何か読んでわかりたい。
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本講座が皆さんに提供できることは、文学作品にふれることで「言葉を知る」機会です。そして、その言葉とは、イタリア語
と日本語。イタリア語から日本語へ、日本語からイタリア語へ。双方向から言葉を見つめていきます。

まず日本文学のイタリア語訳を読みます。今イタリア語を学ぶ私たちにとって、先人たちの言葉に対する熱意や工夫を知るこ
とは、「言葉を知る」ために有意義です。イタリア語翻訳文を通して、文学作品がどのようにして言葉の壁を乗り越えるのか見
てみましょう。

けれど読むことばかりでは疲れます。毎回一曲、オペラ・アリアからポップスまでイタリア語の歌の映像や音声を聞きながら、
その詩を読み解きます。特にイタリアを代表するオペラ作曲家であるヴェルディとプッチーニの作品については、数回にわたっ
て取り上げます。
授業の到達目標
1. イタリア語の基礎学力を維持する。

2. 文法知識や語彙力のさらなる向上をめざす。

3. 文章を読みながら、映像・画像を見ながら、その世界に没頭する。
成績評価方法
●試験 0％ 実施しません。
●レポート 0％
●平常点 40％ 出席、宿題課題への取り組み、授業への参加意欲。
●その他 60％ 授業内発表（第6回及び第14回授業における）
備考・関連ＵＲＬ
資料配布、課題配信などについてはWaseda Moodleを使用します。
グループで話し合う機会も多々あります。知るも知らぬも互いに力合わせる気持ちで授業に参加して下さい。
また、履修者数及び進度の都合で、授業計画を変更することもあります。

科 目 名 ニュースで学ぶイタリア語 イタリア、そして世界への窓

担当者名 M. カマンドーナ
伊語 １単位 秋学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
イタリア語で世界のニュースを一緒に読んでいく中級レベルの授業です。マスコミで使われるイタリア語を通して、さまざま

な形式の文章表現を学びつつ、語彙を増やします。政治・経済・文化など様々なジャンルのテキストを扱います。イタリアのオ
ンラインメディア「Il POST」（政治的に中道・信頼性のあるニュースメディア）の記事を基にしたオリジナル教材を用いて読解
力を強化します。1つの記事を3回に分けて文法や表現などを学び、読解・意見交換をします。
授業の到達目標
時事イタリア語に触れながら、イタリアの近現代の社会や文化についてより深い知識を身につけることを目指します。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出欠席、授業への参加意欲、提出物による総合評価とします。特に授業態度を重視します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
Il POST: www.ilpost.it

科 目 名 朝鮮語中級
担当者名 貝森 時子
朝語 １単位 春学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
週4回の授業を1年（週2回の授業を1年半）程度学習した人を対象に、中級レベルの学習を行います。授業はプリントを用い

て中級の文法と会話を中心に行いますが、授業内の活動や課題を通して、文法・語彙・読解・聞き取り・作文・発音などバラン
スよく韓国語能力を向上させることを目指します。
理解確認のための小テストや課題があるため、自宅学習が多く求められます。
授業の到達目標
ハングル能力検定4級～3級前半レベルの文法の習得を目指します。
成績評価方法
●試験 60％ 中間・期末試験（各30％）
●レポート 0％ 無し。
●平常点 40％ 出席、授業への参加度、小テスト、課題などで総合的に判断します。
●その他 0％ 無し。
備考・関連ＵＲＬ
受講者のレベルによって、上記の授業計画は変更になることがあります。
本授業のほか、「朝鮮語会話中級」または「朝鮮語作文中級」、レベルが上の人は「朝鮮語会話中上級2」の授業を合わせて受

講することをお勧めします。
＜留意点＞
3分の2以上の出席が認められない場合は評価の対象になりません。
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科 目 名 朝鮮語中上級
担当者名 貝森 時子
朝語 １単位 秋学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
春学期の「朝鮮語中級」に続き、中上級前半レベルの学習を行います。授業はプリントを用いて中級の文法と会話を中心に行

いますが、授業内の活動や課題を通して、文法・語彙・読解・聞き取り・作文・発音などバランスよく韓国語能力を向上させる
ことを目指します。
理解確認のための小テストや課題があるため、自宅学習が多く求められます。
授業の到達目標
ハングル能力検定3級レベルの文法の習得を目指します。
成績評価方法
●試験 60％ 中間・期末試験（各30％）
●レポート 0％ 無し。
●平常点 40％ 出席、授業への参加度、小テスト、課題などで総合的に判断します。
●その他 0％ 無し。
備考・関連ＵＲＬ
受講者のレベルによって、上記の授業計画は変更になることがあります。
本授業のほか、「朝鮮語会話中上級1」または「朝鮮語作文中上級」、レベルが上の人は「朝鮮語会話中上級3」の授業を合わ

せて受講することをお勧めします。
＜留意点＞
3分の2以上の出席が認められない場合は評価の対象になりません。

科 目 名 朝鮮語上級1
担当者名 博士(人文科学)お茶大 印 省熙
朝語 １単位 春学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本授業は「朝鮮語中上級」履修者、韓国短期留学経験者など中上級レベルの文法事項の習得を終えた学習者を対象に、上級レ

ベルの韓国語運用能力の向上を目指します。
授業では文法事項の習得と会話や発表を中心に行い、読解や作文の課題を通して、文法項目の定着と表現の幅を広げます。
毎回、テキストの題材と関連した予習・復習の課題と、読解・作文や発表などの課題があり、自宅学習が多く求められます。
授業の到達目標
ハングル能力検定準2級前半レベルの文法事項の習得を目指します。
成績評価方法
●試験 50％ 中間試験・期末試験。
●レポート 0％
●平常点 50％ 出席、授業への参加度、小テスト、課題などで総合的に判断します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
受講者のレベルによって上記の授業計画は変更になることがあります。 本授業は、「対面」を基本とし、数回のオンライン授

業を含む可能性があります。
最初の授業でテキストを決め、人数分注文するので、受講希望者は初回の授業に必ず出席してください。
3分の2以上の出席が認められない場合は評価の対象になりません。
本授業は対話型・問題発見・解決型教育の手法を導入しており、Waseda Moodleなどを利用した自律学習を促しています。
Waseda Moodleなどを使った資料の閲覧と事前・事後学習が必要となります。授業ではハングルタイピングが必要です。

科 目 名 朝鮮語上級2
担当者名 博士(人文科学)お茶大 印 省熙
朝語 １単位 秋学期 木曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本授業は、「朝鮮語上級1」履修者、韓国短期留学経験者など上級前半レベルの習得を終えた学習者を対象に、上級後半レベル

の韓国語運用能力の向上を目指します。
授業では文法事項の習得と会話や発表を中心に行い、読解や作文の課題を通して、文法項目の定着と表現の幅を広げます。
毎回、テキストの題材と関連した予習・復習の課題と、読解・作文や発表などの課題があり、自宅学習が多く求められます。
授業の到達目標
ハングル能力検定準2級後半レベルの文法事項の習得を目指します。
成績評価方法
●試験 50％ 中間試験・期末試験。
●レポート 0％
●平常点 50％ 出席、授業への参加度、小テスト、課題などで総合的に判断します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
受講者のレベルによって上記の授業計画は変更になることがあります。 本授業は、「対面」を基本とし、数回のオンライン授

業を含む可能性があります。
受講希望者は、人数を確認し、テキストを注文するので、初回の授業に必ず出席してください。
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3分の2以上の出席が認められない場合は評価の対象になりません。
本授業は対話型・問題発見・解決型教育の手法を導入しており、Waseda Moodleなどを利用した自律学習を促しています。
Waseda Moodleなどを使った資料の閲覧と事前・事後学習が必要となります。授業ではハングルタイピングが必要です。

科 目 名 朝鮮語会話上級1
担当者名 林 周禧
朝語 １単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
授業はすべて韓国語で行い、韓国人との会話に自信が持てるようにしたい。
会話はもちろん韓国の文化や社会についても学ぶ。
授業の到達目標
韓国語の語彙を増やし、会話力を高める。
成績評価方法
●試験 100％
●レポート 0％
●平常点 0％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
出席及び授業中の態度も評価対象になる。

科 目 名 朝鮮語会話上級2
担当者名 林 周禧
朝語 １単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
授業はすべて韓国語で行い、韓国人との会話に自信が持てるようにしたい。
会話はもちろん韓国の文化や社会についても学ぶ。
授業の到達目標
韓国語の語彙を増やし、会話力を高める。
成績評価方法
●試験 100％
●レポート 0％
●平常点 0％
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
出席及び授業中の態度も評価対象になる。

科 目 名 朝鮮語会話中級
担当者名 博士(人文科学)お茶大 印 省熙
朝語 １単位 春学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本授業は、週4回の授業を1年（週2回の授業を1年半）程度学習した人を対象に、中級レベルの学習を行います。授業は中級

の文法を取り入れた会話を中心に行いますが、事前学習や課題を通して文法理解、作文、読解など読み・書き能力の向上を目指
します。
授業ではアウトプットを中心に行うため、毎回授業内容についての事前学習と準備が必要で、課題、内容理解確認のための小

テストがあるなど、題材と関連した予習・復習や提出課題があるため、自宅学習が多く求められます。
授業の到達目標
ハングル能力検定4級～3級前半レベルの文法の習得を目指します。
成績評価方法
●試験 50％ 中間試験・期末試験
●レポート 0％
●平常点 50％ 出席、課題、授業への参加度、小テストなどで総合的に判断します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
受講者のレベルによって、上記の授業計画は変更になることがあります。本授業は、「対面」を基本とし、数回のオンライン

授業を含む可能性があります。
本授業のほか、「朝鮮語中級」または「朝鮮語作文中級」、レベルが上の人は「朝鮮語会話中上級2」の授業を合わせて受講す

ることをお勧めします。 外国語として韓国語を学ぶ人のための授業です。韓国語母語話者向けの授業ではありません。
＜留意点＞
3分の2以上の出席が認められない場合は評価の対象になりません。なお初回の授業で授業の進め方についての説明があるの

で、必ず出席してください。 本授業は対話型・問題発見・解決型教育の手法を導入しており、Waseda Moodleなどを利用し
た自律学習を促しています。
毎回、Waseda Moodleなどを使った資料の閲覧と事前・事後学習が必要となります。授業ではハングルタイピングが必要で

す。
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科 目 名 朝鮮語会話中上級1
担当者名 博士(人文科学)お茶大 印 省熙
朝語 １単位 秋学期 木曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本授業は、春学期の「朝鮮語会話中級」に続き、中上級前半レベルの学習を行います。授業は中上級の文法を取り入れた会話

を中心に行いますが、事前学習や課題を通して文法理解、作文、読解など読み・書き能力の向上を目指します。授業ではアウト
プットを中心に行うため、毎回授業内容についての事前学習と準備が必要で、課題、内容理解確認のための小テストがあるなど、
題材と関連した予習・復習や提出課題があるため、自宅学習が多く求められます。
授業の到達目標
ハングル能力検定3級レベルの文法の習得を目指します。
成績評価方法
●試験 50％ 中間試験・期末試験
●レポート 0％
●平常点 50％ 出席、課題、授業への参加度、小テストなどで総合的に判断します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
受講者のレベルによって、上記の授業計画は変更になることがあります。本授業は、「対面」を基本とし、数回のオンライン

授業を含む可能性があります。
本授業のほか、「朝鮮語中上級」または「朝鮮語作文中上級」、レベルが上の人は「朝鮮語会話中上級3」の授業を合わせて受

講することをお勧めします。 外国語として韓国語を学ぶ人のための授業です。韓国語母語話者向けの授業ではありません。
＜留意点＞ 3分の2以上の出席が認められない場合は評価の対象になりません。なお初回の授業で授業の進め方について

の説明があるので、必ず出席してください。 本授業は対話型・問題発見・解決型教育の手法を導入しており、
WasedaMoodleなどを利用した自律学習を促しています。

毎回、Waseda Moodleなどを使った資料の閲覧と事前・事後学習が必要となります。授業ではハングルタ
イピングが必要です。

科 目 名 朝鮮語会話中上級2
担当者名 博士(文学)筑波大 金 牡蘭
朝語 １単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
「朝鮮語中上級」や「朝鮮語会話中上級1」履修者、韓国短期留学経験者など中級レベル（ハングル能力検定3級）の文法事項
の習得を終えた学習者を対象に、中級から上級への実力向上を目指す。授業はテクストの内容に沿った会話の練習および韓国の
社会・文化に関する討論活動で構成される。それを通じて、日常生活におけるコミュニケーション能力を伸ばすとともに、韓国
の社会・文化に関する理解を深めることを目標とする。授業中の活動に積極的に参加することが求められる。授業の一部（7回
以下）をオンラインのリアルタイム配信で行う可能性がある。
授業の到達目標
中上級レベルの語彙・表現を理解し、実際のコミュニケーションにおいてそれらを駆使できる。
成績評価方法
平常点（授業での活動、各種テストおよび課題）で評価する。
備考・関連ＵＲＬ
＜留意点＞
・受講希望者は最初の授業に必ず出席すること。
・3分の2以上の出席が認められない場合は評価の対象としない。
・受講者の朝鮮語運用能力が本授業の想定レベルより著しく高い場合、別の評価基準を適用する。
・本授業は授業回の一部（7回以下）をオンラインのリアルタイム配信で行う可能性がある。

科 目 名 朝鮮語会話中上級3
担当者名 博士(文学)筑波大 金 牡蘭
朝語 １単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
「朝鮮語中上級」や「朝鮮語会話中上級2」履修者、韓国短期留学経験者など中級レベル（ハングル能力検定3級）の文法事項
の習得を終えた学習者を対象に、中級から上級への実力向上を目指す。授業はテクストの内容に沿った会話の練習および韓国の
社会・文化に関する討論活動で構成される。それを通じて、日常生活におけるコミュニケーション能力を伸ばすとともに、韓国
の社会・文化に関する理解を深めることを目標とする。授業中の活動に積極的に参加することが求められる。授業の一部（7回
以下）をオンラインのリアルタイム配信で行う可能性がある。
授業の到達目標
中上級レベルの語彙・表現を理解し、実際のコミュニケーションにおいてそれらを駆使できる。
成績評価方法
平常点（授業での活動、各種テストおよび課題）で評価する。
備考・関連ＵＲＬ
・受講希望者は最初の授業に必ず出席すること。
・3分の2以上の出席が認められない場合は評価の対象としない。
・受講者の朝鮮語運用能力が本授業の想定レベルより著しく高い場合、別の評価基準を適用する。
・本授業は一部（7回以下）をオンラインのリアルタイム配信で行う可能性がある。
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科 目 名 朝鮮語作文中級 総合的な韓国語スキル（書く・読む・理解する）を高める

担当者名 李 和貞
朝語 １単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
本講義では多種類の教材を通してナチュラルな韓国語の文章に触れ、自分の考えを文にする力を身につけることを目標とする。

そのため韓国の社会や文化に関する内容の資料を中心にリーディングをしながら、具体的な表現を学習し、文章の読み方、書き
方、言い回しなどの表現について学ぶ。その上、自分の考えや意見について作文・個人発表をし、実践的な語学力の向上を促す。
（2023年度春学期の本授業は全面オンラインで実施します）
授業の到達目標
授業では毎回作文学習を行うが、必要に応じて履修者の作文課題を授業で紹介し、間違いやすい表現や言い回しや細かい部分

について授業教材として利用することもある。授業では履修者のモチベーションを重要視しつつ履修者の関心・興味のある分野
の様々の題材を活用しながら授業を進める。ニュース、会話、アナウンス、音楽、映画など、多種類の教材に触れながら、自然
な韓国語に翻訳・表現することを学ぶ。また文の表現力の幅を広げると同時に、授業で学習した内容を中心にペア学習、個人発
表の実践を促し、受講者の実用的な韓国語コミュニケーション力の向上に主力したい。
成績評価方法
試験： 40点 小テスト、中間テスト及び期末テスト
提出物と活動： 30点 各種課題の提出、グループ活動の参加度
発表と平常点： 20点 授業で行う作文の発表、音読練習、ノートの作成
その他： 10% 授業への貢献度、コミュニケーションカードの提出、授業参加報告書の提出（グループ活動はカメラON

を基本とする）

(上記の評価基準は、履修者のレベル及び履修者数などの状況に応じて変更の可能性があります)
備考・関連ＵＲＬ
※授業への積極的な参加を重要視します。※授業計画・成績評価は、履修人数及び履修者のレベルによって変更される可能性

があります。

科 目 名 朝鮮語作文中上級 作文を通して総合的なスキル（書く・読む・話す）を高める

担当者名 李 和貞
朝語 １単位 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
本講義では多種類の教材を通してナチュラルな韓国語の文章に触れ、自分の考えを文にする力を身につけることを目標とする。

授業では、履修者のモチベーションを高めるため、履修者の関心・興味のある分野の様々の題材を活用する。例えば、ニュース、
会話、アナウンス、音楽、映画など、多種類の教材に触れながら自然な韓国語に翻訳・表現することを学ぶ。また必要に応じて
履修者の作文を授業で紹介し、間違いやすい表現や言い回しなど細かい部分について学習する。そのほか、授業では韓国の社会
や文化に関する様々な内容の資料を中心としたリスニング＆リーディング練習にも力を入れる。（2023年度秋学期の本授業は
全面オンラインで実施します）
授業の到達目標
自分の意見や考えを論理的に書くことができる。（レポートやプレゼンのための学術的な文章の書き方について学び、スピー

チの原稿の作成及び発表を行う。作文を中心とした実践的な語学力の向上を目指す）
成績評価方法
試験： 40点 中間テスト及び期末テスト
提出物と発表： 30点 各種課題の提出、個別発表、グループ・ペア発表
平常点： 20点 授業で行う作文の発表、音読、ノートの作成、グループ・ペア活動と積極さ
その他： 10% コミュニケーションカードの提出、授業参加報告書の提出（グループ活動はカメラONを基本とする）

(上記の評価基準は、履修者のレベル及び状況に応じて変更可能性があります)
備考・関連ＵＲＬ
・学期に1回ぐらいは韓国の大衆文化映像を鑑賞し、韓国文化および生きた朝鮮語の表現について学びます。
・スキルアップのため卒業まで韓国語スピーチコンテストへの参加を心がけて下さい（12月に行われる早稲田大学朝鮮語ス

ピーチコンテストにも積極的に参加しましょう）・本授業は原則オンラインで実施します。

科 目 名 時事朝鮮語1
担当者名 博士(人文科学)お茶大 印 省熙
朝語 １単位 春学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
本授業は、韓国のニュースを通して時事関連内容を習得し、時事韓国語の習得を目指します。各課の内容について、語句や時

事用語を調べる事前学習が必要で、時事関連の発表や課題のクリアが必要です。
授業では討論も多く、積極的な参加が求められます。リスニングが苦手な人はニュース記事の予習が必要です。
授業の到達目標
韓国のニュース記事を中心に時事内容を学びながら、上級レベルのリスニング・スピーキング能力の習得を目指します。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席、授業への参加度、小テスト、課題、中間発表、期末課題などで総合的に判断します。
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●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
受講者のレベルや参加者によって、上記の授業計画は変更になることがあります。
秋学期に「時事朝鮮語2」を続けて受講することをお勧めします。
本授業は対話型・問題発見・解決型教育の手法を導入しており、Waseda Moodleを利用した自律学習を促しています。課題

などWaseda Moodleに提出することが求められます。

＜留意点＞ 本授業は、基本的にオンライン（リアルタイム配信）で実施します。オンライン授業では「video on、pcで静
かな環境で受講」する必要があります。なお、必要に応じて対面授業を実施することがありますが、受講者と相談して決めます。
受講希望者は最初の授業から出席してください。
授業ではハングルタイピングが必要です。
3分の2以上の出席が認められない場合は評価の対象になりません。

科 目 名 時事朝鮮語2
担当者名 博士(人文科学)お茶大 印 省熙
朝語 １単位 秋学期 金曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
本授業は、「時事朝鮮語1」に続き、韓国のニュースを通して時事関連内容を習得し、時事韓国語の習得を目指します。
各課の内容について、語句や時事用語を調べる事前学習が必要で、時事関連の発表や課題のクリアが必要です。
授業では討論も多く、積極的な参加が求められます。リスニングが苦手な人はニュース記事の予習が必要です。
授業の到達目標
韓国のニュース記事を中心に時事内容を学びながら、上級レベルのリスニング・スピーキング能力の習得を目指します。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 出席、授業への参加度、小テスト、課題、中間発表、期末課題などで総合的に判断します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
受講者のレベルや参加者によって、上記の授業計画は変更になることがあります。
春学期に「時事朝鮮語1」を受講しておくことをお勧めします。
本授業は対話型・問題発見・解決型教育の手法を導入しており、Waseda Moodleを利用した自律学習を促しています。課題

などWaseda Moodleに提出することが求められます。

＜留意点＞ 本授業は、基本的にオンライン（リアルタイム配信）で実施する予定です。オンライン授業では「video on、
pcで静かな環境で受講」する必要があります。なお、必要に応じて対面授業を実施することがありますが、受講者と相談して決
めます。
受講希望者は最初の授業から出席してください。
授業ではハングルタイピングが必要です。
3分の2以上の出席が認められない場合は評価の対象になりません。

科 目 名 アラビア語中級（会話）1
担当者名 スライマーン アラーエルディーン
アラ ２単位 春学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本授業は会話と作文を中心に行います。基本的に1年でアラビア語（Step1）と（Step2）を受講した学生だけでなく、アラ

ビア語の基本的な文法と語彙の知識があり、語彙力や作文の能力を向上させたい人も大歓迎です。 授業の進み方：語彙や表現
力を向上させるために一つのテーマを取り上げ、必要な語彙と表現を学び、授業中の会話と作文の練習を通じて、スピーキング
とライティングの能力を向上させます。
この授業での「質問」はあくまでも「アラビア語を話すための手段」なので、本当のことを言わなくても良いし、自分はそう

思っていなくても良いです。アラビア語を使って積極的に話したり、作文を書いたりすることが重要です。
※本授業は会話と作文を中心に行います。読解力の向上には「アラビア語中級（読解・作文）」、音読・聴解・表現力の向上に

は「アラビア語中級（時事アラビア語）」を併せて履修することで、全体としてのアラビア語能力の向上につながることが期待
されます。
授業の到達目標
自分や他人の経験・行為・習慣・趣味・今後の予定や周囲に存在する物や場所などについての必要な語彙と表現を習得し、そ

れらの事柄について会話と文章で表現することができるようになります。
成績評価方法
●試験 0％ 各期末に理解度を確認するために試験を実施します。
●レポート 50％ 取り上げたテーマの中から一つを選び、それについて作文を書く。
●平常点 50％ 出欠席、授業への参加意欲などをもとに総合的に判断します。
●その他 0％ 評価はレポートと平常点で行います。
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科 目 名 アラビア語中級（会話）2
担当者名 スライマーン アラーエルディーン
アラ ２単位 秋学期 金曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本授業は会話と作文を中心に行います。基本的に1年でアラビア語（Step1）と（Step2）を受講した学生だけでなく、アラ

ビア語の基本的な文法と語彙の知識があり、語彙力や作文の能力を向上させたい人も大歓迎です。 授業の進み方：語彙や表現
力を向上させるために一つのテーマを取り上げ、必要な語彙と表現を学び、授業中の会話と作文の練習を通じて、スピーキング
とライティングの能力を向上させます。
この授業での「質問」はあくまでも「アラビア語を話すための手段」なので、本当のことを言わなくても良いし、自分はそう

思っていなくても良いです。アラビア語を使って積極的に話したり、作文を書いたりすることが重要です。
※本授業は会話と作文を中心に行います。読解力の向上には「アラビア語中級（読解・作文）」、音読・聴解・表現力の向上に

は「アラビア語中級（時事アラビア語）」を併せて履修することで、全体としてのアラビア語能力の向上につながることが期待
されます。
授業の到達目標
自分や他人の経験・行為・習慣・趣味・今後の予定や周囲に存在する物や場所などについての必要な語彙と表現を習得し、そ

れらの事柄について会話と文章で表現することができるようになります。
成績評価方法
●試験 0％ 各期末に理解度を確認するために試験を実施します。
●レポート 50％ 取り上げたテーマの中から一つを選び、それについて作文を書く。
●平常点 50％ 出欠席、授業への参加意欲などをもとに総合的に判断します。
●その他 0％ 評価はレポートと平常点で行います。

科 目 名 アラビア語中級（読解・作文）1
担当者名 杉本 悠子
アラ ２単位 春学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
初級文法を学んだ学生を対象とした授業です。本授業では、テキストの読解を主に行います。基本的な文法の復習と並行して、

現代の短編小説、新聞記事、現地の語学学校の教科書等様々なジャンルのテキストの読解を行います。
テキスト読解の中で学んだ語彙・表現を利用した作文の練習は、授業時間外の課題として適宜出題します。
*本授業は読解を中心です。会話のアウトプット能力を向上させるには「アラビア語中級（会話）」、音読・聴解・表現力の向

上には「アラビア語中級（時事アラビア語）」を併せて履修することで、全体としてのアラビア語能力の向上につながることが
期待されます。
授業の到達目標
①辞書を引いて独力で単語の意味を調べられるようになる
②CEFR A2レベルの語彙力を身に着ける
③接続詞を使って文章を書くことができるようになる
成績評価方法
●試験 50％ 第14回目の授業内で実施する理解度確認テスト：30%
授業内で実施する小テスト：20%

●レポート 20％ 課題の提出状況と内容で評価
●平常点 30％ 授業への参加度、予習状況等を総合的に評価
●その他 0％ 特になし

科 目 名 アラビア語中級（読解・作文）2
担当者名 杉本 悠子
アラ ２単位 秋学期 木曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
アラビア語中級（読解・作文）1に引き続き、様々なジャンルのテキスト読解を行ないます。授業中は主としてテキストの読

解を行ない、作文練習は授業時間外の課題として出題します。
*本授業は読解を中心に行います。会話のアウトプット能力を向上させるには「アラビア語中級（会話）」、音読・聴解・表現

力の向上には「アラビア語中級（時事アラビア語）」を併せて履修することで、全体としてのアラビア語能力の向上につながる
ことが期待されます。
授業の到達目標
①辞書を使いながら、一人である程度の長さのテキストを読解できるようになる
②CEFR A2レベルの語彙力を身に着ける
③接続詞や関係代名詞を使って、ある程度複雑な内容の文章が書けるようになる
成績評価方法
●試験 50％ 第14回の授業時間内に実施する理解度確認テスト：30%
授業内で行う小テスト：20%

●レポート 20％ 課題の提出状況・内容で評価
●平常点 30％ 授業への参加度、予習状況等を総合的に評価
●その他 0％ 特になし
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科 目 名 アラビア語中級（時事アラビア語）1
担当者名 冨永 正人
アラ ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
1. アラブ諸国の時事問題に関する動画の聴解。スクリプトの読解と文法の確認。音読練習。
2. アラビア語メディアから自分の関心のある記事を探す。アラビア語の見出しを翻訳し、発音記号をつける。
3. 写真や映像を使ってアラブ諸国の風景や料理、音楽などの文化を紹介。
＊この授業では、時事問題に関する動画の聴解や音読練習が中心となります。「聞く・話す・読む・書く」という四技能をバ

ランス良く伸ばすためには、アラビア語で自分について語る「アラビア語中級（会話）」、アラビア語で書かれた色々なテキスト
を読み解く「アラビア語中級（読解）」を併せて履修してください。
授業の到達目標
1. アラブの時事問題や文化への関心を高め、理解を深める。
2. 映像と音声による説明が重なる動画を視聴して、要点が理解できる。（CEFR A2レベル）
3. 自分が関心あるテーマについて、アラビア語のテクストから必要な情報を取り出すことができる。（CEFR A2レベル）
成績評価方法
●試験 50％ 動画のスクリプトを音読した音声ファイルを提出してもらいます。
●レポート 30％ 見出しを翻訳し、発音記号をつけたものを定期的に提出してもらいます。
●平常点 20％ 授業への参加状況や貢献度をもとに、総合的に評価します。
●その他 0％ 有益な情報共有には、積極的に加点します。
備考・関連ＵＲＬ
授業計画は、あくまでも扱うテーマの目安です。世間の耳目を集める最新の時事問題をタイムリーに扱い、履修生の興味関心

に応えられるよう、随時変更を加えていきます。

科 目 名 アラビア語中級（時事アラビア語）2
担当者名 冨永 正人
アラ ２単位 秋学期 火曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
1. アラブ諸国の時事問題に関する動画の聴解。スクリプトの読解と文法の確認。音読練習。
2. アラビア語メディアから自分の関心のある記事を探す。アラビア語の見出しや記事を翻訳し、発音記号をつける。
3. 写真や映像を使ってアラブ諸国の風景や料理、音楽などの文化を紹介。
＊この授業では、時事問題に関する動画の聴解や音読練習が中心となります。「聞く・話す・読む・書く」という四技能をバ

ランス良く伸ばすためには、アラビア語で自分について語る「アラビア語中級（会話）」、アラビア語で書かれた色々なテキスト
を読み解く「アラビア語中級（読解）」を併せて履修してください。
授業の到達目標
1. アラブの時事問題や文化への関心を高め、理解を深める。
2. 映像と音声による説明が重なる動画を視聴して、要点が理解できる。（CEFR A2レベル）
3. 自分が関心あるテーマについて、アラビア語のテクストから必要な情報を取り出すことができる。（CEFR A2レベル）
成績評価方法
●試験 50％ 動画のスクリプトを音読した音声ファイルを提出してもらいます。
●レポート 30％ 見出しや記事を翻訳し、発音記号をつけたものを定期的に提出してもらいます。
●平常点 20％ 授業への参加状況や、課題の達成状況をもとに、総合的に評価します。
●その他 0％ 有益な情報共有には、積極的に加点します。
備考・関連ＵＲＬ
授業計画は、あくまでも扱うテーマの目安です。世間の耳目を集める最新の時事問題をタイムリーに扱い、履修生の興味関心

に応えられるよう、随時変更を加えていきます。

科 目 名 アラビア語上級（会話）1
担当者名 スライマーン アラーエルディーン
アラ ２単位 春学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本授業は会話と作文を中心に行います。授業の進み方：語彙や表現力を向上させるために一つのテーマを取り上げ、必要な語

彙と表現を学び、授業中の会話と作文の練習を通じて、スピーキングとライティングの能力を向上させます。※本授業は会話を
中心に行います。「アラビア語上級（読解）」の授業を併せて履修することで、全体としてのアラビア語能力の向上が期待されま
す。
授業の到達目標
抽象的なことや具体的なことと出来事について詳細に語ったり、自分の意見や理由を説明したり、他人の意見に対して自分は

どのように考えているのかを表現できるレベルを目標とします。
成績評価方法
●試験 0％ ありません。
●レポート 50％ 授業で取り上げたテーマの中から一つを選び、それについて作文を書きます。
●平常点 50％ 出欠席、授業への参加意欲などをもとに総合的に判断します。
●その他 0％ 評価はレポートと平常点で行います。
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科 目 名 アラビア語上級（会話）2
担当者名 スライマーン アラーエルディーン
アラ ２単位 秋学期 水曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】

授業概要
本授業は会話と作文を中心に行います。授業の進み方：語彙や表現力を向上させるために一つのテーマを取り上げ、必要な語

彙と表現を学び、授業中の会話と作文の練習を通じて、スピーキングとライティングの能力を向上させます。※本授業は会話を
中心に行います。「アラビア語上級（読解）」の授業を併せて履修することで、全体としてのアラビア語能力の向上が期待されま
す。
授業の到達目標
抽象的なことや具体的なことと出来事について詳細に語ったり、自分の意見や理由を説明したり、他人の意見に対して自分は

どのように考えているのかを表現できるレベルを目標とします。
成績評価方法
●試験 0％ ありません。
●レポート 50％ 授業で取り上げたテーマの中から一つを選び、それについて作文を書きます。
●平常点 50％ 出欠席、授業への参加意欲などをもとに総合的に判断します。
●その他 0％ 評価はレポートと平常点で行います。

科 目 名 アラビア語上級（読解）1
担当者名 中野 さやか
アラ ２単位 春学期 水曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
アラビア語初級文法を学んだ学生を対象とします。読解力と表現力を延ばすために、文章読解と、読解した文章に関連した課

題を出します。
文章は「古典作品」「現代文学」「報道」「オンライン上の文章」の4種類を用意し、クルアーンから現代文学までの有名作品の

ハイライトシーンや最新のニュース、アラビア語のウィキペディアを取り上げ、多様な文章を読み慣れるようにします。 講師
が用意する文章以外にも、受講生が希望する文章がある場合、他の受講生の同意を得られたら講読します。和訳や英訳が存在す
るアラビア語作品の講読も受け付けます。その場合は日本語訳や英訳と自分たちの翻訳を比較し、相違点を確認します。

講読する文章は原則として母音記号のないものであり、担当を決めて輪読します。担当は文章に母音記号を振り和訳を作成し
ます。 授業中に講読した文章の表現を利用した作文や同じ文章構造の短文の和訳を課題として全員に出します。

担当箇所の和訳や母音記号の正確さはあまり求めません。授業で文法や文脈に沿った読み方を指導し、間違えた箇所に関連す
る課題を出すので、「間違えて訂正を受け、練習問題を行う」ことを繰り返してアラビア語読解能力を向上させていくことを目
指します。

また読解に役立つ文法事項の解説動画をムードルに上げるので（視聴は自由）、希望者には文法問題の課題を出します。※本
授業は読解を中心に行います。会話力の向上には「アラビア語上級（会話）」を併せて履修することで、全体としてのアラビア
語能力の向上につながることが期待されます。
授業の到達目標
多様なアラビア語の文章を辞書や文法解説書を使いながら読めるようにする。
重要な語彙や頻出表現を用いた作文をできるようにする。（CEFR B1レベル）
成績評価方法
●試験 20％ 学期末に課題を出し、それを試験とみなします。読解してきた文章に関連する課題です。
●レポート 20％ 読解する文章のシャクルと和訳をレポートとみなします。
●平常点 10％ 授業への参加度。
●その他 50％ 授業毎に出す課題の提出。

科 目 名 アラビア語上級（読解）2
担当者名 中野 さやか
アラ ２単位 秋学期 水曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】リアルタイム配信

授業概要
アラビア語初級文法を学んだ学生を対象とします。読解力と表現力を延ばすために、文章読解と、読解した文章に関連した課

題を出します。
文章は「古典作品」「現代文学」「報道」「オンライン上の文章」の4種類を用意し、クルアーンから現代文学までの有名作品の

ハイライトシーンや最新のニュース、アラビア語のウィキペディアを取り上げ、多様な文章を読み慣れるようにします。 講師
が用意する文章以外にも、受講生が希望する文章がある場合、他の受講生の同意を得られたら講読します。和訳や英訳が存在す
るアラビア語作品も受け付けます。その場合は日本語訳や英訳と自分たちの翻訳を比較し、相違点を確認します。

講読する文章は原則として母音記号のないものであり、担当を決めて輪読します。担当は文章に母音記号を振り和訳を作成し
ます。 授業中に講読した文章の表現を利用した作文や同じ文章構造の短文の和訳を課題として全員に出します。

担当箇所の和訳や母音記号の正確さはあまり求めません。授業で文法や文脈に沿った読み方を指導し、間違えた箇所に関連す
る課題を出すので、「間違えて訂正を受け、練習問題を行う」ことを繰り返してアラビア語読解能力を向上させていくことを目
指します。
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また読解に役立つ文法事項の解説動画をムードルに上げるので（視聴は自由）、希望者には文法問題の課題を出します。※本
授業は読解を中心に行います。会話力の向上には「アラビア語上級（会話）」を併せて履修することで、全体としてのアラビア
語能力の向上につながることが期待されます。
授業の到達目標
多様なアラビア語の文章を辞書や文法解説書を使いながら読めるようにする。
頻出表現を用いた作文をできるようにする。（CEFR B1レベル）
成績評価方法
●試験 20％ 学期末に行う課題をテストとみなします。
●レポート 20％ 読解する文章の担当箇所に振った母音記号と和訳をレポートと見なします。
●平常点 10％ 授業への参加度。
●その他 50％ 授業毎に出す課題の提出。
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科 目 名 文化財行政学特論 埋蔵文化財保護の制度と行政

担当者名 博士(文学)早大 御堂島 正
考古調査士関連科目 ２単位 秋学期 土曜日 ２時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
わが国における埋蔵文化財保護の制度と行政実務を主とし、関連が深い有形文化財と記念物の制度について解説する。また埋

蔵文化財に関する諸課題を取り上げて議論する。受講生には、授業の中で講師が示す課題についてレポートの提出と発表を求め
る。
授業の到達目標
地方公共団体等の文化財専門職員として必要な文化財保護制度と行政実務の基本的理解とともに、埋蔵文化財行政における諸

課題を考えることを通して、より深い知識と課題認識をもつことができる。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 70％ 授業時間中に示す課題について、レポートの提出を求める（3回程度）。後の授業でレポートの内容につ
いて発表してもらうこともある。課題に関する理解度、内容の論理性などを評価する。
●平常点 30％ 授業に対する取り組み姿勢などを評価する。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
授業資料はMoodleに掲示する予定。

科 目 名 文化財の保存と活用特論 さまざまな視点や立場から文化財保護と活用を考える

担当者名 品川 欣也 他／亀田 直美／中門 亮太／和田 浩
考古調査士関連科目 ２単位 秋学期 土曜日 ３時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、さまざまな視点や立場から進められている文化財の保存と活用の具体例を紹介し、文化財の保護活動について理

解を深めていきたい。品川は、博物館の歴史、文化財の指定制度の変遷、展示のなりたち、教育普及という視点から講義をし、
博物館における文化財保護と活用を進め方について紹介する。中門は、行政的な制度や仕組みを踏まえた上で、埋蔵文化財の保
存と活用の在り方について、実例をもとに紹介する。和田は保存科学の観点から、展示活用における文化財保存技術や動産文化
財の保存活用について校外実習を含めた講義を展開する。亀田は、埋蔵文化財と現代社会のとの関係、地域社会の中での埋蔵文
化財の役割と課題を考える。
授業の到達目標
文化財（埋蔵文化財）の保存と活用を学び、考古学と社会の関係について理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ 該当なし
●レポート 50％ レポートの提出とその内容、ならびにレポートをもとにした講義や討論への参加・貢献を評価します。
●平常点 50％ 授業への参加・貢献を評価します。
●その他 0％ 該当なし
備考・関連ＵＲＬ
＊講義形態は担当教員よって異なる場合がありますので、担当教員より受講者に連絡を入れさせていただきます。

科 目 名 考古学特殊研究
担当者名 平原 信崇

考古調査士関連科目 ２単位 秋学期 土曜日 ５時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
本講義では、地域研究の事例として千葉県の縄文時代を中心に取り上げます。千葉県は近代考古学の黎明期から調査研究の場

となってきました。このため、戦前から戦後の大規模発掘の時代を経た今日までを範囲とし、蓄積された膨大な成果から見えて
きた房総の縄文時代研究の現在を紹介します。また本科目は考古調査士資格科目でもあるため、地方公共団体等の埋蔵文化財行
政の実践的な内容についても紹介します。
授業の到達目標
考古学的な地域研究の視点や方法の理解を深める。
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 出席状況、受講態度、意見交換等の取り組み状況にもとづいて判断します。
●その他 0％ 学会や発掘調査等への参加による欠席については考慮します。

科 目 名 考古学専門実習 埋蔵文化財調査の専門技術の養成

担当者名 高橋 龍三郎
考古調査士関連科目 ２単位 通年 土曜日 １時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
各自の希望するフイールドで、考古学調査の実践的な活動をおこなうことを旨とする。通年科目であるが、教場での授業では

ない。夏休みや冬休みを利用して、埋蔵文化財調査に必要な専門技術を養成するために、学外の発掘調査現場、または整理現場
において、専門職の社会人に混じって技術を磨くために、20日間（160時間）以上の実習を必要とする。受け入れ調査機関と
相談のうえ、期間や内容などを具体的に設定する。春期・秋期の初回は研究室で講義を行う。なお、授業は原則、教場での対面
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形式ですが、状況に応じてオンラインで実施することもあります。
授業の到達目標
考古学調査を通じて、実践的かつ専門的な埋蔵文化財調査の知識、技術などを身につけることを目標とする。「考古調査士」

の1級資格に必要な技術、知識、安全対策などの諸策を学ぶ。
成績評価方法
●試験 0％ 試験は実施しない。
●レポート 100％ 現場実習に関する報告が必要である。そのために「発掘調査日誌類」を提出すること。ただし、当道
府県の埋蔵文化財センターなどでは、発掘調査事で明らかになった事実関係を事前に漏らすことを禁止する規定があるので、そ
れについては事前に相談すること。
●平常点 0％ 平常点による評価はしない。
●その他 0％ 「発掘担当者の所見」、「発掘調査報告」、「発掘調査日誌類」などの書式を提出することにより、評価の判断基
準にする。
備考・関連ＵＲＬ
夏季休暇などを利用して、最低20日間の調査実習をすることが単位取得の条件である。受講生は、本科目の履修のために、

受け入れ先の発掘調査現場あるいは整理作業現場について、直接担当者と交渉・相談し、その受け入れの諾否について早めに科
目担当者に伝えること。
科目担当者は、受講者がお世話になる発掘現場、整理現場の担当者に連絡し、予め科目の主旨を伝えてお願いするので、交渉

状況について必ず科目担当者に連絡すること。
講義計画では15回分を記載するが、通年授業なので注意すること。

科 目 名 考古学特殊演習
担当者名 博士(文学)早大 竹野内 恵太

考古調査士関連科目 ２単位 秋学期 土曜日 ４時限 １年以上 ― ― フル【対面】
授業概要
担当教員によるオリエンテーション、ガイダンスの後は、受講者が、各自の関心と自らの意志に基づいて、社会との関係性の

中で埋蔵文化財関係の諸問題を積極的に学び、自ら、その研究の過程および関連資料等についてまとめ、口頭発表し、それをめ
ぐって受講生全員が質疑応答し討議する。近年の文化庁の諸政策や報告、通達などの法令的な領域についても学ぶ。それについ
ては適切な資料を提示する。東日本大震災後の埋蔵文化財の在り方の変化についても検討する。
授業の到達目標
博士後期課程の学生を主対象とし、受講生の関心事、テーマを勘案しつつ、自らの直接関係した事例を基礎にして、それをあ

らためて学術的な俎上で認識する。
従来ややもすれば軽視されがちだったコンプライアンスと埋蔵文化財との関係について適切な事例を検証する。またより身近

な問題として調査研究をめぐる諸問題、とくに著作権に絡む「論文不正」の問題についても考えさせたい。
成績評価方法
●試験 0％ 予定しない
●レポート 0％ 予定しない
●平常点 100％ 出席点と発表内容、授業中の質疑応答の積極性を評価する。
●その他 0％ 特になし
備考・関連ＵＲＬ
履修生の人数や関心度、理解度に応じて、授業計画と内容を適宜変更する可能性があります。
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科 目 名 ラテン語講読2 キケロを読む

担当者名 土屋 睦廣
合併随意科目 １単位 春学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
春学期科目「ラテン語講読2」は、「初級ラテン語」、「中級ラテン語」を学んだ人、もしくはそれと同程度のラテン語に関する

基礎知識を持っている人が、古典ラテン語作品を原典で読むための科目です。
今期は、古代ローマを代表する散文作家であるキケロの作品を、文法的知識を踏まえながら、丁寧に講読します。短い作品な

ら半期で読了できますが、大きな作品の場合は、有名な箇所を抜き出して読むことになります。作品の選択は受講者の希望をで
きるだけ尊重するので、とくに希望がある場合は初講時に申し出てください。
受講者の語学力に応じて、毎回数十行を精読します。受講者には、数行ずつ区切りながら、音読して訳をつけてもらいます。

接続法の用法など、基本的な文法事項も繰り返し確認しながら進めていきます。
前1世紀の代表的弁論家・政治家・思想家であるキケロのラテン語は、古典ラテン語の模範とされる名文です。古典作品を原

典で読む喜びを、受講者の皆さんと分かち合いたいと思います。
授業の到達目標
ラテン語文法に関してはすでに大筋を理解していることを前提とし、基礎事項も繰り返し復習しながら、古典ラテン語の文献

を独力で読めるようになることを目指します。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 0％
●平常点 100％ 毎回の訳読により評価します。語学力だけでなく、積極的な取り組みと努力を評価します。
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
ラテン語に限らず、外国語の習得には多大な労力と時間を要しますが、努力をいとわぬ者には必ずやそれを上回る喜びが得ら

れるはずです。ラテン語を学んだ経験のある人は、是非とも果敢に挑戦してください。

科 目 名 ギリシャ語講読2 プラトン『ピレボス』篇講読

担当者名 栗原 裕次
合併随意科目 １単位 春学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
プラトンの対話篇は古典ギリシャ語で書かれた散文の傑作と言われている。この授業では、後期プラトンの代表作『ピレボス』

をギリシャ語でしっかり読んでいく。それと同時に、対話篇に含まれる哲学的問題を参加者と共に考えていく。この二つの作業
を通じて、後期プラトン哲学の倫理学、存在論、認識論、方法論、言語哲学などを理解する手掛かりを得るだろう。
授業の到達目標
・古典ギリシャ語の初級文法を終えた段階から始めて、ギリシャ語散文の代表作であるプラトンの対話篇を文法的にきちんと

読めるようになる。
・プラトン後期哲学の基本枠組が理解できるようになる。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ ギリシャ語を訳す能力と哲学的考察の実践を総合的に評価する。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
・ギリシャ語文法を学んでいることを前提とするが、毎回の授業は少しずつ進んでいくので、習熟度は問わない。・対面授業

を予定している。

科 目 名 サンスクリット語基礎講読1
担当者名 伊藤 瑞康 他／山部 能宜
合併随意科目 １単位 春学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
サンスクリット原典を文法的に解析読解しつつ、インド仏教やインド哲学における重要な教理・思想を学ぶことを目的とする。

単なる知識の収集ではなく、テキストの内容を正確に理解するための文献学的方法論を学び、思想を学問的に考究する講義を目
指す。
今期のトピックとしては、「空」の思想について考察する。具体的には、大乗仏典である『中論』をテキストとして講読する。

また、梵語原典の解読の一助として、漢訳文献を中心に『中論』諸注釈の参照と比較考察も行う。さらには必要に応じて研究論
文も読解参照する。すなわち、単に知識を得るための講義ではなく、古典語を習得し原典を正確に読解してその思想を解釈する、
という文献学的方法論を学び、その実践にふれるという学問的な経験が得られることを目標とするものである。
「講読」となってはいるが、初めの数回の講義で基礎的な文法事項の概説を行い、その後も基本的な文法を解説しながらテキ
ストを読み進めていく。
とくに2023年度より講義時間が100分になったため、毎回の講義内で30分程度のサンスクリット語文法事項の学習をカリ

キュラムに含めて、理解度に応じた基本文法の復習と講読と併修することとする。
サンスクリット語文法を未習得の段階でも講義についてこられるように配慮するので、初学者も積極的に参加されることを期

待する。
また、すでにサンスクリット語文法の講義を履修済みで基本文法を習得している者は文法のさらなる熟達を目指す。
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授業の到達目標
1. サンスクリット語文法の習得、ならびに、簡単な文章の解読が可能となるようにする。
2. インド仏教における空の思想について、基本的な考え方を了得する。
3. 文献学の方法論の基礎を習得し、原典テキストの扱い方ならびに自力で読解する手法を学ぶ。
4. 学問的に思想や哲学を学ぶ意義について理解する。
成績評価方法
●試験 40％ 授業内容の理解度の確認
●レポート 0％ なし
●平常点 60％ 授業の参加状況、質疑応答の評価
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
2023年度春学期につきましては、対面講義で行いますが、感染状況の変化や大学の方針により、一部オンライン講義になる

可能性があります。その場合はzoomによるオンライン授業をリアルタイム配信で行いますが、受講者のネットワーク環境へも
配慮し、講義内容によっては資料提示形式ならびにオンデマンド形式も併用する可能性があります。
また、希望あるいは必要に応じて、Waseda Moodleなどによるサンスクリット文法習得のための添削指導を行います。

科 目 名 サンスクリット語基礎講読2
担当者名 伊藤 瑞康 他／山部 能宜
合併随意科目 １単位 秋学期 月曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
サンスクリット原典を文法的に解析読解しつつ、インド仏教やインド哲学における重要な教理・思想を学ぶことを目的とする。

単なる知識の収集ではなく、テキストの内容を正確に理解するための文献学的方法論を学び、思想を学問的に考究する講義を目
指す。 今期のトピックとしては、唯識思想について考察する。具体的には、大乗仏典である『唯識三十頌釈』をテキストとし
て講読する。また、梵語原典の解読の一助として、諸注釈や他の唯識論書の参照と比較考察も行う。さらには必要に応じて研究
論文も読解参照する。すなわち、単に知識を得るための講義ではなく、古典語を習得し原典を正確に読解してその思想を解釈す
る、という文献学的方法論を学び、その実践にふれるという学問的な経験が得られることを目標とするものである。
「講読」となってはいるが、初めの数回の講義で基礎的な文法事項の概説を行い、その後も基本的な文法を解説しながらテキ
ストを読み進めていく。
とくに2023年度より講義時間が100分になったため、毎回の講義内で30分程度のサンスクリット語文法事項の学習をカリ

キュラムに含めて、理解度に応じた基本文法の復習と講読と併修することとする。
サンスクリット語文法を未習得の段階でも講読にはついてこられるように配慮するので、初学者も積極的に参加されることを

期待する。また、すでにサンスクリット語文法の講義を履修済みで基本文法を習得している者は文法のさらなる熟達を目指す。
授業の到達目標
1. サンスクリット語文法の習得、ならびに、簡単な文章の解読が可能となるようにする。
2. 唯識思想について、基本的な考え方を了得する。
3. 文献学の方法論の基礎を習得し、原典テキストの扱い方ならびに自力で読解する手法を学ぶ。
4. 学問的に思想や哲学を学ぶ意義について理解する。
成績評価方法
●試験 40％ 授業内容の理解度の確認
●レポート 0％ なし
●平常点 60％ 授業の参加状況、質疑応答の評価
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
2022年秋学期につきましては、対面講義で行いますが、感染状況の変化や大学の方針により、一部オンライン講義になる可

能性があります。
その場合はzoomによるオンライン授業をリアルタイム配信で行いますが、受講者のネットワーク環境へも配慮し、講義内容

によっては資料提示形式ならびにオンデマンド形式も併用する可能性があります。
また、希望あるいは必要に応じて、Waseda Moodleなどによるサンスクリット文法習得のための添削指導を行います。

科 目 名 サンスクリット語講読 唯識の基礎文献を読む

担当者名 齋藤 直樹 他／佐々木 亮
合併随意科目 １単位 秋学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
Vasubandhu（世親, ca. 400-480A.D.）, Viṃśikā Vijñaptimātratāsiddhiḥ（唯識二十論）を読む。サンスクリット原典

の講読を中心としながら、仏教を、宗教的もしくは実践的側面においてではなく、世界史上における一つの重要で顕著な思想的
成果として捉えようとするときに重要となる諸概念の分析にも時間を割く。特に「因果関係」「空間」「全体と部分」「実体と属性」
「現実性と可能性」といった哲学的な諸観念の解説に注力することで，広く人文科学一般の理解のための基礎付けにも役だつよ
うな授業構成となるであろう。
授業の到達目標
サンスクリット原典の読解を通じて、大乗仏教の教義の二大潮流の一つである「唯識」において展開された諸概念を理解する

こと。そのうえで、抽象的な思考を組み立てるための基本的な構図に習熟すること。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 70％ 授業中に解読したサンスクリットテキストのローマ字表記とその和訳等。
●平常点 30％ 授業への取り組みかた。
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●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
サンスクリット文法を多少勉強したことがあり、文献講読に興味を持つ人であればどなたでも歓迎します。文法はこれからと

いう人は、初級サンスクリットやサンスクリット基礎講読の授業をあわせて受講することをお勧めします。

科 目 名 初級ラテン語（速修） しっかり学ぶラテン文法

担当者名 博士(文学)京大 宮城 徳也
合併随意科目 ２単位 春学期 月４時限 金４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
週二時間，計28回でラテン語の文法をしっかり学びます．ラテン語は，古代ローマで使われていた言語ですが，「ローマ帝国」

の支配領域が広かったこともあり，古代世界崩壊後の中世の西ヨーロッパでも「共通語」としての役割を果たし，思想，歴史，
文学，神学，科学などの著述は十七世紀になっても，デカルトやニュートンの主要作品を始めとしてラテン語で書かれました．
二十一席の現在でも西欧では高等教育を受ける者の必須の基礎学力と考えられています．英語に比べると，名詞，形容詞などの
格変化，動詞の活用が複雑に思え，一見近寄りがたいイメージがありますが，学んでみると，例外が少ない文法は，覚える苦労
を厭わなければ，思ったより易しく，近代後にも深く影響していることから，ラテン語を学ぶことによって，他言語を学ぶ際の
多くのヒントを得られます．文字も英語と同じ，英語がラテン語の子孫であるフランス語の影響を受けていることから，英語の
知的な文章で使われる相当程度の語彙はラテン語と共通と言っても過言ではありません．もちろん，古典ギリシア語の影響を自
家薬籠中のものとして形成されて行ったラテン語が生み出した，古代ローマの文学，思想，科学，宗教の文献を読むためにも，
中世，ルネサンスの文献史料を読むためにも，ラテン語を理解することは必要です．ラテン語を学ぶことによって，ヨーロッパ
文化の根幹を理解することができます，是非，週二時間でしっかりと学ぶことができる本授業でラテン語の初歩を確実に理解し
ていきましょう．
授業の到達目標
週二回の授業によって，ラテン文法の七割を学ぶことができます．教科書である，中山恒夫『標準ラテン文法』（白水社，1987）

の14課までを，全ての例文と，全ての練習問題をしっかりと理解することにより，より高次の文法事項である「接続法」（教科
書の15課から19課までに説明されており，秋学期の「中級ラテン語」1を履修することにより，学ぶことができます）を除いた，
全ての文法事項のうち，とりわけ大事な，名詞，形容詞，代名詞の格変化，動詞の活用（接続法を除く），「格」の用法，目的分詞，
動名詞，動形容詞などより高次の文法事項までしっかりと学びます．目安としては，「能動相欠如動詞（形式受動相動詞）」，「絶
対奪格」，「動形容詞による動名詞の代用」，「非人称受動」をしっかり理解できれば，ラテン文法の七割から八割をほぼ理解した
ことになりますので，それを目指します．
成績評価方法
●試験 0％ 学期末試験は行いません．
●レポート 0％ レポートの提出を特に求めません．
●平常点 100％ 毎回「小テスト」（Moodke出題し，解答を提出）を求め，授業への参加度（練習問題への積極的取組）
とともに平常点評価します．
●その他 0％ 上記の平常点により全ての評価とします．
備考・関連ＵＲＬ
授業で紹介します．

科 目 名 中級ラテン語2 古典ラテン語の原書講読入門

担当者名 宮坂 真依子
合併随意科目 １単位 秋学期 月曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
「中級ラテン語2」は，ラテン語の初級文法を学び終えた人を対象にした、平易なラテン語で書かれた文献（散文）を使ってラ
テン語読解力の基礎作りを目標とする授業です。ラテン語の読解で無視できない存在が「接続法」と呼ばれる動詞の用法で、こ
れを克服することなくしてラテン語が読めるようにはなりません。この用法を中心に学ぶための併設科目「ラテン語中級文法」
に対して、本講座では実際のラテン語の文献にあたりながら、この接続法を学んでいってもらいたいと思います。内容は実際に
授業で受講生の興味関心等を聞いた上で変更の可能性もありますが、ひとまずは、カエサルの『ガリア戦記』を文法事項に注目
しながら購読していきたいと考えています。
授業の到達目標
初級文法を学んだ皆さんが古典ラテン語の原文を読むことによって、読解力を向上させることが目標です。
成績評価方法
●試験 40％ 受講人数にもよりますが、最終授業時に，読解力を判断する簡単なテストを実施したいと考えています（柔
軟に対応する予定です）。
●レポート 0％ なし。
●平常点 60％ 授業に出席のうえ、順番にあらかじめ訳してきた内容を発表をしていただきます。
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
受講者の人数や関心によって、購読内容を変更する可能性もありますが、ラテン語原典を文法事項に着目しながら精読してい

くという方針に変わりはありません。内容に関しては柔軟な対応をしたいと考えています。
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科 目 名 中級ラテン語1
担当者名 宮坂 真依子
合併随意科目 １単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
前期科目「初級ラテン語（速習）」を履修した人、あるいはすでに何らかのかたちでラテン語の初級文法を学んだ人を対象に

した講座です。とくに後者に該当する人は、動詞とその分詞、そして名詞と形容詞の変化形を身につけていることを前提としま
す。

「中級ラテン語1」では接続法と呼ばれる、ラテン語読解には不可欠な動詞の用法について詳しく学びます。

具体的には『標準ラテン文法』（中山恒夫著、白水社）の16課以降の内容です。
授業の到達目標
課ごとに練習問題を解き、ラテン語の文法のさらなる理解を深めることが目標です。
成績評価方法
●試験 40％ 最後の授業で受講内容に関する小テストを行います。
●レポート 0％ なし。
●平常点 60％ 課ごとに練習問題を解いてきてもらい、授業中に発表してもらいます。また，課ごとにまとめの小テスト
を行ないます。
●その他 0％ なし。

科 目 名 初級ギリシャ語（速修） 古典ギリシャ語文法の全体を1セメスターで修得する

担当者名 兼利 琢也
合併随意科目 ２単位 春学期 火５時限 金５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
このコースでは、1セメスター週2回計28回の集中学習で古典ギリシャ語文法の基礎を学びます。講読を行う秋学期の「中級

ギリシャ語」等に接続し、計1年間でギリシャ語文献を読解するための基礎的な知識をつけるのが目標です。最初からしっかり
ギリシャ語を学びたい人、「入門ギリシャ語」や自習で学んだが基礎固めをしたい人を念頭に置いています。
西洋の文化を調べるとたいていどこかでギリシャ語につきあたります。西洋文化と教養の基礎に直接触れたい、自分にそれが

必要だと感じる人にはこの言葉を学ぶことを勧めます。
ギリシャ語は古来むずかしい言葉の代表で、それはそのとおりです（学ぶ楽しみはとても大きいのですが）。戸山では週二回

という恵まれた状況で学習でき、春学期の30回でも文法の全項目を網羅できずとも基礎は十分に学べます。秋学期は講読の合
間に復習や補足をするので、年間を通して学べば古典ギリシャ語について全般的な理解が得られるでしょう。
なお、この授業で学ぶギリシャ語は現代ギリシャ語ではなく、西洋古典文学、つまり紀元前8世紀頃のホメロスに始まって5

世紀頃まで続く古代文化が遺した膨大な言語遺産の言葉です。ギリシャ語は古典の傑作：叙事詩・叙情詩・劇・歴史・演説・哲学・
小説などを生み出したことにつきません。今日に繋がる学問の礎はギリシャ人が築きました（数学や哲学など抽象度の高い学問
はギリシャ語の独壇場で、古代ではラテン語は学術語でありません）。また，これら異教古代の遺産と並んで西洋文化の基礎を
なすキリスト教は、ギリシャ語圏ユダヤ世界で生まれ，新約聖書はローマ時代の日常語のギリシャ語で綴られました。西洋の言
葉と文化の知識を深めたいと思うのであれば、古典ギリシャ語を学ぶのがいちばんです。
授業の到達目標
古典ギリシャ語の基礎的文法と語彙の習得
成績評価方法
●試験 0％ 学期末試験はしません。
●レポート 0％ 期末の提出物はありません。
●平常点 100％ 毎回の練習問題の回答，変化形の書取りの出来、クイズの成績などです。
もしかしたら小さな課題を出すことがあるかもしれません。

●その他 0％ とくにありません。
備考・関連ＵＲＬ
週2回の対面授業です。時間割に気をつけてください（片方だけだと挫折します）。
＊なお、この週2のコースは昔から、古典ギリシャ語読解力の習得のため真剣な学習を願い覚悟する文学学術院の優秀な学生

諸君を受講者に想定してきています（し事実そうです）。
同じ私の他の（とくに古代神話に関わる）講義や語学とはレベルが違います。古典語を西洋の教養として気軽に学んでみたい

人は、本学術院の他の講座か他学部の授業等を選択することを勧めます。

科 目 名 中級ギリシャ語1 古典ギリシャ語散文の基礎講読

担当者名 兼利 琢也
合併随意科目 １単位 秋学期 金曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
秋学期の「中級ギリシャ語2」は、春に「初級ギリシャ語（速習）」を履修した人、またはこれまでに「入門（初級）ギリシャ語」

等を学んだか、それと同程度の古典ギリシャ語に関する基礎知識を持っている人を対象に、実際の文章に直接当たることで読解
力を養成することを念頭に置いています。
講読なので文法の大枠を理解していることを前提にしますが、多くの人はまだ始めて3か月（半期）です（し夏の休止があり

ます）から、基礎知識の説明と復習は常に繰り返します。平易な散文で読む意義の大きな古典を（可能であれば比較的速めに）
読んで読解力を鍛えたいと思います。
今年は、ホメーロス『イーリアス』『『オデュッセイア』からの抜粋を読む予定ですが、他のテクスト、とりわけ何らかの初級
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撰文集の講読に変更する可能性があります。また、受講者の希望に応えることもできます、聖書等キリスト教文献を除きますが）。
講読ですから毎回少しずつ訳読します（あらかじめ割り当てをしておきます）。細かな文法的な説明をしますが、あわせて教

科書や文法書の該当個所、変化や文法の復習をします。毎回ごとに復習と訓練を積み重ねていきますから、半年でもギリシャ語
文法のほぼ全域を学べると思います、（なおホメーロスの文法は、アッティカ散文を読むために作られている教科書では足らな
いところが間々ありますので、それら（とくに変化形）は説明を加えます。）
大切なのは自分で形を確かめて暗記する努力をすることです。当然ですが聞いているだけでは理解はできるにせよ独力で読み

こなせる力は身に付きません。予習復習を欠かさないでください。助力は惜しみません。単語と変化はあるレベルまで必ず覚え
なければなりません。頑張って下さい。
授業の到達目標
古典ギリシャ語文献の読解の基礎的能力の養成
成績評価方法
●試験 0％ テストは行いません．
●レポート 0％ 期末提出物はありません．
●平常点 100％ 毎回の訳読です．
●その他 0％ なし．
備考・関連ＵＲＬ
対面授業で行います（少数の受講者との講読ですからズームを用いる手もありますけれど、やはり）。

科 目 名 初級ラテン語1 ラテン語文法の学習

担当者名 兼利 琢也
合併随意科目 １単位 春学期 水曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
ラテン語とは、古代にイタリア半島中部のラティウム地方に源を発しローマ帝国と共に西地中海世界の共通語となった言語で

す。同時期に文語として完成して多くの古典作品を生み出しました。中世以降もカトリック教会と法律と学問の言葉として西洋
の普遍的教養の伝統を担い、19世紀初期頃まで学問の伝達手段でした。他方、古代の口語のラテン語（俗ラテン語）はしだい
に変化してロマンス諸語（イタリア語，スペイン語，フランス語など）へ変貌します。西洋の古文であるラテン語にそれ自体と
しての実用性はありませんが、西洋の言語と文化に関心のある人はぜひこの言葉を学ぶべきです。今のアメリカでも既修外国語
としてスペイン語フランス語に次ぎます。英語の語彙も3/4がラテン語に由来するだけではありません。そもそも文法はすべて
ラテン語文法が元ですし、近代語学習に必ず役立ちます。
春学期の本科目では、教科書の半分程度（9課辺り）まで進む予定です。
授業の到達目標
ラテン語文法の段階的学習習得とラテン語による詩文と歌の観賞
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 毎回配信する課題（主に変化形書取り＋小クイズ）の評点の総計
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
完全な対面授業で行います。

科 目 名 初級ラテン語2 ラテン語文法の学習

担当者名 兼利 琢也
合併随意科目 １単位 秋学期 水曜日 ３時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
ラテン語は古代ローマ帝国の言葉です。前1世紀後半の共和政末期、カエサル、キケローによって技巧的文語として完成、ア

ウグストゥスに始まる元首政の2世紀の間に幾多の古典文学を生みました。歴史（サッルスティウス、リーウィウス、タキトゥス）、
哲学（キケロー、セネカ）、文学（ルクレーティウス、ウェルギリウス、ホラーティウス、オウィディウス他）にわたる古典は、
ルネサンス以降の西洋文化に深く広い影響を及ぼしています。またラテン語は、ローマ帝国滅亡後も教会と法と学術の言語とし
て西洋の教養を担いました。それゆえ西洋のすべての学問と文化はこの言葉が源です。
秋学期は教科書の後半を進めます（第10課から第20課）。余裕があれば何らかの古典作品を読む予定（学習中に随時紹介す

る予定）。
授業の到達目標
ラテン語文法の学習習得、ラテン語詩文の観賞
成績評価方法
●試験 0％ なし
●レポート 0％ なし
●平常点 100％ 毎回配布（配信）する課題（主に変化形書取り＋少クイズ）の評点の総計
●その他 0％ なし
備考・関連ＵＲＬ
対面授業で行います（大学が全講義をオンラインにしない限り）。
講読は予定通りいかないことが多いですが、時々詩文や歌の紹介をします。
この秋学期の授業は、春学期に私の「初級ラテン語1」を学んだ学生のみなさんを想定しています。
春学期でラテン語の根幹の名詞と動詞の変化は90％以上終わっています。以前に独習や他の講座で学んだことがあるのでし

たら大丈夫と思いますが、初めてだと困難が多いです。時折、春学期の語学学習からラテン語の必要性重要性に気付いて（初め
て）この言葉を学ぶつもりで来る方がいますが、ここに明記しておきますように、途中の、かなり高度な話からになります。（そ
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れでよい方はもちろん歓迎します）。

科 目 名 初級ギリシャ語1 ゼロから学ぶ古代ギリシャ語

担当者名 福島 正幸
合併随意科目 １単位 春学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
古代ギリシャ語は、主として紀元前5世紀前後ギリシャのアテナイを中心に用いられた言語です。西洋文学の起源であるホメ

ロス、哲学ではプラトン、アリストテレス、歴史ではヘロドトスの著作、さらに新約聖書もこの言語で書かれています。「It’s
all Greek to me（それは私にとってギリシャ語だ＝ちんぷんかんぷんだ）」と言われるほど、難しい言語です。欧米人も真っ青
な難解言語に大学で挑戦してみるのはいかがでしょうか。前期は名詞・形容詞の格変化と動詞の基本的な活用を学ぶことが中心
となります。
授業の到達目標
本授業は、とりあえず古代ギリシャ語がどんなものか知りたい人から本格的に学びたい人まで、幅広い範囲の人たちを対象に

します。短期間で古典ギリシア語の基礎知識を習得するのは容易なことではありませんが、少しずつ基本を確認し、語形を整理
しながら進めます。最終的には独力で辞書を引きながら古典ギリシャ語の原典テクストを読めるようになることを目標としま
す。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ .
●その他 0％ なし。
備考・関連ＵＲＬ
対面で実施します。

科 目 名 初級ギリシャ語2 ギリシャ語文法基礎の完成

担当者名 福島 正幸
合併随意科目 １単位 秋学期 水曜日 ５時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
春期（前期）科目「初級ギリシャ語1」で学んだことを前提として、より高次の文法知識を学んでいきます。ギリシャ語が難

しいと言われる所以の一つは、暗記事項の多さです。しかし、「初級ギリシャ 1」を受講し、基礎を習得した方々であれば、「初
級ギリシャ 2」で学ぶ文法事項にも抵抗はないと思います。後期は動詞の活用がメインとなります。とにかく覚えることが多い
ですが、語学は一にも二にも暗記です。大変ですが、頑張って覚えてください。アリストテレス先生も「メタ・リュペース・ヘー・
マテーシス（学習には苦痛が伴う）」と言っています。
授業の到達目標
初等文法の基礎完成を目標とします。具体的には、リュシアスや新約聖書など比較的平易なギリシャ語散文購読に挑戦できる

ギリシャ語力の涵養を目指します。
成績評価方法
●試験 0％ なし。
●レポート 0％ なし。
●平常点 100％ 課題を提出してもらい、それを平常点として評価します。
●その他 0％ なし。

科 目 名 社会調査法1
担当者名 博士(文学)早大 岡本 智周
合併随意科目 ２単位 春学期 火曜日 ４時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
社会学は様々な方法で社会を認識した上で成立する学問である。社会を観察し認識するための主要かつ有効な方法の一つが社

会調査である。社会調査の領域では、具体的な社会事象を客観的に把握するために様々な手法が開発され、また多くの先行研究
が蓄積されてきた。本講義は、先行研究例をふまえつつ、調査の基礎的な知識・技法や調査倫理を習得するとともに、社会調査
全般についての理解を深めることを目的とする。また、実践に向けて調査データを読みこなすための基礎的な力をつけることを
目的とする。なお、本講義は社会調査法2と併せて履修することが望ましい。
授業の到達目標
1．社会調査の発展の歴史をふまえ、その用途や意義を理解する。
2．量的調査・質的調査の双方にわたり社会調査の諸類型と特性を整理し、それらに共通する社会調査の基礎的な考え方を理

解する。
3．調査結果を正しく読み解き、また、自分で調査を実施するために必要となる、社会調査のプロセスに関する基礎的な知識

や技法を修得し、調査を行う際の注意点（調査倫理）を理解する。
成績評価方法
●試験 50％ 期末試験の結果を評価する。
●レポート 0％
●平常点 50％ 毎回の課題への取り組みを評価する。
●その他 0％
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科 目 名 社会調査法2
担当者名 笹野 悦子
合併随意科目 ２単位 秋学期 無 フルOD １年以上 ― 合併科目 フル【オンライン】フルオンデマンド
授業概要
社会調査によって資料やデータを収集し分析しうる形にまで整理していく方法を学習する。サンプリングから実査後の集計ま

での方法、質的調査の具体的な手順を理解する。また、社会調査の領域における計量的研究と現象学的な質的研究という異質な
方法論の学びをとおして、それらが実証研究において相互補完的であることを理解する。なお、本講義は社会調査法1を履修し
ていることが望ましい。
本授業は全回オンデマンド授業として実施する。
授業の到達目標
社会調査の基礎的な知識・技法を修得する。調査の過程と構成の理解を深め、調査データを読みこなす力をつけることを目標

とする。
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 期末レポート（授業内容の正確な理解、理解に基づいて課題を考察し応用できることを評価する）
●平常点 50％ 毎回の宿題
●その他 0％
備考・関連ＵＲＬ
本授業は全回オンデマンド授業として実施します。 ※曜日時限は「無フルOD」となり、教室は配当されません。

科 目 名 社会統計学1
担当者名 津田 好美
合併随意科目 ２単位 春学期 火曜日 １時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
社会調査によってえられたさまざまな形式のデータを整理、分析するために必要となる基礎的な手法を学ぶ。量的調査から得

られたデータを処理する基本的な方法を扱い、次にデータの分布を記述する指標の読み方や算出の仕方を扱う。その上で、2変
数間の相関関係を読み解く方法や統計量、疑似相関などの概念について講義する。社会統計学の基礎的な分析結果の統計的意味
や社会的含意を理解できるようになることを目指す。データの分布、記述統計量を理解し、社会調査のリテラシー（読み書き能
力）を習得する。
授業の到達目標
データの分布、記述統計量を理解し、社会調査のリテラシー（読み書き能力）を習得する。
成績評価方法
●試験 70％ 期末試験
●レポート 0％
●平常点 0％
●その他 30％ 授業時に提示する課題

科 目 名 社会統計学2
担当者名 津田 好美
合併随意科目 ２単位 秋学期 火曜日 １時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
社会調査から得られたデータが標本のデータである場合、母集団に関する一般的な結論を導出するには、推定ならびに検定と

よばれる統計的処理を経る必要がある。この講義では、確率論の基礎、確率分布、検定・推定の基礎、平均の差の検定、カイ二
乗検定、相関係数や回帰分析について、その理論と実践的な意味の両面について扱う。受講生は、推測統計の基本的な考え方が
理解できるようになること。その上で代表的な統計的検定の結果を適切に解釈できるようになることが期待される。
授業の到達目標
推測統計の基本的な考え方が理解できるようになること。その上で代表的な統計的検定の結果を適切に解釈できるようになる

こと。
成績評価方法
●試験 70％ 期末試験
●レポート 0％
●平常点 0％
●その他 30％ 授業時に提示する課題

科 目 名 データ解析2（質的分析） 質的調査法

担当者名 博士(文学)早大 笠原 良太
合併随意科目 ２単位 秋学期 月曜日 ２時限 １年以上 ― 合併科目 フル【対面】
授業概要
本講義では、社会調査における質的調査の特徴を理解したうえで、質的データ収集方法の設計・準備・実査・分析・報告のサ

イクルについて学ぶ。具体的には、インタビュー調査、参与観察、文書資料調査を扱う。それぞれの方法を用いた先行研究や担
当教員が参加するプロジェクトの例を紹介しながら進める。また、実際のデータを分析して具体的かつ実践的に学習する。なお、
本講義は社会調査士標準カリキュラムF科目に該当する。
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授業の到達目標
・質的調査の基本的な知識、考え方を習得し、研究・調査目的にあわせて適切な調査方法を選択できるようになる
・自ら調査を設計し、実査・分析・報告までできるようになる
成績評価方法
●試験 0％
●レポート 50％ 学期末の最終レポートの評価
●平常点 50％ 出欠、授業内個人・グループワーク、課題の評価
●その他 0％
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